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　　国立国語研究所報告18

話しことばの文型（1）

　一一対話資料による研究一

　　国立国語研究所

　　　　　1960



刊行のことば

　音声で蓑現される馨しことばは，瞬間的に消え去るものであっ

て，とらえがたい。そのためか，話しことばに関する研究は，一

般的に言ってあまり進んでいるとは言えない。国立國語研究所で

は，創立以来第一研究部内に馴しことば研究室を設けて，話しこ

とばに関する研究を進めてきてすでに「談話語の実態」という研

究報告を公刊しているが，その後，未開拓と言ってよい話しこと

ばの文法について調査研究を行なうこととし，最初に：文型（セン

テンス・パタン）を明らかにすることを計画した。その研究成果

の一部をまとめたのが本書である。文型についてはなお調査研究

すべきものがあるので，それは本書の続編として近い将来に公刊

する予定である。

　話しことばの研究は当然音声面をも重視しなければならない。

ことに交型を考えるのにはイントネーションに注目すべきであ

る。この方面は，まだ新しい研究領域として残されていたものだ

けに，今園の研究調査は方法論の上で少なからず，困難があっ

た。本書について各方湧から御批評を賜わるならばまことに幸で

ある。

　この調査研究は，話しことば研究室長大石初太郎を中心に，飯

豊毅一，宮地裕，吉沢典男が担当した。

1960年3月

圏立国語研究所長岩淵悦太郎
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はじめに一この報告書の構成一

この報告書の主要部は，1．研究の概要，韮．基礎的研究，羅．研究のまと

め，の3章から成る。

　「研究の概要」の章は，1．研究結果のあらまし，2．研究生標，3．研究方

法，4．作業経過，5．資料，の5節から成る。研究方法・作業経過・資料等に

ついてやや詳しく報告するのは，とりわけ話しことばの研究においては，操作

の簡に問題があり，吟味を加える必要のあるものが多いと考えられるからであ

る。「基礎的研究」の章は，1．文の認定について，2．蓑現意図，3．構交，

4．イントネーション，の4節から成る。詳しくは後述するが，われわれは，

文型を，表現意図と構文の型とイソトネーーションの型の総合としてとらえよう

とした。そのために，表現意図・構文・イントネーションのそれぞれの体系の

把握を．塞礎的研究として行なった。それがここに報告される。また，：交をど

う認定するかをきめて，具体的発話の資料を文に切ったが，それに関する理論

的考察および実際的処理についても，この章で記述される。「研究のまとめ」の

章は，基礎的研究の立場で分析された結果にもとづき，一つの試みとしての簡

単な総合的文型を立ててみたものである。

　終りに，この研究セこ関する反省を付記する。

　なお，分担執筆をしたおもな部分は，次のとおりである。　1．研究の概要

一大石初太郎，　1．1．文の認定について，　狂．2．袈現意図一宮地面，

韮．3．構文一飯豊毅一，丑．4．イントネーショソー一吉沢典男

1



1　研究の概要

　　　　　　　　　　1．　研究結果のあらまし

　文型のための基礎的研究として行なった，文の認定，表現意図，講丈，イン

トネーションのそれぞれ，および総合的文型について，あらましを述べる。

　1文あ認定について　　従来の交法論上の文の規定は，具体的な話しことば

の処理に際してはじゅうぶ！姻こ有力ではない。そこで，文法論上の文の規定と

できる限り密接に調和させるよう努力しながら，具体的に，交の切り方をきめ

た。

　資料のうち，およそ1割前後が文の認定に関して問題となるものであるが，

それを上記のやり方で処理して，文として認めるもの，交として不完全とする

もの，を定めた。そのまとめを示す。

　！　単純な文（一般にまず問題なく交とされる類を除く）（一線部が1文）

　　（1）感動詞：文例「アーアーアーアー」「アーナルホド」

　　（2）応答詞交　例「ウソ　ウソ」「イヤ　イヤ」

　　（3）接続助詞由来の終助詞終止文　例「カルク　ウゴカスカラネ」＜軽く　動か

　　　　　すからね〉

　　④　単純提三文　例「マヅシ・ニ　ヌッテァルデシ。ウ，アレ　ナヵナヵ　タイ

　　　　　ヘソヨ」〈真白に　塗ってあるでしょう，あれ　なかなか　大変よ〉

　　（5）くり返し蓑現の一つごとの文例「サァァゲテァゲテ」

　　⑥　述語並列的蓑現の一つごとの文　例「オオドオリヤナソカ　デルト　ゼソ

　　　　　ゼソ　ダメデスカ，ゼソゼソ　ノレマセソカ」＜大通りやなんか　出ると

　　　　　全然　だめですか，全然　乗れませんか〉

　　（7）補充表現としての完全な文　例「モゥ　ナイ，モゥ　ヤヅテナf．」

　　⑧　省略文由来の慣用による完全な文　例「ポスターヲ　ドウゾ」「ドウゾ

　　　　　　コチラへ」

　il　文的要素（一線部）を含む文（一線部が1文）
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（1）　くり返し表現としての文節または文節連結を含む文

　　　　ソコヘ　イレタソダッテ，ソニへ」

例「アトカラ

（2）補足の表現を含む文

　i　先行の指示語に対する補足の表現　例「イハイト　ソレカラ

　　　　　カイテアルジャナイ，アノ　セキヒ＝」＜位牌と　それから

アレニ

あれに

　　　書いてあるじゃない，あの　石碑に＞

ii倒置の表現　例「イロイpaアルデショウ，クモノナマエガ」〈いろ

　　　　いろ　有るでしょう，雲の　名まえ差＞

iii言いかえによる補足の表現例「ヤマビラキ，タ＝ガワノヤマビラキ

　　　　　ノ　マエ」＜由朗ぎ，谷川の　山聞きの　前＞

　　　　　wupa
（3）挿入文を含む交．　例「デモー　ナソヵ　ソゥィゥ　ザィリョゥ・■■・ザィリ

ヨゥッテ　イゥノカシラ，テソピトカ　ソウイウ　モノガ　ズイブソ

　　　　　イルソジャナイ？」　＜でも一　なんか　そういう　材料・…材料って

　　　　　いうのかしら，天火とか　そういう物がずいぶん　いるんじゃない〉

（4）挿入的提示：文を含む交　　「コトシハネー，コトシハ　モウ　ダッチ　アタ

シタチ　ホラ　イモウトト　ヤコウデ　イッテサ　アサ　ツイテ　スグ
M．t．、fU．t　pVt・一（．N．．tStWthAtt・へ．へ　　　　　　　　　　　　　A．tsA（Att…A　NV一・．t一、V．“．へft－t一「．t．pmへtL一．一N＋

スベッタデショウ，ダカラ　モウ　ノム　ヒマナソカ　ナイモソ」〈今
wvV凵D＞tM：：rMTYYY：＝．．ua．一一．．．．．　＝L＝’：：＝＝：＝：：＝一””’一’一一一’

　　　　　年はね一　今年は　もう　だって　あたしたち　　ほら　妹と

　　　　　行ってさ，朝着いて　すぐ滑ったでしk「），だから　もう

　　　　　ひまなんか　ないもん〉

（5＞　副詞的文を含む文　例「モクヨウビカラカシラ，オシルト　ヨル

夜行で

飲む

アルデ

　　　　　ショウ」〈木曜目からかしら　お昼と　夜　有るでしょう〉

⑥　提題文を含む文　例「エトカネ　ソウイッタ　アノー　シュミデスネ，ナ

　　　　　ニカ　ゴザイマセソカ」＜絵とかね

　　　　　何かございませんか〉

（7）引用文を含む文　例省略

⑧　選択要求表現文　例「ゴク　カタチハ

そういウた　あの一　越味ですね

カ」くごく

幽

一？・一ルイデスカ，ナガイソデス

　　　ゑりる
形は　：丸いですか，長いんですか＞

　　　　　3



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨時的表

現意図と一般的表現意図とを認めることができる。ここに取り上げる蓑現意図

は，一般的表現意図，すなわち，ことばの形式との対応が社会的習慣として認

められるものである。

　表現意図，およびそれに応ずる文表現を下記のように分類した。

　A　相手に対して，あらたに何かを表現しようとする意図

　　・翻・対・て求め…ろのな咳現意図一｛繍糠魏

　　aノ相手に対して求めるところのある表現意図一③要求表現

　B．相手のことぽに対して何かを表現しようとする意図

　　b　相手に対する受容・応答：の表現意図一④応答表現

　以上の下位分類として，

③詠嘆矧器：1黎野饗表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②・1・1・1態の衷境

　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　（9）言い薩し交を含む文　例「ニホソゴジャナイ，トウk’　StウゴダP？」

　　⑩反記文を含む文　例（「ソレデ　イイソデスカ」）「ソレデ　イイソデXカ，

　　　　　マダマダデスヨ」

　贋　不完全文

　　（1）不整文　例「ソノ　ウニヘ　ウチガ　デキテ　ドウデモ　コウ　ナッテ　ア

　　　　　ア　ナッテッテ　モウ　ナガイ……フルイソダロウ，ムカシノネ」〈その

　　　　　上へ　うちが　出来て　どうでも　こう　なって　ああ　なってって　も

　　　　　　う長い“…古い鰭ろう・昔のね〉

　　（2）省略文（中絶文も）例「オナマエハ？」「ゴカソケイナク」

　　以上の1・罫を文型研究の対象とし，溢を対象外とする。

　2表現意図　　　表現意図とは，言語主体が文全体にこめるところの．

ゆる命令・質問・叙述・応答などの内容のことである。表現意図に，



醐1：1驚灘：lll撫蕪

　以上の細分された交表現について，主として文ヌミに，どのような特徴的形式

があるかを調べた。たとえば，次のごとくである。

　　確認要求の表現　～ネ？，～ダロウ？，～デショウ？，～ジャナイ？，～ジャナ

　　　　　イカ？

轍求四一・？・　一・t・1・一・ジ・ナ・ ﾗ轍禰を・つ・

　なお，上掲の分類のほかに，コミ＝＝ケーションの発始および終止に関する

蓑現と見られる「呼び濁け」「あいさつ」，判叙表現・要求裏現のそれぞれの

中の未分化的表現である「反唱の表現」「疑問兆候の表現」，要求表現の形式

で究極は判叙を衷わす「反語の表現」がある。

　3構文　　文宋述語を中心として，これと直接関係を結ぶ構成要素の配列・

組み含わせによって，構文の型を調査した。文の構成要素の関係方式に，「主

。述の関係」「体書的修飾・述の関係jFE一］」詞的修飾・述の関係」等，一定の

格を認めて，それによって処理したのである。なお，その際，それぞれの格関

係を特徴的に蓑わす助詞の類を重視した。

　このような構交の型は，文末述語の詞の性質と密接な関係がある。それゆえ

交末述語の詞にもとづいて，自動詞文・他動詞文・形容詞形容動詞文・名詞文

・翻詞文・感動詞文などに分類し，そのおのおのについて横文の型を調べた。

一一痰ﾆして，形容詞形容動詞文の構交の型を，ある大まかな段階で示せば，次

のとおりである。（形容詞述語のものだけを示す◎）

　（1＞述語だけの文　「ウマイ」

　②　副詞的修飾語（以下，副修語とする）のある文　　「ジッエ1’ウマイ」「オ

　　　　ソラク．rイマハ1’モゥiソソナニ」ナイデショウ」
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（3）体欝的修飾語（以下，体修語とする）のある交　「ヒョゥジxソゴaI’チ

　　　　カイ」〈標準語に　近い〉「ニシゲソニハiゲソザィト　ショウラィヨリ！ナ

　　　　イ」〈入間には　現在と　将来より　無い〉

④　体修語。副管語のある交「マァ「イソゴニ」チカイ」〈まあ隠語に近い〉

（5）主語のある文　「コレ・寸ウマイ」

⑥主語と翻修語のある文　「ポッカイドウ「トテモiスバラシイ」

〈7）主語と体修語のある文　　「ジカソバ「ナソジゴロマデ」ヨロシイカ」〈時間

　　　　は　侮時ごろまで　よろしいか〉

（8）主語と体修語・講修語のある交「ヨノナカニ」アクニソナソテモノハrホソ

　　　　トニ「ナイソデス」〈世の中に　悪人なんて　ものは　ほんとに　無いんです〉

（9）主語の二つある交　「ソレハ』1’カソヶイガ1’ナイ」

⑯主語二つと副修語のある文　「ソソナノ1ゼソゼソ．1ミタ　コト1ナイ」

　　　　〈そんなの　全然　見た　こと　無い〉

⑪　主語二つと体修語のある文　　「オレナソカ．【ジッカソトシテ．1ナニモ1ナヵ

　　　　ヅタ」〈おれなんか　実感として　何も　無かった〉

㈱　主語二つと今暁語・副亀目のある文　　「アレ．iジッサイまグソセイノ　ホ

　　　　ウニiドクシャガrオオイ」〈あれ　実際　男性の　方に　読者が　多い〉

　⑬　主語の三つある文　　「ダソシクラスッテik’　nウシツノ　クウキガyウル牙

　　　　イガiナイナ」〈勇子クラスって　教室の　空気が　うるおいが　無いな〉

　㈱　主語三つと三軍語のある：文

　　　　「ヤッパリ．［ワタシタチモ！』ムカシノ　ホウガ．1．レイギモiタダシカッタ」

　　　　〈やっぱり　わたしたちも　昔の　方が　礼儀も　正しかった〉

　　（以上は，取り扱った資料の範囲で現われた型をかかげたものである。）

形容詞形容勤詞文の構文について，おもな特徴を上げると，次のとおりであ

る。

　i体言的修飾語に関して

　　一般に，体鷺的修飾語の用いられることが少ない。

　　限られた体言的修飾語の用いられることがある。

　　　比較を蓑わす「ヨリ」はよく用いられる。

　　　時を回す「二」，場所を示す「デ」「マデ」は用いられる。

　　　ある限られた形容詞（たとえば「近い」）には，ヂト」r二」などが用い

　　　　られる。
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　三i　　　三主三語存こつ㌧、て

　　対象語の用いられることがかなり多い。

　　主語が：二つ，あるいは三つあると解しうる場合がある。

　　なお，交の購成要素の配列の順序について考え，それの比較的に圏定化し

　ているものについては必要な限り注記を施し，さらに別に一節を設けて，ま

　とめて考察した。

　4イントネーション　　イントネーションは，文の成立にもっとも関係の深

い，文末のイソトネーショγセこ限定して仕事を進めたG

　まず，インFネーションをつかまえるため，文宋部の発話段落の音調形式か

ら分類し，次の5種のイントネーションの刷を立てた。

〈名　称＞

1．　平　調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
◎
　
　
　
・
◎

，
（　

　
　
　
　
く

幽
纐
　
畷
噸

〈具体例〉

ffク

ィヲ

拶
イ5

ffク余

ハタラクネ

ガク♪

　　　　　
イレル

イ「
ド

ヒヨク

クラタハ

ノ
イ「

ド
ヒ傷矛

ハ

〈
キの諮

　　く
ザ
バ

クガ　
〈
ネ

＼
”霧ア

　
、

　
　
ノ

つ　　　　コ

ソウ不一

ヲゥ采＿三

ゾゥ；iに

　　ノY一

Eネー

イ殊一
イ殊＿｛

イグー

オ四イタヂ＿

　オ再イタみチ

オドロイタネー

オ需イタ≠

ハ’タラクナー

　　＿「　　ノ　ハタラクナーア

　ハタラクー

　　　　　　（注）㊧は終助詞，◎は附加的長音であることを示す。

（音調としての高低関係は，上下の根対的2誤観でとらえた。／・〈●＼などにつ

いては，後の「イントネーーショソ」の章参照。
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　次に，総合的丈型にイソトネ・一一・ショソがどのように参画するかを見る起め

に，イソbネーションと表現意図との対応を調べた。イγトネーショソは表現

意図と直接的関係をもち，構文とは直接的関係をもたないと見られるからであ

る。その結果，イントネーションは，表現意図を衷わすところの文末部の特徴

的形式を通して，表現意図と関係をもつと考えられた。

　文末部の特徴的形式に添ってあらわれるイントネーションは，その特徴的形

式の細かい違いによ・って，それぞれ機能が異なる。その関係を次に表示する。

特に表現意図と結びつく平調。昇調1につぎ，判叙表現・要求表現との関係を

示す。

表現意図からみ塒徴的妹形刈 平調だと

1 ～ダ，～デス，～ウ（意志） 晶晶表現

1昇謙・i

2

3

4

5

6

～カナ，～カシラ

〈反問〉

　丁丁表現
（判断米確定の表現） 左に同じ

体雷どめ，用量どめ
～助動詞（ダPtウ，デショウを
　除く）

～助詞（終助詞を除く）

半椒衰現

〔不定詞を含む形式〕

〔命令表現形式〕

質問的表現

命令的表現

質問的表現

～ダロウ，～デショウ，

～ジャナイ，～ノ

7 ～カ

8
一ち一・（確認要求の表現のときが特徴的形式となる。）

左に同じ

櫓船じ｝

半椒贋問の両方に舳縮問の両
　　　　　　　　方に用いら縮
用いられるが，主と
　　　　　　　　るが，主とし
して覇業表現　　　て質問的表現

影野・質問のいずれ
にも

（平調はほとんどあ
らわれない）

左に同じ

質問的衷現

　5総合的文型　　表現意図を中心にして総合的文型をとらえることにした。

すなわち，表現意図に応ずる各種の交表現において，どういう構文の型，イン

トネーションの型が用いられるかを整理してタようとした。

　文型を細かくとらえようとするか，あらくとらえようとするかは，どういう

　　　　　　　　　　　　　　　　　8



目標で作業をするかによって違うが，今は，直擁こは，実用的目的に立たず，

：交法研究として，ある段階における基本的な型（いわゆる「基本：文型」ではな

い）をとらえようとして，必ずしも細かい購造の交型を出そうとはしなかっ

た。そのため，表現意図に応ずる文表現の分類も，細かい下位分類を切り捨て

たところがある。構文については，主語・述語とも，必要な助辞類だけに注揖

して，その他その構造に関しては問わず，修飾語は副詞的・体雷的の類を一括

して扱い，成分の順序に関しては，いっさい触れなかった。詳細は「構：文」の

章にゆずった。以上の規模で，限られた資料について，どのような型の種類が

用いられているかを調べ，それに基いて，それぞれの文表現における典型と考

えられるものを出した。

記述嫡次の順序によった・

　　◎表現意図に応ずる文表現のそれぞれについて

　　　○梅文の型の列挙　型ごとの例交　イソトネーシヨソの付記

　　　○その表現のまとめ

　　　○資料にあらわれた例文の数

　　　○その表現の典型

　　◎各表現の典型一覧

　総合的文型にもいろいろの習標や方法によるものがありうるので，これは一

つの総合的文型の試みだといわなければならない。

　次に，各文表現の典型一覧をかかげる。

　1．詠嘆衷現

　　　　く未分化的な表現＞

　　　　A．〈感動詞の〉独立語

　　　　くやや分化した表現＞

　　　　B。（主語（ハ））一（用修語）一く形容（動）詞の〉述語

　2．判叙表現

　　　　A．（主語（ガ・ハ））一（用二二）一述語

　　　　B．（主語（ガ・ハ））一（用修語）一述語力・カナ・カシラ

　3．要求表現
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　（1）確認要求の表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　ノ　　　　　　　ノ　　　　　　　　　ノ
　　　（主語（ガ・ハ））一（用修語）一述語ネ・ナ・ダロウ・デショウ・ジャナ

　　　イ（ノ・カ）

　（2）判定要求の表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　（主語（ハ・ガ））一（用修語）一述語（カ）

　（3）選択要求の表現

　　　（主語（ハ））r（三三語）一く判定要求の形式の〉述語，一（独立語）一

　　　一（用修語）一く判定要求の形式の〉述語

　（4）　説明要求の表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　A．（主語（ハ））一（用修語）一く不定調を含む〉述語（カ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　B．（主語（ハ））一（用修語）一く不定詞を含む〉用修語一述語くカ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　C．〈不定詞を含む〉主語（ガ）一（用修語）一述語（カ）

　　　D．〈不定詞を含む〉主語（ガ）一（用修語）一〈不定詞を含む〉用修語

　　　　　　　　ノ　　　　　一述語（カ）

　（5）行為要求の表現

　　　（主語（ガ・ハ））一（用修語）一くすすめ・希求・依頼・命令などを表わ

　　　す形式の〉述語

4．応答表現

　　　く未分化的表現＞

　　　A．〈応答詞の〉独立語

　　　くやや分化した表現＞

　　　B．（主語（ハ））一（三三語）一く応答を表わす形式の〉述語

　　　　　　　　2．研究目標一一ibれわれの立場一

　1文型研究を選んだわけ　　話すことと書くこととは，言語行動として違っ

た条件・性格をもち，それにしたがって，話されたことばと書かれたことば，

すなわち，雷語行動の結果として成立したものとしてのことばは，違った構造

をもつところがある。特に臼本語のばあい，歴史的事情によるところもあって

両者の棺違が著しいとされる。この栢違の上に鶏本語の種々の「問題」が根ざ
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していることも疑いのないところである。したがって，別本語の改善のために

は，その基礎として，話しことば・書きことばの両者の構造を明らかにするこ

とが必要であり，特に，これまでに開発されているところの少ない話しことば

の上に研究調査の進められることが必要である。その謡しことばの研究調査の

上の課題として，昭和31年度以降，われわれは文法を選んだ。その中で，まず

文を問題とすることにし，：文型をとらえることを，具体的目標に立てた。

「話しことばの丈法・書きことばの文法」という考え方はへんだとも覚える。

二本語の文法は繋日本人（詳しくは一般者としての日本語生活者）の観念の中に

一つの体系として存在するもので，それに，「話しことばの」「書きことばの」

というものはないはずで，一つの日本語文法があるだけだ，と考えられる。し

かし，一方，ある文法的要素はほとんど話しことばの上に限られて用いられ，

別のある文法的要素はほとんど書きことばの上に限られて用いられるというよ

うな事実はたしかにある。たとえば，助詞など，いわゆる：文法的語彙の上に

も，そういう懸鯛のあるところがある。活用形の使い方などにも，それがあ

る。また，話しことばの上だけでとらえられる，イントネーションのような音

声的要素が文法的機能をもつというような事実もある。不整・誤用等，文法か

らはずれていると見るべき現象が話しことばに多くあらわれることはたしか

で，そのために，　「話しことばは文法的にでたらめだ」とか，　「話しことばに

は文法がない」とかいうような感じももたれるのであるが，こういう感じは，

必ずしも，不整・誤用などの事実だけに基づくものではないかもしれない。話

しことばが，文法的構造において，しばしば接ぎことばと違ったすがたを示す

ことによるところもあるのではなかろうか。隠文においても，裁きことばでは

ふつう用いられないようなものが，話しことばでは用いられる。書きことばに

基準を置いての感じからは，それと違う話しことばの上のあらわれが変鋼のも

のに見えることがあろう。

　以上のように，文法に関して，話しことばと書きことばとは，さまざまの事

実の上の相違をもっている。これを，いわば「文法的事実」については話しこ

とばと書きことばとの間に少なからぬ相違がある，ということができよう。こ

こで，われわれの研YE　H標の「話しことばの文法」あるいは「話レことばの文
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型」というよび方の意味も，おのずから明らかになる。すなわち，話しことば

の：文法的事実に実現される文法，雷いかえれば，話しことばの領域ではたらく

臼本語の文法（裏がえせば，話しことばの文法的構造），話しことばの領域で用

いられる日本語の交型，ということにほかならない。

　このような意味における「話しことばの文法」「話しことばの：文型」が研究さ

れなければならない理由は，単にそれ自体のためだけではないといっていい。

次のようにいうことができよう。

　：文法について，謡しことばと書きことばとの椙違を問題にする立場からは，

主として，上のような文法的事実が対象となるが，実は，話しことばについて

の文法の研究は，「日本語の丈法体系」の研究に薩接参与することになると考

えられるQというのは，これまで臼本語の文法研究では，実地の話しことばを

資料とする研究があまり行なわれず，単に，そこにある文法的事実の把握が不

十分であるというだけでなく，賃本語の文法体系を補うべきものも，そこにな

お残されていると思われるからである。こういう意味で，そこに，日本語の文

法研究の開拓されるべき藏が残されていたと思われるからである。われわれは

具体的発話としての話しことばを申心的資料として，話しことばの文法の調査

研究を，文型をその具体面として，進めてきた。この仕事は，基礎的には，話

しことばの構造を明らかにすると同時に，現代日本語の文法の研究の進展に寄

与するものとなることを期待するのである。

　文を研究の対象としたのは，文法研究の立場から見て，書きことばと話しこ

とばとが大きなちがいをもっところは，文の構造の上にあると察せられるから、

である。（文章についても，重要な問題があることはたしかであるが，文章そ

のものの基本的把握の不十分な現在としては，これはあと回しとせざるをえな

い。）

　また，文型を自標とすることは，実用的H的を考えた仕事だとも見られよう。

事実，これまでの文型研究は，大部分ことぽの教育のためという立場で行なわ

れてきたQまた，文型研究に対して，ことばの教育の側からの期待が強く，文

型研究が本来の意義をそれへの半平に見いだすのも当然だともいえる。われわ
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れは今，当面の臼的を，国語教育や外註人に対する日本語教授のためというふ

うには置いていないが，そういう方面に対する基礎的研究としても役立てられ

るものを，研究結果として生み出そうとしているのである。のちにも述べる

が，塞末交型というものを考えるためにも，有用な基礎的資料の一つになるべ

きものである。

　2　文型をどのようにとらえようとするか　　　従来の文型研究について見るに，

文型をどのようにとらえるか，あるいは，さらに根本的には，何を文型と考え

るかについて，研究者の間で考え．方は必ずしも同じではない。おもなものにつ

いて見よう。

　まず，国語学会編「国語学辞典」の「：文型」の項（永野賢氏執筆）には，次

のようにある。

…（略）…交点は，（1）文の構造に関する女型，（2）表現の種々の場合における小型，

③語の用法に衡する文型の三つに分けて考えられる。（1）丈の構造に議する文型と

は，文の構成要素（点語）の配列や組合せの方式であって，いわゆる単丈・複交・重

文の胴とか，主語・述語・修飾語（客語。補語）・独立語の相互関係などである。そ

の基本約な型をつかむには，文の構成要素の関係を表現する助詞や助動調に基くのが

便宜とされる。……（略）……②　表現の種々の場舎における文型とは，一々の文表

現そのものの種々の意向や態度（発冒の意図）および種々の慣用酌な表現形式につい

て類型を立てたものを雷Lう。従来，：文の種類として，平叙文・疑問文・感嘆文・命令

女の分類がなされたのは，この一例とみなすこともできる。が，女型という時は，さ

らに細かな類型に分かち，具体的なことばに即した各種の表現の型をあげるのが普通

である。……（略）……（3）語の用法に関する文型は，広義の文型に属するものであ

って，助詞・幼動詞およびこれに準ずる形式名詞。慣周的連語・副詞など，文表現に

多く用いられる語の用法に関する文の典型を言うQ……（略）……以上三種の女型は，
　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヘ　　へ分類というよりは観点ないしねらいの違いに基くもので，童複がある。文法論的には

（1）と②とに限り，さらに体系化される必要がある。しかし教育的には広義の立場に立

ち，具体的な丈の典型の選定に鐙点が置かれるべきであろう。……（略）……

　この，「文の構造セこ関する文型」「表現の種々の場合における文型」「諮の

用心附敬型」の分励は磁心青年文化騰「蕪獅本誠一
型」（1942）において使われたものであるが，その後，交型の説明で，この分け

方が使われることが多い。（前記「国語学辞典」のほか，白石。新闘・広田・松
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
村氏編「国語教育辞典」，西尾P倉沢t．滑川．■飛田・増淵氏編「国語教育辞タ廷
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等）また，この分け方に沿った交野研究をいくつか見ることができる。たとえ

・ば，永野心止「学校交法概説」（1958）には，「文の構逓に関する文型」「文表

現の意薗に関する文型」の2種がかかげられている。宮城県教育研究所「基本

文型とことぽの指導」〈1956）には，「（3）の『語の用法に関する文型』を中心と

し，その中で，（1＞②にも触れていこうとした。」と説明された文型がかかげら

れている。遠藤嘉基博士f文法」（講座「コトバの科学」7；1958）に，「文型

は，之れを分ければ，表現の型と構成の型とになる。」　として添されている見

解も，「表現の種々の場合における文型」「：文の構造に関する文型」という分け

方に近い。

　文型研究の初期のもので，岡本千万太郎氏「基礎文型の研究」（「国語教育」

25の2・34・5；1950　のち「日本語教育とH本語問題」に収める。）が注目

されるが，これは，「文型とゆうのは類型：文において見いだされる文の型（形

式）である。…（略ンー文の型とは文の構造の形式であって，この形式は，丈を

講成する文節または文節群の相と絡とによって決定せられる。」として，おもに

助詞r助動詞を頃じるしとして文型を立てようと．したものだが，これも，「文

の溝造に関する文型」に属すると見られるものであった。

・の一千駄紙「基獄型の研慰餌文化鵬「顯蕗躰謹本

文型」，　また各種の日本語教科書やその学習指導書の類に示された日本語の文

型の研究は，外国人への日本語教授のためという立場でなされたというのが実

情であったが，近年，国語教育の上で文型への要求が高まってきて，その研究

もあちわれている。前記のいく・？かの：文献のほかにも，近ごろ，いくつかわれ

われの目に触れているものがある。　（巻末の「参考文献」参照）

　以上見てきたものに対して，性格の違うものをあげることができる。

　三尾砂氏「国語法脈章論」（1948）セこは，場と文との椙関から分けた文の類型

が示された。永野賢宰は，前記，岡本干万太郎氏「基礎文型の研究」を出語教

育の方法としての交霊の代表，三尾砂氏「国語法文章論」のものを文法論とし

ての文型の代表とされた。（注1）

三上紙陛救型謝（「騨蕩臨灘」・・958）では，…話手・相

手・場面の組み合わせによって文の基本型を立てる立場が示された。これも女
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法論としての文型に属すといえよう。

　以上のように，従来，文型研究にはいろいろの立場があり，いろいろの種類

の文型が考えられた。これを，具体的な文の型をかかげて言語学習に役立てる

ことを冒標とする教育的立場の文型研究と，ことばの体系を明らかにすること

をおもな冒標とする文法論としての文型研究とに分けることはできるけれども

いずれも文の類型に関する文法的研究であるといえ．る。われわれの文型研究も

もちろんそれである。しかし，すでに述べたように，われわれは教育的立場の

文型研究を行なおうとするものでなく，基本的には，文法論としての文型研究

を行なおうとするものである。その立場で，文型をどうとらえるか，そのやり

：方は従来の諸研究をも吟味した上で定めた。

　さて，われわれは文型をどうとらえようとするか。いいかえれば，われわれ

は何を文型としてとらえようとするか。われわれは次のように考える。詠嘆・

質問。命令等，内的要素としての表現意図が，外的要素としての語句連結1およ

びイントネーションと結合して，発話が成り立つ。そして，その語句連結は構

文の型によってささえられ，そのイントネーションはイントネーションの型に

もとづいて実現される。したがって，　「発話において認められる社会習慣的特

徴」　（服部四郎博±）に属するものとしての文は，蓑現意図と構文の型とイン

トネーションの型と語句とを要素とする。このような交の類型である文型は，

蓑現意図と構文の型（語旬の上の特徴的形式を含めて）とイントネーションの

型との総合において，とらえられるものである。このような文型が文末部分を

申心としてとらえられるべきことは，日本語の性質上，まず自明のことであ

る。われわれの文型も，のちに具体的に示すように，文末を中心とするものと

なったQ

　なお，服部博士は，「文は，音調の型（及び強調の型），文型・統合型，形式

に分析される。」（注2）とされ，われわれは文型の概念をこれとことにするもので

ある。

　なお，念のためにいえぽ，文型研究の立場で取り上げられるべきものは，r

般的表現（具体的発話における個溺的表現に対立し，それの抽象によって得ら
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れるもの，あるいは，具体的発話の個別的表現がそれにもとづいて実現する原

型）に属するものであることはいうまでもない。社会習慣的特徴としての文を

取り上げて，その類型を見ようとするものだからである。表現意図はすなわち

一般的表現意図，さらにいえば，一般的表現春の一般的表現意図であり，構文

はすなわち一般的構文，つまり構文の型であり，イ、ソトネーションはすなわち

一般的イントネーション，つまりイントネーションの型である6具体的発話の

資料を操作するという方法を取るにしても，それは，文の実現として取り扱わ

れるのである。すなわち，その発話のもつ構文・イソ5ネーションは，型の実

：現と認められるものでなければならない。したがって，臨時的な不整表現のよ

うなものは取り上げられない。　（不整表現かどうかの区捌の細かいところには

もちろん問題がある。）また，発現意図は，臨時的のものでなく，一一一一meayのもの

が，そこにおいておさえられなければならない。たとえば，「ドウシテモ　イ

クノカ」が，「行ってはならぬ」　の意味で均せられたとしても，これを禁止表

現として扱うことはできないQ

　　以上のような立場を取るわれわれの文型研究が，従来の多くの文型研究に

比べて特色づけられる点は，表現意図・購文の型・イントネーションの型の総

合によって文型をとらえようとするところにあるといえる。特に，話しことば

について考えるわれわれは，イントネーションを一つの重要な要素として取り

上げたが，従来の文型研究においては，このような音声的要素を取り上げて適

切に位置づけたものをほとんど見なかった。

　なお，現代日本語の話しことばの交型といっても，われわれは，共通語につ

いて考えている。

　注　1．　永野賢「学校交法概説」

　　　2，　服部四郎「ソシューールのlangueと需語過程説」（「言語研究」第33号）

　3対話資料による文型研究の意義　　話しことばの文型研究にあたって，われ

われは，まず対話のことばを資料として進めることにした。

　話しことばの態として，ふたり以上の言語主体のことぽのやりとりとい5形

で進行する対話と，ひとりの話し手が一方的に（多くの場合多数の）聞き手に

向かってする話として進行する独話との別が，考えられう。両老は相異なる条
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件の上に成り立つ言語行動で，その発話の上に，かなりの差異をもつものであ

る。表現意図の種類の出方に相違があり，また，構文についてもイントネーシ

ョンについても，梢違がある。また，傾向として，独話においては，表現は安

定した整った構造を取り，対話においては，不安定な整わない構造を取る。対

話の表灘こは，不整や誤用，また，それらに近接する形が少なくない。また，

一般に，対話の表現は，場薗に依存することが多く，音声的表出に依存するこ

とが多く，身体鳴動畠に依存することが多い。不整・誤用も，そのことに関係

することが多い。そのため。衰現意図と形式との対応関係がとらえにくかった

り，びいて，文の切れ肩がとらえにくかったりして，資料操作の上の困難も大

きい。独話の表現は書きことばに近く，対話の衰現は書きことばに遠いともい

える。こういう点からすれば，研究の手順としては，まず独話資料による研究

に当たることが得策である。対話資料による研究を第2段日仕事とし，独話資

料の操作によって得た経験を土台として対話資料を取り扱うという順序を取る

ことが能率的であると考えられる。なお，国語問題の対象領域としての重さを

考えるときは，日常談話的なことばよりも，マス・コミ＝＝ケーションの独話

のことばなどの方が，研究対象としての価値を大きくもっともいえよう。

　しかし，一方，書きζとばと封立する話しことばの特性が，独話よりも対話

の上に，いっそう濃くあらわれるということからは，対話資料による研究は，

話しことばの文法研究としても，最も大事な領域であるといわなければならな

い。安定し，整った表現である独話資料の方に，文法にのっとった発話はいっ

そうよく実現される，したがって，文型もとらえやすいということはたしかで

ある。しかし，そこにもれて，対話資料の方に特徴的にあらわれる文型がある

だろうということも，考えられる。われわれは，こういう意味の対話資料の価

値を考えて，まずこれに取り組んだ。だが，そのために，作業速度は予想以上

におそく，特別の努力をつづけながらも，当初の計画から，ある程度期限を延

長せざるをえなかった。

　ところで，このような対話資料にもとつく手答研究は，話しことばの文型研

究として，どういう位概をもつかということについては，一一応吟味しておく必

要があるσ対話が写しことばとしての性格を最も濃くもつものだとしても，対
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話に話しことばの文型がすべてあらわれるとは，必ずしもいえない。独話の中

に，：対詣にはあらわれない：文型があらわれるかもしれない。対話に用いられる

文型の種類と独話に用いられる文型の種類とを比較してみれば，両者の間に差

違が見いだされるであろう。そういう意味で，対話資料・によるわれわれのこの

研究は，話しことばの：文型研究の一つの段階だといわなければならない。その

ため，われわれは，この作業に引きつづいて，独話資料による研究に入ろうと

しているのである。

　さ癌とまた，現代日本語の文型のためには，似たような論理で，書きことば

についての研究が必要ともなろう。概念的には，話しことばの文型に対立させ

て，書きことばの文型を考えることができる。しかし，両者の領域はおそらく

大部分が重なりあうものであろう。したがって，日本語の文型の研究のために

は，書きことばの資料によって始める方が方法的にらくであり，能率的に成果

が収められるだろうとも思われる。しかし，話しことばの領域内を明らかにす

ることが，現在の段階ではやはり重要な仕事だと，われわれは考える。「基本

文型」の研究という立場になれば，また別である。

　4基本文型との関係文型と基本文型とは，概念的に一応区：別されている（た

とえぽ，国語学会編「国語学辞典」，西尾。倉沢・滑川・飛田・増淵氏編「国語

教育辞典」等に，別項臼としてかかげられている。）が，区別なく，文型あるい

は基本文型と漠然と考えられていることもある。これは理由のあることだと思

われる。文型とは，とにかく，文の類型あるいは典型というべきものであっ

て，すでにそれは，具体的個捌からの抽象によって得られたもの，あるいは，

具体的個別の奥にひそむ原型的なものという性格をもつ◎それを基本性という

ならば，基本性というものが，文型の本来の性格だといえよう。：文法的構造の

上の基本性が，文型の性格である。こういう見：方からは，文型即基本交型で，

：文型とは基本文型以外のものでないともいえよう。われわれが研究結果として

報告するものも，こういう意味では，一種の話しことばの基本文型となるので

ある。

　だが，また別の見方からは，文型と基本交型とは別なものとして考え分けら

れる。すなわち，基本文型は文型の基本的なものと考えられる。たとえば，国
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語学会編「国語学辞典」の「基本文型」の項（石黒修氏執筆）では，次のよう

に説明されている。

　一つの習語の中で最：も普通に矯いられる基本的な交型。……（略）……子供のかたこ

とのように一都の語だけしか雷われないとか，……（略）……親しい間などで，ぞんざ

いに言う時にはその中心となる語だけを言って，あとの語を省略することもあるが，

これらに対して基準となる完全な文の型が鹿本文型である。また，口語と照隠，話し

ことばと書ぎことぽとか，話しことばの中でも，親しい闘，改まった場合，男と女，

子供など，書きことばでは：文学的，論文酌，説明的などの交や手紙によって，それに

用いられる語やスタイルが違って，それらに共逸する蓑現の型が基本文型である。…

…（略）……基本文型は調査に基き頻度によって，典型的な語の並べ方を求めたもので

ある。……（略）……

　文型をどのようにとらえようとするかによっても，基本文型の考え方は梢押

するところがあると思うが，いずれにせよ，われわれは今，文型の中の基本的

なものというような意味の基本文型を直接とらえようとする立場にはいない。

摂本語の基本文型のためセこは，もちろん，対話資料による研究だけでは不十分

である。むしろ対話資料などをあまり重視しないといいう立場で，別の行き方

を取ることが考えられよう。また，　基本的ということを何によってきめるか

こそ，重要な：問題で，頻度調査に．よってきめるとすれば，そのための栂当な規

模の作業が必要となる。頻度のほかに考えられるべきこともあろう。しかし，

今われわれはそういうことをいっさい考えていない○臼本語の基本：文型のため

には，あらためて次の段階の計画を必要とする。しかし，われわれの今とらえ

る文型が，基本文型のための作業の，一つの有力な基盤になるであろうことは

疑わない。頻度調査を行なうにせよ，何らかの心理的分析な：どの方法が考えら

れるにせよ，あるいは，教育の立場などから発達性の角度で見ようとするにせ

よ，われわれのとらえる研究を基盤にして研究調査の展開されることが期待さ

れる。

　なお，話しことばの文型，話しことばの基本文型を，特に「話型」「基本話

型」とよぶこともあるが，「：文」の概念を話しことば・書きことばに共通に用

いるからは，特にこのようによび分けることを，われわれはしない。
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3．　研究方法・研究担当者

　1表現意図・構文・インFネーションの総合　　すでに述べたように，表現意

図・構文・イントネーションの総合において文型をとらえようとするのが，わ

れわれ㊧立場である。文は統一一asである。これを，表現意図と，成分の統合冠

すなわち感文㊧型と，音調の型すなわちイントネーション（特セこ，主として赤

出でとらえられbイツ5ネーション）の型とに分析する。統一体としての文

は，この裏現意図、構文の型，イントネーションの型の総合が語旬形式を通し

てあらわれるところに，成立する。そういうものとしての文の類型をとらえよ

うとするのが，われわれの立場であり，われわれの方法の基ホである。従来の

文型研究においては，この総合的結合の一部分が注記のような形で添されてい

るもの莇・た．（た・燃清敏化騰曝寸心語基本煙」）わ論

れの文のとらえ方からすると，この総合的結合をとらえることが，仕事の目標

になるのである。

　仕事の進め方としては，表現意図・購交・イントネーションのそれぞれの体

系をまず追究して，その結果の上で，総合的結合をとらえる方向に向かうこと

にした。すなわち，まず，表現意図・構文・イントネーションの三つの面の追

究を基礎的研究として，これに労力と時間とを大きく費やした。

　表現意図・構文・イントネーションのそれぞれに関する研究は，従来十分に

開拓されているとはいえない。表現意図に関しては，これまで内外の学者の試

みもごく基本的な分析の程度を出ず，その分類も大別にとどまっている。日本

語について：文の性質上の種類として一般に行われてきたものも，必ずしも十分

なものとはいえず，事実の処理にあたっても有力なものではない。構交に関し

ては研究が少なくないが，文法論の基盤の椙違に従って異なる整理のしかたが

示され，また，それぞれに批判がある。ことに話しことばの講文のためには，

この際，：方法についての十分な吟味が必要である。イントネーションについて

は，従来，その規定のしかたもさまざまであり，型としての把握も不十分であ

った。極端な雷い方をすれば，観察はあっても，体系的研究はまだ始められて

いないといえる状況である。このような状況のため，われわれはこれらの根本
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的な諸問題に取り組むことを必要とし，それらを解決し，あるいはそれらに関

するわれわれの立場を限定した上で，作業を進めなければならなかった。すな

わち，基礎的な方法論的な段階のために努力を注がなければならなかった。

　基礎的研究としての蓑現意図・講文・イントネーションの研究，および総合

的文型の立て方については，P・盟の章で，一それぞれ述べられる。

　2録音資料・内雀・実験　　　われわれは，■の研究のために，各種の対話の

ことばを資料とした。だが，われわれは現実の発話の資料を分析操作してその

結果を報面しようとしたものではない。いいかえれば，われわれの行なおうと

したものは実態調査ではない。われわれのとらえようとする文型は，文法体系

に属するものであって，それは現実の発話の資料からそのまま導き出されるも

のではない。文法の研究においてとらえられるべきものは，社会の共通的な鷺

語意識だとい・っていい。現実の発話は，もちろん，醤語意識に基づいて実現さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　ヘ　　　　　ヘ　　へ
れるものであるが，そこに，種々の事情に由来するゆれやずれも少なくない。

まず，特殊な場合，繍人的なくせとしてのかたよりもありうる。すなわち，非

共通的な個人の雷語意識というものがありうる。これは捨てられなければなら

ない。次に，種々の条件による臨時的な心惑・混線・不足・重複等の，ことば

の不整がある。それらは，大体，語語意識からずれて出たもので，文型からは

ずれたものとされなければならない。また，共通譲の文型を求める立場からは

方欝や各種の集団語や幼児語などの中にある，特殊な構造もえり分けられなけ

ればならない。われわれが発註資料を文型研究のために使うのは，それに，共

通的な話語意識の反映を期待するからにほかならない。したがって，資料の上

に，上記のような取捨選別が当然必要となる。取捨縦帆は，共通的な言語意識

に照らしてなされる。方法的には，共通的な言語意識を分有しているはずの作

業者の書語意識によって検定されることになる。すなわち，われわれは自分た

ちの言語意識をよりどころとし，それへの照合，すなわち，内雀によって，資

料に取捨選別を加えた。しかし，一方，共通的な言語意識といっても，そのう

　　　　　　ロ　　　へ
ちにかなりのゆれがある。一人あるいは条件のかたよった少数看が判別すると

いうことには，時に危険もある。実は，根本的にいって，発話資料を用いると

いうことは，研究者の片よった言語意識による結論を防ぎ，文法・文型の体系
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を客観性のあるものにするための方法である。したがって，その資料を，研究

者の言語意識にもとつく取捨選別を加えた上で取り扱うということは，資料と

研究者の言語意識との相互吟味によって，客観的なものをとらえようとするこ

とである。その際，なお，資料を半捌する研究者の目にかたよりがあってはな

らないと警戒することは必要で，そのために，判励の9の視野を広くしなけれ

ばならない。そこで，われわれは，資料の取捨選別こ当たっては，特に問題と

なる例については，研究室内の共同吟味によって処理した。また，研究所内で

の小調査を行なって参考にしたものもある。研究所内での，約60名を対象とし

た小調査としては，次のようなものを行なった。

　　（1）「ガ」「ヲ」等の格助詞の使用が問題になる場合。一「ソソナ　カヅコウデ

　千メートルグライヲ歩イタn」「時間ハ　ドレグライガカカッタノカネ」等の：交

　例について，へんか，へんでないかをたずねた。

　　②　対象語格を表わす「ガ」と「ヲ」の使い方が問題になる場合。一「ワタシハ

　　リソゴヲ　スキデス」　「ワタシガ　水ガ　飲ミタイソデス」等の文例について，へん

　か，へんでないかをたずねた。

　　（詳しくは「構交」の章にゆずる。）

　共通的な言語意識からはずれるものの中に，変化の傾向を添していると思わ

れるものなどが，しばしばある。もちろん，興味のある事実であるが，われわ

れの立場では，これらはすべて捨てられた。

　言語意識への照合によって選別すると同時に，われわれは，われわれの採る

ところの文法理論の体系によって選別を加えたといえる。資料の取捨選捌セこは

文の認定がからみ，結局，文と認定される資格をもつ部分だけを切り取って，

他を捨てたのであるが，文の認定は，一：方，言語意識への照合により，一方，

われわれの採るところの文法理論の体系によるものであった。その詳細につい

ては，「文の認定について」の章で述べられる。

　われわれは各種の対謡の発詣資料を取り扱ったが，文型をとらえるための資

料として完全，十分なものをそこltご期待するということは，はじめからしなか

った。発話資料はあくまでも，：文型をとらえるための手がかりである。われわ

れは，里謡資料を使いながら，社会の言語意識の分有と考えられる自己の言語

・意識にもとつぎ，一方，われわれの採るところの文法理論の体系によって処理

する仕事を進めた。こういう基本態度を取ったため，資料の収集においても，
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特定の観点から少数の資料を選定することにした。なお，資料の具体的な内容

とそれの操作についての詳細は，後にゆずる。

　われわれは，研究の進行の上である種の実験的調査を行なった。その一・つは

一定の条件（一定の場面と一定の素材）を与えて発話させ，どのような交があ

らわれるかを見るものであった。これを，「表現意図に応ずる発話の実験的調

査」とよぶことにした。もう一つは，一定の文的形式を与え，種々の状況（意

図・情緒など）を指定して発託させ，どのようにイントネーションが実現され

るかを見るものであった。これらはいずれも，対謡資料の補充あるいは裏づけ

のためのものであった。これらについても，詳細は後にゆずる。

　また，イントネーションの把握分析のために，われわれはピッチレコーダー

を用いた。すなわち，声の高低変化を視覚映像として定着させたものを，イン

トネーション把握のための参考資料として用いたのである。

　しかし，ここでわれわれは，このような機械による音声の分析作業について

考え方をはっきりさせておかなければならない。

　ソナグラフやピッチレコーダーなどの機械によって，われわれは，音声の高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ね　いろ
低。強弱・長短などを（ソナグラフによれば，音色の相違，たとえば，「ア」

と「イ」のちがいなどをも）図形化することができる。すなわち，聴覚的対象

の視覚的対象に置きかえられたものをもっことができる。このことは，研究的

操作のためにひじょうに大きな便益であることはいうまでもない。しかし，こ

の視覚的対象に置きかえられたものは，純粋な物理的把握によるものであっ

て，その中に，聴覚的把握とだいたい対応するものもあれば，：対応しないもの

もある。高低変化などはだいたい対応するが，強弱変化などはいちじるしくく

い違うところがある。すなわち，音声学的強さと物理学的弓さとの問には，か

なりのずれがあるのである。このような要素に関しては，もちろん，聴覚的把

握の補助あるいは裏づけなどのために物理的把握による材料を用いるというこ

とは成り立たない。　（音声研究にもさまざまの方向・部面があるので，音声の

強弱変化についても，物理的把握そのものの有用であるところは，大いにある
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にちがいない。たとえぽ，通信工学のための音声分析等，近時発達のようやく

著しい方颪には，われわれの関与しえない面で1強弱変化の機械的分析も大い

に意味をもつものがあるであろう。）　イントネーションやアクセントのような

高低変化の要素に関しては，聴覚的把握の補助あるいは裏づけとして，機械的

分析は有用である。

　しかし，これについても注意すべきことがある。われわれが今簗ざしている

ものは，音調上の一一種の社会習慣的型としてのイソbネーションであるδそれ

を交法的要素としてとらえようとするのである。もともと，具体的発諦こおけ

る，聴覚的忙とらえられる範圏の高低変化は，それ自体きわめて微細で，その

微細な変化が表現の細かな別に対応するところもあるのであるが，それを，わ

れわれの臼的のためには，どの程度にか捨象して，イントネーションの型をと

られようとしているのである。（ここに，文法研究の立場におけるイントネー

ション研究の核心がある。）　こういう立場では，機械的分析によって，聴覚朗

にとらえられるよりもいっそう細かく高低変化をとらえるということは，必要

がないといっていい。現在のわれわれの研究は，大体こういう立場にある。音

声学的な立場で，細かい変化を厳密に追究するために機械的分析の方法を用い

るということも，もちろん意味のある仕事であると思うが，今に，われわれ

は，それをしよう．としていない。したがって，われわれは，機械による分析

を，聴覚的分析のためのあくまでも補助手段と考えて，作業を行なった。一つ

には，操作のしゃすい，空聞的に定着された図形を手がかりにして，イントネ

ーションをとらえる。また一つにはう聴覚的な分析の能力の訓練のために，機

械的分析を利用する。というのは，図形と照合しながら聞くという作業をくり

返すことは，作業春の耳を鋭くするのにかなり役立つのである。（前記のような

意味での「必要以上」の音調変化をとらえる能力も，研究者め能力としてはも

ちろん無意味のものでなく，必要な変化を十全にとらえるためには，特甥なく

わしい把握の能力をもつことが墾ましい。）

　われわれは，以上のような考え方で，機械的分析をイントネーション研究の

ための補助的方法として用いたのであるが，その作業の詳細については，　「イ

ントネーション」の章にゆずる。
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　3研究担当者　　以上の方法による研究作業を行ったのが，第1研究部話し

ことば研究室の大石初太郎・飯豊毅一・宮地裕・漏斗典男の4名である。特に

墓礎的研究は，表現意図を御地，構文を飯豊，イントネーションを吉沢が担当

し，随時，問題を全体の協議討議にかけて進めた。全体の進行運営セこは，主と

して大石が当った。なお，この研究の間に，木積きよ子（2年，特に表現意図）

・染谷佳子（5か月）・栗原徳子（7か月）・大平富美子（1年，特に構文）・泉喜

与子（2年，特に表現意図）・吉村香苗（2年，特に構文）らの研究補助員が，

研究を助けた。またり文字化資料の紙面・カード化等のために，臨時の作業者

を数圓に及んで使った。

4．　作業経過

　工年次経過　　この研究は，昭和31年度に始められて，昭和34年度前半に，

だいたい完了した。この間の年次経過は，およそ次のとおりである。

　昭和31年度　研究方針の樹立，作業計画の立案

　　　　　　関係する研究交献の検討

　　　　　　蓑現意図の研究（書きことば資料や少量の対話資料による準備的研究等）

　　　　　　構文の研究（書きことば資料による準備的研究等）

　　　　　　　イントネーションの研究（演劇のことばについての観察，実験的調査等）

　　　　　　対話資料の録音収集，その文字化

　昭和32年度　対話資料の補充のための録音収集，その文字化，文字化資料の整理，そ

　　　　　　　のカード化

　　　　　　蓑現意図に応ずる発話の実験的調査

　　　　　　蓑現意図の研究（対話資料を分析しながら）　　　　　　　’

　　　　　　講：文の研究（対話資料を分析しながら）

　　　　　　　イントネーションの研究（対話資料の分析，および実験資料の機械的分

　　　　　　　析によワて）

　昭和33年度　文字化資料の再訂補

　　　　　　文の切り：方の検討一回忌決定・資料処理

　　　　　　蓑現意図の研究の続行

　　　　　　男呼のM究の続行（構文に関する小刀査も）

　　　　　　　イソトネー・ショソの研究の続行（実験的調査）

　　　　　　独話資料の録音双集，その二字化。整理・カード化

　昭和34年度　表現意図の研究のまとめ

　　　　　　構丈の研究のまとめ（三文に関する小調査も）
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　　　　　　イソトネーーショソの研究のまとめ

　　　　　　総合約交型の試み

　　　　　　報告書記述

　2いくつかの作業についての説明　　上記のうち，文の切り方，裏現意図の研

究，構文の研究，イントネーションの研究，総合的文型の試み，についてはう

それぞれ，．別の章で詳しく述べられる。ここには，それらのための準備的作業

や側面的作業に関して，主として方法や経過の報告という立場で述べる。

　2・1購究文献の検討　　文型・表現意図・構文・イントネーションに関係す

る従来の研究交献を検討して，細かい研究計画をきめたり，研究方法を立てた

りするための参考とした。最初に文献のリストを作ったが，その後も逐次追加

された。それらは，巻末の「参考文献」に示すとおりである。

　2・2書きことば資料等による準備的研究　　表現意図および構文に関しては，

はじめに書きことばの資料によって考えて，あらましの見通しを得ようとした。

現実の発話の資料の取り扱いは，なかなかめんどうな事情があって，簡単でな

い。第一に，表現の不整が少なくない。次に，意味（表現意図を含めて）とこ

とばの形との対応のずれることもある。さらに，現実の発話の表現は場薗に依

存することが多く，発表の立場も理解の立場も，場面に制約されるところが大

きい。したがって，個別性の強い表現になる。このような事情のために，発話

資料に対するときは，不整やずれの選別ということが必要になり，また，場面

との関連，表現の個門門という点に特に注意をはらうことが必要になる。個劉

性を捨象して一般的表現をとらえようとする立場では，その用意をもって臨ま

なければならない。そこで，初めから，このような条件をもつ発話資料につい

て作業するよりも，そうした条件の単純な書きことばの資料によってだいたい

の見通しを得るような作業を行なうことが，得策である。非能率的な混乱を避

けることができる。こういう考え方で，表現意図と刃文とについては，書きこ

とば資料をおもに使って，準備的研究にはいった。具体的に述べると，次のと

おりである。

　表現意図の研究のためには，次のものを扱った。

　　日ホ交芸家協会編　創作代表選集　第2～16巻（第4巻欠）

　　筒　　　　　　　　戯曲代表選集　第1～4巻
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　　　のうちの会話文から，』対話単位700余，これを丈に晒して2200余文。

　　雑誌「言語生活」の「録音器」欄（話しことばを丁字化したもの），話しことば研

　　究室保管の対話録音テープから700余交。

　構文の研究のためには，次のものを扱った。

　　　　　ち　　趨田国男編　新しい国語（小学校国語教科書）

’・ R本有三編　国　語（同上）

　　長沼直兄編鞭轡型語読本（外国人川目本語教科書）

　　　から，会話交の中の2100余丈，地の文の中の1500雄文。

　以上の表現意図と構文とのそれぞれのために採った資料は，相互に利用する

こともあった。

　この作業によって，表現意図については，理論的考察にもとつく分類に対す

る裏づけがなされ，表現意図の第1次的な分類。体系を得た。構：文についても

理論的考察と網まって，分析方法の第1次案を得た。

　2・3　イントネーションの実験的調査　　　イントネーションについては，最初

に演劇のせりふや日常的談議のことばの観察によって考察を進め，次いで，次

のような第1圓の実験的調査を行った。

　被験老　劇団「輩」の俳優男女各3名。すべて20～30歳台で，東京生まれ，

東京育ち。

　　　（俳優を被験者に選んだのは，もちろん，自然な音声表現を実現するように演じて

　　もらうためであった。結果において，やや誇張された，それだけに，意図あるいは

　　情緒に応じた音声表門の典型的な突現が得られた。のちに別の機会に，ラジオのア

　　ナウソサーを被験岩として似た実験を試みたことがあるが，これは，俳優のように

　　うまく1・＆L、カ、なカ、rフた。）

　実験テキスド　省略　（「イントネーション」の章参照）

　この実験は，われわれのイントネーション研究の初期段階で行なわれたもの

で，準備的研究に属するものであった。すなわち，イツトネーショソをあらか

じめはっきり限定した上で，そのあらわれ方を見ようとしたものではなく，ま

ず大まかにイントネーションを考えて，その実現を予期すると同時に，意図や

情緒に応ずる各種の音声的要素のあらわれを見て，それらとの関連においてイ

ントネーションをどう限定するかを考えようとしたものであった。結果におい

て，複雑な総合的な音声表現を分析することの容易でないことを考えさせられ
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たが，イソトネーーショソについて考え方を進めることができ，以後のイントネ

ーションの研究調査の方法は，この調査の反省にもとづいて立てられた。また

この実験で得た資料は，整理選択の上，ピッチレコーーダーにかけて分析され，

イントネーション研究のために利用された。

　第2圓の実験的調査は，俳優養成所の生徒男女各2名を被験者とし，脚本の

実演によって行なった。その結果および反省については，「イントネーショ

ン」の章で述べられる。

　2・4表現意図に応ずる発話の実験的調査　　被験者に一定の表現意図などの条

件を与えて発話させ，どのような文があらわれるかを見たものである。これは

主として，次のような理由によって企てられた。対話資料を一応整理してみた

結果，表現意図の分類によってみて，文例の多い部分と文例の少ない部分とが

ある。資料の文例の少ない部分については，ねらいうち的に資料を補充する努

力も払われたが，それと同時に，意図あるいは場外を与えて発話させ，：文例を

得るということをも試みたのである。すなわち，この調査である。なおまた，

同一の意図に対して違ったことばのあらわれることが予想されるが，その実際

をたしかめて，丁 墲黷墲黷ﾌ研究作業の進め方の参考にしょうとした。以上のよ

うな意味の補助作業として，この実験的調査がなされた。具体的内容は，あら

まし次のとおりである。

　被験者　呼野「葦」の若手俳優ないし研究生男女各3名。すべて東京生ま

れ，東京育ち。

　　　（被験者を劇関係の人に選んだのは，劇のぜりふとして対話を演ずることに馴れた

　　人たちは，要求された条件に沿ってものを君うことも，一般人に比べて容易だろう

　　と考えたからである。実験後，被験煮の感想としては，ひとしく，やりにくかった

　　とい5。ことぽがせりふとして与えられている劇の場合と違うからである。劇関係

　　の人たちをこういう実験の被験者として選んだことの効果がどれほどあったかは，

　　よくわからない。）

　調査内容　面接録音調査と行動発話録音調査とを中心とし，国庫取材を付随

　　させた。6名の被調査者に対して同一一・一の調査をした。

　　エ．面接録音調査（被調査者に面接して，質問その他の対話を行ない，録

　　　音する。）次の3項のうち，（3）が中心である。
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（1）あいさつ・雑談など。

②　問答による身上調査一質問形式は一定せず，自由対話による。

（3）質問10項一下掲の質問によって答えさせる。　（うち，2項を例示

　する。）

○　ある朝のことです。出勤の家人（登校の弟妹）が，起きなければならない

　時刻が来重した。あなたは何といって起こしますか。

　　一度起こしても，また，寝てしまったようです。二度欧こ起こすとき，あ

　なたは何といって起こしますか。

○　自宅から外出しようとするあなたは，家に近いとりつけの肉屋にたち寄っ
　　　　　じよう
　て，豚肉の上を100匁と牛のひき「肉50匁を，あとで，家にとどけておいても

　らいたいということをたのみます。そのとき，このまえもらった豚肉は，ア

　ブラ身が多すぎて，まずかったので，そんなことではこまるともんくをつけ，

　そんなことがないようにしてほしいと注意します。これらのことを，あなた

はどう言いますか。

2．行動発話録音調査（発話を要する行動をさせ，録音する。）

　次の3項のうち，（3＞が中心である。

　（1）用事伝書一（略）

　②　時刻知らせ一研究室へ行って時刻をたずね，電話で会議室へ知ら

　　せるQ

　（3）電話かけ一下掲のような用件で電話をかけさせ，テープコーダー

　　電話用ピックアップを使って録音する。あらかじめ電話先に依頼して

　　適宜応接してもらうようにしたり，交換手と連絡して研究室につなが

　　せて，室員が電話先をよそおって応接したりした。　（3件のうち，1

　　件を例示する。）

　　　　きょかわ
○　次に「清川といううどん屋へ二丈してください。

　　当方は国語研究所大会議室です。

　　浅記するものは，

　　　　たぬぎうどん　3っ　　　　きつねうどん　2つ

　　　　たぬきそば　　1つ　　　　なべやき（うどん）2つ

　　　　たまごどんぶり　1っ
　　あと30分したら届けてほしいというように雷ってください。　（代金はあと
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ばらいです。）なにかが，ないとか何とか雪ったら，あなたの判断で，似よっ

たものを適宜にとりよせてください。

　　3．家庭取材一被験者の家庭内での日常談話のうち，次のようなものを

　　　手書きによって記録することを求めた。

　　　（1）頼み・願い・いいつけなど，要求するところのある表現。

　　　（2）いいあい・けんかのような場薗での表現。

　　　（3）たしなめ・こごとなどの表現。

　　　　時閲は2時間ずつ2回，計4時間程度。

　　　　発話者の需語環境と場面の説明をつけて提出。

　　　　（要求は，発話を忠実に記録することであったが，提出されたものを見ると，

　　　記録者によって多少変容されたと察せられるものが多かった。変容の理由は，一

　　　般的なこととして二つ考え．られる。第一は，発話の進行に季書きが追いつきかね

　　　ること。第二は，ありのままの発話から無意味あるいはそれに近い部分を捨てた

　　　り，不整表現を整理して受け取ったりするという雷語生活看から，突然，臨時に

　　　機械的レコーダーになることのむずかしいこと。こうして，この調査では，十分

　　　に信頼できる結果が得られなかった。）

2・5独話資料の収集　　話しことばとしての性格の最も濃い領域として，わ

れわれは，まず対話を取り上げた。しかし，話しことばを全体として考えれば，

もちろん，対話は限定された領域である。「話しことばの文型」というために

は，したがって，対話だけを資料とするのでは不十分であり，独話の資料を取

り扱うことも必要である。そこで，われわれは，昭和33年度には，とりあえず

対謡の：文型と独話の文型との対比を目標として，独話資料の録音収集・交字化・

カード化等を進めた。しかし，その後，作業計画を改めて，対藷資料による研

究を先にまとめ上げることにし，独話資料の作業は一時中止した。

　3今後の予定　　ある程度，独話資料を整理して，見通しも得ている。対話

資料による研究をまとめたあと，引きつづき独話資料による研究を進めて，謡

しことばの文型を明らかにしょうと考えている。なお，独話資料について研究

を進める際は，対話資料による研究の際にとどかなかった部面にも及びたい。

ある種の文連結型，句と句との関係等が，その問題として浮かんでいる。総合

的文型につい．’cもtさらに立て方を進展させたい。なお，構文に関しては，．い
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っそう詳しい構造について，一一応調査ができていて，

かれるところがある。これも次の機会にまとめたい。
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　デス

ダ．（デス）

ダ．（デス）

デス

　アス

タ・ブース

デス

デス

デス

養老院での老人の雑談i

家族の雑談

芝繋紐当局と咽

NHK放送一対談・現
鵠舗δ三芳腿智

歯さんたち

NHK放送一対談一

共同洗濯場での主婦た
ちの雑談

NHK放送一仮設家族
の座談会一

研究室での面接録音調
査

同　上

　　注　1．　「蒔間」は，＊をつけたもの以外は，およその時間を示した。なお，示さ

　　　　　れているものは録音時閥であって，発話時間ではない。

　　　　2．　「話し手」は，男女別の数だけを示した。　（）の中は，発墨量のごく少

　　　　　ないものの数である。

　　　　3．　「話体」は，だいたいを示した。デゴザイマスはデスに含めた。

　　　　4．　「場画・内容など」は大まかな注記である。

　以上の資料は．全体として，各種職業・各種年齢層・男女の話し手を含み，

各種の場面のものにわたって，なるべく多様の文がとらえられるように，、選ん

だものである。

　2共通資料と非共通資料　　以上のうち，No．3三人の女性，　N◎．5新聞

人二十のとびら，No．12職安女子部，　No．16三鷹学生，　No．22”葦“雑談（2），

No．27結婚式申込み　の6種が共通資料で，他が非共通資料である。

　共通資料とは，基礎的研究としての表現意図・講文。イントネーションの三

つの作業で，共通に取り扱った資料である。研究の進行途上で，三つの作業の

相互の関連を明らかにし，連絡を保つためのよりどころとなり，さらに，総合

的な文型のための中心資料となったものである。総合的：文型の文例は，共通資

料の中から選ばれた。

　共通資料は，選ばれた資料の中からさらに，全体として，話し手の性・年齢
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や罪体などの上で片よりのないように，また，場面・内容などに多様性もを

ち，なるべく各種の表現意図にもとつく各種の形をもつ文がとらえられるよう

に，という配慮：で選んだものである○

　共通資料のほかのもの，すなわち非共通資料は，二丁意図・構文・イントネ

ーションのそれぞれに単独に，あるいは2者に共通に取り扱われた資料であ

る。それぞれ文についての着眼点が違うので，共通資料の不足を補うものが別

別に要求されたのである。

　共通資料につい鴎その大体の内容を見るために，ある中間的な整理の段階

でカード枚数（：文の数）を数えてみたところをかかげる。

No．　3

No．　5

No．　12

No．　16

No．　22

No．　27

三人の女性

新聞人二十のとびら

職安女子部

三鷹学生

”葦”雑談

結婚式申込み

詠嘆

3
2
2
0
4
3

4
、
8
　

2
玉

判叙

284

299

198

448

400

　95

要求

154

323

277

169

151

　81

応答

245

196

139

169

175

100

問　題
カード

　51
　40
　76
　111

　84
　　44

計

777

940

692

917

824

323

　この表は，対話における，表現意図の別から見た文の分布の大体の傾向を回

すものでもある。

　3資料の処理　　まずテープ録音によって資料を収集し，これを：文字化し，

さらにカード化して取り扱うようにしたのであるが，その間の作業について述

べる。

　3・1録音収集　　　資料の一覧表にも示したように．，NHKの放送のものが

あり，これはほとんどNHKからその録音テープを借用してリプリントした。

その他は，話しことば研究室でこれまでに録音収集してあったもの，他から罪

しことば研究室にゆずられて保管されていたもの，また，われわれが，新しく

録音したものである。選択に当たっては，二三や話題などから推してなるべく

多様な文型のとらえられそうなものをねらった。対話者のうちのある老には録

音されていることがわかっていないという程度の，かくし録音も少数あるが芝

大部分が，話し手にわかっている状態で録音したちのである。わか？ている話
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し手においては，発話にある程度編約の加えられることが考えられる。それは

文型の出方に影響する。たとえば，興奮した場合に出るある種の文型はとらえ

にくい。われわれは，そのため，特に喧嘩その他，感情的な場面の録音をもね

らっteが，これはきわめて困難であった。

　3・2文字化と訂補　　録音資料の文字化をカナタイプの専門業者（注）に依頼

した。この専門業者が会議の速記録などを作る場合のやり方とちがった，忠実

な：文字化を，われわれは注：心した。語のおきかえ，語形の修正，語順の変更，

語の脱去等は絶対に許されない。音声の不明瞭な箇所を推定で埋めるというこ

とも，じゅうぶん慎重になされなければならない。相づちの応答詞や遊びこと

ばの類も，もらしてはならない。このようなことを厳重に．注文した。業老とし

ては誠意をもって仕事をしてくれたことを，われわれは認めた。しかもなお，

結果においては不十分のところが多く，われわれは自分の手でこれに厳密な訂

補を加える作業を行なわざるをえなかった。これは作業量として非常に大きな

ものとなり，予定をかなり狂わせたQ32年度に一応訂補を行なったが，33年度

に性能のいいレシーーバー（藤木電器KK製ダイナミック・レシー　．R　一一‘Elega，）

を用いて再訂：補を行なったが，資料作業のほとんど最後まで，その仕事が尾を

引いた。

　正確な文字化の非難に，分析すると，二つの面がある。はやい速度で，しば

しば予測されない形やくずれた形で出てくることばを，ありのままにおさえる

ことのやりにくさと，不明瞭な音声の聞き取りのむずかしさとである。前者

は，しかし，時間をかけて忠実に作業するということで克服できる。後者はな

かなか手ごわい。やや不明瞭な部分については，同一材料が違う作業者によっ

て別のものに聞き取られたり，時間を隔てて聞くと，同一作業者に同一材料が

別のものに聞き取られたりすることが少なくない。そう思って聞けばそうも聞

こえるということもある。要するに，作業者の生理的条件や心理的条件によっ

て，かなり聞き取りが左右されるのである。こういう状況のため，聴取困難で

切り捨てざるをえない部分があり，また，推定によってきめたところがあっ

た。推定は，ふたり以上が何回か聞ぎ返してみて一i致したところによった。性

能のいいレシーバーで聞けば，静かな環境で録音器の音を外に流して聞くより
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も，はるかに明瞭に聞き取られる。だが，それでもなお，ごれをなまのことば

の聞き取りに比べれば，聞き取りの可能性はどれほどか落ちると思われる。そ

れは，轡つセこは，われわれが使う録音器の録音・：再生の能力の限界による。ま

た一つには，対話の場面に居あわせて話し手や場面に属する具体的な諸条件と

照合してことばをとらえることができるとできないとの根違があろう。対話の

場面に居あわせて聞く時は聞き取りやすいというのは．，話し手や場面に属する

条件と照合することにより，推定が行なわれやすいのである。（もっとも，この

ことは，対話の場齎に居あわせて聞く時は「わかりやすい」ということと全く同

じではない。生活的な立場では，一般に，ことばの意味を聞き取ろうとする。

その際は，唱ことばの形の細部まで一様に厳密に聞き取ろうという態度をもたな

い。音声不明瞭で聞き取れない部分があっても問題にならないところがある。

こういう意味のわかりやすさと，ことばの形の聞き取りやすさとは別である。）

とにかく，日常的な対話などの録音資料を取り扱う際に，こういう制約のある

ことはやむをえない。

　注　録音タイプ速記拙その他。岡社は県議会の会議などを録音し，それをカナタイプ

　　　によって：文字化し，会議録を作る仕事：などを．している。

　3・3文切りと文の選別　訂補を施して資料台帳を作成した上で，文に切る作

業を行ない，その文に選鯛を加えた上で，文ごとにカードに書き取った。　（た

だし，カード化したのちにも，訂補は加えられ，また，その結果，文の切り取

り方を変更したところも少なくなかった。）

　文切りは，「文の認定について」の章で述べるところの見方にもとづいてな

された。どのように交を切り取ったかの具体的なことは，ここにはいつさい省

略する。作業は，必要に応じて録音テープを聞きながら，台帳の上に一切りを

マークしていくというやり：方で進めた。文を切り取るに当たって，曹声的なあ

らわれと照合しなければならない場合が多く，音声的なあらわれに決定をゆだ

ねなければならない場合もある。その音声的なあらわれというものは，イソト

　　　　　　ま
ネーションと間とを主とするが，そのほかにも，声の強弱や長短，また音色な

どの要素も加わり，全体として印象的にとらえられるものが，しばしば重要視

される。
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　以上の作業に，さらにイントネーション記号の記入が加えられて，資料台帳

が作り上げられた。

　：文の選別は，すでに述べたように，われわれの書語意識に照らし，われわれ

の採るところの文法理論の体系に照らして，正常な文と認められるものだけを

取り上げるとし＼う選別である。具体的には，聞き取り困難のための不完全形や

不整表現や中絶，すなわち他の発言にさえぎられなどしての言いさし切れなど

を捨てることである。省略の表現もまた，カード化ののちに，理論的検討の結

果，対象外とすることになった。それについては「文の認定について」の章で

述べられる。（申絶と省略との別は，一般論的にも，具体例についても，必ずし

も明確ではない。）

　省略や不整衷現を取り上げる話しことばの研究は，もちろんありうるであろ

う。しかし，あくまでも抽象的典型をとらえようとする文型研究は，立場が違

う。だがまた，話しことばには話しことば独特の，それなりに完全とされるべ

き形のあることを認めなければならない。それはぜひとも拾い上げられなけれ

ばならない。不整表現を捨てるという場合にも，書きことばを扱う基準をもっ

て半捌しようとすると，話しことば独特の形を無視するという不当を犯さぬと

もかぎらない。そうした警戒をもちながら，われわれは，不整表現を捨てた。

話しことば独特の形ともいうべきものを含んで，どういうものが残されたか，

どう解釈・整理されたかは，「交の認定について」の章で述べられる。

次に，不整表現の例をかかげる。

（1）○「アレガネー　ケイキガ　ヨク　ナッテサP・　ソレデネ　ソコニネー　アノー

　ケッキョクネ　ソノ　ヒトモネ　ダソナサソガ　シソジペッタ，　ソコヘ　ヒヅコ

　シタ　トタソニ」　＜あれがねえ　景気が　良く　なってさ一　それでね　そこに

　ねえ　あの一　結局ね　その　人もね　だんなさんが　死んじゃった，　そこへ

　ひつ越した　途端に〉（22－15－18）（注）

（2）○「ソノ　ウエヘ　ウチガ　デキテ　ドウデモ　コウ　ナッテ　アア　ナッテッ

　テ　モウ　ナガイ……フルイダロウ　ムカシノネ」＜その　上へ　うちが　出来て

　どうでも　こう　なってああなってってもう　長い……古いだろう　昔のね〉

　（22－lzFll）

（3）OFダケド　ユソゲソ　ナソデスヨ　カオヲ　パット　ミタ　トte　＝　ソバカス

　シカ　モウ　メニ　ツカナイト　イウヨウナ　アレネー　ヤッパリ　ワタシミタイ
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　　ニサ　パット〈笑〉ビジソダナト　オモウヨウニ〈笑〉ソパカスナドハ　ソノ　ソ

　　ギニ　ナルヨウニ……」　〈だけど　人間　なんですよ　顔を　ばっと　見た　時

　　に　．7c　VXかすしか　もう　目に　つかないと　いうような　あれねえ　やっぱり

　　私みたいにさ　ばっと　蔵入だなと　思うように　そばかすなどは　その　次に

　　なるように……〉（22－22－8）

　（4）○「ダケドサー　オレガネ　アノ・・一　オレノ　トモダチノ　カケマージャソノ

　　Vi”　一一ソリティートサ　キイタソダヨ　キノウ　アッタカラ」　＜だけどさ一　お

　　れがね　あの一　おれの　：友だちの　かけマージャンの　オーソリティーとさ　き

　　いたんだよ　きのう　会ったから〉（16－1－10）

　（5）○「ソロノー　ミボウジソヲネ　ダレカノ　ショウカイデネ　イトウトフクノ

　　ニゴウサソニ　ナッタソダッテサ，ネヅ」　〈そこの一・　未四一をね　だれかの

　　紹介でね　イトウトフクの　二丹さんに　なったんだってさ，ね〉（22－15一正8）

　（6）○「ソウシタラネ　ソソナ　ハズハ　・ビッタイ　ツウヨウ　シナイヅテ　イウソ

　　ダ」　〈そうしたらね　そんな　はずは　絶対　通嗣しないって　言うんだ〉（16－

　　1－12）

　以上の例について，大まかな解釈を加えてみる。

　（1）は，語順の倒錯。　（中途で言いかけのまま次の表現に移り，あとから補う。）

　②　は，ことぽの不足。　（十分な表現をなしていない。）

　（3）は，話線のそれ（中途で雷いかけのまま次の表現に移る。），および中絶。

　（4）は，語順の倒錨，あるいは助詞の誤発（「司→「ト」）。

　㈲　は，話線の混活（中途から別の話線にすべる。），あるいは助詞の誤発

　　　（「ガ」→「ヲ＿i）o

　（6）は，話線の混滑。

　誤発を含めて，不整は，二三の際，言語意識の十分な管理を欠いた結果とし

てあらわれた，不統一・ずれ・不足などの現象だといえよう。その意味では，

不整はすべて個別的，偶発的なものである。だが，本来的には，ずれや不足と

見られるものの中に，個別的，偶発的なものでなく，傾向的なものもないでは

ない。たとえば，「……ヲ　スキダ」「……ヲ　キライニ　ナル」のような形

式は，今は，　「……ヲ　書ケル」　「……ヲ　読メル」や「……ヲ　食べタイ」

「……ヲ　飲ミタイ」につついて，かなり一般的に行なわれ，その言い方がへ

んだという印象を，しだいにもたれなくなってきているようだ。

　○「ホソト　コマヅチャウソデスヨ」（3c2－9－4）
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　○「ソソナ　ナラナイワbl　J　（3cs）一17－3）

など，「ホソト＝」「ソソナ”」を本来の形とするものだが，こういう形も珍

しくない。

　○「ドウイウ　コト　シテマシタ」　（12－1－13）

　○「ジッサイ　アノ　エイガハ　ハクリuク　アッタネ，　アスコノ　ボクシソグノ

　　トコロバ」＜実際　あの　映画は　迫力　あウたね，あすこの　ボクシングの　所

　　は〉（16－4F1）

　O「ゴコソレイデ　アツカワナイ　モノ　ナイソデゴザイマス」＜ご婚礼で　扱わな

　　い　物　無いんでございます〉（27－4－1）

などにおける助詞「ヲ」「ガ」「ハ」などの省略も，かなり一般的である。こ

のような類になると，もはや，不整あるいは誤発と扱うことは問題であろう。

たとえば，

　○「ドッチノ　オツキアイモ　スルケレドモネ，サアト　イウト　ヤッパリ　カライ

　　ホウ　サキニ　テ　ダスネ」〈どっちの　お付き合いも　するけれどもね，さあと

　　　醤うし　やっぱり　辛い　方　先に　手　出すね〉（3c3｝一16－5）

　○「カイシャノナソテ　ヤV　ハイソナイモノネー，カイシャノハ」＜会凝のなんて

　　山はいんないものねえ，会社のは〉（3c3，一8－2）

の「（カライ　ホウ）＝」「（ヤマ）二」の省略を正常な表現と認めがたいと扱

うとしても，上掲例の「ガ」「ヲ」「ハ」の省略を同様に扱うことができるか

どうか。本来からいえば，ずれ・不足であっても，すでに慣用的な形と認めら

れ，倒語意識の受容するところとなっていると認められるものがある。そこに

書きことばの上にはほとんどあらわれない，話しことばの上にだけとらえられ

る事実もあるのである。そこで，慣用的な形として，どの範囲までを認めるか

が問題となるが，一般論として，典型的なもの，というわくを立てて処理せざ

るをえない。しかし，具体的には，典型的・準典型的・不整のふり分けが問題

になる。それをきめるため存こは，客観的調査も必要である。だが，われわれは

今は，これについては，だいたい主観的判定によって処理した◎先にも述べた

ように，研究所内を対象とする小調査も一，二の問題については行なったが，

だいたいのものについては，われわれ研究室員の合岡判定に従った。

不整表現に関連して，なお，次のような処置をした。
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　（1）次の例におけるように言い直されているときは，言い直された部分を切

　　り捨てた。

　Orマエニ……ノヨウナ　オシゴトヲ　キボウシテマスカ」＜前に……のような　お
　　　　ゆ　　仕事を　希望してますか〉（12－1－21）

　　（一は切り捨てた部分）

　○「ヤハリ　ニホ〆ジソデナケジャ　ニホソジソダッタラ　ゼッタイ　アンナ　ヶソ

　　トウノ　バメソ　デキナイネ」＜やはり　艮本人でなけりゃ　臼本人だったら　絶

　　対、あんな　拳闘の　．場面　でき、ないね〉（16－ti－7）

　これは，論理的関係をたどる処麗である。また，この切り捨ては，：文末でな

い部分について行なったものである。次の「重複」についても同様である。

　（2）次の例におけるような重複は，その部分を切り捨てた。

　○「ソレカラ　アノ　セキニソコウセイデ　スグ　アノー　ゴバイシャクニソト　ゴ

　　ホソニソノ　オナマエヲ　オイレニナレバ　スグ　イ／サツガ　デキルヨウ議　ナ

　　ッテオリマス」くそれから　あ㊧　責任校正で　すぐ　あの一　．ご媒酌入と　ご本

　　人の　お名まえを　お入れになれば　すぐ　印劉が　できるように　なっておりま

　　す〉（27－3－H）

　（3）語順の画線も，単純なもので，簡単な置きかえで正常な表現になるもの

は，そのようにして取り扱ったものもある。ただし，語順については，文節単

位の交換可能性が一般にすこぶる大きいので，倒錯とすべきかどうかも慎重を

要する。倒錯と取り扱ったものは，事実，あまり多くはなかった。

　以上，（1）（2）（3）のような処置をしたのは，なるべく多様の型をとらえるために

資料を生かしたかったからである。

　なお，資料の選別に関して，次のことを言っておかなけれぽならない。われ

われの研究は共通語を対象としたものであるが，われわれの録音資料の中には

関西アクセントなどのまじっているものがあった。しかし，問題とした：文末の

イントネーションをとらえる上に特別な支障は認められなかったし，そのほか

の点でも資料とするにさしさわりを認めなかったので，これを資料から除外す

るということはしなかった。

　注　　（）内は資料の出典。数字は左から順に，資料の番丹（31ベージの「資料一

　　　覧」参照），資料台帳のページ，そのページ内の行を示す。以下すべて隅じ。

　3。4カード化　　以上のようにして整理された文を，一一つごとにカードに
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転記した。カードは分類作業に便利なエッジパソチカーードを使った。このカー

ド化された文例について，蓑現意図・構文・イントネーションのそれぞれの立
　　　　　　　　櫨
場から分析を加え，その結果の記号を記入し，分類のためのパンチを入れた。

　4資料の｛凱坊9・われわれの手もとに資料として整えられたものは，録音

テーープと文字化台帳と文ごとのカーードである。分析作業は，主として文のカー

ドを操作して行なった。しかし，裏現意図や意味，ひいては構文を見定めるた

めには，カードだけでは困難な場合もあり，前後の脈絡をとらえる必要のある

ときは，文字化台帳に帰って見た。また，具体的な音声を聞いてみないと蓑現

意図や意味を正しくとらえかねる場合も多く，そのときは必ず録音テープにも

どって吟味した。要するに，カードを主とし，言忌化台帳や録音テープもしば

しば使って，作業を進めたのである。

　おわりに一

　話しことばの研究は，これまで特に未開発の状況にある。そのため，研究は

どうしても基礎的な部面から出発しなければならない。対象のとらえ方も新し

い目でもってされ，研究方法も新しくうみ出していかなければならないところ

がある。われわれのやり方はまだ不十分な点が多いが，そういう考え方で取り

かかって得た，ある段階における成果をここに報皆するものである。記述する

ところは，基病的研究が中心になり，研究のまとめとしての総台的文型も，方

法研究のための一つの試みであるともいえる。　　　　　　（大石初太郎）

ζ
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五　基礎的研究

1．　文の認定に？いて

　1はじめに　　話しことばを資料として，文型め調査研究を行なうばあいに

は，まず，なにを文と認めるかを規定しなければならない。文型とは，　”文

の“類型だからである。

　もちろん，文型とは文の類型だと雷っても，唯一の観点から少数の類型が容・

易に見いだされる’ときまってい．るわけではない。そればかりでなく，類型を見

いだすことだけが目的ならば別であるが，これを，話しことばの文に関する文

法的な調査研究に役立て，あるいは，教育その他の応用にも役立てることを考

えるならば，その居的に1芯じた類型のとらえかたが，いくつか考えられてよい

はずである。すでに，教育上，文型として示されているいくつかの実例は，そ

の目的に適した形であらわされている。　（すくなくとも，あらわそうとしてい

るのだと推測する。）　しかし，すでに示されたいくつかの文型一覧表の類につ

いて見ても，いろいろな観点がありうることがわかるのであって，そのうちの

どれをとるかは，さらにこまかい欝的によって，ちがってくるであろう。ここ

で行なう文型の調査研究は，その点では，なにを欝的とするかと言えば，「研究

目標1にも触れられているように，教育その他の応用にも用いることのできる

基礎的な文型そのものの文法的研究である。ただし，ここでの交法的研究と

は，普通いう形態的ないしは外形的な文法よりは，やや広義であって，これに

関連して意味的要素・音声的要素をも考慮に入れている。話しことばの研究の

なかでの文法研究という，さらに広い範囲への配慮があるからでもあり，ま

た，話しことばの文法というもののあるべき姿を，普通いう文法よりは，やや

広く考えたいと思うからでもある。

　さて，なにを文と認めるか一一。この問題は，古くから言語学上の難問の一■

っであって，ここに諸説を検討し，あたらずさわらずの規定をしたところで，
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実際の調査研究に当たって，あまり有効なものとはなりえな．L・。普通いうとこ

ろの文は，事実上，かなり抽象的理論的なものだからである。「そこで，以下に

は。具体的に，どう規定してい？たか，という作業上の規定を主として示すこ

とにする。しかし，ここで断っておかねばならないことは，「われわれは，単

に，作業上，、こう規定したといラことから出発したのではないということであ

る。従来の文法論上の文は，抽象的に規定され，その規定の結論に至6’ところ・

の，推言劔）過程は，客観的に飼うられるものでなければならないが1そρ弱点

は，文の特徴的形式1や，特徴的意義内容を説き，それに応じた文の大まかな分

類を行なうことに終始して，それによって具体的な文の多くを説明することが

むずかしいということである。あるいは，そのような特徴を説いて文を規定し

た学者たちが，具体的な：文の処置に努力を払うことが少なかったと需ってもよ

い。さらに需えぽ，交法そのものが，典型的な：文の形式や意義から割り出され

た一般的な法則であって，個別の現象の説明のためのものではないと考えられ

て来たということである。われわれは，具体的に個別の文をとり出して，その

類型を見ようとしたが，その方法として，理論上・文法論上の文の規定と，雨

止的・具体的な文の切りとりかたとを，畑瀬的に，考えうる限り厳密に，調和

させる努力を最後まで払ったつもりであるQつまり，理論上・文法論上の文の

規定ないし分類の，その網の目からもれてしまって，取りおさえにくい：文を，

かなりの数，ならべてみて，その位置づけを考え，理論上の文の規定とのつな

がりを考えっつ，理論の欠陥を補い，また，実際の作業を進めたのである。先

人の規定・分類も，多かれ少なかれこの過程を，当然，とおっているわけであ

るが，その具体例自体が，なお，ほとんど典型的な書きこ、とばの交にとどまっ

ているために，われわれのように，現実の話しことばを対象とするとなると，．

かなり，効力の弱いものとなってしまうのである。

　文成立論の式部については，近年”陳述・iの論議として，盛んなものがあっ

たが，ここには，われわれのとった立場について，少し触れておかねばならな

い。

　まず，文は，一般的に雷って，表現者（話し手）の判断や命令や質問など

（これを、「表現意図」と呼んだが，これについては後に述べる。）を表現してい
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るひとまとまりの言語形式である。表現者の意図は，意味的な薗では，いくつ

かの成分の統合体に，また，音声的な薗では女全体の：音調に実現されるのであ

るけれども，その特徴的なものは，いずれも，文末部分に集中的にあらわれる。

それゆえ，文末述語を意図表現成分の代表とし，文末音調を意図表現音調の代

表とすることができると考える。要するに，文の意味内容および外的形式の2

つの，文末へのあらわれを重視するものであって，これに対する文の他の部分

は，附’随的な要素であると考えるのである。したがって，何を文の陳述を負う

述語と認めるかが，実際上も理論上も，大いに問題となるところであり，以下，

しばしば，これについて，触れるところがあろう。

　さて，「研究方法」「資料」の項で，述べられているように，われわれは，

「交的単位」に従って，最初は，まず，録音テープを聞き，岡三に，そのカナ

文字化された文章を読んで，常識的に，文と言ってよいと思われる部分ごとに，

線｝　1で区切っていった。この際は，あまり細部にこだわらずに，やや大き

臼に区切ってみた。次に，その区切りに従って，1枚ずつのカードを採り，全

部発詣の順にならべて，さらに，何回か，録音テープを聞きなおし，その区：切

り方に誤りや問題はないかどうか，文字化の細部について，なお，一層よく聞

き取って書き加え，訂正するところはないかどうか，くわしく訂補を行なって，

問題カードをチェックし，問題点については，各自の意見を，必要なかぎりで

書き添えた。この過程で，次第に，話しことばを対象として，文的単位を区切

るばあいの具体的問題点が，あきらかになっていったわけであるが，結果から

見ると，まず問題なく，文として，カードに採りうるものが，全部のカードの

うち，90％前後に及ぶことが，あきらかになった。つまり，文のカードを採る

ばあいに，いろいろな観点から言って，問題を残すものは，量的にはその1割

程度にすぎないのである。1割程度と言っても，そのなかには，発音自体が不

明瞭なために，解釈がいくつかにわかれるとか，文末の認定が，はっきりでき

ないとか，いうようなものも含まれているから，それらを除外すると，文の認

定自体のために，理論上，問題になるものは，1割よりも，ずっと少ないこと

がわかった。この残されたカードの問題点の考察を経て，われわれの文的単位
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のカードは，処置されたのであるが，まず，以下に，問題なく，：文のカードと

して，採った実例を示し，次に，問題カードの実例を添してその考察と作業上

の処置を述べ，その次に，全体としての処置の結果をまとめて述べることとし

よう。そこでは，多少，理論的な問題についても，触れようと思う。

　2共通資料の冒頭部において、まず問題なく文として採りうるもの　　　単に文カ

ードの実例を羅列しても，具体的な問題点を示すことはむずかしいから，以下

に，われわれの共通資料の定ホの，はじめの部分を例示し，そのなかで，まず

問題なく文として採った実例を指摘することとする。下記実例の記述の要領は，

つぎのとおりである。

　（1）文として採りうると，まず考えられるものは，その部分の下に＿線を

　　引いた。

　（2）　1枚のカードに採った部分の前後には，I　l線を入れた。　（この部分

　　は＿線の有無にかかわらない。）三枚のカードに採るかどうか，問題にな

　　るものについては，大きいほうについて，ひとまとまりとしておいた。

　（3）問題があって，簡単にはラ交として採りにくい部分（＿＿線がついてい

　　ない。）のあとには，＊印をつけた。

　（4）発音の不明瞭なところがあるために，＿＿線を引いてないもののあとに

　　は，△印をつけた。
　　　ぎょう
　⑤　行は，話し手のかわるたびに，改めた。ただし，ひとつづきの文の途中

　　に，相手の応答のことばなどが，挿入された場合は，その応答のことばな

　　どを，／　／線でかこみ，その下に＿＿線を引いて，挿入するにとどめて，

　　行をいちいち改めなかった。また，／　／の萬後の部分が，簡単には文と

　　して採りにくく，△印や＊印のつけられたもののばあいには，＿＿．線を引

　　かなかった。したがって，問題なく文として採るものについては，

　　　　Ol＿／○一一．，．一一．．／　＿1

　　の形で，ひとまとまりが示されることがあることになる。△印や＊印があ

　　るもののばあいセこは，上の＿線や一．＿線が引かれていない。

　2・1実　例

R．No．3（三人の女性）
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Olナニカ　シャベッテl

QI’オヒ・ヒ・／91ツク・タノタベ・レノll△

Olソウソウ、1＊

αへ一二タ・シ・ネli． 買¥＝ソグライ周テルノ・1・

Olワタクシガ　イッテイル　ヒハネー　ヨニソネ1

．0｝アーli’ソウ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

○げモーオ歓・ス齢ネ／Q之一∠／・タV．グライノトキモアソLl

○ギヘー一」

．○「〈笑＞1「

oiスクナク。デイイワネー1

Oi．ソウロイゴソダケレド　ナソダカ　セソセイニ　キノドクネA，

○｝アr、1　1ソウ目デモ
○’宴Wウi［トッテモ　イイ

ヨーク　オシエテクダサルデショウ／

セソセ（ナノヨi1

Oiフ1一　y．　1

αプツウノオウチ鏑　l

Olソウネrノ○フγ乃チイサナオリ・ウリ溢クミ垣ナモソカシラ
　　ネー．i＊：tt

Olヘー一」

Olホカニモ　オデシサソガ　タクサソ　イルノ？；

○｝ソウ／　’iモクヨウビカラカシラ　／○ウーソ／オシルト　ヨル　アルデシ．ヨウ叶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注「オシ・レ」は「れ列くお學．〉）
Oiア［1ソウ｝　　　　　．’

○｛デモ　タイガイ　ヨルネ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

Oi，ウーウソi．

01オットメノカタナソテ／○アーソウネ／ヨルジ・ナキ・イラ・シ・レ

　　ナイシネー陣

ρけソl
tOiコトシナソカ　トクベツ　ニソズガ　スクナイソジャナイ？1〈笑声〉

○｛ナニ？．1

01ニノ　アイダノネ　（オシル（シ）ナソテ）　トッテモ　キレイダッタワヨ｛△

OIヘーNドソナノツク。タノ叫

○｛アノネ　チャソト　ワクガ　アル／ネ1

○，1ウーウソ｝

○｝ソシテネ　ソコニ　タマゴ！　ナソカ　ウラゴシモ　イレテネ　／○ウーソ／

篶ブソデ廃　デソプモ　ツクルノヨ1

Olアーljソウi
Olタラヲネ　ユデルデショ　／○ウソ／　ソレデ……i㌔
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’

Ol．zレ　ムズカシイデ之ヨウ？i　　　　　　　　　　；』：t・t　　　：

Olウソ】1デモネー　／○ウソ／　シオウデ＝　潔テネー／○ウ堵／　ソシ：テ　ミ

　　リソトネ　／○ウソ／　タマゴノ　キミネ，ソレ　ツカッテネ1／○ウソ／　ス

　　リバチデ　スルノヨ．1零　．・

αア司1，ウ．【　．　　』　　　　　1t’：
αネ目。。一。。ウ姦ノ，ナナベデ1・．

○｝ヘー二1

αゼ・ゼ・ネ・．クベ・・カ・テ・・ラウ。テ・レミ・タイナカ±ネー

　　／○ウソ／　アクドイ　イPtニ　シナケレパネ　／○アー　ソウネ／　トッテ

　　モ　キレイダシネ　／○ソウネ／　キモチガ　イイワi　　　　引

Oiヤッパリ　タベル　モノハ　ミタメモ　キレイナ：ホウガ　イイワネ1

Oiナソデモ　ジブソデ　ヤレバネ　／○ウーソ／　キモチ　ヨク　タベラレルァシ
　　　。ウ「

　Olソウネ1．

R．No．5（新聞人二十のとびら）

　Olソウデス【

　Oiコリャ　ソラデシn1〈拍手＞

　Olx？1
α三・．ラ・．曇∠・；…デ…｝

αイ揃ソラ ソノモノジャァリマセソ1

（注　録音が途中からはじまvている♂

OiシQシ　ソラニ　アルモノネ　ウーソ1＊

○｛エ一一1＊1ハイ　タカギサソ貯

Oiソノ　ソラニ　アルモノハ　ヤッパジ　コゥブッ『1

Oi＝t　H」iモウ　ソレハ　モウ　ソウナソデスガネ，エー1’＊、

Oi．コタイ？1

01エレ
Oiコタイデスカ？…エキタイ鎖＊

Oiコタイ？i

Ol．工絹

Oiエキタイ？1

0iエーi
O．1ドッチカ　ハッキリシテクダサイ1〈笑〉

○｛＝＝f）タイデショウ1

0．iエキタイ．P［

Ol三二」
○絃L－llエキタイニ　ハイリマスネ1＜拍手＞1ソウデスiiハイ　カ’ラシマサソ］＊
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○」ウツクシイ？．1

01i二．Hキレイデスヨ．1〈拍手〉

Olキレイ？1

0．12二Hミテ　キレイデスネllハイ　フルヤサソ｝＊

Olソラ　アノ　クモーミタイ（ナ）吟く拍手〉（注「ソラ」は「ソレハ」〈それは〉）

Ojソウデス1’1クモデス｝

○．1ウソ【

○｛クモデスネ．1．1ソコデ　クモニモ　イVイPtアルト！＊

0！ウソ1

0」ウソi

Olハイ　カラシマサソ．1＊

Olイウシグモ1〈笑〉

Oi⊥エ』iイワシー…エー【＊ヒ襲ロイワシグモデハアリ’マセソ，エ1＊1ウロコグ

　　モトカ　モウシマスガ，　（クモ）デハアリマセソ1△1ソウイウ　クモデス．ヨウ

　　スルニ］1ハイ　アリタケサソ【＊

Olソラ　ナユカ　コウ　ソレヲ　モチイテ　ナニカ　ヒユニ　ツカイマスカ？｛
o　i　＝・　・一一：　？　i

O｝ヒユヒユ1＊
○「アpm　アー　アー　アー！判アHヒユニネ1判工｝」ベツダソ　ツカイマセソ

　　ネ　／○エー／　エー目ナニ　オカソガエニナッタカナ，／｝刻一／　エー1＊i

　　ノ、イ　タカギサソ1＊

○’ P’ソレバ　クモノ　キショウガクテキナテクニ3クヲイエバイイソデスカ？！

　Olムズカシイデスネ，ヤッパリネー，エーi〈笑〉

　01．ロソセツイイソト　シテハ……．1＊

R．No．12（職安女子）

　Olショウワ　ハチネソ　シチガツ　イツカネllジ＝ウクデシタネン．1バソチハ

　　　スミ磁オ塾ラチ・ウヨソノ．庶抵と乏蓬日圭：∠主互虹龍註．互タ乏

　　　オウチマデ　ナナフソグライデスさ目三コマデ　ジ＝ウゴフソネi

　　！オデソワ　ナイソデスネl／之三之ニカ．窯．1・　シナイデモ　テガミ　トドキマス

　　　？i

　Oレ・pi
　Olナニナ轟カタト　シナイデモ　テガミ　トドキマスPl

Ol＝＝＝1

01ツウキソノ　キボウデスカi．iオシゴトハ　ナニヲ　キボウシマス？1

Olコウイソ．1

Olエpi
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j

Oiコウイソデス」．

○［コウイソサソガ　イイノ．目マエニ　ソウイウ　ケイケソガ　アルソデス杢P．1．

（注　「ソウイウ」は「ソユウ」に近い。）

Olエー．1

01コノ　セカイ メリヤスダケP！

○．iエー1　．1ソウデス1

01’ドウイウ　コト　シテマシタ1 （注　 「ドウイウ」は「ドニLウ」セこ近い。）

○」アノー　ケイトモノヲ　ケソピソシテタソデス1

○」ケイトッテ　アノ　セータ・…ナソカ？1

0．1イイエ目テブクロ．1

0－1テブクロネ、Uユシツノ テブクロデスカ？．1

Oiエー1．．1アノ　スグ　アッセソシテ　イタダケナイソデスカ？1

Oiソウネー　アノ　コウイソサソデネ，モノユ　aッタラー　アノ　イタシマスヨi＊

Olアー1　．iソウデスカ、i

Ojフーソ」

○「一？　t二　一・…・・ノ　ヨウナ　オシゴトヲ　キボウシテマスカ？　ソレトモ　アノー

　　Uウイソサソナラ　ホカノ　オシゴトデモ　イイソデスカ？．1＊

OiE－A
O／ナソデ雪　イイ」

○．1ナノ？タケ　テソイソガ……1＊

○」テソイソガ　イイノPi

O．iテソイソダト　ジカソガ　オソイカラ1

0iソウ．！．1カXリガネ｛＊

Olナイ　トキハ　ショウガ　ナイケド1

0」ナイカラネIjソロバソバ　ドウデス（カ）1△

○」テソイソダッタラ　スグ　ソノバデ……疹

○．iテソイソハネ　アノー　スミ＝ミノ　テソイソサソハネ　ソクジ2　ショウカイ

シマスケドネ　フツウノ　オミセノ　テソイソサソハネ要アノー　ヤハリ　モウ

シコミヲ ウケテカラネ，セソパツシテカラ　アノー一一一之sウカイ　スルソデス1

，i＝ウイソサソガ　イイノネllソニバソバ　ドウデスカ？1

○．1マグー　デキナイデス［

O／デキナイ1

Oiエー」

OGタシザソ ヒキザソクライハ　　デキル1「ソノ　　テイ　ドデスカ？1

○」エー．i

Olジテソシャハ……？」．＊

α’ノレマス」
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皐恥16（嵩高学隼）　　　己．　，t’一．’一’t

O肱ソプソグライ艶テオ・ラレルソデスP．L’

○｛サソジヅプソ，コレネi＊

○｝モウ　ハイツテルヨi　　　　　　　：

Oiキイタ劉
○｛アノ　ミシマクソチデ　ヤ1ッタソダッテサ．／

Olマツイ壬クソガネーホソイチノネーアノ．イースーチーノ

」．

　　　　　　tt．t

／○タ．カイソダヅ

　　テサー一rスゴク／　タソキダヨ．1

0．Lタカイソダヅテサー，スゴク」＊

0』 pーサンゼ藍．弦ノ烈　　㌦

01’サソゼソナ．ナビャク．イクラダ．1

0iサンゼソナナヒャクイクツカ！．

○’i一ソレデー　ソ（レ’）　タソキデ…i＊

Olソウt
O｝イースーチーデサー…．…1＊

Olキタナイナー｝

OI．コレ．薫・窯．イコレ・・社アノ ドコノ　マージャンクラブへ：イッテモネ

　　一　ソノ　アガレルッテ　イウソダヨ1‘

○’1’ダケドサー　ソレガネー　アノ　オレノ　トモダチノ・ソ．ノ　カケー？・一一ジャィノ

　　オーソリテートサー　キイタソダヨ，キノゥ　アr7タヵラ．i＊

○．｝捗説シタラネー　ソソナ　モノハ1ゼッ　ゼッタイ．ツウヨゥシナイッテ己イウ

　　ソダ棒　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
○泣一沼
01モットモ　ブリコソダカラサー　オレハ　ダマッテタヨ，モンク　イワナブデサ

　　一，ソレデ　イイッテ｝＊

○．｝ダケド　オシカッ　オシカッタネi＊

Ol．ウ．一ソ1

0iオシカッタヨ｝

Olダッチ　ソノ　ツギニ　セソキュウヒャクニジュウ　ハッタソダ1△

　　　　　　　　　（注　　「バッタ」は「ノ、イッタ」〈はいった〉の意らい・が不開・）

○｝：t三　？1

01ソレデ　ホソトウナラ　アレ　フリ＝ソデナカッタラ　ウイタモソネ1

○」ソウダ1．己

Olアレ　ニシガキクソガ　ハソタイシタモソネi

○」イチパソ　サイゴニ　マソガソ　フッタデショウ？1『

Olエツ？1

se



Oi’イチバソ　サイゴガ　アガヅタノハ　ソノ　マエ」

　Oiソノ　マエカT　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、　　　　　　　：

　OI’2L．1’　1　・・’　○｝ソノ　マエノ　カイネ，アレハネー　ズルイソダ（ヨ）ネt’、スゴクネ1＄

　OIウソ1’　　　　　　　　　　　「　　　・　　　　’

　○．【サイシュウパイダッタロウ？」．

　○．［一ソウ　ソウ　ソウ　ソウ．1＄

　○」ネッ」

　Olウソr
　O．1ウソ、i　　　　　　　　　　　　　　　　　：［

　01シカモ　ニマイ　モッテソダモソネ．1　　　　　　　　　　　　　．

R・Noゼ22　（”轟藍”≡維言炎（2））　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　Orエー　フリートーキング］』．iサソガツ　ニジュウイチニチ．1／’オヒガソデゴザイ

　　　マス」．［エー　アノー　ソチラカラ　ァノ…」＊

　Ol’コイケデス1．

　○．ヒ亘i

　O｝チパデス．1

　0yヒグチデス1

　0ザミドリデス1’　　　　　　　　　tt

　Oiス下天デスy
　O／ト　イウトコロカラ　ハジマッチ］’＊

　Oiト　イウトコロカラ　ハジVッテ　ジャ　ミナサソ＝　グット　オシャベ：リヲ

　　　シテイタダキマショウ」＊

　○」ト　イウ　ワケデス．1＊

　○「ナニ　シャベレバ　イイノ1．

　Oyナム　シャベロウカナー1’

　0」ナニカ　コウ　ヤッパリ　キメナキャネ．1

　0Aヤッパリネ　／○ご・ナシガ　チル＝　シテモサ／　コ立イウ　メソバーガ　ソロ

　　　ゥト　アソマリ　タイシタ　ハナシガ　デソウデモナイカラ」　〈笑〉

Ol．ソソナコト　ナイヨ目『グット　コウドダネ．i

O11オゲイジュツPl

Olソノ　オカタイ　オゲイジュツノ　ハナシバ ヤメマシuウヨ｝

Olジュソスイデスカ1

Olナニカ　澱ウ．i『＊

○．1グットクダケテ1．＊　〈笑〉

、
¶
轟
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Ol．之一∠1．！クダケテ1＊

oiクダケスギタリシテネ1＊

○．1オチテ．1＊

Olイヤー　ソウイウノハ　ヤメマショウ1＊〈笑〉【アトアト

　　カソガエテ　ヤヅパリ　スコシ　オヒソノ　イイ　ハナシヲ

ノコル　 コトヲ

イタシマシ：・列

Oiジョセイガ　グット　エレガソトデスカラ1’

Olソウ　ソウ　ソウ1＊

Ol’ジャー　’？’　・一　キョウハ　オヒガソデスノデ，〈笑〉　ホトケサマノ　ナハナシ

　　デ．瞥〈笑〉

○」ホトケサマノ　オハナシ1’

Oiソレハ　イイデスヨy

Olホトケサマノ　オハナシナソド1　〈笑〉

Olホトケサマッテ…アノネー一　ウチニ　イッパイ　ァルソデスヨネ，カミダナト

　　カサー　オイナリサソトカ　ホトケサマトカサー　ホウボウニ　カザッテアルノ

　　ヨネ1＊iダケドー　カミダナダノネー　ソノー　オイナリサソニ　テヲ　アワス

　　キハ　シナクテモネー　アタクシデモ　デスヨ，ホトケサマニ　テヲ　アワス

　　キハスルソダケ肖＊1ダカラ　ホトケサマッテイゥノハ　ナ四四…／○レイナ

　　ソカ／　レイコソトハ　イカナイケドサ　ナニカ　ァル　キハ　スルワ1

Oiウーmソ．目ウーソ　ボクモ　ソウナソダ1＊

○．1ソレイガイハ　アソマリ　チョット　コウ　セイシソ　コモラナイ，ヤッパ夢｝

　Olア…一一シカシ／○ウーソ／ホトケサVヘネー／○ウソ／アノ　テヲ　アワス

　　　ッテ　イウノハネー／○ウーソ／イキテイルヒトノ　タメニヤルラシイヨi’

　○」．豊∠．1．1ソウヨ1『

　○．1ウーソ【

R．No．27（結婚式申込み）

　○．iマダ　ソノ　アノー　ナニヲ　マジカデ　ナイモソデスカラ　アノ　／○バー／

　　　ウチアワセニ　クル　ヒトハ　スクナイソデスガネ1＊

　Ol『バー1

　0iマダ　キヨウラ　クソノハ　ミソナ　ソノ　ヒヲ　キメニ（クルソデスガネ）ギム

　○［＝二」

　○【ソイデ　ソイデ　ヨゴザソスカPi

　O11モウ　スコシ　ナソカ　アルト　イイノネ？1

　0．1デモネー　ケヅコウ　オキャクサマ　キガ　ツカナイノヨ1

Ol’ソウヨllアソガイ　キガ　ツカナイワヨネ1

Olジャー　ナソカ　コノ　ウエヘ　チョット　コウ　カブメ副テ…1－△

Olイヤーl’コゥヤッテ（リャ）　ワカリマセソヨ．i△
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OI’ワカヅテモ　ダイジョウブデス1

0．［モウ　スコシ　ハナシテモ　イイソデスケド（ネ）t△1主エ．1’

OLZ立』
Oiマア　イイデショウ．Il’ヤヅテミマショウ，スコシ【＊

Otイラッシャイマセ｝．

○．］イラッシャイ・マセ1『

Olカワモトデスr

O「△二1［ドウゾ　コチラへ1＊

Ojアマノデスガ　＝ノ　ァイダハ　ドウモ　オセワニ　ナリマシテ！’

○｛アクルビ　サヅソク　オデソワ　シテオキマシテ…1△

○［へ一へ一．瞥

○「ジュウガツ　サンジュウ　イチ＝チデシタネ？1’

’　○．i上「ギ

　　○」サソジェウイチ5Lf　lチノ　ジュウイチジ　ジュウ　／○ジュウイチジ　サソジュ

　　　　ヅプソ　ヘー／　ジ＝ウイチジ　サンジ＝ップソニ　アノ　ヘソコウ　デキテオ

　　　　リマスネ？「△

　　Oiエー　ソウイウニ　カイテゴザイマス1判ドウゾ【＊

　　　　　　　　　　（注　　「ソウィウニ」は「ソウイウフウニ」くそういう風に〉の意。）

　　Oiカイテゴザイマスネ，クジハソ　トリケシテ【＊

　　Oiア／iアリガトウゴザイマシタ1

　　0｝ゴニソズハ　ヨソジュウメイサマ1

　　01ヤクヨソジュウメイデスネ「1アノ　ヨウシヲ　コノ　アイダ　イタダクノヲ

　　　　ワスレテイキマシテネー　／○ヘー／　イマ　イタダキ…テーi△

　　αへ一へ浮
　　Oiコチラヘ　オイデ＝ナッタノハ　ゴザイマス　ワケデスナ？1

　Oiエ？i」タ智一　アレハネー　タダ　アマノダケノナマエ　カイテアッテネP一

　　　／○？39　一一　オカキイレ　ネガウ　ワケデスカ／　エ　ソレ　ァノ　ィェ　トコ

　　　ロガネー　ソレネー　ソノ　アニガ　イッサイ　ヤッテイルソデスヨ　／○バー

　　　／　トコpaガ　ァニニ　キイタラ　ソノ　ナソノネー　アノー　ナマエヲネー

　　　シラナイカラ　ヨウシ　モラッテキテ　ソノ　カキイレルカラ…　／○ア　ソ

　　　ゥデ彊ザ塩鄭力／　エ　アタラシイノヲ　カ…カイテ　Vタ…｛△

　○．1コレハ　モー　ダイタイ　アノー　アチラノ　ナハツホリョゥトデゴザィマスネ

　　　一一　／O＝一／　…1

　さて，上記実例に　　線を引いて，ttまず問題ない，，文としたもののなかに

も，なお説明を要するものがないではない。例を示せば，冒頭の「ナ＝カ　シ

ャベッテ」でさえ，規範：文法では，省略のある不完全な文だ，それゆえ文とは
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認めない，という事にも，なりかねない。まte，「ソtz・一ヲ　コウ　イルノ，

オナベデ」は，いわゆる倒置文であるが，陳述を負う述語が来れば，交が切れ

るという文法論上の見方に従えば，そこまでで文であって，そのあとの部分，

ここでは「オナベデ」という部分は，補充のための不完全な文である。したが

って，全体は，”交＋不完全な文“tC　2分されるであろう。また，「ア　ソウ」

「アー　ソウ」は，類型としてしばしばひとまとまりに発話されるうえに，「ア」

「アー一」は，間投調であって文頭に置かれたものとも見られるから，まとめて

1：文と考えてもいいかもしれない。

　このような問題は，細かくは，なお他にもありうることであるσ気づいた範

囲で，これらをまとめて，3・2および4に述べることとするが，文認定の基

本問題に，ここで，すこし触れておきたい。

　2・2基本的な問題　．およそ，皮という文法論上の単位をさだめるばあい，

その基盤となるものは，大きく分けて2つあると思われる。

　　（1）言語意識

　　②　文法体系

　（1）の雷語意識は，言語使用に関する一言語主体の素朴な反省によって認識さ

れるものであって，その華語意識が当言語に関して一般的であるかどうかは，

実証の過程を通らなければ，厳密にはわからないものである。しかし，現代語

では，fi　kのコミュニケーションの事実に支えられて，われわれは，大体のと

ころ，～般的な韓語意識のあらわれを，自分自身の，あるいは，他人の，具体

的な発墨について，たしかめることがでぎるQなぜならば，コミュニケーショ

ンの成立した具体的発話のつみかさねから，抽象的に形成されていくものが言

語意識だからであり，書目意識は，多かれ少なかれ，発話にその姿を見せるも

のと考えられるからである。その意味で，書語意識は個人のものでありなが

ら，社会的なものを基盤としている。それゆえ，細かい部分では，ある人は，

’L般的だ“と言い，ある人は”一般的ではない“と呪うが，その類は量的に

は，大きなものではありえない。おそらく，それは前記の，この調査研究のた

めの反省からlliて来たtt　1割程度“という量を，うわまわることはないのでは

あるまいか。とくに，文の認謙こ関しては，もっとずっと少ないものなのかも
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知れない。：量的に少ないということは，しかしながらデ質的に碍題が小さいこ

とを意味するちのでは，もちろん，ない。結果的には，（2）の文法体系のなかで，

これらをどう取り扱うかが最も問題となるこどは当然である。tこでは，ただt

しぼしば，”素朴な，1．とか，”主観的な“とか言って，批難されやすい藩語意識

が，文の認定に関しても，やはり大きな一基盤である、ことを，明確に認めれば

足りるのであるg．

　たとえば，　「カク（書く）」という語は，力行五段の語尾変化を持つという。

ここで”カクという語“というばあいには，すでに”語，，という書語意識と

”語〃の規定とが含まれなければならないがラこの問題は，しばらく溺とすれ

ば，、とにかく，・「カク」という語は，現実に文に用いられるとぎ，その形を変

えるという形態上の事実がある。そこでは，一応，意義の変化を深くは問わなS

いで，形態上の変化だけを問題としている。つぎに，そのなかの一つの「カ

ク」という語形は，現実の交で，意味上，終止法・童体法などの役割を持つ。

「カク」の形が，そのどちらの用法かは，現実の文での役割を，他の語との連

接関係と意味との上で，半冒良しなければわからないことはもちろんであるが，

たとえばその一つに終止法があるということができるのは，実は，それが文の

終わりに用いられるという事実が，多数の文の用法の帰納的結果として，桂会

習慣としても，した漆ってまた，善時に個人の雷語習慣としても，存在するか

らである。したがって，：文の終わりであると認定するのは，「カク」という形

があらわれるからではなくて，「カク」という形が，そのあとに特定のことば

以外はともなうことなく，それでひとまとまりの意味を表現し終えることが，

社会習慣≧して，大多数の綱人戸慣として，存在するという事実をささえとす

る。その意味で，署語意識を，寒ξ）認定に持ちこむ必要がある。

　また，電話の応対を調べると，「コチラハ　ヤマモトト　モウシマスガ」と

か，　「チョット　イマ　セキヲ　ハズシテオリマスガ」とかいうように，いわ

ゆる接続助詞fガ」で，需い終えることが，非常に多い。あいまいな書い終え

かたであるとも書えるが，聞く人も，このあとに，何かが言い残されていると

か，何かが言いつづけられるはずだとかいう期待を持って，待っているという

ことはない。．それなりに言い終わりだと思う習慣がある。すなわち，接続助詞
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としての「ガ」の用法から，終助詞的用法に転用されている。これを，接続助

詞の終助詞的用法という臨時的なものと認めるか，別の終助詞「ガ」として立

てるかのきめての一つは，「ガ」で細い終える習慣が一般的かどうかの認定，

すなわち，言語意識の問題である。　（他の一つは，：文法体系の問題であるが，

これはつぎに述べられる。）

　（2）の文法体系は，一一一言ge．研究者が採用する理論体系の一部門であって，　tt文”

という語を，術語として使用する以上，それが位置を占めるべき体系が基盤と

して求められることは言うまでもない。ここでは，推論の過程にあやまりなく，

文の規定を，具体的実例の説明のためにも，もっとも有効なように，行なわな

ければならないのは当然であるが，”文“という語を術語に使う以上は，（1）の

言語意識との因縁をたち切ることがいいかどうか，問題である。需語現象が人

間の精神的肉体的両面での全：人聞的活動の結＝果である以上，その要語意識を無

視することは，言語現象の真実を探求する方法ではあるまい。もとより，定義

としての概念規定に，言語意識という語を用いる必要は，必ずしもないが，そ

れにもかかわらず，文の文法体系中での位置づけに当たって，言語意識を除外

することは正当なことではないであろう。かように（1）と（2）とのつながりを考え

れば，（2）の文法体系を基盤とする交の規定も，（1）の言語意識という直観的・非

分析的要素を包含しつつ，客観的・分析的に推論をかさねてゆかねばならぬも

のであろうと考える。

　上記実例は，＿線部分について，まず問題なく，文と言ってよいと思うも

のである。そこに，現代の一一一me的言語意識として，異論が出ることは，ちょっ

と考えられない程度のものなので，前記（1）の言語意識に関する範囲では，問題

ないと思う。少なくとも，共通資料にこれらを対象としてとりあげ，種々の考

究を行なったわれわれ4人セこは，異論がなかった。このような実例を，全共通

資料から選ぶと，前記のように，その全カードの約9割前後に及ぶのである。

この数えかたは，＿線のない部分を，たいていは個別に1カードにとったう

えでのことであるから，たとえば，　「ソウソウ」が，あとで述べるように，2

カードにわけられるとか，斜線／　／で区切って，上記では＿＿線をつけた部
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分を，さらに溺カードにとるとかいうことをすれば，多少，変るであろう。し

かし，△印をつけた文のように，単に，発音のごく一部門不明瞭であるために，

＿線をつけなかったものもあり，これらのうちには文の問題だけについて書

えば，まず問題なく2文とはなりえないものであると言えるものがあるから，

全体として多少の増減はあみても，文の認定については，だいたい9翻ぐらい

は，問題ないものだと考えられる。

　このような経験的事実をも加えて，言語意識を包含するものとしての文を考

免るならば，大略，つぎのようになろう。文は，話し手が，自己の感情や判断

叙述や命令，質問，応答などを衷現するひとまとまりのことばである。文を構

成する要素は，形式（服部博±規定の用語による）と表現意図および構：文の型

と音調の型である。交型は，表現意図・構文の型・音調の型の3つの総合が，

形式をとおして，あらわれる：文の類型である。

（全般的な基：本問題については，次項以下に各説があるが，はなしことばでの

文そのものの問題については，ここには触れない。　「はなしことばの文」（『言

語生活』昭称34年3月号）において，つぎの点については，述べた。すなわち，

もし，”話しことば“を”発話“の意味に解し、”文“をその抽象的形式の意味

に解するならば，”話しことばの文“ということば自体，2つの相いれない概

念を結ぶという点で，矛盾を食む。”話しことばilを”発話“の意味に解する

ことに異論はないが，”話しことばの文〃とは，”発話〃と”文〃との，具体と

抽象との間にあって，”文“により近く位鐙する単位としての，やはり抽象的

形式であり，ここでの”話しことばの，，という形容の語は，”話しことばを資

料とし，ここから抽象の段階を踏むところの，，の意味である。）

　3共通予料の冒頭部における問題点の処置　　　前記実例のうち＿線をひいて

ない部分は，文の切りかたのうえで，なんらかの問題点を含むものである。（た

だし，前述のように＿線を引いた文についても，考察すべきものを含まない

ではない。これについては，後に述べる。）

　3・ユム印について　　△印をつけたものは発膏に不明瞭なところがあるもの

であるが，このなかには，文中のごく一部が不明瞭なものとか，文の途中から

全くわからなくなるものとか，文の末羅の部分が不明瞭なものとか，いろいろ
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のものがある。：文の構造や全体としての意図衷現に，そう大きな影響のないも

のもあり，：大きな影響のあるものもある。性質が一様ではないことは，前記実

例を一見しただけでもわかることである。さらに厳密に雷えば，録音を文字化

するときに，カナモジをもってする以上，われわれの解釈が，ある程度は，ど

うしてもはいる。程度の差はあっても，ローマ字化・発音記号化するばあいも，

同じである。とくに，促音・長音・綴音など，いわば不安定な音素のばあい，

これが発音自体として，あるのかないのか，判定のむずかしいことがある。ま

た，かなり長い部分についても，録音のやや不明瞭なばあい々こは，ある程度の

推定を行なわねぽならない。われわれの日常談話は，もっとずっと程度のひど

い推定のうえに，そのコミュニケーションが成り立っている。だから，その文

字化は，発話を可龍な限り文字化するのであって，現実の発話そのものを，常

に推定し解釈していると言える。そのなかで，とくに不明瞭で，文字化の決定

しにくいも、のに△印をつけたのであって，これ以外は，みな明瞭で異同がない

とは言いきれない。録音を聞きなおせば聞きなおすほど，細かい部分での異論

が発見できると書っても過言ではない。そのために，われわれは，かなりの努

力を積み，少なくとも2人以上が，少なくともそれぞれ3回以上は，聞きなお

して作ったカードおよび定本ではあるが，なお，完全とは言い切れないと感じ

ないではいられない。現在の，われわれの耳と，録音機械・再生装置・レシー

バーなどが，将来，もっとよくなれぽ，一層，完全なものに近づきうるだろう

と思うが，目的が，交字化自体にない以上，この程度で作業をとどめねばなら

ないし，口どめるべきかと思う。

　3・2＊印についで　　これに対して，＊郁をつけたものセこは，理彫上さまざ

まな意味で問題となるものが含まれている。普通，雀開と言われる表現のうち，

労いさしの表現などは，あまり，理論上の問題を含んではいないが，その他の

大部分は，かなりの考察を必要とする。以下，逐次，述べることとする。

　3・2・1＊印1重複の表現など　　まず「ソウソウ」を例としよう。「ソウ」

1語で応答の文となりうることはいうまでもないが，類型として，その2つ以

上の重複したかたちが，しばしば，あらわれる。はなしことばを，直観的に，

：文的な単位で切ってゆこうとすると，この重複したかたちの途中で切ることは，
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かなり，ためらわれる。作業のはじめはもとより，作業の終わり近くまでも，

これら，重複表現の，：文としての切りか畑こは，決定しかねるものが残った。

その事情を考え，略述すれば，つぎのようになろう。

　これらを，ひとまとまりの文だと，直観的に考えたくなる理由は，第1に，は，

発音上の印象であって，これは，（1）発音に切れ目がない．（2）全体として短く・一

気に発音される．③アクセントの形として核を1つ持つ，あるいは核を持たな

いで，アクセントの形としてひとまとまりである，という’”薯実1、をささえと

する。第2に意味上の印象であって，これは，（1）「ソウ　ソウ」全体でひとま

とまり乏なり，単独で，　「ソウ」という文と”当価な意味“を持つ．（2）「ソウ

ソウ」の一つ一つの「ソウ」には，したがって，「ソウ」単独の文の持つ意味

はない。少なくとも根対的に意味が稀薄であって，独立性が弱いと感じられる，

という”感じ“をささえとする。

　これに対するわれわれの処置の結論は，ttenる“ということであって，直観的

な邸象と，そのささえとなる”事実・感じ“をしりぞけた。その理由は，つぎ

のごとくである。

　第1に，発音上の”事実〃・は，文の切りかたに関して積極的には，問題とな

らない。短い岡文が2つつづいたとき，全体として1つのアクセント的まとま

りとなることは，しばしば起こることである◎　「イキマス　イキマス（行きま

す行きます）」「イヤダイヤダ（いやだいやだ）」「アケタアケタ（開け

た　鯛けた！）」などのように。したがって，これらの重複表現をも，みな1文

とするなら別であるが，そうでなければ，アクセントの閥題は，文を切るうえ

での積極的理由にならない。また，これらの重複表現を，みな1文とすること

は，陳述を負う述語または独立語1つを含むひとまとまりのことばを1文とす

る立場に反する。強いて1文とするためセこは，述語の概念を，かなり変更せね

ばならない。またラ”発音に切れ国がない〃”全体として短く一気に発音され

る“ということは，現実の発謡で，いくつかの短い交が速続するばあいには，

いくらも起こることであって，これらをつづけて1文とするためセこは，文法上

の文の概念よりも，音声上の事実を優先させなければならない。文の認定全般

にわたって，音声上の事実を優先させることはできないから，このようなばあ
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いだけ例外的に扱うことは不当である。したがって，この点に関して，たとえ

ば「文の特徴の一つは，その前後に発音の切れ目があることだ」という表現は，

正確ではない。「文の特徴の一つは，その前後に発音の切れ盈を置きうること

だ」と言うべきである。以上のようにして，発音上のtl事実“は，「ソウソウ」

を，積極的に1文と認める根拠とならないと考えたQ

　第2に，意味上の”感じ“は，文法上の文の認定が，所詮は意味を根底とす

る問題である以上，文法体系の立てかたによっては，積極的根拠となりうるも

のかもしれない。しかし，われわれは，「ソウ」1語文の持つ意殊（服部四郎

博士の術語を用いれば，「発話の意味」ではなく，「：文の意義」）と「ソウ　ソ

ウ」の一一つ一つの「ソウjが持つ意味とのちがいは，決して大きくはないもの

であって，「ソウ　ソウ」という連続した全体として，「ソウ」単独とはちがう

意味が生まれるのは，同語同文のくり返しのばあいにかぎらず，一般に，文の

組み害わせの生む当然の結果であると考えた。もちろん，くり返しの表現は，

他の文の組み合わせとはちがうところがあって，多分に，強調・感情・情緒の

表現を含むものであるが，文の組み合わせの一形態と考えても不都合はない。

その点呼掛の「モシ　モシ」の類とはちがう。現代では，単独の「モシ」とい

う表現をわれわれは持たないからである。むしろ，一面では，笑い声の裏記さ

れた「ハハハハ」「ヘッヘッヘッヘッ」が，語形としては不安定なのと似たと

ころがある。（1つでも2つでも3つ以上でも，．しばしば類型的にあらわれる。）

また，一面では，「ソウ」は「ソウダ」「ソウデス」と判断辞をともないうる

が，　「ソウ　ソウ」は，　「ソウソウダ」　「ソウソウデス1とは言わないから，

「ソウ　ソウ」が「ソウ」と隅質の1語ではないことが明らかであり，その点，

前記「イキマス　ィキマス」「イヤダ　イヤダ」「アケタ　アケタ」と似ている。

つまり，「ソウ　ソウ」は一つ一一つが述語性を持ち，「ハー　ハー一　］「ヘー一　ヘ

ー・ vなどの応答の表現の類型的重複表現に，もっともよく類似するものと言え

る。「ソウ　ソウ」の一つ一つの「ソウ」は，単独で用いられたぼあいの「ソウ」

よりは，たしかに，柏対的に稀薄な意味しか持たないが，それは，「ソウ」と

いう交の意味の中での動きであると解釈しても不都合はない。そこで，”意味

上の1文という感じ，，も，文法論上のこのような文の認定には，しりぞけられ
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てよいと考えた。

　大略，以上のようにして，rソウ　ソウ」「ソウ　ソウ　ソウ　ソウ」など，

全部、「ソウ」1つごとに切ることとした。ただし，現実に，しばしぼあらわ

れる類型として注意し，将来，文の組み合わせの類型をとりあげることがあれ

ば，ただちに扱うべきものの類に加えることとした。

　同：文の重複ではなくて，これとよく似た表現には，つぎのようなものが，前

記実例のなかに見える。いずれも2文とするものである。

　　「アー　ソウ」「ア　ソウ」「ウソ　ソウヨ」

　　「エ　一　ソウデス」「アー　ソウデスカ」（以上同例多数，出典略）

　　「ネ　ソレーヲ　コウ　イルノ，オナベデ」くね　それ一を　こう　いるの，お鍋

　　　で〉　（3ω一3－6）

　　「エ　　エキタイn　ハイリマスネ」　〈え一　液体に　はいりますね〉　（5－1－7）

　　「エー　キレイデスヨ」　（5－1－9）

　　「イ＝＝一イワシグモデハァリマセソ」　〈いえ　鰯雲ではありません〉　（5－1－14）

　　「ハイ　タ幽幽サソ」（5－1－16）「ハイ　カラシマサソ」　（5－1－7）

　3・2・2　w印2　省略の表現

　　極ソセツイイソトシテハ…」〈論説委澱としては…〉　（5－1－18）

　　「ナルタケ　テソイソガ…」　〈なるたけ店員が…〉　（12－1－22）

　　「エー　アノP一　ソチラカラ　ァノー…」　（22－1－1）

　　「ナニカ　コウ…」　（22－1－19）

　　「グット　クダヶテ…」　（22－1－20）

　　「クダケテ」　（22－1－21）

　　「オチテ」〈落ちて〉　（22－1－22）

　　「ジャー　マー　キョウハ　オヒガソデスノデ　ホトケサマノ　ナハナシデ」　〈じ

　　　ゃ一　ま一一　きょうば　お彼岸ですので　仏さまの　お話で〉　（22－2－2）

　これらは，文の成立条件である陳述を負う述謡・独立語を欠いているから，

「省略文」と，普通言うものだが，意識的に省略したり，他の人の発欝によっ

てさえぎられて雀略したり，現実の発話では，いろいろのぼあいがある。これ

らは，すべて，われわれの対象としての文ではないと認めて，除外した。理由

は，一一つをこは，上記のように，陳述を負う述語または独立語を，文成立の条件

とみとめたからであり，また，そのかたちが，社会習慣として，述語を含んだ

意義をあらわしえていないと認めたからである。
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　たとえば，「ナルタケ　テソイソガ……」は，その前後から推定すれば，「ナ

ルタケ　テソイソガ　イイ」とか，「ナルタケ　テソイソガ　イイソデス」とか

をあらわすということは，比較的容易にわかるのであるが，「ナルタケ　テソイ

ソガ」自体で，社会習慣として，そのような意義を，つねにあらわすとは，言

えないことは言うまでもない。したがって，これを省略による不完全な文とし

て，対象から除外するのである。

　ただし，もとは省略による不完全な文であったものが，固定して，それだけ

で，特定の意義を，裁会習慣として持っていると，認められるものがある。前

に記した実例の冒頭の「ナニカ　シャベッテ！というのも，今日の話しことば

としては，（女性に多いが，）固定して「ナニカ　シ．ヤベッテ　クダサイ」と

か，「ナニカ　シャベッテ　チョウダイ」とかをあらわすと認められるから，省

略による不完全な文とはしないこととした。ほかにも，

　　「オットメノ　カタナソテ　ヨルジャナキャ　イラヅシャレナイシネー」くお勤め

　　　の方なんて夜じゃなきゃいらっしゃれないしkk　一〉（3Cl｝一2－5）

　　「テソイソダト　ジカソガ　オソイカラ」　〈店員だと　時悶が　遅いから〉

　　　（12－1－24＞

　　「ナイカラネ」　（12－2－3）

　　「ヤッパリネ　コウイウ　メソバーガ　ソPtウト　アソマリ　タイシタ　ハナシガ

　　　デソウデモナイカラ」くやつばりね　こういう　メンバーが揃うと　あんまり

　　　たいした　話が　肉そうでもないから〉　（22－1－13）

　　「ジョセイガ　グット　エレガソトデスカラ」　〈女性が　ぐっと　エレガソ5です

　　　から〉　（22－2－1）

　　「ナイ　トキハ　ショウガ　ナイケド」　（12－2－2）

　　「ホトケサマッテ…（略）…ホトケサマニ　テヲ　アワス…キハ　不ルソダ∬」

　　　〈仏さまワて…（略）…仏さまに　手を　あわす…気は　するんだけど〉　（22－2－5）

　　「ナニカ　コウ　ヤヅパリ　キメナキャネ」　〈何か　こう　やっぱり　決めなきゃ

　　　ね〉　　（22－1－12）

　　「クダケスギタリシテネ」　（22一レ21）

など，接続助詞終止のうち，慣用として，それだけで理由をあらわしたり（…

ダ主，…ダ2璽）1　あいまい二曲な終止をあらわしたり（…ダ埜，…シNV

シテ，…シナキャ）するばあいは，省略ではなくて，文を購成していると認め

た。ただし，たまたま，そこで醤いさしたものと認められるものは，省略に扱
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つた。その判劉は，録音ではもちろんのこと，現場にあっても，困難なことが

あるが，あきらかに言いさしの省略と認められるもののほかは，雀略としなか

った。理由は，一一つには陳述を負う述語が，すでにそこには存在するからであ

り，一一つには，社会習慣としての終止のかたちを，話しことばでは，このへん

までひろげてよいものだと考えたためである。

　　やや特殊な終止に，つぎのようなものがある。

　　「ソ＝デ　クモニモ　イロイロ　アルト」〈そこで　雲にも　いろいろ　あるとA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－1－ll）

　　mぐせで，しきりに患う人もあるが，自分の判断や叙述を確認して終止す

　る表現とおもわれ，参考の資料としたなかの，あるラジオの独話に例が多か

　つた。　「ト」のまえにポーズのないことが多いが，時にポーズがあることも

　ある。典型とは雷いがたいが，社会習慣としての終止のかたちを，話しこと

　ばでは，ここまでひろげてもよかろうと思う。

　3・2・2t＊印2！省略質問文　　「ジテソシャハ…？」〈自転車は…？〉　（12－2－H）

　このような，雀略形のままでの質問の表現は，雷いさしの雀略文「ジテソシ

ャハ……」とちがって，そのかたちのままで質問をあらわす意図が明瞭である

から，：交としての完了の感じをともなう。その理由は，質問の昇調によって，

質問という陳述をあらわしえているからである。したがって，述語はないけれ

ども，陳述はあるという，変った表現の丈である。対比すれば，

　　　　　　　　　述語＿陳＿述＿一

　　「ジテソシャハ　ノレマスカ／」〈臼転車は　乗れますか？〉

　　「ジテソシャハ　ノレル脇／」〈自転車は　乗れる？〉

　　「ジテソシャハ・｛協一脇／」〈自転車は？〉

のように，述語を欠き，陳述が昇調によってあらわされる。けれども，依然と

して，質問をあらわす毛玉は，述諮の役割を持つのではない以上，省略文とい

うべきである。すなわち，「省略文」とは，「述語を欠く文」と定義されるので

ある。

　したがって，前記実例のうちで，「ヒユニネ」〈比喩にね〉（5－1一・16），「再帰リ

ガネ」〈帰りがね〉（12－2－1）など，また，前記実例には出ないが，

　　rトウキョウへ？」，「ボクニ？」，「アシタモpj，「ダレニ？」，「ド！へPj，「キミ
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　　ユカP」，「ドコヘサ？」

などは，みな，陳述はあっても，述語を欠く交であるから，省略文と認めて，

われわれの対象とはしない。ただし，話しことばの実状として，省略文が，か

なり，多いという事実を見のがしてはならないことは雷うまでもない。それは，

ちょうど，話しことばでは不整表現が，かなり，多いという事実を見のがして

はならないということ，そしてまた，不整表現は，われわれの文型の問題の対

象から除外するということと，事情が似ている。もちろん，不整表現とちがっ

て，省略文には，論理的なあやまりがあるのではない。文の規定のうえで，不

完全なものと認めるにすぎない。しかしまた，場面や文脈の助けを借りるなら

ば，どんな文節でも語でも，独心的に使いうるのであるから，その点で，不整

蓑現の文が，二面や文脈の助けによって，現実にすくなくとも1回は通用した

というぼあいと事情が似ているのである。

　しかし，なお，これと関連して，つぎのような問題がある。

「ジテソシャハ…？」と，「トウキョウへ？」とは性質：のちがうところがある。

「トウキョウへ？」は「トウキョウヘカ？」または「トウキョウヘデスカ？」

から「トウキョウヘ　ィッタノ（デス）カ？」に延長できるが，　「ジテソシャハ

？」はfジテソシャバカ？」または「ジテソシャハデスカ？」とは書い難い。

「トウキeウへ？」が「トウキョウヘカ？」「トウキョウヘデスカ？」の意味で

用いられているにもかかわらず，省略文だとすれば，「トウキョウヘカ？」「ト

ウキョウヘデスカ？」をも省略交と認めることになるのであろうか。

　この疑問は，場面や交脈の問題を持ちこまないでも，文法論上の問題とし

て，当然起こりうることである。「ジテンシャハ？」は，それ自体では，判断辞

「ダ」「デス」の省略されたものではありえないのだから，述語である可能性は

存在しない。しかし，「トウキョウへ？」は，「ダ」「デス」の省略されたものと

して考えることができるのだから，述語である可能性が，ある。

　そこで，形式上判断辞のない「トウキョウへ？」は，「ジテソシャハ？」と

同類の述語省略の不完全な質問文なのか，それと異質の判断辞省略の質問文（述

語としてのはたらきを持つところの質問文）なのか，区別がつかない。理論上

は移行過程が認められればそれでいいが，共同作業としては具合がわるい。そ
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こで，これについては，判断辞のない「トウキョウへ？」の類は，　「ジテソシ

ャハ？」と同類のものとして，省略質問文に扱い，作業対象とせず，判断辞の

ある「トウキョウヘデスカ？」類は，これらとは異類のものとして，述語を持

つ質問交に扱い，作業対象にすることとした。

　3・2。3　＊印3文頭の問謎語

　　「ソウネー　チイサナ　オリeウリジュクミタイナ　モソカシラネー」　（そうね一

　　　小さな　お料理塾みたいな　もんかしらね一一〉　（3【i｝一2－2）

　　「ソウネー　アノ　コウイソサソデネ　モノニ　ヨッタラー　アノー　千タシマス

　　　ヨ」　　　（12－1－19）

　　「イヤー　ソウイウノハ　ヤメマショウ」　（22－1－22）

　　「ウーソ　ボクモ　ソウナソダ」　（22－2－10）

　：文頭に置かれる間投の語は，：文頭という特殊性のために，独立させて文とす

ることができないではない。また，形式として，感動詞・応答詞とおなじであ

り，品詞としての閥投詞を立てるわけでもないから，感動詞または応容詞によ

る：文として，独立させても，撮影論上・構文上の不都合はない。したがって，

これを1文として切るかどうかは，もっぱら，あとの文への意味上のつづきか

た，および，それと相関して意味論の独立性の程度という，意味の問題になる。

その判別は，主観的なもののはいることを防ぎえないが，前記言語意識の問題

として，大略，つぎのように考えた。　　　・

　応答表現として，それだけで完結しているものは，もちろん，1文とするが，

（1）肯否の応答をあらわすことなく，②単に，相手のことばを受けていることの

表現にとどまっており，（3）つぎの自分のことばを提起するための契機とするに

すぎないものは，1文と認めない。

　上記実例は，みなそのような意味で，：文頭の間投語であると認められたもの

である。その最も単純なものが，前記実例のなかでは，

　　「＝…・一　フリートーキング」〈lt　一　フリートーキング〉　（22－1－1）

のような，話頭の問豪語である。この「エー」は。肯定の応答表現ではない。

これを1文としないことは雷うまでもない。

　3・2・4　＊印4押さえの表現　　「押さえ」とここで名づけるのは「自己確認」と

露ってもよいが，つぎのように自分の発話の終わりの応答詞によるものである。
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　　「モウ　ソレハ　モウ　ソウナソデスガネ，＝・一」　（5－1－3）

　　「イワシグモデハアリマセソ，エー」〈鰯雲ではありません，え一〉　（5－1－14）

　　rシカシ　ソラニ　アルモノネ，ウーソ」くしかし　空に　あるものね，う一一ん〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－1－1）

これらは，応答詞のはたらきの1つとして，話しことばの特徴的表現にあげる

ことができる。自分で自分の発謡の押さえとして，自ら確認することを表明し，

結果として，相手に対して押しつけることをあらわすこともある。理論上は，

話頭に置かれる応答詞の機能に連続する．と見られるが，文の問題として考える

ときは，応答詞の応答表現とちがいうその単独の用法はない（つねに自分のこ

とばのすぐあとにつけくわえて表現する）という事実のために，ちょうど，語

における接尾語のように，文以下の段階にあるものと認められる。ただし接尾

語の性質とちがって，前：文との問に，論理的な意味の切れ目がある。前文の陳

述のあとに，前文全体の押さえとして表現されるからである。それは，間投性

終助詞「ネ」「ナ」が，文末で文を押さえるのとほとんど機能を同じくする。事

実「ネ」「ナ」も，この「エー」などと岡様に，前文をいったん切ってから，す

ぐあとにつけくわえられることがある。文の末尾における間投語的要素と言え

る。

　そこで，このような押さえの表現は，単独で文と認めず，それを含めて1文

とした。

　したがって，前記実例の，「イワシー…エー一」は，「イワシー…」自体が，雀

略文と認められるから，全体でも省略文と認め，1文にとらないし，末尾の押

さえの「エー」だけで1文とすることも認めない。

　ただし，実際の発話で，応答表現としての「エー」か，この押さえの「　i・　一一」

か，意味上山：捌しにくいばあいは，前文のあとに，すぐつづくものはすべて押

さえと認めた。そこに，

　　「ベツグソツカイマセソネノb・・一／“・・一」〈別段使いませんね／○え一／

　　　lt一〉　（5－1－16）

のように絹手のことばの挿入があっても同様である。

　3・2・5　家印5提示の表現

　　「タラヲネ　ユデルデショ，ソレデ…」＜鱈をね　ゆでるでしょ、それで…＞
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3Ci，一3－1）

　　「デモネー　シオウデ＝　シテネ　ソシテ　ミリソトネ　タマゴノキミネ，ソレ

　　　ツカッテネ　スリバチデ　スルノヨ」　〈でもね　壌うでに　してね　そして　味

　　　酪とね　卵の　黄味ね，それ　使ってね　すり鉢で　するのよ〉　（3ω一3づ）

これら提示の表現のうち，後老のように，文中にあって全体としては挿入に準

ずる語句として扱いうるものは，問題がない。野老に類する表現が問題であっ

て，文頭にあるために，それだけで，確認を求める表現の文として，独立する

ものにも扱うことができる。その区碧σは客観的にできないから，作業上の約束

として，このように，文頭にある提示的表現のうち，確認要求の：文とも見られ

るものは，すべて独立の文に扱うこととした。したがって，この例のようなも

のは，これだけで！文，「ソレデー…」以下例（ここでは省略のある不完全な

：文）に扱うこととしたQ

　これに類する例を共通資料からえらんで，あげておく。

　　「ナソカネ　タノムデショウ，ト，1・ウキョウナラ　アー　ショウチシマシタトカ

　　　ネ　カシコマリマシタ1・カ　イウネ…（略）・・弓　くなんかね　頼むでしkう，と，

　　　東京なら　あ一　承知しましたとかねかしこまりましたとかいうね…（略）…〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－t－13）

　　「マッシロニ　ヌッテアルデショウ，アレ　ナカナカ　タイヘソ9－」〈真白に

　　　塗ってあるでしscう，あれ　なかなか　大変よ一〉　（3α㌃6－7）

　　「アノー　デスマスクジャナイケレドモサ　tf　aウイソニ　イクト　ビガソジュツ

　　　ト　イウ，ヤッテクレルデショウ，アレ…（略）…」　〈あの一　デスマスクじゃな

　　　いけれどもさ，病院に　行くと　目顔衛と　いう，やってくれるでしkう，あれ

　　　…（略）…〉　（22－20－3）　（注　「ト　ィウ」は「ト　イウノヲ」の意。）

　ついでに触れておきたいが，これらのほかに，提示の褻現には，話しことば

の特徴的なものとしてあげるべきものがある。f部分提示の表現」と名づける

ところの語句がこれである。前記実例セこは娼てこないが，

　　「アソトキハ　モウサ　マェノ　ヒ　カエッテキタジャナイ，モウ　ネムクテ　ネ

　　　ムクテ…（略）…」　くあん時は　もうさ　前の　霞　帰って来たじゃない，もう

　　　ねむくて　ねむくて…（略）…〉（3【3｝一3－1）

　　「キガ　チイサイソダケド　マックロソナルマデ　オイ1・クデシ，，ウ，アマイワヨ

　　　’一・　」〈木が　小さいんだげど　真黒んなるまで　おいとくでしkう，骨いわよ一〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3（2L12－5）

　　「ココラノハネ　コウ　カジルデショ，コウ　シャリシャリト　モウネ　アソマリ
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　　　ナソテ　イウノ　アノ…（略）…」〈ここらのはね　こう　かじるでしょ，こう

　　　シャリシャリと　もうね　あんまり　なんていうの　あの…（略）…〉（3t3｝一17－6）

など，意味上はつづいていると解釈されるものであって，たとえぽ，はじめの

例では，「あの時は，前の日に帰ってきたから，だから，とてもねむかった」

の意である。：文中の句的部分について，話し手が相手への確認を求めようとす

るために，質問的形態をとるものである。文頭にあるばあいは，前述のように，

これだけで1文に扱うこととしたが，このような国辱のばあいには，意味のつ

づきがら言って，1文としてここまでで切ることはできない。

　われわれの資料には，あらわれなかったが，

　　rウグイスガ　スネ，ス　ツクレバ　イイト　オモウノ」　〈鶯が　巣ね，巣　作れ

　　　ぽ　いいと　思うの〉

　　「ボク，ホソネ，ホソ　ワスレテキタソダ」くぼく　本ね，本　忘れて来たんだ〉

　　「コナイダ　ヤマダクソネ，ヤマグクソガ　キタnjくこないだ　出田暦ね，山田

　　　君が　来たよ〉

　　「ヤマダクソガ　カゴシマネ，カゴシマカラ　デテクルソダッテ」　〈肉田君が　麗

　　　児島ね，鹿児島から　出て来るんだって〉

などは，その語的表現である。これらは，すぐあとに，その語をくりかえして

表現しているが，その語をくり返さず，指示の語を用いることもある。前記，

「…ミリソトネ　タマゴノ　キミネ，ソレ　ツカヴテネ　スリバチデ　スルノ

　ヨ」がこれである。また，指示の語をも省略してしまって，

　　「ウグイスガ　スネ，ツクレバ　イイト　オモウノ」〈鶯が　巣ね，作れば　いい

　　　と　思うの〉

　　「コナイダ　ヤマダクソネ，キタヨ」くこないだ　肉田君ね，来たよ〉

などと言うことがある。これらは，いずれも文中の語について，話し手が相手

に確認を求めようとする意識の表明であって，そこまでで1文として切ること

は，意味上，しないことは言うまでもない。

　3。2・6　＊印6選択要求の表現　　　「uタイデスカ，…エキタイP」〈固体ですか，

　　…液体？〉　（5－IA）

　このように，yes，　no，の返事を求める質問が，2つ以上，それも，質的関

連があるもので対立的な概念内容を持つものがならべられるときは，他とちが

った理由で，まとめて1つの文とした。理由は，（1）これらの質問の一つ＋一一つで
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あれば，yes，　no，で答えられるが，2つ以上ならぶと，そのどれかを選択し

決定することを求められるために，yes，　no，では答えられなくなるという事

実，（2）全体をまとめて「コタイデスカ，エキタイデスカt”ドッチデスカ？」と

いう表現に延長できる。つまり全体として，「ドッチデスカ？」という説明要

求の表現に近いと解釈される事実，以上2点である。「コタイデスカ，…エキ

タイ？」の類は，狭義の文の規定であれば，あえて1文とせず，2交（以上）

に分謝してよいものである。それは，一つ一つ質問をあらわす文だからである。

ここで選択要求の表現を1文としたのは，したがって，後述するところの表現

意図の問題にかかわる。そこでは，質問の褻現を，2類4種にわけて，その一

つに選択要求を澱いてある。それは，上記のように「ドッチデスカ？」とか，

「ドレデスカ？」とかいう表現と同類であって，合わせて選択要求の表現とし

た。（イユスペルセソのいうX－questionの文を拡大したことになる。）考え一

かたとしては，選択要求の表現は2文以上から成立するということもできない

ではない。しかし，それでは，一つ一つの文に対する三等の成立を予期し，合

わせて2つ以上の対話単位を構成することを予想することになる。ギコタイデ

スカ，…エキタイ？」などの選択要求の表現の中での一つ一つの語句は，その

ような資格を持つものではない。全体2つ以上がまとまって質問の表現を構成

し，それが相手の応答を待ってはじめて1対話単位をなす。yes，　noで，一

々応啓しないのはそのためである。その意味で，これを1文とすることとした。

すなわち，ここでは，対話における表現意図の問題が弁溺の基準とされる。

”他とちがった理由で“というのはその意味である。

　前記実例には，このほか，

　　「マエニ…ノヨウナ　オシゴトヲ　キボウシテマスカ，ソレトモ　アノー　コウイ

　　　ソサソナラ　ホカノ　オシゴトデモ　イインデスカ？」＜前に…のような　お仕

　　　事を　騰幽してますか，それとも　あの一　工貴さんなら　ほかの　お仕事でも

　　　いいんですかP＞　（12－1－2D

があり，これらのほか，共通資料には，つぎのような例がある。

　　「アサデスカ，パソデスカ？」〈朝ですか，晩ですか？〉　（5－1－20）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　る　　「ゴク　カタチハ　マールイデスカ，ナガイソデスカ2」　〈ごく　形は　丸いです

　　　か，長いんですか？〉　（5－3－5）

　　「」＝・・一　ソレジャ　シソブソシャノ　ニソゲソカ，シャガイノ　ニソゲソカ？」
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　　ます？　それとも　のまり

　　「カラダノ　永ウ．ジブソデ

　　モ　　ビョウキ

　　れます？　それとも　病気

　　「キョネソノ

　　ti；　？〉　（16－10－7）

3・2・7　＊即7倒置の表現

　　う　いるの，お鍋で〉

〈lt　一　それじゃ　薪聞社の　人間か，社外の　人間か？〉　（5－12－6）

「ヤッパリ　シソブソニ　カソケイガ　アルト　イッテモデスネー　コノ　ヘソシ

ュウテキナ　コトカー，アルイハ　ソノ　シソブソノ　ジギョウト　イウ　ゼソ

タイノ　ケイエイテキナ　コトカ，ドッチデスカP」〈やつぽり　新闘に　関係

が　あると　いってもですね一　この　編集的な　ことか一，あるいは　その

凝血の　事業と　いう　全体の　経営的な　ことか，どっちですか？〉（5－i2－21）

「カラダ　ジブソデ　ヒカクテキ　ジョウブト　オモワレマス？　ソレトモ　アマ

リ　ジョウブデナイト　オモイマス？」　〈体　自分で　比較的　丈夫と　思われ

　　　　　　　　　山　　距

シヤスイデスカ2」

イマゴロカ，モヅト

丈夫でないと　思います？〉　（12－21－11）

ヒカクテキ　ジョウブト　オモワレマス？　ソレト

　　　〈体の方自分で比較的丈夫と思わ
しやすいですか？〉（12－6－18）

　　　マエカ？」　く三年の　今ごろか，もっと　前

　「ソレーヲ　コウ

（3｛iL3－6）

イルノ，オナベデ」〈それ一を　こ

　このような倒置の蓑現は，恋しことばには，かなりしばしばあらわれる。日

本語では，陳述を負う述語は，文末に位置するのが普通の文の型であることは，

言うまでもないが，ここで”普通の“というばあいに，そのよりどころは，2つ

あると思う。一つには，話しことば・書きことばを問わず，”社会習慣として普

通であると思う“ということ。二つ々こは，文法論上の文の規定として，”文末に

は述語が位置すると考えるのが普通である，，ということである。これら2つの

よりどころには，考慮の余地が大いにある。前者にあっては，社会習慣の幅を

少しひろげて考えれば，とくに，話しことばでは，きわめて普通のことであっ

て，上例について言えば，　「……オナベデ」までで，ひとまとまりだと，だれ

しも思うにちがいない。後者については，文末セこは述語が位置し，主語や修飾

語は，その前に位置するのが普通であるにはちがいないが，回忌があれば，そ

こで，すべての文は成立し完了すると雷うこととは，溺問題である。”普通“で

なくても，文法論上の規定に矛盾がなければよいはずであるし．”正位置〃で

なければ文でないとは言えない。もちろん，きわめて狭義に規定してしまえば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
特定の位置しか許さないことになるが，少なくとも話しことばの文型を問うと

き，そのような狭い範囲の規範に終始することは，望ましいことではない。倒
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置は，修飾成分が被修飾成分より後置されることであり，必ずしも述語への修

飾成分が，述語より後置されることだけを言うのではないが，倒置ということ

ば自体が，なお後置成分の修飾能力を認めているのであり，補充との区鋼がは

っきりしないと書われるのも，そのためである。

　要するに，広義に社会習慣を解し，倒置もまた諸しことばの文型には存在す

ることを認めてよいと考え．る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　しかし，後置の修飾成分として，修飾の感じを生みえないような，問が置か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まれるときは，別言と認めなけれぽならない。　「ソレヲ　コウ　ィルノ，（間）オ

ナベデ」とでも表記されるようなものは，「文＋省略の不完全交」と認めるべ

きである。これを名づけて補充の表現と書うほうがよいかと思うが，名称のこ

とは，しばらくおく。

　　　　　　ま
　意味上も，間のうえでも，倒置の表現による1文か，そうではないのか，凋

定に苦しむばあいセこは，形態上，つぎのように規定した。すなわち，”倒置の

　　　　ま蓑現は，間に無理がなく，後置成分の可逆性のもの存こ限定する。似た形態をと

っても，不可逆性のものは，その後置成分を単独の省略文または独立の1文と

認める。

　以上のように考えて，共通資料の倒置表現をまとめた結果は，つぎのとおり

である。

　倒置表現全293例の後置部分は，ほとんど主格を含めた広義連用修飾格に立

つ成分であって，その他のものは，少ない。その他のものとは，連体修飾格・

独立格に立つ成分である。

　また，後置部分の大部分は，成分の機能として単一のものであって，2っ以

上の成分の機能を持つものは，少ない。　（1つか2つかの区別は，解釈によっ

てちがってくることがあるから，問題になるぼあいもあるが，1つか2つか迷

うものは2つにかぞえてあるから大体のところに変りがない。また，実際上，

2つか3つか迷う例が，1例だけあったが，それ以外rc　3つ以上のものはなか

った。）

　したがって，概括的に書えば，後置部分は，”単純な連用修飾格に立つ成分

1つのものが多いaといってよい。以下にその数と用例を示す。　（☆印につい

ては後に記す。）
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：金293例

1　1成分後置240例

　　　　　　　　　　　　例数
（1）主格後置……・…………・…・89

（2）　丁香格後置・・…　。・。・・。・・6・…　　143

　　　（うち）副詞……………　（52）

　　　　　　数言司…　　卿…　　曾。・静。・噂。　（4）

　　　　　　その他…………　（87）

（3）体誌上後置…………・……9・6

（4）独立格後置………・………・・2

　　　（うち）接続詞…………（2）

皿　2成分後置…・……………・…………・…・…・…一…・…28

班　☆印…………・……・・……………・…・…・…・…………・・25

用例即下

1　1成分後’置のうち，（1）主格後置　（抜）

　「ナソカ　コウ　ボウミタイソ　ナッテイルト　イウ　イミデスカ？　ホソナガイ

　　ト　ィウノハ」　くなんか　こう　力みたいん　なっていると　いう　意味ですか

　　？　細長いと　いうのは〉　（5－10－13）

　「ソリャ　バカニヨッテ　チガウヨtオオキサハ」くそりゃ　墓によって　ちがう

　　よ，大きさは〉　（22－8－8）

　「カイミョウハ　カイテナイダPウ，アレ」〈戒名は　書いてないだろう，あれ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－3－20）

　「シッキガ　アルカラネー　ヤッパリ　クサルソダヨsキナソテ」　＜湿気が　ある

　　からね一　やっぱり　腐るんだよ，木なんて〉　（22－10－21）

　「ナソダカ　クサイロガ　ニゴッタミタイナ　ヘソナ　イロジャナイ，ウグイスッ

　　テ」くなんだか　草色が　濁ったみたいな変な　色じゃない．鶯って〉（3ω一3－3）

　「ソレデモ　ガッコウヘ　イッタカテナ，オレモ」（16－12－22）

　「オハカマイリ轟　イッテ　ミタ　コト　ナイ，アタクシ’モ」くお墓参りに　行っ

　　て　見た　こと　ない，あたくしも〉（22－t十一10）

　「イロイロ　アルデショウ，クモノ　ナマエガ」　くいろいろ　あるでしょう，雲の

　　名前が〉　（5一レ18）

　「ジムイソサソハ　ダイタイイマイチバソオオイソデスヨ，キュウジソガネ」

　　〈事務員さんは　大体　今　一番　多いんですよ，求人がね〉　（12－13－18）

　　1成分後置のうち，（2）用修格後置　（抜）

　「ソウイウノガイッパイ　カイテアソノ，マワリニ」（22－7－1）

　「ソウスット　ソノ　バカヘネー　アトカラネー　イレルソダヅテサ，コツヲサ」

　　くそうすっと　その　墓へね一　あとからね一　入れるんだってさ，骨をさ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－6－22）
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「ヨウスルニ　アアイウ　モノヲ　ハイシテサ　ソウイウ　モノヲ　ニジュウノト

ビラノ　カワリニ　イレμッタソグ，ソコへ」　〈要するに　ああいう．ものを

廃してさ　そういう　ものを　二十のとびらのかわりに　入れうったんだ，そ

こへ〉　（16－21－8）

「ナソカ　モウ　クシャクシャニ　ナッチャイwシタネ，トチ＝ウデ」（5－11一！3）

「ヤッパリ　イソ＝r・イノ　ホウガ　マダ　チカイワネ，アジヨリモ」くやっぱり

陰影の　方が　まだ　近いわね，味よりも〉　（22－23－19）

「ソレカラ　コナイダ　ブチガ　モッテイタネ，ソノ　ソバカス　ケス　クスリ」

くそれから　こないだ　ブチが　持っていたね，その　そばかす　消す　薬〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－21－22）

「ナ八紘　ナマデ　スグ　タベラレル　モノ　カウノハ　チョット　キモチガ　ワ

ルイワ，ドシテモ3くなんか　生で　すぐ　食べられる　もの　買うのは　ちlt

つと　気持が　悪いわ，どしても〉　（3｛v－4－1）

「イチジクガ　タクサソ　ナッテ　ショウガ　ナイワ，ウチ」　（3｛2｝一8－7）

rコウイウヒトイイワネ，ツレテイクノユネ」〈こういう入いいわね，連

れて行くのにね〉　（3ca｝一i5－10）

「オレナソカ　Vイバソ　オヤジノ　ナショウバソダヨ，コレニ　イッパイダケ3

くおれなんか　毎晩　おやじの　お相伴だよ，これに　1杯だけ〉　（16－12－4）

〈副詞〉　（抜）

「ソウイウ　クモデス，ヨウスルニ」くそういう　雲です，要するに〉　（5－1－13＞

「スズメグライデショウ，S＝　xウド」〈雀ぐらいでしltう，ちょうど〉（3〔2｝一3－7）

「ムズカシイデスネー，ヤッパリネ」　（5－1－18）

「ヤッテミマショウ，スコシ」　（27－S－9）

「ハイルデショ，モチロソ」　（22－9－21）

「ウソドウハ　ドソナ　モノヲ　ヤリマスカ？　ダイタイ」　（12－20－23）

「フメマセソ，ゼソゼソ」〈踏めません，全然〉　（12一！1－14）

「アレハネ　ズルイソダaネ，スゴクネj　（16－1－19）

〈数言司〉　　（全）

「マイニチデスカ？　ヨソカゲツ」　〈毎日ですか？　4か月〉　（12－16－8）

「ウソ　アルソダ，イッカイ」〈うん　あるんだ，　1畷〉　（22－8－4）

「ハイヅタ　コト　アルa，イヅペソ」　（22－10－16）

「ヤナカデネ　ハイッチャッタソダ，サソ…サソカショグライ」　〈谷中でね　はい

つち？つたんだ，3…3か所ぐらい〉　（22－9－2）

1成分後置の⑧体心格後置　（全）

rクモノ　ナマエデス，キワメテ　カソタソナj　く雲の　名前です，きわめて　簡
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　　1皇な〉　　（5－1－22）

　「ソレカラ　コレニ…コレガ　マー　ダイタイ　ホソカードデゴザイマスネ，ナカ

　ヘイレル」くそれからこれに…これがま一大納本カードでございます

　　ね，中へ　入れる〉　（27－3－2）

　「アレハネー　ウラニ　カイテアルソジャナイノ，オハカイシノ」くあれはね一

　　うらに　露いてあるんじゃないの，お墓讃の〉　（22－4－8）

　「ゴマカシナノヨネ，イッシュノネ」〈ごまかしなのよね，一種のね〉　（22－21補4）

　「イトハソダヨ，オオサカノ」〈いとはんだよ，大阪の〉　（16－15－22）

　「ソV＝　シタカラノ　キョリガ　アルソデショウ，ナソメートルッテ　イウ」

　くそれに　下からの距離があるんでしxう，何メ・一ubルって　いう〉（3c2）一1－4）

　　1成分後置のうち，（4）独立格後置　（金）

　〈接続詞〉

　「アー　ソウイタシマショウ，ソイデハ」　（27－2－20）

　「ナイ　ホウガイイヨ，ソリャー」（16一一14－24）

耳　2成分後置　（抜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なん　「ナーソデスカ，トチェウデ　ヤメチャッテ，カソケイナイッテ」　〈何ですか，途

　　中で　やめちゃって，関係ないって〉　（5－12－3）

　「キレイナソダネ，アレ，ミソナ」　（22－12－20）

　「ユッ底質rソソナ　コト，オレハ」〈鷺つたか，そんな　こと，おれは〉（22－22－13）

　「イイナー，アレナー，ジッサイ」　（16－3－14）

　「ケイザイテキナ　ハラダナ，キサマノ　ハラ，ダケド」　〈経済的な　腹だな，貴

　　様の　腹，だけど〉　（16－18－7）

　「アクルヒグライ　オイシイソダ，マタ，ソノ　トキハ」　〈別くる扇ぐらい　おい

　　しいんだ，また，その　時は〉　（3c3，一互4F－1）

　「ヤキソパ　オイシイワヨ，トヅテモ，コノウチノ」　（3｛s）一20－4）

　「ボクハネー　ド…ドコモ　マワラナイソダモノ，トウキョウニイタ　コトハイ

　　タケド，ジュウネソ」　〈ぼくはね一　ど…どこも　回らないんだもの，東京に

　　いた　 ことは　いたけど，10年〉　（16－19－4）

　「サソジュウゴネソゴP　ツクラレタソデショ，アン，セソキュウヒャク」　〈35年

　　ごろ　作られたんでしょ，あれ，千9S＞　（16－6－2）

　「ジャ　ミソナ　オソナジ　コト　カイテアソナ，アレ，タシカ」　くじゃ　みんな

　　同じ　こと　書いてあんな，あれ，たしか〉　（22－4－19）

　「デモ　タカイソダモノネ，アレネ，チョットネ，オネダソノ　ホウガ」くでも

　　高いんだものね，あれね，ちょっとね，お値毅の　：方が〉　（16－19－23）

　曲　上記のうち最後の1例は，解釈のしかたによっては，3成分倒置と認めること
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　　　もできる例である。

皿　★印

④☆印用例の大部分は，くり返し的袈現のものである。それらは可逆性が

　　ないか，または弱いという点で，純粋の倒置表現に入れがたいと考えるこ

　　ともできる。　22例（抜）

　　「スッパイソデ　ミナサソチニ　オアゲシヨウト　オモウソデスケド　シツレイダ

　　　カラネ，アマリ　スッパイソデ」　〈すっぱいんで　皆さんちに　おあげしょうと

　　　思うんですけど　失礼だからね，あまり　すつぼいんで〉　（3（2｝一10－3）

　　「バカノ　ナカ　ハイッタ　コト　アル？　オハカノ」〈墓の　中　はいった　こ

　　　と　ある？　お墓の〉　（22－8－3）

　　「アカクナッテモネ　ロウ　コノヘソガ　ガクガクスルヨウナキガスルソダヨ，

　　　　　　　　　　　　　　ua　　　ピザノ　アタリガ」　（16－11－20）

　　「ソイカラ　アスロ＝　アレガ　アンデスU，ビジツガッコウガネ」〈そいから

　　　あすごに　あれが　あんですよ，葵衛学校がね〉　（16－18擁6）

　　「ソウカセソベー…オイシイナ，アレネ」　〈草加せんベー…おいしいな，あれね〉

　　　　　　　　　　．　（3｛3）一18－5）
＠④に準ずるが可逆性のやや強いものがある。2例（金）

　　「アレハネー　ボクノ　トモダチデネー　チョウコクカガネー一　チョウド　ブソ

　　　キョゥノ　アノ　ブソキョウクヤクショノ　ソバニ　スソデタソデスヨネ，ヒサ

　　　カタチuウ」　〈あれはね一　ぼくの　友達でia　一　彫刻家がね一一ちょうど文

　　　京の　あの　交京区役所の　そばに　住んでたんですよね，久堅町〉（22－12－15）

　　「チョット　アサ　ハヤカッタデスカラネ，クジ　ジュヅプソグライデシタカ」

　　　くち淘つと　朝　畢かったですからね，9時1G分ぐらいでしたか〉　（27－5－15）

⑳　数詞を後置するが可逆性が弱く，単なる補充の表現と見るほうがよいか

　　もしれないものがある。　1例（全）

　　　「（ダイシツキ）」「…ダケデゴザイマスネ，ニマイ」〈（台紙つき）…だけでござい

　　　ますね，2枚〉（2アー6－16）

3・2・8　＊印8「ト」の用法

　　「ト　イウ　トコロカラ　ハジマッチ，ジャ　ミナサソニ　グット　オシャベリヲ

　　　シテイタダキマショウ」　〈と　いう　所から　始まって，じゃ　皆さんに　ぐっ

　　　と　おしゃべりを　していただきましょう〉　（22－1－8）

　　「ト　イウ　ワケデス」　（22一！一8）

　このような，やや特殊な会話の受けかたは，Fト…」以外にもある。
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　　「ソウイウノモ　アルヨ」「ノモ　アルダPtウケド　アソマリ　ミナイ．ネ」（22－6－7）

　　「オソロシイヅテ　コトデハナイ」「ナイノ，」　（22－28－13）

　　「トウキョウニモ　ゴザイマス」「ア　ニモ　アル」「ニモネ」　（5－7－14）

　　「ア　アノ　カブトトカ　ナソカネー　ヨク　アノー　オッテ　ツクリマスネ，コ

　　　ドモサソガ，＝一」「ジャナイノ？」「ジャナイデス」（5－6－16）

　　「カテイデモ　ツカイマス」「カテイデモネ」「デモ」（5－14－3）

これらは，典型からはずれる特殊な表現であり，前の発話を受けて，あるべき

部分を，場面と文脈とによりかかることによって，省略してしまったものであ

る。前述した省略は述語省略であり文末省略であるが，これは文頭雀略である。

ただ，そのなかで，「ト」は，他と少し性質がちがう。「ノモ」は，一般に文節

のなかでの附属的要素であるにとどまって，文頭に立つことがないと認められ

るのに対して，「トJは，「トハイエ」　「トイウワケデ」　「トイウノデ」のよう

に，交頭に立って，他の語と一緒に接続詞の役割を果すことがある。また，文

節に切るばあいに，つねに文節のなかで，その末尾に位置する附属的要素かど

うか，問題になるところである。前述のように，やや特殊な終止に，「ソコデ

　クモニモ　イロイロ　アルト」（5－1－H）のように，判断叙述の文を押さえる

表現もある。しばしば言われるように，「ト」には，指示詞の役割があって，

その能力が，このようなばあいに，あらわれる。ただ，他の純然たる指示詞と

ちがって，今日では，このように「イウ」「オモウ」などと結合したり，「トニ

カク」のような熟合語のなかで，その力をあらわしうる程度の，独立性の弱い

ものであるから，「ソウ」などと同様には扱えない。理論上は，機能の連続性を

認めれば足りるが，作業上は「ソウ」に準ずると認めるか，文頭省略と認める

か，いずれかに決定しておく必要がある。ここではなお，独立性の弱いものと

認めて，これらは，：文として不完全なものに扱うこととした。したがって，前

言己実例中の，

　　「ト　イウ　トコロカラハジマッテ」　（22－1－8）

は，その意味でも，また：文末の述語の省略という意味でも，不完全な文と認め

られる。

　上述の前記実例のほか，共通資料には，つぎのようなものがある。

　　「5　イウワケナノヨ」　（22－ll－13）

　　rテ　イウト　チョット　チガッチャウソジャナイカナ”一」　（22－25－4）
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　　「ト　モウシマスト」　（5－7－19）

　4問題点のまとめ　　以上のようにして，前記実例にあらわれた問題点を処

理したが，このほかにも，いくつかの問題点があった。それらを通じて，文と

して認めるものを定めて，われわれの文型をもとめる作業の対象とし，また，

文として不完全なものと認めるものを定めて，対象外とした。以下に，そのま

とめを述べる。

　文は，”陳述を負う述語または独立語1つを持ち，社会習慣として，ひとまと

まりの意味をあらわして言い切ることば“と規定する。

　われわれの対象外とする文的な表現は，（1）不整文（誤用文を含む），（2）省略文

（中断文を含む）であるが，対象とするかしないかのさかい鰍こある表現も，

いく種類かある。主要な部分については，前述したが，なお，以下魯項で，述

べるところがある。

　単純な文のうち，一般の述語または独立語1つを持つ交については，述べる

までもないが，その他の問題になりそうな文について前述したところを含めて

例とともに箇条書にしておく。

　1　単純な文（＿脚部が1文）

　（1）感動詞文

　　「アー　アー　アー　アー」　（5－1－16）

　　「アー　ハー一　1　（5－3－10）

　　響アー　ナルポド」　（22－19－2）

　　「アーソ　ソウカ」　（5－6－23）

　②　応笛高文

　　「ウソ　 ウソ」　（16一正3－14）

　　「フーソ　 フソ」　（22－8－1）

　　「イヤ　　イヤ」　（22－8－12）

　　「ノ、一　　！、一」　　（27－8－1）

　（3）接続助詞由来の終助詞終止文

　　「ダケドネー　モウ　トル　ポウガオモシロクッテ」〈だけどね一　もう　販る

方が　おもしろくって〉　（3t2〕一13－10）

「カルク　ウゴカスカラネ，カラダ」　＜軽く 動かすからね，体〉　（3c3｝一6－6）
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rドッチデスカト　キカレルト　コマリマスガネ」　〈どっちですかと　聞かれると

困りますがね〉　（5－12－24）

「デモ　コトシハ　ナソデスカ　スコシ サイテマスケド」　くでも　今年は　なん

　　ですか　少し　咲いてますけど〉　（3c2）一4←10）

（4）単純提示文

　「ダッテネー・一　熱心ッテキテサ　ヨル　トウキョウへ ツイタデショ，ソイデ　ア

クルヒネ　カイシャノ　パスリョコウデネー　イッタソダモソ」　〈だってね一一

帰って来てさ　夜　東京へ　着いたでしょ，そいで　明くる日ね　会社の　パス

旅行でね一　行ったんだもん〉（3｛3｝一2－2）

「ソレデ　シバラク　マヅテイルト　カワクデショ，ソコヲ　トルソダナ」　くそれ

でしばらく待っていると乾くでしょ，そこを
rソウイウ　ヤシキノ　ナカニ　バカガ　アンダヨネ，

　　ノマソマニ　ナヅテ…ソノ　ケッキョク　トリコワシニ

　　ソノVソマニ　ノコッチャッテソノネ」〈そういう

　　だよね，そこへ埋めてっから　そのまんまに　なって…その

　　しに　なったりなんh｛して　そのまんまに　残つちpってんのね〉

（5）　くり返し表現の一つごとの：交

　「アゲテ　アゲテ」　（22－17－6）

　「並烹　一新三」〈比喩　比喩〉　（5一レ！5）

　「ヤッテタ　ヤッテタ」　（22－20－6）

　「ソウデス　ソウデス」　（5－8－11）

（6）述語並列的表現の一つごとの文

　rオオドオリヤナソカ　デルト　ゼソゼソ　ダメデスカP　ゼソゼソ

販るんだな〉（22－19－12）

ソコヘ　ウメテッカラ　ソ

　　ナッタリナソカシテ

屋敷の　中に　；墓が　あん

　　　　　結局　取りこわ

　　　　　　（22－lzF8）

ノレマセン’

カ？」く大通りやなんか　辿ると　全然　だめですか？

「デモネ　マエノ　トコハヤクニシ＝ウカソグライノ

全然　乗れませんか？〉

　　　　　　（12－6－6）

ケイ乞ソガ　アノkテショ，

サイショカラ　ソレダケ　モラッテタ　ワケジャナイソデショ？］〈でもね

の　とこは　約2週間ぐらいの　経験が　あるでしk，最初から　それだけ

らってた　わけじゃないんでしlt？〉　（12－3－9）

「アノ…デ　カラダヲ　スゴク　コウフニ　ウゴカスノネ，オチツイテナイノネ」

前

も

くあの…で体をすごくこうふに動かすのね，落ちついてないのね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3（2）一3－6）

「コノーソバカスト　イウノハネブカクナイソダッテネ，ソシテ　ヒョウメソダ

之霊互ろニノテ捧」　〈この一　そばかすと　いう．のは

そして　衷面だけなんですってね〉　（22－20－19）
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（7）補充表現としての完全な文

　「ダス，ダス，ダスヨ，アノ　シラキハ　ダスヨ」　＜出す，繊す，鋤すよ，．あの

　　白木は　繊すよ〉　（22－10－5）

　「モウ　ナイ，モウ　ヤッテナイ」　（16－5－3）

（8）省略文由来の慣用による完全な文

　「ポスターヲ　　ドウゾ」　（5－2－10）

　「ソイジャー一　ドウモ」　（27－5－24）

　「ドウゾ　コチラへ」　（27－8－17）

到　文的要素（　線部）を含む文（　線部が1文）

（1）　くり返し裏現としての文節または文節連結を含む文

　「スヅパイソデ　ミナサソi＝v　オアゲシヨウト　オモウソデるケド　シヅヒイダ

カラネ，アVリ　スッパイソデ」　〈すっぱいんで

思うんですけど　失礼だからね，あまり

rバカノ　ナカ　ハイッタ　コト　アル？

　　　　皆さんちに　おあげしょうと

すっぱいんで〉　（3c2）一IO－3）

オハカノ」く墓の　中　はいvた　こ

と　ある？　お墓の〉　（22－8－3）

「アトカラ　ソコヘ　イレタソグッテ，ソコへ」　（22－6－18）

（2）　補足の表現

　i　先行の指示語に対する補足の蓑現

　「イハイトソレカラアレニカィテアルジ・ナ｛・アノセキヒJ＝・ll〈位牌と

　　それから　あれに　書いてあるじゃない，あの　石碑に〉　（22－5－12）

　「ソレヲネー　エイゴデ　イウ　バアイ　ヒジョウニ　ムズカシイソデスヅテ，ビ

ヨウキノ　ジョウタイヲセツメイスルッテ　コト」　くそれをね一i英語で需う
trimt－Mtt，t．t＝tWt．．t．．tvxtv，　di．，Vvt．’．xu．vXA．r＝

場食　非常｝こ

「アレヲ　コウ

むずかしいんですっ一 沿黶

C病気の　状態を　説明するって　こと〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－23－iO）

ホラ　ケズッチャッタデショ，ガケヲネ，ホトソド」　くあれを

　こう　ほら　肖』ちゃったでしょ，崖をね，ほとんど〉　（22－12－18）

ii倒置の表現

「イロイロ　アルデショウ，クモノ　ナマエガ」　〈いろいろ　あるで1．よう，雲の

名育むカヨ〉　　（5－1一三8）

rソウイウノガイッパイ　カイテアルソダ，マワリニ」（22－7－1）

「ヤケドシタノネ，キョネソバ」　〈やけどしたのね，去年は〉　（3｛3⊃一4F－6）

「アジ・ティウノモチガゥカラネ1：鷹カク＝；纏却く味っていうのも

ちがうからね，正確に　署うと〉　（22－23－18）
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iii言いかえによる補足の表現

「ヤマビラキ，タ轟ガウノ、：ヤマビラキノ　マエ」　く由開き，谷珊の’由開きの

gkEa＞　（3‘S’一8－8）　’
「アノ　ヒトタチハ　イッパク，マルイッパクシタノヨネデチゴヴド」〈あの　人

　　　　　　　　　　　　　nvたちは　1泊，：丸1賢したのよねジちkうど〉　（3（3）一5－6）

「ソレヲ　ゼソブ　イワユル　カロウトX　ナオシタ　ワケネ，コンクリ　ハッチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一〉い

　　シタヲコウネ，アナニ」くそれを全部いわゆるかろうとに直したわ
　　けね，コソクlj　はって　下を　こうね，．穴に〉　（22－1（H　9）

（3）挿入文を含む文

　「デ＝e　一　ナソカ　ソウイウ　ザイリョゥ…ザイジョウッテ　イウノカシラ　テソ

　　ピ5カ　ソウィウ　孟ノガズィブソ　ィルソジャナィ？」くでも一　なんか

そういう　材料…材料って　いうのかしら　天火とか　そういう　ものが　ずい

ぶん　いるんじゃない？〉　（3tl）一9－6）

「ナソカ　フツウニサー一　アノー　ナソトイウノカナ・・一’，キニ…キニ…キニ　クワ

ナィテ　ヨウナ　コトヲネ　イヤラシィテ　ィウ　ワケデスヨ」くなんか　普通

にさ一　あの一　なんというのかな一，気に…気に…気に　くわないて・　ような

ことをね　いやらしいて　言う　わけですよ〉　（22－26－6）

「ダカラ　ガイジソガ　キイタ　バアイ ドウナノカシラ，ヤヅパリ　コウ　ザー
　　　　　　　　　　　一一一twrx　＝．：．

ット　キイテミテサー・キョウトベソヲ　イチバソ　ウツクシイト　カソジルカ

　　シラ」　〈だから　外入が　聞いた　揚合　どうなのかしら，やっぱり　こう　ざ一

　　つと　聞いてみてさ一一　京都弁を　一番　美しいと　感じるかしら〉（22－27－17）

（4）挿入的提示文を含む：文

　「ダケドネー一　フシギニサ、タト＝バネー　ウチナソカデモネ　ソノー　チチノ
　　　　　　　　　　　　　　vv．’V“Ab．．stt－r．MNsNt－xtx．wW一．　N－ww．一，wwt’PVwt

シャシソト…（略）…コウ　シャシソガ　カザッテアルソデスヨ，ソウスット……

nv　’　’
@’

@H“vwvwvwvvvsi－rvw，ttt”’vvwwVVVVSihrVVV－Y　一．ww．
親掛）…ヲ　イヅテミ窪クナルネ」　くだけどね一一一一　不思議にさ　たとえばね一

うちなんかでもね　その一　父の　写真と…（略）…こう　写真が　飾ってあるん

ですよ，そうすっと…（略）…を　言ってみたくなるね〉　（22－2－22）

rワタクシモ　アレ　ホラ　ヨク　デパートナソカデ　ヤッテルデショ，アノ　ガ

ラスバリ　マワリ　シテネ　ミソナ ナガメテルデショウ，スト
　　　　　　　　　勲

ソカ　霊リタクナッチャッテネ」＜私も　あれ　ほら　よく

やってるでしょ，あの　ガラスばり　まわり　してね　みんな

よう，すと　見てると　なんか　やりたくなうちゃってね〉（3ω一5－8）

「，トシハネー。トシ．、モ1 E’

_。テアタシタチホライモウトトヤ・
ウデ　イッテサ，アサ　ツイテ　スグ　スベッタデショウ，ダカラ　モウ　ノム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ww

　　ミテルト　ナ

デバートなんかで

　ながめてるでし

80



ヒマナソカ　ナイモソ」　〈今年はね一　今年は　もう，だって　あたしたち　ほ

ら　妹と　夜行で　行ってさ，朝．着いて　すぐ　すべったでしょう，だから

もう　飲む　ひまなんか　ないもん〉　（3【3｝一5－2）

「コレ　スッカリ　セソテイ　スレバ　ヨロシイソデスガ，アノ　ブトイ　キガア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ．’vd．〉よ♂こ鴛へ
ソデショ，アアイウ　ウエニ媛1イキッテノハ　アノー　ダシテシマッテ　イケ

　　　　rw　　ナイソデスッテネ」　〈これ　すっかり　勢定すれば　よろしいんですが，あの

　　太い　木が　あんでしょ，ああいう　上に　タ劃い木ってのは　あの一出してし

　　まらて　いげないんですワてね〉　（3｛2｝一4－3）

（5）副詞回文を含む文

　「モクヨウビカラカシラ，オシルト　ヨル　アルデシnウ」く木曜Bからかしら，

お昼と　夜　あるでしょう〉　（3（1’．一2－4）

「ツユヲ　スウソデショウカ，ナソカ　チaイチョイット　ツッツイテマスネー」

〈露を　吸うんでしょうか，なんか　ちkいちょいっと　つっついてますね一〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3（2）一2－10）

（6）提示語を含む文

　「ダカラ　アサト　ヒルト

　　ヨ」〈だから　覇と

バントカネ，　ソノ　ジカソダケシカ　ナイラシイノ

「サイショハネー

昼と　晩とかね，その　時間だけしか　ないらしいのよ〉

アノセソタクノ　タライネ，

　　　　　　　　（3”）一11－IO）

コソナオオキナ，アレユ　ィヅ
　　　V－VVVVVWNn．NS

パイ　トレマシタ」　〈殻初はね一　あの　洗濯の　たらいね，こんな　大きな，

あれに　いっぱい　取れました〉　（3t2L7－9）

「エトカネソウイ・タアノー 伯?麩・ナ功ゴザイマセソカ」〈絵
とかね　そういった　あの一　趣味ですね，なにか　ございませんか〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－13－23）

（7）　　弓P弔｝文を含む交

　「ソシタラネ　ウドン　タベナイト　オモヅテ　ウドソノネー　オドソブリ　モヅ

テコナカヅタラネ，　『ボク＝　タベサセナイ，ボクニ　タベサセナイ』ヅテ　ブ

　　ソプソ　オコッテソノ」〈そしたらね，　うどん　食べないと　思って　うどんの

　　ね一　おどんぶり　持ってこなかったらね，　『ぼくに　食べさせない，ぼくに

　　食べさせない』って　ぶんぶん　おこってんの〉　（3｛3）一18－10）

（8）選択要求表現文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まのる　rゴク　カタチハ　マールイデスカ，ナガイソデスカ？」　〈ごく　形は　丸いです

か，長いんですか？〉　（5－3つ）．

「カラダノ　ホウ　ジブソデ　ヒカクテキ　ジョウブト　オモワレマスカ，ソレト
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モ　ビョウキ　シヤスイデスカ？」　〈体の　方　自分で　比較的　丈夫と　思わ

れますか，それとも　病気　しゃすいですか？〉　（12・一6－18）

「エー　ソレジャ　シソブソシャノ　ニソゲソカ，シャガイノ　ニソゲソカP」

　　〈え一　それじゃ　新聞社の　人間か，社外の　人間か？〉　（5－12－6）

（9）書いなおし文を含む文

　「アノネ　アー　『ビノ…ビノ…ビノサイテソ』ジャナカッタ，ソウソウ『ジョセ

イビヘノミチ』」くあのね　あiv一『華の…美の　美の祭典』じゃなかった，そうそ

う　『女性美への道』〉　（22－20巧）

「ソレハネー　アノー　アタラシイ　シソブソT，デ丘婆バヅカリノ　シソブソト

フルシソブソト　ワケテネー　エート　キョウノ　シソブソジャナイ　フルシソ

ブソノ　ホウダ」　＜それはね一

巨目と　古新聞とをこ

方だ〉　（5－3－20）

「アレハ　　ドウイウ

　　　　　　あの一

分けてねPt　え一と

イミ？　二・ホソゴニ

新しい新聞，綴来たばっかりの新
きxうの　新開じゃない　古新聞の

イヤヅ…ニホソゴジャナイ　トウキョ

　　ウベソニ　ナナスト」　〈あれは　どういう　意味？　二本語に　いや…日本語じ

　　やない　東京弁に　直すと〉　（22－28－3）

　「ニホソゴ為麺・トウキ・ウゴ知？」〈琳語じゃない・棘語だろ？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－29－19）

⑩　反唱文を含む文

　「イヤ，ツツム　タメニ　ツカヅテル…ツカッテルソジャナイソデスネ，エー」

　　　〈いや，包む　ために　使ってる…使ってるんじゃないんですね，え一〉（5－6－9）

　　　（「ソレデ　イイソデスカ」）「ソレデ　イイソデスカ，マダマダデスヨ」（5－4－15）

凱　不完全文　〔対象外〕

（1）不整文

　　「ソノ　ウエヘ　ウチガ　デキテ　ドウデモ　コウ　ナヅテ　アア　ナッテッテ

　　　モウ　ナガイ…フルイソダロウ，ムカシノネ」〈その　上へ　うちが　出来て

　　　どうでも　こう　なって　ああ　なってって　もう　長い…古いんだろう，昔

　　　のね〉（22－14－11）

　　「アレガネー一　ケイキガ　ヨク　ナッテサー　ソレァ不　ソコニ　■・　一一　アノー　ケ

　　　ッキョクネ　ソノ　ヒトモネ　ダソナサソガ　シソジャッタ，ソコヘ　ビッコシ

　　　タ　トタソニ，ソレデー　ミボウジソガ　ヒトリ　スソデイタ　ワケヨ，ソコノ

　　　P・…（略）…」　〈あれがね一　衆気が　よく　なってさ一　それでね　そこにね一

　　　あの一　結局ね　その　人もね　だんなさんが　死んじゃった，そこへ　引越し

　　　た　とたんに，それで一　未亡人が　ひとり　住んでいた　わけよ，そこの一…

　　　（略）…〉　（22－15－18）
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（2）省略文

　「オナマエハ？」　（27－7－21）

　「オシエテイタダイテネ，ニエアソスニ　トソダモノ」　（22－28－23）

　「ゴカソケイナク」くご関孫なく〉　（22－16－9）

（中絶文）

　「アレ　アノー　ナソダイ　チョノヤマジャナイ　ヨシバヤマノ　コウエソカイ…

　　…」くあれ　あの一　なんだい　千代の肉じゃない，吉葉山の　後援会…〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－15－19）

　「アソマリ　アアイウ　トコロヘ　テヲネ　クワエテシマッテ　ホソトニ…エー」

　　くあんまり　ああいう　所へ　手をね　カEえてしまって　ほんとに…え一〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3t2｝一15－4）

　「ソウネー一　ヨコタ，ヨコタ　ソー　ヤッパリー　ソウネ　ヨコタ　エー…」〈そう

　　ね一　ヨコタ，9コタ　ん一　やっぱり八そうねヨコタえ一…〉（27一アー16）

　5おわりに　　文の認定は，基末的にも具体的にも，さまざまな問題を含ん

でいる。ここに，実例とともに述べたところで，そのすべてを尽くすとは，も

ちろん，需えない．L，原劉的な方法上の技術の点でも，なお，考究の余地があ

ろうと思われる。しばしば触れたように，文法論上の抽象的単位の概念として

の文と，それと相関しつつも，なお，質的差異を含むところの作業上の具体的

単位としての文との，そのからみあいの問題が，もっとも，大きい。また，一

：方では，従来，いろいろな意味を含み負わされて来た漠然たる文の概念も，交

という術語を使う以上は，無視することはできない。まったく，あらたな規定

をするとしても，従来の漠然たる概念と無縁ではありえない。あらたな術語と

あらたな規定とを用いるにしても，内容上，従来の：交の概念と，共通するとこ

ろがないということはありえないばかりでなく，かなりの部分が共通すると需

ってよい。要は，漠然たるところを厳密に規定することが必要だと思われる。

その点で前述するところに，われわれは安倥しきれるものではないけれども，

具体的実例に即しつつ，共通資料の範囲で，多少とも，問題を厳密に考究する

努力を払った。

　かえりみて，なお基本的な問題のむずかしさが，大ぎく多いことを感じない

ではいられないけれども，具体的な処理に関しては，質的には，これぐらいの

　　　　　　　　　　　　　　　　　83



ところに落ちつこうかと思われる。もちろん，量的に，すべての問題を尽くし

たとは言えないが，共通資料以外のかなりの資料に当たってみても，さしあた

り，非常に問題になる点が，前述するところ以外に，それほど，あろうとは思

われない。むしろ発謡の具体例に即して，交の問題を考えるときに，つねに，

ひっかかることは，音声要素とのからみあいの事である。大まかなところでは，

こまかな音声要素を度外視しても，発話における文に該当する部分は，たいて

い，わかるばかりでなく，：文法的単位として文を認める限りでは，原則的セこは，

音声要素は抽象された形骸として扱うべきものである。しかし，意味が，所詮

その基盤の第一である以上，意味の解釈のために，ぼあいによっては音声要素

をも加えて，考慮しなければならないことがある。文における音声要素として

は，いわゆるポーズと音調（高低の配置）とが，その第1の要素であり，つい

で，強弱・遅速，さらには音色その他，さまざまな音声要素が関係してくる。

三三の発話は，これらの複雑なからみあいとして存在するが，それらのうち，

第1の要素だけを取りあげるとしても，なお，これで文としての切りかたの判

然とするものが，そう多いわけではない。それは，単に，音声要素が，文の切

れ目を認めるのにぎめてとなりにくいということばかりではない。むしろ，逆
　　　　　　　　リ　　　サ　　　　

に，はじめから，文字化の過程で，音声要素の一部を加えて意味の解釈をして

いるということであって，それだからこそ，いまさら，あらためて，音声要素

を考慮しても，それによって得るところは，そう多いものではないのである。

つまり，交字化してゆくときに，見おとされて来たわずかの部分だけが，ひろ

われる程度にとどまると思われる。もちろん，ポーズや音調については，自然，

はじめから配慮がなされているとしても，強弱や遅速については配慮が少ない。

したがって，細部については，逆に強弱が音調の認定に関与したり，遅速がポ

ーズの認定に関与したりするということはありうることであるが，それも，そ

う多いことではあるまいし，直接，文の切りかたの問題にかかわることは，一

層，少ないと思われる。

　いずれにせよ，音声要素を，あらためて，ふりかえって考慮しなおすとして

も，それによって，文としての認定の問題が，すべて解決することはありえな

い。ただ，話しことばの研究では，文の問題にかぎらず，つねに音声要素への
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配慮を忘れ得ないことを注意すべきかと思う。

　そのような意味で，音声要素への配慮を，’つねに失わないとしても，問題

は，やはり，いかに文を認めるか，その目的は何か，という基本的なことにか

えってくる。上述したところが，文法的な文規定の手順と，技術的な文処理の

方法と，その爾爾を含むことは当然であるとしても，その両者の間には質的差

異と同時に質的連関がある。その差異性にのみ注匿して，完全に問題を分離さ

せてしまうことも正墨ではなく，また，連関性にのみ注意して，問題を灘乱さ

せることも適当ではあるまい。それにもかかわらず，論述の過程に，そのいず

れかの危険を感じさせるものがないとは言えない。その理由は，一つには，結

果の記述に，かなりのスペースをさかねばならないから，その結果に至る理論

的なあとづけに欠けるところが出てくるためと，一つには，なお，爾者の分析

と総合とが，十分スムー・一ズに行なわれてはいないところがあるためではあるま

いかと思う。前者は，報告書の性質上，ある程度は，避けがたいものとしても，

より根本的には，文法というものの考えかた，さらには文法に関する共岡研究

というものの考えかたの問題とからむであろう。結果として，文法が文法的事

実の記述に終始するものと考えるならば，上述するところで十分であろうが，

文法を一斗語の語や文に関する法則の体系的把握とその解釈を行なうことと考

えるならば，上述するところでは，まだまだ，足りないであろう。後者は，交法

にかぎらず，また，書語研究にとどまらず，人文科学の方法に関する一一・SC的基

本問題である。これらの点に関して，われわれは，さらに，実際の発話に寵し

ての観察・調査とともに，基礎的考察をつづける必要がある。ただちに，量的

調査に走ることは，問題の性質上，必ずしもよいことではない。ここでも，両

藤への配慮がなくてはならないと思われる。　　　（宮地 裕）
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2．表現意図

　1　はじめに

　1。1　　謡しことばの面面をとらえるのには，一方では，理論的考察が不可

欠であり，一方では，多くの文を集めて，その構造などを，現象に即して帰納

的に調査する必要がある。以下の各項は，そのうちの分担部門での基礎的考察

と，いくつかの文を対象とする具体的な処理の結果とを述べるものである。こ

の表現意図の項に関しても，その爾面に触れよう。

　1・2　　ここで，まず，衰現意図という概念内容を明らかにしておかなけれ

ばならないQここに言う表現意図とは，言語主体が：文全体にこめるところの，

いわゆる命令・質問・叙述・応答などの内容のことである。（概念規定に関して

は，全体的理解が望ましいが，個別の記述としては，以下各項を参照されたい。）‘

　1・3　　およそう現実の宮詣は，その現実の場面で，個別の話し手が，個別

の相手に対して，行なうところの発詣行動の中にあるが，その発話から，文型

の調査研究の対象としての文をとりあげると，現実の場潤での話し手やその相

手は抽象されて背後に薄れてしまい，社会習慣として，一般には，文節の連結

から構成される文のかたちだけが浮かび出る。交直は，そこに見出されるとこ

ろの文の類型であるから，それは｝文からさらに抽象された社会習慣の型であ

る。発話から文を抽象し，文から文型を抽象する。この過程に，つねに存在す

る無形の基盤の一つは社会習慣であるが，これを確かめるものは個別的には研

究者あるいは研究老たちの欝語意識であり，量的には一一rcの多くの人々を対象

とした意識調査のデーターである。また，もう一つの基盤は前述のように文法

理論である。われわれは，当面，このうちの量的な言語意識調査は行なわない

で，作業を進めた。おおすじの見通しをつけることを当面のしごととし，要す

れば，次の段階で量的調査をも行なおうと考えたからである。

　このように，文型をもとめるには，発話から，いくつかの抽象段階を（少な

くとも大きくは2つの抽象段階を）踏むけれども，それが現実の発話の場面に

登場させられたならば，いつでもそこで通用するということを予想しなければ

ならない。少なくとも，文の段階までは，話し手や相手や場面は，捨象される

　　　　　　　　　　　　　　　　86



のではなく，拙下的に存在するものである。それらは，いわば，交の背後に薄

れてはいるけれども，つねに背景として存在している。文をとりあげるとき，

われわれの目は，たしかに，その前面の文のかたちに焦点を合わせているし，

合わせなければならないが，われわれは，つねに，その背景に個溺的話し手や

相手や場面があることを自覚しなければならない。ちょっと焦点を遠くに合わ

せれば，それらが明瞭に浮かび繊るのであり，そのような状態におけ’る文であ

ることを，とくに話しことばの文を扱うときには，忘れえないと思う。

　2表現意図の2類について

　2・1　　発話から文を経て文型に至る抽象の過程に応じて，発話の授受の主

体も，場面的要素も，意味的要素も，形態的要素も，それぞれに変化の過程を

錯む。表現意図は，そのうちの意味的要素の一つであるが，これセこは，個別的

表現意図と一般的i表現意図とが区：別される。

　2・2　たとえば，「ガッロウ　オクレルヨ」〈学校　遅れるよ〉が，《早く起

きなさい〉をあらわし，「ザソネンデシタ」〈残念でした〉が，＜もう帰って下

さい〉をあらわすことがあったとしても，それは，個別的な場面で成立する意

味の伝達であって，個別毒としての発話老と，個別者としての受話者との間で

成立した一回的蓑現ど理解にとどまっていて，なんら社会的一般性を持たない。

この《起きなさい〉〈もう帰って下さい〉という「発話の意殊」（服部四郎博士

の用語）の，全体を，その相手への行為の要求という意味で「命令的表現」と

呼べば（この術謡については後述），「ガッコウオクレルヨ」「ザソネソデシタ」

という発話に，このばあい，こめられた命令するという表現意図も，また，個

別的一一一　ma的なものであって，なんら，社会習慣との対応を持たない。このよう

な表現意図を「個別的表現意図」という。

　これに対して，〈学校遅れるよ〉〈残念でした〉というr文の意義」（服部博士

の用語）の全体を，事実についての判断叙述という意味で，「判叙表現」と呼べ

ば（この術語についても後述），この交の意義と形式との：対応は，ともに，ま

ったく社会習慣に反するところがないと認められる。このように，一般的習慣

的な表現意図を，「一般的表現意図」という。

　2・3　　このような・一一・般的表現意図の言語主体は，すでに，個別者としての
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発詣者ではない。たまたま，発話の意味が，文の意義に，そのまま一致するも

のであったとしても、それぞれの全体的意図は，理論上，別ものである。その

意図を表現する主体もまた，測ものである。ここに，個別者としての発話者に

層対して，一般者としての話し手を想定することができる。（必要があれば，表

現意図と対応させて，前山を「個別的表現者」，後者を「一般的表現者」　と呼

ぶ。表現者に対する受容者も，要すれば，「個別的受容者」「一般的受容者」と

呼びわける。）

　3　表現意図の分類と，その緬分に応ずる文表現の分類について

　3・1　　表現意図を，下記のように分類する。（A・Bからa・a’・bに至る。）

○表現意図

A あ
現
図

，
表
意

て
を
る

し
か
す

対
何
と

こ
こ
う

手
た
よ

相
ら
し

篶慧騨③要…胤

B簾鞭｛b聯讃④応答表現毬：：

的
化
現
定
定
解
離
帯
化
現

化
　
　
分
表
既
現
未
現
的
　
的
　
化
　
　
分
衰

分
現
や
た
断
表
断
表
問
　
令
　
　
分
現
や
た

未
表
や
し
判
の
判
の
質
現
御
心
未
表
や
し

　3・2　　上記分類のうち，まずAは，一般の多く4）交を生む表現意図であっ

て，下手に対して，あらたに何かを表現しようとするものであり，さらに相手

に対して求めるところがあるか，ないかで，a・a’に2分される。　Bは，相手

のことばに対する受容応対の表現意図であって，AとBとは，合して1つのコ

ミュ＝ケーション単位を構成する表現を生む意図である。つまり，Aで誰かが

しゃべって，Bで相手がこれに応じた時に最小の1対詣が成立すると考える。

ただし，答としてではあっても，あらたに何かを表現しようとするならば，そ

れは，すでにあらたなAに転じたものであると考える。’

　3・3　　「…」で仕切られているとごろから右の，第3分類以下は，次第に．

表現意図に応ずる文表現の形式との関連が緊密なものであり，そこでは，文表
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現の形式との対応をとくに重視して，分類した。したがって，濠現意図の大ま

かな分類ではなく，表現意図から見た文表現の分類である。その意味で，ここ

には詠嘆表現・判叙表現・要求隠現・応答表現，およびそれ以下の名称がつけ

てある。さらに，この下位分類も，こまかく施してあるが，ここセこは紙の幅が

足りないから省略し，実例とともに，後述することとした。結果的に見て，②

判叙表現と③要求表現とが，もっとも形式上の分化もこまかいということは注

意しておくべきであろう。

　4　表現意図に応ずる文表現の文七部分について　　　　　　　　　　’

　4・1　　以下に述べるところは，上記分類の細部と，その分類各項における

実際の発謡からの文例である。

　4・1・1　　①詠嘆表現は，一般に「感動交」「詠嘆文」などと言われるもの

に炎たる。その分類原理は，諸説のあるところであるが，’他の，いわゆる判断

文・疑問女・命令文などが，多少の差はあっても，みな分析的な表現として，

その判断的内容を含むのに比べて，これは，直接的・非分析的な表現であると

いう点では，ほぼ，諸説の一致するところであり，妥当な見解であると考えら

れる。われわれも，この表現が，梢手に対する言語的影響力を度外視し，話し

忌みずからの内的な感情や感覚を，非分析的な言語形式のままに，直接に表明

したものと考えて，①のナソパーを付けラ一一一一．般に，もっとも，書語的影響力の

弱い表現であると認めた。

　ただ，一般に「感動文」「詠嘆交」と呼んでいるもののなかには，われわれの

分類で考えるところより，ずっと多くの種類のものが1含まれることが多い6’

「ハイ∫イイエ」などの応答表現や，「オィ∫ヤマダクソ」などの呼掛表現も，

すべて一括して感動文・詠嘆文ど講うのが普通である。われわれの分類では，

これらのうちで，もっとも狭義な，感情・感覚の表明としてのものだけを，詠

嘆蓑現とする。応答表現は，大分類のところで，すでに分離されたが，他を，

詠嘆表現から分離するについては，各項でその理由を述べることとする。

　さて，詠嘆表現の下位分類は，つぎのごとくである。
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　　　　　　　　　〔①・・1・1　声的感動詞による表現

灘岬（感醐③…2謙型を編轍よ
　　　　　　　　　　　　　　る表現

翻羅、・形｛竃：；：綴鑑：離叢灘型

　　　　　　　　　　　　　　による表現

　詠嘆表現のもっとも単純なものはく笑声〉（「アハハハ」「フフフフ」）や「アー一　］

「アラ」「ウーソ」など，語というよりは声と書うほうがいいくらいのものであ

るが，次第に分化をとげて，「イター」〈痛一〉「キタナ」〈きたな（汚）〉「コレハ

ゥマイ」〈これは　うまい〉「キモチワリイ」〈気持悪い〉などにいたる。この程度

の分化をとげたものは，すでに判叙表現だとも言えようが，その，意味の面か

らの弁別は，判然とできるものではない。たとえば，「イタタj〈いたた（痛）〉，

「イタヅ」〈いたっ（痛）〉，「イタイッ」〈痛いっ〉，「イタイ」〈痛い〉のどこで詠嘆と

判叙との鯛をつけるか，意味上は，はなはだ魍難だと言わねばならない。そこ

で形式のちがいから区別するとすれば，これは規定のしかたの問題だけで，多

少のうごきはゆるされる。そこで，ここでは，形容（動）調を中心とする類型的

袋現で，イントネーションその他から，詠嘆の気持の顕著なものまでを，詠嘆

衷現と認めることとした。したがって，形容（動）詞語幹，あるいは，その連体

形どめの用語，「コワ！」〈恐！〉，「アツ！」〈熱！〉，「バカ！」〈馬鹿！〉，「バカ

ナ」〈馬鹿な！〉などから，「ヒドイ人！」，〈ひどい人！〉，「コワイコト！」〈こ

わい事！〉などのtl修飾語十体言，，，および，「コレハヒドイ！」〈これはひどい

！〉，「マッタクヒドイ！」〈全くひどい！〉などの”修飾語＋形容（動）詞述語“

のかたちまでを含めることとした。

　4・1・2　　以下，実例を示し，多少の説明をのべる。

　①・1・1声的感動詞による表現

　　「ホ’一」，「オー」，rバー」，「アアー」，「フーソ」，「へ・一　一」，「バー一」etc．（出典略）

　これらは，上記カナモジによって，十分，その発音をあらわしうるような性

質のものではない。それゆえ”声的、tの語を冠してあるが，いずれも，これに

近いという程度の発音で，音素として見ればうはなはだ臨時的なものばかりで

あり，その点で，次項と区Sljした。このほか，〈笑声〉と，定本に表記したも
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のも，入れられる。文型の普通の概念からは，ほどとおいようであるが，その

発始の表現と解される。文中に間投される「」・　一」「アー」などのなかにも，実

は，これと同種のものが多い。

　①・1・2語的類型を持つ感動詞による表現

　　rホー」，「ab　一」，　rバー」，「ア」，「アー」，「フ…ソ」，「ヘー一　’一」，「ハ’一　一j　etc．（患

　　奥略）

　これらは，前項と表記は同じであるが，あいまいな発音ではないものであっ

て，われわれの”語〃としての意識にのぼっているものと書える。前項のう

ち，〈笑声〉は，これにはいらないが，前項との区例の判然としないものもある。

われわれの共通資料では，「Zニ　ナルポド」　〈あ一　なるほど〉，　「Z．ソウ

カ」〈あ　そうか〉などの形で実現するものが多かった。

　①・2・1形容（動）詞類による表現

　　　「ウマイ！」　（5－3－20），

　　　rソマイ！」　（5－4－17），

　　　「ソー““イ　ソマイ！」　（5－3－22），

　　　「オイシイ！」　（22－17－11），

　　　「キモチワリイ！」　〈気持悪い：〉　（22－13－18），

　　　「イイワネ！」　（22－16－13），

　　　「キタナイナー！」　（22－13－18），

　　　「スゲーナー！」　（16－2－9），

　　　「アッーイ！」　〈穴一い〉　（27－6－6），

　　　「イイナー！」　（16－11－22）

　　　「ナルポド！」　（5－2－7），（5－4－21），（5－4－23），

　これらは，前述のように，一一歩，判叙表現に近づくものであるが，特定の品

詞による表現，あるいはそれに準ずる表現であって，形式として，ある特徴を

持つと認められる。すなわち，形容（動）詞類，または，その語幹による単独の

表現で，一般に卓立表現の音調をともなう。（「キモチワリイ」は1語と認め

た。）形容（動）詞類としたのは「チクショウ」〈畜生〉，「イタタ」〈痛た〉など，

形容（動）詞語幹的だが，特殊なものもありうるからである。

　①・2・2形容（動）詞を含む文的類型による表現

　　　「オイシイワヨー，ナメルト」　（3ca）一8－7）

　　　1’スクナクッテ　イイワネー一」　（3｛i）一一1－7）
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　　　「オイシイナ，アレネ」　（3（3，一18－5）

　　　「コレハ　ウマイ」　（5一一4－23）

　　　「ナカナカ　ソマイ」　（5－3－22）’

　　　「オイシイワー，スゴク」　（22－17－1！）

　　　「イイナー，アノ　エイガハ，ジッサイ」くいいな一，あの　映画は，実際〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－3－14）

　　○「エライモソダナ」　（16－7－6）

　これらは，ますます野選表現に近づくものであるが，前項の型に，主語を含

めてさまざまな連用修飾語がつくことが形式上の特徴である。一般に卓立表現

音調をともなう。

　4・2・1　　②判叙表現は，一般に「判断文」「現象文」「解説文」などと言われ

ることが多い。ことがらについての言語主体の判断や，ものごとの叙述などを

あらわす意図によるものであって，相手に求めるとこちのない表現である。も

ちろん，相手がこれを聞き，これを理解することを求めるという範囲では，求

めるところがあるが，ここで求めるところがないというのは，そのような広義

のものではなく，ことばとしての応答を求あ勧，行為としての動乍を求めた

りすることがないという意味である。　　、．　　感

　その下位分類はつぎのごとくである。　　　　　’　　　　　　・

　4・2・2　　判叙表現の最も一般的な型は，教科文法では「ナニナニが　ナ

ニナニだ」「ナ＝ナニが　ドウコウだ」「ナニナニが　ドウコウする」という主

語・述語の関係から成り立つものであるというが，実は，この型そのものkも，

躰諏は「は」と剛との働’わけ樋・て種燗即あるCとは讃
うまでもない。しかし，前述したように，われわれの当面の作業としては，一

般に，文の成立の最低条件である述語あるいは独立語に，その中心を置くので
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あるから，二三表現については，第一に述語に重点を置いて分類すべきである。

表現意図の文形式への実現は，結果としても，述藷においてであって，＄語を

含むところの修飾語が，関与するところは，少ない。

もちろん幌実の発諦は・分類の額の回した形式が多い・匹≧えぽ・

「タオレ並テシマ・互盈立」〈倒れかけてしまっていたっけ〉では，態

の蓑現としての「……しかける」（起動）。「……してしまう」（完了）・「…、…して

いる」（存続）・「……したっけ」（圖想）の4つが複：好していると見ら｝i’
驕Bし

かし，一方，それらがそれぞれ単独で交末最後部に用いられることもあること

は需うまでもない。（「タオレカケタjfタオレテシマッタ」「タオレタッケ」など。）

したがって，上の例文については回想という態を表現する意図によると．ころの

判叙撫斬と勘られる・かようt＝して，半漁獺の碓頒は・惚の妹最後

部の形式によって表現される意図内容によみのである．。

　4・2・3　　以下に実例を承して，多少．の説明を述べる。（細分類における実

例と説明とをさきに記し，あとでそれらの上位分類の説開を述べる。）

　②・1・1・1　　態の表現

　態というのは，用言によってあらわされる概念の分化を示す嚢現であって，

いわゆる助動詞の複語尾性よりは，一一層凍寒の諮尾的性格の強い形式によって

あらわされる。したがって，複合語としての用書に加えられてもよいものがあ

り，教科文法では，補助的な形式用雷とすることが多い。

　○～テシマウ’（～チャウ）　　　完　了

　　　「デ　ダイタイ　ソレガ　イタマッタラネ　オコメヲネ　イレチャウノgjくで

　　　大体　それが　いたまったらね　お米なね　入れちゃうのよ〉　（3ω一12－4）

　　　「ザルジャーネースグコボレ牙ヤウ」（5－1（｝一20）

　　　「…～ケイセイガ　アブナクナッアカラネ．ナソデスカ　ァワテテ　ハイツチャ

　　　ッタモソデスカラ」　〈…～形勢が　あぶなくなってからね　何ですか　あわてて

　　　Vkいっちゃったもんですから〉　（12－9－12）

　　　「ソレカラ　コソナ　ナッi5一　ドウ、＝カ　コウ畠力、イツノマ一三　チェソ

　　　ジ＝　ナッチャウノ，ソレデ」　（16－8一一4）

　　　「ソウイウノ　ミタラ　モウ　デリケイトニ　デキテマ不カラ　シソケツナド

　　　オコシチャウ」くそういうの　見たら　もう　デリケイFに　でぎてますから　貧

　　　撫など　起こしちゃう〉　（22－14－4）

　　　「デソワデシタラネ　アレ・．コノ…コノ　・アイダモ　チョット』ジュップソグラ
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　　イデ　デチャイマシタカラネ，カワグチカラデモ」〈電話でしたらね　あれ　この

　　…この　あいだも　ち2つと　10分ぐらいで　出ちゃいましたからね，Jll口から

　　でも〉　（27－5－7）

○～テアル　存続　　　　　　’
　　「チャソトネ　ヤッパリ　イッペソ　ヤイテアソノネ」くちゃんとね　やっぱり

　　いっぺん　焼いてあんのね〉　（3c3｝一18－1）

　　・r．ヒラヒラ　ステテアル」　（5－6－9）

　　「…～ウチナソカデモネ　ソノー　チチノ　シャシソトネ　アニ！　シャシソト

　　…～…カザッテアルソデスヨ」〈…～うちなんかでもね　その一　父の　写真とね

　　　兄の　写真と…～…飾ワてあるんですよ〉　（22－2－22）

　　「ソレデ　ダイナソカイ　ナソトカ　ホウヨウトカ　ナソトカヅテ　コトガ　カ

　　イテアルヨ」〈それで　第何回　なんとか　法要とか　なんとかって　ことが　書

　　いてあるよ〉　（22－5－6）

　　r…～…チャソトネ　コウネ　ヒトツツネー　トビラガ　アッテネー　モソガ

　　ツイテテネー　ノウコツシテアルノ，・ゼソブ」＜…～ちゃんとね　こうね　1つつ

　　ね一　とびらが　あってね一　門が　ついててね一　納骨してあるの，全部〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－9－4）

　　ヂエー　ソウイウニ　カイテゴザイマス」　（27－1－15）

○～テイル　　　存続経験

　　「モウ　チョイチョイ　キテマスヨ」　（3c2－2－8）

　　「ダカラ　コノ　モソダイハ　ホカニ　ェーベツナイイカタヲ　シティマス」

　　〈だから　この　問題は　ほかに　え一　別な　雷い方を　しています〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－11－10）

　　「デ　ワタクシノ　ゼソレキユモ　カソケイノ　アルヨウナ　トコPtヘ　ナルベ

　　ク　ハイリタイト　オモッテマス」くで　私の　前歴にも　関係の　あるような

　　所へ　なるべく　はいりたいと　思、ってます〉　（12－22－4）

　　「イマモヤッテルvaj（16－5－2）

　　「ダケド　コドモダカラ　イッショウケソメイ『ホネガ　デタ，ホネガ　デタ』

　　ヅテ　タイヘソナ　サワギ　シタノ　オボエテルモノ」くだけど　子供だから　一

　　生懸命『骨が　出た，骨が　出た』って　大変な　騒ぎ　したの　覚えてるもの〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－12－lO）

　　「…～コノ　フセソヲ　ツケテ　ソノ　ドチラニモ　ワカルヨウニ　ナッテオリ

　　マス」　〈…～この　付箋を　付けて　その　どちらにも　わかるように　なって

　　おります〉　（27－3－11）

○～テイク　　移行
　　「エ・一　ショクギョウ1・　イウト　ソレテイキマス」くえ一職業と　いうと　そ
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　　れていぎます〉　（5－11－24）

　　「イド…イドミタイニ　ズーット　ハイッテク」〈井戸…井戸みたいに　ず一つ

　　と　はいってく〉　（22－9－22）

○～テクル　 同上
　　「ダケド　ポッカイF’ウノヤナソカハネ　モウ　パキッパキッデネ　カソデレバ

　　カムホド　アジガ　デテクルノ」〈だけど　北海道のやなんかはね　もう　パキ

　　ッパキッでね　かんでれば　かむほど　味が出てくるの〉　（3‘3｝一17－5）

　　「『イヌニ　ホエラレテ　コマッテイル　シソブソハイタツ』，ズバリ　デテマイ

　　リマシタネ」〈『犬に　ほえられて　困っている　新聞配達』，ズバリ　繊てまいり

　　ましたね〉　（5－4－23）

　　「ムコウノ　ホウガ　オソクナッテクル」　（16－18－1）

　　「アアイウノヲ　ミルトサー…～…セソソウニ　ハソタイスルッテ　イウ　キモ

　　チガ　ワイテクルネ」〈ああいうのを　見るとさ一…～…戦争に　反対するって

　　いう　気持が　わいてくるね〉　（16－17－10）

　　「ヨク　ミテクル」くよく　見てくる〉　（22－4－12）

　　「ソコへ　＝ウ　シラキノ　アレデ　ハイヅテクルノネ」〈そこへ　こう　白木

　　の　あれで　はいってくるのね〉　（22－9－23）

○～タリスル　例示

　　「デモネ　チョットシタネ　テカゲソデネ　コウ　ヘソナ　ハナガ

　　ルノ」　くでもね　ちょっとした　手かげんでね　こう　変な　花が

　　るの〉　（3ω一6－4）

　　「ソソデ　カマエテクト　ソ＝ヘ　ハイラナクテ　ウエヘ　イッタリ

　　イッタリスソダモ：ソ」　（16－7－4）

　　「クダヶスギタリシテネ」　（22－1－21）

○～（形）ナル　　　変　化

　　「ダソダソ　ハナガ　スクナクナリマスネー」〈だんだん　花が

　　ね一〉　（3｛2，一4一重）

　　「シカシ　タカギサソノハ　ヒジョウニ

　　さんのは　非常に．　近くなりましたよ〉　（5－6－6）

　　「ダカラ　イチオウ　ショSソキュウユ　ナレバネ　ヤヅパリ

　　ヨ」〈だから　一応　初任紛に

　　「ツマソナクナルネ」〈つまんなくなるね〉　（26－12－25）

　　「イソエイテット　シカシ　ヤッパリ

　　つと　しかし　やっぱり　狭くなるね，使い方がね〉　（22－23－20）

　　「ソレヲ　ノメバ　モウ　スコシ　アタマガ　ヨクナッタ」〈それを

　　う　少し　頭が　良くなった〉　（22－11－13）
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デキタリス

磯来たりす

シタへ

少なくなります

チカクナリマシタヨ」くしかし　タカギ

　　　　　　　　　　　　　　ヤスクナリVス

なればねやっぱり　安くなりますよ〉（12－3－10）

セマクナルネ，ツカイカタガネ」〈陰影て

飲めばも



u

○～ダッチ　　　然　聞、

　　「オバサソ　マタ　フシ口占ネー　ナニ　タベルッテ　ユヤ　ナソブセソベーッ

　　テ　イウソダヅテ」くおばさん　また　不思議にね一　何　食べるvて　書や　南

　　部せんベーウて　言うんだって〉　（3㈲一16－8）

　　「タカイソダッテサー，スゴク」　（16一！一4）

　　「アノ　ミシマクソチデ　ヤッタソダッテサ」〈あの　ミシマ君ちで　やったんだ

　　ってさ〉　（16－1－3）

　　「アト釦ラ　ソコヘ　イレタソダッテ，ジコへ」　（22－6・一17）

　　「カエバ　タカイソダヅテサ」〈買えば　高いんだってさ〉　（22－13－4）

　　「ソイデネ　カワムラサソガ　オデソワ　カケルノヲ　オマチシテタソデスッテ」

　　　くそいでね　カワムラさんが　お電話　かけるめを　お待ちしてたんですって〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27－8－i3）

○～ッテ，～ッテイウソダ　岡上

　　「マイニチデモ　イイッテヨ」　（3軌19一玉0）

　　「ダカラ　ソノタメニ　アブラヲ　ウソト　ヌッテルラシイケドサ　トレナイヅ

　　テ　イウソダヨ」　くだから　そのために　油を　うんと　塗ってるらしいけどさ

　　取れないって　誉うんだよ〉　（22－19－18）

　　「ダカラネ　アノ　ムコウヘ　アメリカデモッテネ・・一　アル　ヒトガ　ビョウキ

　　ニ　ナッタッチ　イウノヨ」〈だからね　あの　向こうヘ　アメリカでもってね一

　　ある　人が　病気に　なったワて　言うのよ〉（22－23－10）

　　「…～ドコノ　マージャソクラブヘ　イッテモネー　ソー　アガレルッテ　イウ

　　ソダヨ」〈…～どこの　一？　一一ジャンクラブへ　行ってもね一　そ一　あがれるって

　　言うんだよ〉　（16－1－10）

　　「カッテクレルッテタヨ」〈買ってくれるってたよ〉　（16－2－17）

　　「ソウシタラ＃・　’一　ソソナ　モノハゼッ…ゼッタイ　ツウヨウシナイッテ　イウ

　　ソダ」〈そうしたらね一一そんな　ものは絶…絶対　通用しないって　欝5んだ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－1－12）

○～ダソウダ，～ソウダ　同上
　　「アアイウノ　ミソナ　キッテシマウソダソウデスヨ」　（3｛2，一4－5）

　　「ウメハ　アノ　ヴエカエシタ　ソノ　トシバ　サカナイソウデスネ」〈梅は　あ

　　の　植えかえした　その　年は　咲かないそうですね〉　（3（2，一5－2）

　　「ゴジュップソトカ　ニジカソ…～…ソレ　トッテ　ソレデ　エイガニ　トヅタ

　　ソダソウダネ∫〈50分とか　2時間…～…それ　取って　それで　映画に　取っ

　　たんだそうだね〉　（i6－4－6）

　　　「モウ　ニサソプソカ　ナイソウデスヨ⊥〈もう　2・3分か　ないそうですよ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－22－22）
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　　　ヂソレデ　ヤッパリ　コレラ　ナソマイカ　ムクタビ晶　ウスクナルソダソウ三」

　　　〈それで　やっぱり　これを　何枚か　むくたびに　薄くなるんだそうよ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－20－20）

　　　「マア　タイヘソニ　イイ　ショウバイダソウダネ，ケッシテ　ネギラナイシサ」

　　　〈まあ　大変にいい商売だそうだね，決して値切らないしさ〉（22擁g－24）

　これらの態の表現が，なお，用言の概念内容の分化セこ応じ切れないとき，い

わゆるイディオマティックな：文末の表現や，副詞によるi表現が，それに応じよ

うとする。たとえば，

　○～コトガアル　　　　　例示経験

　　　「ヤッパリ　．ウヅカリスルト　フルイノニ　アタッチャウッテ　コト　アルワネ」

　　　〈やっぱり　うっかりすると　古いのに　当たっちゃうって　こと．あるわね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3ω一10－9）

　　　「ユホソタイプヤッタ　ロト　ァリマス」〈日本タイプ　やった　こと　あり

　　　ます〉　（12－5－18）

　○～テショウグナイ　　．　もてあまし

　　　「イチジクガ　タクサソ　ナッテ　ショウガ　ナイワ，ウチ」（3【2L8－7）

　○～ヨク～スル　　頻発
　　　「アーアー　カブトトカ　ナソカネー　謀ク　アノー　オッテ　ツクリマスネー，

　　　コドモサソガ」　くあ一あ」　かぶ’ととか　なんかね一　よく　あの一　折って

　　　作りますね，子供さんが〉（5－6－16）

　　　「シソブソヲ　カオニ　ノセテ、ネムッテイル　ヒトガ　ヨク　アリマス」〈新聞

　　　を　顔に　のせて　眠っている　人が　よく　あります〉　（5－5－3）

などがこれである。これらも，文型の一部に参与するものであるが，当面，意

図の分担範闘でなくて，用言その他の語，およびその結合体のもつ”意義“に関

するものであ惹と解釈し，一部「構文」の分担部門で扱うほかは，省略した。

　　　　　　　　　よう
　②・1・1・2様の表現
　　　　よう
　ここに様の表現と言うのは，いわゆる受身・可能・使役の助動詞によってあ

らわされるものである。これらの形式は，前項，態の表現よりは学的性質を持

つが，なお，用言の接尾語的性格もあることは，しばしぽ説かれるとおりであ

る。われわれめ共通資料においては，交末におけるこの表現が，案外に少なく，

使役の表現のごときはまったくあらわれなかった。これは，偶然のことである

と思われるが，なお，受身では，いわゆる迷惑の受身がほとんどであり，また，
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受身にくらべれば可能の表現の数のほうがずっと多かったこ、とも，、一ぎ応注意し

ておいてよいと思う。可能の表現には，「……スルコ5ガデキル」・「・9…・デキル」

の形による表現，可能動詞による表現も，用書の意義による蓑現として注意す

べきである。以下に，実例を示す。

　受　身

　○～レル，～ラレル

　　　「イチソチ　フラレタワ」〈1日　降られたわ〉（3c3，一11－1）

　　　「オユ　ヒッカケラレチャッタノ，アシニ」くお湯　ひっかけられちrpつたの，足

　　　に〉　（3〈3，一4－8）

　　　「ダカラ　トウキョウノ　ヒトダッテハ　イワレナイソダS」くだから　東京の

　　　人だっては　雷われないんだよ〉　（16－19－3）、

　　　「オコラレチャッタモソナー・」（16－2－6）

　可　能

　○～レル，～ラレル

　　　「モウ　ソレイジョウ　モウ　タベラレナイワ」〈もう　それ以上　もう　食丞

　　　られないわ〉　（3〔2｝一13－7）

　　　「タベラレル」〈食べられる〉　（5－2－16）

　　　「アソマリ　オオキイノ　ツケラレナイヶド」　（12－17－1）

　　　「イヅパイモ　タベラソナイネ」〈1杯も　食べらんないね〉　（3ta｝一15－8）

　○～デキル

　　　「デモ　ヨクー　ソソナ　オオキナ　キ…ウメ　アノ　ウエカエシ　デキマスネ」

　　　くでも　よく一　そんな　大きな　木…梅　あの．植えかえし　出来ますね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3C2，一5一一tl）

　②・1・1・3時の蓑現

　時の概念だけを純粋に表現する語形式があるかどうか，問題だが，ここでは，

まず，過去の表現としての「タ」を一つの代表とし，これに対して，過去の表現

ではなく，また，推定の表現でもない，いわゆる現在の表現を，対立する一つ

の代表とした。（時間のなかでの現在ということだけ’を問題とすれば，形容詞

は超時閣的表現であり，形容動詞は判断を含み，動詞は，状態性動詞・動作性

動詞などというさまざまな意義上の分類ができよう。いわゆる未来は，推定の

蓑現と認めた。）われわれの共通資料について見れば，現在の表現が，はるかに

多く，その述語の体言．・用言の意義の分化もこまかいが。それは，墨面の問題
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としない。なお，誤解を避けるために述べておくが，ここでいう時の表現は，

判叙表現におけるものであって，たとえば，質問的蓑現に，時に関する表現が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　一　t　一　一
ないと言うのではない。まず文全体として，判断既定・事実の叙述という意図

表現が存在し，それについて過去であるか，そうではないかを閥うものである。

前記，態・様の表現についても同様であり，後に述べる断定。希求などの表現

も，同様である。つまり，一般に三二表現は，その変容によって，（言語的影響

力の大小を分類の原理とする観点からは，、）すべて質問的表現に含まれてしまう

ことのできるものであり，命令的表現にも含まれうる。ただ命令表現の特異性

は，判叙や質問の形式をかりずに，直接に行為を要求する点にあるから，その

相手に対して向けられる動作性の述語要素を必要とする。そのために，述語用

言の意義上の制限が強く，形式としても判叙表現とは，かなり，ちがう。その

点で，判叙蓑現が要求表現に，内的に含まれるといっても，すべてが含まれる

わけではないことを前提としなければならない。以下，実例を記す。

　過表

　　　ヂコノ　アイダノネ　オシルナソテ　トッテモ　キレイダッタワa」〈この　間の

　　　ね　お昼なんて　とっても　きれいだったわよ〉（3‘IL2一一6）

　　　「ソイデ　アクルピサ　カイシャノ　リョコウダヅタノヨネ」　〈そいで　明くる

　　　旨さ　会祉の　旅行だったのよね〉　（3（3》一2－7）

　　　「ソレカラ　ダーソダソ　ダーソダソ　スクナクナッテキマシテネ　キョネソ

　　　オトトシバ　ニショウグライデシタ」　〈それから　だ一んだん　だ一んだん　少

　　　なくなってきましてね　頃年　おとと、しは　2升ぐらいでした〉　（3t2）一8－2）

　　　「コノ　シツモソバ　ソソシタナ」〈この　質問は　損したな〉　（5－10－1）

　　　「ドウモ　ソウダロウト　サツキカラ　オモッテタ」（5－11－5）

　　　「アノー　ガッコウデ　バカッタ　トキ　イヅテソニダッタ」くあの一　学校で

　　　計った　時　1。2だった〉　（12－18－15）

　　　「アノー　コセキノ　ホウモ　スコシ　ヤリマシタカラ」　〈あの一　戸籍の　方

　　　も　少し　やりましたから〉（12－22－22）

　　　「イタダイテタノネー」　（12－3－7）

　　　「タイプト　ジムヲ　スコシ　ヤリマシタ」〈タイプと　事務を　少し　やりまし

　　　た〉　　（12－9一！）

　　　「オレ　イイ　アルバイト　シテキタヨ」くおれいい　アルバイト　して来たよ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－11－21）

　　　rソレデ　カエリニ　『チャンピオン』　ミテキタ」くそれで　帰りに　『チャンピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　99



　　オソ』　見て来た〉　（16づ一13）

　　rヤマナカクソチノ　ウィスキー　スゴカッタネ」〈ヤマナカ君ちの　ウィスキー

　　すごかったね〉　（16－12－14）

　　’rチョウド…チョウド　イイクライノ　オテソキ・ダッjptヨ」　（16－9－24）

　　「シラナイノ　バレタ」．（22－3－23）　　　、

　　「t出切．エイガデ　ミタヨ」〈何か　映画で　見たよ〉　（22－2（F5）．

　　「タトエパ　ソノ　マエハサ　ゼッタイトカッテ　コトバガ　ハヤヅタワネ」くた

　　とえば　その　前はき　絶対とかって　ことばが　はやったわね〉（22－24－7）
　　　ビ　　おじセ
　　「ダイシツキデシタ」〈倉紙つきでした〉　（27－6－10）

　　「オマタセイタシマシタ」　（27－8－7）

現在
　　「デネ　デコレーション　コシラエルヨリモネ　マワリノ　爵ダイ　ヌルノガ’

　　タイヘソ」〈でね　デコレーション　こしらえるよりちね　まわりの　土台塗る

　　のが　大変〉　（3ω一6－5）

　　「デモ　チャーソト　ジキニ　ナルト　メガ　デテネー　エダガ　ドソドソ　ノ

　　ビマスヨー」〈でも　ちゃ一んと　時期に　なると　芽が　出てね　枝が　どんど

　　ん　のびますよ一〉　（3｛2｝一11－3）　　　　　　　　　　　　　　　　’．

　　「アタシソソナコトナイワ・チ・ト到（3‘3’一13－8）

　　「ツマリニ・一ス左オーミナモトニナリマス」くつま．り触一スの
　　お「．．灘t・Dます〉（5－7－19＞

　　「シソブソニ　カソケイ　アリマス」〈赫聞に　関係　あります〉　ζ5－4－13）

　　「モウ　コレハ　アー　ドノヨウナ　イイマワシ1デモ．オソナジデ　ゴザイマス

　　ガ」　（5－15－16）

　　「アッタケド　アソマリ　イイ　トFロ、ガ　ナイ」　（12－4－11）、

　　「ソウデスネ　ヤハリ　アノー　トウキョウノ　マソずカガ、イイト　オモイマ

　　スケド」　〈そうですね　やはり　あの一　東京ゐ　まんなかが　いいと　思いま

　　すけど〉　（12－7－5）

　　「ソソナクライノ　コトハ　イタシマス」　（重2－1Cl一一10）

　　「オけソカデモマケルヨ・キ・世（16”15一2）

　　Fウエノトショカソテー　キレイダネ，ワリアイネ」〈上野自書以て一　きれいだ

　　ね，翻合ね〉　（16－18－1D

　　rジッサイ　『ヘイボソatソテ　アンナ、ツマラナイ1ホソ　ナイネ」　〈実際

　　『平凡』なんて　あんな　つまらない　本　ないね〉　（i6－22r1）

　　「｝クニ　アタシナン’卵円　モウ　ソノ　ケイサンバ、タブソニ　アルヨ」〈特に

　　あたしなんかは　もう　その　計算は　多分に　あるよ〉　（22－2－21）

　　「チョット　ソソナ　キガ、スンナ」’t（22－11r15）
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　　　「タイヘソ『　みズカT7イワネ」〈大禁に　むずかしいわね〉　（22－22－2？）

　　　fデキマシタラ　コチラカラ　ゴレソラク　イタシマス」〈出来ましたら　こちら

　　　から　御連絡　いたします〉　（27－7－6）　　　　　　　　、　　　　　　“

　　　rヨソジュゥエソノ　オカエシニ　ナリ＝x　X」〈40円の　お返しに　なります〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27－8－7）

　　　「ツケナクテ　ケッコウデス」〈付けなくて　結構です〉（27－9－4）

　②。1。2。y断定の表現

　断定の表現は，断定辞または，これに相当する機能の表現による。形式には

あらわれないことがあるから，終助詞類は溺として，体鷺どめまたは用雷どめ

も，これに当たることが多いと認められる。共通資料にも例が多い。以下に実

例を記す。

　　　「アソ…ツボミノ　ホウガオオイソデスU」　〈あん…つぼみの　方が　多いん

　　　ですよ〉　（3c2）一6－4）

　　　「コレカラナソデス」　（3ω一6－6）

　　　「アナタノハ　ヤマヨ」〈あなたのは　山よ〉　（3‘3｝一3－10）

　　　「ウチノ　コモ　ソウ」〈うちの　子も　そう〉　（3‘3L19－10）

　　　「クモノ　ナマエデス」〈雲の　名前です〉　（5－1－18）

　　　「ヨク　ゴゾソジデスネー」くよく　御存知ですね一〉　（5－12－21）

　　　「シュルイハ　ベツダソ　カソケイ　ナイソデスガネ」〈種類は　鯛段　関係　な

　　　いんですがね〉　（5－14－23）

　　　「エ　一一　ソレデハ　イ’ップソtr’　・一ム」〈え一　それでは　1身ゲ＝ム〉（5－15－7）

　　　「ジツハ　モ…チョット　ゼソソクモチナソデスノ」　（12－12－6）

　　　「アン＿＝トシ＿コソゲッジッギ。ウシタバヵリナソデス」くあの一今

　　　年…今月　卒業　したばかりなんです〉　（12－5－1D

　　　「ソレジャ　キョウハ　ケッコウデス」　（12－19－24）

　　　「ショゥワニジ’mウヨネソノ　イチガツカラ　シチガツノー…ユ薯エウシチネソ

　　　ノ　シチガツマデ」〈昭和24年の　1月から　7月の一…27年の　7月まで〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－8－19）

　　　　「シジ2《ル　ヒトガ　ナソワリカ　イルソダsJ〈支持する　人が　侮割か　いる

　　　んだよ〉　〈16－21－20）

　　　　「ヨルハ　アソコネT　アブナイソデスヨ」　（16－18－17）

　　　　「マア　ハヅキリスルノハ　マダ　ショホナソダy」　くまあ　はワきりするのは

　　　まだ　初歩なんだよ〉　（16－9擁2）　　　　　　　　、、

　　　　「コソドハ　マジメナ　ハナシ」　〈16－2（｝一16）

　　　　Fウチハ　ブソケダモノ」’〈うちは　分家だもの〉　（22－7－10）

　　　　「ソレモネP・　ヒ1・・ガ　ハイレルソダ」　（22－9－20）
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　　　Fヤッパリ　スマナイト　ダメダネ」〈やっぱり　住まないと　だめだね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－29－1）

　　　「ジャワゴグライヨ，シッテソノ」　〈ジャワ語ぐらいよ，知ってんの〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－24－4）

　　　「…～キノウ　ワタシ　キキマシタラネ　ワスレチャヅタッテ　イウソデスヨ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27－3－18）

　　　「コレ　ヒトクミデゴザイマスネ」　〈これ　1組でございますね〉　（27－4－18）

　　　「＝一ト　モノヲ　セイトソスルノ　『セイ』デス」〈え一と　物を　整頓するの

　　　『整』です〉　（27－7－24）

　　　「ダイシツキ　ニマイ」〈台紙つき　2枚〉　（27－6－13）

　断定の表現の述語用言の意義の分化も，また，こまかいものがあるが，なか

に12，イディオマティックな表現として注意すべきものがある。いずれも，

形式的な用欝に近いものが用いられる。

　当然・義務

　　　「ア　カナダ　イレナクチャ　ダメナノネ」　くあ　金具　入れなくちゃ　だめな

　　　のね〉　（3ω一6－3）

　　　「トラナキャ　ダメナソダヨ，カタチガ　カワッテ」　〈販らなきゃ　だめなんだ

　　　よ，形が　変って〉　（22－19－15）

　　　「…～ナルベクナラ　ソコヲ　コドモヲ　ツレテ　デナケリャ　ナラナイソデス」

　　　〈…～なるべくなら　そこを　子供を　連れて　出なけりゃならないんです〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－11－8）

　　　「ナ認諾　キテナキャ　イケナイソダネ，ヤッパリ」　〈何か　着てなきゃ　いけ

　　　ないんだね，やっぱり〉　（22－17－4）

　　　「ヤッパリ　チャソト　セワ　シナクチャネ」〈やっぱり　ちゃんと　世話　しな

　　　く　ちゃね〉　　（3c2）一10－6）

　　　Fナニカ　コウ　ヤッパリ　キメナキャネ」　（22－1－12）

　適当・許容

　　　　「ヤッパリ　タベル　モノハ　ミタメモ　キレイナ　ホウガ　イイワネ」くやつぱ

　　　り　食べる　ものは　見た貝も　きれいな　方が　いいわね〉（3ω一3－8）

　　　「ソウデスネ　キョジュウチニ　チカイ　ホウガ　イイデスヨ」〈そうですね　緩

　　　往地に　近い　方が　いいですよ〉　（12－21－20）

　　　　「…～オタガイニ　コウリュウ　シテサ　ヤッパリ　ロノ　イイ　ニホソゴヲ

　　　ックル　ホウガ　イイヨネ」　〈…～おたがいに　交流　してさ　やっぱり　この

　　　いい　日本語を　つくる　方が　いいよね〉　（22－27－8）

　　　　「アー　ソレハ　ヤメタ　ホウガ　イイ」　（22－17－15）
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　　　「ウメモ　アレデスネ　オSワノモ　コノクライ　オオキイト　イイデスネ」

　　　〈梅も　あれですね　お庭のも　このくらい大きいといいですね〉（3c2）一3－10）

　　　「フツウノ　ミカソガ　アルト　イイワネ」　（3c2）一12－6）　　　　　“

　　　r＝トサラza　コ1・ワラナクタッテ　イイaj　（22－24－5）

　②・1・2。2希求の表現

　希求の表現は，いわゆる希求の助動詞「タイ」「ホシイ」が，その文末部分に

参与する。これが相手に対して「～シテモラィタイ」「～シテホシイ」などの形

で表現されるときは，積極的行為要求の表現となる。

　～シタイ

　　　「ダケドネー　ソセソノ　バカッテ　ホッテミタイト　オモウソダ，ボクハ」

　　　〈だけどね一　祖先の　墓ウて　掘ってみたいと　思うんだ，僕は〉（22－1レ15）

　　　「ダイシ　ツケテ　ニマイ　ヤキマシ　タノミタイソデス」　〈台紙　つけて　2

　　　枚　焼増　頼みたいんです〉　（27－6－18）

　　　「トラシ’タクハナイネ」〈取らしたくはないね〉　（16－16－7）

　②・1・2・3推定の表現

　推定の表現は，推定された判断として，断定の一様相と考える。いわゆる推

猛の助動詞「ダロウ」「デショウ」「ラシイ」および形式名詞を含む「ハズダ」

「ソウダ」は，推定の表現に参与する文末形式である。以下に実例を記す。

　○～ダロウ

　　　「ウエカラ　ツルスソダロウナー一」　（16－14FIO）

　　　rオオキイノ　アルダロゥ」　（22－8－22）

　　　「チカスイB“　pj〈地下水だろ〉　（22－11－4）

　○～デショウ

　　　「ジャ　ダソダソ　サクデショ」〈じp　だんだん　咲くでしょ〉（3（2｝一5－t）

　　　「オッコチソウニ　ナッタラ　オモイダスデショウ」　〈落っこちそうに　なウた

　　　ら　思い戯すでしscう〉　（5－15－2）

　　　「タシザソ　ヒキザソグライデ　ジテソシャガ　ノレマストネー，テソイソサソ

　　　デショウネー一」〈たし算　引き算ぐらいで　自転事が　乗れますとね一，店員さ

　　　んでしょうね一〉　（12－13－2i）

　0～ラシイ

　　　「アマリ　ウチノ　アソコジャ　ヒクカッタラシイソデスネ」　（3t：）一1－7）

　　　「ツルタコウジヅテ　アレ・一一　ニソゲソテキニハ　ワリアイ　アヅサリシタ　ヤ

　　　ツラシイナー一　」　く鶴田浩二って　あれ一　人問的には　割合　あっさりした　や
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　　　つらしいな一〉、（16－22－12）

　　　ギダカラー　ヤッづり　、；ilソゼソニッテ　イウ　コトハ　ナカナカ　ムリラシイ

　　　ネ」くだから一　やっぱり　完全にって　いう　ことは　なかなか　無理らしい

　　　ね〉　　　　　　　　　　　　　　．・．　・　’　　．　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　（22－21－9）

　○～ハズダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　「アソナカニネー’イッカイ　イクハズダッタモソネ」　くあん中にね一　1回

　　　行くはずだったもんね〉　（3｛3｝一9－6）

　　　「パーナソテ　コトバダッテ　ムカシハ　ツカワナカッタハズデスヨ」〈パーなん

　　　て　ことばだって　昔は　使わなかったはずですよ〉　（22－25－11）

　○～ソウダ

　　　「ナソカ　チョット　シナリョウリッテ　イウト…～…ソレ　ソウデモナサソウ

　　　ネ」　〈なんか　ちょウと・支那料理って　いうと…～…それ　そ5でもなさそう

　　　ね〉　　（3【iL13－4＞　　　　　1・　　　”

　　　「アノ　ヒトハ　モウ　スポーツ　ナソデモ　デキソウネ」くあの　入は　もう

　　　スポーツ　なんでも　出来そうね〉　（3（3，一6－5）

　　　「スキソウダネー」〈好きそうだね一〉　（玉6－20－6）　　　　　　tt

　推定の表現にも，述語用言の意義分化がある。「（～ト）オモワレル」「（～カ

1・）オモウ」「（～ダPtウト）サッスル」など。しかし，イデ4オマティックな

表現として，注意しなければならないものは，多くはないようである。「～カ

モシレナイ」は，その代表である。

　　　「ダカラ　ソノセイモ　アルカモシレナイ」　（3｛2L10－9）

　　　「アソマリ　ミジカクナルト　チョット　ムリカモシレマセソ」　くあんまり　短

　　　かくなると　ちょっと　無理かもしれません〉　（5－14－16）

　②・1・2・4意志の表現

　意志の表現は，「～ショウ」の形で，推定と購系の「ウ」による。（述語用書

の意義として，動作性動詞のうちtlこは，意志を臨時的にあらわしうることがあ

るが，ここには，取りあげない。）

　　　　「ソウ　オコタエ　シテオキマショウ」〈そう　お答え　しておきましょう〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－12－12）

　　　　「コリャ　マア　フルイ　シソブソデハナイト　イウ　コトニ　シテオキマショ

　　　ウ」〈こりや　まあ　古い　新聞で嫡ないと　いう　ことに　しておきましょう〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－5－2i）

　　　　「ソレカラ　エー　コウブツセイヒソノ　パアイモ　アリマスケレドモ　＝ノ
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　　　バアイハ　タケデ　マイリマショウ」〈それから　え一　鉱物製品の　場合も　あ

　　　りまずけれども　この　場合は　竹で　まいりましkう〉　（5－le－4）

　　　「シナモノ　キメマショウ」〈歳旦　決めましょう〉　（5－10－9）

　　　「マア　アル　バアイn　オイテハ，アル　メソニ　オイテハト　モウシアゲテ

　　　オキマショウ」〈まあ　ある　場食に　おいては，ある　面に　おいてはと　申し

　　　あげておきましxう〉　（5－13－13）

　　　rジャ　ボクモ　マケズニ　クオウ」くじゃ　僕も　負けずに　食おう〉（16－6－7）

　　　「アソマリ　シャベソナ　ヨソウ」　（16－15－16）

　　　「ヤッテミマショウ，スコシ」　（27－i－9）

　　　「ソウイタシマショウ，ソイデハ」　（27－2－20）

　　　「モウ　ヒトツ　イタダイテイキマショウ」　（27－3－21）

　　　「デモ　ハガキデ　イタダキマシeウ」　（27－7－12）

　　　「ジャ　オクッテイタダキマショウ」　（27－9－8）

　②・2・1判断未確定の蓑現

　判断未確定の表現は，判断未定の表現の一つとして，「カ」によって表現さ

れる。自問的にみずから納得する表現であって，もちろん，他に対する質問で

はなく．自分霞身に対する質問に終始するものでもなくて，詠嘆に近い。形式

上「カ」をとり，自問による反語的盤面が内的に存在すると認められる。共通

資料における実例は多くない。以下実例を記す。

　　　「ツユヲ　スウソデシuウカ」〈露を　吸うんでしbeうか〉（3　c2）T2－10）

　　　「デキマスカ」　（12－13－12）

　　　「ナソダイ　スモウカト　オモッタラ　ソウパカ」　〈なんだい　相撲かと　思っ

　　　たら　　　相場力・〉　　（16－16－1）

　　　「タカナワカ」〈高輪か〉　（16－19－9）

　　　「エイガノ　ハナシデモ　スルカー」〈映醐の　話でも　するか一〉（16－5－20）

　　　「ソレデ　ヨット　キレイナ　ムスメサソガ　デテクルカ」くそれで　酔つと　き

　　　れいな　娘さんが　崩てくるか〉　（22－13－15）

　　　「ゾクミョウト　イウ　ヤツカ」〈俗名と　いう　やつか〉　（22－4－7）

　　「チョット　アサ　ハヤカッタデスケドネー　クジ…　クジ　ジ＝ップソグライ

　　デシタカ」くちょっと　朝　早かったですけどね一　9臨・・ド9暗　1G分ぐらいで

　　したか〉　（27－5－13）

　　「ソウカ」　（16－7－21）『

　　「ソウデモナイカ」　（22－11－11）

②・2・2半冒断への疑念の表現，

判断へ4凝念の表現は，半1断未定の表現の一つとして，「カナ」「カシラ」等
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によって表現される。判断未確定の表現が，霞問的にみずから納得する表現で

あるのに比べて，他に対する質問に一転しうる形式を持ちつつ，なお意味上，

話し手みずからの内部での疑念にとどまると認められるものである。

　○～カナ

　　　「Hソジュウ9ソカナ」〈44かな〉　（12－19－9）

　　　「コレ　オレノカナ」（16－5－19）

　　　「イマハ　コマッテルソジャナイカナー一・　」〈今は　困ってるんじpないかな一〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－lor14）

　　　「テ　イウト　チョヅト　チガッチャウソジャナイカナー一」　くて　言うと　ちk

　　　つと　違っちゃうんじゃないかな一〉　（22－25’・’‘｝）

　　　「ソレ’ハ　ワカソナイカナ’一’　」　（22－27－19）

　　　「ソウジャナイカVm　Nj　（22－18－17）

　　　「チョット　チガウカナ」　（22－25－4）

　　　「イマゴロ　アルカナ」　（5－7－15）

　○～カシラ

　　　「シッポガ　ナガイノカシラ」〈し・フぽが　長いのかしら〉　（3ω一3－8）

　　　「コナイダノー　アレ　ソウカシラ」　（3c2L3－5）

　　　「デモ　コレカシラ，コウバイッテ　カクソダケドネー」〈でも　これかしら，紅

　　　梅って　書くんだけどね一〉　（3ω一7－4）

　　　「コソナ　クダラソ　ハナシデ　イイノカシラ」　（16－3－1）

　　　「ナソカ　マア　イソゴニ　チカイノカシラ」　くなんか　まあ　隠語に　近いの

　　　カ、しら〉　　（22－25一重）

　　　「シソド…シソドイトカ　ナソトカ　ソウイッタヨウナ　コトジャナイカシラ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－28－20）

　○～ジャナイカ

　　　rオワソヤ　アリヤ　キジャナイカ」〈おわんや　ありゃ　木じゃないか〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－9－25）

　　　「ヤッパリ　シゴネソグライ　ヤッテ　マ　スコシグライ　ヤヅト　トレルグラ

　　　イニ　ナルソジャナイカネ」　〈やっぱり　4・5年ぐらい　やって　ま　少しぐ

　　　らい　やっと　取れるぐらいに　なるんじゃないかね〉　（16－9－17）

　4・2・4　　以上，判叙表現の最下位分類璽での実例を示したが，これによ

って，その上位分類で，それらがいくつかのグループにまとめられている理由

も，ほぼ，明らかではあろうが，多少，説明を補足しておきたいQ

　判叙表現は，内的セこは詠嘆表現を含みつつも，その感情的要素は内に押さえ
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られ，論理的意義内容の分節と結合との経過を通って，ことがらに関する話し

手の判断や叙述にとどまるものであり，一方では，外的変容と相手への要求を

あらわす要素の附加とによって要求表現に内的に含まれてゆくものである。お

おまかには．①は②に，②は③にそれぞれ，内的に含まれると得いうる。しか

し，このような解釈は，理論的な体系のための仮説であるから，ここに詳論す

ることは避けるとして，態・様・蒔の3表現をまとめて「事実の叙述」とした

のは，これらが，いずれも，ものごとの，ある時点における様態を，客観的に

詩語主体が表現するものであるというところにある。それは当然，話し手の判

断を含むものであり，それによって，：交としてのまとまりをなしているもので

あるから，すべて，断定の表現の一種であると需うこともできる。しかし，断

定の表現自体は，そこでは，特徴的なものではない。いわば，すべて，断定の

表現が内的に附加されているから，共通の特徴として，引き去ることができる

し，弁別約な特徴としては，とりあげる必要がない。断定の表現には，また、

それ自体の内部の分化があって，事実の叙述と連続的に対立している。これを

9断定の様絹」とし，内部の分化に，断定・希求。推定・意志の4表現を認め

た。語形式のうけつなぎの願としては，大きく事実の叙述のつぎに断定の野鼠

が置かれ，事実の叙述内部では，態一様一時，または，様一叢一時の順で，時

の表現があとのほうにくるのが普通である。断定の様相は相互に意味上対立す

るから，一主体の表現としては一様桐があらわれるにとどまると思われる。

　事実の叙述と断定の様栢との表現は，いずれも判断として既定のものであっ

て，話し手がその判断に対してふたしかな気持を持つことを表現するものでは

ない。　（前述のように，推定の表現も推壷された判断として既定のものである

とした。）これに対して，判断そのものに，ふたしかな気持を持つことを衰現す

るのが，判断未定の蓑現であり，これに「判断未確定」・「半蔀への疑念」の2

蓑現をわかっことがでぎるのである。前述の実例によっても明らかなように，

これらは，形式上の類似のために，，一転して質：問の衷現となりうるものであっ

て，意味上も，これを判断の未確定にとどまるものと認めるか，質問に属する

ものと認めるかは，解釈のしかたのわかれるところである。ここに「判断未定

の表現」というのは，狭義の”疑問，、と同じであって，狭義の”質問，，とは区
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別される。疑問と質問とは欝語主体に対する疑念の褒明としては共通するが，

そのうち，対自的なものを疑問とし，対他的なものを質問とする。ここでの分

類に関しては，疑問を質問と区別し，質問は「要求表現」の一種としり疑問を

r三三表現」の一種として，ここに「判断未定の表現」と称したのである。”疑

問の表現“と呼ばなかったのは，一つには，’凝問“が，広義には”質問，，を含

んだり，逆に”質問“が広義には”疑問“を含んだりすることもあるという，

不安定な印象を避けるためであり，一つには，判断既定と対立させることを閉

らかにするためである。

　判断未定の表現の内部に，判断未確定と判断への疑念とをわかつのは，意味

的には，その判断のふたしかさの程度であり，形式的セtは文末助辞類のちがい

である。判断未確定は判断のふたしかさが弱く，終助詞「カ」をその特徴的形

式とするものであり，判断への疑念は，判断のふたしかさが強く，終助詞「カ」

を含む「カナ」「カシラ」などの交末助辞を，その特徴的形式とするものである。

　4・3・1　　⑧要求表現は，一般に，「質問文」（または隙i問文」）と雷わ

れるものと，「命令女」と蓄われるものとの総称である。要求するものが，相

手の返答であるか，桐手の行為であるかの別はあっても，”相手に対して求め

るところがある，，という点で，共通し一括しえて，他の衷現と大きく区別され

る。　（一般に．はr質問文」と「命令文」とiZl 「判断文」・「詠嘆文」と対立す

る2つの交表現に扱う。）　質問的表現は，ことばとしての返答を求めることに

重点が置かれる表現であって，肯定否定を表明するごとを求めたり，ことがら

についての選択や説明を求めたりするものである。これに対して命令的表現は，

行動としての応答を求めることに重点が置かれる表現であって，依頼・勧誘な

どから，強制的命令まで，各種の内容を含むから，その程度を大甥して消極的

行為要求と積極的行為要求とに2閉することとした。質問的，命令的と不明瞭

な語を用いた（「的」は連体助詞「の」の意味ではないところの，、今日の慣用

に従う。）のは，形式上は質問だが，内容は命令（あるいはその一種としての依

頼や勧誘など）であるものがあって，一般の通念めいたものとしての質問蓑現・

命令表現というだけでなく，それぞれの，いわゆる腕曲な表現も含み，そのわ

りふりについては，、特定の解釈をしなければならないものがあること，また，
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消極的行為要求の表現のなかには，命令衰現と言わず，依頼表現とか勧誘表現

とか欝って，呼びわけるほうがいいと，（「命令する」という語の意義から連想

して，）思われるものがあるが，分類上，これらをも一括し，適当な呼び名もな

いから，今体としての呼び名を命令的表現としたのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　．
　要求表現の分類はつぎのごとくである。

　4・3・2　　以下に実例を示して，多少の説明を述べる。（前記岡三表現にお

けると問様，下位分類における実例と説明をさきに記し，あとでそれらの上位

分類の説明を述べる。）

　③・1・1・1　確認要求の表現

　確認要求の表現というのは，話し手が自己の判断について，相手の確認を求

めることの明瞭な表現であって，その点，判叙表現の文末に「ネ」「ナ」などの

終助詞をともなうものと，意味的にも形式的にも，よく似たものがあるが，そ

のほか，「～ダロウ？」r～デショウ？」「～ジャナイ？」「～ジャナイカ？」と

いう文末助辞をともなう形式がある。「～ダロウ」「～デショウ」の，推定の表

現を，推量という断定の一種と見たのは，この，確認要求での判断の内的存在

と相関する。

　○～ネ

　　　「Uソナカデハサ　アナタガ　イチバソ　アVトウネ？」〈こん中ではさ　あな

　　　たカミ　　一番　　哩重党ね？〉　　（3｛3L15－2）

　　　「カケタ　サイシtt　a　ナソカ　キソウダヅタノネ？　ニサソユチシテ」〈かけた

　　　最初に　なんか　来そうだったのね？　2・3日して〉　（3（2L玉づ）

「ソノ　ヒトノ　ヨビナ

すね？〉　（5－13－4）

「カミクズカゴダaネ？」

「ミソカソノ　ホウガ

ね？〉　　（12－7－17）

aビナデスネ？」〈その　人の　呼び名　呼び名で

　　（5－11－3）

イイ　ワケデスネ？」
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　　「ヤッタ　コト　ァリマスネ？J　（12－20－H）

　　「ソレカラ　コナイダ　ブチガ　モッテイタネ？　ソノ　ソバカス　ケス　クス

　　リ」　〈それから　こないだ　ブチが　持っていたね？　その　ぞぼかす　消す

　　薬〉　（22－21一一12）

　　「ジャ　パックミタイナ　モソナソダネ？」　くじゃ　パックみたいな　もんなん

　　だね？〉　（22－20－16）

　　「キクチサン1・　トミナガサソデスネ？」　〈キクチさんと　トミナガさんですね

　　？〉　（27－8－24）

　　「ソウジタラ　イタダキニ　クルデショゥネ？　キット」　（27－7－7）

　　「ダケド　アレガ　イチパソ　ウレルソダッテネ？」　（正6－22－8）

　　「マジメナ　ハナシダSt　f？」　（16－11－3）

○～ダロウ

　　「ソノ　ヨビナハー　モット　クダケテソダロ？」　くその　呼び名ex　一　もっと

　　くだけてんだろ？〉　（5－13－8）

　　「ザルミタイx　ナッテイル　モソダロ～」　（5－10－15）

　　「オシノ　ツヨイ　オトコトカネー　ナソカ　ソウイウフウナ　コウ　イウヨウ

　　ナコトイウソダロ？」くおしの強い男とかね一なんかそういうふう
　　な　こう　いうような　こと　言うんだろ？〉　（5－13－8）

　　「コソドバ　カミセイヒソダロウ？」〈今度は　紙製贔だろう？〉　（5－5－10）

　　「アレ　アレダロ　ナガーイ　ヤツダロ？」　（22－5－4）

　　「ニホソゴジャナイ　トウキョウゴダロ，」〈日本語じゃない　東京語だろ？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－29－19）

　　rデモ　カオガ　ミェナクテモ　トミタサソノ　ホウハ　メガネデ　マチガイナ

　　イダロウ？」　くでも　顔が　晃えなくても　トミタさんの　方は　メガネで　ま

　　ちがいないだろう？〉　（16－9－4）

　　「イチネソカソ　コウカイ　シナイソダロウ？」　〈1年間　公器　しないんだろ

　　う　？〉　　（16－6－14）

○～デショウ

　　rデモ　ナル　モノッテ　イチネソオキナソデショ？」　〈でも　なる　ものって

　　1年置ぎなんでしk？〉　（3｛2）一8－4）

　　「オトトシ　イッテ　キョネソ　イッテ　コトシ　イッタデショウP」　くおとと

　　し行って　虫年行って　今年行ったでしょう？〉　（3t3）一‘y－5）

　　「イP・　d　Ptアルデシ・ウ？クモノナマエガ」〈いろいろあるで屋う？

　　雲の　名前が〉　（5－1－18）

　　「ヘソシュウキョクト、イワレタデショウ？」〈編集局と　雪われたでしxう？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－11－11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　110



　　「ボケソ　モラッテイル　アイダニ　ショウカイガ　アッタデショウ？」〈保険

　　もらvている　間に　紹介が　あったでしょう？〉　（12－4－10）

　　「アノ　ソツギョウノ　トキハ　テストガ　アリVシタデショウ？」〈あの卒

　　業の　時は　テストが　孝）りましたでしscう？〉　（12－15－19）

　　「ナイデショゥ？」　（22－14－2）

　　「アレヲ　コウ　ホラ　ケズッチャッタデショ？　ガケヲネ，ホトソド」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27－12一！8）

　　「オオキイ　オ・・カデショ？」〈大きい　お墓でしx？〉　（22－8－15）

　　「デ　イマハ　ナユモ　アノ・一一　ヒキモノヤナソカ　ナラソデソデショウ？」’

　　〈で　今は　何も　あの一　引き物やなんか　並んでんでし禽う？〉　（27－5－18）

　　「ソシタラ　モウ　カイサソデシaP」くそしたら　もう　解散でしょ？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－17－14）

　　「サソジェウゴネソゴロ　ツクラレタソデショウ？　アレ」　〈35年ごろ　作られ

　　たんでしxう？　あれ〉　（16－6－1）

○～ジャナイ

　　「ユガワラヘ　イッタジャナイ？」〈湯河原へ　行ったじゃない？〉　（3｛33－2－9）

　　「アラ　ソレジャー一　イイジャナイ？」　（3‘2L9－2）

　　「ケーキノ　マワリニ　ヌロウト…～…テデ　マワシナガラ　キレイニ　コゥ

　　ヌッチャウジャナイ？j＜ケーキの　まわりに　塗ろうと…～…手で　まわしな

　　カミら　　　き2XL・1・1二　　　こ　う　　塗っちゃ　う　じnyなV・P＞　　（3（v－7－2）

　　「ダケレド　ヨクサ　ニホソジャ　タトエバ…～…Sワイト　イウ　コ野バガ

　　ハヤッテイルジャナイ？」〈だけれど　よくさ　臼本じゃ　たとえば…～…弱い

　　と　いう　ことばが　はやっているじゃない？〉　（22－24－5）

　　「イハイト　ソレカラ　アレニ　カイテアルジャナイ？　アノ　セキヒュ」　〈位

　　牌と　それから　あれに　書いてあるじゃない？　あの　石碑i．こ〉　（27－5－i2）

　　r…～ミソナ　トナリノ　ホウヘ　サガッテモラッテサー　シニソト　フタリッ

　　キリS　ナッチャウジャナイ？」〈…～みんな　隣の　方へ　さがってもらって

　　さ一　死人と　2人づきりに　なつちゃうじゃない？〉　（22－19－4）

　　「…～シソジュクノ　ユウビソキaクノ　ギャング…アレヲ．Yネシタソダッテ

　　ハナシジャナイ？」　〈…～新犠の　郵便局の　ギャング…あれを　まねしたんだ

　　って　話じゃない？〉　（16－6－9）

　　「コンド　オノデラ　スキナノガ　クルソジャナイ，　メイジザデ」　〈今度　オ

　　ノデラ　好きなのが　来るんじゃない？　明治塵で〉　（16－22－1）

○～ジャナイカ

　　「カジノ　ゲソバジャナイカ」〈火事の　現場じゃないか〉　（5－8－20）

　　「ダカラ　ソウ　イッテルジャナイカ」　（5－1ひ17）・
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　　　「イイジャナイカ」　（16－16－21）

　　　「ジブソモ　セイネソ，ジブソモ　セイネソジャナイカ」〈自分も　青年，自分

　　　も　青年じゃないか〉　（16－20－1xl）

　　　「ソノマ＝＝ア・タジ・ナイカ，ナソカr7ナ』・テイウノガ」〈その

　　　前に　あったじゃないか，なんか　置罠』って　いうのが〉　（16－tF3）

　③・1・1・2　判定要求の表現

　判定要求の表現というのは，相手にyesかnoかの判定を求める表現であっ

て，詣し手が，自己の判断の成立するか否かを，相手の判定にまつものである。

判叙表現の形式のままの文末に，昇調をくわえるものと，：文末に，終一類「カ」

「ノ」をとるものなどがある。

　○～カ

　　　　「アー　アレデモ　マダ　マソカイジャナイソデスカ？」　くあ一　あれでも　ま

　　　だ　満闇じゃないんですか？〉　（3｛2｝一6－3）

　　　　「ジャ・・一　シソメニ　ナルソデスカ？」　〈じゃ一　新芽に　なるんですか？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3C2｝一11－6）

　　　　「キジャナクテ　タケデスカP」〈木じゃなくて　竹ですか？〉　（5－1（Fl）

　　　　「ソレデ　イイソデスカP」　（5－4－15）

　　　　「セイホソヤ　イソサツカソケイハ　イヤデスカ？」〈製本や　印刷関係は　い

　　　やですかP＞　（12－3－17）

　　　　「ナイショクモ　ヤッタ　コト　ナイソデスカ？」　〈内職も　やった　こと　な

　　　いんですか？〉　（12－10－5）

　　　　「ジ＝ソスイデスカ？」〈純粋ですかP＞　（22－1－18）

　　　　「ユッタカ？　ソソナ　コト，オレハ」〈欝つたか？　そんな　こと，おれは〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－22一13）

　　　　「オダイシバ　オツケシマスカ？」　くお台紙は　おつけしますか？〉　（27－9－3）

　　　　「ヨウシト　モウシマスト　モウシコミショデスカ？」〈用紙と　申しますと

　　　申し込み書ですか？〉　（27－1－18）

　　　　「ホヅカイドウノ　ヒ1・ハ　ハダソソナッチャヅタノカ？」〈北海道の　人は

　　　破談ん　なつちゃわたのか？〉　（16－15－23）

　　　　「オレ　ズイブソ　クダラナイ　コト　シャベッタカP」　（16－11つ）

　○～ノ

　　　　「セイヨウリョウリヤ　ニホンリョウリ　ゼソブ　ヤルノ？」〈西洋料理や　日

　　　本料理　全部　やるの？〉　（3”n－11－1）

　　　　「カターーイノ？」〈堅一いのP＞　（3t3》一t7－1）

　　　　「ジャー　ボクタチノ　ショクギuウニ　カソケィ　ァルノ？」くじや一　ぼく
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　　たちの　職業1ご　関係　あるの？〉　（5－4－10）

　　　「トニカク　カゴミタイニ　ナッテソノ？」　（5－11－1）

　　　「デ　ゼソゼソ　タイム　ハカッタ　コト　ナイノP」　〈で　ぜんぜん　タイム

　　計った　こと　ないの？〉　（12－15－24）

　　　「シツギuウボケソガ　アッタノ？」〈失業保険が　あったの？〉　（12畷一4）

　　　「アノ’カイミョウガ　カイミョウガ　カイテアソノ？」〈あの　戒名が　戒名

　　が　書いてあんの？〉　（22－6－3）

　　　「シラキデ　ハイッテソノ？」〈由木で　はいってんの？〉　（22－1G－D

　　「ソレハ　ヤッパリ　コワイヅト　イウ　コトナノ？」・（22－28－11）

　　「ソレデ　トミタサソ　フリコソダノ？」〈それで　トミタさん　ふりこんだの

　　？〉　（16－9－20）

　　rコッチ　キタノー一？」〈こっち　来たのP一？〉　（16－8－13）

　　「スキナノ？1〈好きなの？〉　（16－16－17）

・一ソジ・ナ欄・

　　「タダ　ヌレバ　イイソジャナイノ？」　〈ただ　塗れば　いいんじゃないの？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｛i］一6－9）

　　「モウ　チョット　スマートナソジ閏ナイ？」〈もう　ちxつと　スマートなん

　　じゃない？〉　（3t2）一3－8）

　　「ノソチャン　イチバソ　イッテソジャナイ？」＜ノソちゃんL番　行ってん

　　じゃないP＞　（3｛3｝一7一正O）

　　「ソノ　シソブソバ…～…ヨムト　イウ　コトヲ　シナイデ　ナニカ　ホカノ

　　＝トヲ　スルソジャナイPj〈その　新聞は…～…読むと　いう　ことを　しな

　　いで　何か　ほかの　ことを　するんじゃない？〉　（5－5－23）

　　「アノ　アタマニ　カブセテ　ヒルネ　シテルソジャナイ？」　〈あの　頭に　か

　　ぶせて　昼寝　してるんじゃないP＞　（5－7－2）

　　「オサケ　カケテ　オクソジャナイカ？」くお酒　かけて　おくんじゃないか？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－13－11）

　　「ダイタイ　カイミョウ　オボエテナイソジャナイカイ？」　〈大体　戒名　覚え

　　てないんじゃないかい？〉　（22一・3－10）

　　「スコシ　ムイタ　ホウガ　イイソジャナイ？」　（22－20－21）

　　「イマ　アノ　チホウモサ　ドソドソ　ヒョウジュソゴカ　サレテイルソジャナ

　　イ？」　〈今　あの　地方もさ　どんどん　標準語化　されているんじゃない？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－7－10）

　　’rモウ　キタソジャナイノ？　エイガハ」くもう　来たんじゃないのP　映画は〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　（16－5－15）

○～？（文末昇調）
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　　　rフツウノ　オウチ・？j　〈普通の　おうちP＞　（3CIL2－1）

　　　「アナタ　イッショジャナカッタ？」　（3c3L1一一9）、

　　　「ソイジャ　セイジニ　カソケイガ　アル？」〈そいじゃ　政治に　関係が　あ

　　　る，〉（5－7－24）

　　　「ウツクシイ？」　（5一・1－8）

　　　「ゲソザイ　イラッシャル　トコロカラ　ツウキソ　シテ　オシゴトハ　デキマ

　　　セソ？」〈現在i　いらっしゃる　所から　隔日　して　お仕事は、出来ません？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－11－7）

　　　「ナニナ＝カタト　シナイデモ　オテガミ　トドキマス？」　〈何々方と　しない

　　　でも　お手紙　届きます2＞　（12－1－2）

　　　「カイミョウ　カイテナイダuウ？」〈戒名　書いてないだろう？〉（22－3－21）

　　　「シッテテモ　ビョウシツ　ウツサナイワケ？」＜知ってても　病室　移さない

　　　わtナ　？〉　　（22－1－10）

　　　「イチノセ　ヨコタト　ナッテル？」〈イチノセ　ヨコタと　なってる？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27－8－7）

　　　「ニシュウカソッッッタ？」〈2週聞っつった？〉　（27－8－4）

　　　「オモシロイッテ？」　（16－5－5）

　　　「Uッノ〈ラッタ　ヒ？」〈酔っぱらった　 日？〉　（16－11－9）

　③・1・2・1　選択要求の表現

　選択要求の山詞というのは，判定要求の表現が，2っ，特殊な形で連結し，

そのどちらかの判断を，二手に選択することを要求するものである。典型とし

ては，「Aか，Aでないか？」の型が基本である。あらゆるものごとはAかAで

ないかのいずれかにきまっていて，あますところがないから，これ以外の選択

はできず，「Aだ」または「Aでない」という容えが求められる。これに対し

て，「Aか，Bか？」の型がある。これは，　Aの反対概念・対立概念をBに旧

くことによって，現実シこは，「Aか，Aでないか？」に準ずる内容を持つことも

しばしばあるが，原：理的には，「Aか？」および「Bか？」という判定要求2つ

を連結させたものであって，それぞれ，単独ならば，yes，　no，で答えられる

が，2つ連結して回せられたために，yes，　no，では答えきれなくなるもので

ある。この型は，当然，「Aか，Bか，　Cか，……Nか？」という連結を許

容するが，実際上は，そう沢山並ぶものではない。われわれの共通資料では，

3つ並ぶものさえもなく，2つまでであった。このような，文連結型を，文型

のなかに入れることの可否は，解釈のわかれるところであるが，われわれは，
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肯否要求表現が，2つ（以上）連結したために，変じて肯否要求表現でなくな

るという事実を重視し，その一つ一つは，独立する文ではなく，合して1つの

文としてはたらくようになると考えて，：文型に参与させることとした。

（「文の認定」42ページ参照。）

　　　　「カラダ　ジブソデ　ヒカクテキ　ジョウブト　オモワレ舜ス，ソレトモ　アマ

　　　リ　ジ？Lウブデナイト　オモワレマス？」　＜体　自分で　比較的　丈夫と　思わ

　　　れます，それとも　あまり　丈央でないと　思われます？〉　（12－21－ll）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　る　　　　「ゴク　カタチハ　マールイデスカ，ナガイソデスカ？」　〈ごく　形は　丸いで

　　　すか，長いんですか？〉　（5－3－5）

　　　　「ソレジャ　シソブソシャノ　＝ソゲソカ，シャガイノ　ニソゲソカ？」　くそれ

　　　じゃ　．斬聞社の　入間か，口外の　人閾か？〉　（5－12－6）

　　　　「コタイデスカ，エキタイ？」〈固体ですか，液．体？〉　（5－1－4）

　　　　「アサデスカ，パソデスカ？」〈朝ですか，晩ですか？〉　（5－1－20）

　　　　「ヤッパリ　シソブソニ　カソケイガ　アルト　イッテモデスネー　コノ　ヘソ

　　　シュウテキナ　コトカ，アルイハ　ソノ　シソブソノ　ジギョウト　イウ　ゼソ

　　　タイノ　ケイエイテキナ　コトカ，ドヅチデスカP」〈やワばり　新聞に　開係

　　　が　あると　いってもですね一　この　編集的な　ことか，あるいほ　その　新

　　　闘の　事業と　いう　全体の　経営的な　ことか，どっちですか？〉　（5－12－21）

　　　　「マユニ：…ノヨウナ　オシゴトヲ　キボウシマスカ，ソレトモ　アノー　コウイ

　　　ソサソナラ　ホカノ　オシゴトデモ　イイデスカP」　〈前に…のような　お仕事

　　　を　希票しますか，それとも　あの一　工員さんなら　ほかの　お仕事でも　い

　　　いですかPj　（12一レ21）

　　　　「カラダノ　ホウ　ジブソデ　ヒカクテキ　ジョウブト　オモワレマス，ソレト

　　　モ　ビョウキ　シヤスイデスカ？」＜体の　方　自分で　比較豹　丈夫と　思わ

　　　れます，それとも　病気　しゃすいですか？〉　（12緬一18）

　　　「キョネソノ　イマゴロカ，モヅト　マエカ？」　〈表年の　今ごろか，もっと

　　　？］tiヵ、　P＞　　（董6－10－7）

　⑧・1・2・2説明要求の表現

　説明要求の蓑現というのは，いわゆる「疑問詞」を含む質問の衷現であっ

て，その内容を説明することを糧手に求めるものである。いわゆる疑闘詞は，

判叙表現のなかにも翔いられる。（「イツ　カレガ　カエヅタノカ　キガ　ツカ

ナカッタ」rイツデモ　イイ」など。）したがって，特定の時・所・人などをさ

だめえないことをあらわすのが，その意義であろうから，「不定詞」の名称が

ふさわしい。名称はとにかく，これが質問的野現の象徴であるかのように考え
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ることはできないわけで，その文を質問的表現とする特徴的要素は，全体とし

て，相手に答えを求めるという意味内容，すなわち意図自体にあると考えられ

る。詞的要素の不定詞は，辞的要素の終助詞「カ」とともに，それを外形にあ

らわすのに，最もたやすいような，意i義と機能とを持つ語なのである。この説

明要求の表現は，そのうちの不定詞を，特徴的要素の形式として持つものであ

る。

　〈一般不定詞〉

　　　「ノソチャソチ　ナニガ　オイシイノ？」〈ノンちゃんち　何が　おいしいの？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｛3｝一20－5）

　　　「ハナノ　トコヘ　イヅテ　ナニヲ　コウ　ツッツクソデショウ？」〈花の　と

　　　こへ　行って　何を　こう　つっつくんでしょう？〉（3ω一2－10）

　　　「サイキソネ　イチバソ　ドコノ　ヤマヘ　イッタノ？」　〈最近ね　一番　どこ

　　　の　由へ　行ったの？〉　（3‘3｝一1－D

　　　「ナーソデスカP　トチェウデ　ヤメチャッテ，カソケイ　ナイヅテ」　〈何です

　　　か？　途中で　やめちゃって，関係ないって〉　（5－12－3）

　　　「Pt　・一　ドッチデスカ？」　（5－12－7）

　　　「ホケソノ　トキハ　ナソニ　タノソデオイタノP」　〈保険の　時は　俺に　頼

　　　んでおいたの？〉・　（12－xl－12）

　　　「イツカラ　イツマデ　オットメ　シテラッシャイマシタ？」　（12－8－19）

　　　「マェ　ォツトメ　シテタノハ　ドコヘオットメ’シテラッシャイマシタ？」〈前

　　　お勤め　しでたのは　どこへ　お勤め　してらっしゃいました？〉（12－8－14）

　　　「ナニ，」　〈何？〉　（16－1－15）

　　　「ダレニ　マケルノ？」　〈だれに　負けるの？〉　（16－15－10）

　　　「ドコデ　ヤヅテタノ？　『チャンピオン』」　（16－zl－23）

　　　「ボク　 ドレ？」　（16－2－22）

　　　「ナニ　シャベレパ　イイノ？」　（22－i－to）

　　　rソノ　ゴダイ　ツブレルヅテ　イウノハ　ダレガ　ソウイッタワケ？」〈その

　　　5代つぶれるって　いうのは誰が　そういったわけ？〉（22－14－20）

　　　「イツゴv　デキマス？」　（27－9－10）

　　　「ドチラノ・ホウヘ　オオクリ　イタシマスソデゴザイマスカ？」くどちらの

　　　方へ　お送り　いたしますんでございますかP＞　（27－6一・22）．

　つぎの諸例は，不定詞を含んで説明要求をあらわし，同時に，判定要求を

もあらわしていると考えられるものである。したがって，これらは，一次的
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には判定要求の表現であり，二次的に説明要求の表現であると解釈すること

もできるし，その逆の解釈もできる。また，一次的・二次的というよりは，

その複合であると解釈することもできよう。ここでは，不定詞を含む質問の

蓑現ということで一括し，この説明要求の表現のなかに入れた。

　　「ホカニハ　ナニカ　ゴキボウ　アリマセソカ？」くほか1こは　何か　御希望

　　ありませんか？〉　（12－14－18）

　　「オカァサソハ　ナニカ　シゴトヲ　モッテマスカ？」くお撮さんは　何か　仕

　　蒋を　持ってますか？〉　（12－19－16）

　　「エトカネ　ソウイッタ　アノー　シュミデスネ，ナニカゴザイマセソカ？」

　　〈絵とかね　そういった　あの一一一一　趣味ですね，何か　ございませんか？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12r　13um23）

　　「サソミニ　ナニカ　カソケイガ　アッテP」　〈酸味に　何か　関係が　あって

　　？〉　（22－17－20）

　　「ソレカラ　ァソナイジョウデスネ　ナニカ　ヒナガタ　アリマスカ？」　〈それ

　　から　案内状ですね　何か　ひながた　ありますかP＞　（27－3－1）

〈数に関する不定詞〉

　　「ナソカイグライ　イッタノ？」　〈何回ぐらい　行ったのP＞　（3（SL4－4）

　　「ナソ＝ソグライ　キテルノ？」〈何人ぐらい　来てるの？〉　（3ti！－1－3）

　　「イクソチグライノ．ヤマPj　〈いく日ぐらいの　山？〉　（3｛3）一3－3）．

　　「タイプハ　ナソカゲツ　オヤリニナリVシタカ？」〈タイプは　何か月　おや

　　りに・なりましたか？〉　（12－15－9）

　　「ジカソハ　ナソジゴロマデ　ヨμシイソデスカ？」　〈時閥は　何時ごろまで

　　よろしいんですかP＞　（12－14－14）

　　「イモウトサソハ　ナソニソ？」　＜妹さんは　何人P＞　（12－19－4）

　　「ダイタイ　シュウニxウ　オイクラクライ　アリマシタ？　コノトキニ」　〈大

　　体　収入　おいくらくらい　ありました？　この時に〉　（12－8－20）

　　「オトウサソ　オイクツデスカ？」　（12－19－6）

　　「ナソプソグライ　ヤッテ　オラレルソデス？」　〈何分ぐらい　やって　おられ

　　るんです？〉　（16－1－1）

　　「サソゼソ　イクラ？　マグタノ」〈3千いくら？　負けたの〉（16－1（〉一12）

　　「ナユテツ？」　〈何鉄？〉　（22－20－20）

　　「ナソマイグライ　トレバ　イイワケ？」　〈三枚ぐらい．取れば　いいわけ？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－20－20）

　　「キチジョウジ　ナソバソチデゴザイマスカ？」　〈古祥専　何番地でございます

　　th4　？〉　（27－7－17）
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　　「モシモ　オクッテイタダクトスルト　オイクラナソデス？　オソウリatウハ〉

　　〈もしも　送っていただくとすると　おいくらなんです？　お送料は〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27－6－2！）

〈葺蓬唖言司的不定副司〉

　　「オバサソ　ヤマナソカ　ドウデスカ？」〈おばさん　由なんか　どうですか？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3（S）一11－4）

　　「ドウカシラ？」　（3c3｝一3－8）

　　「ゴシxジソバ　ドウ　ナサルソデスカ？」〈御主人は　どう　なさるんですか？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－10－17）

　　「マエノ　トコロバ　ドウシテ　ヤメタノ？」　〈前の　所は　どうして　やめた

　　の？〉（12－3－7）

　　「ソPバソバ　ドウデスカ？」　（12－2－7）

　　「レソズガ　ドウカ　シテタノカネー一？」〈レンズが　どうか　してたのかね一

　　？〉　（16－9－18）

　　「ドウシテナソダロウネー？　アレー一　」　（16－9－11）

　　罫ナソデカシラ？」　〈何でかしら？〉　（22－16－19）

　　「ソレニヨッテ　ドウスルノ？」　（22－2（H4）

　　「ドウシテグカ　シヅテルカイ？」　（22－17一17）

〈連体護司白勺不定言司〉

　　「デ　ソレデ　アジハ　ドソナノ　ツケルノ？」　〈で　それで　味は　どんなの

　　つけるの？〉　（3Ci｝一12－10）

　　「ナソブセソベーヅテ　Xソナカソジ？」〈南部せんベーvて　どんな　感じ？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3CS）一！7－1）

　　「ドノクライ　スキ」　〈どのくらい　好き，〉　（3〔3｝一15－4）

　　「ドウイウ　イミナソデスカネ・・一一？」　くどういう　意味なんですかね一？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5－10一一11）

　　「オキュゥリョウノ　キボウハ　ドノクライデスカ？」　〈お給料の　希望は　ど

　　のくらいですか？〉　（12－3－5）

　　「イップソカソニ　ドノクライ　ウテマスカ？」　〈1分間に　どのくらい　打て

　　ますか？〉　（12－15－17）

　　「バショハ　ドノヘソガ　イイソデスカ？」　〈場所は　どの辺が　いいんですか

　　？〉　（12－2－17）

　　「マー　キボウトシテハ　ダイタイ　ドウイウ　カイシャヘ　ハイリタイト　オ

　　モッテオリマス？」くま一一庸望としては　大体　どういう　会社へ　はいりte

　　いと　思ワておりますP＞　（12－21－23）

　　rドソナ　オシゴトガ　HロシイソデスカP」　くどんな　お仕事が　よろしいん
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　　　ですか〉　（12－15－17）

　　　「ドノクライ　カカッタノ？　ジカソ」〈どのくらい　かかったの？　時聞〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－8－9）

　　　rドノクライノ　オオキサカシラ？」　くどのくらいの　大きさかしら？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22一一8－11）

　　　「デ　コレ　イソサツハ　オネガイシテ　ドノクライデ　デキマス？」　くで　こ

　　　れ　印刷は　お願いして　どのくらいで　出来ます？〉　（27－5－1）

　　　「オクッテイタダクト　ドノグライ　カカルデショウカネ？」〈送っていただく

　　　と　どのぐらい　かかるでしょうかね？〉　（27－9－6）

　　　F’タダシバ　ドノ望ウナ　ジデゴザソシaウカ？」　＜タグシは　どのような　字

　　　でござんしょうか？〉　（27－7－24）

　③・2・1　消極的行為要求の蓑現

　前述した，広義”命令。の表現のうち，いわゆる勧誘・勧奨などの”すすめ“

の表現，および，希求・依頼などの表現が，この消極的行為要求の表現である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　”すすめ“には，不定詞を含む「ドウデスカ」「イカガデスカ」なども用いら

れるが，主として，「～シマショウ」「～ショウ」という意志の表現が，話し手

ばかりでなく，梢手を含む全体としての意志の表現に転用されて，糊手に対す

る行為要求に用いられる。

　○～シマショウ

　　　「ソレカラ　エー一　＝ウブツセイヒソノ　パアイモ　アリマスケレドモ　コノ

　　　バァイハ　タケデ　Vイリマショウ」　くそれから　え一　鉱物製品の　場合も

　　　ありまずけれども　この　場禽は　竹で　まいりましxう〉　（5－10－3）

　　　rシ’ナモノ　キメマシnウ」〈品物　決めましょう〉　（5－10－9）

　　　「アトァト　ノコル　ロトヲ　カソガエテ　ヤッパリ　スコシ　オヒソノ　イイ

　　　ハナシヲ　イタシマショウ」　〈あとあと　残る　ことを　考えて　やっぱり　少

　　　し　お品の　いい　話を　いたしましょう〉　（22－1－23）

　　　「サテ　ッギノ　ワダイハ　コウ　アカルク　イキマショウヨ，コソドハ」〈さ

　　　て　次の　話題は　こう　明るく　いきましょうよ，今度は〉　（22－18－8）

　　　「ドウモ　アソマリ　クライ　ハナシバッカリ　シマシタカラ　コノヘソデ　ヒ

　　　トツ　ワダイヲ　カェマショウ」　〈どうも　あんまり　暗い　話ばっかり　しま

　　　したから　この辺で　ひとつ　話題を、替えましょう」　（22－16－10）

　　　「ソウイウノハ　ヤメマショウ」　（22－1－22）

　○～シテイタダキマショウ

　　　「ト　ィゥ　トコロカラ　ハジマッチ　ジャ　ミナサソニ　イロイロト　オシャ
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　　　ベリヲ　シテイタダキマショウ」〈と　いう　ところがら　始まウ七　じゃ　砦

　　　さんに　いろいろと　おしゃべりを　していただきましxう〉　（22一ト8）

　○～ドウデスカ

　　　「スボーツノ　ハナシデモ　ドウデスカ」〈スポーツの　話でも　どうですか〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－16－12）

　○～イカガデス，　～イカガデスカ

　　　「グット　コウチャノ　ハナシナド　イカガデス」〈ぐっと　紅茶の　議など

　　　いかがです〉　（22－17－11）

　　　「イカガデスカ」　（5－15－4）

　　「～シタラドウデスカ」の省略で「～シタラ」の形がある。共通資料には

　見えないが，「スポーツノ　ハナシデモ　シタラ？」〈スポーツの　話でも

　したら？〉，「モウ　ソロソロ　デカケタラ？」〈もう　そろそろ　出かけた

　ら？〉のように用いる。

　話しあうことを共通の場面とする共通資料セこは，結果として，ほとんど，強

い行為要求の表現があらわれなかったのであるが，そればかりでなく，消極的

行為要求の表現となることができると考えるところの，上記以外のいくつかの

蓑現も，あらわれていない。われわれは，1957年度実施の「表現意図に応ず

る発話の実験的調査」によって，そのような場面を設定して，いくつかの消極

的・積極的行為要求の表現をえた。それで十分であるという保証はないが，典

型のいくつかはえられたと考えられる。そこでの消極的行為要求の表現には，

つぎのようなものがある。

　○～スルモノダ

　　　Fイチドデ　パット　オキルモソヨ」〈1度で　パッと　起きるもんよ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8C－2－8）

　〈質問形式による〉　　　　（）　は実例のないもの。

　　～シテイタダケマスカ。　～シテイタダケマス？　～シテイタダケナイデ　
s
　　ショウカ。　～シテイタダケマセソカ。　シテイタダケマセソ？　～シテ

｛，卿＿ソデシ。ウカ．．

　　　（～シテクレマスカ。）　（～シテクレマス？）　～シテクレマセソカQ
　
｛

　　　（㌍シテクレマセソ？）　～シテクレ’ナイカ。　～シテクレナイ？
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穏；：；＝：二賀）鷺捲二∫三三詫認イカ』；

　　「…～…マタ　コノ　ツギPt　ヅイデノ　トキニモ　マワッラ’キテイタダケマス

　　カ」〈…～…まfe　この　次　ついでの　時にも　回ってきていただけますか〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（77v”（i－16）

　　「スミマセソケド　アノー　カサモッテナイモソデスカラ　チョット　イレテ

　　ッテイタダケマスT？」　〈すみませんけど　あの一　かさ　持って塞いもんです

　　から　ちftつと　入れてっていただけます一？〉　（77－7－10）

　　「スミマセソケド　モウ　スコシ　マッテイタダケナイデショウカ」　くすみまぜ

　　んけど　もう　少し　待っていただけないでしltうか〉　（77－2（）一1）1

　　「アノー一　スミマセソケドー　イV　チョヅト　ハハガ　デテ…～…アトニ　シ

　　テイタダケVセソカ」　〈あの一　すみませんけど一　今　ちょっと　母が　出て

　　…～…あとに．　していただけませんか〉　（80－2－16）

　　rイマー　オカネ　ナイソデスケドー　Vタ　キテイタダケマセソ？」　〈今一

　　お金　ないんですけど』また　来ていただけません？〉　（77－25－18）

　　「アノー　タイヘソ　オソレイリマスケド　カサ　アノ　イレテイタダケマセソ

　　デショウカ」〈あの一　大変　恐れ入りますけど　かさ　あの　入れていただけ

　　ませんでしょうか〉　（80－5－13）

　　「スミマセンケド　モウ　スコシ　マヅテクレマセソカ」　〈すみませんけど　も

　　う　少し　待ってくれませんか〉　（77－15・一6）

　　「ソレカラネ・・一・　コナイダノ　ニク…～…モット　イイノ＝　シテクソナイカ

　　ナ」　〈それからaa　一　こないだの　肉…～…もっと　いいのに　してくんないか

　　な〉　　（77－16－6）

　　「アー　ア／ネー　アノー　ブタニク　ヒャクメトネ，ソレカラ…～…ウチ　モ

　　ッテッテクソナイ？」　＜あ一　あのね一　あの一　豚肉　百匁とね　それから…

　　～…うち　持ってってくんない？〉　（77－11－14）

　　「ナルペク　ソノ　トキニ　シテモラ＝＝．ナイカシラ」　くなるべく　その　時に．

　　してもらえないかしら〉　（77－5一・3）

（～シナイカ）　　～シナイ？

　　「オキナイッ，」　〈起きないっ？〉　（77－14－14）

○～シナクチャダメジャナイカ。

　　「ハヤク　オキナクチャ　ダメジギナイカ」〈早く　起きなくちゃ　だめじゃな

　　K，Nrbx＞　〈77－6）

希求・依頼などの表現として，共通資料には，
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　　　「コレハ　モウ　ダイタイ　ァノー　アチラノ　オハッホリョウトデゴザイマス

　　　ネー　イッショニ　モウ　コチラヘ　セイリガ　シテアルソデゴザイマスガネ

　　　コレラ　ナカキイレ　ネガイマショウ」くこれは　もう　大体　あの一　あちら

　　　の　おはつほ料とでございますね一　一緒に　もう　こちらへ　整理が　してあ

　　　’るんでございますがね　これを　お書き入れ　願いましょう〉（27－2－4）

　　　「モッ1・　カガクテキニ　セツメイシテイタグキタイソデスノ」〈もっと　科学

　　　的に　説明していただきたいんですの〉　（22－17－23）

　　　「＝ノ　パアイダケハ　イワナイデモライタイネ」　くこの　場合だけは　言わな

　　　いでもらいたいね〉　（16－11－1）

があり，　「オ十（連用形）÷ネガイマス」，「～シテイタダキタイ」，「～シテモラ

イタイ」の類型が見られる。この同類として，「～シテホシイ」がある。いずれ

も，話し手の希望の気持が，相手に直接向けられたとき，希求の表現となるも

のであるσ

　その，語の意義による表現としては，「オネガイイタシマス」「オネガイシマ

ス」「ネガイマス」がある。共通資料には，

　　　「ソレジャー　オソレイリマスケド　オネガイ　イタシマス」　くそれじゃ一　恐

　　　れ入りますけど　お願い　いたします〉　（27－8－11）

がある。

　これらのほか，語の意義による消極的行為要求の表現のうちには，類型的形

式のものがあると考えられる。

　　、「カッテF　スルガイイ」〈勝手にするがいい〉，「スキナヨウニ　スル

　　ガイィ」〈好きなようにするがいい〉，rジユウニ　スルガイイ」〈自由

　　にするがいい〉のように，放任をあらわす表現は，「～シタラ　イイ1，

　　「～シタホウガ　イイ」という判叙表現に隣接して，消極的行為要求に使

　　われることの多い類型的形式である。

　否定的意義を持つ「イケナイjrイカソ」「～シテハイケナイ」「シテハイカ

ン」「ダメ」「～シテハダメ」「～シタラダメ」は，固定して，意義上，むしろ

積極的行為要求に入れられるが，「コマル」「～シテハコマル」「～サレテハコ

マル」「～スル一瞬オヨバナイ」は，意義上，消極的行為要求に入れられる。

　③・2・2積極的行為要求の表現

　いわゆる”命令tiの表現は，多く，これに属し，その類型セこは，かなり，さ
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まざまなものがある。動詞の命令形は，その単純明瞭なものであるが，前述の

ような共通資料の性質上，そのなかには例がなかった。「表現意図に応ずる発

話の実験的調査」から，その例をあげるσ

　一◆　「ジドウシャ　ヨベヨ」〈闇動車　呼べよ〉　（77－13－14）

　　　「ハヤク　オキロヨ」　〈早く　起きろよ〉　（77－10－15）

　　　「オキロッテバ・・’　」　〈起きうってeli　一一〉　（77－14－20）

　　　「アソマリ　アワテテー　アノー　キヲ　ツケロヨ」（77－11－1）

　　　「アソマリ　ダマスナヨ」　（77－11－21）

　同資料には，特定の語によるものとして，

　　　「キヲ　ツケテ　イヅテラッシャイ」　（77－25－15）

　　　「マタ　イラッシャイ」　（77－6－17）

　　　「ソレカラ　アノ　コノ　マエ…～…コンド　スコシ　イイトコ　クダサイネ」

　　　〈それから　あの　この前…～…今度少し　いいとこ　くださいね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（77－26－9）

があった。また，”すすめ“・希求・依頼の表現も，命令形または，それに準

ずる形式をとるものは，この積極的行為要求の衰現と認めたので，そのあらわ

れた範囲での類型は，共通資料ではつぎのとおりである。

　○～シテクダサイ　　～シテクダサイマシ　　～シテクダサイマセ

　　　「ドッチカ　バヅキリシテクダサイ」　（5－1－5）

　　　「ジャ　ソクジツ一口リノ　ホウへ　Vワシマスカラネ…～…ソコデ　ショゥカ

　　　イ　シテモラッテクダサイ」〈じゃ　即臼係の　方へ　圓しますからね…～…そ

　　　こで　紹介　してもらってください〉　（12－4－21）

　　　「イチオウ　デモ　ムコウデ　ソウダソ　シテミテクダサイ」　〈一応　でも　向

　　　こうで稲談　し，てみてください〉（12－5－2）

　　　「エート　ナナパソノ　ホウデネ　アノP・　ジュソニ…～…ナナバソノ　マェデ

　　　オマチニナッテクダサイ」くえ一と　7番の　方でね　あの一　順に…～…7番

　　　の　前で　お待ちになってください〉　（12－i2－18）

　　　「ソVデハネ　ナナバソノ　ホウデ　ゴソウダソ　イタシマスカラネ…～…ノ

　　　マエデ　オマチ晶ナッテクダサイ」　くそれでは　7番の　方ぞ　ご相談　いたし

　　　ますからね…～…の　前で　お待ちになってください〉　（12－14－22）

　　　「ソウデスネ　ソノ　ホカニネ　ナニカ　ゴジブソデ…～…コトガ　アッタラ

　　　ナッシャッテクダサイ」〈そうですね　その　ほかに　何か　ご自分で…～…こ

　　　とが　あったら　おっしゃってください」　（12－17－2）

　　　「ソレデハネ　アノ　テキトウナ　トコロガ　アッタラ…～…リレキショヲ　モ
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　　　ッテ　キテクグサイ」　くそれではね　あの　適当な　所が　あったら…～…履摩

　　　轡を　持って　来てください〉　（12－19－20）

　　’「オチャヲ　メシアガッテクダサイ」〈お茶を　めしあがってください〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－16－7）

　　　「ノドヲ　オシメシクダサイ」「（22－16－8）

　　　「ドウゾ　コチラヘ　オカケクダサイ」　（27－6－3）

　　　「サシツカエナイ　テイドニ　オカキイレ　クダサイマシ」　〈さしつかえない

　　　程度に　お書き入れ　くださいまし〉　（27－2－24）

　　　「ドウゾ　オカケクダサイマシ」　（27－6－3）

　　　「ショウショウ　ナマチクダサィマセ」〈少々　お待ちくださいませ〉（27－8－6）

　　　「チョヅト　オシラベソナヅテクダナイマセ」　〈ちkつと　お調べんなってくだ

　　　さし、ませ〉　　（27－8－7）

　　　「ドウゾ　オノ・イリクダサイマセ」　（27一一8－15）

　　　「ドウゾ　ココ　オカケ…オカケクダサイマセ」　（27－8－17）

　○～シテクレヨ

　　　ギアソマリ　ヘ…ヘソナ　＝ト　イワネ＝デ疏レヨ」　くあんまり　へ…変な　こ

　　　と　欝わねえでくれよ」　（16－1（｝一23）

’　　　「ヘソナ　コト　イワナイデクレヨ」〈変な　こと　言わないでくれよ〉（16－20－5）

　　　「イワナイデクレヨ，モウ」　（16－21－15）

　○～シテ　んシテヨ

　　　「ナニカ　シャベッテ」　（3“｝一i－1）

　　　’1「サー一　アゲテ　・アゲテ」くさ一　上げて　上げて〉　（22－17－6）

　　　「チョッ…チョット　マッチ，チuヅ…」　〈ちkっ…ちょっと　待って，　ちょ

　　　っ。。・〉　　（5－2－17）

　　　「ダカラ　イットイデョ」〈だから　行つといでよ〉（16弓9－6）

　○～シテゴラソナサイ

　　　　「トウキ・ウ・・Vナカイ・テゴラソナサイ」K東京の谷中行・てごらん

　　　なさい〉　（22－8－12）

　○～シネー

　　　　「マア　ノミネー一，ミズ」　くまあ　飲みね一，水〉　（16－10－17）

　このほか，「表現意図に応ずる発話の実験的調査」には，つぎのようなもの

があるげ

　○～シナサイ

　　　　「ノ、ヤク　オキナサイヨ」　（77－4－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　124



　　　「ミヨチャン　オキナサイヨー」＜ミヨちゃん　起きなさ払よL＞　（77－19－12）

　　　「カーズチit　一ソ　オキナサイ望」〈カーズちゃ一ん　起きなさいよ〉　（80－2－8）

　　　「オネ～サマ　オキナサイ」　（77－25－9）

　　　「キヲ　ツケテ　イカナイト　ジドウシャ＝　ブツカッチャウカラ　キヲ　ツケ

　　　テ　アキ…アルキナサイヨ」　〈気を　つけて　行かないと　自動車に　ぶっかッ

　　　ちゃうから　気を　つけて　あき…歩きなさいよ〉　（77－19Lf8）

　　　「キヲ　ツケテ　イキナサイ」　（80－2－12）　　　　　　　，、

　少々注記をくわえておきたい。前記の「ノミネ遍」〈飲みね一〉は，今日の

東京では，一般に硝いない形の，たわむれの用法であるが，「～シナ」「～シナ

ヨ」（「ノミナ」〈飲みな〉，「ノミナヨ」〈飲みなよ〉），または「オ～ネ」「オ～

ヨ」（「オノミネ」〈お飲みね〉，「オノミヨ」〈お飲み・よ〉《ネは三二1をとる））

という類例があると思われる。ただし，いずれも，共通資料には出てこないし，

このような終助詞の用法については，方言差・性差・位相差・年齢差などが強

く働くものと思われる。

　このほか，「～シテクダサイ」「～シテクレ」「～シテゴラソナサイ」「～シナ

サイ」に類する末交形式に「～シタマエ」「～シテゴラン」「～シテチョウダイ」

（前記，”発話の実験的調i査〃には，○「ブタノ　ジョウ　ヒャクメト，ソレカ

ラー　ギュウノー　ヒキ＝ク　ゴジ＝ウメ　アトデ　トドケテチョウダイネ」

〈豚の上百匁とそれから牛の一ひき肉50匁あとで届けてちょう

だいね〉　（80－3－11）がある。）などがあり，「オ～ネ」「オ～ejの終助詞のな

い形として「オ十（動詞連用形）1　（「オノミ」〈お飲み〉）がある。（否定の形式

「八十（動詞連用形）十デナイ（ヨ）」（「オノミデナイ（ヨ）」〈お飲みでない（よ）〉）

の表現は，今日，すでに，やや古い蓑現に属すると思われる。）’また，r～シ

テ」の強い表現に「～シタ　～シタ」（「ドイタ　ドイタ」〈どいた　どいた〉，

「ノソダ　ノンダ」〈飲んだ飲んだ〉。多く’重複型。）がある。

　また，「～スルノダjf～スルノ」「～スル」の類型で，判叙表現が，相手比向

けられるときは，強い積極的行為要求をあらわす。これも三筆資料には，例が

ないが，「ハヤク　アルクソダJ〈早く　歩くんだ〉，「ハヤク　アルクノ」〈早く

歩くの〉，「ハヤク　アルク」〈早く　歩く〉のように用いる。「～テイル」「～

ティルノ」r～テイルノダ」の形を用いることもある。「ソコデ　マッティル」
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〈そこで　待っている〉，「ソコデ　マッテイルノ」〈そこで　待っているの〉，

「ソコデ　マッテイルソダ」くそこで待っているんだ〉のように用いる。いず

れも，特定のイソbネーションをともなうことが多いようである。（前記”発話

の実験的調査“には，　「ジドウシャナンカ　キヲ　ツケルソダaJ＜自動車な

んか　気を　つけるんだよ〉（77－4－13）がある。）

　また，「ミズ！」〈水！〉（〈水をくれ〉をあらわす。）のように，名詞だけで

臨時的に積極的行為要求を蓑現することがある。）

　　　「チョット　スミマセソ，ミズ」　〈ちょっと　すみません，水〉　（16－3－5）

その相手の行為が場酒によって明瞭なとき，その行為の対象物だけをあげて，

その行為をあらわす動詞などを雀略してしまうものである。ドミズ！」という

表現は，それだけでは，行為要求の一般的表現意図を持たず，〈水をくれ〉をあ

らわすこともあり，〈水がある〉をあらわすこともあり，〈水が出た〉をあらわ

すこともある。場面によって，さまざまな内容をあらわすから，偲洌夏野現意

図を持つばかりであって，われわれの対象とする範囲を越えるものと考える。

　4・4・1　　④応答表現は，「ハイ」「イィエ」をはじめ，憲章のことばに対す

る醤語主体の態度・判断の表明であって，前述①・②・③め類が，いずれも，

あらたに亡し手の感情‘判断・凄求などを持ち出すものであったのに対して，

この応答表現だけは，つねに，「相手のことばの内容に対して，応じ筈えるもの

である。最詞分類としても，普通，応答詞は感動詞として，一括して扱われる

が，ここでは，分離する考えをとった。しかし，一方，詠嘆表現と応答表現と

は，絹通ずるところがないではない。すなわち，詠嘆表現は，自己の感情の衷

出であるが，その感情の対象が，一nc　trこは，ことがらである。そこで，その対

象であることがらが，濡手のことばの内容であるばあいltこは，応答表現との区

捌のつかないところができるのは当然である。逆に，応答蓑現として，相手の

ことばに対．して照せられるものであっても，その内容に対するおどろきや感嘆

などを表出するものならば，詠嘆表現との区別はない。文法論としては，その

連関が，重要な問題であるけれども，当直は，語の形式として重複するものも

多いから，所詮，特劇的部分について，それぞれの代表的形式を記述すること

砕なる。意味的にもジことがらに対する話し手の感情の表出を詠嘆表現とし，
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粗手のことばに対する態度・判断の表明を応答表現とするという，大すじの区

別を立てるにとどまる。

　4。4・2　　応答表現の分類はつぎのごとくである。

剃1：：1糊雛1難麟綱

　上記の最下位分類においては，それぞれに肯否のSljがある。しかし，肯否が

問題になるのは，t「受け“のあとの，’「答）Z　t，の段階においてであるから．④・1

。1声的受けにおいては，肯否の別はない○一般の分類では，三二が応答表現

の分類基準の第一に置かれるが，ここでは，鯛の墓準に従っている。その理由

は，前述①詠嘆表現における分類と対応させるためと，’二三の別は，応答表現

にあっても，三二表現や要求表現におけると同様，弁別の第一の基準とはなら

ないと考えたためである。それは，ちょうど，ダ・デス・デゴザイマスという，

一種の文体の鯛が，意図表現に関しては，分類の第一の基準とはならないのと

同様である。したがって，逆に書え．ば，ダ・デス・デゴザイマスという文体の

別や，肯否の表現の別も，文型の細部においては闘われる必要があるばかりで

なく，また別の観点からすれば，それらを分類の第一の基準にすることができ

るということを意味する。ただ，意図表現の当面の作業に際して，これらを，

こまかく扱うことを避けたにすぎない。ただし，この応答表現に関してだけは

簡単であるから，気高の別を例示することとした。以下に実例を記して，多少

の説明を述べる。

　4・4・3　④・1・1　声的受け

　独立したカードの用例としては，つぎの項の，語的類型を持った慈答詞の一

部と区別がつきにくいが，われわれのカーードの採集法からすれば，独立した半1

叙表現や要求表現の1文のカードのなかに，斜線／　／でかこんで記されてい

るものの多くは，これである。便宜，例示すれば，

　　　．1’デモネー，／ウソ／　シオウデニシテネ，／ウソ／　ソシテ　ミリソトネ，／ウソ／

　　　　タマゴノ　キミネ，ソレ　ツカヅテネ，／ウソ／スリパチデ　スルノヨ「　くで

　　　　もね一／うん／堀うでにしてね／うん／そして　味醸とね／うん／卵の　黄身
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　　　　ね，それ　使ワてね　／うん／すり鉢で　するのよ1’（3ω一3－3）

　　　1ドヨウノ　アサ　イッテ／ソー／ア，ドヨウ…キソヨウノ　ヨル　イッテネ，

　　　　／ソ，ソ／　ソレデ　ドヨウ　イチソチ　アルイテ，ソデ　ヨル　カエッテキテ

　　　　サ，／ウソ／ソイデ　アクルヒ　ハヤークネ　マタ　バスデ，タイヘソダヅタ1

　　　　〈土曜の　朝　行って　／ん命／あ，土醍…金曜の　夜　行ってね／ん，ん／そ

　　　　れで　土曜　いちんち　歩いて，んで　夜　帰って来てさ／うん／そいで　あ

　　　　くるH　早くね　また　バスで，大変だった〉（3c3）一3－4＞

　　　｛』デ，ソノ　ウエニネ，／ウーソ／オノリヲ　カケタリネ，／ウーウソ／コウ，ナ

　　　　ソテイウノカシラ，サムイ　トコヘイクトネ，オフヲ　アゲタリネ，／ウ・・一ウ

　　　　ソ／オモチノ　アゲタノヲ　ナソカ　ウエニ　オクラシイi1〈で，その　上にね

　　　ソう一ん／おのりを　かけたりね／う一うん／こう　なんていうのかしら，寒

　　　　い　とこへ行くとね　お数を　あげたりね／う一うんノお餅の揚げたのを

　　　　なんか　上に　麗くらしい〉（3t3〕一13－2）

　④・1・2　語的類型を持った応答詞

　いわゆる応答詞の代表であるが，前記のように，”声的受け“と，形式とし

て区別のつきにくいものがあるぽかりでなく，意味上も，区励のはっきりしな

いものがある。以下，語形を示す。

《肯定） 「アー’」，

「エ」，

「ウソ」，

「ウーソ

「ハ」，

「ハヅ」

「フソ」，

「へ」，

　「アー一　’一」，　　「アーアー一」，　　「アーソ」，　　「アアソー」

「エー」，　　「エ一一」，　　「エ一一二一」

　「ウーソ」，　　「ウウソ」，　　「ウーウソ」

ウーソ」，　　「ソー」

「ノ、一」，　　「ノ、一一一＿i，　　「ハーノ、」，　　「ハーハー」，　　「ハイ」，

　「フソー一　」，　　「フーソ」

「ヘー」，　「ヘー一　一」，　rへ一へ」，

　　　　　「ハアソー」

《否定》　　「イエ」，　　「イイエ」，　　「イイ　＝H」

　　　　　「イヤ」，　　「イヤー」，　　「イイヤ」

　　　　　「ウウソ」

④・2・1　指示詞（＋文末助辞）

この種の指示詞は，先行概念内容を指し示すが

「ヘーへ・一」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，これを自己の判断内容に持

ちこむことによって，網手のことばに関する肯否の応容とすることができる

もし，指示詞によらずに，相手のことばの一部を取り用いて，これを自己の判

断のなかに表現するならば，ことがらの内容としては同じでも，あらたな判叙
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の蓑現と見るのであるbすなわち，前項「エ』」「ウソ」「イヤ」の類の応答詞

も，そのあらわすことがらの内容としては，相手のことばの一部を取り用いて，

自己のあらたな判断叙述とするのと同じであるが，それがもっぱら応啓に用い

られるところの藷であるという形式の上で，応答表現と認められるように，指

示詞（十文末助辞）をも，応答表現と認めたのである。もとより，指二二が含

まれてはいても，その文表現としての形式はさまざまであって，そのどこまで

を応答表現と認めるかについては，解釈の上でも，形式の区：測の上でも，判然

とぎめかねるところがある。ここでは，”述語丈節に指潔詞を含む“というこ

とを記田表現の条件とした。しかし，談話における文脈上，応答蓑現ではない

と認められるものについては，たとえ，指示詞を含む述語文節を持つ文でも，

はじめから，応啓表現から除かれる。したがって，この種の表現に関しても，

表現意図が優先し，ついで形式上の特徴をとり上げるのである。

　また，指示詞を含む述語文節を持つ応答表現にも，これだけでなくて，主語

や修飾語がいろいろについていることがある。たとえば，「ボクモ　ソウナソ

ダ」〈僕も　そうなんだ〉（22－2－10），「ダーイタイ’ソウネ」〈大体そうね〉

（3（3）一12－9）のように。これらも，ここでは応答表現に加える。なぜならば，

これらは，上記条件にかなうことはもちろん，文全体として応答表現であるこ

とも明らかだからである。なお，念のために述べると，しばしばあらわれる重

複形「ソウ　ソウ　ソウ」や「ソウデス　ソウデス」のたぐいは，それぞれ

「ソウ」や「ソウデ刈1つずつを対象とする。これについては「文の認定」

の章に述べたところであり，前項に関しても「イヤ　イヤ」「エー　エー」な

ど，それぞれ「イヤ」「＝一」1つずつを対象とするものである。また，類型的

にあらわれる「エー　ソゥデス」「アー　ソウ刺の類についても，「文の認定」

の章に述べたように，応答としては，それぞれ2つの文の表現とみなされる。

　《肯定》　「ソウ」，　「ソウヨ」，　「ソウネ」，　「ソウネー」，　「ソウネー一」，

　　　　　「ソウナノ」，　「ソウナノaネ」，　　「ソウイウコトaj，　　rソウソ」，

　　　　　「ソウソウ」，　　「ソウソウソウ」，　　「ソウソウソウソウ」，　　「ソウデ

　　　　　ス」，　　「ソウダj，　　「ソウデスヨ」，　　「ソウダaj，　　「ソウデスネ」，

　　　　　「ソウデスネー」，　「ソウダネー」，　「ソウダナー」，　　「ソウグUナ」

　　　　　「ソウ　ソウデス」，　「ソウデス　ソウデス」；　「ソウダ9，ソウダヨ」
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「ソウデショウ」，　「ソウデショウt・　一一j，　「ソウデゴザイマショウネ」，

「ソウデゴザソスネ」

「ソウオ」，　　「ソウカ」，　　「ソウカー」，　　「ソウカイ」，　　「ソウカネ

ー」，　「ソウデスカ」，　「ソウデアソスカ」，　「ソウデゴザイマスカ」

「ソウジャナイ」，　「ソウカモシレナイ」，　「ソウラシイヨ」，　「ソウ

ラシイワネ」

「ダーイタイ　ソウネ！，　「アホ亨ッテイウノ　ホソトニ　ソウネ」，

　　　　ソウネ，タシカニ」，　　「ソウy，カイシャナソカ」，　　「ソレハ　ソウダ

　　　　ヨ」，　　「ワタシモ　ソウダナ」

　　　　　「ソウラシイワネ，アレハネ」，　Fソウカシラ，キゲト」・

《否定》　「ソウジャナイソデス」，　「ソウジャナーイソデス3，、「ジャナイ」

　　　　　「ソウデモナイ」，　「ソウデモナイラシカッ同日」

　　　　　「ナソカ　チョット　ニテル宏ウナ　トコ　アリマスガ　ソウジャナイデス

　　　　ネ」，　丁ソウネー　ダケドモ　ソーソナデモナイワヨ」

④・2・2その他の類型的表現

　指示詞を含む述語文節以外に，応答をあらわすと認められながらも，あらた

な判叙表現であるのかとも疑われるものがいくつかある。そして，そのなかに

は，トある類型が見出されるものがある。それらは，あらたな二二表現に至る直

前の，応答表現と解釈し，この項におさめた。

・・ s肯定》　　「ホソトネ」

　　　　　　「ヨロシュウゴザイマス」，　rシuウチイタシマシタ」

　　　　　　「ソノ　トオリ」，　「マサシク　ソノ　トオリ」

　　　　　　「ソウイウ　バアイモ　アルデショウネ」，　　「マア　ソレノ　ホウデショ

　　　　　ウネ，エー　ジギョウソノモノト　イウコトヨリ．モ」

　《否定》　「シラナイ」

　　　　　　「チガウ」，　　「チガウワヨ」，　　「チガイマス」，　　「チガヅタ」，　　「チ

　　　　　ガイマシタ」

　　　　　　「ソレモ　チガイマス」

　　　　　　「ワタシハ　ダメヨ，ゼソゼソ」

　5　　前記以外の表現

　5・1　　以上，①詠嘆表現，②判叙表現，③要求表現，④応答表現の概要

を，実例とともに述べたが，これらは，いずれもコミュニケーションの内容に

関ずるものであった。これに対し’Z，コミt＝ケーショγの成立そのものにつ

いて，＝ミュ＝ケーーションの発始および終止に関する表現と解釈しうるものが
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であろう。　　．

要求表現のそれには，

擬せられる。

ある。すなわち，二二の表現としては，「オイ！」「ネー1」「ヤマダサソ1」

1’　：・一・ソチハ！」「ヤーン」など，普通，”呼び掛け，，とか”あいさつ“とか書わ

れているものの一部があり，終止の表現としては「ジャー」「サヨナラ」など，

普通”；わかれのあいさつ，，と言われているものがある。

　5・2　　また，①および④こは，それぞれ，未分化的表現があるが，②およ

び③にはそれがない。しかし，未分化的表現を，それぞれの表現の発始の形式

とすれば，②虚語表現のそれには，語的皮現としての反嘱の表現が擬せられる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

疑念の蓑明としての疑問兆候「ハテナ？」「オヤ？」が

　これら，各表現の発始としての未分化の表現に対して，複雑な内部論理構造

を持つものがある。形式は③であって，究極の意味は②をあらわすところの反

語の表現がこれである。これ々こは，形式上も意味上も，肯否要求または説明要

求の質問的表現と区：飛することの困難なものもあるが，要するに，③の形式を

とりながら予期されたその否定的応答として，指添詞を含む応啓表現，または

あらたな附帯表現を意味するものである。一般の談話には，：例の少ないもので

あるが，講演などの独i諏こは，比較的多い。もとより，反語の表現は，意義的

には判断の未確定あるいは質問的表現であり，臨時の意味どして，その否定と

しての判叙表現などを内含すると言うこともできるのであるが，”臨時の意味“

と欝っても，これが祉会習慣として固定的で，墨然の結果であるために，他の

”臨時の意味，、とは性質がちがう。そこで，ここに一応，指摘しておく必要が

あると思う。

　5・3　　この項でとりあげた蓑現はつぎの3種である。

・・…ニケーシ・ソ蝋その・のに関す・矧細雪
1：螺：避溢雛黙戴：：：：：：：：：：：：：：：騨髭嚢撫

　2・5・4これらを，意図の面からの：文三六の分類に参潴さぜるとすれば，反

語の蓑現は，T一応別として，従前の①～④のほかに，⑥を立て，②・1のまえ

Uこ，②・0として反唱の表現を置ぎ，⑧・1のまえに，③・0として疑問兆候
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の表現を置けばよい。また，反語の表現は，広義〃臨時の意味，、を除外して判

断未確定の表現あるいは質問的表現に，その特殊なもあと解釈して，入れるこ

とができる。これらを∴はじめから分類一覧に加えることをせず，あらかじめ

説明することを避けたのは，①～④の分類の簡明さを乱し，論述の難解になる

ことをおそれたからである。すなわち，これらの実例を補って，その概要を示

せばジつぎのようになる。

《実例〉　　　　・

　　　A　（1）

　　　　「ネ」，　　「ネッ」，　　「ネー’j，　　「ナッ」，　　「ナー一」，　　rキミ」，　　「オ

　　　　イ」，　「ハイ」，　「モシモシ」，　「フルヤサソ」，　「アリタケサソ」

　　　　「ドウゾ　コチラへ」，　　「ドウゾ」，　　「イラヅシャイマセ」，　　「イラッシ

　　　　ャイマシ」

　　　A　（2）

　　　　　「ソイジャー　ドウ矯」，　「ドウモ」

　　　　　「シツレイシマシタ」，　「ゴメソクダサイマセ」，　rサヨウナラ」

　　　B　＠・O
　　　　（「マー　ミミニ　ハサソデルトカネー」〈ま一　耳に　はさんでるとかね一〉）

　　　　Fアー　ミミニ　ハサソデル」くあ一　耳に　はさんでる〉　（5－14－19）

　　　　（ソレハ　ネダソガ　モソダイダナー」くそれは　値段が　問題だな一〉）

　　　　　「ネダソガ」　（5－1G－22）

　　　　（「＝一　ソノクライデモ　アリマスネ」）　「デモァル」　（5－IO－24）

　　　　（「ソツギョウハ　イツデスカ？」〈卒業は　いつですか？〉　○「アノー　キノ

　　　　ウダッタソデス」）　「キノウ」　（12－15－13）

　　　　（「イモウトサソバ？」　〈妹さんは？〉　　「エート　トウデス」　〈え一と　10で

　　　　す〉）　「トウ」＜10＞　（12－19－12）

　　　　（「モウ　ヤッテナイ，キノウマデダヅタ」）　　「キノウマデダ」（16－5－3）

　　　　（「アラ　アノネ　トウホクノ　ホウデ　コワイト　イウト　ツカレタッチ　イ

　　　　ウ　コトナノ」〈あら　あのね　東北の　方で　こわいと　いうと　疲れたウ

　　　　ていうことなの〉）「ツカレタ，ウPtソ」〈疲れた，う一ん〉（22－28－7）

　　　　（「スポーツノ　ハナシデモ　ドウデスカ？」〈スポーツの　話でも　どうです

　　　　カ、？〉）　　　「メ、ポーツ＿1　　（22－16－13）

　　　　（「キョネソデスカラネ　ジェウガツ　aジ＝ウハチニチ」　〈去年ですからね

　　　　10月　28臼〉）　「ニジュウハチxチ」〈28日〉　（27－8－22）

　　　　（「フタリノヲ　ニマイデス」〈2入のを　2枚です〉）　「aマ　dj〈2枚〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（27－8一一25）
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　　　B　＠．e

　　　　「エP」・　　「＝」ヅ？」・　　「エ～？」・　　「エ・一ヅ？」・．　「ソ？」・　　「ウソ

　　　　？」，　「ハ？」，　「ハツ？」

　　　　「ナニ？」，　「ナー＝？」，　「ナソダPウナrj，　「ナソデショウカ」

　　　　「ドウカナー」

　　　C　反語の蓑現

　5◎5　　反語の表現には，形式上，質問（狭く類えぽ疑問）の表現と区瑚の

つかないものが多い◎現に，われわれの”独話資料〃にも，反語の表現として

のみ用いられる形式を見ることはできなかった。意味上，それかと考えられる

ものは，下のように，ほとんど，「～デハナイデショウカ」「tyジャナイデショ

ウカ」の形をとっている◎

　その全例を示す。

　　　「ソレニハP・　ヨルノ　アソミソガ　イチバソ　タイセツデハナイデショウカ」

　　　くそれには一　夜の　安眠が　一番　大切ではないでしkうか〉　（88‘ILI－5）

　　　「デ　コノ’幸キモチハ　ソウリョウノ　オコサマニ　トクユ　アラワレルノデ

　　　ハナイデショウカ」　くで　この　やきもちは　総領の　お子さまに　特に　あら

　　　われるのでほないでしょうか〉　（88〔a｝一・2－15）

　　　「デ　コドモガ　イケナイ　コトヲ　シタ　トキニ　ハジメッカラ　カヅト　ナ

　　　ヅテ　オコッテル　オカアサソモイマスケレドタイテイノ　パアイハUドモ

　　　ニ　ヨク　チュウイヲ　シテ　エー　アトデ　コウイウ　コトヲ　シナイヨウニ

　　　イッテヤラナケレバ　ナラナイト　イウ　イミヲ　タブソニ　モッテ　シカッテ

　　　イルソデスケレド，ソレニ　タイシテ　コドモタチガ　ナソカ　コウ　イチオウ

　　　ノ　リクツヲ　イッタリシマスト　ダソダソ　オヤノ　ホウガ　コウフソ　シテ

　　　キテ　オコヅテシマッテ　オシマイSハ　モウ『コレダケ　イッテモ　オカアサ

　　　ソノ　イウ　コトガ　ワカラナイデスカ』ナソテ　コウ　テヲ　プリアゲテシマ

　　　ウッテ　イウヨウナバアイガズイブソ　アルソジャナイデショウカ」〈で

　　　子供が．いけない　ことを　した　時に　はじめっから　カッと　なって　おこ

　　　？ズる　雲『母さんも　いますρれど　大抵の　場合は　子供に　よく　注意を

　　　して　え一　あとで　こういう　ことを　しないように　雷ってやらなければ

　　　ならないと　いう　意味を　多分に　持って　叱っているんですけれど，それに

　　　対して　子供達が’なんか　こう　一応の　理屈を　言ったりしますと　だんだ

　　　ん親の方が興奮してぎておこってしまっておしまいにはもうゼこ
　　　れだけ　書っても、お母さんの　欝う　ことが　わからないですか』なんて　こ

　　　う　手を　振りあげてしまうっで　いうような　一合が　ずい分　あるんじゃな

　　　いでしょうか〉　（88‘3｝一一2－2）
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　　　「ジブソデ　ジブソノ　ケソイヲ　ナゲダシテイルヨウナ　モノジャナイデシu

　　　ウカ」留分で自分の権威を投げ出してV・るようなものじゃないでし。

　　　うヵ・i＞　　（88t3，一3一正9）

　つぎの例のように「～ジャゴザイマセソカ」の形をとって，「デショウ」とい

う推鐙をあらわす形式を含まないものは，質：問の表現と考えられる可能性が強

いところを見れば，「デショウカ」（あるいは「ダPtウカ」）は，反語の表現の

文末として，もっとも特徴的な要素であると雷えるのではなかろうか。

　　　「ソレカラ　チイサメノ　オコサソバ　ソノ　ネソレイノ　サイズデ　Uロシイ

　　　ノジャゴザイマセソカ」〈それから　小さめの　お子さんは　その　年齢の　サ

　　　イズで　よろしいのじゃございませんか〉　（88（i）r5－5）

このほか，われわれの資料には出ないが，「～ガ～スルモノカ（イ）」「～ガ～ス

ルモソカ（イ）」の形をとって，明瞭な反語をあらわす形式がある。「ダレガ

イクモノカ（イ）」〈誰が行くものか（い）〉，「アイツガヤッテクルモソカ

（イ）」〈あいつがやって来るもんか（い）〉，「キブソガイイモソカ（イ）」〈気

分が　いいもんか（い）〉などと用いる。過去の事実に関して，過去の表現を含

めて，「～ガ～シタモノカ（イ）」などとは，言い難いところを見れば，この形

式は詠嘆的な意味の濃い表現なのであろう’。同様に，「～ガ～スルカ（イ）」の

形式で，反語をあらわすことがある。特定の卓立の音調などをともなうようで

ある。上例の「～スルモノカ（イ）」は，「～スルカ（イ）」だけでも表現できる

のであるけれども，「～スルカ（イ）」だけならばそれだけ，質問（狭．くは疑

問）の表現と区別しがたくなるところを見れば，やはり，「モノカ（イ）」のほ

うが，反語の表現としての特徴的要素と言えるのであろう。これも過去の事実

に関して過去の表現を含めて「～ガ～シタカ（イ）」と書い難く，この形式も

詠嘆的な表現なのであろう。（これに対して「デシtiウカ」のほうは，、たとえ

ば，上例についても，「ソレニハ　ヨルノ　アソミソガ　イチバソ　タイセツデ

ぐナカッタデシ．ヨウカ」〈それには　探の　安眠が　一一一・ew大切ではなかった

でしょうか〉と容易に言いうる。）

　5・6　　〈分類〉

⑥晟緬撫撫意園一一罵：拷継繁縷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表現（わかれ）
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3

k＠一一v＠ コミエニケーーショソの
内容に関する衷現意図

①詠嘆釧雷：1

一高

③要體
④応醐審：1

未分化的表現

やや分化した表現

未分化的表現（反胃）

判断既定の表現

判断未定の表現

未分化的衰現（疑問兆候）

質聞的表現

命令酌表現

未分化的表現

やや分化した表現

　6　　おわりに　以上述べたように，表現意図から見た文表現の交末部分に

は，いく種類かの類型が見られる。われわれの第1段階の作業としては，まず，

ここまででとどめるのであるが，これだけでは，もちろん，二型を出すのに十

分なものではない。文末以外の部分も，文末との相関において，とらえられ，

文全：体としての類型が見られて，はじめて，文型と言うにふさわしい文の類型

が，とり出される。そのなかには，結局は，文末部分が精徴的形式であるにと

どまると言うべきものも多いだろうと推測されるけれども，なお，文全体を見

る必要がないとは言えない。いわゆる主語や連用修飾語や，ときには，連体修

飾語さえも，述語の意義に相関的な制約を持っており，いわゆる係助詞・副助

詞などが，これに微妙にかかわるものと思われる。また，接続助詞によって外

形にあらわされる句関係の構造にも，ある種の類型が見出されるであろうこと

も，ある程度，予想されるQなお，2文の連結においても，かなり緊密な結合

関係があって，その類型と見られるものもあるようである。それは，もちろん，

一般に，文型の範囲を越えるけれども，その程度までは，文型を見きわめるの

に必要な考究かと思われる。

1これら，多くの作業が，まだ第2・第3の段階として，残されている。それ

らの，かなりの部分は構文の問題であり，購文の面からするのとちがって，表

現意図の薗からすれば，その形式へのあらわれは，ほとんどすべて，文末部分

に集約されるであろう。とは雷っても，それだけで，交点に参与するところが

十分だとは，言えないであろう。また，表現意図の分類，および，それに応ず

る文表現の分類については，意味に関するところが多いから，観点や，立場が
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ちがえば，また溺の分類も可能であろう。要するところは，意味的な面からと，

形式的な面からと，両面からの考究が，目的に応じて，可能な限り適切に，と

とのった秩序を示すように分類されることが望ましい。その分類の程度も，実

際上の目的に応じて，かなりこまかくすることもできようし，また，ある程度

大まかなところでとどめることもでぎる。現在の目標と段階では，前述の程度

を，適妾と認めたのである。　　　　　　　　　　　　　　　（宮地　裕）
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　　　　　　　　　　　　　　　3　構　文

　1。はじめに

　1・1構文における対象　　ここで構文というのは，従来，文の構造とも言わ

れてきたもので，文の構成要素の組み合わせや配列のしくみをさす。「文型」

の調査において構文が重要な一つの面であることはいうまでもない。

　しかし，話しことVXtlこおいて「構交の型」を把握することは必ずしも容易で

はない。そもそも，β本語表現においては，文の構成要素の配列は比較的自由

であると言われる。華実，次のような文は，

　　　　木の葉が・はらはら　地上に　落ちる。

　　　　はらはら　木の葉が　地上に　落ちる。

　　　　木の葉が　地上に　はらはら　落ちる。

のように，その構成要素は比較的自由に位置することが可能である。このよう

な臼本語の構文上の特色は注Hすべきであろう。さればといって，日本語にお

いては，文の構成要素の配列が，すべて全く自由であると言い得るものではな

い。この例交においても，

　　　　木の葉が　はらはら　落ちるラ地上に．。

などは特異な表現効果を伴って用いられないわけではないが，少なくとも，書

きことばにおいては一般的であるとは欝えないであろう。この種の文が「倒

置」の文などとよばれるのも，それが普通でないことを認めるがゆえであると

思う。また，連体修飾語も被修飾語の前に位置することが普通である。それゆ

え日本語における構文について，その構成要素の配列の1順序を問題にする場合

には，一般の溝成要素の配列の順序は自由であり，ただ，

　①　主語は述語の前にある。

　（2）修飾語は被修飾語の前にある。

ということだけは講叩上の制約であると認められて来たのである。

　（もちろん，日本語の弔すべてがこのようであるわけではない。上述の「木の葉が

　はらはら地上セこ落ちる」において，「木の葉（が）」は主語，「はらはら」「地上に」は

　連用修飾語と轡われるが，これら耀互の順序嫉確かに比較曲自由であるといえる。し

　かし，「どうも　お手数を　かけました」「それには　関係が　ない」などの：交におい

　て，「どうも」「お手数を」あるいは「それには」「関係が」のそれぞれの位麗はか
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　なり固定している。したがって，臼本語の構文において，主語や連用修飾語の椙互の

　位置が自由であるというのも，厳密には限定を伴った特色であるに過ぎない。）

　ところが，話しことばにおいては，いわゆる倒置：の文はきわめてありふれた

事がらに属する。’

　　○「モヤッテ　イウノカナ，アレハ」

　　○「ホソ　モッテキテクレ，ソノ　ツクエノ　ウエノ」

　これらはいわゆる倒置の：文として，特別扱いにすべきか，それとも，普通の

構文の型とすべきであろうか。さらに，話しことばでは一つの文に該当すると

認められる発話断片に続いて，その補充的な文に該当すると認められる発話断

Aのあらわれている場合も少なくない。それゆえ，いわゆる倒置の場合をも含

めて述語の後に位置するものはすべて，別の交であるとする立場も可能である。

（∬1r文の認定について」を参照）

　さらには次のような：文において

　　　○「カレノ　タイF“ハ　リッパデハ　スコシモ　ナカヅタ」

　　　0「ミソナデ．ソコ　アツマッタンダ」

「スコシモ」の位置はどうであろうか。「スコシモ」の位置や「”」を伴わな

い「ソコJという潤い方は詣しことばとして一般的であると認め得るであろう

か，それとも，不整の表現として，一般の構女の型の研究対象より除外すべき

であろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

話しことばの講文の調査においても，すでに対象の取り上げ方に問題がある

と言わねばならない。われわれはう既述したように（15・3・3，「文切りと丈の選

励」を参照）　資料を限定したが，さらに構文上問題になるものもある。どの程

度までを調査の対象とするか，はっきりした線は引きにくいが，話しことばの

文の形式として一般的なものを取り扱おうと努力したQやや特殊と思われるも

のは区罰して示すことにした。

　1・2構文観　どのような調査方法で，構交の型を把握しようとするか，と

いうことの根底には当然，購文観がある。講造的に文がどのように成り立って

いると見るかということである。たとえば，主語と述語とを持つことが構文の

必要条件と考えるかどうかによって，構文の型のとらえ方も異なるであろう。

どのような構文観を持っているかが問題になるのである。
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　橋本進告博士が文節を中心にして文の構造を分析することを試みられたこと

は有名である。つまり，文節と文節との「切れ・つづき“’うけ・かかり」の関

係によっ売もので，幾つかの文節の結合したものとしての連交節の考えを導入

されたことも人の知るところである。結局は，文の緊張体系の中で，それぞれ

の文節・連：文節がどのような関係で位置しているかは交全体の結購においてと

らえられるとするめである。

　時枝誠記博士は，臼本語の文の構造をいわゆる「入子型構造」において，と

らえようとされた。墨然め結果ではあるが，全体としての一つの述語よヴ抽出

されだものとして主語や客語や補語などを考える。述語より抽出されたもので

あり，述語に含まれるという点で，主語も客語も補語も同性質であるとされる

のである。

　このような構交響の違いは，当然のことながら置文の分析にも影響を及ぼ

す。それぞれに長短があろう。「雨が降るだろう」「雨が降らない」はそれぞれ

「雨が降る」ことを主体が「だろう」と推量し，「ない」と否定していると考

えるべきで，入子型形式において，そのさまがよく理解できる。しかし，「だ

れも来ない」「雨しか降らない」などにおいては「だれも来る∫雨しか降る」こ

とを「ない」と否定している，あるいは「包んでいる」と考えることは無理で

あろうから，「だれも」と「来ない」，「雨しか」と「降らない」とがそれぞれ

相対的に張り合い，呼応していると考えた方がこの構文のさまを理解するに都

合カミL、し、と思う。

　この調査においては諸説を参考し，一般的であると思われる考え：方によりっ

つ，結周は文全体の構造を，その文の構成要素がどのように張り合っているか

その相対的な関係においてとらえようと試みた。

　2．調査方法

　2・1従来のM究方法　文型のための構交研究セこは二つの：方向があったと考え・

られる。

　　（1）文の叙述内容の事がらに即して，あらかじめ幾つかの構成要素を基本

鮒に定めおき，それらの要素が含まれているかどうかという観点から構文の

型を見ようという方法である。英文などでも5WMなどということが窯わ
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　れるが，このような観点に立っての構文の調査も不可能ではない。実用のた

　めには手っ取り早い効果をもたらすこともあろう。加藤十久雄氏が「交型に

　関する一考察」（「言語研究」第29号）において述べているのは外国人に日本

　語を教授するためのものであるが，「な：に（だれ），いつ，どこ，なにを，ど

　んなふうに，どうした」などのような，あるいは「なに（だれ），いつ，ど

　こ，どんな，なに，です」などのような6成分を基に．して「ます型」「です

　型」の文について，27の構文の型をたてている。この方法は結局は次の（2）の

　：方法に通じるものではあるが，文の表現形式よりは表現内容に重点がおかれ

　る結果になりがちな点が（2）の方法に比較して難点であろう。たとい，それが

　r単文の三型」であるに過ぎないとしても，このような「6成分」でもつ

　て，果して，すべての「単文」の文型を明らかにすることができるであろう

　かという疑問も生ずるが，前述したように，外国人の日本語習得のためとい

　う実用の上では，かなり効果が期待できると思われる。

　　②　文の溝成要素の相互関係に幾つかの関係方式を認め，その相互関係を

　持つ三野要素の組み合わせや配列の順序によって調査する方法がある。この

　際も，どのような講：静観を持っているかが，やはり問題である。第一に文の

　直接的溝成要素として，何を単位とするかが問題になる。（単語，文締，成分な

　ど。）第二に；それらの携成要素の相互関係をどのよ判こ把握しようとする

　か，また，幾つの種類の関係方式を認めるかなどが問題になる。（たとえば入

　子型形式において把握しようとするか，文節と文節との連接一成分と成分との絹対

　的な張り合い一において把握するかなど。また関係方式として，主・述の関係，修

　飾・被修飾の関係，対等の関係，附属の関係，などを認めるか，述語を中心にして主

　語，目的語，補語，対象語，連用修飾語，連体修飾語，独立語などを認めるかなど。）

　以上のようなことに関して，どのような考え方をとるかは研究者によって異

なるが，このような場合ジいずれにしても助詞。助動詞などの注目されるζと

が多いようである。この（2）の調査方法は理論的にも整っているので，現在まで

多くの人がこの：方法を採用している。

　「日本語教育と日本語問題」（岡本千万太郎氏）で添された方法や「日本語基

本文型」（青年文化協会）のr文の講造に関する文型」の方法などはすべてこ
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れであると需える。たとえぽ，前者では

　　……ガ　……デス。　　　（「……ガ」の「……」は主語）

　　……ガ　用言。　　　　　（同上）

のように示される。

　戦後の「臼本語基本文型試論」　（静岡大学教育学部浜松分校，研究所年報，

第5集，松下厚氏）では交の墓本成文として，述語：文節・主語文節・補語交

節。連用文節・接続交節・並立文節を立て，これらの組み合わせによって，基

本文型をつくろうとしている。

　いずれも，その細部においては違いがあるが，文の構成要素の組み合わせに

より，構：文の型を明らかにしょうとしたものと言える。

　ところで，このような購成要素の組み合わせの関係は助詞などによって示さ

れることが多いので，その関係方式を明らかにしょうとすれば，どうしても，

基礎的には助詞などの用法を検討しなければならぬ。そこで，助詞・助動詞・

接続詞，および副謁や形式名詞や補助動詞などの一部に．ついて，その用法を明

らかにすることが試みられる。r日本語基本文型」における「語の用法に関す

る文型」は，恐らく，このような観点に立ってのものであろう。「学校文法概

説」（永野賢氏）における「交の講義に関する文型」や「教育文法論」　（白石

大二民）の「助詞・助動詞の用法から考えた奔命の文型」も同様である。

　また，交のそれぞれの講成要素自体がどのように構成されているかも聞題に

なる。「新文典別記　口語篇」（橋本進吉氏），「日本語表現文典」（湯沢幸吉郎

民）や「基本文型による読解指導」（堀川勝太郎氏）はこのような観点に着目

されていると醤’える。

　もちろん，具体的な言表は「場」と密接な関係がある。そこで「場」と関連

させて，構交の類型を明らかにしょうとする考え方もある。「国語法文章論」

（三尾砂氏）や陛救型謝（騨警募臨講齢三蝉氏）噺説はこの

ような観点を重視していると解される。これらの論は佐久間鼎氏の説に通じる

ものであり，文の類難を分ける一つの方法として注目される。

　2…2この調査の方針一厳密に構：文の型を明らかにしょうとするなら，どのよ

うな構文観によるかによって，その結果にも違いが出てくるわけであるが，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　141



の調査においては次のような態度をとった。たとえば前述したように「爾が降

らない」　「だれも来ない」は，その構文を

　　　　爾が降らない。　　だれも来ない
　　　　　　　一　〇一　一一一一F　e一　　　　．一一p＞　一　一一一一一一）F　e一　一｝　o一
　　　　一　o一

などと示すことができよう。（一→←一は主・述関係などの論理的関係を示す符号

・e・L・t．rは・T→が．一によらて統括される符号とする・）

　つまり，構文がどopようであるかは，その卒がどのよ5な緊張体系を持って

いるかによるわけで，その闘係のしかたは相対的にとらえられなければならな

いと思う。「だれも」が関係し，呼応し合っているのは「来ない」であって「来

る」ではないとすべきである。「あの人しか来ない」F雨は降らない」なども同

様に解すべきである。「は・も・しか」などの係り助詞は，述語の，（詞ではな

ζ）辞と呼応することが多い。これらの係り助詞によっ丁統括されたものは，

．1，ISiNtkTFの詞と辞と嚇合したものと呼応しFいる三舎があるのである・係三三

．りない場合でも，たとえば「だれが来ないか」などの「だれが上は単に「来

る」に呼応しているのではないし，、また，「雨が降らない」においても，「雨が」

・に詰る輝がどのようであるかによ・て蜴創蘇・では「騨」が「降ら

ない」と呼賞していると認め得ることがあろう。、　　　　　　　　　1・

　このように，構文の姿は，その文における構成要素の張り合い方によって，

把握すべきであるとするのがこの調査の基本的な態度である。ただし，この調

、査においては溝文の大まかな型を示すに止まった。したがって，結果的には，

文法学説の違lv）tr＝よる：文型の異同が表揖に著しく蓑われていることは少ないと

思う。

　次に艮本語の文表現においては文末部は重要であると思われるので，特にこ

れを重視した。「この本を読むな」「この魚は食べられますか」において，話

し手の決定的な態度「禁止1あるいは「質問」は最後の「な」「か」によって

示されている。文本心の末尾になるにつれて，話し手の相手に対する態度が明

らかに表現されると概略的には言えるであろう6ただし，文末が重要であると

、は需っても，牡牛の立場からは文末助詞よりは文末述語（の詞の方）が注目さ

、れなけれぽならないと思われる。文末三野（の詞）が何であるかということと
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購文の型との間には，密接な関係がある。たとえほ，「花が葵しい」「雨が降る」

の2文は，それぞれ「花が」「美しい」および「雨が」「降る」という二つの構

成要素から成り，それらは主・述の関係にあると言えるが，「花が美しい」の分

化した表現であると認められるものとして「花が……に美しい士（たとえぽ，

「花が庭に美しい」）などの表現は普通ではない。これに対し，「雨が降る」の

分化した表現と認められるものtlこは「雨が庭に降る」のような蓑現もある。ま

た，命令表現として，「花よ，美しかれ」のような言い方は現代口語として普通

には用いられないが，「雨よ，降れ」のような雷い方はある。（ただし，詣しこ

とばでは，普通ではないが）。このような違いは：文末述語の「美しい」「降る」

の詞性との闘連において説くことができよう。また，「雨が降る」の分化した

表現として「爾が…一を降る」とは普通には用いられないがF子どもが歌を覚

える」「先生が歌を教える」のような場合には「……が……を……」の形式があ

る。　とは雷っても，「先生が生徒に歌を教える」　（「……が……に……を」）の形

式はあるが「（生徒）に覚える」という形式は普通ではない。これも，文来述語

の「降る」「覚える」「教える」の詞性と関係があると考えてよい。「ぼくは水

が飲みたい」「象は鼻が長い」などの構文も，それぞれ，「飲みたい」「長い」

という述語の性質との関連を考えるべきである。

　もちろん，このような態度を押しすすめると，結局は述語における一つ一つ

の語の違いをまで問題にせねばならなくなるQたとえば，副詞「ゆっくり」は

主として鋤詞を修飾すると言えるが，「ゆっくり疾走する」「ゆっくり急ぐJな

どという言い方は普通には用いられない。「ゆっくり」がどのような述語を修飾

するか（裏返しに鷺えば，どのような述語が「ゆっくり」を修飾語としてとり得るか）

は厳密をこは述語の一つ一つの語の違いを考慮せねばならないとも書える。

　しかし，一つ一つの述語の語に基づいて　溝文を考えることは，あまりに細

かな違いを問題にすることになり非能率的である。これに対し，述語の詞性を

類捌し，類別された述語の雨性との関連において構文を考えることは「型」を

みる上では有効である。たとえば，「ゆっくり」は「疾走する」「急ぐ」などは

普通セこは修飾しないと言えるが，ある種の動詞を修飾することは確かであるの

に，「形容詞」「形容動詞J「名詞」などを修館することはほとんどない。とこ
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うが，副詞「やっぱり」は「動詞」「形容詞」「形容動詞」「名詞」などより成

る述語を修飾し得る。をれゆえ，個々の述語の語の違いを考慮すべきではある

が，「ゆっくり」「やっぱり」の修飾機能の違いを，類別された述語の詞性と

の関連において説明し得る。どのような構文の型をとるかという点からでも，

述語の類を考えて，これと関係づけつつ，整理することができる。このような

わけで，述語の種類に注目しつつ構文の調査を行なうことにした。その方法に

ついて，次に述べよう。

　2・3調査単位，韻　溝交の型を調査する際に，どのような単位によって行な

うべぎであろうか。文の構成要素として単語を識うることができるが，単語と

交との中戸の単位として，「部」をたてることができる。つまり文において自

立して相互に規定し合っており，素赫的客体的概念が主体によって関係づけら

れている文構成要素を「部」と称し，述語を含む「部」を特に「句」と称する

ことにする。ここにいう「部」は，いわゆる文節・連記節を総称したものに相

当する。最小の「部」は文節に相当する。（特に必要な時には最小の「部」を「単

位部」と称する。）したがって，ある文において，部をとらえる際は，その文の

構造に即して，大きくも小さくもとらえられる。また，どの部とどの部とがど

のように関係し合っているかも，その文によって定められることになる。たと

えば「空をとぶ鳥をながめる」においては次に図示するように，

　　　　空を　　とぶ　　烏を　　ながめる
　　　　　　　　　　　　　　　　　v
　　　　　　　　　　　　　　卵
　　　　　　　　　　　　　一
　　　　一■→　　　　　　dレ㎜闇騨げ

　　　　酷く師　〇一

まず，「空をとぶ鳥を」と「ながめる」との二つの部の関係をとらえることが

できる。つぎにF空をとぶ鳥を」においては「空をとぶ」の部（句）と「鳥」と

の関係をみることができ，「空をとぶ」においては「空を」と「とぶ」との関係

をみること炉できよう。つまり「空をとぶ鳥を」という部は「空をとぶ」とい

う部（旬）を含み，「空をとぶ」という部（句）は「空を」という部を含んでい

ると考えられる。

　このように，一つの単位部が他の一つの単位部と直接に関係し合い，結合し

ていることもあるし，幾つかの単位部から成っている部に直接に関係し合い，
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結合していることもあるし，単位部の一部分と直接に関係し合い，結合してい

1るごともあるのである。

　連部　ところで，二つ以上の単位部がきああて緊密に結合していて，その間

に他の部を挿入した形がない場合，あるいはその間に他の部を挿入した形がき

わめて不自然であるような場合には，これを連部とし，単位列と同様に取り扱

うことにする。多くの場合，このような連部は，それを構成しているそれぞれ

の単位部が独立して用いられている時の意味とは異なっている。たとえば「子

どもが逃げて行った」などの「逃げて行く」は「…から逃げて，山に行く」な

どの場合と異なり，むしろ「逃げ行く」の意に近いと考え得る場合が多い。

　もちろん，単位部が緊密に結合しているものとは言ってもジそこに段階の差

があることは当然である。’

　第一に，その結合がきわめて緊密で，その間に他の語のはいることのないも

のがある。たどえぱ，あいさつごとばの「お早うございますllや「（あれは，

もう）しょうがない」などがこれである。「お皐う」と「ございます」，「しょ

うが」と「ない」との問には，一般には，いわゆる’rつなぎことば」（たとえば

Fえ一」「あ一」「あの一・」など）と器われるものさえもはいることがない。「しょ

うがないJなどはつなぎことばや間投助詞のはいっている形がないわけではな

いが，これもまれに認められる程度である。「どういたしまして」「行くかもし

れない」なども同様に考え得る。もっとも，あいさつことばでない場合の「（あ

　の方の出勤は全く）お早うございます」などはつなぎことばや，聞投助詞な

どのはいることがないわけではなく，さらに「係り助詞」（「は」「も」など）の

はいることもある。　（この場含，「お早くはございますが……」の形もあることに注

意。）これは次の第二の類に属する。

　第二に，つなぎことばや間投助詞のほかに，係り助詞やある種の陳述副詞な

どのはいっている形のあり得るものがある。「お美しゅうございます」「（あれ

は）猫である」「逃げて行く」などがそれである。たとえば，「お美しゅうはご

ざいますが……」「猫では絶対にありません」などのように。

　第三に，つなぎことば・間投助詞・係り助詞・陳述副詞などはもちろん，そ

のほか主語など格助詞を伴っている部やあるいは句などのはいっている形もあ
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り得るものがある。たどえば「（湯が）水になる」「勉強をする」などがそれで

ある。これらは，多くの場合，連結した形で用いられているが，場合によって

は「英語の勉強をあいつがするというのは；本当かね」のように用いられないこ

とはない。

　そこで，この調査においては，原則として，係り助詞や陳述副詞などのはい

り得る程度のものまでを「連部」として，単位鰍こ相当するものとして取り扱

うことにしたQもちろん，下部と取り扱うべきかどうかの決定は，実際には，

かなりの困難を伴うものであるQその表現の解釈のしかたが関係するからであ

る。たとえば，「とうとう逃げて行った」における「逃げて行く」を・「逃げ行

く」の意に近いものと解釈し，「行く」を附属的な部と考える場合には連部と考

え得る。しかし，もし「逃げて（向うに）行った」の意と解釈し，「行く」を

実質的な独立している部と考える場創こは達融こはなっていないと考え得る。

実際の発話においては，場面・文脈・音調・ポーズなどによって，どちらに解

すべきかほぼ理解巻に一定の傾向をたどらせるであろうし，殊に「とうとう逃

げて北海道に行った」のように，聞に他の部のはいっている形の場合などはそ

れが』層まぎれないであろうが，その表現の解釈によって連単とするかどうか

が問題になる場合があることを指摘したい。

　　○「エガ　カザッテ　アッタヨ」

　　○「アレハ　ガヅコウデハ　ナカッタaJ

なども同様である。前者は「絵を飾る」という事態のあったことを表現してい

ると解される場合セこは連部であり，ある場所に飾って「絵が」存在したことを

表現していると解される場合にはそれぞれ独立した単位部と考えられる。後者

は「あれが学校か，どうか」を問題にしての発言なら，面部であるが，F何か

が学校で行なわれたか，どうか」を問題にしているような場合の発書なら，連

都ではない○

　　OFミテ　スグ　ワカルヅテ　イウネ」

も「見てすぐわかる」らしいと解される場合には連呼とするが，「見てすぐわか

る」とだれかが言っていると解される場斜こは連年ではないと考える。

　　○「シカタガ　ナイネ」

　　　　　　　　　　　　　　　　146



も，処置のしかたがこれより他にないと解されるか，慣用的に「やむなし」と

解されるかで違いがあるQ

　これは，いわゆる「融合形」の場合でも同様である。’

　　○「シロウトデモ　ユウシュウノ　セイセキヲ　オサメテイルッテソデスネ」　〈素

　　　人でも　優秀の　成績を　収めているウてんですね〉

　　○「アイツガ　イキタイ　ッテソデス」〈あいつが　行きたい　ってんです〉

において，前者の意味が「『優秀の戒績を収めている』らしい」と解される時

には連部である。また，後老において，「『行きたい』と，あいつが言ってる」

と解されるなら，形は「融概形」であっても1・それぞれを部とする。

　このように，解釈によって異なるということは，つまり，これらの部は，そ

の連結が場合によって，堅くもあり緩やかでもあるということである。それ

は，以上に述べた解釈の違いと，ほぼ，対応している。　　「

　本調査では，かなり明らかに解釈できる場合に限って，転部とした。どちら

か不明の場合は，連部としない方針である。連部としたものの一一部を次に示

す。

　【動詞のついているもの】

　（1）……テ……・

　　○「ツカッ愛アゲタイソデス乞．ド……」　○「カイ愛ナルヨ」〈書いてあるよ〉　○

　　「モッテイマセソ」〈持っていまぜん〉○「オドッチャイナイ」〈踊っちゃいない〉

　　○「ナニ　イッテヤソダイ」〈何　雷ってやんだい〉　○「オイクラグライ　キボウ

　　シテイラーLシャゴマスカ？」　○「セツメイシテイタダキタイソデスノ」　○「ダレ

　　カ　ツイテイキマスネ」くだれか　ついて行きますね〉○「イッテオイデヨ」○

　　「ナウカガイシタイ査　オモッテォリマスガ…」　○「コチラノ　ホウカラ　ム

　　ウイシテオキマス」　○「ドコモ　アケテオケVセソデシタネー」　○「ソウコニ

　　モッテキテモラウ」〈倉庫に　持ってきてもらう〉　○「グット　　ノリダシテキタ

　　ネ」　○「『サバクハ　イキテイル』　ヤッテクレナイカネ」　O「メシアガッテクダ

　　サイ，　ミナサソ」　○「カクリシテゴザイマシタカラネ」〈編離してございました

　　からね〉○「ミセテゴラソナサイ」Orソッチノ　ホウヘ　イッテミマショウ」

　　○「イッショウケソメイニ　ナッテ　tPッテミエ＝rシタケド」　○「グタイテキ

　　ナコト　シラセテミセマスカラ」　○ヂオヤモトノヲ　タスケテヤルソダモノナー」

　　〈親元のを　助けてやるんだものなあ〉　○「オナ勲ギ　　フトッチャウカラネ」　○

　　「モウttヤッパリ　キリカエナ）チャナデナイノヨ」　○「ソコヘジズメルッテイ

　　ウソジャナイノPj　〈そこへ　沈めるっていうんじゃないの？〉　○「トッテモ
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　コマルヅタワヨゴくと。ても　困るつたわよ〉

（2）　……バ……

　○「ソコヲ　デナケリャナラナイソデス」〈そこを　出なけりゃならないんです〉

（3）　……ハ……　　　　　　　　　　　　　　　　　奪｝

　O「アト　ノメヤシナイ」くあと　飲めやしない〉　○「ハガユイッタラ　アリャシ

　ナイノネー」

（4）複合するもの

　○「ノドヲ　オシメシクダサイ」　○「ヨク　ゴランクダサイ」　○「オマチイタシ

　マス」　○「ヨロシ＝ウゴザイマス」　○「ドウモ　シツレイイタシマシタ」○「ド

　ウスルノカシラネJO「ドウイタシマシテ」　○「ドウイウノ？」　○「ホヅトシ

　マシタ」

（5）……デ……

　○「ソソナニ　ヨクバルソジャアリマセソ」　○「アソマリ　スキデハアリマセソ

　P」　○「ケッコウデゴザイVス」　○「ソウデアソスカ」〈そうであんすか〉

⑥その他
　○「ノソチャン　イチバソ　イッテソジャナイ？」　くのんちゃん　一・番　行ってん

　じゃない？〉　○「マテガイ　オコシテシマッタラ　マニアワナイ」　○「アワクッ

　チャヅタ」○「ナニモナラナイジャナイデスカ？」○「ショウガアリマセソナ」

　○「ヨゥセッコウトシテ　タノソデオキマス」〈溶接工として　頼んでおぎます〉

　○「ビショビショニ　ナッテ　ナソトモナイソグモソネ」○「ソノセイモ　アルカ

　モシレナイ」

【形容詞のついているもの】

（1）　……テ（…）ナイ

　○「カイミョウ　カイテナイヨ」〈戒名　書いてないよ〉

（5）……デ（…）ナイ

　○「ユガワラヘ　イッタジャナイ」〈湯河原へ　行ったじゃない〉○「ソウナソジ

　ャナイデショーカネr」　○「ソウデモナ怠」　○「ソウデモナサソウネ」　○「

　ソーソナデモナイワヨ」

（3）形（・・・ナイ

　○「ソソナニ　オオキクナイ」　○「ソウ　ヤタラ　デカクハナイヨ」

（4）その他
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　○「ナイ　トキハショウガナイケド」○「シカタガナイヨ」○「シンパイノ

　ナイ　コトニハ　チガイナイケドj　O「トクニ　カソケイナイ」　○「キリガナイ

　デスケドネー」

次のようなものは善部とはしない。

　○「ムコウノ　ヒトニ　マカセタリナソカ　スルヨ」　Orソロッテルミタイナ

　キガ　スル」　○「イッテバカリ　イル」　○「バスガ　イイトネ，キブソガ　デチ

　或」　○「ネサゲ　ダソコウ」　〈値下げ　断行〉　○「ドコデ　キイタカ　オボエ

　ナイネ」　○「ソレヲ　アキラカニ　シタソデス」　○「ザソギョウ　アヅテモ　イ

　イデスカPj〈残業　あっても　いいですか？〉　OFソレハ　オワカリニ　ナルデ

　ショウ」　Orダソダソ　ツ聖目ク　ナリマスネ」　○「ソレガ　クニ　ナルソデス

　三」くそれが　苦になるんですよ〉　○「トテモ　ダイ2ユ　シZzレ．ソデスヨ」　○

　「アレハ　キモチガ　ワルイネ」　○「オトウトノ　ホウハ　ハギレガ　イイソデ

　ス」○「ソノ　ホウガ　ツゴウ　イイヨ」○「ジブソ轟ハ　ジシソガ　ナイ」

　○「サイグソビハ　ヒツヨウ　ナイネ」〈再軍備は　必要　ないね〉　○「ヒ｛・ヲ

　ハナデ　アシラッテル」　○「アレデ　アイツガ　ミソ　ツケタソダヨ」　○「ズイ

　ブソキガ　キクワネ」○「モチヌシノ　キガ　カワッチャッタソデス」○「ワ

　タシモ　カクコトバ　カイタ」　○「スッカリ　カクニソ　デキマスネ」〈すっかり

　確認　できますね〉　○「ソレハ　アルカモ　ワカラナイヨ」　○「ボキナソカヲ

　オヤリニ　ナジマスカ？」〈簿記なんかを　おやりに　なりますか〉

　（以上のうち，たとえば「ダイジニ　スル」などは戸部とも考えられないわけでは

ないが，しかし「大事には　しない」とか「大事には　わたしも　していたんです」

とか雷う形もないわけではない。　「ソロッテルミタイナ　キガ　スル」も，場合に

よっては「そろってるみたいな　気が　わたしには　しましたよ」などと欝う。そこ

で，これらは連部とはしない。以下，同様である。

　ただし，なかには悶題になる例もある。たとえばrボキヲ　オヤリニ　ナル」は

「簿記を　おやりの　かた」などのような形式もあるゆえ，「ボキヲ　オヤリzalナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くヘル」と考えられるし，「簿記を　おやりには　やっぱり　ならなかったんですか」の

ような形式も考えられないわけでもないので，連部とはしなかった。とは雷っても

○「ボキハ　ドウシテ　オヤメニ　ナッタノデスカ？j

などの場会には

　　ボキハ　ドウシテ　オや二二　ナッタノデスカ？
　　一一→　　r←一一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　一一一一→　　噸

のように考えrオヤメニ　ナル」を連部と考えた方が妥妾であるとも思われる。しか

しそれもここでは，連部とはしなかった。

　また，　「キズツク」「ゼッタイハソタイ」〈絶対反対〉．「デソワレソラク」などは一

語として取り扱う。「クレカカル」rイキスギル」なども隅様。ただし，「オマチスル」
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　「ブレソラクスル」〈御達絡する〉は一語として取り扱うが，「ゴレソラク～」「オマ

チ～」噸脳「イタ別「モウ川「ナサ・レ」「クダサル」などのついている搬1源

　剴として，連部とする。また，「ネガウ」〈願う〉，rオネガイスル」のついている場合

　には，一般にV＆　1つの単位部とするが，ただし，「ゴレソラク　ネガウ」などは場合に

　よっては，連判とすることもある。　　　　　　　　　　　　　　　　　．　一

　　〇「ヤスオクソー＝　アベセソセイヘノ　ゴレソラク　ネガイマショウカ？」　＜安男

　　　窟に　阿部先生ぺの　御連絡（を）　願いましkうか？〉、

　　○「ヤスオクソニ　ゴレソラク　ネガイマスゴ、・

　後春において「安男鴛に御連絡下さい」と同様な意味で用いられることがあるが，こ

　のような場合，連部とすることは妥盗であると思う。）

　一次の部　さて，この調査において文末述語を重視する立場をとることはす

でに述べたが，文末述語，およびこれと直接に関係してvlる部を「一次の部」

とし，まず，一次の部の組み合わせや配列により構文の型をとらえようと試み

た。’

　文末述語と直接に関係を結んでいる部とは次のようなものをいう。煎述の

「空をとぶ鳥をながめる」において，文末述語rながめる」と直接に関係して

いるのは「空をとぶ鳥を」である。「ながめる」「空をとぶ鳥を」をそれぞれ一

次の部とする。「空をとぶ」は「鳥」と関係しているのであって，rながめる」

に対しては聞接的に関係を持つに過ぎないゆえ，これは二次の部である。同様

に，「小島のいその砂浜で泣く」においては，「小島のいその砂浜で」「泣く」

は一次の部であり，「小島のいその」は二次の部，r小島の」は三次の部である

と認めるQ

　ただし，「美しいけしきですね」の「けしきですね」は一次の部であるとする

が「美しい」はこの文末述語のうちの「けしき」と直接関係はしていても，一

次の部とは認めない。　「けしき」はそれ自身だけでは述語になりえないからで

ある。

　また，「しかし，私は行かなかった」の「しかし」は，前文と「私は行かな

かった」とを接続しているのであり，「行かなかった」と直接関係していると認

めるべきではないであろうし，「はい。そうです」「伊藤さん。いらっしゃい」

における「はいJ「伊藤さん」は：文末述語であると認めることはできないであろ

うが，このような，いわば，文末述語とは孤立的関係にあるもの，論理関係未
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分化なままに文を形成しているものも，一次の部として取り扱っている。

　ところで，　「鳥が空をゆうゆうととぶ」は大ざっぱに

　　　　鳥が　空を　ゆうゆうと　とぶ
　．　一一一一　一一　一一一一－i一一一一一一一一一一一
　　　　　　一　K一一一一一一一一一一一一一
　　　　　　　　　　　　一→　　　＜一

のようにとらえることもできるが，文末述語「とぶ」を中心として

　　　鳥が
　　　空を　こ〉、ぶ

　　　ゆうゆうと／

のように解することもできよう。つまり「鳥が」「空を」「ゆうゆうと」など

は，ともに．「とぶ」によって統一されていると考えることができる。これらは

いずれも一一．．一次の部であると認める。もちろん，

　　　　X鳥力g　璽を　 ゆうゆうと　 とA；。

　　　　窒を　ゆうゆうと　鳥が　とぶ。

などの間に意味の違いが全く見られないわけではないQ部の順序が異なってい

ることは，それなりに交意に違いがあると認めるべきであろう。けれども，そ

れは，述べられている事態そのものはほとんど岡じで，どの部が強調されてい

るかの違いに過ぎないと言える。「それは「泓の兄は洋服を着ている」と「兄は

私の洋服を着ている」とが意味を異にする揚合と同一に論ずるわけにはいかな

い。それゆえ，ここでは，部の交換された形の購：文を持つ幾つかの：文が，＝ユ

ァンスの違いの見られる程度にしか交意が異なっていない場合には，同一欝文

を持つ文として取り扱おうと思う。「鳥が」「空を」「ゆうゆうと」はいずれも

「とぶ」と一次的な関係を結んでいる部（一次の部）と認めるのである。　（こ

れに対し，「私の兄は洋服を着ている」と「兄は私の洋服を着ている」とは，それぞれの

部の意味関係にも，大きな違いがある。こういう場合は梅文が異なると考える。）

　それでは，　「どうもお手数をかけました」の文の場合はどうであろうか。こ

の場合「お手数をどうもかけました」とは普通には言わない。社会習慣として

「どうもお手数をかけました」における部の順序は固定しているとも書えるも

のである。ただし，．あいさつ丸葉の「お早うございます」あるいは「道草をく

う」などの慣用句が部の順序も結合も固定した表現形式であって「お払うござ

います」「お早うあります」などの言い方が普通は認められないのとは違う。
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「どうも御心配を（御迷惑を）かけました」「そんなにお手数はかけません」

「お手数がかかって御迷惑でしょうが」などのような種々の言い方ができる。

つまり，部の順序は固定化しているが，その結合そのものは固定しているとい

う性質のものではない。とは言っても「彼が先生になった」（この文も「先生に」

と「なる」との結びつきはかなり緊密である。）と比較すると，かなり慣用句的であ

る事がわかる。（「先生に彼がなったとは驚いたね」，「先生には彼はならないだろう」，

また「だれが先生になったんだい？」の管として「彼がなったよ」がある。　「どうもお

手数をかけました」には一般にはそういうことがない。）「どうも」は「お手数をかけ

ました」全体と結合関係を結んでいるとも言える。このような場合にも，一応

「どうも茸お手数を」「かけました！をそれぞれ，一次め部と考えることに

し，ただ，これらの部の順序が圃定していることを指摘し，その構文の型を，

部の交換された形のあり得るものと区：話することにした。概略的に図示すれば

次のようになる。

　　　　鳥が　空を　ゆうゆうと　とぶ。　→　（A十B十C）eD
　　　　一　〈MV一一一t－t－tttttttL一一＋一一L一一＋一tt－tttt－t＋一一e－T－t
　　　　　　一一一一→レ　　　軸・tttt・・tt・・・…　tt・tttt一・一一

　　　　　　　　　一・一　　司←一一騨

　　　　どうもお手数をかけました。　一→A・B・C
　　　　－m一｝　一　　　　　　　　　　　一　o一　　　　　　　　　　一“　一
　　　（A十B十C　はそれぞれが順序の自由であることを示し，A。B・Cは順序の

　　　　固定していることを示す。）

　このようにして，一次の部を定めたのであるが，一次の部の認定のしかたに

も，また，問題がある。解釈によって，認定のしかたが異なるからである。

　　○「ベツニ　ヤヅテイラヅシャル　コト　ゴザイマセソカ？」

において，「別にやっている」a．か「別にないか」であるかは，解釈の相違であ

る。「溺に」が，何と関係し合っていると解するかによって，一次の部ともさ

れ二次の部ともされる。

　　○「ボタン・　ナツハ　ビ・一ル　フユハ　サケダ」

も「夏は、ビール冬は酒」の全体を一つの事がらとして把握し，「僕は（A）だ」の

（A）にあたるものと考え得る場合もあり．，音調・ポーズによっては「夏はビー

ルであり，冬は酒だ」と把握し，「僕はAであり，Bである」の型として考え得

る場合もあろう。その解釈が，一一次の部を決定し，構文の型の認定を決定す
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る。多くの場合，どのように解釈するかの大体の傾向はほぼ共通しているであ

ろうが，どちらにも解釈できる例もかなりある。この調査では，どちらにも解

駅できる三舎には，一次の部と認めることにした。問題になったものの一部を

次に添す。

（部と部との閥は一一字あけ。連部はあけない。1は一次の部と一一次の部との切れ騒を

示す。）

（1）○「チョットiオシラベソ／ナッテクグサイマセ」くちょっと　お調べん　なって

　　下さいませ〉

　○「タシザソ　ヒキザソモrオヤリXX　ナッタ　コト［ナイPj

（2）○「ニホンタイプ［ヤッタ　コト1’アリマス？」〈臼本タイプ　やった　こと　あ

　　bます？〉

　○「ケッキョク1フチソノ　スクナイ　トコnトイウ　ワケニ1’ナリマスネ」〈結

　　局　浮沈の　少ない　所という　わけに　なりますね〉

　○「ボトケサマッテ　イウノハiナニカ　アル　キハi．スルワ」

（3）○「ナソダカ1クサイpmガ　ニゴヅタミタイナ　ヘソナ　イPジャナイ，」ウグイ

　　スッテ」〈何だか　草亀が　濁ったみたいな　変な　色じゃない，うぐいすって〉

　○「ソレハネiナソカ1’aウゴウシイ　aウナ　ミズダッタ」

　○「チカテツコウジ　スル　トキハ1モチロソiナバカジャナカッタ　ワケダヨ

　　ネ」〈地下鉄エ礁　する　ときは　もちろん　お墓じゃ　なかった　わけだよね〉

　○「ゲソザイノトコロ1オトウサソ　オカアサソカラ　イモウトサソガ　イラッシ

　　ャル　ワケデスネ」　〈現在のところ　お父さん　お撮さんから　妹さんが　いら

　　っしゃる　わけですね〉

（4）○「diッパリ　ニpaアソスガ　アルトrオモウワi『キaウトアタリネ」

　○「ワタシモ1ソウ　ヤタラニ　アマイモノ　タベタイトrオモワナイネli

（5）○「ナッテモ1チョット　アカク　ナルト．1モウ｝ナカヘネPt　アリガ　ハイッテ

　　シマヅテiタベラレナレデショウ」

　○「ウチーモ．1モb　ウラニ　アッタソデスケドネー1’キョネソ」ウエキヤサソ

　　ガ｝アノ　オニワニrモッテキタソデスヨネ」〈家いも　もと　裂にあったん

　　ですけどねえ　去年　植木屋さんが　あの　お庭に　持って来たんですよね〉

　○「ナソデモi．ジブンデ　ャレパネiキモチ　ヨク．1’タベラVルデショウ」

　○「カラダガネ1’コガラデi‘バジパリ　シテイルモノ」

　○「サムイ　トコヘ　イクトネ．iオフヲ　アゲタリネ．1オモチノ　アゲタノヲ［ナ

　　ソカ；’ウエニiオクラシイ」

（6）○「オコサソ　ツレテイラヅシャルト｝’チョットネギムズカシクrナリマスケドモ

　　ネ」〈お子さん連れていらっしゃると　ちょっとね難しく　なりますけどもね〉
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　　○「ダソダソ」ハナガ1煮．客之之1之芝三蓋ネー」〈だんだん　花が　少なく　な

　　　りますねえ〉

　　○「ゼソブ」．カゾクノ　カタ1．ゴー烹之三三コ蓋三二乏三＿．ゴ．乏．滋烹．瓦．活ヱろ，カ？」

　　○「チョヅトシタネ　テカゲソデネ　．｛ヘソナ　ハナガズ忠譲2．しろ窯∠」〈ち

　　　よっとしたね　手加減でね　へんな　花が　できたり　するの〉

　（7）O「ヤッパリ．．1ニュアソストイウ　コトノミガ1イチイミソ．i皿峯．螺Lよゼ1．玄盛ニワネ」

　（8）○「ダイタイGミソカソノカイシャトシテD工Z之．＿よ階上ノカイシャ

　　　ヲ．i，キ盤ウシテ　イラヅシャイマスカ：Pj　〈だいたい　民間の　会社として　ど

　　　んな　ところの　会社を　希望して　いらっしゃいますか？〉

　　○「グイタイiソノ　クライデスカ？」

　　○「ジカソバ、1ダイタイ．【ナソジぎH三デノ　ト三巳～ゼ、L三一且之蕊之、証，謝．悉ヱる

　　　カ？」〈時間ば　だいたい　何時ごろまでの　ところが　よろしゅうございます

　　　か？〉

　（9）○「ゲッシュウハ1’サイテイ．yドノクライ．iゴキボウデスカ？」〈月収は　最低ど

　　　のくらい　御希望ですか？〉

　　○「ヒトツキ1r魑三二∠rモL／ハ！煮三2乞〔2」＜一・月　五千円庶　ほしいP＞

⑩○「オフ初サソノヲξ滋誕勢力？」〈k’＝入さんのを四枚ですかP＞

　　○「アソ　トキハ．iイッパクモiナソ三孟ヒ勲之孟モソネ」〈あん　時は　一泊も

　　　何にも　しないもんね〉

　⑱○「ナラッタコトハ　ナラッタソデスネ」〈習ったことは　習ったんですね〉

　　○「ウエキヤサソガギテイレ　シテルコトハネ　之．塗zヒノ」

　2・4格　次にどのような関係において，一次の部が組み合わされ配列され

ているかが問題になるわけ’であるが，この関係方式に幾つの型を認めるかは定

説がない。この調査では，まず，一次の部を取り扱うので，その関係だけを直

接の問題にすればいいわけであるが，しかし，全体の文の構成要素間の関係方

式をどう認めるかが，その基盤となっていることは言うまでもない。そこで，

一般的に，この調査で，部．と部（またはその一部）との関係の方式をどう認め

ているかを述べようと思う。このような相互関係における資格を「格」と名づ

けるが，「述語」を中心にして，格の種類を次のようにまとめることにした。

縛総斯｛　三二：蒙
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　　（注）並立対等の関係にあるもののうち，

　ここで，「部の格」というのは次のようなものを雷う。文には「あら！」「伊

藤さん！」「火事！」などのように論理関係が未分化なままに成立しているも

のもあるが，多くは，「（ずいぶんひどい雨が）降るね」「（この花は）美しいね」

などのように論理関係が分化している姿をとっている。単に「降るね」という

文にしても，現実の形式には明瞭に表現されてはいなくとも，「何かが，どこ

かなご……」のような関係をすでにふまえた上での発言である。このような構文

において，動作・作用あるいは性質・状態などを表わしている「降る」「美し

い」などを述語と名づける。いわゆるr陳述」をなして文を完結させている述

語を文末述語と名づける。述語および述語と直接関係を持つ部の格を「部の

格」とする。特に，このうち，それ自身もまた述語としての性質を持ワている

ものの格は「句の格」として区甥する。　（述語は主語と対立する。すべて，述語は

　主語を予想し得るものである。このような述語と修飾・被修飾の関係にあるもの一

　つまり，述語を修飾するもの一を「対述修飾語」とする。述語は主語や対述修飾語

　を統一するものと考えられる。このようにして統一一されているものが旬である。句は

　述語だけしかないものもあり，主語や多くの対述修饒語のあるものもある。句の格と

　いうのは，このような句と句との相互関係における格である。）
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述語と山山関係を持たない部もある。常に述語の一部にのみ関係する部や，

述語に直接関係する部の一部にすぎないような部の格を「部内格」とし，述語

に対して孤立的な部の格を「孤立格」とする。

　このようにして，四つの格を立て，さらにこれを表示したように細分した。

　これらのうち，二三のものについて，少しく説明を加える。

　第一一・’vt句であるかどうかは，それが主語を予想する部によって統一されてい

るかどうかによって定める。したがって

　　0「アシオトモ　シズカニ　アルク」〈足音も　静かに　歩く〉

　　○「ウツクシク　サク」〈美しく　咲く〉

などの「シズカニ∫ウツクシク」などは，あるいは現に主語があり，あるいは，

主語のあり得るものであるから，（「色も　美しく」のように），「アシオトモ

シズカニ」「ウツクシク」は句と認めるQ句の格を帯びているとする。

　　○「ベツニ　ナ＝モ　カソジマセソデシタ」

の「ベツニ」などは主語をとらないゆえ，句ではないQもちろん「ベツニ」は

この場合は副詞であって形容動詞ではない。ただし，

　　○「ソレトハ　ベツニ　ワタシモ　ツクヅテミタ」

などの「ベツニ」は「方法も　別セこ」などの形式があり得るものであるから，

この場合は句であるとする。

　次に，主格は「風が　吹く」「それは　時計だ」「水が　飲みたい」の「風

が」「それは」「水が」のようなものの格をいう。一般に「～が」に相当する

ようなものである。　（このうちFそれは」のようなものを主題とし，F水が」のよう

なものを「対象語」として，一一般の主語と区醸する。）

　　○「ソコニハ　ヒトリモ　イナイ」

　　○「スコシノ　ジカソシカ　ナイ」

における下線の部の格は「～が」に相当すると認め得るから主格である。

　　○「アノヒトッタラ　イタズラバッカリ　スル」

も，形は句とまぎれやすいが，「アノヒトッタラ」は述語ではなく（主語をとら

ない），それ自身「が」に相当するから主格である。

　体言二二述修飾格はいわゆる格助詞の「に，を，へ，と，より，から……」

などによって，述語と関係づけられているもの，または，それに椙当するもの
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の格をいう。

　　○「マェノ　ホウシカ　セキ　アイテナイ」　〈前の　方しか　席　あいてない〉

　　○「サクラバ　コチラ’ニ　ウエマショウ」

の「マ：一ノホウシカ」「サクラバ」などは主格とまぎれやすいが，これらは，

それぞれ「前の方にしか」「さくら（を）は」（実際をこはrヲハ」とv・う形は表われ

ないが，意味的に「（を）ハ」に相当する）に相当するものとして，体雷的対述修餓

格（以下，豪酒格と略記する）とする。（これらは「主題」と考えていい。しかし，梅は

　体旧格と考えるべきものである。体一語にも主題とすべきものがあるのである。作業

　の上で，一応区別して分析を行なウたが，まとめに際しては体修語として一括し，必

　要な際に注記するにとどめた。）

　翻空解難壁修飾格は前述の格とは違って，多く述語の属性を限定修飾するも

のについていうので，格助詞がついていることはない。「ウツクシク　サィタ」

などの「ウツクシク」は副調的修飾格（以下，勤修格と略記する）とも考えられ

るが，これは句の格とすることはすでに述べた。

　　○「ボウシ　ブタツヲ　Aサソニ　アゲタ」

　　○「リソゴヲ　フタツ　モラッタ」

のうち，前者は下萌格，後者は副修格とする。前者は格助詞がついているのに

後者の場合は「りんごを　ふたつを……」という形式が普通であるとはなし得

ないからである。「～を～を～する」のような型は特別な場合を除き，普通に

は認められないことが多いと思う。　「フタツグライ　トシガ　オォキイ」にお

いても同様である。格助詞がついておらず，また，格助詞のついているものに

相当すると考えることも無理である。前述の「ベツ＝　ナニモ　カソジマセソ

デシタ」の「ベツニ」もやはり三二格とする。

　ところで，具体的な個々の文において，それぞれの部が，どのよう．な格を帯

びていると認めるかは必ずしも容易ではない。それ自身として格の認定が困難

なものもあり，解釈のしかたによって異なるものもある。

　　○「エイガカソハイヅタ　上月「ミソナ「ドノ　ヘソデ「ミル？」〈映画館　は

　　　いった　時　みんな　どの　辺で　見る？〉

における「ハイッタ　トキ」は副寸恩に立っていると考えることもできるが，

一面「はいったときにJのような形式を考えると，厨本語としては体修絡と考

えることができる。
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　　○「ミヅツ．1モラッタ」

における「ミッツ」も副修格とも，またrみっつを」という形式があり得るこ
　　s
とを考えると体修格とも考え得るものである。

　　○「カク　コトハiカキマシタ」　〈書く　ことは　書きました〉

における「カクコトハ」にいたっては，主格であるか，体旧格であるか，それ

とも「かくことはかく」という慣用句としての特殊な関係方式とするか，問題

が残るのである。

　　○「ウチナラ1フタリトモ1．セイカクガ1『ハソタイダネ」　〈うちなら，二人とも

　　　性格が　反対だね〉

に：おける「ウチナラ」などは形式上，句の格である。．と考え得ると同時に意味

関係から主格に立っているとも考え得る。

　このように，格の認定の困難なものはかな．わ見出される。そのほかに，解釈

のしかたが関係して来る。

　　○「オタクノ　ホウデハ1坐「ハヅテアル」

の「イタ」は「板がはってある」のかデ「板をはっで～らる」のか，この形から

は不明である。「～が」または「～を」のどちらの格に相当すると認めるかは

解釈によって異なる。

　　○「リソゴハ　タベラレチャッタヨ」

の「リソゴハ」は「りんごを食べる」ということを「された」と解する時は

「りんごを食：べられちゃった」と考えられ，体旧格と認定される。「りんごが

食：べられる」と解する時は主格と認定される。

　この調査においては，判定が困難である場合には次のような順序で優先させ

た。二二，主格体修格，副修格。

　たとえば，前例の「エイガカソ　ハイヅタ　トキ1ミソナ　ドノ　ヘソデ1

ミル」の「～トキ」は体旧格とする。同様に「ミッツ　タダサイ」の「ミッ

ツ」も体修格とする。それぞれ「はいつfeときに」「みっつを」と考え得るか

らである。しかし

　　○「ジカソバ　ドレグライ　カカッタカネ」

における「ドレグライ」は副修格とする。「じかんは　どれぐらいが　かかっ

たかね」などという形式を一般的であると認めることが無理だからである。
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　とは言っても，そのような言い方が一般的であるかど．うかの認定は，結局は

人々の語感にたよることになり，主観的になりやすい。そこで幾つかの問題に

ついて，人々がどのように認めるかについて，簡単な構文の調査を試みた。こ

れは研究所内の人々に，次のような言い方について，どう感ずるかを答えても

らったものである。次に，問題とその結果とを示す。大部分の人が判定の対象

にした箇所に線を引いて示すことにする。結果もまた，この箇所についてだけ

の集計である。　（昭和34年2月実施）

　　　　　　　　　　　　　　調　査　項　自

　　1　ソソナ　カッ＝ウデチメ・・一トルグライヲ　アルイタヨ。

　　2時聞ハ　ドノクライガ　カカッタノカネ。

　　3　時闘　ドレグライヲ　カケタノカネ。

　　4エニソコマ至グライ亘歩ケナイナソテ　オカシイヨ。

　　5　コノ　仕事二　五人グライヲ　使イ，ソノ　仕事二　三人グライヲ　使ヅタラ

　　　　イイダPウ。

　　6　リンゴ　十グライヲ　持ッテ　デカケタソグ。

　　7　バケツニ　イッパイグライヲ　百円デ　ウッタ。

　　8　ヒトツ　菅円デ　バケツニ　イッパイグライヲ　ウヅタ。

　　9　リソゴヲ　三ツヲ　買ッタ0

　　10　リンゴ　三三ツヲ　買ッタ。

　　11　リソゴノ　木ダッチ　ゼソブガ　櫓レチャッタデショウ。

　　12　コレ　ゼソブヲ　ヤルノP

結 果

＼判
問＼定　　自　然　だ

題＼．
少しへんだ

1 7　（12．5％） 32　（57．　1％）

2 4（7．1） 11　（19．6）

3 14　（25．e） 28　（50．0）

4 26（46．4） 16（28．6）

5 25（44．6） 28（50．0）

6 19（33．9） 30（53．6）

7 44（78．6） 10（17．9）

非常にへんだ 不 明

17　（30・4％）i

40　（7i．4）　1 　　　　　
1（1．8％）｝

14　（25．0）

　　　　　i14　（25．0）　i

2rm－S（一2：：！2”h54）1

7　（12．　5）

7E－5，JgJ－rm．，，1
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8 10（17．9） 33（58。9） ！1（19『6） 2（3．6）

9 2（3．6） 10（17．9） 44（78，6）

10 29（51，8） 22（39．3） 4（7．1） 玉（1．8）

11 31（55．4） 20（35．7） 4（7，1） 1（1．8）

12 38（67．9） 13（23．2） 4（7．1） 1（1．8）

　　　注　被調査者数56名。結果の数は実数，（）は％

　以上の所内の小調査によれば，個人によって違いはあるが，全体としては，

一つの傾向は認められる。この傾向は平準なものであろう。しかし，．どこまで

を一般的な疑い方とするか，はっきりした線はひきにくいようである。なお，

性別，年齢別，贋住経歴による積極的な違いは見られなかった。

　また，次めような場合もある。

　　○「ワタシハ　リソゴハ　スキデス」

　　○「ワタシハ　アナタハ　スキデス」

において，「リソゴハ」「アナ貼出」の格は何であろうか。「わたしは　りんご

が　すきです」というのが一般的で「わたしは　りんごを　すきです」は一般

的ではないと認めていいであろうか。しかし，「A君が　Bさんを　すきなん

ですか」の方が「A君が　Bさんが　すきなんですか」の書い方より，むしろ

論理関係がはっきりしている点もあって，かなり用いられていることを考慮し

なければなるまい。「アナタハ」の場合も「あなた（を）は」に対応すると考え

ることもできる。

　そこで，このようなことについての人々の意見を知るために，所内で第二回

の構文の小調査を行なった。その調査項目と結果は次のようである。　（昭和34

年9月実施）

　　　　　　　　　　　　　　調　査　項　目

　　1　ワタシバ　水ヲ　飲ミタイネ。

　　2　ワタシガ　水ガ　飲ミタイソデス。

　　3　ワタシガ　水ヲ　飲ミタイソデス。

　　4　ワタシハ　リソゴヲ　スキデス。

　　5　ワタシガ　リソゴガ　スキデス。

　　6　ワタシハ　アナタヲ　スキデス。
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7
8
9
0
1

　
　
　
1
1

ワタシガ　アナタガ　スキナソァス。

A君ガ　Bサソガ　スキナソデスカ。

A君ガ　Bサソヲ　スキナソデスカ。

A霜ハ　英語ヲ　話セマスカ。

A君’ガ　英語：ガ　話セルソデスヨ。

　　　　　　結　　　果　A

＼≧阯

ｴ＼定　自然だ
@題＼、

まあゆ
驍ｹる

少　しへんだ 二三にへんだ

王 36 11 6　　　　　　1

2 王7 12 15 10

3＊ 41 9 1 2

4 7 12 18　　　　　17

に
ノ
　
　
　
6

t　　　　　　　塁E・1 @・3｛　1・　11
10． 恥1｛ 17　　　　　16

7 ，　　！8 ・｛15　13
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　　　　　　＊夢轟i晶晶　 1凌）り

　　　注　1．被調査者数　　　　　54名

　　　　　2，BはAをまとめたもの。　数字は実数を示す。

　これによれば「ワタシハ　リンゴヲ　スキデス」　「．ワタシハ　アナタヲ　ス

キデス」「ワタシガ　アナタガ　スキナンデス」「A君が　Bサソガ　スキナソ

デスカ」には「へんだ」とする人が多いわけである。「～は」がある時は1’～

が　すきだ」が普通で，f～を　すきだ」はドへんだ」と感じられるが，「～

が」がある時は「～を　すきだ」が普通で，「～がすきだ」は「へんだ」と

感じられるというのは「～が～が」という表現では主格と対象語格との区別が

困難であるからであるというような理由を考える必要があろう。

　もっとも，具体的な話しことばにおいては交脈や場面や音調の関係があるの
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で「A霜ガ　Bサソガ　スキナンデス」という言い方も，さして不自然とは考

え，られない場合も多い。

　この二つの小調査によ・て・日本語費ま雨曝定にかなり困難を伴うものが

あり，大体の傾向はあるが，はっきりした線がひきにくい事述わかる。この調

査では，以上の小調査や諸説を参考にしつつ，我々の一般的と認める所にした

がって，既述したような優先順位によりつつ，格を認定した。次のようなもの

が問題になった。

（1）時や数に関するものには格の認定に困難を感じるものが多い。

　　○「コトシバiニギヤカデシタネ」

において，「コトシバ」は副修了と考え得る。Fことし」自身が「にぎやかであ

る」ということはない。しかし「きみは，去年はお祭りがにぎやかだったと言

うが，去年は，そんなでもなか・．た。にぎやかなのはことしの方だ。ことしが

にぎやかだった」というような言い方は場合によって，ないわけではない。こ

ういう場合に，これをどのように取り扱うべきであろうか。日本語の表現とし

ては主格と考えることもできよう。

　　○「ナツハ　イイデスネ」

において「ナツハ」は「夏」という季節そのものをよしとしているのか，「夏

にはどこかの景色がいい」などのような意味か，解釈によっては主格とも体修

格ともあるいは副修格とも考えられる。

　このような例には次のようなものがある。

　主語（次の例における傍線部をこの調査では主語とした。以下同じ。〔〕はこのよう

　　にも解し得ることを示す）

　　○「コトシナソカ【トクベツ．1ニソズガ1スクナイソジャナィ」〈今年なんか　特

　　　別　入数が　少ないんじゃない。〉　〔副修語〕

　　○「コウモリガサ　モッテ　デタ　ヒト．1ヒトリモ｛1イナイソデス」〔副修語〕

　　○「サイショ｛ナナセソモ1ウイ一考ソネ」〈最初　七千も　ういたもんね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔副修語〕

　　○「イマ1ヨソマソグライシカ1．ウレテナイデシヨウ」＜今　四万ぐらいしか　売

　　　れてないでしkう。〉　〔副修語〕

　　○「アレ［ミソナ1イソチキダッタ。」　〔副修語〕

　　○「オ．ク■“　．iイッポソキリッカ．1．ナイ」〈奥歯　一一本きりつか　ない〉　〔副修業〕
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体修語　　　　　　　　．　　　　　　　　　　．　　　　　　．　　．

　○「ジカソノ＼iナソジゴロマデ1ヨPtシイソデスカP」〈時間は・何時ごろまで

　　よろしいんですか？〉　〔主語3　　　、　　　　　「

　O「イママデ1ゴセソサソビャクエソ．1イタダイテタ」　〈今享で　5チ3百円　い

　　ただいてた〉　こ副修語〕

　○「ヨル1トウキ。ウへ1ツイタデショ」〔副修語〕

　○「ハルナソカ、1イイワネ」〈春なんか　いいわね〉　〔主語，副修語〕

　○「バカヘサ　ハイッタソダケドネ1ヒトツツネ　トビラガ　アッテネー　ノウコ

　　ツシテアル1ゼソブ」　〈墓へさ　入ったんだけどね　一つつね　扉が　あってね

　　納骨してある，全部〉　〔副修語〕

　○「アノ　トキハiナソカiイイヅタデショウ？」〈あの　時は　何か　いいった

　　でしkう？〉　〔翻修語〕

　○「コノゴロバ1そウiキリカエガ　パット　ツク　ヨウニ1’ナッタ」〈このごろ

　　ほ　もう　切り換えが　ばっと　つく　ように　なった〉　〔副修語〕

　○「＝一ヒーダッテiセソソウゴ「インチキナ　モノハ1’　？メデ　ツクッタジ．1’　S

　　テネ」　〈皿一ピーだって　戦争後　イソチキな　　ものは　豆で　作ったりして

　　ね〉　〔副修語〕

　○「チソタイシャクノ　バアイハ」チソリョウヲ　カク　ヒツヨゥハ｝アリマセ

　　ソ」〈賃貸借の　場合は　賃料を　書く　必要は　ありません〉　〔主語，副修語〕

　○「ヨルハ1チョヅト1ムリデスヨ」〈夜は　ちょっと　無理ですよ〉　〔副修語〕

　○「ミッツ1クダサイ」　〔副三諦

副修語　　　　　　　　　　　　　・
　○ヂャヅパシ｝ムカシバ1．ブソキョウナソテイウノハ、1オヤシキガ1オオカッタデ

　　ショ」くやつぱし　昔は　交京なんていうのは　お屋敷が　多かったでしょ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔体修語〕

　○「マイニチデスカ，」ヨソカゲツP」〈毎日ですか，四か月？〉　〔体修語）

　○「ナッiセソジョウヘ　イク　マエニ【イヅタジャナイ？」〈夏　仙丈（出名）へ

　　行く　前に　行ったじゃないP＞　〔体修語〕

　Orキレイナソダネ…，1アレガ1ミソナ」　〔主語〕　　　　　　　　tt

　O「ソノ　アトiナトウサソiオフタリデスネPj　〔主語〕

　○「コナイダ！タベタ」　〔体修語〕

　○「ソレyミ．ソナ［キリタオシタ」〈それみんな一切り倒した〉〔体修語〕

　○「テキ1・ウナ　トコロガ　乙ゴ⊥iと些≦〔1レソラクシマス」〈適当な　所が　入

　　り次第　連絡します〉　〔体修語〕

　○「ボウシバ1フタツグライ」ウッタカシラ」　〈帳子は　二つぐらい　売ったかし

　　ら〉　〔体修語〕

　○「ドノクライ1カカッタノ，」ジカソ？」　〔主語〕
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　　○「イモウトガ1ホソノ　スコシグライ1タベルソデス」　〈妹が　ほんの　少しぐ

　　　らい　食べるんです〉　〔体修語〕

　　○「ジカソガ1ミソナiオソイソデス」　〔主語〕

　　○「リソゴヲ．1ミッツ．1クダサイ」　〔体二言吾〕

②　述語が感情を表わす形容詞・形容動詞や「他動詞十タイ」の形や可能の動

詞などを含んでいる場合にも格の認定に困難を感じる場合がある。

　主語
　　○「ジュップソカソニi．ドノクライiウテマスカ？」　〈十分間に　どのくらい　打

　　　てますか？〉　〔体修語，副重語〕

　　○「エイゴノ　カイワiデキ＝「スカ？」〈英語の　会話　できますか？〉　〔外姑藷〕

　　○「ナシュウジiヘタナソデス，iジガ」〈お習字　下手なんです　字が〉〔体修語〕

　　○ヂソレハ1ワカソナイカナー」〔体1修語〕

　　○「ソレモネー1ヒトガiハイレルソダ」〈それもねえ　人が入れるんだ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔体修語〕

　　○「ミシソバ［ブメマスカ？」　〔体修語〕

　　○「ドノクライiゴキボウデスカP」　〔体修語〕

　　○「コマカイ　コトハ｛スキ？」　〔体目語〕

　　○「アイスクリーームガ，1タベタイ」　〔二二語〕

　体修語

　　○「トウシャバソデスネ【ゲソシカラ　ゼソブ　スリアゲルマデ　デキマスカP」

　　　〈騰写版ですね　原紙から　全部刷りあげるまでできますか？〉〔文目提示語〕

　　○「クダモノハi’ナニガ1スキP」　〔主語〕

（3）述語が「他動詞十テアル」の形を含んでる場合にも問題となる例が多い。

　主語
　　○「ソレヲ　アゲタ　ヒトノ　ナマエカナソカ1’カイテアル」〈それを　あげた

　　　人の　名前かなんか　書いてある〉〔体修語〕

　　○「之空1ナソデ「カタメテアソノ？」〈中　何で　固めてあんの？〉　〔体統語〕

　体毛語

　　0「uレハ1カソヌシサソガ　ノリトニ　ヨミアゲルダケノ　コトヲiコレiゴキ

　　　ニュウネガウソデゴザイマス」〈これは　神主さんが　のりとに　読みあげるだ

　　　けの　ことを　これ　御記入ねがうんでございます〉　〔主語〕

（4）主題的な表現にも，格の認定に困難なものが多い。

　　　　　　　　　　f｛，
　主　語

　　○「アバタモ1エクボ」　〔体修語〕

　　○「ナシネソキトカネー　ナソトカヅテ　ホトケサマノ　ホウジ1’イロγナノ1．ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　164’



　　ルデショウ」　〈何年悪、とかねえ　なんとかって　仏様の　法事　いろんなの　あ

　　るでしょう〉〔体1修語〕

　○「スモウッテイウノハ1ドウイウ　ワケカ．iワタシバ1’キョウミガiナイソダ

　　ワ」〈すもうっていうのは　どういう　わけか　わたしは　興味が　ないんだわ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ体毒血〕

　○「アノ　セソガクジ．1アソコ．1ホネガ．iデテイルネ」　〈あの　泉川寺　あそこ

　　骨が　出ているね〉　こ体修語〕

　○「ソレコソ1ユユアソスガiナイヨネ」　〔体修語〕

　○「オオ守門サンバ1コノ　カタハ1ガヅコウへ1イヅテル？」〈大谷さんは　こ

　　の　方は　学校へ　行ってる？〉　〔体修語〕

　○「ヒトリモ1カサヲ　モッテ　デタ　ヒト　イナイ」〈一人も　かさを　持って

　　繊た人いない〉〔謝丁丁3

　0「ムコウデモ．iオコッチャウ」〈向こうでも　怒っちゃう〉　〔体修語〕

　○「アサトカ　バントカネ．1ソノ　ジカソダケシカjナイラシイ」〈朝とか　晩と

　　かね　その　耳聞だけしか　ないらしい〉〔副修語〕

三八語

　Orマユハiケオリカイシャデスネ」〈前は　毛織会祉ですね〉　こ主語〕

　○「ムコウハ［イヤラシイヅテイウノハネー1ソソナ　タイヘソナ　コトジャナイ

　　ソダヨ」　〈向こうは　嫌らしいっていうのは　そんな　たいへんな　ことじゃな

　　いんだよ〉　こ主語〕

　○「ツギノ　ワダイハiアカルク1．イキマショウヨ，　1．コソドハ」　〈次の　話題は

　　明るく　いきましltうよ，今度は〉　〔主語〕

　○「カソチョウハiキボウシテイラッシャイマセソカ？」〈官庁は　希望していら

　　っしpいませんか？〉　〔主語〕

　○「ナ＝ハ1ゴシソプサマノ　ホウハiゴミョウジダケ1オワカリデゴザイマシタ

　　カ？」〈なには　御新婦様の　方ば　御みXう字だけ　おわかりでございました

　　か？〉　廷主語，文内提示語〕

　○「シズオカアタリハiズイブソ【ヤマニiアリマスネー」　〈静隅あたりは　ずい

　　ぶん　肉に　ありますねえ〉　〔主語〕

　○「マエノ　トコロバ．【ドウシテ1ヤメタノ？’」　〔主語3

　0「アレネー．iカナダ刻イレルノヨ」〈あれねえ　金具を　入れるのよ〉　〔主語〕

　○「カイシャハiドソナ　カイシャヲゼキボウシテラッシャイマスカ，」　〈会社は

　　どんな　会社を　誘博してらっしやいますか？〉　〔主語〕

　○「ワレワレ」イヤラシイッテ　コトハ【タイヘソナ　コトデショ」〔主語〕

　○「シュミハi．ドソナ　モノ”’　’iシェミヲ1モヅテラッシャイr．？ス？」　〈趣味は

　　どんな　物に　趣味を　持ってらっしゃます？〉　〔主語〕

　○「アジハiドソナノ1’ツケルノ？」〈味は　どんなの　つけるの？〉　〔主語〕
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　　○「トウキョウハ1ニッキョウソガiサワイデイルソデスネ」　〈東京は　H教組が

　　　騒いでいるんですね〉　〔主語〕

　　○「バカモ、｛ヤ冬ミヤスミ］’イAj・〔主語〕

　　○「ケイサツヨビタイハiナニヲ1．ヤッテイタ？」〈警察予備隊は　何を　やって

　　　いた？〉　〔主語〕

　　Orサクラバ1コチラニ｛ウエマシuウ」〈桜は　こちらに植えましょう〉〔主語〕

　　○「エイガハiミマセソ」　〈映画は　みません〉　〔主語〕

⑤提示格にすべきかどうかと迷うものもある。

　交内提示語

　　○「Z上ゴヤハリ．1ウメノキヅテ1ウグイス1スキデスネ］〈あれやはり梅

　　　の　木って　うぐいす　好きですね〉　〔：主語〕

　主語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　○「ソリャ．1バカ＝Uッテ，iチガウヨ，．1オオキサハ」くそりゃ　墓によって　違

　　　うよ，大きさは〉〔文内提示語〕

　　○「オバサソ．1ヤマナソカ1ドウデスカ？」〈おばさん　出なんか　どうですか？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔文内提示語〕
　体修語

　　○「ソレカラ1’アソナイジョウデスネ1’ナニカ．1ヒナガタ」．アリマスカ？」　〈それ

　　　から　案内状ですね　何か　ひな形　ありますか？〉　〔文内提示語〕

（6）句の格かどうか問題になるものがある。

　旬

　　○「ホカノ　ヒトモi’イヅショニ．Vハイヅテイルワヨ」〔人台語3

　　0「パインジュースガ　ノミタクiナル」　〔講修語〕

　　○「ウラノハネ．1トヅテモ　ヨク1ナルノ」〈裏のはね　とっても　よく　なるの〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ副読語〕
　　○「マヅシロヅテ1’ソソナニ【キレイジャナイy」〔主語〕

　　○「ウチデモネ1サソニソサソヨウデネ．［ワラヅテソノ」くうちでもね，三人

　　　三様でね　笑ってんの〉〔体修語〕

　副修語　　　　　　　　　　・

　　Qrアイスクリームガタベタク1．ナルノネ，」スゴク」〔旬〕

　　Orベツニ1ナイデス」胸〕

　　○「タシ職人ネ1ソウイウ　コトバ1ムズカシイワネ」　〔句〕

　　○「フシギニネー　’｛’ナソブセソベーッテiイウソダッテ」　〈不思議にねえ　南部煎

　　　餅って　い5んだって〉〔旬〕

　　○「ウチナラネ．Lフタリトモ1ホソトニrセイカクガギハソタイダネ」　くうちなら

　　　ね　二人とも　ほんとに　｛生格が　反対だね〉　〔旬〕
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　　○「カイシャデモiイチバソ1イッテルワネ，iヤマ」　〈会社でも　一番目ff　pて

　　　るわね，肉〉〔句〕

　　○「ナツナソカ1．ソソナエiツクラナイネ」　〔句〕

　主語
　　○「オモイダスノッテヅタラサ1ソレコソ　アリフレタ　タベモノナノネ」〈思い

　　　冒すのッてったらさ　それこそ　ありふれfe　食べ物なのね〉　〔句〕

　　○「ワタ潔トイタシマシテハ【キョジソノ　ファソデゴザイマス」　〈わたしといた

　　　しましてVX巨人のフ。ソでござい”iす〉〔句，体修語〕

　体修語

　　○「デソ＝ウノ　ホウトシテ1『オネゲーシマス」　〈電工の　方として　おねげえし

　　ます〉〔句〕

　　○「タクチヘソコウノ　コトニツイテ1『オウカガイシタイソデスガネ」〈宅地変更

　　　の　事について　おうかがいしたいんですがね〉　〔句〕

　文連結語

　　○「テイウト1’チョヅトiチガヅチャウソジャナイカナー」〈て言うと　ち禽つと

　　　違つちceうんじゃないかなあ〉　〔句〕

⑦　その他，次のようなものがある。

　主語
　　Orナニ刺シカクモ・テ・レ．e／1アリマセソ？」〈何か資格持ってる

　　　もの　ありません？〉　〔副修語〕

　体修語

　　○「ナニカ1’エイガデ1ミタ」〈何か　映画で　見た〉　〔副修語〕

　翻三岡

　　○「事事アサソバ．1ナニカ1シゴトヲ1モッテイマスカ？」〔体修語〕

　　○「オレナソカiセソソウノ　カソジハ「ナソニモ｝ナカヅタ」〔主語〕

　　○「シゴトガ　デキルト　ドウジニiハジメチャッタソダ」〈下肴が　できると

　　　圃磯に　始めちmpつたんだ」〔体修語〕

　　○「ナソマイカ　ムク　タソビニ｝ウスクi1ナルソダソウヨ」　〈侮枚か　むく　度

　　　に　温く　なるんだそうよ〉　〔体修語〕

　　○「ズガイコツナソデス訟，｝ソノマソマ」〈頭がい骨なんですよ，そのまんま〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ体修語〕

　ところで，次の例はどうであろうか。

　　○「ナイヅテ　イウヨリモネ1ムシロ」ギノウガrモソダイナソデス」〈無いって

　　　いうよりもね　むしろ技能が問題なんです〉

　　○「『認シヤ　ヤヅタロウ』ナソテ1ナソダカ．iヤヅテクレソダカ．tタヨリナイソ
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　　　ダッテサ」

これらも，体修格とも認定できるが，句とみられないこともない。（前者は「ナ

イッテ　イウノデハナクテ」などの意に近く，この「ヨリモ」を「接続助詞」に準じて

扱うことができよう。後者嫡挿入文とも考え得る。）

　そのほか，述語が「自動磐船セル・サセル」の場合は他動詞的性格を示して

いるものが多いが，「他動詞十レル・ラレル」の際は，その前後の文脈によら

なければ，主格あるいは体手筆の認定ができないものがあることは既述した通

りである。（この場合認定の全く困難なものは，他動詞としての性格を優先させた。）

　2・5整理のしかた’1以上のように，文末述語を中心にして，一一次の部を単

位とし，（相互の格を認定し，）それらの部がどのような格関係を持って組み合

わされ配列されていると考えられるかという観点から，構文の型を調査した。

この際，これらの部の順序が自由であるか，固定しているかを考慮したので

　　○「セソセイモ1スミニ1オケナイネ」

　　○「コノ　ェモ1コノ　ヘヤニiカザレナイネ」　〈この　絵も　この　部屋に　飾

　　　れないね〉

は，どちらも「～モ　～二　可能動詞十ナdlネ」の形式ではあるが，構文の型

は区溺されることになる。

　次に，この調査においては文末述語を重視したので，文末述語と直接関係し

ない部（一文内の孤立格である部）は，たとい一次の部であっても当面の調査研

究の対象から省いた。また，句と句との関係についても，詳しい分析は今後に

まつことにした。したが・。て，この調査では，まず文末述語を中心に，「部の

格」を帯びている一次の都についての構交の型が調査対象とされた。もちろ

ん，それ自身が一粒であると認められる孤立格の部も対象とされた。

　ところで，とり上げられた一次の部がどのような主語であり体修語であるか

などという事が問われる事になる。この調査においては，主語。体修語……を

構成している中心の詞の性質：がどうであるか（つまり，品詞は何であるか）およ

び，その主語・体修語……の特徴を表わしている辞が何であるかを区隠した。

たとえば，以下の文はそれぞれ，次のように，とらえられる。

　　　　愚・名詞〔ナソカ｝　　　体膨・名詞ヲ　　述・他動〔ノ〕

　　○「ワタクシナソカ　シロバターーヲ　ツカウノ」
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　　○「工勢蒋鷺テイウ．，、糞鶏鳶’謬％翌痛〈演繰翻。、、

　　　うのは　さっぱり　払わないらしい〉

　　　　㊤・峯詞そ　　　述・形〔ワヨ〕
　　○「ケイヒモ　ヤスイワヨ」

　　　主・名詞ガ　述・自動〔ネ｝
　　○「アメガ　フルネ」

　　　㊤・名詞ワ　　　霊・名詞ガ　　述・形動
　　○「ワタシバ　ソウカヤキガ　スキダ」　〈わたしは　草加焼が　好きだ〉

　注㊧・主・董はそれぞれ，主題たる主藷・一般の主語・鰐象語たる主語を表わし，

　　　体修・副修・述などはそれぞれ体躯語。副修語・述語を蓑わす。調の品詞名は普

　　　通一般の文法胴語である。名調酌などというのは，　「ノ」などが名詞的であり，

　　　これがこの部の詞性を表わしていることを示す。劉3は部の格として謝修たるこ

　　　とを得る詞性を四つに分けた中の第三番目（ここでは陳述認識）であることを示

　　　す。（認修諮の分類については後述）「ナソカ」などのように〔〕内のものは，そ

　　　の部たる特徴を衷わしてはいないこと，つまり，団交上の基礎酌な格の問題とし

　　　て取りあげなくてよいと考えられるが，具体的一門魏においては揚合により，構

　　　交上考慮しなければ、ならないものを示す。

　これについて問題になったのは次のようなことである。

　第一に，形容動詞と名詞とは次の五つの基準により，どちらの性質が多いか

で決定した。（1）格助詞「が，を，に，へ，と……」などがっくか。（2）接尾辞

「さ」がついて避雷を構成するか。（3）「な」を伴って連体修飾語となるか，

「の」を伴って連体修飾語となるか。（4）被連体修飾語となるか。（5）被連用修飾

語となるか。そのほかに，副蜜語になるかどうかも参照しfc。

　第二に動詞は自動詞・他動詞を区別した。これは，述語の詞性の自・他の別

により，講文の型のかなりの違いが類型的に把握できるからである。厳密に

は，さらに細分すべきであるが，今は大まかに類溺するにとどめた。もっと

も，この霞・他の朋も日本語においては自序が困難である。この調査において

は「を格」をとるかどうかを第一の基準とした。したがって「そのみちを　い

く」におけるr行く」なども他動詞ということになる。ただし，このようなも

のは「ほんを　やぶる」などの場会とはかなり性質が違う。そこで前者のよう

な動作・作用の行なわれる場所や起点を添す場合の動詞を「他動詞1」，後者

のような動作・作用の目的を示す場合の動詞をr他動詞2」として区：癒した。

　つまり，この調査では，詞を分類して，名詞。動詞（自動詞，他動詞）・形
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容詞・形容動詞・副詞・連体詞・接続詞・感動詞の別をたて，それぞれの部の

詞性を必要に応じて，間題にしたのである。もっとも，この調査では，その部

の詞性が問題なのであって，現実の詞が問題なのではない。

　　○「コレバ　カレノ　モッテキタノデス」

　　○「カレハ　イヤダ　ッテッタ」

において，前者は「これは～です」の型に属するが，「～」（「カレノ　モッテ

キタノ」）の名詞的たる自性を示しているのは「ノ」である。また，後者は，「か

れは　tyと　言った」の型に属しド曙テッタ」は，この「といった」に相当す

る。つまり，　「ッテッ」は鋤詞的にとらえられるのである。（「ワタシバ　ミズガ

ノミタイ」においては「ノミタイ」の形容詞性を問題にせねばならぬ。）

　助詞・助動詞の類は構文に関係があるものに限り，取り上げることにした。

したがって，いわゆる「副助詞」の類などは，一般には取り上げなない。

　この調査でどのように取り扱フたか，問題の例を含めて，一部を次に示す。

　【名詞と形容動詞との問題］

（1）名詞にしたもの

　　○「アナタガ　イチパソ　アマトウネ」〈あなたが　一番　甘党ね〉　OFケシaウ

　　ヒソノ　イッシュダ」〈化粧品の　一種だ〉　○「ウソヨ」　○「オヅポジパナシナ

　　ソデスモノネー」　○「オトウサソ　オイクツ　デスカ？」　○「ツウキソノ　キ

　　ボウデスカPJ〈通勤の　希塁ですか？〉　○「ゴビョウキデスカ？」　○「カライ

　　ホウ　サキダネー’」〈辛い　方　先だねえ〉　○「タダ　シオアジネ　チョット」

　　〈ただ　塩味ね　ちkつと〉○「イワユル　シロジャナイヨ」くいわゆる　白じゃ

　　ないよ〉　○「シソセツダワヨ」　○「エダカラ　ナニカラ　ゼソブ」＜枝から　な

　　にから　金髪〉　○「ソレデ　セイイッパイダヨ」　○「ヨソカゲツデ　ソツギョウ

　　ナノ」　○「ソノ　テイドデスカ？」　○「ノザラシダネ」　○「セイカクガニ

　　∠欠亡ダネ」　〈性格が　反対だね〉　○「ツカワナカッタ　坐デスヨ」　○「ナソ

　　ダカ　ヘッピリゴシネー・」　○「マチガイデナイソダヨ」　○「ドヒョウノ　エ

　　ソナカ」　○「マダ　マソカイジャナイソデスカ？」　○「ヤヅパリ　ミリョクダ

　　ネ」〈やっぱり　魅力だね〉　○「イッシュノ　ミエナノヨネ」　〈一種の　見栄なの

　　よね〉　○「オウタイナソカ　fLVデスカP」〈応対なんか無理ですか？＞Ofト

　　シガ　ウ＝・ダトネ　メウXナソダ」　Ofヤバソカシラ」〈野蛮かしら〉　○「イッ

　　パソノ　ジムトイウ　コトニ　ナル　ワケデスネ」

②　形容動詞語幹にしたもの
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○「トッテモ　イソチキ」　○「ソノ　モヤガ　イッパイデショウ」　○「SUゴレ

ルノハ　イヤj　O「イッショジャナイネll　O「オソマツダヨ〔」　○「イヤラ

シイト　ナナジョネ」　○「オタク　オスキデスカ？」　○「コソドバ　カソタソ

デスヨ」　○「ナソダカ　キノドクネ」　○「ドコデモ　ケッコウデスケド」　○

「ジ＝ソスイデスカ？」〈純粋ですか？〉　○「オカラダハ　ジ、，ウブデスネ」　○

「ジョウズデスカ？」　○「ワジニ　溢デスヨ」〈割り1・C　地味ですよ〉　Orぬし

ウヨウダ9」〈重要だよ〉　○「アツクナイ　ホウガ　ジョウトウデショウ」　○

「モウ　チョット　ス’マー1・ナソジャナイ？」　○「スキデスネ」〈好きですね〉

Orヤッパリ　ゼイタクヨ」　○「シrr　・一トジャ　ダメデショウ」　○「アメガ

フルト　テキメソデXシネ」　○「ヤッパリ　デブショウナソダネー一」　〈やっぱり

出不精なんだねえ〉○「ゲソダイジソバ　フクザツナソジャナイP」Orゲソザ

イガ　フマソデ　ショウガナイソデスネ」　〈現在が　不満で　しょうがないんです

ね〉○「デモ　アレ　ブシ’g．ウネ」〈でも　あれ　不精ね〉　○「アタマ　ニニ∠ダヅ

タワヨ」○「ツウキソバ　ベソリデスネ」OFオシ＝　・一ジ　ヘタナソデス」　○

「オーキクッテネ　マッシロナノネ」〈大きくってね　まつ肉なのね〉　○「アメガ

フルト　ユウウツダワ」　○「スミヅロノ　ボックスダケ　ヨケイデスヨ」

　【その他，問題になった名詞（名詞的）｝

（1）名詞的としたもの

　　○「ヤッタダケダモノ」　○「トチュウ攻2ネ」〈途中からね〉○「ざ．峯リ　カ：lx一

　　タリ　アソソダリデスカ？」　○「ヨク　ワカラナイ　グライ」　○「キボウハ

　　ドノクライデスカ？」　○「ナニカニ　カブセテアルカ　カブッテイルカiシテルソ

　　ダロウj　O「ドッチガ　ドヅチダカiワカソナイ」　○「ワタシノ　ヤル黒皇二

　　iヤリナサイ」○「ソレハ！’ワタクシノモ・テキタノデス」○「コトニn

　　リケリダケドサー」

（2）副詞　助動詞などとの区別で問題のあるもの

　　○「アルソダ1イッカイ」〈あるんだ，一回〉　○「ハイヅタ　コト」．アルヨ，1ゴ

　　ッペソ」〈入った　こと　あるよ，一遍〉　○「・・二隻トツヒトツ…」○「…コンド…」

　　○「サイショネー1タヨリナカッタソウダネー」　○「サイキン1．イッテキタソダ

　　ヨ」　○「コナイダ」．ホッタデショ」　○「」乙kダケ1フクザツナソジャナイ」

　　○「ヒトツ．1ワダイヲ．iカエマショウ」くひとつ　話題を　変えましょう〉　○「弍、

　　ソニモ．1ミナイモノネ」　○「生一∠デモ1．イケガ．1ツク」くなんでも　池が　つく〉

　　Orミナサソ」イズレモ．1、トウキョウニ、iイラヅシャッタソデスカ？」　○「ミソ

　　ナ．i・カ。タデシ。ウ」o陀ソブ］5“ゾウニ廿・テルソダ・ネ」．Ou・

　　ソナモソ，iソノエエ‘1’ハイツテマJK　e」　○「…ムク　タソビ凱…」　○「…並と

　　トゥリa…」　○「イキテイル　ヒトノ　型n．i．ヤルラシイヨ」　○丁ロウイウ
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　　フウニiイワレルゾソデス］　「アVジ　ナイヨウデス」・

　　＊1　ただし，次のX’うな場合は劉詞とする。

　　　○「ゼンブ，iソコハ1ツブレチャウソダッテ，1ウチガ」

　　　名詞は（1）活用がない。（2）格助詞がつく。（3）連体修餓語をとり得る。などの機能を

　　　持つ詞である。同じ形であっても，機能的に名調としてはたらいていない場合に

　　　は名詞とは認めない。これは他の語についても同様である。

　【問題になった用言（動詞）】

（1）助詞との区甥で問題のあるもの

　　○「ソレハ｝ゲソジツノ　スガタヲ　タテナオス　コト＝　ヨッテノミ1’グソシュ

　　クヘノ　ミチガ！ヒラカレルノデゴザイマス」＊〈それは　現実の姿を　建て薩

　　すことによってのみ軍縮への道が闘かれるのでございます〉○「カレ

　　ヲ　キャブテント　シテ；シュッパツシタ」

（2）　自動詞，他動詞の区別で問題のあるもの

　i　轡動詞（自動詞的）としたもの。

　　○「ワカル．」　○「デキル」　○「オナカi丞〔チャッタ」　○「アタマカラ！豆

　　レチャッタ」〈頭から　見られちゃった〉　○．「ペンキnウ　ショウ｝1シテイル」

　　○「イカナクチャ1血ナイ」O「オレイ　シナイ　ワケ＝1盈ナイデショウ」

　　〈お礼　しない　わけに　いかないでしょう＞

　ii他動詞1
　　0「マズソウダトil　uナイソデシゴウ」〈まずそうだと　来ないんでしlt　5＞　O

　　　「マチヲrマワッテクル」　○「チカズイテクル」　○「モソヲ「血」　○「ソ

　　ノ　ミチヲ1ハイル」　○「＝チニチヲiクラス」＜日Hを　暮らす＞

　iii他動詞2

　　0rツクッタリ1スル」　○「ソウイウ　コトユ！シvショウ」　○「ワスレル」

　　○「オネガイスル」　○「ボウスイスル」〈防水する〉○「カマウ」　○「イッシ

　　ョニ　シマシePtナソテ“1タノn」　○「アイサツヲiナワリマス」　○「坐ラ

　　レル」

　　＊「ヨル」「スル」などが動詞としての機能を失っている場合には「ニヨッテ」な

　　　どを助詞桐当とする。

　　　○「ヤッテイル　コトユヨッテ1ソノ　ヨビナガ1オコル」’

　　　○「コレニヨッテrカエテイタダキマショウ」’

　【問題になった副詞】

（エ）名詞，形容動詞との区別で問題のあるもの
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　　○「…イツモ…」　○「…ナソデ…」牲

　　○「…タイヘソ…」　○「…イPtイロ…」　○「…フツウ…」　0「…ヨケイ…」

　　○「ヒカクテキ1ハイリマスヨ」　○「ジュウブソ「アル9」

（2）感動調との区別で問題のあるもの

　　6「ナルポb“JOrエエldイ・」○「…孟立…」○「並」・2

　　＊1　「イツモ」「ナソデ」などほ場合により「晶晶旧辞」と考えるべきこともある

　　　　が全体として翻詞と認めるべき場合もある。　「タイヘン」などは形容動詞の語

　　　　幹と考えることもできるが，それだけで副詞と考える。　「タイヘソダ」は「副

　　　　詞十ダ」とする。

　　＊2　「ナルポド」　「ソウ」などは応答表現に用いられる場合は「ハイ」　「一一」な

　　　　どと瞬じく応警の感動詞と考え得る場禽があるが，ここでは測詞とする。　「マ

　　　　ア」「モウ」などは感動を表わしていると雛められる場含は感動詞とする。

　【問題になった助動詞1

〈1）接尾語とまぎれやすいもの

　　○「チョットiモモミタイU，1’コウパイヅテ　イッテモ．」　○「ナカナカ1チa

　　ット｛タイヘソミタゴΣスケドモネー・」

　つまり，主語，三三語，……などは，具体的には次のように継分された。

　（1）主語は，さらに細かくは，主題，主語，対象語に分類され，そのおのおの

も，詞性が何であるか（実際には名詞または名詞的なものであり，どういうものが名

詞的となるかは問題にしない），また，そのおのおのはどのような辞によって，特

徴づけられているかが区別される。名詞（名調的）を～で泳せば，たとえ，ば，

次のようになる。～ハ，～モ～～コソ（ハ）｝～ガ，……

　これに対し，～ナンカ，～バカリ，～ダケ……などは～ナンカガ，～パカリ

ガ，、……などと雷うことが一般的には可能であるゆえに，～ナソカ，．・一N・／Cカリ

…… ﾈど全体が名詞的なものであると認定する。同様に～バネ，んハサ，……

などの「ネ」「サ」など（間投助詞といわれているもの）も，主語たることを特徴

づけている辞とは認めない。

　（2）二丁語も主題的なものと，その他のものどを区別し，さらに，そのおのお

のを特徴づけている辞が何であるかによって，細分する6具体的セこは次のよう

になる。～ヲ，～二，～へ，～ニツイテ，～ハ，～モ，～ニハ，～ヲコソe’・…
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　（この場合の～ハ，～モ，などは，～（を）ハ，～（に）ハ，などと絹当する機能を示し

ていると認め得るものである。こういう場含は～〈ヲ〉ハ，～〈二〉ハなどと記号化した。

～ハ以下は主題たることを示していることが多い。）

　つまり，体修格をさらに細分して，を格，に格，へ格などをたてたのであ

る。　「アイツハ　ミズバカリ　ノソダ」のrミズバカリ」は名詞的であり，を

格たることを特徴づける辞は卜われていない形と認定する。

　さて，主語の場合も，体修語の場合も，たとえば，～ガ，～二の言い方にし

ても，その機能は常に全く等質であるわけではない。

　　○「ワタシガ　ナカムラデス」（「中村さんはどなたですか」の答え）

　　○「ワタシガ　ウナギデス」（「うなぎを注文したのはだれで，てんぷらを注文した

　　　のはだれか」の答え）

　　○「オトコガ　オソナデス」（「女に関心を示すのは男か女か」．の答え）

はすべて「～ガ　～デス」の形式であるが，「～ガ」の機能は違いがあろう。

　　○「ミカソヲ　コドモa　ヤル」

　　○「トウキョウ＝　イク」

　　○「ケソブツニ　イク」

における「～＝」の機能もかなり違いがある。それゆえ，これらの「～ガ」「～

二」のそれぞれをさらに細分類することも必要になるわけである。しかし，こ

の調査においては，　「～ガ　～デス」の型をさらに細かく分けることはしなか

った。　（この報告書ではいくつかの代表的な例をあげるにとどめた。また，体修語も主

題的なものと，その勉のものを一応区別はしたが，この報告書では一括して取り扱い，’

区別せずにまとめた。つまり～二と～ニハとの区別はせず，必要な場合は注記すること

にした。）

　（3）回船語は4類にわけた。まず，副修語の詞性によって，i副詞によるも

の，ii名詞によるもの，とにわける。次に「副詞によるもの」は，その副詞

の性質によって，さらに3類にわける。副詞は購挙上，何を修飾するかによっ

て，3類にわけ得るからである。次のようになるQ

　第一に，一般に動詞を修飾するもの。これは普通に「情態副詞」と雷われて

いるものに該当するが必ずしも一致しない。副詞の第ユ類とする。たとえば，

　　○「イキナリ　メーターガ　ヒャクエソa　ナッテソレ／デスヨ」

　次のようなものがそれである。
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　　イキナリ，イッパイ，サッソク，スグ，t？クサソ，チャクチャクト，ボツ．ボツ，カ

　ネテ，スッカリ，ソックリ、タチマチ．トツゼソsワザワザ．ドシドシ，ヤガテ，フ

　ト，ツイニ，トウトウ，マタ，サット，ジット，ユックリ，パット

　第二に，一般に動詞を修飾するのみならず，形容詞，形容動詞，一部の名詞

（多く情態性のもの）をも修飾するもの。多くは「程度副詞」と書われているも

のに該当するが，必ずしも一致しない。副詞の第2類とする。たとえば，

　　○「アソガイ　グアイガ　ワルイヨ」

　次のようなものがそれである。

　　ジツニ，モウ，マダ，オオムネ，ゴク，ヤヤ，　カナリ，イクブソ，スコシ，ズッ

　ト，ズイブソ，タイヘソ，チョット，ワリニ，ヒジョウニ，モットモ，謀ホド，トテ

　モ，ジヴサイ，ダイブ，マスマス

　第三に，陳述にかかる副詞がある。一定の陳述を要求するものであり，述語

の詞の品詞にかかわらない。一般に陳述副詞と書われているものである。副詞

の第3類とする。たとえば，

　　○「チットモ　イイ　エイガ1・ハ　オモワナイネ」

　次のようなものがそれである。

　　ドウゾ，カナラズ，キット，イクラモ，ゼヅタイ，ゼソゼソ，モチロソ，ヤヅパリ

　ナニシPt，ドウシテ，ケッシテ，オソラク，タブソ，　Vサ拶，マルデ，ドウカ，トニ

　カク，タトエバ，ケッキョク，Uウスルユ

　このような劇詞の3分類は従来の「情態副詞」「程度副詞」「陳述蕩鋼」の3

分類と違って，それを構文の調査に直接関係づけ得る点で有利である。結果的

には，それに所属する語彙のそれぞれは従来の3分類の場合に比して大きな異

同はないが積極的にどのような述語を修飾するかという観点を取り入れたわけ

である。述語の活性がどうであるかによって，それに統一される構文における

体四病の性質や組み合わさり方には違いがある，と考え得る。それゆえ，副修

語も，このような観点から分類し得るなら構文の型の調査に便利であることは

いうまでもない。こうして，従来「情態翻詞」とされていた「ヤッパリ」は副

詞第3類とされるし，rオオムネ」「マスーr　7kjは副詞第2類にされる。また

　rユックリト」「スラリト」「ドウドウト」などは主語をとり得る。これらは．

副詞から除外され「形容動詞」にされることになる。（活用は連用形一形だけであ

る。同様に「ゴラン」は動詞とされる。）
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　このような翻詞の3こ口応じて副修語も第1類から第3類までにわける。

　副三二にはこのほか名詞がいわゆる「副詞的用法」として用いられる。

　　○「ワタシハ　キノウ　ガッコウニ　イキマシタ」

多く「時」「数」に関するものが多い。こういうものを副堤語第4類とするQ

　副豪語を以上のように第1類力〉ら第4類までもうけた。

　（4）述語は，その詞曲の何であるかが購文の違いと密接な関係があると考えら

れることは既述した通りである。この調査では次のように維分した。a一自動

詞，b一他動詞1，　c一他動詞2，　d一形容詞・形容動詞，　e一名詞，　f一副

詞。

　それぞれ，これらを述語の詞性とする文を，自動詞交，他動詞文1，他動詞

文2，などと称することにするd’それらが，どのように三文の型を異にするか

ば，以下の購文の型の表によって，明らかであるゆえ，ここでは省略する。

　もちろん，構文の型をこのような大ざっぱなとらえ方によって，すべてを説

明しつくすことはできない。たとえば，0「アメシカ　フラナイ」は否定の言い

方であることも臨交上問題にされるであろう。この調査においては，必要に応

じて注記することにした。

　（5）孤立語は一般に孤立語たる事を示す辞が表われない。したがって，どのよ

うな詞が孤立語となっているかを問題にした。慣用的に述語省略の行なわれて

いると認められる文は多く個別的であるから，その一つ一・？を問題にした。

　以上のようなわけで，この調査はあまり細かな構文の型は取り扱わなかっ

た。　（助詞の一つ一つの用法の違いを明らかにすることも必要である。）大きな型にま

とめることを考えつつ，次のように講文の型を整理した。

　3結果

　このようにして，話しことばの証約1万例について調査した結果，次のよう

な講文の型が得られた。次の表がそれである。いわゆる倒置の文は普通の文に

換字した形で取り扱う。話しことばでは，部の順序が固定しているものを除

き，一般にほとんどの一一次の部が倒置し得るから特別に取り扱う必要はないと

思う。

　（1）丁丁の型の類型は，まとめ方によってさまざまに整理され得るが，この

　　報告書では次のように取り扱った。　．）
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　1，2，　3などの記号一一主語があるか，ないか，いくつめ霊語があるか。

　（1），（2），③などの記簿一体修語があるか，ts　L・か，いくつの体修語があるか。

　』i．圭i，iiiなどの記号　　捌修語があるか，ないか，いくつの三三語があるか。

　（i），’（ii），（iii）などの記号一ぬ（i）は部の配列が目明であることを示し，（ii）以下は

　　それぞれ，傾向として，部の配列にある種の制約が認められることを示す。ただ

　　し，一・・一一treついて具体的にどのような制約が認められるかは示さない。次の「部

　　の配列」を参照されたいQ

・a・b・c・　’・どの調r主副彬講∵副修激どの傾の違睦顧tt

（2）その他の記号

主題を表わすには　～ハ，～モ，～ッテ，～ダヅテ，～ナソテ・tt～くぐ〉，

　　　　　　　　　～（ハ）など。

　　　（～は名詞または名詞的であることを示す。〈ハ〉は現実に表われていないが，

　　文脈上「ハ」相当と認められることを示す。たとえば「ボク　イカナイ」など。

　　また～（ハ）などは～ハ，～〈ハ〉の両形があることを示す。以下同様。）

主語を蓑わすには　～ガ，～〈ガ〉など。

対象語を表わすには　～ガ，～〈ガ〉など。　　　　　　　・：

　　（〈ハ〉，〈ガ〉，〈弄〉のいずれとも解される場合は，原則としてこの順に優先させ

　　た。）

体警語を表わすには　～ヲ，～二，～カラ，～デ……

　　　　　　　　　　～〈ヲ〉，～〈二〉，～〈カラ〉，～〈デ〉……

　　　　　　　　　　～（ヲ），～（＝），～（カラ），～（デ）……：

　　　　　　　　　　～〈二〉ハ，～ニハ，二（ハ）……

　　（一般に体論語においては，係り助詞を取り上げないが，特に必要と認める場合

　　に限り，これを問題にした。）

　　　～ヲー述→「ホソヲ　ヨム」

　　　～〈ヲ〉一一述→「ホソ　ヨソダ」

　　　～＝（ハ）一述一→「ガッコウニ　イッタ」および「ガッコウニハ　イカナイ」

　　　～〈ヲ〉バー述．「→：「ホソバ　ヨソダ」

副修語を表わすには副1，副2，副3，副4，翻。

　　（それぞれ翻修語第1類より第4類まで，および一括して取り扱うことを示す。）

　　　副一門→「ソロソロ　アルイタ」

述語を表わすには　述，他1，他2，自，形，……

　　（一般には「述」と略記するが，必要に応じて，「他動詞・」「他動詞2∬自動詞」
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　　　……などを詞性としていることを示して，「他1」「他2」「自」・…・・などと記す。場

　　　合によっては「他汁助助詞」などと記し，必要に応じて「述〔ナイ刀などと記

　　　すこともある。「ナイ」は述語たることを特徴づけていなくても，その構文にお

　　　いては聞題となることを示すためである。一般に，このような場合は注記を施

　　　す。

　一は部と部とが連結していることを示す。

　　　　～ガー～ニー述→rワタシガ　ガヅコウニ　イク」など。

　○「ソノ　トキニ　コエガ　ァガッタネ」　一→○印，または無印の文例は

　　　資料に現実に表われていたもの。

　△「ヤマンナカ　スソデル」　一→△印のものは議しことばとして使われな

　　　いこともないが，一般的表現として，取り上げるべきかどうか問題のあ

　　　るもの。

　・「ヤマニ　ノボッタヨ」　一一一〉・印のものは実際セこは資料に表われていな

　　　かったが，当然あり得る交例を示す。

　　　　　主語に該当する部に施す。

　　　　　体修語に該当する部に施す。

　・一一・一一一副修語に該当する部に施す。

　　　　　文末述語に該回する部セこ施す。

　3・1部の醒列　既述したように，日本語においては一般に交内における部の

配列は極めて自由であると雷われているが，なかには，部の順序がかなり圃定

的なものもある。次に示す「3・2貫文の型（表）」においては，一一これを詳細

に区別して示さないのでここで概括的な説明を試みる。

　　①「ドウシテiソソナニ1イソグP」

　　②「ダイタイiニシ＝ウカソ1カカル」

　　③「サホ粗ソウiカソジナイ」

　　④「ト隔日クiゼソゼソ1ダメダ」

はいずれも，副修語の二つある文である。これらの副修語の顯序は，交換が全

く不可能というわけではないが，一般的には，一一一・定の順序において表われてい

ることが多いようである。①は「ドウシテ」が疑問の副詞の揚合である。②は

「ダイタイ」が「ニシュウカン」を修飾しているとも考え得る場合である。③

は「ソウ」の方が「カソジナイ」との結びつきが密接であると考え得る。④は
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「ト＝カク」が接続詞的である。このような場合，先行する二二語は第3類あ

るいは第2類である場合が多いが，係り助詞を伴っていたり，時を表わす副詞

が先行していることもある。

　　⑤「サイグソビモソダイデ1ミソ．［ツケタソダヨ」

　　　・「＝ドモノ　トキニiヒドイ　メニ1アッタソジャナイカナ」

　　　○「ソレカラ．i．フタリッキリニ1ナヅチャッタ」

　　⑥「ミヤギケソバiドコニ1イマシタカ？」

　　　○「セソセイモiスミニ｝オケナイ」

　　⑦「コノパアイハ；タケデ1’マイリマショウ」くこの場合は竹でまいりま

　　　　しょう〉

　　⑧「ニサソネソマエマデハ1シバイ．｛カイテタデスヨ」〈2，3年前までは芝居

　　　　書いてたですよ〉

　　⑨「ソノ　カエリニ1チャンピオン1ミテキタ」〈その　帰りに『チャンピオン』

　　　　見てきた〉

　　　・「ソレガ　オワッテカラ｝ソウコユ1モッテキテモラウ」〈それが　終わって

　　　　　から　禽距に　持ってきてもらう〉

はいずれも，体点語の二つあるものである。これらも一定の順序で表われてい

ることが多い。⑤は後行の体温語が述語と二二に結びついていると考え得る場

合である。⑥は慣用的な表現である。⑦は先行の体修語が主題的であると認め

られる。⑧は先行の体修語が時を表わしている。（また同時に主題的である）。

⑨は表現内容に先後関係があり，文脈の流れがそれに沿っている揚合である。

　　⑩「アレハiドウ11スルノ？」

　　　○「ツライ　トキニハ｛ソウiスルソダッテ」

　　⑭「フユナソカiトッテモ1アッタマル」

　　　○「クモユモiイμイロiアルト」　〈雲にも　いろいろ　あると〉

　　⑫「セィヨウリョウリヤニホソリ。ウリiゼソズ【ヤルノ幻く酉洋料理や日

　　　　本料理　全部　やるの？〉

はいずれも，体修語が翻豪語に先行して表われることの多い例である。⑩は副

修語の方が述語と蜜接に結びついていると考え得る。⑪は体修語が主題的であ

る。⑫は体修語が醜冷語「ゼソブ」を修飾しているとも考え得る場合である。

　　⑭「aウスルニiフドウカブヲ1サラッチャウソデスヨ」＜要するに　浮動株を

　　　　さらっちゃうんですよ〉

　　⑭「モウ．iヒトノコトカソガエナイ＝トニ1シテイル」〈もう入のこと

　　　　考えない　ことに　．している〉
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　　　○「ホソトnlイイ　キモチn．iナッチャウソダ」

　　⑮「ドウ｛．1オテ3ウ．1カケマシタ」

はいずれも謝修語が体修語に先行して表われていることの多い例である。⑬は

副読語が接続詞的である。⑭曝体修語と述語と㊧結びつきが密接なものである。

⑮は慣用的な表現である。，

　　⑯「ニソゲソテVコトバデiジャマサレルj’　　　　1　1tt
　　　O「シnクソダッチ「ギリョウリヤニモ｛イクダPウ」　〈語君だって　料理歴にも

　　　　行くだろう〉

　　⑰「ジユウトウガ1テソカ1トルソデスカ？」．

　　　○「ホヅカイドウノヒトハiハダソユyナッチャヅタノカ？」〈北海道の人

　　　　は　破談に　なつちゃったのが？〉『

　　⑲。「ソウイウ　トコロニハ．1ビョウニソガ【オオイ」

　　　○丁ソコユ1チガイガ1アル」．〈そこに　違いが　ある〉

　　　○「モノヲ　カクノト1カソケイ【アリ」　〈物を　書くのと　関係　あり〉

　　⑲。「トウショニオキマシテモrキュウジソノ　モウシコミヲ、iウゲテオリマセ

　　　　ソ」　〈当所におきましても　求入の　申し込みを　受けておりません〉

において～⑯⑰は主語が体修語に先行し，⑱⑲は体三曹が主語に先行して表わ

れる傾向のあるものである。⑯の主語は主題であり，⑰の体修蕪は述語に密接

に結びついている。⑱の主語は述語と密接に結びついているとも言えるが，t

の場合，述語が形容詞あるいは自動詞「ある」であることは注目すべきであろ

う。⑲は体修語が主題となっている。

　　⑳「ソコダヅテネiパスオリテカラ綜ズウミVデ『ダイブ｛アルノネ」くそこ

　　　　だってね　バス　降りてから　湖まで　だいぶ　あるのね〉

においては「ソコダッテ」は文頭に，「ダイブ」は述語に近く位置しているこ

とが多いと認め得よう。　、　．　1

　　⑳・「ホソトウニネー1クシロッテイウマチハ1ナソカ．1キョウシ＝ウヲ，iサソ

　　　　ウネ」　〈本当にねえ一釧路っていう　町は　なんか　郷愁を　さそうね〉

においては「～マチハ」は「キョウシュウヲ」に先行する傾向がみられるばか

りでなく「ナソカ」は述藷に密着しては表われない傾向があると言えるであろ

う。さらに，．

　　＠「ソレハ」ヤメタ　ホウガ1イイ」

　　　・「エッチライソテ　イゥノヂ・．1マンナカガ1’シマ1ッテイ．ル：ソジ：ヤナイ？」　〈狂

　　　　ラインて　いうのは　真中が　しまっているんしやない？〉・、
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　　　・「エイガッテサ｝ショウバイガi’ウマク1イカナインダッチ」〈朕画ってさ

　　　　商売が　うまく　いかないんだって〉

などのように主語が二つ以上ある場合は，どちらか一方が主題となっていて，

その頴序もかなり關定しているのが普通である（多い）とも言える。

　（このように部の配列が固定的であるものは，倒置の場合にもある種の捌約

がある。たとえば「ソレハ｛イイ，1ヤ八戸ホウガ」という言い方は普通では

ない。）

　このほか，一一の、具体例については，さまざまなも’のがある。この調査にお

いては，このような，部の配列の自由，不自由についても調査レたが，以下に

示す「構文の型（表）」では大まかな注記を施すにとどめた。（注　は全体に関す

る泣詑，あるいはそのr類」に関する注魏を示す。㈱は個別的な注記である）

　3・2　構文の型（表）

　　　　　　　　　　　　　　　　自動詞文

　　　　　　　　　　　　　　　1　主語なし

（1）体修語なし

　i　副修語なし一述語

　　　　　儲綴鷺翻1，協粥1司『畜李強．デ。。。）

　　　a「チガウ」〈違う〉　Orミエル？j　O「アルJ

　　　b「コマルナ」〈困るな〉　○「アルワヨ」　○「コ．ムネ」〈混むね〉　○「サク

　　　　　ij　〈咲くよ〉　○「アルノカシラ」

　　　c「ツカレタ」　○「アルデショウ」　○「ツカレルダロウ」　○「ワカラナ

　　　　　イヨ」　○「デキマス」　○「ウツルラシイ」＜写るらしい＞

　　　d「イバッテイルネ」’○「ノソビジシテナイヨ」　OFフエテキタネ」　○

　　　　「コマッチャウ」　○「シソジャッタラシイケド」〈死んtやったらしいけど〉

　　　　Orオイバリナサイ」　○「アリヤシナイj

　　　efウレルソデス」〈売れるんです〉　○「チガウソダ」　○「コマルソジャナイ

　　　　　カナ」

　注　例は主に実例によった。したがってすべての種類を尽くしているのではない。

　ii副修語1一鋤修語，述語

　　　　（a副・一点，b謝1一述，　c捌、一述，　d副一眠）

　　　a「イチソチ」フラレタワ」＜11ヨ　降られたわ＞
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　　　　Orソノマソマソ1ナッテイルソデス」

　　　b「プソプソiオコッテソノj

　　　C「チョットiチガウカナ」

　　　d「モチロソiアルワヨ」

　iii翻幅出2　　謝修語，翻修語，述語

　　　　（a副一八一述，b副・一議一述，．c八一融一語，　d副・一・一丁副・ny述，e畠彗r職一述，f副一躍一階，9土竃一蔑彗3一述，　h冨彗3門冨彗3同慶）

　（i）a「サイキンiドソドソ1ヒラケチャウデショウ」

　　　b「ヤッパリ「ナソマイカ　ムクタソビニ1ウスク1ナルソダソウヨ」

　　　　○「キノウナソカ蓬テソデ1マイッチャッタj

　　　cヂマタ｝トツゼ沼オジャマスルカモシレマセソj

　　　d「ズイブソ1イロイロiアルネj

　　　e「モウ1ダイブyジョウズニ｛ナッタ」

　（ii）f「ダイタイ1ニシ＝ウカソ【カカルソデス」＜大体　2遍間　かかるんです＞

　　　g「モウ「ドウニモ1ナソナイデショウj

　　　h「トニカクネー1ゼソゼソ1キョウザメシチャッテ」〈とにかくねえ　ぜんぜ

　　　　ん興ざめしちspって〉

　　　囲　（至）e「ダイブ」は「ジョウズニ」を，（ii）f「ダイタイ」は「ニシュウカ

　　　　ソ」を修飾しているとも考え得る。（ii）g「ドウニモ　ナラナイ」はかなり固

　　　　定した表現である。（ii）h「ト＝カク」は接続詞的である。

　iv　副修語3　　副修語，叫声語，副修語，述語

　　　　（a副4一副4一融一議，b冨彗一｝醸一切r述，　c臨一副2一副一述）

　（i）a「イマギヨソマソグライシカ1ウレテナイデショウ，iマダ」＜今　4万ぐらい

　　　　しか　売れてないでしょう，まだ）

　（ii）brダィタイ1’ゴジュソチグラィ1タッテルソデスネ＝．「モウ」く大体　50日ぐ

　　　　らい　たってるんですねえ，もう）

　　　C「ホソトウニ1コウ」ボサットシテルワヨ，rヤッパリ」

　　　囲　（ii）の「モウ」「ヤッパリ」の位1置は比較的自由であり，「ダイタイ」は「ゴ

　　　　ジxソチグライ」に，「ホシトウ＝」は「コゥ」セこ先行する傾向を認め得よう。

（2）体露語1

　呈　副修語なし　　薫修語，述語

　　　　（a～二・一葦，b～へ一述，　c～ト←述，　d～ッテー述，e～カラー述，f～デー述，　g～マデー述，　h～ニヨッテー述，i～〈二〉一環，j～〈カラ〉一述，　k～〈デ〉一述）

　　　a「トウキョウニモ1’アリマス」〈東京にも　あります〉　○「ダレニi1マケルノ
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　　？」　○「オワカリニ1ナリマスカ？」　○「ナナジュウサソニャ【ミエマセ
　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝閲……．闘．㎜一

　　ソネPt」　〈73にゃ　みえませんねえ〉

　　・rオヒルト　ヨル＝iアノヒブ．望ヨウ」〈お昼と　夜に　あるでしょう＞

　b「カケダシテサi．ムコウへiツイチャウヨ」

　c「ビガソジュツトハiチガウノ」〈美顔衛とは　違うの〉　○「ヨコタト「ナッ
　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　テル」　○「イヤナ　ヒトパヅカリトiツキアッテイルソデスヨ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ニニはア　　　　　　　　　　　

　d「ポッカイドウヘ　イコウヅテ1ハリキッテソノヨ」〈北海道へ　行こうって

　　はりぎってんのよ＞

　e「オトウサソカラ1ヨッチャウソダモソネー」〈お父さんから　酔っちゃうん

　　だもんねえ〉○「翻iゴヘソ2＝イ鯉坐J
　i「ミッカカソグライデiデキマス」〈3i三i間ぐらいで　できます〉　○「ヒトツ

　　ノモノ　タソイツノ　モノデiデキテイルソデス」〈～つの　もの　単一の

　　もので　できているんです〉　○「ムコウデモネ「オコヅチャウ」〈向こうでも
　　　　　　　　　　　　　　　　　VvsA．s．H■■．　　　　　　　　　　　　　　　鞘一山一「「．…．．tt．LL／一．隔艦

　　ね　怒っちゃう＞

　g「アタマノ　シソマデiヒビクソデスヨ」

　h「ツキユヨッテ1チガウノ」＜月によって　違うの＞

　i「ヒャクエソiナリマスネ」
　　　　　　　　　ニ　　り　　け　　り　　　け

　i「ヨソカイデモ　ゴカイデモiミエルモソ」＜4階でも　5階でも　見えるもん＞

　k「サラトガホソセソバ！シナナイデスヨ」〈『サラトガ本線』は死なないですよ〉

注　このほかに「～ヨリ一同」（ワタシヨリ　ハリキッテルヨ）r～〈へ〉一述J（エキ

　ツクダロウ）の型もあろう。それぞれの格助詞に係り助詞のついていることも多

　い。「ev〈＝〉漏述」は，係り助詞のついている場合や隠を表わす場合などに多い

　が，そのほかには「～」が「イ列音」「ソ音」で糸冬わっているか，述語が「イ音」

　で始窪る場合が多いようである。また「～〈へ〉一述」は一般にF～・〈二＞a・一一rm述」と

　も考えられる。以下～〈へ〉と記した場合は～〈二〉とも～くへ〉とも解されることを

　添す。j「ヨソカイデモ　ゴカイデモ」は句とも考え得る。

ii副修語1 体修語，翻土語，述語

（1三距総i三＜1＞≡蕪1≡｛義の

（i）a「A．．烹iチバニ1盈2～．」　〈今　千葉に　います〉　○「エダ．．1鷲」ズ．之

　　　イP」＜まだ　本に　1：1轟ないP＞

　　b・「アス1トウキョウへ1ツクダロウj

　　C「ゲイジッガヅコウ　ヤッテタ　トキ　＝＝　シヅテタ　ヒ1・ト｛チョヅトiニテ

　　　ルソダヨ」

　　d「アレカラ1．フタツキグライハiカカッテイルヨ」
　　　一一　　　

噛●■畠■■‘P’■●曾，■，，＋一’幽魑，・「R曾，‘阜幽L▼ @　　』胤業二篇．　「．…tua一　．’．．．．tt一
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　　e「コンドiロッカーソ　トコデ」シソジャウソダヨ」
　　　ロほりロヤロロロヒロロコリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 セ　　　コ　コ　　　　け　　　　　　

　　f「チャソト！ジカソユヨヅテ1デキテルノ」　〈ちゃんと

　、てるの＞

　　g「アソ　トキ『マイッタモソナ，1ジッサイ」

　　h「バスソ　ナカ｝ズーット｛ネムッテタ」
　　　　　　　　　　　　ロロのコロロロコリロのリロリ　コつや

（ii）a「クモ＝　＝eiイロイロ1アルト」〈雲｝こも　いろいろ

　　　ノ　タライネ1アレニiイッパイiトレマシタ」

　　i「イママデiモウ
　　　、Vttn．一VVVVS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・¶9，一「冒「匿冒，”一一一 @■・　．一「〒「’・　」　「「’■「’　　　　　ttrft．’旧．．．．「

　　　半年以上　遊んでるでしょう＞

　　g「フユナソカ」トッテモ1アッタマル」く冬なんか
　　　のノ　ゆ　　リドロ　　コ　コリドロロ　　　　　　　　　

（iii）a「ホソトユ1イイ　キモチニギナッチャウソダ」

　　　マスネ」

　　c・「ダイタイ｝カレガ　イヅタト1オモイマス」

　　　トiツキアッテイルソデスヨ．1ショウジキナ　ハナシ」
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ロロロ　ヒドリロロロロコ山脚リリリロ　ロロ一戸コロロロコ　のロにロほのにほほリヤヒロヒ

　　f「ッマリ1ツキユヨッテiチガウノ」
　　　■「畳，幽幽．．「曹，，，一　　　　一

　注　（ii）

時間によって　でぎ

あると〉　○「セソタク

ハソトシイジョウ1アソソデルデショウ」　〈今まで　もう

とっても　暖まる〉

Orマア．1テイドニーヨリ
　　…一＋一．．一　h．vvvv’ev　一

0「イ．ヤナ 　　ぐヒトハッカリ

　　体修語が謝修語に先行する傾向のあるもの。体修語が主題的であった

　　り，体量語と副修語とが～まとまりになる傾向があったり　（「タラィニ

　　イヅバイ」）する揚合が多い。

（iii）　副醜語が体目語に先行する傾向のあるもの。謝修語が接続詞的であった

　　り体偶語と述語とが密接に結合する（「～ニ　ナル」）場合が多い。

iii副修語2　　体修語，副修語，副修語，述語

　　　（a　～ニ一一蔑珪一蕩弩一述，　b　～マデ一一蕩彗一三彗一州，c　～カラー酬一回一一述，　d　～〈二〉＿一副＿嘉∬＿述）

（i）a「モゥi．セソサイヅテイウ　モソダイニャ・・fi　1ゼソゼソVフレナイソデス」
　　　　ロ　リヤリぐサコ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒヤ　ロ　ロロ　ロ　ロにのヒコヒロ　　　　　　コ　　　へ　　　　

　　　くもう　戦災っていう　問題にやあ　ぜんぜん　ふれないんです〉

　　　○「シュウセソニ　ナッテiスコシ1イタソデス，「マダ「ムコウaj〈終戦

　　　になって　少し　いたんです，まだ　向こ5に＞

　　b「ダイタイ1．コウコウマデハ｝ドウシテモ1ススミVスネ」　〈大体　高校まで
　　　　幽曹．，9’，，，一■．魑’■9m　　　　一一　　　　 【’「■，「▼髄・■，，■，，’畠，．．噛．

　　　は　どうしても　すすみますね〉

（ii）a「マエニナソテサ【トウキョウヘ　カエヅテクルト｛ナソダカ1ボーヅトシチ
　　　　Wt．　　　　　　　　　　　pm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 “r響■■●，n，9，胴，甲▼一幽r

　　　ヤッテソノネ，｝シノミラクネ」　　　　　　　’

　　c「ハジマッテカラモ｛『マダ1ホソトニ1デキテイナカヅタソダ」

（iii）　d「キョウハ｛スゴク1ヨル1サムクiナルソダゾ」

（iv）a「コノアイダハ．iドウモiオセワalナリマシテ」

　注　（li）の体修語は文頭に近く位評する傾向がある。主題的である。「ナンダカ」

　　　　　「マダ」ほそれぞれ位置が自由である。
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　　　　（iii）（iv）　体梵語が述語に近く位置する頷向のあるもの。（iii）の「キョウハ」

　　　　　　は主題的であるが「スゴク」の位置は自由である。

　　　　（iv）の体修論と述語とは結びつきが密接である。（「～ニ　ナル」の形）

（3）　体璽多語2

　i　副三野なし　　学修語，体修語，述語　　　　　　’

　　　　礁蒙1に三三ξliに三三1三l／

　（i）a「ヨルLトウキョウへ！ツイタデシuウ」

　　　bギジョタイシテカラ1オバサソ　トコニ｛イラレルソデスカ？j

　　　c「シタノ　カベ　ミタラiコクバソcaサiオパアサソッテiツイテイルノヨ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れのニ　　　　　　　　　ニ
　　　　　＜下の　壁　見たら　黒板にさ　おばあさんって　ついているのよ＞

　　　d「アル　イミデハ1ソノ　ウツクシサニ1ミトレテタネ」
　　　　　　　　へへいノヒ　　　　　　　　　　　　　　 ゆげ　ヘハノヘノんヘドう　しじへ　ドヘ　　　ニヨ　へぬマは

　　　e「シソサイマデハ｝カナザワニ｝イタソデス」　〈震災までは　金沢に　いたん

　　　　　wn　　　一一　　　
、t．．　tmt＿．＝罵；＝．　、．tt／ttttt．t；

　　　　です＞

　　　f△「ソレカラ．1キタグチイ1コシタソデス」〈それから　北mい　越したんで
　　　　　　　　　　一～継　　　　 謂ニンー響．内．糊＝「．瓢㍊鞘

　　　　す＞

　　　g「パスデ1ユガワラへiイッタノネ」＜パスで　湯河原へ　行ったのね＞
　　　　　　　　M軌A（（th
　（ii）h・「コドモソ　トキ1ソウイウ　メニiアッタソジャナイカ？j

　　　a「カモツショウノ　コウシャホウハiナソテッタヅテiソバへlaレナカ■■．・．タ
　　　　　　　　　　　　　　ヘへ　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　コ　　　　　セ　へ　

　　　　葺」＜貨物しょうの　高射砲は　なんてつたって　そばへ　よれなかったよ＞

　　　b「アイサツヲ　シテカラ1シニソト　フタリッキリニ［ナッチャウソジャナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　踊一

　　　　イ」　〈あいさつを　してから　死人と　2入つきりに　なつちゃうんじゃな

　　　　　い＞

　　　i「コノ　パアイハiタケデiマイリマショウ」＜この　場含は　竹で　まいり

　　　　ましょう〉

　　　　○「イッシnn　イク　1・キハネ1イチマイノ　ガクワリデ1スムデショウ」

　　　　〈一緒に　行く　時ほね　1枚の　学劇で　すむでしょう》

　　　d「コノ　トケイデ｝ジュウイチジ　ジ＝ウゴフソユiナヅタノ」くこの　時計
　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ一　　　　　　　　　　　一

　　　　で11時15分になったの〉
　　　　○「ミヤギハiドノ　ヘソニ1イタ？」〈血目は　どの　辺に　いた？〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　」「ムコウノ　グソタイト1イイ　カソヶイデ【オリマス」

　　注　（ii）　先行の体修語が主題的であったり，時を表わしていたり，後行の体修語

　　　　　　と述語との開係が密接であったりする揚合が多い。（「ヒドイメニ　アウ」

　　　　　　「～ニナル」「イイカソケイデオル」など）
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　　　　以下同様な揚合には特別なものを除いて，注記しない。

　　　　（i）frコス」は他！とも考えられる。．

　圭i三選語1　　体修語，・体修語，副西語，述語

　　　　（即＝蕩潔＝謹、b～（二）一～ト副甑）

　（ii）a「シズオカアタリハ｝ズイブソiヤV二｝アリマスネ」　〈静岡あたりは　ずい

　　　　ぶん　由に　ありますね〉

　　　　○「イマiイッカゲツ｝ドノクライニ｝ナリマスpj

　　　b「ガイジソガ　キイタ　バアイ！ヤッパリ！キョウトベソヲ　イチパソ　ウツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココヒリロロロの　ロロののコロロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　クシイト｛カソジルカシラ」　〈外人が　聞いた　場合　やっぱり　：京都弁を

　　　　一番　美しいと　感じるか秘ら〉

　　　　△rソノ　ヨコニ1ナニナニノ　バカ　ナニナニ1．チイサク1イッパイ1ハイ

　　　　ツテイル」

　（iii）・△rジ。タイシテカ列がサソトコ＝・・屡．：、．一一と」イラレ・レソデスカ？」

　（iv）a乳之Z滋i罫ド．eソよま1ソウイグ」俵；工迄盈∠2工之ゴ」オ」

　（V）a「サイショハネー1アレ＝1イッパイ1トレマシタ」

　　　b「クダラナイ　ハナシバカリ　シテイル　ウチニ1ツイニ1ジカソト1ナリマ

　　　　≧竺」

　　注　いずれも体駆動要急の順序は比較脅喝不自由である。送気語の位置の自由さはそ

　　　れぞれ異なる。

　iii副旧刊2　　体修語，体修語，副修語，二二語，述語

　　　　．て～ムー～マデー副一四一述）

　（ii）○「イママデハネLiダイタイ｛ソソナ’iクソ．【ナラナカッタノヨ」

　　注「ダイタイ」はヂソソナニ」の荊にあるのが普通。

④体旧恩3

　i　副修語なし　　体修語，体修諮，体修語，述語

　　　　（～二一～〈二〉一～シテー述〉

　（ii）○「ソツギョウスル　トキサ1ミソナシテネPt　lフクロダタキニ1アッチャヅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　タ」〈卒業する　時き　みんなしてねえ　袋だたぎに　あっちゃっに〉

　　注後行の体修語は述語に近く位置している傾向がある。

㈲体修語4

　i　副修語なし　　体修語，体修語，体修語，体修語，述語

　　　　（～ユー～ユ門～テー～カラー述）

　（i）○「ボウクウゴウヘハイPウトオモヅテルウチユ！ウマガイルヅテ1’ヘイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
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　　タイサソニ【アタマカラ1．オドカサレタワ」〈防空ごうへ　はいろうと　思・p

　　　　　　　　　　　　　　　　てる　うちに　馬が　いるって　兵隊さんに　頭から　驚かされたわ〉

注　1文頭の体修語は交脈上先行している傾向があるとも言える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　主語1

（1）　三三語なし

　i　副修語なし　　主語，述語

　　　　（a～バー述，b～モー述，　C～ナソテー述，d～ッテー述，e～ダッテー述，　f～〈ハ〉一一述，9～ガー述，h、～〈ガ〉一述，　至～〈ガ〉一述）

　　　a「ヒマヅテ　ヤツァー1コリャー一1ショウガアリマセソナ」

　　　　○「ソレダケノ　ドキョウハiゴザイマrtzソ」〈それだけの　度胸は　ございま

　　　　せん〉　○「アリヤ1ワリアイヨクiトレテル」　○ドソレハ｛ワカソナイカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝一tu　一　wt一一一一一．ut
　　　　ナー」

　　　b「ソウイウノモ！アルヨ」　○「ソレモiチガイマス」

　　　c「オットメノ　ヵタナソテlNルジャナキャ1イラッシャラナイシネー’j

　　　d「ソウイウ　コトッテrアルカシラj

　　　e「アノ　トキダッチ1ハヅキリシテルモソ」

　　　f「シュミiアリマセソ？」　○「マケルヨ，iトミタサソ」

　　　g「ジソコウガ1オナスギマシn．ウ」〈人口が　多すぎましょう〉　○「モウヒト

　　　　ッノ　チイサイノガiアリマシタネj

　　　h「ミソーナ1ハッキリ（ト）Zテイルヨ」○「イイ　トコiアリマセソデシタ」

　　　　○「シラナイノ1パレタj

　　　i「ソロバソ1デキマスカ？」○「ワリザソノ　ヤリカタ｛ワカリマスカ，」

　　　　○「ドコ　イッタカ1塑ラナイノ」

　　注　fまでほ主題のあるものQ　iは対象語のあるもの。

ii副手語1　　主語，自修語，述語
　　　（a～バー認一述，b～モー測一述，　c～ナソテー認一述，d～ツテー磯一週，e～〈ハ〉～副一述，　f～ガー認一述，9～〈ガ〉一捌一述，h～〈ガ〉一認一述）

（i）a「ソレハiモチロソiアルデショウネー」○「ソノ　ジョウタイハネi’ミテ「

　　　スグiワカリWスカ？」〈その　状態はね　児て　すぐ　lpかりますか？＞

　　b「ソノ　テソモ1アルネ、i．タシカニ」

　　C「ヤッパリ1クサルソダヨ．1キナソテ」〈やっぱり　腐るんだよ，木なんて＞

　　d「アタシッテネ｝ドウモネ1一コウ　イウト11シラケチャッテネj

　　erキイテル　ヒト1イナイヨ，1ホソトニ」
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　　f「サイキン1シヅテイル　ヒトガ｛シソダデショ3　〈最近　知っている　人が

　　　死んだでしょ〉　○「シジスル　ヒトガ1ナソワリカ1イルソダヨ」〈支持する

　　　入が　何割か　いるんだよ〉　○「チョット【コフウナ　カソジガiスルワネ」

　　＜ちょっと　古風な　感じが　するわね＞

　　gr’ハイッタ　コト1アルヨ，1イッペソ」

　　h「イマ1バソチiワカラナイソデス」〈今　番地　わからないんです〉

（三1）a「アレハ｝ドウ1ナッタソダロウ？」

　　f「レソズガ1ドウカ｝シテタノカネp・一」

　　g「イヌニ　ホ＝・ラレテ　コマヅテイル　シソブソハイタツ1ズバリ1デテマイ

　　　リマシタネ」　〈犬に　吠えられて　開っている　新聞配達　ずばり　繊てまい

　　　りましたね＞

　　h「ソウシマセソトiイッサイノ　コトiイロイロ1ワカリvセソカラ」

（iii）f「アソガイ｝キガ1ツカナイワヨネJ

　　g「ナソカ1モソダイ｝オキテタジャナイノPJ

　注　（ii）　主語が先行する傾向があるものQ臓卜語が述語と密接な関係を持ってい

　　　　　たり，主語と副醜語とがひとまとまりになっていると考え得る場合が多いQ

　　　（iii）副修語が先行する傾向があるもの。主語が述語と密接な関係を持ってい

　　　　　たり，剖平語が述語の近くに位’置しない性質のものと考え得る場合が多い。

　　　　「トニカクiヒトダカリガ1‘シテイタ」などもその例にはいる。

ii副修語2　　主語，副修論，副激語，述語

　　　（a～モ門認一劉一望，b～ガd～バー一事高瀬一葦，e～〈ガ〉＝ll＝1に慧：にごζ翻＝1に慧り

　　a「イマ1チホウモサiドソドソ1ヒョウジュソゴヵサレテイルソジャナイ？」

　　　＜今　地方もさ　どんどん櫻準語化されているんじゃない？＞

　　b「ナソダイモiカメラガ1パアッ1・1デルソダ」　○「ツボミガ1ダイブ1ア

　　　リマスネ．iマダ」

　　c「ズイブソ1コトパノ　ヘソセソテイウノiヤッパリ1アジマスネ」〈ずいぶ

　　　ん　讐葉の　変遷っていうの　やっぱり　ありますね〉

（ii）d「ダイタイiコレハiタイガイ1コノ　ヨウシバi．アルソデスネ」　〈大体　こ

　　　れは　たいがい　この　用紙は　あるんですね＞

　　b「ソウイウ　モノガ｝ドウモ1ハッキリ1ワカラナイソデス」

　　e「ナソダカネー1チットモネー一iヒキウケテクレソダカ　クレナイソダカネー

　　　1ワカラナイソダッテ」

（iii）b「ヤッパリiアソマリ1タイシタ　ハナシガ1デソウデモナイカラ」

（iv）d「マダ｝モノハrデテナイデスヨ，｝ダイタイ3．

（v）f「コンドiワタシノ　トケイ！ニフソ1ススソダワ」く今度　わたしの　時計
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　　　　12分．進んだわ〉　　　　　　　　　　　’　　　・　　・．

　（v三）brトリア＝一ズ｛イマ1イソイデ｛ルノガ1．アルソダッテサ」

　（vii）b「イツモネ｛ナソダカiスマナイヨウナ　キガ1シチャヴ」

　（viii）b「ヤッパリ｝ヨク｝キガiキクワネ」

　　注i　（ii）　学修語梱互の瀬野赤鼠比較約不自由である。　dの「ダイタイ・］は「そもそ

　　　　　　も」の意に近い。

　　　　（lii）　二つの副修語の連結している際の顧序は比較的不自dヨである。「アンマ

　　　　　　リ　ヤッパリ」の順に連結していることは少ないようである。

　　　　（iv）　先行の謂修語rダイタイ」は「そもそも」の意に返く述語に近く位遣す

　　　　　　ることは少ない。

　　　　（V）　後弓の翻修語「ユフソ」は述語と密接に結びつきやすい。

　　　　（vi）　先行の翻修養「トリアエズjは文頭に近く肉置していることが多い。

　　　　（vi圭）　主語は述語に近く位潤する。

　　　　（vili）　この「ヨク」は主語をとらないから副詞である。「aク　キガ　キク」

　　　　　　は慣用句的である。

　iv　劇二流3　　主語，副修語，蔑珪修語，副均一，述語

　　　　（～ガー翔一醐一毛一山）

　（i）○「ヤメタラ1コソドハi円転ガ｝モウiイクブソiツカレ’キッテルソダモンネ

　　　　一」〈やめたら　今度は　肩が　もう　いくぶん　疲れきってるんだもんねえ〉

　（ii）Or磁恩烈二。アソストイウコトバが二二づ∠匿烈．よ」盈㌘ネ」

　　　（濁　（ii）後行の副論語ffピタヅト」と述語「クル」の結びつきは密接である。

②体修語1

　i　副修語なし　　主語，体修語，述語

　　　　’a～（ハ）・ッテ・（ガ）一～ニー述・b～ハ・モ・（ガ）一飛く二〉一ms・　K、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　C　～〈ハ〉φガー～へ一心，

　　　e　～ガー～カラー迩，

　　　9～（ハ）・モ・ガー～デー述，

　　　i一’ハ＋一・一～二taヅテー述，

　　　k～〈ガ〉一～ニツィテー述，

（i）a「ソノ　オソナノ　ヒトハ｝コノ　　　　　　　　　　　　　　　　ナカs｝イマスカ？」
　　　　　　　　　　　　　　　　mu
　テツブソガiフクマいテイル」〈お茶にさ

　イウ’コトッテiホカノ　クニニモ1アルカシラ」

　1ソソナカ＝ll

b「ソノ　トキモiボクハ1ナイチャッタナー」　○「ソツギaウノ　トキハi

　テストガ1アリマシタデショウ？」　〈卒業の　時は　テストが　ありましたで

　しょう？〉

d～ハ・（ガ）一～トー述，

f～ガー～一diり一述，

h～ガー～〈デ〉一関，

i～〈ハ》一～マデー一述，

1～ガー～ニオキマシテー述

　　　　　　　　　○「オチャニサi

　　鉄分が　含まれている〉　○「ソウ〆

　　　　　　Orソレ｝アリマスカ？
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　　c「ソコへiネテルソダ，1ビョウニソガ」〈そこへ　寝てるんだ，病人が〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　d「クウキガネ1チガウノ，iダソシグミト　ジョシグミト」　＜空気がね　違う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　の，男子組と　女子組と＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　e「アナボコカラ1ホネガiデテソノ」〈穴ぼこから　骨が　出て．んの＞

　　f。「ヨコスカヨリ【クリハマノ　ホウガiデキテイタネ」〈横須賀より　久里浜

　　　の　方が　できていたね〉　　　　　　　　　ド

　　g「ピアアソジェ．り．一テイウノハi‘‘アスデハ　オゾスギル”　撫1二二

　　　＝一シタソダネ」　○「ダソシクラスデiオモシPイ　コ1・ガiアル」
　　　リロロ　へぬ　い　　　　　へヘアヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ロ　　　h「一9　＝ノ　トコハ1ケイケソガiアルデショウ」　〈前の　とこは　経験が　あ

　　　るでしょう〉　　　　　　　　　　　　　・　　㌃、

　　i。「ソリャ｝バカ四馬ヅチ1チガウヨ」〈そりゃ　墓によって　違うよ〉

　　　　　　　　～　　　
｝｝一“値…一

（ii）a「‘‘ダレガタメニ”ッテイウ　ヤツハ1ホソニ1アルソダロウ？」　〈『だれがた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nv　　　　　

－t一」．’．．．．．tuatt’ @　　　．　　．　．．．　．．．』

　めに』っていう　やつは　本に　あるんだろゲ2＞

　チョウサソニ【アウノ」〈お兄さんが　校長さんに

　　　　　　　　　カナニiナルノネ，1ナソブセソベーーッテ」〈酒の

　せんべいって＞

b「ホッカイドウノ

　破談　なつちゃったのか？〉　　　　　　　　　’

d「ソレハ｝ダレガ　ナッタッチ　イイヅテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w
、g「アレ｝リソグノ

○「オニイサソガ1コウ

会うの〉○「サケノサ
　　　　　　　　　　V．
さかなに　なるのね，南部

ヒトハ｛ハダソ1ナッチャッタノカ？」　〈北海道の　入は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イウノトiチガウカラネ」

　　　　　　　　　　　ウエデiシヌソジャナイソダモンネj

　　i「アレハネー1シェウシニヨッテ｝チガウノ」〈あれはねえ　宗旨によって
　　　　　　　　　一目～　　　　　　　　　　　．＿
　　　違うの＞

　　i「トウシャバソデスネVゲソシカラ　ゼソブ　スリアゲルマデiデキマス？」

　　　〈謄写版ですね　原紙から　全部　刷りあげるまで　できます？〉

（iii）a． uソコニ1チガイガ｝アルデショ」　Orセンタクニ1カソケイ1アリ」

　　　△「ナカニハネー一｝イイ　オジョウサソナソカバ1チャソトシテイラッシャイ

　　　マス」　○「マソナカゴPニデスネ1・・トカ　アトカ1ツキマスソデス」
　　　コ　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニニ　　　　　　　　　　　ロ　

　　b「ウソテソシュノ　タイドガ　ワルイヨウナ　トキハネ1シuウユソニ　ナヅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　テイタダク　コトモ｝ゴザイマスケレドモ」〈運転手の　態度が　わるいよう

　　　な　時はね　読入に　なっていただく　ことも　ございまずけれども〉○「・マ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　エ・ハiオシゴト　シタ　コトiアリマセソヵ？」

　　drモノヲカク蕊／ヵソケ劉アリ」くものを書くのと関係あり＞

　　g「アル　イミジャアネーiヘソナ　アレガ1オキテキチャッテソジャナイヵ

　　　ナ」　△「ソバ吻スヅ．テノ1ソノ　ハナシ　キイタ　コト1アルソデスヨネ」

　　k「ナイヨウトウニツイテ｝キボウナγカ1アリマスカ？」　〈内容等について

　　　希望なんか　ありますか？」
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　　1・「トウシg．ニオキマシテモ1．エイギョウブヒソ　カソケ’！’ノ　キ4ウジソガ1

　　　．ハイッテオリマセソ」　〈当所におきましても　営業部品　関係の　求人が　は

　　　いっておりません〉

　注、〈ii）　主語の先行する傾向のあるもの。　　・　　　　一

　　　（iii）　体型語の先行する傾向のあるもの。

紅副修語1　．主語，体修語，剛修語，述語
（a～（ハ）・モ。（ガ）・ッテー～ニー一講一述，b～ハ。ガー～〈二〉一劇一述，c　～〈ハ〉一一～F一｝八一述，　d　～・ガー～カラニ灘二二，e～（ガ）一～デー講一述，重～〈ハ〉一～〈デ〉一副一述，『9～ガー～ニオイテー翻～述）

（i）arソノ　ナカニ｝チイサナ　シマガネ1イッパイ｛アソノ」〈その‘中に　小
　　　　　　　’N■一di．NV　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 噌¶一噛一「曾・一T響¶P“，亀

　　　さな　島がね　いっぱい　あんの〉　○「チャソトiイケサソノ　ウシロニ！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一響m「肩「“’t，一．・・曹「巳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

　　　ボクハiタッテルソダヨ」　○「シッカリシタ　ヒトモ1タシカニ／ナカユハ

　　　iゴザイマスーi

　　b「ソレガ！ヒトリモiイマセソカラ．［ワタクシドモハネー一」

　　c「アレiフツウ＝　イッテル　コトバトモ｛マタ1チガウソデショウネー」

　　　〈あれ　普通に　轡フてる　ことぽとも　また　違うんでしょうねえ＞

　　d「ナニカ【ソチラカラiゴシツモソガ｛アルソデスカ？」　〈なにか　そちらか
　　　　　ロロロロ　ロロげりヒヒコヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　コ　ぬ @　　

　の
　　　ら　ご質問が　あるんですか⇒

　　e「ソウイウノ1アルラシイネ、iムコウデモiヤッパリネ」　△「ザソネソナガ
　　　　　　　　　　　　　　瓢　　　　　　　一　　　曽・匿．．暫，，曽■■曹層膠闇，，，‘噛「

　　　ラ1．コノ　セキデハ1アソマリ1イナイナ，　1．ソウイウ　ヒトガ」　〈残念なが

　　　ら　この　席では　あんまり　いないな，そういう　人が＞

　　f「ヤヅパリiマセテソダナ，　iソウイウ　コトハiイナカナソカナー」

（ii）b「ソレハ1チャソト　コソクリーートデ　デキテイル　バアイネ｝ソ．ノマソマ｝

　　　ハイッテルソダ」

（iii）e「ムシロサiコッチデモサー1バカダナッテ　イウヨウナ　コト1アルデショ

　　　　　　　　　一　　　皇」

（iv）a「ホ1・ケサ．マッチiウチニiイッパイ「アルソデスヨネ」

（V）a「ソウイウネ　タチノ　ヒトハネ｝マタiソバカスニ1ナッテキチャウソダヅ

　』　テ」

　　　○「アノ　スマイソ　トコロネ【チョウド；オカッテノ　ウラヅテ　コトニi
　　　　　　　　　　　　　　　　　「．，’一円，，，・．，P胃，tL9響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pm

　　　ナリマスネ」〈あの　住まいん　所ね　ちょうど　お勝手の　裏って　ことに

　　　なりますね〉

（vi）e「ハイセソデハiケイケソiドノクライ［アリマスゐ？」　〈配線では　経験

　　　どのぐら．い・・あり・ますか？＞
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　　a「ヤッパリ｝オヨメサソヲ　トルニハ｝ニソゲソノ　シッカリシタ　ヒトヲ
　　　　　　　　　　　　　　　　へヘ　　　エラブ　ヒツヨウガ1アリマメネ」〈やっぱり　お嫁さんを　とるには　入間

　　　の　しっかりした　人を　選ぶ　必要が　ありますね〉

（vi圭）a「ホカ昌モ1「オデシサソガ1タクサソ1イルノ？」〈ほかにも　お弟子さんが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　げ

　　　沢山　いるの？＞

　　e「ホトケサマノ　ホウジiイロソナノ1アルデショウ，1ゴチャゴチャトサ」
　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 噛＿．．＿一㎞」．幽＿．圃而．由」＿

　　　〈仏さまの　法事　いろんなの　あるでし毒う，ごちゃごちゃとさ〉，

　　g「トウショ＝　7Yキマシテモ！アソガイ1エイギョウブヒソカソケイノ　キ，tウ

　　　ジソガiハイヅテオリマセソ」

（viii）a「サソミニ1ナニカ1カソケイガ1アッテP」　〈酸味に　侮か　関係が　あっ

　　　　　　　　て？＞

　　b「ココニ　イマシタ　トキヤナソカ1ナニセ1コノ　ガラスヲ　サソ　ジュウ

　　　’Pクマイ　タタキワッタ　ヒトガiアルソデスヨ」　〈ここに　いました　時や

　　　なんか　なにせ　この　ガラスを　36枚　たたき割った　人があるんですよ〉

　　　○「三層．｝三．．L．之【ソレハネー1シズソデユク　オハカiアルデ〕と．鼠立」〈もう

　　　一つ　それはねえ　沈んでゆく　お墓　あるでしょう〉

　注　（i）（ii）（iii）　主語と・体修語との相互の顧序は比較的自由であるが，捌修語の

　　　　　自由さはそれぞれ異なる。

　　　（iv）（V）　霊語が雑修語に先行する傾向のあるもの。

　　　（vi）（V三i）（viii）　体修語が主語に先行する傾向のあるもの。

iii副修語2　　主語，体修語，副修善，副評語，述語
　　　（a～ガー一～デー四一講一述，　b～バー～〈二〉一肌一瓢一嵩，c～ガー一～ニー副一認一述，　d～ガー～ヨリー副一婦一述，e～バー～ニー捌一副一一述，　f～ガー～ニツイテー醐一罰一二）

（i）a「ムカシノ　ギリシャジャ1ドクシソダト　バッセラレル　ポウリツガiアッ

　　　　　　　　　　　　　タソデスネ，　iナソカ1ムカシバ」　〈昔の　ギリシャじゃ　独身だと　罰ぜら

　　　れる　法律が　あったんですね，なんか　昔は〉

（i三）b「トクニiアタシナソカバ1ソノ　ケイサンバ［タブソニ1アルヨ」
　　　　・t””，，・・圏幽噛t「一　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，圏「「幽曹，，幽丁り，’＋．．，，

（ii圭）C「ソウタイセイゲソリニ　アルトオリ1コッチニ　ソノ　キモチガ　アレバ1．

　　　ムロウニ1カナラズ1ソノ　ウケイレガ1アルソデス」〈根対性玄理に　ある

　　　通り　こっちに　その　気持が　あれば　向こうに　必ず　その　受入れが

　　　あるんです〉

（iv）cr烹．之【ソノ　キ＝ウジソノ　ナイaウデスケド1ミナiキ＝ウショクシャノ

　　　イウ（ゴキボウチ）ガ1テキトウナ　トコロニ1アルソデス」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（v）d△「ヨコスカuリ1クリハマノ　ホウガiurケイ｝ジ＝ウブソltデキテイタネ」
　　　　　Vv一．NVVVVVs．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■・」声「“，m一一「ρ幽一’　　「■一t塵，鱒胸「一．・胃Ψ静．・τ髄　「
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　（vi）e・rナゴヤーハ1ホトソド」’モウ1ヒ激ウジュソゴニ｛ナッテルノヨネ」　〈名古

　　　　屋は　ほとんど　もう端票準語に　なってるのよね〉

　（vii）c「ジツハ1＝レガ1チョウド1ギケイニiアタルソデゴザイマスガネPt」〈実

　　　　は　これが　ちょうど　義兄に　あたるんでございますがねえ〉

　（viii）　a銑悉必蕊跳iアルイミジャ紅職漁1と．五ネiヘソナ　アレガ1ナキテタノカネ」

　　　f財．誌上砿烈ジギ。ウノセイカクナソカニツイ列ま鎚iゴザ：血エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　ス？」　〈なんか　特に．事業の　性格なんかに・・外・て　希望　ございます？〉

　　注（i）（ii）（iib（iv）（V）主語琳修辮㊧、羅瀞比較的離なもの。翻修語の位

　　　　　　麗の自由さはそれぞれ異なる。

　　　　（vi）（vii）　童語が体修語に先行するもの。

　　　　（viii）　体一語が主語に先行するもの。

　iv　副修語3　　主語，体修語，副修語，副切語，：副修語，述語

　　　（a～ガー～ヘー鋤一副一認一述，　b～〈ガ〉一～〈二〉一副一測一醗一一述）

　（ii）a「ジツハiソノー　シ’ヨルイガiノウチカノ　永ウへiモウ1．ダイブiタマヅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一
　　　　テオルソデスヨ」　〈実は　そのお　書類が　農地課の　方へ　もう　だいぶ

　　　　たまっておるんですよ〉

　（iii）b△∫ソレ　イガイハiアソマリiチョヅト1セイ．シンiコモラナイ，　iヤッパ
　　　　　　　　　一一　　　■．．・曾・．”「．・，．．．轄・　　　t”，”噂一＋t■．．曾■・曾一一＋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tttt一「．ttt．一m

　　　　、契，」

　（iv）br之z之溢」』胤烈オソナノヒトハLz2．ヨイヌノスキナ！長⊥．ヒ〔エ
　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　スネ」くなんだか　よく　女の　人は　わりに　犬の　好きな　人　いますね〉

　　注　（ii）　主語と体修語との位置が比較的自由であるもの。

　　　　（iii）（iv）　体修譲が主語に先行するもの。測詞の位置の自由さは異なる。

（3）　≠本字語2

　i　劉修露なし　　主語，体密語，体霜折，述語

　　　（a～（ガ）一～（二）一～ニー述，　b～バー一～ニー～デー述，c～ガー～〈二〉一～ヘー述，　　d～ガー～トOPカラー述，e～ガー～カラー）デー述，　　　f　～ガー～〈二〉一～〈デ〉一述）

　（i）a「ミシマサソ　ブラジルヘ　イッテラッシャル　ルスニサーiナnカノ　ザッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　シニ1デマシタネ，1オヨメサソノ　チュウモソノ　カジョゥガキガ」〈三島
　　　　城
　　　　さん　ブラジルへ　いってらっしゃる　留守にさあ　なにかの　雑誌に　鵬ま

　　　　したね，お嫁さんの　注交の　篤条書が〉

　　　　○「イロイロ　ゴタゴタ　アッタ　スエニiゴネソノ　トキカナソカiソノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　セソセイガ｝ナッタノヨ」

　　　b「シェジソバ1イナカノ　ホウニ／ヒトリデ1オリマスソデスノ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　

願　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎝．値．國一
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（ii）a「ヨルノ　カワソ　トキニサー1ヤて：監hフジコガサー一1．トモダチニ1アウデ
　　　　　　　　　　　　v“vvv
　　　ショウ」〈『夜の　河』ん　時にさあ　版本三士子がさあ　友だちに　会うでし

　　　よう〉

（iii）a「コメノ　カワリニ1サトウガ1ハイキュウニ1ナッタソデスヨ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　げげア　　　げり　

　　　○「ワダサソノ　トキモ1ナナジ＝ウニソグライ「オイデニ【ナリマシタデシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ」〈和田さんの’時も　70入ぐらい・おいでに　なりましたでしょ〉

（iv）d「ムコウカラiカイシャ”1ホカソシデプルトカiレソラクガiアルソデスガ

　　　ネ」〈向こうから　会社に　保管してあるとか　連絡が　あるんですがね＞

　　C「マエ1オツトメシテタノハ1．ドコへ1オットメシテラッシャイマシタ？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（v）e「フラソスミタイナ　ク＝ジャ｝ホジョキソガ1デルデショtlセイフカラ」
　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　〈フランスみたいな　國じゃ　補助金が　賜るでしょ，政府から〉’

（vi）f・「カイサソモ1．セイキョクノ　キスウノ　ワカラナイ　カイサンバ【ショウ
　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ケソノ　ゲキドウガ1オコル」〈解散も　政局の　きすうの　わからない　解

　　　散は・証券の　激動が　起こる〉

　注（ii）二つの体掛軸の相互の順序は比較的に圃沸している。

　　　（lll）　自行の体修語は述謙こ近く位概している。

　　　（iv）　体同語「・”・…ホカン．ジテアル、トカ」．．は主語「レソラク（ガ）」を修飾して

　　　　　いるとも考えられる。

　　　（V）　先行の体修語は交頭にある傾向があ．る。

　　　（vi）　相互の位澱はかなり不自由である。「格」の識別は解釈によって異なる。

ii副修語1　　主語，体修語，体修語，劃修語，述語．

（a～バー～ニー～デー副一述，　b～ダッテー～カラー～マデー副一山，c～ガー～カラー～デー八一・述，d～ガー～ニー～ニー副一事，e～ガー～〈＝〉一～〈デ〉一一一述）

（ii）a「ワタシバ！ニホソジソイジョウニ｝ガイコクシu’ウコウアタリト　イッショ

　　　　　　　　　　　　　　～　　　ノ　セキデ1ケッシテ｝マケナカッタデス」

　　　　　一（iii）b「ソコダッテネiバス　オリテカラiミズウミマデ1ダイブ｝アルノネ」くそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　こ母ってね　バス　降、りてから　湖まで　だいぶ　あるのね〉

（iv）C「フランス　ミタイナ　クニジャ、1’．＝ドモガ．タクサソ　イルトiナソカ1ホ

　　　　　　　　　　　　　　～
　　　ジョキソガ1デルデショ，　｝セイフカラ」

　　　　　　　　　　　　　　　　一
（v）d△「アノ　ヘン　トコニハ1ウマノ　ボウクウゴウガ1ドッサリ1アッタデシ
　　　　　　　　　　　～　　　ヨ，tヨヨギレソタイカラ　デテクルマデニネ」　〈あの　辺　とこには　馬の
　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　防空ごうが　どっさり　あったでし凄，代々木連隊から　出てく．るまでにね〉、

（vi）e「カイサソモi9ウスルニ1．セイキ．琶クノ　キスウノ　ワカラナ．イ　カイサソ
　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
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　　　　ハ1ショウケソノ　ゲキドゥガ1オコル」
　　　　瓶
　　注　（ii）　この副修語は，このよう1・こ長い部の連るときにはあまり述語から遠くに

　　　　　　は位麗しないことがある。。

　　　　（lii）　主藷は交頭にある。副和語をま実質的に述語と密撞に結びつき，述語に近

　　　　　　く位概する。

　　　　（iv）　先行の体修語は文頭にあり，認修藷は述語に密賦して位澱しない傾向が

　　　　　　ある。

　　　　（V）　主語と認修語とは述語に近く位概する傾向がある。‘

　　　　（vi）　相互の位覆はかなり不自由である。

　ii圭思掛語2　　主語，体修語，体修語，副修語，副修語述語

　　　　（a～ガー～ニー～ニー捌二日一口，　b～バー～ニー～デー謝一副一述）

　（ii）a「ウチ＝モ1イチヂクノ　キガ1フタツグライギアッタソデスヨ，　iモト1ユ
　　　　　tWVVNn－iN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼－．曽圃，ttt「噛‘噛tt’．，tt■一tt魑．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，，．，牌9，

　　　　シノ　ホウニネ」

　（iii＞　b「イシイセソセイ　イワクネ1コレデ1モウ1アレン・1カソゼソニ「ユデダコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　ソ｝ナッタヅテ」

　　沐　（ii）　先行の体修語は比較的文頭に近く位概している傾向がある。

　　　　（iii）　後行の体修語は述語に近く位羅する。先行の認修語は特殊な場含である。

　iv　副修語3　　主語，体勢語，体修語，副修語，副附語，副修語，述語

　　　　（～ガー～デー～デー認一献一剛一述）

　（i）ム「aクサ｛ニホソジャ！タトエバiイマ1ホウソウカイナドデ｛ヨワイトイウ
　　　　　　　　　ヘハ　
　　　　コトバガ｝ハヤヅテイルソジャナイ？」「〈よくさ　N本じゃ　たとえば　今

　　　　放送界などで　『よわい』という　言葉寮　はやっているんじ・？ない？〉

　　注　「aク」の用い方はやや不自然であううQ述語には密着しないQrタトユパ」は

　　　述謙こは密着しない。どこに位議するかで文意がかなり異なる。　「イマ」は位：概

　　　が自由である。先行の体修語は主題である。

（4）　体f疹言吾3

　i　劃修語なし　　主語，体修語，体修身，体修語，述語

　　　（a～ガーユー～二日～ヘー述，　　b～ガー～二」～ニー一～轟～述）

　（ii）a・「ワタシガ1ソノ　トシユ　クレニ｝コチラへiゴヤッカイユ！ナリマシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げり
　　　　テ」〈わたしが　その　年に　暮に　こちらへ　こやつ介に　なりまして〉

　（iii）b・「ソノ　マチヲ　チュウシソニネiホウボウニネ｛ペッソウガネ｛ヤマノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　
　　　　チュウフクニ【ヒPガヅテソノ」〈その　町を　中心にね　ほうぼうにね　分11

　　　　　　　
ド　　　　jごあニ　

　　　　荘がね　山の　中腹に　広がってんの〉

　　注　（ii）　後行の体修語は述諮に近く位麗する。
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　　　　（ii）先行の体修語（句とも解し得る）を蚊頭ζある髄が強い・、

　ii　二三語1　主語，『体修語，体直訴，体修語，副修語，述語

　　　　（a～ガー一一一・・一　：一n・J＝一一～へ一副一述，b～ガー～ニー一～二・一evニー副一述）

　（ii）a「シュウセソゴiワタシガ1ソノ　トシニ　クV二1コチラへ1ゴヤッヵイニ
　　　　　ロリロロ　　リロロリリリリリ　　ドロロヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　か　　　　　　「ナリマシテ」　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　タ
　（iii）b「ソノ　マチヲ　チュウシソニネ1ホウボウニネ1ベッソウガネ｝ヤマノ　チ
　　　　　　　　　　　　～　　　　　　、〈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　ユウフクニ｝パーヅト1ヒロガッテソノ」

　　決　（ii）　学修i語億文脈上文1環に．近く位1翼するQ後行の体修語は述1語に．密蒋してい

　　　　　　る。

　　　　（iii）　認修語の位麗は比較的自由である。

　　　　　　　　　　　　　　　　3　主語2

α）体修語なし

　i　副読語なし　　主語，主語，述語

　　　（1三荘馨犠㌧雲調ニへ鴬2＝；ゆ幽

　（i）aドカイミョウ1カイテナイダロウ，　1．アレ」〈戒名　書いてないだろう，あれ＞

　　　b「ナニカ1オスキデ　ヤッテラッシャル　ロトハ1ゴザイマセソP」

　　　　○「ナニカ1シカク　モヅテル　モノ】アリマセソ？」　くなにか　資格　持つ

　　　　てる　もの　ありません？〉’．

　　　c「ナソダカ1ワカソナイネ，ltiノ　ザダソカイ」くなんだか　わかんないね，

　　　　この　座談会＞

　　　d「オキャクサマガ！ミチノリヤナソカ1ヨク1ワカルソデゴザイマス」〈お客

　　　　さまが　道のりやなんか　よく　わかるんでございます〉、

　（i圭）a「コレ【スガヌマタイプノ　ホウハ1デk7　’Vセソ？」

　　　b「ホトケサマナラ1テヲ　アワス　翅しき璽ヒノ，iアタシバ」〈仏さまなら

　　　　手を　あわす　気が　するの，あたしは〉

　　　　○「エッチライソテ　イウノハ1マソナカiシマッテイルソジャナイ」

　　　　○「アノ　セソガクジ1アソコiホネガ1デテイルネ」くあの　泉密寺　あそ

　　　　こ　骨が　出ているね〉

　　　　○「アソナイジョウデスネiナソカ1ヒナガタ1アリマスカP」　〈案内状です

　　　　ね　なんか　ひな形　ありますか？＞

　　　e「ボクモ1トリユ　イヅタ　コト1アルヨ」

　　　c「アノ　ヒトハ1スポーツ・1デキソウネ」
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　£「エイガッテサiカソユウシナイトiシgウバイ、1ウマク旨カナイソダ．ソテ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿Wt．，．内＿．tt．．ttt．．…＿一
　C「アレネ！ドッチガ　ドッチダカ｛ワカソナイJ

　g「モチヌシガ［キガiカワッチャヅタ」＜持主が　気が　変わっちゃった＞

　d△「イミガiナニ　イッテルノカ1ワカラナイ」〈意味が　何　言ってるのか

　　わからない〉

　　　　　　　　　　し
注　主語が二つある晦，どちらか一方が主題であやことが多い。

　　（i）　二つの主語が二曲に交換し得るという場合は少ない。ともに主題的であ

　　　　るとか，ともに主題酌でない場倉とか，特殊な表現の場合が多い。

　　（恥　主語の一方が主題であることが多い。また特殊な表現もある。

ii副仏語1　　主語，主語，翻修語，述語

（a～（ハ）一～（ガ）一剛一一述，b～モー～ガー副一巡，c　～ッテー～ガー五一述，　　d　～バー～〈ハ〉一剛一一述，e～ガー～〈ガ〉一副一述）

（i）a「アス＝ラヘソバ【オオキナ　タテモノガ1｛．瓢益託．1：三生ネ，」

（ii）a「ゼソブ［ソコハ［ツブレチャウソダヅテ，1ウチガ」

　　　○「ミソナ　オソナジ　三上1並イテアンナ，　L独1タシカ」

　　b「ニジ・ウノ5ビラモ財．立．絃．廷・ウム謹．z刻Z・脳蕉弦P」

　　　＜91　：十のとびら』も　絹豪　聴取率が　あるんだろう？＞

　　c「ズイブソiセソキョッテ1オカネガiイルソデスネ」　〈ずい分　選挙って

　　　お金が　いるんですね＞

　　d「Z之｝ニソゲソノカオハ｝ゼソゼソレ・ッキリシテナイソダ」〈あれ人

　　　悶の　顔ぽ　全然　はつぎりしてないんだ＞

　　e「コンドiスモウナソカ1アノ　ハシラガtナクナルソダネ」〈今度　梱撲な

　　　んか　あの　柱が　なくなるんだね〉

（iii）d「シャンソン！トクニ｛カソケイ｝アリマセソ」

　　a△氏乞．既三．之i藁ノ土エネーi挫iL7カナiノヨ」

（iv）a「ハシナソカサーi血1ハシゲタガ　ミユテし三之iタッテイル　カゲガ1

　　　ウツッテソノネ」　〈橋なんかさあ　あれ　橋げたが　見えて　こう　立ってい

　　　る　影が　うつってんのね〉

　　　○「セイセキノ　イイ　ヤツァーネ｝ジュウク　タ々ゴヲ　ウソデ1ジュウゴ

　　　iスヅカリ1セイチョウシチャッタ」　〈成績の　い’い　やつあね　1・9　卵を

　　　生んで　15すっかり　成喪しちゃった〉

　注（ii）以下，二つの主語の位置はかなり不麟由である。

　　　（呈三）　副修語の位羅は！’ヒ千日灘由である。巖，1瓢が多い。

　　　（iii）　醐修語は文頭に近く位置する。
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（iv）　劃修語は述語に近く位鷹する。．副1が多い。

ii副一語2　　主語，主語，副修語，副一語，述語

　　（1：；こ＝慧に：灘．b㍉デー～〈出訴㍉

（1）a「コレハ1マダiシナモノガiゼソゼソ｝デテナイデスネ」　〈これは　まだ

　　　贔物が　全然　出てないですね〉

（ii）a△「トクニネーiアソナデケー　トコロバiショトクガ1サンジ＝ウマソ唄

　　　スルソウグナ」　〈特に，ねえ　あんな　でけえ　所は　所得が『30万も　するそ

　　　引だな〉

（iii）a「モットモ【サケトィウノハ1ドウニモ1ホキュウガ1ツカナイノカナー」くも

　　　つとも　酒というのは　どうにも　補給が　つかないのかなあ〉

（iv）b「オソナノ　ヒトッテL黒立レ乏．葦．黒．よ」グソシュウシソリ：ゾテノiアルソジ

　　　ャナイカ？」　＜女の　人って　こう　ちょっと　群集心理っての　あるんじゃ

　　　な、、カtS－p・〉

（V）C「ソノー　コトバハデスネ1ソウイウ　モノがL．ε烹孟iここ二走黒．L黒嘘．ラナ

　　　イソデス」　　　　、

　浅　（ii）　以下，二つの主語の順序はかなり不自由である。

　　　（ii）　先行の翻修語は位麗や音調により，何を修飾するかにかなり違いが出

　　　　　る。後置の副修語と述語とは密接に連接している。

　　　（iii）　先行の副修語は女頭に近く．位置する。

　　　（圭V）　二つの副修語はひとまとまりになっていることが多い。

　　　（V）　二つの副修了は順序が固定的である。

2鉢三下1
　i　副修語なし　　主語，主語，体丁丁，述語
　　　（a～ガー～〈ガ〉一～ニー述，　　　　b～バー・一一vガー～デー述，、C～ダッテー～〈ガ〉一～〈＝〉一述，d～（ハ）一～（ガ）一～ニー述，e　～〈ハ〉一～〈ガ〉門～〈二〉一一述，　　f　～〈ハ〉一～〈ハ〉一～ニー述）

　（1）a「トノ　ノウチカニネ1トモダチガ【ダレカiイルラシイソデスヨ」＜都の
　　　　　　　　VVVWVWv“s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t＝一．碩再二一…｝…．一一Tt

　　　　幾地課にね　友だちが　だれか　いるらしいんですよ＞

　　　b「ボクハ｝ハイデソノ　ホウ　ヤッタ　コ1・ガ1アルソデス，［ヘイタイデ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M！vvw）黙
　　　　〈撲は　配電の　方　やった　ことが　あるんです，兵隊で＞

　　　c「コウクウボカソダッテiコノアイダ　イル　トキダッテ！．ミヅツダカ　ヨッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v．A一
　　　　ツダカ｝アッタソデスヨ」

　（ii）drソレハ｝デルマデニiオカネガ1イリマスネ」
　　　　　　　　　rw　一　一一　：．．．．一L．．　．．r一．
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　　　　○「ゾレハ1ゲイノウニ」1カソケイ！アリマスカ？」　〈それは　芸能に　関係

　　　　あり9すか？＞

　　　e「モライタイ　トキネiタバコヲ　ヤルカラッテ　イエバネ1コウカソtデキ

　　　　〉レソダ，　i・アレ」

　（lll）f「コレ｝バシg．1ドニソ｝ナリマスカ2」．　　　tt

　　　d「サバクガiウミニ1ナッチャウソダ垂ノネ，1アレネ」　〈砂ばくht海にな

　　　　　　　　　　～
　　　　っちゃうんだものね，あれね＞

　　　a「タオシタラiナナジュウエソノ　クルマ1メーターガ1キ＝ウジュウエソニ

　　　　1ナッテルソデス9ネ」〈倒したら　7G円の　車　メーターが　90円に　なワ

　　　　てるんですよね〉

　　注　（ii）以下，二つの主語の順序はかなり不自記である。体修語の位置の霞由さは

　　　それぞれ異なる。、

　i1副修語1　　主語，主語，望楼語，副修語述語
　　　（a～〈ガ〉一～〈ガ〉一～ニー副尺述，b～ダッテー～〈ガ〉一～〈二〉一副一一述，C～バー～〈ガ）iV～ニ一貫一述，　　d　～〈ハ〉一一～ガーーへ一院一述）

　（i）a「アトネ！ワタシガ　オキキシタイガイニネiナニカ｝オデキニナル　三LL｛

　　　　アリマセソカ？」

　（ii）b「イマハ1コウクウボカソダッテ1コノアイダ　イル　トキダヅテ1ミッツダ

　　　　カ　ヨッツダカ1アッタソデスヨ」

　（ii三）c［アレハ｝ボクノ　ホウニモ1チャソト［イチリ1アルソデスネ」〈あれは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　僕の　方にも　ちゃんと　一理　あるんですね〉

　（iv）d「アレ1ジキニ｛アリガiツクデショウ，！ナカヘネ」
　　　　　　　　ロいり　ロロリリロココロ　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　

　　注　（i）（ii）　主語，主語，体修語の位｛羅は自由である。副修語の位慨の自由さは

　　　　　　それぞれ異なる。

　　　　（iii）（iv）　二つの主語の順序はかなり不自由である。体修論，劃修語の位：鐙の

　　　　　　自由さはそれぞれ異なる。

　iii副壮語2　　主語，主語，体修語，副修語，副修語，述語

　　　　（～モー～ガー～〈ユ〉一副一醐一述）

　（ii）○「ヨコスカモネ1ムカシバiココソ　トコロiズヅト1ヘイガiアッタVウ」

　　注　（ii）二つの主語の事序はかなり不自由である。

（3）　　や｛～こ塵多語2

　i　副修語なし　　主語，主語，体修語，体修語，述語

　　　　（a～〈ハ〉一～モー～ニー～〈二〉一一述，　b～〈ハ〉一～ガー・一・v二←～ニー述）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　199



（i）a「シソサイノ　ブ．ロバ1ミナサソ1イズレモ1トウギョウユ1イラッシャッタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ソデスカ？」　〈震災の　ころは　皆さん　いずれも　東京に　いらっしゃった

　　　んですか？〉　　・

（ii）b「アレレミクダソガ

　　　ナ」　〈あれ　爆弾が

　注　（ii）

　　　　　不自由である。

ナチタ　トt’　：1ピコウキガiウ月日iイルソダヅテ

落ちた　時に・飛行機が　上に　いるんだってな〉

二つの主語の順序はかな．り．不膚由であり，二つの体修語の順序もかなり

　　　　　　　　　　　　　　　　4　主語3

（1）体論語なし

　i　三二語1　　主語，主語，主語，副言語，述語

　　　　（a～（ハ）一～（ガ）一～（ガ）一筆一毫，　b～バー～バー～ガ一輪一述）

　（ii）a「ジッサイ1アノ　＝イガレ・クリョク1アッタネ，「アノ　ボクシソグノ

　　　　トコロ」〈実際　あの　映画　迫力　あったね，あの　ボクシングの　ところ〉

　（iii）b「キュウジソジョウケソバiオコサソ　ツレテイクッテノハ1チョッ1ト1ジョ

　　　　ウケソガ1ワルク1ナルソダソウデス」〈求入条件は　お子さん　つれてい

　　　　くってのは　ちょっと　条件が　悪く　なるんだそうです〉

　（iv）a△「ソソナ　キガ　スルッテイウ　コトハ1ホッカイドウテイウ　トコPtガサ

　　　　1チョットtエキゾチックナ　カソジガiスルデショウ」

　　注　（ii）　挙行の主語は述語に近く位毒する。

　　　　（iii）（lv）の三つの主語は瀬序が不自由である。

　　　　（iii）の場含「キュウジソジョウケソバ」と「ジョウケソガ」とは繰り返しとも

　　　　　　考えられるゆえ，ヂ主語，主語，剖修語，述語」の型に準じて考えてよい。

　　　　（iv）の交は’文脈が整っていないと考え得るQ

　ii帳面語3　　主語，主語，主語，翻修語，副修語，副修語，述語

　　　　（～バー～バー～バー鋤一四一劃一述）

　（i）○「コレハ1トニカク｝ニホソバiタイコウスルダケノ　グソビハiゼッタイi

　　　　セイシソテキニiデキナイ」　〈これは　とにかく　日本は　対抗するだけの

　　　　軍雛は　絶対　精神的に　できない〉

　　　（濁　先行の主語「；レハ」とドグンビハ」とは繰り返しとも考え得る。したがっ

　　　　て主語，主語，副修語，副修語，捌修語，述語の型に準ずる。　「トニカク」は

　　　　述語に密威しては位置していないことが多い。

團　自動詞文は体言語の種類は他動詞文よりやや少ないようであるが，主語に

さまざまなものがあり，主語を重ね用いることも多いので，かなり複雑な構文

を持っているものがある。
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　　　　　　　　　　　　　　　他動詞文　（1）

　　　　　　　　　　　　　　　　1　主語なし

（1）　体修語なし

　i　翻修語なし　　述諮

　　　　　　（a他！，b他！＋交末助詞，　c他1＋助動詞（＋文末助詞d他1＋形式溺言（＋助動詞＋タ：末助詞），e他、＋ノダ，）レ。。）

　　　a「イク」〈行く〉　○「カエル」〈帰る〉　○「コイ」〈来い〉　○「オハイリ」

　　　b「イクゾ」　○「カエルカ」　Orコイヨ」　○「ナチルネ」　○「イクサ」

　　　　○「イクナ」　○「クルトモ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　c「イラッシャイマス」　○「ハイッタ」　Orハイルデショウ」　’○「イカナ

　　　　イ」　○「ハイラレマス」　○「イケナイ」　○「イケナイノヨ」　○「ハイ

　　　　ッタデショウヨ」　○罫イカナカツタノ裁」

　　d「ハイッテルヨ」　○「ハイッテマス」　○「ハイッテナイ」

　　　デョ」　○「アルイテッタソグ」　O「ハイッテクルデショウ」

　　　ダサイ」　○「ハイッチャウ」

　　e「ハイルソダ」　○「クルノダ」　○「イクソデスヨ」

ii副修語1　　自修語，述語

　　　（a副li一述，　b融一年，　c副2一述，　d測3一述）

　　a「サイキンiイッテキタソダnj

　　　エ」

　　b「イドミタイニiズウット1ハイッテク」〈井戸みたいに

　　　てく〉　・「ソット1カエッタj

　　c「ナカナカiデテコナイソダヨ」

　　d「ゼソゼソ1ヨメナイヨ．j

iii副修了2　　副修語，副修語，述語

　　　a融一融一述，bl融一副，一述，c融一融一述，　　（
　　　e　副2一割下3一述，f劃4一副3一述

（i）a「コナイダ1ニカイパカリ1イッチャッタ」　〈こないだ

　　　やった＞

　　b「イVハiチョウド1デチャッタ」〈今は　ちょうど　出ちゃった＞

　　c「デテイッタソジャナイ？iチャソトiキノウダッテ」

（ii）d「モウiソロソPt　lイケルソダケドネj

　　e「ドウシテ1ソソナユiイソグ？」

○「イットィ

○「キテク

○「ソノーT？1・i’・’）チ・ッタ三咲暦ネ

ずうっと　はいつ

d冨樋髄・ j

2回ばかり　行つち
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　　　f「キョネンナソテiカナラズ！ヨヅテキタモノ」

　　注　このほかにg副1一一一述・「イキナリ　サット　デテイヅタJなどがあろう。

　　　（ii）　一般に副3，副2，耀・の噸に先行する傾向がみられるようである。（ii）のa

　　　　の「ソロソロ」は「＝一ックリ」　「ソロリソロリ」などの意の場合である。

（2）体側語1

　圭　副三二なし　　体修語，述語

　　　（霧＝慧：鈍惑∵二δ瓢筏ト＝糞〉∵ラー内

a「アノ　ハシヲ1ワタリマスネ」〈あの橋を渡りますね〉

　　　　　b「ニッポソニi1キテルソデスヨ」　○「ソシヲ　ウツシニ｛ゴご乏虹烹．を」

　　　　　
　　　げ　ド　　ぼ　　　

@ ゆ　　　　　　　　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　○「オクレテキマスヨ，　iオソイ　トキニハ」
　　ヤ　ゆ　　へへ　　げ　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

c「トウキョウへiデテクル」　○「ガッコウへ｝イッテタノ」

　　　　　　　　　　　　　　　　～d△「オソナノ　ヒトトiアルッテイタPウ」　・「シナジヘソ　ダイトウアト
　　　　　　　　　　　エ　んがはお　　ロ　　ぶ　こごニ　の　は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　｝イヅタ」＜支那馨変　大東亜と　行った＞

e「フチラカラ1イッタソダソウデス」
　一一　　　　　　　　　　 ．nvve @　　　　　’．｝；凱’離

f「ヤコウデ．iタッタノ」〈夜行で　たったの〉

g「アカソコマデ1イケルカシラ」〈阿寒湖まで　行けるかしら〉

　　h「イイ　ヵラダ｝シテルヨ」

　　　　　　　　　　i「オリルトキハ1スベリ型．．テ．湘．1照払塑ウデ6」
　　　　　　　　一　　　一
　注　格助詞には係り助詞のついている審が多い。もっとも「～ヲハ」「～ヲモ」の

　　形はほとんど衷われず，～〈ヲ〉ハ，～〈ヲ〉モの形が多い。

ii二三語1　　体暗語，副出語，述語
（a～ヲー捌一帯，　b～ニー副一字，　c～へ一認一述，d～カラー醐一述，e～デー灘一且，　f～〈へ〉一副一述，9～トー副一述）

（i）a「オ！ヒ益之烹．乏．1ソコヲlf2＝玄薫瓦まうナイZZス」

　　b「イタダキエ1クルデショウネ，｝キット」

　　C「コナイダ｝ナゴヤへiイヅタデショウ」くこないだ　名’占屋へ　行ったでし
　　　　ロヤ　ロロリコリリリドロ　　　　　　　ね　　ロニおニ　　　　ツニニ　　ご　ニこニこ　ニユ　エしな

　　　よう＞

　　d「ジッサイ＝iイッタソダソウデス，1コチラカラネ」
　　　　ロロ　ロ　ロド　ロロリロリリコロロリリ　　　　へ　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　v・e「ヒトツキカ　フタツキiナツヤスミヤナソヵデiイクケドサ」〈1月か　2

　　　月　夏休みやなんかで　行くけどさ＞

　　f「マタ1リョウテイ［イクノ」くまた　料亭　行くの〉
　　　　　　　～　　　　一
（ii）g「シナジヘソ　ダイトウア理ゼソブ1イヅタ」
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　　　f「ウエノノ　ヤマモ｛ウマレテ　ハジメテ1イッタ」〈上野の　由も　生まれ

　　　　　　　　　　　　　　　て　始めて　行った〉

　（iii）b「マタiキソムヒuウテイ　ヤリニ！イクz？」〈また　勤務評定　やりに

　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　行くの？＞

　　　c「イマノトコロ1ガヅコウへ1イヅテイラッシャイマセソ？」

　　注　tのほか，h～〈ヲ〉一測一己，・「ソノ　ミチ　サヅト　ノボッテイヅタ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　層・・．ρ齢騨Ψ響の・「・．，　　　鴇㎜而．胃．一

　　　i～〈二〉一潮一述，　（fの場合と同様）などがあろう。

　　　　（1）の場合には講三から醗4までがあり得る。

　　　　（圭1）（iii）　特殊な場合である。（ii）は体修語が先行し，（ii圭）は捌修語が先行す

　　　　　　る傾向のあるもの。（ii）gにおけるrゼソブ」は前の表現をうけていると

　　　　　　解し得るQfの「ウXノノ　ヤマモ」は対比しているのではない。

　iii副新語2　　体修語，劃修語，翻．修語，述語

　　　　（a～ニー融一二3一述，　b～くへ〉一融一捌一述）

　（i）a「アト　イッヵイゼヨルナソカユネ1ヤヅパリ1オチタネ」〈あと　1園　夜

　　　　　　　　　　　　一　　　　なんかにね　やっぱり　落ちたね＞

　　　b「aジュウバシノ　ヘソハー1ヤッパリiイッカイカ　ニカイカ1イカナイ」

　　　　〈二重橋の　辺は　やっぱり　1回か　2回か　行かない〉

（3）体修語2

　i　翻修語なし　　二三語，体四二，述語

繕事蒙慧：に讃溝墨1：）

　（i）a「シロキヤマデiデソシャドオリ｝イッタソデスガネ」〈白木歴まで　電車通

　　　　　　　　　
ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　り　行ったんですがね＞

　　　b・「ココノ　ウチ1キヅプ　カヅテモライ＝．1キタソデスヨネ」
　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　C「シソブソニハ1アオシマノ　ムコウダナソテ1デタワネ」　〈新聞には、青島
　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　の向こうだなんて出たわね＞

　　　d「ソコへ1シラキノ　アレデiハイッテクルノネ」
　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　　　　　　　　　一内噛」．一一

　　　e「ハダカデ」ハダシデモッテiトビデチャッタノネ」
　　　　　　　　　～一　　　

一　　　　　　　 瓢罵

　　　frウチマデ1ヒャクハチジュウエソデiノッタソデス」〈うちまで　18G円

　　　　で　乗ったんです〉

　（ii）g「ヂウキ＝ウセイニモiアソコカラモ1キテタ」　〈岡級生にも　あそこからも

　　　　　　　　　　　　　　一　　 　〔一
　　　　来てた＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　203



　　　h「ミソナデ1ミニ｝イク」
　　　　　一　　　へ　　　　｝
　　　irガッコゥハ1ドコ1デラレタソデスカ？」
　　　　　　　　　　　一　　　　一
　　　ifアソ　トキハネー｛フウキリ　ミニiイッタソダSU　」　くあん　時はねえ　封
　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　切り　見に　行ったんだよ＞

　　　kヂアラシソ　トキ｝ミナミ1イヅタソデショウ」くあらしん　とき　常　行っ
　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　ロへ　　　　　　

　　　　たんでしょう〉

　　渋　（i）　二つの体修語の順序は自由である。

　　　　（ii）　二つの体修語の順序は比較的不自由である。

　圭i副洋語1　　体修語，体夢語，副修語，述語

　　　　（a～〈へ〉一～〈デ〉一翻一述，b～ニー～くへ〉一劃一述，c～〈二〉一～〈へ〉一圃一述，　　d～ヘー～カラー測一述）

　（1）a△「イロソナ　トコ！イクカラネ，　iシuッチュウネiジュソギョウダノ　ナ
　　　　　　　　　　x．■”vs　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w

　　　　ソダノ」　〈いろんな　とこ　行くからね，しょっちゅうね　巡業だの　なんだ

　　　　　　　　　の〉

　（ii）b「トウジ1ココノ　ウチー1キヅプ　カッテ　モライニ！キタソデス9」

　（iii）c「uノ　マエソ　トキ；ヤッパリ［スズキサソ　トコ1イッタソダヨ」　＜この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　前ん　時　やっぱり　鈴木さん　とこ　行ったんだよ＞

　Gv）d「クロガネカラ1ズッ碍ケソトクへiイヅタデショ」〈黒金（山名）から　ず．

　　　　つと　乾徳（蜘名）へ　行ったでしよ〉

　　注　（iii）　以下二つの体験語の順序は比較的不自由である。副修語の位濁の自由さ

　　　　　　はそれぞれ異なる。

（4）　二四≡語3

　i　副修語なし　　体修語，体虚語，体訟訴，述語

　　　（～ニー～へ一一～〈デ〉一述）　　　　・

　（ii）○「ダイトウアハiサイゴニiニューギニアへiマワッタソデスヨ」

　　　　　一　　　一一　　 wu一一　　鵡胃鴇＝コ．漏認瓢器2岨

　ii副修語1　　体修語，体雑駁，体修語，副修語，述語

　　　（～〈二〉一一～く二〉一～へ一副一述）

　（ii）○「キョネソバ1ハルiイチバソ　サイショiタソザワへ1イッタデショウ」

　　　　〈虫年は　券　一番　最初　丹沢（山名）へ　行ったでしょう〉

　　注　i　先行の体修語は交頭に位麗する傾向がある。

　　　　ii　副修語は文頭に位慰する傾向がある。　「ハル」　「サイショ」は翻修語とも

　　　　　考え得るが．　「～二」の形が普通に認められるゆえ，体修語とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　2　主語1
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（1）　体修；語なし

　i　副修言なし　　主語，述語

　　　　（a～バー述，b～〈ハ〉一述，　c～ガー述，　d～〈ガ〉一述）

　　　a「イケナイソジャナイ？1スケートジ，aウッテノハj

　　　b「ヘイタイナソカネ1ミズサカズキシテiデテキタソダッテ’」　○「オバサソ

　　　　1イカナイモソ」

　　　c「ムシガiコナイヤネ，tアー　ヤットケバ」　＜虫が　来ないやね，ああ　や

　　　　つとけば＞

　　　d「ジャ1ナソカ　モーターカナソカ1ハイッテマスカ？」　○「オオゼイノ

　　　　ヒトiデハイリシマスネ」

　　注　型としては（e）～モー述，（f）～ッテー述，（g）～ダヅテー述，（h）～ナソテ

　　　一述，などがあり得る。

　ii　　　畠u灘多語！　　　　　　三塗三語，　　置蚕uで論語，　　述語

　　　　儲；讃義，謡2識述’c～澱述）

　（i）a「マルフッカー’スベッタソデショウ，1アノ　ヒトタチハネ」〈まる2目　す

　　　　べつたんでしょう，あの　人たちはね＞

　　　brトナカサソrコトシモ1イッタノ？j

　　　C「カブトムシガ1’イッパイ1デテクソノj

　　　d「ノソチャン「イチバソ1イッテソジャナイ？」

　（ii）e「ボクモ．iハジメテ1イッタ」

　（iii）C「キノウハiアナタガレrッタノカ？」

　　注　（ii）は主語が先行し，（iii）は剛修語が先行する傾向がある。

　iii副修語2　　主語，副修語，副修語，述語

　　　　（a　～ガー認一端一述，b～〈ハ》一人一副一述）

　（1）a「ダソダソ1ジヒビキガ｝コウ／チカヅイテクソグヨナ」

　（ii）b「コトシバ．1アタシタチ．1ヤコウデ　イッテ」スグ1スベッタデショウ」　くこ

　　　　としは　あたしたち　夜行で　行ワて　すぐ　すべったでしょう〉

　（111）b「ゼソゼソi’イケナイナ，　1アレ1ホソトニネ」

　　注（ii）（iii）二つの自修語の麟序はかなり不1臼由である。主語の位置の霞由さは

　　　　　　それぞれ異なる。

　　　　（iii）の「ゼンゼン」は「全く」　「本当に」などの意に近く，強調した言い方で

　　　　　　「ゼンゼン　オカシイヨ」などの揚合と類似している0
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（2）体修語1

　i　副修語なし　　主語，体修語，述語

　　　　（a～＜ガ＞v～ヲr述，　b～〈ハ〉・ダッテー～二～述，c～ハ・ガー～へ一述，d～ハ・モー～くへ〉一儲｝e～バー～デr述）

　（i）a「ソコヲネiミソナネiアルイテクルソダナ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ぼ　　ニのニニにロニ　の　こニニ　ニ　こニニこニゆ　のニ　ニニ

　　　b「ヤマザキサソ1ダイブ　マエニiイヅタデショ」

　　　c「ドコヘモiアタシバ」デマセソデシタカラネー」

　　　　△「ココへiカソゴフサソガi．キテイマショウ」くここへ　看護婦さんが　来
　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｝一一．酌．國．…．…．．．胃．．｝．一．『

　　　　ていましょう＞

　　　d「ボクハネ1．ドコモ！マワラナイソダモノ」

　（i宝）b「トコチャソ1オクリニ；キタモソネ」

　　　　○「ショクソダッテ1リョウリヤニモiイクダロウ」　〈諸君だって　料理屋に
　　　　　　　　　　　　　　一　　　　
　　　　　も行くだろう＞

　　　c「マサルチャソバ1ココへ｝イ汚ッシャイ」　　　ジ　　t．t
　　　　　　　　　　へ　　　　 　　　　　

こニこ　マ　こ　　マ　マ　　　　ニ　　　こ　こ　ニニ　　　　　　　ぼ　り　　ぶ

　　　d「ボクモyアソコバカリiイヅテルヨ」
　　　　　　　　　瞥＼〆㌔一／＼　　　二篇．二
　　　e「ソレハ｝ショウバイデ1イッタソダヨ」　〈それは　商売．で　行ったんだよ〉
　　　　　　　　　一一　　　　　

一一一LtttWUt罰um．．・．tttt．’．tt．．tt馳

　　注　（ii）　主語が先行するもの。

ii副修語1　　主語，体修語，副修語，述語

（i三ili三三課憲．に黙ξ；認り

（三）a「ボクハiスグiキタゼ，　1トウキョウニ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　モ
　　brボク1ソトへiイッカイモi．．イカナカッタ」
　　　　　　　　　　　　　ヒににのほヒヒロコロヤリ岡目ヤヤヒロヤロリリ　　　　ぬロの　　　のニ　の　　　えこ

　　c「ボクナソカ」トウキョウカラ1貌烹墨．圭1デナイゼ」　○「ジブソバiズウ
　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 tttt、t．ttt．．ttt＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 L，■●8■■曾，

　　　ット1ヒザカラ「オヲテイッチャウデショウ」

（ll）b「ボクモータイチイ1マエへiイッチャ．ウソダ」

（iii）a「オソナト．．ネコハネ」aブ　トキニ　コナイデi．ヨパナィ

　　　iゼッタイニ」

　　b「ナソカネー1アレ．iオグノ　アタリへ1キタソデスヨネ」
　　　　りり　け　　ロリマロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へへしノへ　ヘィぴ　　　 ね　ぶこれロげのぶね

（iv）d「アソ＝iモウ．iコナイソダネー，　1ヒ1・ガネ」
　　　　～　　　

「甲甲冒．・四曹 @　　記∵．．．∵．．＝：π＝：．’：．τ．．薫篇＝品．乱鳳漏瀧L

（v）e「セソトウパメソノ
　　　　　　　　　　　　　）．　　　　　　　　　　　　　VNNSbe．㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’，，＋，辱，．曹■馴曾「・謹L．．一匿，．

　　　く戦闘揚面の　撮影なんて　カメラ　何台も

　注

　　翻詞の位．竃の自由さが異なる。

トキニ」iクノレ，

vw．Ns　za＝’m＝一

　　　　　　　　　　サツエイナソテt．カメラiナソダイモiマワッテソダ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まわってんだ〉

（ii）（iii）は主語が体修語に先行し，（iv）（V）は体修語が主語に先行している。
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iil

　（1）　b，Cにおいて融に係助詞ドモ」がついて述語の否定と呼応している。

副修語2　　主語，体高詠，醐修語，副出語，述語

（a～ガー～ヲー調一講一述，b～バー～へ一融一認一図，C～！、一一一～ニー笛U一昂彗一際）

（ii）a「ソコヲ1’ズウットギナソグカiバスガ1ト労ッチャウノ9」

　　b「ノソチャソバ【キョネソ1ヨク1ヤマへiイッタネ」

（iii）c4「マダ「キョウラ　クソノハ．［ミソナiヒヲ　キメニ｝クルソデスガネ」

　　〈tlii（ii）　a「ナンダカ」は劃2であるが，多くの部がある場合に述語に密着し

　　　　　　ては位置しないことが多いようである。

　　　　（iii）　この場合体側語は述語に密着して位置する傾薩がある。

（3）体修正2

　i　翻修語なし　　主語，体修語，体心語，述語

　　　（i三三三溝に；＝9＝綜二り

　（i）a・「ヒ＝ウキガサーiトウキnウへiキタソデショウ，iイチパソ　サイショ

　　　　ニ」　〈飛行機がさあ　東京へ　来たんでしょう，一番　澱初に＞

　　　b「ボクハ1ヨル「イクナ，　1ニジュウバシ1　〈僕は　夜　行くな，二重橋〉
　　　　　　　　　一　　　　一
　（ii）crソウイウノガネ1ミソナシテiヤッツケニyクルソダナ」
　　　　　　　　　　　　　一～　　　　へ一＿一　　　　　　　　　　　一
　　　d・「フノ　マエニiソコs　イタ　ヤツガiチ：ウセソニ｝デテイッタ」　くこ
　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　の　前に　そこに　いた　やつが　輯鮮に　繊て行った〉

　（iii）　e「ニホソバ1ソウイウ　フウニ1ソトヘ　デテ1’アルカナイデショウ，1トシ

　　　　トッタ　ヒトガ」

　（iv）d△rカミカナソカ　マカレタ　トキナソカyアサハiコウコクガiオチ＝r　yタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘハ　ハ　ヘ　　　　ソデスケドネ」　〈紙かなんか　まかれた　時なんか　朝は　広告が　落ちまし

　　　　たんですけどね〉

　　注　（ii）の後行の体修語は述語に蜜着している傾向があり，（iii）の先行の体修語は

　　　　　　心頭に近く位置することが多い。（iv）は根互の位羅がかなり不自由である。

　　　　（lil）　「デ」格は格助詞の表われていないことはまれであるが，　「～ハ」の揚

　　　　　　合は「～〈デ〉ハ」と解されることがある。

　　　　（iv）　格助詞r二」は，たとえば「中村さんに　十時に　東京に　調査に　男ξ

　　　　　　ていただいた」のように．重ね胴いられる。しかし，同種の「二」は並列の

　　　　　　場合以外重ね曰いられることはあまりない。

　　　　　　ただ，この傍のように「ナソカ」　「ハ」などがあり，主題となっている時

　　　　　　には重ね用いられることがあるようである。
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ii副修語1　　主語，体修語，体修語，副修語，述語

　　　（鵠＝～；二二；泣輪b～ガr～二“二＋㍉

　（i）a「ピコウキガサーiトウキョウへ1イッカイiキタデショウ，1イチパソ　サ
　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　．tttt「髄「ttt．，t「，幽　　　撒．＝際．π葛罵二貰＝．＝＝一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　眠

　　　　イショニ」

　　　　　　（ii）b「コノ　マエニiソコニイタ　ヤツガレビソブ1チnウセソユ｝デテf＝7B－」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い
　　　c「オバアサソガネー1ジドウシャノ　トオル　ミチ1ヒトリデネ．［ヨタヨタヨ

　　　　タiヨコギッテイクノヨ」　〈お婆さんがねえ　自動車の　通る　道　1入でね

　　　　よたよたよた　横切っていくのよ〉

　　　｛濁　（ii）b　時を表わす「コノマエニ」などは目標地点を示す「チョウセソニ」

　　　　　より先行していることが多い。　「コノVエニ」は「イタ」を修飾していると

　　　　　も考え得る。

　　　　　　　　　　　　　　　　3　主語2

（1）体修語なし

　i　副修語なし　　主語，主語，述語

　　　（～バー～ガー述）

　（ii）○「コレハ1アノ　ブタイガiハイッテキタソジャナイソデスカ？」　くこれは

　　　　あの　部隊が　はいってきたんじゃないんですか？〉

（2）体修語1

　i　副修語なし　　主語，主語，体修語，述語

　　　　（～モー～ガー～ヘー述）

　（ii）○「ソレモネー．1ヒトガ11ソコへ1ハイレルソダ」

〈3）体出語2

　i　副熟語なし　　主語ラ主語，体修語，体修語，述語

　　　　（～〈ハ〉一～ガー～へ一～デー述）

　（ii）○「ソレガネiイチネソセイノ　カセイカノ　ヒトサ1’マツシマへ1サソパク

　　　　ヨッカデ」イクッテイウノヨネ」〈それがね　1年生の　家政科の　入さ　松

　　　　鳥へ　3泊4日で行くっていうのよ〉

　　　囲この場合の「ソレガ」は接続詞とも解される。

團　他動詞文（1）は自動詞文に近い性質を持つ。体修語の種類や体修語の組み合

わせの種類も他動調文（2）よりは少ない。主語はさまざまなものがあり，重ね用

いられていることも多い。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　他動詞文（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　主語なし

（1）　体三二なし

　i　副話語なし　　述語

　　　艦：諺慕認搬諜謝禦（聯奏し。。，，そ。他）

a「ツツム？」　○「ワケル」

＜お食べ＞

brオドルノ」

　○「ステルナ」

　クワヨj

c「キイタj

O「オドロウ」

　ヨウ」

○「タベロ」　○「ゴラン」　○「オタベ」

○「オモイダスネ」　○「…ヨムカナ」　○「ナグルゾ」

○「ヤルナー一　］〈（よく）やるなあ〉　Orタベルサ」　○「カ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○「トラセタクナイグpaウ

　　　則Orタ≦サセラヒナ表・タデシ・ウネ」○陵呈モ竺遊、」

　　d「ツカッテアゲル」　○「ヤッテイルネ」　Orカリテキタヨ」　○「カソガ

　　　エテゴラソ」　○「ハラッテモライタイ」　○「ヤリハシナイヨ」　○「カキ

　　　ャシナイ」〈書きやしない〉　○「ミモシナイ」〈箆もしない〉　○「アイシハシ

　　　マシタ」〈愛しはしました〉　○照臨ヨミナサイ」　○「オツカイクダサイ」

　　　O「ヨミナ」　○「タベルカモシレナイj

　　e「ダスソダヨ」　○「ヌリカエルソデハアリマセソ」　○「オクルソデスカ？j

　　f「アゲテ，アゲテ」　○「トッタラ」〈取ったら〉

　　囲　自動詞でも「セル・サセル」がつけば他動詞性の述藷となる。（£）の慣矯形式

　　　の「トッタラ」（取ればいいでしょう）などは慣粥賓略交と考えられるo

ii副修語1　　翻修語，述語

　　（a剛透一述，b講1一述，　c　副2一述，　d　捌3一述）

　　a・「イチネソカソiベソキョウシタ」　○「サソネソグライ1ヤリマシ窯」

　　　○「イマハiヤッテルヨ」　○「キノウモ1タベタラシイj

　　b「サッソクiユウソウシマス」〈さっそく　郵送します〉　○「グヅ1・1ノミコ

　　　ソダ」　○「nク｝シッテマス望」〈よく　知ってますよ〉○「イッショウケ

　　　ソメイ1ナゲタソダゼ．l

　　c「モット1ノミマシタヨ」〈もっと　飲みましたよ〉　○「スコシiヤッテミマ

　　　ショウ」　○「カナリ．1スウネーl

　　d「アソマリ【ヨマナイ」　○「ゼソゼソ1ウテナイソダ」　○「ドウゾ1オカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2e9

　○「ヤルノ．カシラ」

　　○「シラナイ」　○「オネガイシマス」　○「タベタイ」

　　　　○「タベラレル」　○「カクダPウ」　○「オモイダスデシ

○「オモイグシマセソデショウカシラ」



iii

　　ケクダサイ」　Orケッキョク」シナナイワヨ」〈結局　死なないわよ〉

副修語2　　副内語，副套語，述語

（a副、一蹴一目，b四一ll”，　lj　，一十，　c｝醐一副s一一述，　d酬4一融一述，e冨01一冨彗2』述，f蕎U1一1劃3一述，9覆弩2一窟畦3一一述、）

（圭）a「アシタモ1イッショウケソメイ｛ヤッテチョウダイナ」

　　　．b「ダイタイ1テッパソノ　アルカギジ．iやリマスカラ」

　　　c「イマハiダソジテ．iヤリマセソ」

　　　d「アト1’イッカイモiダサナイ」

　　　e「：乏黒ゴ．乏一気孟，：イ．21：ろ．三Z．iツツ活テルネ」

　　　f「ゼソゼソ．1アタマカラ「ウケツケネF－a一チ＝ウソダ」

　（圭i）bFシゴトガ　オワル　トタソニネ1モウ｝』ハジメチャッテルソデスJ

　　　e「ホソトニ「シゼソニ1オボエマスネ」

　　　f・「．眩烹云」2．rz．よ．」ミテイタノカ？」

　　　g「サホドrソウ｛カソジナイ」

　　　（濁　二つの醜修語の．骨盤が自由であるものと，かなり固定しているものとはそれ

　　　　ぞれの翻修語の性質による傾向がある。「ヤヅバジ」などは比較的，位擢1は自

　　　　由である。固定している場合は捌3，副2，酬1の順に位遣している傾向がある。

②体修語1

　i　副修語なし　　体修語，述語

（a～ヲー述，1）～二一述，C～へ一槍，　d～ト・ヅテ・ヅ・ナンテー述，e～カラー一：述，　f～デー述，g～マデー述，　h～デモッテー述，i～トシテー述，」～ニツイテ一喝，k～〈ヲ〉一述，1～く二》一述，測～〈へ〉一目，n～〈デ〉一・・述）

　　　a「ヘソナ　コトヲ「イワナイデクレヨ」　○「オコメヲiイレチャウノヨ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　 　　　　　ハ　　　　

　　　　○「ソレヲネ1イタメルノヨ」　○「ソウ　ナラザルヲ1エナイネ」　○「ラ

　　　　クガキヲ1’カカレチャッ出師」

　　　　　　　　b「ムコウノ　ヒトニ1マカシタソデショウ」〈向こうの　人に　任したんでし
　　　　　　　　　　　　　　　よう〉　○「イハイト　ソレカラ　アレニ1’カイテアルソジャナイノ？1アノ

　　　　セキヒニ」〈位はいと　それから　あれに　書いてあるんじゃないの？　あの

　　　　へ　　　　石碑に〉　○「マイシュウノ　ドヨウニ1ローラーシテルソデスケドネ」

　　　　○「サシツカエナイ　テイド＝L　．iオカキイレクダサイ」　○「サカズキノ　ヵ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　　　　ワリニ」スル」　○「チ暁月ラナイ　ヨウニ」スルンダネ」
　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

c「コヅチへiヒキトリマスソデゴザイマスガ」　・「ノウカへiトメテモラウ

　ノヨ」＜濃家へ　泊めてもらうのよ＞

d「ニュアソスガ　アルト」オモウワ，．tキョウトアタジネ」く二＝アソスがあ
　　　　　　　　　VVVVVN
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　　　ると　思うわ，京都あたりね〉　○「リョカソノ　ヒトトギケソカシテソダモ

　　　ノ」〈旅館の　人と　げんかしてんだもの〉　○「ワレワレニ　オシツケヨウト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　へ
　　　」並ノ・ジゼゴカ」　○「アソナニキ。チ・。テイイノカシラツ鮮

　　　孟重ウ．込之潔．」　○「＝ガツカラトカッテギキイタケド」　〈2月からとかって

　　　聞いたけど〉　OF＝シェウカソッ1．ツッタ」　○「ヤメPッ1ツタソジャナ

　　　イソダヨネ」　○「イサオチャソ｝・　マワロウヅiテタソダヨ」　○「トッテ

　　　モ　コマルッ1’タワヨ」　○「ウソ　ツイテルナソテi1オモウノヨ」

　　e「チ＝ウガクソ　ト「キカラ「ナゲテル」〈串学ん　時から　投げてる〉○「ウ

　　　チヘ　カエッテカラiスウネ」　○「コチラカラ「ゴレソラクシマス」
　　　　　　一へへ’～一盛　　　　　 り一．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一・．一　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

　　　〇「ショウバイデモッテイウ　ヨウナ　コトカラ「ヤメタソデス」

　　f「ガッコウデ1ヤッタソデス」　○「デソキメスデiソグソダッテ」　○「ウ
　　　　や　　　　　　　　　 ル　　　マ　ニにぶぼ　れぬほれ　　こ　ぴぷ　　　　　　　　　　

　　　　　　
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ヘ
　　　チデiツレテッテクレルデショウ」

　　grマックロニ　ナルマデiオイトクデショウ」
　　　　　　　　　　一
　　h「セイコウシャデモッテ］クミタテルノ」〈糖工禽でもって　組み立てるの＞
　　　　xA，．．．Xt、．t．．’N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一
　　iFデソコウトシテ1’モウシコソデミマスカラ」〈電工として　　申し込んでみま
　　　　一．齢♂、一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闇罹．一．一一

　　　すから〉

　　．1「タクチヘソコウノ　コトニツイテ1オウカガイシタイソデスガネ」　〈宅地変

　　　更の　ことについて　おうかがいしたいんですがね＞

　　k「ナニiシャベロウカナ」　○「ヒソケツナドiオコシチャウ」〈貧血など

　　　おこしちゃう・〉　○「サクラノ　ハッパカナソカVスッテタヨ」〈桜の　葉っぱ

　　　かなんか　吸ってたよ〉　○「タバコハ1スワナイ」　○「キソユウメソモi「
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　ヂヘノ　　へ　

　　　ヤッテオリマシタソデスネ」〈金徽顕も　やっておりましたんですね〉　○「エ

　　　イガノ　ハナシデモ1スルカー」　○「ソウイウ　ナモシPtイ　エイガヅテ｝
　　　　　　　一（A一／、ヘ
　　　ミタ？」　○「アレダッテi’エイガカヲ　アタマニオイテiカイテルヨー1くあ

　　　れだって　映画化を　頭において　庇いてるよ〉　○「ラーーメソシカiイワナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ’一　　　　　一一一．一＿
　　　イデシヨウ」　○「ドウシテダカ「シッテルカイ」
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　1「コノ　バアイハ1イワナイデモライタイ」

　　m「イソベサソチiモッテクソグヨ」〈磯部さんち　持ってくんだよ＞

　　n「コノ　シツモソバiソソシタナ」〈この　質問は　損したな〉　○「ゴジェ

　　　ウユソナソテ1’ウッテナイaj〈50円なんて　売ってないよ〉

　注　k以下において，絡助詞が表われて一いない形は限られた場合ll多い。ヲ格，二

　　格，へ格，デ格などの二食が多い。

i　副修語1　　体修語，副修語，述語．
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（a～（ヲ）一削一述，b～（二）一帰一述，　c～（へ）一「副一述，d～F・ツテ・ッ・ナソテー謝一述，e～カラー羅一述，f　～（デ）一剛一述，9～マデー剛一述）

（i）a「セイネソノ　キタソノ　ナイ　ココロヲ；．ヒトツrキキタイモソデス」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　〇「ヤッパリyオヒソノ　イイ　ハナシヲ｛イタシマショウ」　Orタイプト
　　　　　ロコ　ロロ　　　コの　ココリドリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　このニエこ　マ　　ルごニニごマニ　ニ　　　コニぶニははニエ　エほロは

　　　ジムヲ1’スコシ1ヤリマシタ」　　○「ワザト1アンナ　　コトiスルノ」　○

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　ヂマエノ　トコロバ1ドウシテ1ヤメタノ」　○「オショウユモ1ホソノ　．ろ．
　　　　　　　　　　　　コママリロロ　ロロ　　ロロロ　ロロ　へ　　　ヘニ　　　　　　　　　　　　　　　

　　　コシiイレルノヨ」　○「アレダッテ1ヤッパリiエイガカヲ　カソがXテ1
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　カイテルヨ」〈あれだって　やっぱり　映醐化を　考え．て　書いてるよ＞

　　b「ヤヅパリiツチノ　ナカニ／ウメテアッタソダロ」　○「ソレニ！’コウ1’カ
　　　　，「．’．幽’冊門，t．F＋＋　　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　 m－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pt　　　 幽一．一t，t■” @　　1＝

　　　イテアルノj

　　c「ノウカへ1イチソチグライ1トメテモラゥノヨ」　○「ドウゾ，iコチラへi
　　　　　　　　　　　　　　　　　ttt＿＿＿tt」tt．．．．．．mt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

　　　オカケクダサイ」　○「ドウゾ1ココ｛オカケクダサイマセ」

　　d「トキドキ1カワイソウダナート1オモウヨ」　○「ヤッパリyオヨイデイル
　　　　v▼」顧・，，，，’匿一一冒匿一．■　　　〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曽¶’，’■，．■’，曾，，，，o　　　一一

　　　トハ【ナモエナイヨ」　○「マア1アルメソニオイテハト「モウシアゲテオキ
　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一－匿．－「．． @　　　　　　　　　　X－V．ANVSAA■VLNVVN一　　　　＝

　　　てショウ」　○「カツダノ　マケルダノッテyアソマリ！．カソガエナカッタネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一」　○「ナソボッテ1．チョヅ1・1’イエナイデスネ」　○「ヤヅト1’クtr・1ワ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリず　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆ
　　　カルッテ1イワレタソデス」　○「イケスカナイナソテ1’イマ．iイワナイネ」

　　e「ハジマッチカラー．サソゼソニヒャクエソグライ｝ツカッテイルノ」　〈始まつ
　　　　へ　
　　　てから．3千2百円ぐらい　使っているの〉　○「コウiウエカラ｝トルデショ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ウ」　○「オレノ　ホウカラモrキチット｛’ハラッテソダカラネj

　　f「ヒトツi．ハガキデ．｛ゴレソラクイタシマシス」　○「アソマリi＝ホソジャ
　　　　一．■冒，’曹曽「■’Pgt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り’・幽噛・曽，▼，，「，，噛幽帽　　　　一一

　　　iヤラナイデスモノ」　○「カノジョノ　ホウデiソウ「イッタノ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　9「イツモゼジュウaジマデi’ヤルノヨ」くいつも　12時まで　やるのよ〉

　　　○「ゼソブ．iリョカソノ　ゴアッセソマデiイタシテオリマス」＜二部旅館の

　　　こあっ旋まで　いたしております〉

（ii）a「アレハ【ドウiスルノ？」　○「セイヨウリaウリヤ　ニホンリョウリ．i．ゼ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　ソブiヤルノ」〈西洋料理や　日本料理　全部　やるの〉　○「バカモ1ヤスミ
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ

　　　ヤスミiイエッj

　　bヂツライ　　トキニハ｝ソウ1スルソダッテ」

　　d「キガツカレズニ　ヤロウト」コウ1イウソダヨj
　　　　　　　　　　　　M
　　f「セキヤサソノ　オウチハiドウ」スルノカシラ？j

　　g「プラス　マイナス　カケル　ワルマデrゼソブiヤヅテマスネ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（ii1）a「ヨウスルニ1フドウヵブヲ1サラッチャウソデスヨ」　○「タシカニ｝ソウ

　　　　　　　　　　～
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　　　ナラザルヲiエナイネ」　○「ドウモiオテスウiカケマシタ」　○「ネソジ
　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ

　　　＝ウiアガッタリサガッタリ1シテル」

　　brモウネ」ヒトノ　コト　カソガエナイ　コトニ1シテイル」　○「イマネ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、渉i．’．｝Wt
　　　ワタシガ　クルチョット　マエ1ヤッテタ」
　　　　　　　　　　　　　　　　賊　　　 蝋一π．＝．．．＝＝鷲

　　d「aケィ1ポッカイドウヘ　ィキタイトiオモウ」くよけい　北海道へ　行き

　　　たいと　思う〉　○「タトXバサiイヤラシ’イッテ1イウソダヨ」　○「ヨウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　スル：Llイレμッ1ツタソダ」　○「イマハiベイダソト　イヅショニ　ヤロ
　　　　　　　　
　　　ウッ｝テソ．ダ」〈今は　米軍と　一緒にしやろうっ　てんだ＞
　　　Wt　　　　　　　　　　tt．tt

　浅　（ii）は体修語が翻多i謙．こ先行し，（iii）は副艶語が．体修護：薩に先行する傾向のある

　　竜の。

iii副修整2　　体六出，副修論，劇修語，述語

（a～（ヲ）一認一翻一述，　　　b　～デー副一回一議，c～ト・ッテ一瓢讐副一：述，d～〈二〉一捌一副一述）

（i）a「イツモ1スイッスイッスイットiカラダヲ1ウゴカシテイルソデスネ」

　　○「ゲイジツシソチョウダケハ1チャソト1マイツキ1ミテルヨ」　〈芸術新潮だ

　　　けは　ちゃんと　毎月　みてるよ＞

　　b「アシタノ　ヨル1サッソク1ケソキュウジョデiテストシテミvス1〈あし

　　　たの　夜　さっそく　研究所で　テストしてみます＞　O「＝ソド1マタ！ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M
　　　サクサデ「ヤルソダヨ」〈今度　また　浅草で　やるんだよ〉

（11）a「イマハ｝フリゲートカソトカ　ナソトカ　イウノサ　アレーイッショウケソ

　　　メイiコサエテタヨ」

　　c「トユカク【ダメダ　モウ　ダメダッチiイッテル，　1イッポウテキニ」

（iii）a「ホソトウニiシュウカソシッテイウノlaクiヨソデルネ」〈ほんとうに週

　　　刊誌っていうの　よく　読んでるね＞

　　d「ヤッパリ1ナツナソカiソソナニiツクラナイネ」
　　　　」闇’“’，P，，，’”，”，．　　　哩　　　　　　　　　　 VLt’m　　　　＋．「一「’「冒．「’一■，．’■　　　　黙＝；＝鳳．．tttt／「．．．．．．．．．．．’．．．蕊．tt．．＝＝マ．：．．．．＝．．．．：t’．．ニニ．こ

（iv）a「ドウモ1イヅテナイトイウ　フウナ　イソショウ1ドウシテモ1ウケルソデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L個，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Wt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

劉，r闇門＿＿，．＿＿

　　　ス」　○「ジツハネiチョット1カソニソグヲ1シタイソデス翼」
　　　　　　　　　　　　　　　ドロ　　リコハロ　リ　　　　　 ドロロロけ　ロ　ロロロロ　ロロロロ

@　　　　　　　　コ　　　　　　　

（v）a「モウ1ホソトニ【ツライ　ナモイiシテタソデスヨ」
　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　c「ゼッタイ　バカダトiオモウ，　｝ホソトニiモウ」

　注（ii）先行の翻修語はあまり述語に近く封鷹していない傾向がある。

　　　（iii）二つの蕩1修諮の頒序はかなり不自由である。

　　　（iv）　先行の翻修語は文頭にあることが多い。

　　　（V）　体修語は述語に近く位鶯している。

iv　副初野3　’体物語，副内語，副町上，．剣修語，．述語
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　　（～ヲー一房聾一暮春一一墓壇一点）

（i）○「トシヨリノ　アタマヲ1モウ
　　　　　　　　　　一一　　　

，．，幽昌P．會R

　　　iアル　テイドネ」

、ヤッパリ｛キリカエナクチャナラナイノヨ，
　頓　，　■　，　P　‘　噛　．　畠　P　■　．　「　，　・　齢　・

（3）体修理2

i　副修語なし　　体鳥山，体感語，述語

！a～（ヲ）一～（二）一合，b～（ヲ）一～（へ）一述，　C～〈ヲ〉一～ト。ヅテー述，Yd～〈ヲ〉一～カラー述，e～（ヲ）一～（デ）一述，　f～ヲー～トシテー一述，

g～（ヲ）一～マデ一時，　h～（二）一～ニー述，i－」ニー～ト。ッテー述，

　j～ヘー～カラー述，　　k～卜一～カラー述，　　1　～ト・ッテー～デー述，

m～ッテー～デモッテー述，n～デー～マデー述，　o～〈ヲ〉一～デモッテー述，
（

p　～ニー～カラー述，q　～（二）一～デー述，　r～＝オイテモー～トー述，

（i）a「カラグヲi＝ウイウ　フウニ1ウゴヵスノネ」　○「セソセイニ｝テガミi

　　　ダシタソダヨネ」　○「オユ1ヒッカケラレチャッタノ，1アシニ1　△「オ
　　　一＿．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二．二一訊．隔ヨ「．＿三漏篠＝勧．．一’｛内一…．…．「閲門’…一一　　　　　　　　

＿　　　リタ　トキモ1タバコナソカiスッテイヤシネLj

　　　　　　　　　　～
　　b「イチバソ　ツメタイ　トコロヘネ1ビールビソヲ1オイ1・クソダヨ」
　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　 　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　○「ノリトニ　ヨミアゲルダケノ　コトヲ1コレ1ゴキニュウネガウソデゴザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VVN■LtVL．　　　VVVN一　　　“鵜．．’　　　　　　　　　一…一VTmt’ttumrmt一ett

　　　イマス」くのりとに　読みあげるだけの　こζを　これ　ご記入ねがうんでご

　　　ざいます〉　○「シタへiイレチャウノ，1ゼソブ」

c「ヤサシイ　ヒトダトiオモイマスカ？1ジブソノ　コトj

　　　　　　　ww　　　”　S．MA　ニクラシイトハi蒸ご煮ワ之．空＿L婆．ヨ」

d「ヒャクエ・ソ｝ダレカラ［モラッタノ？」　〈百円　だれから

　　rw　ew　＝一一・一e「リングデiアイテヲ【ノヅクアウトスルソダヨ」

○「アッチハl

　　ww’vs

　キュウ1ジブソタチデ【キメルソダモソネ」〈自分たちの
SNVVVSL

　決めるんだもんね〉　○「ケイサツヨビタイハ1ナニ

　ヵ，」＜警察予備隊は　何　やっておられたんですか？＞

f「ミソカソノ　カイシャトシテ｝ドソナ　トコロノ　カイシャラ1キボウシ’テ
　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一r「Wt　　　 一一耽輸聡
　イラッシャイマスカ？」＜民間の　会社として　どんな　ところの　会社を

　話望していらっしゃいますか？＞

g「シタVデiカラダヲ1ノバシテヤガル」
　　pm　ww　．．．．．．一．，wuww，．，，，A＝．mM＝，＝rmt

h「フゥキリ　ミニiイッタソダ，iユウラクザニ」〈封切り　見に　行ったん

　　　　　　　一VvL．　一　ww　だ，　有楽座に〉　。「ショウガツニ1トモダチニ1サソワレチャッタ」　〈正月

　　　　　　　　　　nv　vvww　＝’rmrm””’　に　友だちに　誘われちゃった＞

i「カナイガ　イヅタ　トキニハネiショルイガ　モドッテキテイルトiイウソ

　　　　　　　　　　nv　tAAAAA　tLAAAAAAAAtt－t　．　t＝　 t’．”L’nd

　デス」く家内が　行った　時にはね　書類が　もどってきていると　言うんで

　　　　もらったの：？〉

○「ジブソタチノ　ゲッ

　　　　　　　　　tu
　　　月給　密妻たちで

iヤッテオラレタソデス
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　　　す＞　O「ウソテソシュサソニ1シロキヤマデッテ1イッタソデス」〈運転手

　　　さんに　白木屋までって　雷つたんです〉　　○「コウチョウサソニiノド

　　　アワシテクレナソテiイッテソノn」

　　3「アトカラ1ソコへiイレタソダッテj
　　　　　　　　　　
　　k「ソウダロウト｝サツキカラ1オモッテタ」
　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mu一一…．ttt．一

　　1「デソワグチデiカイシャメイダト1オモッタネ」〈電話口で　会都＝名だと
　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 mtt一mtwwL’一r一『t旧

　　　恩つたね〉　○「ムコウジャiベコガ　ナクッテiイウソダネ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　m△「デソワデモッテ1ツウチシテヤガル，　1シャカソヤガ　イッタッチ」
　　　　　　　　　　ね　　　　　　　　　　　てド　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　n「イママデ1ヨウセツ　イッポソデ｛トオシテキタ」

　　　　　　　　　　　　　　へ（ii）a「ソノ　カエリニiチャンピオンiミテキタ」／○「オデキ　デキタ　；・キ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　クスリ1ツケタデショウ⊥
　　　　ヘ　　　　　　 コ　げ　　　　セへ　　　コ　　

@　　　おコお　　　

　　

　　brホッカイドウ　シェッシソシャノ　トコロへ1テガミ1ダシチャウノ」〈北
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　海道禺身者の　ところへ　手紙　｝」二iしちやうの＞

　　erケイサツヨビタイデハiムセソツウシソ1ヤッテオリvシタ」　〈警察予感隊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ガ　　　　　の　 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　　

　　　では　無線通信　やっておりました〉　○「サイグソビモソダイデ1ミソ1ツ

　　　ケタソダヨ」

　　9「aサソネソマエマデハネiシバイ1カイテタデスヨ」〈2，3年前まではね

　　　芝居　盤いてたですよ＞

　　o「ソレデモヅテ1アプラyトッタソダッテサ」

　　a・「セソセイモiスミニギオケナイネ」

　　c「イヤラシイッテイウ　ヨウナ　イミノコトハ1キタナイヅテ1イウソダヨ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　一
　　h「ホケソノ　トキハiナソニ1タノソデオイタノ？」　○「イチソチ　フツカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ウチニiオネガイスル　aウニ1イタシマショウ」

　　i「トウキョウトノ　ホウヘダスカラ1・　iコウイウ　フウ＝iイワレルソデス」
　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 れ　お　　　　いセ　　へ　げげぼヘハ　　り

　　　く東京都の　方へ　出すからと　こういう　ふうに　曰われるんです＞

　　p「ゼソブ　オワッテヵラ1ソウコニ　イレル　トキニ1童とテキテモラウ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　げ　 @　　　　　　　ロの　　

　　　＜全部　終わってから　倉庫に　入れる　時に　持ってきてもらう＞

　　q　「ソレデiユイガニ　｝トッタソダッテ」
　　　　へ　　　　　　　

ごニエ　　ニぶニニマは　

　　　○「ツカウ　トキハiダイドコロデiヤリマスカ？」

　　　　　　　　　　　　　　　　r「ソノ　テソニオイテモ1シノビナイト！オモイマス」

　　　　　　　…　　　一…
銭　副修語1　　体修語，体語語，副修語，述語

　　　a～（ヲ）一～（二）一三一述，b～（ヲ）一～デー副一述，

　　　c～（ヲ）一～カラー副一述，d～ッテー～デー認＿述，

　　　e　～トシテー～デー副一述，　f～二＿～ト画麟＿述，

　　　9～〈ヲ〉一～ッテー藷U一舟
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（i）a「ミナサソニiイロイロトiオシャベリヲ1シテイタダキマショウ」　○「イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　
　　　り　り　い　リ

　　　ヅショウノ　ウチニiロワイ　オモイiニドiシタワネ」〈一生の　うちに

　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　こわい　思い　二度　したわね＞

　　b「コノ　ヘソデiヒトツ1’ワグイヲ｛カエマショウ」　△「ヤッパシiソウイ
　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　～
　　ウ　コト1ヤヅテタヨ，　iショウガッコウデ」
　　　　　一
　　c「コナイダ1イチジハソカラiヤッテソダ，iアメリカラジオガイド」

　　　　　　　　　　　　　 　り　　へ　　　
@　　　　　　

　　か　　d「ムコウジャ1スグiアホウッテiイウノネ」
　　　　へ　　　　　　　　　　　　
　　e「イチオウ1ヨウセツコウトシテ【ワタシノ　ホウデiタノソデオキマス」
　　　　ロコ　り　　　コロママリコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ヘ　　　 サコ　　ぽ　セ　　　げニ　　へ　　　　コ

（ii）a「オモチノ　アゲタノヲ｝ナソカ1ウ＝二1オクラシイ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　じ　　お

　　c「ウエカラ1ナソカiヤネヲ1ツルスソダaj
　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一一＿t．．一Wtt一一t

　　b「ソレデ1モウ1ユウレツヲiキメラレルソダヨ」〈それで　もう　優劣を

　　　きめられるんだよ〉

（iii）f「ヨウスルニ｝ケソポウニiウタッテアルデショウ，1サイグソビシナイト」

　　　〈要するに　憲法に　うたってあるでしょう，再軍備しないと〉

（iv）a「アレiナツナソテiドウ【スルノカシラ」＜あれ　夏なんて　どう　するの

　　　かしら〉

（v）g「トニカク1マテガイ　ナインダカラッチ1イロソナ　ジジョウ1ハナシチク
　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　レタソデス」

　　a「キョネソバ1マダ1コノアイダノ　ヨウニ【オモイマスケドネ」　○「セソ
　　　　一、．’W．mh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一

　　　セイモ1ナカナカ【スミニ「オケナイネ」

（vi）a「オyル　トキニiヨソヒャクエソ｝オツリ｝モラッタソデスヨ」〈降りる

　　　時に　4百円　おつり　もらったんですよ〉

（vii）f「ウチノ　カナイガ　イッタ　トt’　＝ハ1ショルイガ　モドッテキテイルト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1コウiイウソデス」〈うちの　家内が　行った　時には　書類が　もどって

　　　きていると　こう　需うんです〉

　注　（i）（ii）（iii）（iv）　いずれも二つの体心語の相互の位』蔭は自由であるもの。

　　（i）はさらに副修語が自由に位麗し得るものであり，（ii）（iii）は謝修善が文野｛に

　　近く位置しているものである。副3あるいは鋼2に履するものが多い。（iv）は副修

　　語が述語に近く位捺するもので融，融に属するものが多い。

　　　（V）（vi）（vii）　二つの体修語の略序が固定化しているもの。（V）は認修語の位

　　麗が自由なもので，（vi）（vii）は謝修語の明麗が述語に近く位澱する傾向のあるも

　　のである。

iii三三語2　　体修語，体修語，副四二，二三語，述語

　　（a～（ヲ）一～a一冨彗一州一述，b～〈ヲ。～ニー～二～笛卜酬一述〉一～力珊一二ト述’）
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　（i）a「イママデ・スマイダケデアッタノガネiコソダ1コノ　シタヲiゼソブ｝コ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　　ウノミ晶；カイゾウシタソデス寂」〈今まで　住まいだけであったのがね　こん

　　　　だ　この下を　全部　工揚に　改造したんですよ〉

　（ii）a「ナソカiイタドリトカッテ　イウノiヨクiイレタラシイナ，　iタバ3藁」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　○「ヤッパリiナツハ1デロレーショソバ1アマリiコシラXナイソジャナ

　　　　ま？」

　　　b臼・ニカク1サソドモ1デソワiカケテイル，1ケサカラ」くとにかく　3度も
　　　　　　　　　　　　　　　　〉、　　　　　　　　　　　　一　　　　　　一
　　　　電話　かけている，けさから〉

　（iil）c「サイキン｝ショウガツニiイヅカイ1トモダチニ1サソワレテネ」〈最近
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　 一　　　　　　　　　　　　　闇一一

　　　　正月に　1幽　＝友だち1．こ　誘われてね〉

　　注　いずれも，二つの体隠語の頴序は自由である。

　　　　（ii）は先行の副修語「ナンカ」などが述語に密着して位器しない傾向がある。

　　　　（iiDは先行の捌二二「サイキン」が交頭に近く位遣する。

（4）体修語3

　i　副畳語なし　　体法語，体修語，体修語，述語

　　　〆a～ヲー～ニー～ヘ一儀，b～〈ヲ〉一一～ニー～トシテー述，

　　c　～〈ヲ〉一～（＝）一～デー述，d～（s）一～ニー～ッテ。テ・トー述，

　　e　～ニー～カラー～〈デ〉一環，　f　～ニー～ッテー～カラー述，

　　g～ヲー～ニ一一～トシテー述，h～〈ヲ〉一～ニー～ト～述，

　　i～〈ヲ〉一～ッテー～デー述，」　～ニー～トー～デー述

　　k～〈二〉一～ニー～デー述，　1～ヲー～ニー～〈デ〉一述

（i）a「ソノ　トキニiイッショニデスネ1ソコへ1コウイウ　ワスレモノ　ナイカ
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　トイウ　コトヲiショウカイスルソデス」

　　　　　　　　　　b「ソノ　ホカニ｝ナニ｝ミタ，IXイガトシテ」
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

　　c△「イロソナ　ボウシネ1ムコウデ1カブッテミタノネ，｛コウ　フゥニ」
　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　d「アソ　トキネー｛ミソナニ1ソウダソシタソダネ，iナニガ　イイカッテ」
　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　e△「イタバシ　ドコデモダネiマエカラ／イッテル，．1キミタチ＝ハ」
　　　　　　　　　　～　　　　　　　　一（）へ！～！〉へ一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一㍉

　　f「ヤケテヵラ1ハンチョウサソsiカサ　モタナイデ　デチャッテ　コマリマ
　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　シタヨヅテ1イッタソデス」
　　　一一　　　

tt．’一．＿＿．．．一．＿．，　r瓢

（ii）9・　1一ワタクシノホウトイタシ“シテノ’i　Se’　・ウシ・クシ・ウtlオナジ三

　　　ウSlキュウジソノ　モウシコミニ　ツキマシテモネi’キ＝ウジソヒョウトイ

　　　　　　　ウ　モノヲiカイテモラウソデス」〈泓の　方といたしましては　求職票と
　　　　　s．M■NNN　　　wh■　　　　　　　　　　　　　　　　　　．t一

　　　同じように　求人の　申し込みにつきましてもね　求人票という　ものを　書

　　　いてもらうんです＞

　　h・「フツウノ　オソナノコダヅタラiイセイッテイウ　モノS」ユメiモッテ
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．、　』ルヨ，　｛オトコハ　ドウイウ　イイ　トコ　アルダロ．ウトカネ」〈潔癖の　女
　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一． @　の子だったら　異性っていう　ものに．夢　持ってるよ，男は・どういう　い

　　　　いとこ　あるだろう．とかね＞

　　　i「ソレiオダイミaウノ　マエデハ1ナソi・カッテ1イウノ？j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　
　（｛圭i）j△「トウホクノホウデハ1ツカレタ．トイウコ1・二｝コワイト1ツカウワネ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（iv）c「キョネソノ　クリスマスナソカiジブソノ　ウチデ1ケーキ1ツクッタデシ
　　　　　　　　　　　　　　　　｛赫へい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、～　　．

　　　　藍」

　　　drソレヲ　ウケル　トキユiイウノn，1ナカ　ミナイ　トキニi　itイコウナ
　　　　　　　　　　　　　）鴨　　一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　ルダソテ」

　　　　　　　　k△rイタバシノ　パアイハダネ！カカリチョウニ｝ワリカソデレ・ラワサレル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のゆ　　じ　　　　　ソダゾー」〈板橋の　場合はだね　係長に　割勘で　払わされるんだぞお〉

　　　．d勉ザ’）．JY・リサソ・イ9＝・・ネ．iシ・・レイガ・び拶マダ妙テ

　　　　ナカッタソダトi＝ウイウ　鷹1≦2盈齢生ソデス」、

　　　ユ「漁浮ソナ慧i鷺匡・テラ・シ盛：墾力？」〈麟、
　　　　は　どんな　ものに　越訴を　持ってらっしゃいますか：？〉

　　注　（ii）は二つの体一語の順序が比較的不自由であるもの。

　　　　（iii）は後引の二軸語が述語に近く位躍する傾向のあるもの。

　　　　（iv）は先行の体論語が交頭にある傾向があるもの。

　ii副客語1　　体認語，体修語，体修語，副修語，述語

　　　（a～〈ヲ〉一～ニー～くへ〉一驚一述，b～（ヲ）一～〈；〉一～デー副一述，c～〈ヲ〉一～ニー～トー剖一躍，d～ヲー～ニー～トイタシマシテー翻一述）

　（i）arドッチノ　オ野キアイモ　スルケレドモネ1サーート　イウト1泣烹ごミ互」カ

　　　　ライ　ホウ1’サキニ」テrダスネ」
　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　b「ソノ　ジブソバ1ココデ1イロイm｝オハナシヲ｝ナサルソデショウ」
　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　 蔭即”■，’一■」・，，，’，P @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器＝一：1．鍔．＝：＝＝tpt．、．＿．

　　　　○「モウiアレー1サイゴノ　トキナソカ1ヒトノ　ステタ　パイナソカiミ
　　　　　　曽圏噛門、‘”　　髄　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　～　　罵
　　　　テナイナ」

　（の。・「ヤッパリ．｛．イセイッテイウ　モノニ｛ユメ｝モッテルヨ，　1オトコハ　ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　　ウイウ　イイ　　トコ　アルダロウi・カネ．」

　　　　　　　　　　　　　　一　　　d・「ワタシノホウトイタシマシテハネ1コノキ＝ウショクヒョウトオナジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　　　　無磁≧2」キ汐ジソヒ・ウトイウ同級病臥豊∠皇」
　　注　（ii）は二つの体修語の順序が比較的不自由であるもの。

iii副修正2　　体認語，体修語，体修語，副修語，副修築，述語

　　　（～ヲー～へ一～デモヅテー剣r劃門述）

　（1）△「ムカシ1アソコへ．「オオバヤシノ　シゴトデモッテネiヤマノ　ウエ／　シ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　　ゴ1・ヘ　フタムネ．1ヘィシャヲ1タテタソデス」く昔　あそこへ．大林の　仕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　218



　　　　事：でもってね　由の　上の　珊瑚へ　2むね　兵舎を健てたんです〉

（5）　　体・修舞吾4

　i　三門藷なし一一体修羅，体修語，体修；語，体修語，述語

　　　（～ヲー～ニー～ヘー～カラー述）

　（1）○「ソノ　バカヘネー．1アトカラネーiイレルソダッテサ，1コツヲサ｛』ソノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　

　　　　　カソケイシタ　ヒトガシソダ　トキニ」〈その墓へねえ　あとからねえ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　入れるんだってさ，骨をさ　その　関係した　人が　死んだ　時に＞

ii副修語1　　体艶語，体修語，体修語，体修語，副修語，述語’

　　　（～〈ヲ〉一～ニー～トシテー～ユタイシテー窟膨一言）

　（ii）○「セットクサレタ　ヨウナ　コウドウヲ　トッタ　バアイニハiクミアイトシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　テハ1ナニモiソレニタイシテ【イギノ　モウシタテナソカiシナイジャナイ
　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蘭一一　　　　　　　　　　　　一．｝

　　　　力司〈説得されたような、行動をとった揚含には組合としては　何も

　　　　それにたいして　異議の　申し立てなんか　しないじゃないかあ〉

　　注　文頭に近く位鷺する体修語と述語に近く位覆する体修語とがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　2　主語1

（1）　体修辞1

　i　副修語なし　　主語，述語

　　　（a～バー述，b～モー述，　c～ダッチ一溜，　d～〈ハ〉一述，e　～ガー述，f～〈ガ〉一述）

　　　a「エソゲキザッシテイウノハiハラワナイデショウネ」　○「ユーハ！ミタ」

　　　　△「アソタノ　ヤリカタハナーyイッカシaヘ　ツレテッテダナーiカソキソ

　　　　シテソジャネー一力？」〈あんたの　やり方はなあ　1か所へ　連れてってだなあ

　　　　監禁してんじゃねえか？〉○「モラッタ　ホウハ1ワスレテイル」　○「ノメ

　　　　ナイネ，　iビーmルダケハ」

　　　b「ジャ1ボクモ1マケズニiグウカナj

　　　C「シラナイ，　1ボクダッチj

　　　d「アレiシチガツソ　ナッテモ｝カエルモソ」　○「マツミヤクソiノメルダ

　　　　ロウ」　○「アヅチノ　ヘイタイ【イワナイモソネ」　・

　　　e「オヤジガ｛ノムデショウ」　○「ナレバiミナサソガネー1’ウエルデシ三…ウ

　　　　ケドモ」　○「ボクガ1スイセソスルヨ」

　　　f「オヤジナソカ1イッテタ」　○「ジユウ1・ウ1トルヨ」〈慮由党　とるよ〉

ii副弾語1 主語，副修語，述語
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　　　（a～バー副一述，b～モー認一述，　c～〈ハ〉一・副一述，d～ガー副一述）

　（i）a●「一ILRシバ｝スッカリ｝ツカイマシタ」

　　　b「ボクモトぜソゼソ1シラナイゼ」

　　　C「ヤッパリiイナカノ　オジョウサソナソカ1キイテルカモシレナイヨ」

　　　d「ケサ｛ナヤジガ1’モッテタケドネ」　○「ヨルノ　カワノ　ヤマモトフジコ

　　　　ガ「ズイブソ1ツカッタ」〈『夜の河』の由本寓士子がずいぶん使った〉

　（ii）a「ゴシュジソバ｛ドウ1ナサルソデスカ？」くご主人は　どう　なさるんです

　　　　かP＞

　　　b・rオレモiコウiヤヅテタヨj

　　　C「ワタシタチ｛ドウiスル？」

　　注　（ii）は主語力～下簗語に先行する傾向のあるもの。

　iii三崩譜2　　主語，副修語，副読語，述語

　　　（a　～（ハ）一目一一同一述，b　～ガー耳門副一述）

　（i）a「オソナノ　ヒトガ　ヒトリデ　イルトネ　シュウイデ　イロソナ　コト　イ

　　　　ワレルソデスケド1タカミネサソナソカ」モウ1ソロソロ1イワレマス？」

　　　　〈女の人が　1入で　いるとね　周囲で　いろんな　こと　需われるんですけ

　　　　ど　高峰さんなんか　もう　そろそろ　言われますP＞

；　　　○「アレハ「ヤッパリネーiチョットネー1トヅテオキタイラシイネ」

　　　b「ソレジャー1ヒトツ1ミナサソガ1コンド1オハナシシテクダサイ」

　（li）a「キョウハ｛ドウ1シマスノ？1ミナサソ」

　　　b「ソウiイッテソデスッテ，　｝ナソカiウラナイカナソカガ」

　　注　（ii）は後日の劃修語が述語に密着していることが多い。

　iv　副勘当3　　主語，副激語，副修語，副縁語，述語

　　　（～〈ハ〉一劃一副一副一二）

　（i）○「ワタシiコトシiマタ昌イチドモ｝キカナカッタ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
（2＞体三半1

　圭　三二語なし　　主語，体修語，述語

　　　　　a～（ハ）・モ・ガー～ヲ一且，b～（ハ）・（ガ）一～〈ヲ＞L述，

　　　　　c～（ハ）・モ・ナンテ¢（ガ）・〈ガ〉一～ニー述，d～ガー～〈二〉一幅，

　　　　　e～バー～ヘー述，　ま～（ハ）。モ・ガー一一rwト・ツテ。テー述，

　　　　　9～〈ハ〉・ガー一～カラー述，h～ハ・テ・ガ・芳一～デー述，

　　　　　1～ッテー～ナソテ一一述

　（i）a「ワタシバiソレヲ1オモッテイル」　○「ソレヲネー．1ウチノ　ヒトガ1』ミ

　　　　　　　　　　VNNVVN　“　一WVVv　rr　’　＝一一　　　　テルデショ」
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bfタイシュウニ　ウレチャッタ　ショウセツッテイウノハiシソゲキノ　ヒト

　ッテイウノハiトリアゲナイソジャナイ」〈大衆に　　うれちゃった　小説って

　いうのは　新劇の　人っていうのは　とりあげないんじゃない〉

　○「アナタガ．1オトモダチノ　ガクセイショウ1モッテイルデショウ？」

　　　　　　　　　　　　　　　　crボクモ1サイショニ1ヤラレタ」　○「カソ1・クガネー！ディーソノネ　ソ
　　　　　　　　　　　ウイウモノニネ1一熱g一、．．．］？、．．～～．．だチャ．．．こZ、．柔．煮2ぎ重イカナ」○「オコメノナ

　　　　　　イ　トキニサ1ギイソタチ1シショクシタソデスッテ」　○「ジェップソカソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　り　　り @　　　　　　　　じ　　ア　　　　　のユ　　ア　つ

　二iドノグライ1ウテマスカP」〈10分聞に　どのぐらい　打てますか？〉
　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　ほロ　　い　

d「アノ　トキモiダソシクラスガiヤクコト　ヤクコト」

e「ワタシバiココソ　トコPへi．ネコロバシテイタダキマス」
　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　

’　．．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．一一t．tt．…．’

　　f「オレ．1．ウエノヵソXイジッテ　アノ　ヤマニ　アルノトハ1オモワナカッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ず　へ　い　　　　　　　　 　

　　　タ」〈おれ　上野寛永寺って　あの　出に　あるのとは　思わなかった〉

　　　○「ワタシモiソウ　ヤタラニ　アマイ　モノ　タベタイトiオモワナイネ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○「ダカラネー1ワタシiネタラネ　イチバソ　カソタソダヅテ1イウノヨ」

　　　○「＝＝シムラクソガiイッテタゾ，iオノデラ　マダ　ダメダッチ」　△「ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ビナイ　コハ　ドソドソ　オチテッテ　チュウッテイウノガナクナルヅテ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　セソセイモ1オッシャヅテラシッタワ」

　　g・「ウチノ　ミノリナソカiイウワヨ，1イマカラデモ」　○ドアトカラ1ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　コウキガ1オヅヵケテクソダヨナ」

　　h「ボクハ1トウホウデ【ヤリマスカラネ」　○「ソソナ　コッテ1リョウリヤ

　　　ガiウケツケナイej　O「ニ　サソビャクエソデiウチガiカエタモノネ」

（鰻）a。「クシロッテイウ　マチハ1キョウシュウヲ【サソウネ」〈釧路っていう町

　　　は郷愁を　さそうね〉　○「ムコウノ　ヒトモ1コッチヲiシラナカヅタシサ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　ヤ　　　　り　　ロリ　ゆ　　　けへ　　

　　　○「ワタシナソカ　コシラエタ　デコレrw一ショソネ．1シロバターネ　アレヲネ

　　　iツカウノ」

　　b「ソゥィゥ　キ9ウノ　ヒトハ1テレビ1表．．イ．チャ烹テルデショウ」　○「土

　　　ユウガ1ウイタリ　シズソダリ1シテルソダッアサ」　○「ジユウトウガiテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘ　　　ソカ1．トルソデスカ？」〈脅由党が　天下　取るんですか？〉
　　　　　　　サ　　

　　c「アソコハネ1ジブソタチノ　スマイニ1スルノ」　○「オカシイグライニ1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　スウネ，　｝アニキナソテサー」　○「ワタシナソカiソソナニ　イイ　トコロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　esiオモエナイワ」
　　　い　　　　　　 ロ　　セ　 @　　　　　　　　　　　　げ　セロ

　　f「旦マチハ1ナリタサソト1イウノ」　Orミギッカワハ1ケイセソテ1イ
　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　リ
　　　ゥノー］〈右っ側は　三等（地名）て　、いうの＞

　　irネツイタラ　ドウダロウナソテ1オモウノネ，1トシaリッチ」

　　h・「ニソゲソテ【コトパデ　キズツイタリiコトバデ［ジャマサレル」　○「．｝，tL
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　．田『．
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　　　　リ・1オメーノホウ引ヤ・テル・テづ．
　　　　　　　　　　　　一L”V．A一一一　　　認．．＿，＿．一．．一．t＿tt」．’．．．’

　　注　（ii）は主語が劉修語に通行する傾向のあるも郷

ii副修語！．@主語，体修語，・副旧臣，述語己

　　　G．三三Ill：∴∵縫生三灘＝等圃一逃）

　（i）a．「ワタシバiツネnlソ．レヲ1オモッテイル」

　　　b「ボクモiソウイウ　コ1・ハ1ギ．ン信ζミζi藍烹之∠（＿婆」　○「よ，芝．7二壬：ぢ序
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ
　　　　カミハーiワタクシiオアズカリシテ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニニニニ　　　ニここロニ　　こ　　　ニニニ　ははの　　　　　

　　　c「ボクiシ＝ウガクリョマウデ　ミルベキ　トコロジャナイ1・｛オモウナ，！．

　　　　ホソトニネ」〈ぼく　修学旅行で　見るべき　所じゃないと　思うな，．ほんと

　　　　にね＞

　　　d「ウチノ　ミノリナソカ1ハッキリ！イウワヨ，1イマカラデモ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イロロロヒロヒリロヤのココヒロロ　　　　　　　　げア　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　e「アレiマダ｝ピカデリーデiヤヅテル？」　　　　　．，
　　　　　　　　ロロロロリココヒ　　　　　　　　　
　（ii）f「ソラ1’ナaカ1ヒユニiツカイマスカ？」
　　　　　　　　ロにココロロロリほほぼロロ　　　　　　　　　 ぶア　　　

　　　（iii）c「アタシiモウiセワシテクレナクッテモ　イイカラッテ1ソウ1．イウノ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　（iv）drよ．勲烈ソノアトカラ．臣コウキ別胞勉エ…塑．至ヨ．ネ」

　（v）e「．｛．乏づ．ど凸ネー｝ニソゲソテiコトパデ．キズツイタリiコトバデ1ジャマ

　　　　サレル」

　　　b「ボクノー　アニをナソテノハ！ヤッパリ｝タバコ1蓋．．．込勉烹．．．．21．．．．乏．之．．証ヨ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
マコロコヒヒリヒほマドリ　　　ロロ @　　ヘ　　　カ　　　　　　　ロ　　　　　　　　ヤリ　　ル　ロ　　

　（v．i）c△「ソレカラネ｛イヤナノネ「iリソクノ　ダソセイハダナソテ1エ蒸」キカ

　　　　レル」〈それからね　いやなのねえ　理想の　男性はだなんて　まず　聞かれ

　　　　る〉

　（vii）b「潭、ぐ．．ソ．12ユウトウガ1テソカiトルソデスカ，」

　（viii）b「タダネ1イチネンセイノ　ホウハiタソイ1トッテルデショウ」
（i。）b　rVi一ソナガモ諺イ、レワ，レイ・響滑・ガLズ。百モ。テ，レソダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　己　　．　．瓢．

　　　　幻
　　注　（i）（ii）（iii）（iv）　主語と体修議との纈序．が比較酌窟由なもみ。

　　　　（V）（vi）（vii）（viii）　主講ヵ～．体奪還に先費する傾向のあるもの。

　　　　（ix）．体修語が主語に．先行する傾向のあるもの。

　　　　酬修謙｝の位iE，，tの獲i由さ｝ま異なるa

iii三面語2　　主語，体修語，副西語，翻修語，述語

　　　（a．～〈ハ〉一～〈ヲ〉一転一翻一述，b～テー～ヲー｝劃一副一述）

　（ii）a「オレ1…1ノアイダiカッテミテyジッサイ｝ツマラナイ　コト1シタヨ」
　　　　　　　　　　　　　コロロコロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サロコロココロほ　　ヤロコヒドドマ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　け　　

　　　　くおれ　このあいだ　買ってみて　実際　つまらない　こと　したよ〉

　（iii）b「ナソカiムコウノ　オクニノ　ヒトッテ｝ヒジョウニiコトバヲ．1タイセツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
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　　　1＝1スルラシイ．ネ」

　　　　（ii）　主語と体修語との順序が比較酌八八であるもみ6認修語「ジヅサイ」は

　　　　　　brツマラナイ」を修飾するとも考えられるQ墓実「ジッサイ」はrツマラ

　　　　　　ナイ　コト」に先行する傾向が認められる。

　　　　（iii）　主語が体心語に先孝テする傾向のあるもの。

　　　　　　　学修藷の．位：鷺の自由さは異なるO

　iv　副修語3　　主語，体修語，翻修語，翻修語，三三語，述語

　　　（～ノ．・一～ヲー認一鋤一測一述）

　（li）△「ヒジ：ウニ1ホソトウニネー1クシPtッテイウ．マチハ｛ナソカiキョウシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　ユウヲ1サソウネ」
　　　　一　　　㎜…
　　注　主語が．体修語に先行する傾向が認められる。

　　　　副修語「ヒジョウニ」「’1　t：ソトウニ」は一種の繰り返レと考え得るものである。

　　　r主蒲，体修語，醐修語，剛修語，述語」．に準ずるものと戴り扱っていい。　「ナ

　　　　ンカ」は述語に密着しては位麗しない。

（3）　体｛修語2

　i　学修語なレー一主語，体露語，体修語，述語

ll三÷筆蒙織∵三三浅墜壕　愈1

　（i）a「アナタハネiダイタイ　ドノクライiキボウスルカ？iセイカツシテ　イク
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ノユネ」　Orワタシ1カ日イザワニ1ベヅソウデモiタテルワ」
　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヘハ　　　　
　　　b「サラデモ　ナソデモサ1タバコ　ノム　ヤツァー1エ型ヒf烹ぐ胤立，1スイ
　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．．皿「…㎜…．．．」胤．　．．曲一．一．一｝

　　　　ガラヲネ」〈llil．でも　なんでもさ　タバコ　飲む　やつ奔　入れるでしxう，

　　　　も　も
　　　　吸いがらをね〉

　　　　○「オソナノ　ヒ1・モネ1ケソカ　シタ　トキ｝ズパヅト　ソノ　シソゾウヲ

　　　　キズツケル　コ1・　1イイマスネ」　○「サッキノ　ジョシダイセイナソテサ・・一

　　　　1フツウノ　トキデモ1アンナ　コトノ引ツカッテソノ」くさっきの　女子大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　

　　　　生なんてさあ　普通の　蒔でも　あんな　雪葉　使ってんの＞

　　　C「キ「ヨウヵラ1ボクハネー1シャツノ　ウスイノ1キテキタソダ」
　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 VL／M■tLtVSA　　　　　 ｝．’．■．umtpm．．．．．．．ww．．．．wwu｛t．’．．．．．．「．．’．m

　　　d「寮ボヨボノ　オバアサソガネiジドウシャノ　トナル　ミチ1ヒトジデネ1
　　　　　　　　　　　圃．…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〉一
　　　　ヨコギッテイクノヨ」

　　　e「パリーヘ　イッテイル　ウチ＝ネレ・ハガiドッカへ1煮．必f認＿翫案ノ」
　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一、　　　一糊一
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　　f「ボヵーネ1ソソ　トキニネー【アノ　ポッカイタソコウネ　アレナソカ　イ
　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔

　　イトi’オモッタソデスネ」

　　○「ハジメテ　イッタ　トキハiコウチョウセソセイガネ【オソナジ　ヨウニ
　　　　　　　　　　　　　～
　　　イタシマスカラト【オッシャッテイタノ」
　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

　　9「ワタシ1ココデiカカリチaウサソノ　イラッシタ　トキニ1オハナシシマ
　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 皿一

　　　シタネ」

　　h「ウチハネ［アニガ1アレ1イッテソダヨネ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　へ　　へ

　　i「サツキカラ1ーハナシヲ　スルケド1ソウムブチョウハ’1ーダメダッテiイウデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ショウ」〈さウきから　話を　するけど　総務部長は　だめだって　書うでし

　　　よう〉

（i三）d「トウホクッテ｝ヘソナ　コトバ1ツカウワネー，1ナソブホウゲソトカ
　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　 一

　　　ツガルホウゲソトカ」＜東北って　へんな　雷葉　使うわねえ，南・部方言とか

　　津軽方言とか＞

　　1「アノ　エイガハiボクハiイイ　エイガト1オモワナイナ」

　　　　　　へ　　g「エイガカソ　ハイッタ　トキiミソナ1ドノ　ヘソデiミル？」〈映画館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　＿＿＿
　　　はいった　時　みんな　どの　辺で　児る？＞

　　arソレソガ　サソセソシタ　トキニハiミソナガiハナシiキイタヨ」
　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　
（iii）k　Fキ詞リ。ウシソ＝1ハジノレヨ，　iヤメルトキ＝1＜齎良心lc．恥じる
　　　　　　　　　　　　　一』一　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　よ，やめる　ときに＞

　　a「イマノ　ジムシツニ1ヒトリカ　フタリネ1ネトマリグライiナサイvシタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ

　　　デスネー」〈今の　事務室に　1入か　2人ね　寝泊まりぐらい　なさいまし

　　　たですねえ〉

（iv）a「グソビッテ　モソダイハ」ショウケソカイニ1コウエイキョウヲ．iアタエテ

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　イルソデス」〈軍傭って　問題は　証券界に　好影響を　与えているんです〉

　　　○「コグヌキハネーiシaチョウニiセキニソiテソカシテルソダネー」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　○「ムカシノ　ヒ1・ナソテサ1ソノ　ヨコニネー一iミソナ　1イレチャゥソダ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　 皿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 『

　　　ナ，1オカネガ　ナイト　ミエテ」

（v）a「ヤッタノハ1ガッコウヲ1ヵイジn．ウニ1シテ？」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ（vi）d「トウキョウデサー1チュウオウセソガ……ナーiドアガ　コワレテiイタヲ

　　　ワタシテネーiクギiウチツケテアッタリネ」〈東京でさあ　中央線が…なあ

　　　ドアが　こわれて　板を　わたしてねえ．釘　打ちつけて　あったりね〉

　注　（ll）（轍）　二つの体修語の顎序が比較的不自由であるもの。主語の位置の蔭由

　　　　　さは異なる。

　　　（iv）（v）　主語が文頭にある傾向のあるもの。体修語の順序の自由さはそれぞ

　　　　　れ異なる。
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0
1
0
1

　　　（vi）．相互の位概が比較工面申している傾向のあるもの。

副修語1　　主語，体修語，体艶語，晩期語，述語

1＝1鵬＝‡添蟻，。一．一一，一一＿＿／

1三三凱ま漉1彗マ細；綴ζ湾㌦㍉

（1）a「コソドハ【ソノ　ヒトハネー【イトウサソノ　アレニ　ナッテイル　トキニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　　　ネ！アレ！ヤッテタこイタ＝ッテ」
　　　SA．　　　　　　　　　　　　　　　　　ttttttt．’．『．．．「門　’．．．　　　　　　　．’

　　b「ヤマカラ　カエヅテキテ1アタシ【カナラズ1オシルコiタベル，．1アクル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馴・．「一．，．．・髄，騨即，冒　　　一一　　　 一m．t’一Vtnvnd @　　　　pm　　　ヒグライ」　Orオレガネー［ホソイチ　トイトイーデネiマソガソ1ヤッタ
　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～　　一＝＝
　　　ソダヨ，　iタシカ1アノ　トキ」

　　c「アトカラ！セイネソシャハネ1アンナ　タバコヲiイチソチn　ジェッポソ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　カ　ジュウゴホソiモラッテタヨ」

　　d「ワタシバiアナタニ【イツモ1ウッテiイウノ」
　　　　　　　　一一　　　戸，圃■鼻幽「御P“．増

　　e「ウチハネ1アニキガiヤッパシiアレiイッテタソダ司

（ii）d「ワタシバレ・ジメハネー1オオクノ　ヒトガデスネー　オナコウドヲ　シタ

　　　　　　　　　　　　イソダpaウト【コウ｛オモッタソデス」
　　　一　　　　　　　　　　　　一＿＿
（iii）a「コグヌキハネー｝ミソナiショチョウニ｝セキニソ｝テソカシテルソダネー」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（iv）f「アレハ1サンドペーパ一派ナソカデ1’プット｛ムイチャウソデシnウ，1カ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LN
　　　ワ」

　　　へ
（v）g「アノ　エイガハiボクハ」モウ　イイ　エイガト1オモワナイナ，1’チット
　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 nv　　　一一

@　　　　 …議　　　　　　　　・・一一H．・一噛曹；t

　　　kJ

　　h「ウチーーモ1キョネソi．ウエキヤサソガ1アノ　」b　＝ワニ1モッテキタソダ
　　　一一　　　

馬，胴■「・曾一一一t．tLP▼幽， @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　va

　　　ヨ」

　　g「アノ　ヒトガlaクネ1セトナイカイ　スバラシイ　スバラシイッテ1オテ

　　　ガミ！クレタワ滋」〈あの　入が　よくね　瀬戸内海　すばらしい　すばらし

　　　いって　お手紙　くれたわよ＞

　　a「ヤッパシ｝イマノ　ジムシツニiヒトリカ　フタリネ」ネトマリグライ｝ナ
　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一　　　＿　　　サイマシタデスネー」

　注　（ii）　髭語，体修語，体修語の位置は自由であるが最後の体修語と認修籍とは

　　　　　一まとまりになる傾向がある。

　　　（iii）（iv）　霊語は軽賎に近く表われる。謂修語の位置の自由さは異なる。

　　　（v）　二つの体修議の順序は比較的不自由である。主語は交頭に近く表われて

　　　　　いることが多い。
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　ii呈同病語2　　主語，体浮島，体修語，副修語，副私語，述語

　　　（a～ノ、一一～（ヲ）一一～ニー謡彗一冨Ur述，　b～バー～ヲー～〈二〉一一霞到一冨二一述）

　（i）a「アナタハネL瓦蕉案託」餓託，斎日1ドノグライi惣．返る∠鉱力？1セイカツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　　　　　　　　　一一
　　　　シテイクノニネ」

　（ii）b「エイガノ　ザヅシテノハiジッサイ；ヨクモ・コ．ソナユト　オモウクライネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一［ムコウノ　シリョウヲi「ヨク1アツメチルUネ」〈映醐の　雑誌てのは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　コ
　　　　実際　よくも　こんなにと　思うくらいねえ　向こうの　資料を　よく　集め

　　　　てるよね〉

　（iii）a「イマハネ｛グソビヅテ　モソダイハ｛ショウケソカイニi蕊2．且烹二1ロウ

　　　　エイキョウヲ1アタエテイルソデス」

　　注　（i）（ii）　主語，体修語，体耳語の位麗は自由である。

　　　　（ii）　先行の翻言語「ジッサイ」ほ述語に密着しては位置：しない。．、

　　　　（iii）　主語が体修語に先行する傾向のあるもの。　　　　　　　　　　　’

（4）体冗語3

　呈　副修語なし　　主語，体修学，体主語，体修語，述語

　　　（a　～カ“一～〈ヲ〉一pm～（二）哨～〈二〉一述，b～バー～〈ヲ）Pt～〈ヲ〉一一～ニー一述，　c～くハ〉一一、，〉一＿＿一述）

　（i）aFサイショ｝ウグイスガネ1ス1ツクッタデショ，　1ハラソノ　ナカニ」　〈最
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　 　　　ロ　ず　コ　　　げじず　　　

　　　　初　うぐいすがね　巣　作ったでし晶葉吃「んの　中に〉

　（ii）a「タバ＝ガサー．iセソソウノ　トキナソカネ1カヘイノ　ヤクメ！スソダナ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　　iモノヲ　コウカソスル　トキニナ」〈タバコがさあ　戦争の　時なんかね
　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　レへ
　　　　貨幣の　役臼　すんだな，物を　交換する　時にな〉

　（ii至）b「欝一ヒーダッテiセソソウゴiインチキナ　モノハ［コーヒーニ　チカイネ
　　　　　へ　　　　　　　へへ　　　ヘ
　　　　マメデ　ツクッタリ｝シテネー」

　（iv）c「ボクガ　イッテタ　アノ　カントクネ1コドモノ　ムネニネ1サソダソニi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　クッツケテタヨ，　iクンシaウ」
　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　
　　注　（ii）（iii）　雲行の体送馬が碁譜に這く位麗する傾向のあるもの。

　　　　（iv）　主語が交頭にある傾向が認められる。主語は提示的である。

⑤　体回訓4

　i　副修語2一一主語，体修語，体口語，体修語，体修語，副夢語，二二

　　　　　　　　　　語，述語

　　　（～バー～ヲー～ニ一一～ヨリー一～ニタイシテー副一言一門）

　（i）○「トニカク1シキシャカソカラ　ヨク　イワレルトオリニ1シュウダソセイカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ツアタリニタイシテハ1タシカニ1ニッポンジソバiヨー・一ロッパジンナソカヨ
　　　　　　　　　　　　　　

ロロロコヒロコロロロロココロヒマげ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　リモネ」ヒケヲiトリマスナ」くとにかく　識表閲から　よく　欝われるとお
　　　　一㌔　　　　　　一　　　一
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　　　　り1こ　集綴生活あたウにたいしては　確かに　揖本人は　ヨーPッノe入なんか

　　　　よりもね　ひけを　とりますな〉

　　　（濁　先行の休修語「イワレルトオジニ」は捌修語とも考え得るものである。

圏　他動詞：文（2）は多くの種類の体修語を持ち得る。したがって，体修語の組み

合わせの種類も多く，また多くの体修語が連なって複雑な構文を持っているも

のが多い。しかし主語を重ね用いていることはあまりない。

　　　　　　　　　　　　　　形容詞・形容動調文

　　　　　　　　　　　　　　　1　主語なし

（工）体修語なし

　i　副修語なし　　二二

　　　（a形・形動，b形・形動十文末助詞，　c形。形動十助動詞（十文宋助詞d形。日動十形式期’tail・・3“（十助動詮苺十交ラ1ミ助藩1）））

　　　a「オイシイ」　O「パカパカシイ」　○「ショウガナイ1　0「スキダ」

　　　　○「ダイジョウブデス」　○「ホソト」　orキレイP」

　　　b「ヒドイナ」　○「オモシロイゾ」　○「イイヨ」　○ドイイノカシラ」

　　　　○「イイワ」　○「ホソトウダヨ」　○「ダイジaウブカナ」

　　　c「ナモシロカッタヨ」　○「ハヤイダロウ」　○「2Pシイデスカ？」　Orイ

　　　　ヤダロウ」　○「キレイダヅタネ」　○「オモシロイラシイ」

　　　d「ヨロシュウゴザイマスカ？」　Orアリガトウゾソジマス」　△「ヨゴザソス

　　　　カ？」　○「ケッコウデゴザイマスj　O「ダメジャナイネ」　Orオモシロク

　　　　ナイe」　　　　　　　　　　〃

　ii副修語1　　醐修語，述語

　　　（a認鷹一述，b認2一述，　c副3一述）

　　　a「キノウiネムタクテ．1ショウガナカッタ」○「トワダダッタラ「キレイネ，

　　　　．1イマ」〈十和日ヨだったら　きれいね，今＞

　　　b「スゴク「ヤスイノ」　○「トッテモ」イイネ」　○「チョヅト1スマートナ

　　　　ソジャナイ？j

　　　cドアソマリ．；ナイナー」　○「カエッテクレバ【イイソデショウ，　「望ウスル

　　　　ニ」　○「オオドオリヤナソカ　デルトiゼソゼソyダメデスカ？」　〈大通り

　　　　やなんか　出ると　全然　だめですか？〉

懲　副修語2　　副修語，副修語，述語
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　　　　（a副4一副2一述，b蔑旺‘一捌3一述，　c副2一副3一述，　d副3一募…i］　3一述）

　（i）a「三滋亙煮r乏し軽潔．よぼムズカ塑デスカネー」　Or．．h．z．．Z．fc．．．｛テイネイナ

　　　　ノ，　iコソドハネ」

　　　b「ドウモ｝アリガトウゴザイマシタ，1オイソガシイ　トコP」

　　　c「ワルクッテモ｝ヤッパリiスコシバ｝三口イダysウ」　○「ドウセ．1モウ1

　　　　ゲソシパクダソガ　アルソダカラiダメデショウ」　〈どうせ　もう　際子爆弾

　　　　が　あるんだから　だめでしょう〉

　（ii）a「イマハ蓬タバコヲ　スオウガ1ナニガ1ヘイキ」

　　　b「モットモネー一．｝ショウガッコウジャナiヤヅパリ1ダメダナ」

　　　㈱　（ii）a　　「ナニガ」は測詞と認められる。

　　　　　　　b　　「モットモ」は接続詞的である。

　iv　副修語3　　副修語，副修語，副修語，述語

　　　　（患彗2’副2一一r副3一「述）

　（ii）Orヤッパリネーi「ワカヤギクソト　バッテリーダッタラrスコシャー一iイイソ

　　　　ダヨ，．1マダ」

　　　曲　この「ヤヅパリ」は「ワカヤギクソト　バッテリー一　ダッタラ」を修飾する

　　　　とも解し得る。

　v　副修語4　　副修語，副修語，副修語，副飛語，述語

　　　　（副2一融2一副3一副｛一述）

　（ii）△「イマハ1モウ．iソソナ｝ナイデショウ，　iオソラク」

　　　（濁　野曝語「ソソナ」は述語に近く位概する。

（2）体側語2

　i　副修語なし　　体修語，述語

　　　　（1＝謬二述∴肇滋嬢嫌d～デ酋

　　　a△「コワーゴザソシタ，1アノ　トキニャ」　○「オモチ　タベタリ　ナソカ

　　　　スルノニ｝アブナイ」

　　　b「コドモト1’オソナジヨネ」　○「カワイサソト］イッショナノネ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　C「フルホソヨijカ」ヤスイヨ」〈古本よりか　安いよ〉　○「トウホクベソヨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　リハ」イイデショウネ」〈東北弁よりは　いいでしょうね〉
　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　 閲．｝

　　　d「テソピダケデ！イイノ」〈天火だけで　いいの〉　○「カイシャデ｝イソガシ’

　　　　イソダッチ」〈会社で　忙しいんだって＞

　　　e「ニホソタイプノ　ケイケソトシテハ1ナイデスカ？」　〈H本タイプの　経験

　　　　　　　　　　　　　一
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　　　　としては　ないですか？〉

　　　麦「ソコマデ1シソセツジャ士イソウデスネ」

　　　g「アナタノ　トキiスゴカッタラシイネ」　○「ワタシソ　トコハiナイソデ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VV一一一vvN　　　一．um一
　　　　ゴザイマスガ」

　　注　一般に体修語の表われていることは少ない。

　　　　比較を表わす「ヨリ」や「デ」などはかなり用いられているQ「二」は時を蓑

　　　わす場合や特殊な場倉である。～「ト」　「～々デ」などの場合も述語の種類に限

　　　定がある。

　ii翻修語1　　体例幣，野鴨語，述語

　　　　（縦；鞠㌦b　二一述。～トシ帰門

　（i）a「ドクシソシャニハiヒジョウニ！オモイデスナ」　〈独身麿には　非常に　重

　　　　いですな〉　○「ナソダカiセソセイニ1キノドクネ」

　　　b「モウiソレヨリi．ショウガナイデスモソネ」
　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　
　　　C「ジッカソトシテハiヤッパリiカナシカッタノカナ」　＜実感としては　やつ

　　　　ばり　悲しかったのかな＞

　　　d「クリスマスノ　トキハネ「ズイブソ1コワーゴザイマシタヨ」

　　　　　　　　　　　　～

　ili三二語2　　体修語，副修語，副点語，述語

　　　　（a～二一翻一酬門出，　b～カラ門副一副一述）

　（ii）a「ナソカ1マア【イソti　＝「チカイノカシラ」〈なんか　まあ　隠語に　近い
　　　　　い　　コロロヤヤ　　ロコロ　　　　　ロロロ　ら　　ロ　　　　

　　　　のかしら〉

　（iil）b△「ドウヤッテ　シュジュツシテ　ダシタカ　ソレハ　シラナイケドネiソレ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　カラ1イマ」モウi「ピソピソナノ」

　　注　（ii）　体修語が述語に近く位．醗している。

　　　　（圭ii）　体修語が副残語に先行している傾向がある。　「ソレカラ」とfイマ」と

　　　　　の交脈上の結びつきには問題があろう。

（3）　　体｛1参語2

　i　三二語なし　　体修語，体修語，述語

　　　　（a～二一～ヨリー述，　　b　～二一～カラー述）

　（i）a「ゲソザイト　ショウライ望リ／ナイソダモノ，　tニソゲソニハ」　〈現森と

　　　　　　　　　　　～　　
『　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　将来より　ないんだもの，人間には＞

　　　b「コレカラrカウノニ「イイデスヨネー一」くこれから　飼うのに　いいですよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　ねえ＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　229



　　　｛濁　述語が「ナイ」　「イイ」であることに注顕yたい。aの「～ヨリ」は比較の

　　　　「～Hリ」ではない0

　　　　　　　　　　　　　　　　2　主語1

①　体修語なし

　i　副修語なし　　主語，述語

　　　（；鷺辱1三漉：1認識三繍

　　　a「ニホソゴト　イウノハ1ムズカシイワネ」　○「アー　イウ望ウナ　クルシ

　　　　ぬ1ナカッタデスネ」　○「イマノ　ヒトハ」ワラワレタラテiM．．き：重慧～

　　　　ヨ」　○「イソサツカソケイハiイヤデスカ？」　〈印鵬関係は　いやです

　　　　か？〉　Orカワイソウハiカワイソウダヨネp一・一」　○「ワルイコトハ．iタシ

　　　　カダネ」

　　　b「チmノヤマモ」イサマシイナ」〈千代の山も　勇ましいな〉

　　　　○「ケイヒモ」ヤスイワヨ」〈経費も　安いわよ〉

　　　　Orイズコモ⊥オナジダヨ」

　　　c「バxデ　アタミノ　ホウニ　オリテクル　コースナソテ1イィワネー一・　」〈バ

　　　　スで　熱海の　方に　おりてくる　コースなんて　いいわねえ〉

　　　　○「ジユウトウヤ　カイシソトウナソテ｝ダイッキラィ」〈自由党や　改進党

　　　　なんて　だいっきらい＞

　　　d「ヒトノ　シソリッチ．iオモシロイネ」〈入の　心理ワて　おもしろいね〉

　　　　○「ナソポウノ　ホウジャ　＝メ　サソカイグライ　トレルッテ」ホソトデス

　　　　カ？」〈南方の方じゃ米3園ぐらい取れるってほんとですか？＞

　　　e「アノ　ヒトダヅテ「ツヨイヨ」

　　　f「ゴロクマイシカiナイッテ」〈5，6枚しか　ないって＞

　　　g「ミカソガリッテ　イウノ」オモシPtイワネ」　〈みかん狩りって　いうの　お

　　　　もしろいわね〉　○「アンナ　ヘソナノ｝ダメヨ」

　　　h「シッポガ1ナガイカシラ」　　○「スコシ　ムイタ　ホウガ1イイソジャナ

　　　　イ？」　○「ニモツ　モッテ　デタ　ホウガ」リコウダッタソデスa」〈祷物

　　　　持って　出た方が　利口だったんですよ＞

　　　i「サソニソトモネ．1、スゴイソデスモノ」〈3人ともね「すごいんですもめ＞

　　　」「キモチ汐財」O「テキトウナトコ．i並．擦必皇」．

　　　k「ハイダカツヒコナソカガ」スキダッテ」＜灰国勝彦なんかが　好きだって＞
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　　1「ナソデモ　ヤル　ヒト｛ウラヤvシイ」

　　（ma　a　　「カワイソウハ　カワイソウダヨネー」は慣用句として蒋殊な表現と考

　　　　　え得るものである。

i量副修語1一一主語，翻修語，述語

　　（a～（ハ）L一一副一述，　b～モー醐一一述，　　　C　～テー翻一述d～（ガ）一弐心述，e～ナソテ一決一述，至～デモー講一述）

（i）a「エ客」ウチアワセニ　クル　ヒトハrスクナイソデスガネ」　　○「イイナ

　　　一・【ア／　ユイガハ「之2．玄《」　○「前烹，づ丑iキi2シ罫学事とZ蕉ウ

　　　ノハ｝アルテイド　キヨウデチイト1ダメダモノネ」　〈やっぱり　脚色なんて

　　　いうのは　ある程度　器飛でないと　だめだものね〉

　　　○「チドリジマダトカネ　キョウゲソジマダトカ！ヵ塞出三．！渦雷をッタワ

　　　ヨ」　○「コノゴロ1ムコウノ　ショウカイッテイウノiスクナイヨネ」　〈こ

　　　のごろ　向こうの　紹介っていうの　少ないよね〉

　　　○「ニホソナソカ1’モット！ヒドイソジャナイ？」　○「ボクタチノ　塑

　　　チョヅト1トクベツダヨ」　○「ピッチャー．iダメダ，　iモウ」

　　b「アノ　クラスモ1イvダニiサワガシイッテサ」

　　c「ウエノ　トショカソテー1ーキレイダネ，　iワリアイネ」　〈上野級書館てえ

　　　きれいだね，割’念ね＞

　　d「テソデ1チョウシガ1望カッタソダ」　　○「アソマリ！イイ　トコロガ「

　　　ナイ」　○「キレイナソダネー，iアレガ「ミソナ」　○「ゼソゼソiタイム

　　　ハカッタ　コトiナイノ？」

（ii）e「アヵソコナソテネiモノスゴク1イイソデスッテ」　〈阿寒湖なんてね　もの

　　　すごく　いいんですって＞

　　f「ヒナガシナソカデモネ「r．L烹乏．煮！オイ］24ワヨ，　i『コシラエノYト」　〈ひな

　　　；菓子なんかでもね　とっても　おいしいわよ，こしらえると＞

　　a「ムコウノ　シパイノ　ショウカイトカネー一1トッテモ1イソチキ」　○「ウ

　　　チノ　ホウナソカ1イチバソ」ツマソナイワ」　○「ホッカイドウネ11・テモ

　　　iスバラシイソデスッテ」

（ii至）a「ダイタイjグソタイガ　ナイッテイウノハ！イイモソ」〈だいたい　軍隊が

　　　ないっていうのは　いいもん〉　△「ソソナ　ソレホドVシュミiナイワ」〈そ

　　　んな　それほど　趣味　ないわ〉

　　　○「ジッサイ1アンナ　ツマラナイ　ホソ」ナイネ」

　　b「ベツニ」ナニモ」ナイソデス」

　　d「タトエバ1アサ　ハチジハソカラ　ハジマッチ　ゴジゴロ　ォワル　トコロ
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　　　ガ1ヨロシイデスカ？」〈たとえば　朝　8時半から　始まって　5時頃　終

　　　わる　所が　よろしいですか1＞

　　　○「コノゴロハネ1’クダモノノ　ホウガ1イイワネ」　○「ドウモiモノオボ

　　　遡：1』ワルイナー」　○「ナニシロ1’トウキョウノ　マソナカニ　スソダ　三．

　　　トVナイカラ」

　注　（ii）は主語が副暗語に先行し，（ii量）は副修語が主語に先行する傾向のあるもの。

iii副修語2　　主語，副修語，副手語，述語

　　　（1瑚‡糠b～モー画一副ハ

（i）a「ムカシバ1アベックナソテノハ1アマリ／ナカッタソデスネ」　○「ホソト

　　　ウニiモウ1セソソウハ1イヤデスネ」　○「ソソナニ」イク　ヒト1マダ、【

　　　ナイソジャナイカネ」

　　b「ダイキエウジョウモiトテモiコトシハネ1ニギヤカデゴザイマシタ」　〈大

　　　球場も　とても　ことしはね　にぎやかでございました＞

　　c「イマソトコロ．｛イカナイ　ホウガ1マダ．1イイカナ」　○「マダ」イッペソ

　　　モ1ミタ　コト．1ナイヤ」

（ii）a「ホソトニポヒbツモ「ソノ　ミスハ1ナイネ」

磁Db「コトシハネ」ドコモカモ1ホソマツ：」デ」タイヘソ．1ニギヤカデゴザイマシ

　　　之」

（iv）a△「ケッキョク．iボクラミテーナ　ミジュクモノハiゼソゼソ「ダメデスネ」

（v）a△rゲソカコストハ「ソソナ「タイシテ．1カワリナイッテ」

（vi）c「タイヘソ＝　．1ナソカ1シキサイガ1キレイダッタネ」くたいへんに　なんか

　　　色彩が　きれいだったね〉

（vi圭）a「ベツニギアマリ．1イシャニ　雪国ッタッテイウ　コト「ナイラシイデスヨネ」

（vi1i）C「ソレニ．iヤッパリ」エガiキレイダ，」コノゴロバ」　くそれに　やっぱり

　　　絵が　きれいだ，このごろは〉

　注　（i）　c「マダ　イッペソモ……」はその順序が全く自由であるというのでは

　　　　　ない。少なくともrイッペソモ　ミタ　コh　マダ　ナイ」という言い方

　　　　　は少ないと思われる。

　　　（ii）　二つの副修語の順序が比較的不自由であるもの。

　　　（iii）（iv）　少なくとも一つの川州語が述語に近く位麗する傾向のあるもの。

　　　（v）　むしろ，これは主語十（捌修二十副二二）と図示すべきか。つまり，（副修

　　　　　語十捌修語）をBとすれば，「主語十B」の関係にある。「ソソナニ　タイ

　　　　　シテ」「タイシテ　ソンナニ」と「ゲソカコストハ」は交換し得るが，「ソ

　　　　　ンナニ　ゲンカコストハ　タイシテ」というのは不自然であろう。
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iv

（vi）　「ナソカ」はあまり述語の近くに位鷺しない。

（vii）（viii）　離多語が交鋸｛に近く位温している傾向のあるもの。

副修語3　　主語，副一語，副修語，副野州，述語

（a～バー副一法一一講一述，　b～ガー講一副一二一述）

（ii）a「ドウモiシソセイッテノハiイチパソ1マズイモノ，1ヤッパリ」　くどうも

　　　『新生』ってのは　一番　まずいもの，やっぱり〉○「ソレダケ1ヤッパリ」

　　　ゲソダイジソバ」フクザツナソジャナイ，1イロイロト」〈それだけ　やつぱ

　　　り　現代入は　縷雑なんじゃない，いろいろと＞

　　b「サイショネーiヤッパリiボクノ　シリアイデモネー一　ムコウニ　ウツヅタ

　　　ヒトガ［タイヘソ．1タヨリナカッタソウダネー」

（iii）a「ナソカネ．1イズハソトウノ　ニラヤマネ　アソコノ　アタリハiナソダヵi

　　　イマ」ズイブソ」イイトカッテネ」　〈なんかね　俳豆半島の、蕪由ね　あそこ

　　　の　あたりは　なんだか　今　ずいぶん　いいとかってね〉

（iv）a「トクニiマタネー．1クシ’ロッテ　イウノハネ「ヒジョウニネー．1エキゾチッ

　　　クナソダSU　」　〈特に　またねえ　釧路って　いうのはね　非常にねえ　エキゾ

　　　チックなんだよ〉

　注　いずれも主語の位鷹は比較的［妻独である。

　　　（ii）　先行の認修語ば文頭に近く位輸する傾向がある。

　　　（iii）　醜修竹「ナンカ」ぼ述語に密蔚しては位麗しない傾向がある。』

　　　（iv）　薫修語「ヒジョウニ」は述語に近く位置する傾向がある。

（2）体修語1

　i　三二語なし　　主語，体修語，述語
（a～〈ハ〉・ガ門～ニー述，b～ツテ。ガー～〈二〉一述，　C～ハL一一～トー述，d～ダッチ・ガー～ヨリー述，e～バー～デt述，　f～バー～マデー述，9～バー～〈ト〉一八，・h～ガー．～ヨリー述，）

　（i）a「チ＝ウカリョウリiアソコニハギナイノネ」　＜中華料理　あそこには　ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のね〉　○「コウイウ　ヒトiイイワネ，　i．ツレテイクノニネ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　○「ソレ：・ハ｝「ソレナリノ　リユウガi「ヒツaウデス」〈それには　それなり

　　　　　　へ　　　　の　理由が　必要です＞

　　　brイチネソノ　トキ1イチクミ・唄ウル：佐．勲・区ワネー」

　　　　・「ヨーロッパハiドクシソノ　ヒトガ」オオゴザイマスネ」

　　　　　　　　　　c「モツト」オナジダヨ，　【ソリャネ」くもつ（臓物）と　同じだよ，そりゃね〉

　　　　　　　　　d「コゥッゥヒダッテぞコヅチヘ　イクヨリハYスクナイデショウj

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○「オオサカヨリ｝’キョウトノ　ホウガ【イイ」　く大阪より　京都の　方が
　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 @「剛罹■L“…
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　　　いい＞

　　e△「トミタサソノ　ホウハ【メガネデrマチガイナイデショ．皇」
　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　 一’…L國． ∴鼡ﾈ一……｛．’　一…．……篇一．一

（ii）f「ジカソバiナソジゴロマデ｝ヨpaシイデスカ？j

　　g「コウパノ　ジュウショハ［’コレ1オソナジナソデス」　〈工場の　佐所は　こ
　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　れ　嗣じなんです〉

（iii）h「マケタッテイウ　コトヨリモ」ナワッタ　コトガ1ウレシカッタヨ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　brソウイウ　ヒトガ　イル　トコPtバネ，jビョウニソガ1’オオイッテ」
　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　a「ジブソニー’ジシソガiナイ」〈自分に　1竺信が　ない〉
　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　注　（ii）は主語が体修語に先行し，（iii）は体修語が主語に先行する傾向があるQ

　　　（iii）のhは「～ヨ努」を「～ではなく」などの意と解し，接続助詞的にも考え

　　　　　得る。

ii裂修語1　　主語，体修語，副三三，述語
（a～ハ。ガー’r・vニー測一述，b～ガー一～Mり一副高述。～バー～マデー穴一述，　d～〈ハ〉一・～ニオイテー門副一述e～（ガ）＿～〈二〉一八＿述，　f～〈ガ〉一～カラー謝門述）

（i）a「ヨノナカニネー1’アクニソナソテ　モノハネe一・1ホソトニiナイソデス」

　　　○「サケデ　イキオイヲ　カヅテ　ヒトヲ　ホウモソスル　ヒトガ｝「ズイブソ

　　　」’ニッポンジソ＝ハ1ナオイ」〈酒で勢いをかって人を訪問する人

　　　が　ずいぶん　日本人には　多い＞

　　brイソエイノホウガ1マ列チカイワネ，「アジヨリモ」〈陰影の方が

　　　まだ　幽いわね，味よりも＞

　　c「イママデネrゼソコクゼイガ　トウキョウヘ　キタ　コトハ1アマリ1ナカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　け　　

　　　ッタソダ」　〈今までね　全岡税が　東京へ　来た　ことは　あまり　なかった

　　　んだ〉

（ii）d「．乞ごZ．ま．鼠之ネーyタノシク　アソベル　コトニオイテモネー一iアンナ　上三

　　　」ナイデショウ」

　　e「シロウマノ　トキダッチ．1アナタ．｝イヅヵゲツグライ｛アタマ1ヘソダッタ

　　　ワヨ」〈白馬の　時だって　あなた　1か月ぐらい　頭　変だったわよ〉

（iii）e「シュウセソノ　トキハ．1ホソトウ＝　．1・イキタソラ1ナカッタデスモソネ」

　　　〈終戦の　時は　ほんとうに　生きたそら　なかったですもんね〉

　　　○「イマノ　ロウジソネ「ズイブソ1’ソレガ．iオオイソデネ」

　　　　　　　　　一
（iv）f△「キェウジソノ　ジョウタイカラyヒジsuウニi「キュウジソ」スクノウゴザ

　　　イマシテネー」〈求入の　状態から　非常に　求人　少のうございましてねえ〉

　注　（ii）（iii）（iv）　体修謡が主語に先行する傾向がある。副修語の位遣の自歯さは
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　　異なる。

iii翻修語2　　主語，体修語，副章語，芋茎語，述語

　　（a～ガー～〈二〉一摂州二一述，　b～〈ガ〉一～二一副一副一述）

（i）a「ド＝トナク！’ヤッパリ1藷一ロッパハi’ドクシソノ　ヒトガ「オオゴザイマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スネ」　○「モウ1オシイレッテイウ　ナシイレrトガ「ヒトツモ1ナイノ」

　　　〈もう　押し入れっていう　押し入れ　戸が　一つも　ないの〉

（ii）b「コソドハ1ーモウ1’シソブソzaハi’カソケイ1ナイ」
　　　　’齢一t－t．り，■開曾・圏噛幽一　　　鳥噛m“・F¶・’　　　一一

　注　（ii）は主語が述語に近く位置する。

　　　　　　　　　　　　　　　3　主語2

（1）三百語なし

　i　年無語なし　　主語，略語，述語

　　　（a～バー～バー述，　b～バー．～モOf述，　c～モs～（ガ）一述d～〈ハ）糎～ガ一高，e～バー～ガー述，　　f～ハny～（ガ）～述9～ヅテー～か一述，蓋～ガー一e“〈ガ〉一述）

　（i）a「キョクチョウハ！カソガエハ1’ベツデスカ？」

　　　b「シソセイハ「マズイナ，　i’ボクモ」　○「クツダイハyオトナモノモ　ガク

　　　　セイモ1’オソナジナソデス」　〈靴代は　おとなものも　学生も　同じなんで

　　　　す＞

　　　c「ソレモ／チョウシガヒ蔓ネ」　○「ダレモ1’カサ　モッテ　デタ　準∠

　　　　1’ナイソデスヨ」〈だれも傘持って仕iたもんないんですよ＞

　　　d「ミナサソネ「オハナシガ1’ウマイソダカラj

　　　e「ワタシバyソーーカヤキガyスキダ」〈わたしは　草加焼が　好きだ〉

　（ii）a「ソレハ「カソケイ．ノ、1’Z（！［一」

　　　f「ソレハ．iヤメタ　ホウガi’イイ」　　○「コノ、ヘソノハrアジガi1虹ノ

　　　　ヨ」　O「チ＝ウトハソパナ　グソビハネrヒツヨウ「ナイデス」〈中途単ば

　　　　な　軍備はね　必要　ないです〉　Orソレノ　ジョウタイノ　ヒトハ’1’ソノ

　　　　ヒト　ジシソ1’　＝Lカイナソデスカ？」〈それの　状態の　人は　その　人　自

　　　　身　愉快なんですか，＞

　　　g「ソウイウノッテ1キモチガ1ワルイヨネ」　○夢ハイダ　カツヒコヅテrキ

　　　　ャスイソダヨ，　「ユ「ニソゲソガj

　　　h「ソノ　ホウガ「ツゴウ「イイデス」　○「シソパイyナイデショウ，」．アヅ

　　　　チノ　ホウヘ　ヤル　ポゥガ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　／t

ii副修語1　　主語，主語，副修語，述語
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　　　じ三露攣1二＝痴㌦述）

　（i）a「アタシ1アソマリ1ネコッテiスキジャナイ」

　　　b△「ワタクシバiアレガ1イチパソiオッカナカッタネ」

　　　　○「パチソコハ1ホソト｝ミソナ｝スキダネj

　　　c「タカイソダモノネ，1アレネ1チョットネiネダソノ　ホウガj

　　　drワタシモ疑ヅパシiオソナノ　＝ノホウブゴ／イイワネ」

　（i圭）e「ワタクシネ1ワカイ　カタノネ　メイロウカヅタツセイガ　フエタッテイウ

　　　　コトダケハネー｝ジツニ1ウレシイデス」くわたくしね　若い　方のね　明期

　　　　かったつ性がふえたっていう　ことだけはねえ　実に　うれしいです〉

　（iii）C「ソソナノ！ゼソゼソiミタ　赴」‘ナイデスネ」

　（iv）b「ジカソバiダイタイ1ナソジカラ　ナソジマデノ　トコロガ1ヨロシュウゴ

　　　　ザイマスカ？」

　（v）b「ソレハiケツボウシタ　セイジャナクヅテネiチョットレ・イキェウガ1ナ

　　　　吻ッタソダ」　〈それは　欠乏した　せいじゃなくってね　ちょっと　配給が

　　　　なかったんだ〉

　　注　（i量）こづあ主語の瀬序が比較的自蜘であるもの。1∫

・　　（iii）（圭V）（V）主語の順序力批較的不自由であ惹1もの6酬参語の位麗の舳さ

　　　　　　は異なる。

　ili副夢語2　　主語，ま語，副修語，副修語，『述語

　　　　（a～バー～ガー認一斗一斗，　、b～ガー一一Ht・S－rガー一壷一副一述）

　（i）a「ソゥィゥ　ォッコチグ§ガ．．．tタクサン　アッテネL7．芝z、柔三ネ1ソウイウ

　　　　ノハiイイ　トコ　ネラウダケニネ｛セイセキガギイイノネ」

　　　○「曳，，滑之．燃熊烈アノヘソ制ブソ毛ウナソテイウノ・・1オヤシキ

　　　　2ゼ［生叢カヅタデ之且，1｝イワユル　ダイミョウヤシキ」　〈やつばし　昔は

　　　　南の羅妻女京なんて、いうのはお屋敷カミ多かったでしx，いわゆる大

　　　　名麗敷〉

　（ii）b△「オナジチームノ　ヒトガダヨ1ケッキョク1ナジミガ；．ウズイデショ

　　　　ウ，．1マダネ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　r．

　（iii）a「ソノ　ハナシバ1ジッサイiチョット1キモチガ1ワリイネ」

　　注　（ii）以下，二つの主語の顎序は比較的不自由である。

（2）　体毛語1

　i　副修語なし　　主語，主語，体修語，述語
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　　　（a～モー～ガ～～〈二〉一述，　　bんバー～ガー～カラー述C～〈ハ〉一一モー一～トシテー述，d～バー～ガー～ヨリー述e～モー～〈ガ〉一一～〈二〉一述）

　（1）a「シタモ1コウイウバアイハiミギトヒダリノセソガ1オソナジデショウ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　へ　り　

　　　b「ボクハiチイサイ　ジブソカラiスモウガiスキナソダ」　〈ぼくは　小さい
　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ttt”．．t一一umt

　　　　時分から　耀撲が　好きなんだ＞

　　　C「オレナソカ1ジヅカソトシテiナニモ1’ナカッタネ」〈おれなんか　実感と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ　　の
　　　　して　何も　なかったね〉

　（圭i）d「ワタシャiニソゲソヨリノ・1ネコノ　ホウガiスキデス」

　（111）e「ワタシモ1フタリメノ　トキハ｝ナトコノコ1ホシカッタワ」　くわたしも
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　2人溺の　時は　勢の子　ほしかったわ＞

ii圃修語1　　主語，主語，体吃語，劇弾語，述語

　　　　（1熔鷲ごご；叢述’b～ハ　〈ガ”～二一蕩ト述）

　（ii）a「ナソニモiトニカク1スルコトiナイデシn．，　iタベルコト　イガイハサ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
　（iii）brソレハL上．然烹1瀦ゆソ猛けイj
　（iv）C「アレiジッサイ1’ダソセイノ　ホウニiドクシeガtオオイソジャナイノヵ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　　ナ」〈あれ　実際　男性の　方に’読者が　多いんじゃないのかな〉

　　注　（i圭）　二つの主語と体修語との順序が比較的自由であるもの。

　　　　（111〉（iv）　二つの主語の噸序が比較丁目富由である。

　　　　　　　　　　　　　　　　4　主語3

（1）　体修骨なし

　i　翻警語なし　　主語，主語，主語，述語

　　　　（謡3＝＝㌻2一盗淋～モーh」　＝シテモー～ガ門

　（i）a△「ワタシタチiオクバ1イッポソキリッカ1ナイ」〈わたしたち　奥歯　1

　　　　本きりつか　ない〉

　（ii）b「ワタクシタチニシテモ1ムカシノ　ホウガ1オクユカシクモアリiレイギモ

　　　　iタダシュウゴザイマシタネー」〈私たち1・aしても　昔の　方が　奥ゆかしく

　　　　もあ．り　礼儀も　」｝三しゆうございましたねえ〉

　（iii）c「ダソシクラスヅテiキpウシツノ　クウキガサー1ウルオイガiナイナ」

　　　　＜第予クラスって　教蜜の　空気がさあ　うるおいが　ないな＞

　ii副修語1　　主語，主語，主語，副修語，，述語

　　　　（～バー～ハT～〈ガ〉一翻一述）
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　（ii）○「モー｝ダイダイテキナ　グソビハ｝ヒツヨウ｝ナイデス，　iニホソバ」　〈も

　　　　う　大々的な　軍備は　必要　ないです，日本は〉

　　　　○「ムカシノコター1ボか1ギZ藍Z1カソガエタ三⊥1互・ネ」

囹　形容詞・形容動詞文は一般に体諺語の表われていることは少ない。ただ

し，「～ヨリ」はかなり用いられる。（比較を示す場合）。その他，述語の語に

よって，たとえば「チカイ」「ナイ」などの場合に「～ニ　チカイ」「～二

～ガ　ナイ」などのような型が惑われる。また「オナジダ」の場合には「～ト

オナジダ」の型が表われる。一般的には時を表わす「～二」や「～トシテ」な

どは表われ，る。

　主語はさまざまなものが表われている。主語が三つ重なっていると認められ

るものもある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　名詞文

　　　　　　　　　　　　　　　1　主諮なし

（1）体修語なし

　i　副修語なし一一述語

　　　　（a名，b名十文末助詞，　c名＋助動詞（＋交末助講d名十助動詞十形式燭言（十助．動詞十文末助詞））’）

　　　a「コレ？」　△「ショクブツ」〈植物〉　△「ジョセイビヘノ　ミチトカ　ナソ

　　　　トカッテ　イウノ」〈女性美への　道とか　なんとかって　いうの〉　△「ソウ

　　　　ヤッテルダケ」　△「ロウイウ　ワケ」　○「ソノトオリ」

　　　b「カソトウチホウカ」　○「スゴイ　ミリョクネ」　○「アガッタリヨ」

　　　　○「ソウイウ　ワケサ」　○「オモチャカシラ」

　　　c「ガッコウダロウ」　○「オウヘソマイダヨネ」〈黄変米だよね〉○「タイシ

　　　　タ　モソダッタソデス」　○「ジソイソセイリナノヨ」〈入員整理なのよ〉

　　　　．○「ガッコウラシイワ」○　　「ザルミタイデスネ」　○「テソイソサソデス涯

　　　　く店員さんです＞

　　　d「エイゴジャナイデシaウ」〈英語じゃないでしょう〉　○「マチガイデモナイ

　　　　ワヨ」　○「ヒモデハアリマセソ」　○「トケイデゴザイマスカ？」　○「オ

　　　　モウシコミデイラッシャイマスカP」

　　注　a　名詞だけで文末述語となっている場合は省略交と考えられる。一般的な表

　　　現とは認めないが，文脈や音調の助けにより，しばPば用いられるので一応掲げ
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ておく。

ii融統語1　　副修語，述藷

　　（a副一己，b副一述，cl甜r述）

　　a「イマ1キxウカチ＝ウデス」〈今　休暇中です〉　○「コソドハiショクブツ

　　　デゴザイマス」

　　b「モウ1ウソドウカイノ　シーズソデス」　○「チョウドiアノ　ヘソ　ダッ

　　　盗ノj

　　c「ツマリ1シソブソデハナイ　ワケデス」　○「タトエバiニソゲソノ　ハミ

　　　タイ」　○「マサシクiソノトオリ」

　　（ta　a「ヤク　ヨソジュウメイデス」はこの型にいれない。　「ヤク」は「ヨソジ

　　　ュウメイ」を修飾する連体詞とする。

　　　b　「マタ　ライシェウノ　オタノシミ」などは雀略交とする。

iii翻識語2　　副修語，劃修語，述語

　　（a副2副3述，　b鵬3講3述）
（1）a「ジツハ【チョットレぜソソクモチナソデスノ」　〈実は　ちょっと　ぜんそく

　　　もちなんですの＞

　　b「ナソカ1ヤッパリ｛ショウセツナソカ　ウマレル　トコロダ］　くなんか　や

　　　っばり　小説なんか　生まれる　灰だ〉

（ii）a「タダiシオアジネ，【チョット」〈ただ　塩味ね，ちょっと〉

　　　（11）　こ二つの剛健語の順序はかなり不自由である。

（2）　　ca〈．　豪多語1

i　副修語な：し　　体修定，述語

（1訂乳詰零二翻剃一述’d～デ門
　　a・「ジュウガツノ　ムィカニ1ジョタィデショウ」　〈10月の　6蹟に　除隊で
　　　　　　　　　　　～　　　　　　…．帽一…圃㎝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一

　　　しよう〉

　　○「コメノ　カワリニ1ハイキスウダヨ」〈米の代りに配給だよ〉
　　　　　　　　一　　　 二漏冨備．竃．讐’一

　　b「ゴジカラiケイコダmj

　　C・「アマイ　モノヨリ1カライ　モノダナ」
　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　一一…

　　d「コレデ｝ヒャクエソ」　○「ショウガッコウカ　ナニカノ　アレデ1ガイト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　ウロクオソデスカP1＜小学校か　なにかの　あれで　街頭録音ですか？＞

　　e「シソブソ　ソレジタイトシテハi「メイワクカ」　〈新聞　それ自体としては

　　　迷惑か＞
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　　　f「コンド　ダソジョクラスヲ　ヤリコメル　トキハiソノテダネ」

　　　　○「イチニチ1サソビャクェソ」〈1日　3百円〉
　　　　　　～　　　 一．．．■、＿＿一瓢鳳｝

　　注一般に稀敬：をこおいては，体｛Js格は表われない9体修格のある場合は漢語動詞

　　　的なもの（たとえばヂジョタイ」）の場分を除いて，多くは矯慧が略されている

　　　（それが慣屠的になっている）とい5意識を感じさせるものが多い。

　i呈副修語1、、体謎語，副修語，述語

　　　（3二‡細～〈二剛一述’c～力矧門

　（i）a「ジ＝ウガツノ　ムイカニiケッキョク1ジnタイデショウ」
　　　　　　　　　　　　　　　　

ドけロコロリロリ　ロロロロドネロコ　

ﾌ　　　
　　　b「チカテツUウジスル　トキハ｛モチロソ1ナバカジャナカヅタ　ワケダヨ

　　　　ネ」〈地下鉄工事する　時は　もちろん　お墓じゃなか・，・　tF　わけだよね＞

　　　c「ヤキュウシーズソデショウ，1コレカラ1モウ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d「フツウiオスイジフサソデ1サソゼソエソクライネ」＜普通　お炊事婦さん

　　　　で　3千円くらいね＞

iii副三等2　　二二語，副修語，二三語，述語

　　　　（～く＝〉一州一劉一述）

　（li）○「．z．エ．2．盗」チユウガヅコウソツギョウグライデ　ジムブソサソ　ナル　バア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　イネ1ダイタイ1ミナライノ　ジムデスネ」くつまりね　中学按卒業ぐらいで
　　　　へ
　　　　事務員さん　なる　場合ね　だいたい　見習の　事務ですね〉

　　　｛濁　先行している捌修語は交頭にあることが多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　2　主語1

（1）体修語なし

　圭　心胆語なし　　主語，述語

　　　（a～バー述，　　b～モー述，　　　c～ナソテー述，d～ッテー述e～ダッテー述，f～トシテハー述，　g～ナラー述，　h～〈ハ〉一述i～ガー述，　　　1～〈ガ〉一述）

　　　a「アレハ．｛キデスヨ」くあれは　木ですよ〉　○「ソノ　アル　トコハiモソダ

　　　　イデスカ？」　0「メイジジソグウハ｝イヅペソヵ　二ヘソダナ」　〈明治神宮

　　　　は　1べんか　2へんだな〉　○「カイシャハ1ナソジカラナソデスカ？」

　　　　○「オタクハ［＝イワデスネ」〈お宅は　小岩ですね＞

　　　brコレモi』ドウブツデス」　△「ボクモiショウガヅコウ　ロクネソノ　トキ」

　　　　〈ぼくも　小学校　6年の　時〉　△「アバタモ1エクボ」

　　　c「ホッカイドウラシイワネ，1ホクトナソテネ」

240



d「マコチャソテ1ダレ？」　○じナソブセソベーッテ1ドソナ　カソジ？」

〈南部せんべいって　どんな　感じ？〉

○「ナル　モノッテiイチネソオキナソデショウj　　　tt’

e「パアーーナソテ　コトバダッテiムカシハ　ツカワナヵヅタ　ハズデスヨ」

f「ワタシトイタシマシテハ｝キョジソノ　ブアソデゴザイマス」　〈わたしとい

　たしましては　二人の　ファンでございます＞

g「ムコウガオカナラiトリツデス望ネ」

hヂZ上1ナー二？」　○「エエ1コメノ　カワリナソデスヨ」　○「アナタiシ

　カハマノ　チュウガクpj　O「アクルヒサiカイシヤノ　リョウコウダッタ

　ノヨネj　o「カイセツ【オワリカ」〈解説　終り，か〉　△「ポッカイドウiノ

　ボリベツ」〈北海道登別＞

i「キュウシnクシャガiジ＝ウニメイデス」〈求職者が：12名です〉○「サソ

　ビャクエソノガ1サソガイダロウ」〈3百円のが　3階だろう〉　　○「カワイ

　ノ　ホウガ1ウエダヨ」　○「ゼソタイガ1ドウシツデスカPJ　＜全体が　同

　質ですか？〉　○「ナzaガiアパイタダ」　℃「ソコガ1ミソナソダ」

3「コレ1ζ1・クミデゴザイVスネ」　○「ミソナiブタイノ　ヤクシャラシイ

　ネ」　△「イチヂカソトヒャ久ハチジュウエソ？」〈1時間　百80円？〉

i　副手語1　　主語，副葬語，述語

　　　（1三三謙1濃絵蹴二葡責め

　（i）a「アレハ【ナマエヲ　カク　モソジャナイノ，　iホソトハ」

　　　　○「ヤッパリ．1ゲソザイノ　ヒトトイウノハi「アノ　テイドナノネ」

　　　b「アアイウノヅテiヤヅパリiミリョクネ」

　　　C「ニホソナソテiヤッパリ1アメリカカラ　ミレパ1’ジェウヨウナ　シジョウ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　ナソダ獄ウナ」〈日本なんて　やっぱり　アメリカから　みれば　重要な　市

　　　　場なんだろうな＞

　　　d「コンド】サソボソダテ1キソシデショウ」〈今度　3本立　禁止でしkう〉

　　　　○「ナントナクi瓦1ダイジェストバンダナ」

　　　e「ダイタイネ1ジユウバイネ，【オミズガ」〈大体ね　10倍ね，お水が〉

　　　　○「ジブソチガネーiヤッパリ1ソウイウ　ヨウナ　ケイトウナソダネ」　〈自

　　　　分ちがねえ　やっぱり　そういう　ような　系統なんだね＞

　　　f。「マタ1ソレiモソグイナソダ」

　（ii）a「ハヅキリスルノハiマダ1ショホナソダヨ」くはっきりするのは　まだ．初
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　　　　歩なんだよ＞

　　　g「コンゴ　ハヅセイスル　イカナル　ジタイモ｛イッサイ1キミノ　セキ＝ソ

　　　　ダヨ」＜今後　発生する　いかなる　纂態も　いっさい　零’の　責任だよ＞

　　　b「シズカナ　トコロッテ1ミソナ【ガリガリバッカリダ」

　　　dFワ効ソモソダィ1マタ1ベツノモソダィダヨ」〈割り勘問i遜また別

　　　　の　問題だよ〉

　（111）d「ダイタイ1ソレ1ナンノ　ケイコ？」

　　注　（ii）は主語が翻修語に先行し，（iii）は副修語が主語に先行している傾向のある

　　　もの。

　懲　副修語2　　主語，副冷語，副修語，述語

　　　（～（ハ）一融一州一述）

　（ii）○臨図忍野カソゼソ“・テイウコトハば勲烈暦学シイネj

　　　　O「アレハ1．ト＝カク1ナソカ｝ザヅシヨリ　オモシPイ　モソダネ」くあれ

　　　　は　とにかく　なんか　雑誌より　おもしろい　もんだね〉

　（iii）○「オレナソ刺エ鷺三Z．1「ナヤジノ…並・ウ・ミソ盈ヨー＝レニ．4．．烈磁．

　　　　ダケ」〈おれなんか　毎晩　おやじの　お梱伴だよ，これに　1杯だけ〉

　　注　（ii）　二つの二三語が副3冨腕の順序で表われていることが多い。

　　　　（111）　主語は先行する傾向があるが「マイバソ」の位置は自由である。

（2）体外語1

　i　翻修語なし　　主語，体修語，述語
　　　（a　～バー～ニー述，　　b～（ハ）一～〈二〉一述，　　C　～バー～カラー述d～〈ハ〉・ガー～デー述，e～バー一〈デ〉一述，　f～バー～〈カラ〉一述9～〈ハ〉一A－tトー述　　　

tt

　（i）a「コジソデ　ハイル　バアイニハ1イジグチハiムコウナソデス」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロニ　ニ　ロほマニげ　　　　　　い　ロ　コ　の　ニ

　　　brボクハ1アソ　トキネ｝ウサギノ　トウバンダッタ」

　　　　○「ワレワレiイヤラシイヅテ　コトハiタイヘソナ　コトデショ」

　　　cFキミタチハネ｝サイショカラiゼッタイハソタイダ」〈漏たちはね　最初か
　　　　　　　　　　　　～　　　　

罵＿＿＿而耐．＿　　　　　　　　　

＿羽＿＿
　　　　ら　絶対反対だ＞

　　　d「アVlカッソウリsウト　クツトデ1キュウジュウエソデショウ」〈あれ

　　　　滑走料と　靴とで9G円でしょう〉

　　　　○「ドキョウノ　ホウジャ｝カワイノ　ホウガiウエカモシレナイ」
　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　．訟

　　　e「ムコウハiイVラシイッテ　イウノハネーiソソナ　タイヘソナ　．コ1・ジャ
　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　罰＿

　　　　ナイソダヨ」

　（三i）f「アvハi．マニラ　デテ1フツカメダヨ」　〈あれは　マニラ　出て　lH冒だ

　　　　　　　　　　　　　一
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　　　　よ〉

　（iii）g△rヤクシジトiモウ　ヒトL7．1ドコダヅケ」　＜薬師寺と　もう　一一つ　どこ

　　　　だっけ〉

　　注　（圭圭）は主語が体修語に先行し，（lli）は体修語が主語に先行する傾向のあるもの。

　　　　〈ii）の～〈カラ〉ほ「フツカメ」だけへの連体修飾議とも解し得る。

　　　　（iii）の「ヤクシジト」は「モウ　ヒトツ」と対等の関係にあるとも解し得る。

　ii副修語1　　主語，体修語，独修語，述語

　　　　（～ガー～デー鋤一述）

　（ii）○「コソ　ナカデサiアナタガ｛イチバソ1アマトウネ」

　　　｛濁　この場合の述語は状態を表わす名詞であることに注羅すべきである。

（3）体三宮2

　圭　副修語なし　　主語，体系語，体修語，述語

　　　（a～ガー～カラー～デー述，　　b～バー一～マデー～ニタイシテー述C～バー～〈ヲ〉一～〈二〉一述，d～バー～〈＝〉一～ニツィ「frm述）

　（i）a’「ニホンジャーiコレカラiコクサクダナー，iドクシソガ」〈ill本じゃあ

　　　　これから　騒策だなあ，独身’が＞

　　　b「ジドウシャ　シュウリコウハデスネ1ツイタチカラ　ジュウゴニチマデ1イ

　　　　ッケソノ　キュウジソ闇闇イシテiヒャクサソジ＝ウニソノ　キボウナソデス

　　　　ネー」　〈駐動車　修理工はですね　1日から　15臼まで　1件の　求人にたい

　　　　して　百30入の　希望なんですねえ〉

　（ii）c「ゲッシュウハ1サイショ1ドノクライ1ゴキボウデスカP」　〈月収は　最初
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

　　お　じ　　り　　　　セ　　　お　　　　お　　

　　　　どのくらい　ご希望ですか？〉

　（iii）d「ヨウセツカソケイノ　ホウニツキマシテハデスネ【ソノ　カソiキュウジソ

　　　　ノ　蓄玖烹コ．ミハ1ワズカニ　ニケソトイウ　ホドデス」　〈溶接関係の　方に

　　　　つきましてはですね　その　問　求人の　融し込みば　わずかに　2件という

　　　　ほどです〉

　　注　（ii）の主語（体外語とも解し得る）は文頭に近く，（iii）の主語は比較的述語に

　　　近く位置している。

　i量副修語1　　主語，体修語，体修語，副修語，述語

　　　　（～ガー～カラー～デー認一述）

　（ii）○「ニホンジャー1モウiコレカラiコクサクダナ一一，　｝ドクシソガ」
　　　　　～　　　　　

．醒一．　幽静 @　

一　　一．一一
　　　　　　　　　　　　　　　　3　主語2

（1）　体修；語なし

　i　副修語なし　　主語，主語，述語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　243



　　　（a～バー～ガー述，b～バー～バー述，　c～ッテー～〈ガ〉一丁d　～ガー～ガー述）　”・

　（i）a「ソレハ1ネダソガiモソダイダナー」くそれは　値段が　問題だなあ〉

　（ii）b「ソノ　カミシテルトイウ　コトハネi宅ウ”　t’トツハ】ジョクギ翼ウデス

　　　　カ？」くその　加味してるという　ことはね　もう；2らは　職業ですか？＞

　　　a「オットメトイウノハ1トナイ　ドノ　ヘソガ1ゴキボウデスカ？」’〈お勤め

　　　　というのは　都内　どの　辺が　ご希墾ですか？＞

　　　C「サソクミヅテ1アルバム｝サソサツ？j

　　　d「ウチノ　オヘヤノ　イチネソセイガサ1トワダコノ　ソバナノヨネ，｝オウ

　　　　璽ネ」　〈うちの　お一団の　1年生がさ　十和田湖の　そばな。よね，おう

　　　　ちがね〉

　　注　（ii）の先行の主語には体修羅と解し得るものもある。

　ii副修理1　　主語，主語，副類語，述語

　　　（a～ガー～トモー醗一述，b～〈ハ〉一～モ7副一三）

　（i）a「フタリトモ1ホソトニ1セイカクガレ・ソタイダネ」〈2人とも　ほんとに

　　　　性格が　反対だね〉

　（ii）b「ワタシタチモ1スゴクiヘイキヨ，1ソソナノ」〈わたしたちも　すごく

　　　　平気よ，そんなの〉

　　注　いずれも二つの主語の順序はかなり自曲であるが測修語の位履の自由さは異な

　　　る。

（2）体修語1

　i　副謎語1　　主語，主語，体謎語，刷蜜語，述語

　　　（～ガ」～〈ガ〉一～デー副一握）、

　（ii）○「ヨツヤライオソザッテ　トコデネ｝．ソレガ｝マタ｛ガクセイ／’ゴジェウエソ

　　　　ナソダモノ」〈四谷ライオン座って　とこでね　それが　また　学生　50円な

　　　　んだもの〉

　　注　かなり相互の位概は不自由である。

　　　　　　　　　　　　　　　　4　主語3

（1）体修語なし

　亙　副修語2　　主語，主語，主語，副修語，副客語，述語

　　　　（～バー一一一一！ガー～ガー副一一一述）

　（ii）○「マズ1ヘイキソネiヒナッコガネiメスハiゴビャクエソナソデス，；』ソウ

　　　　勉ネ」くまず平均ねひなつ子力や雌1叡．5百恥んです・醐がね＞
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囹　名詞文において（IX一般に体修語の表われることはまれである。用言省略と

解し得るような場合や状態を表わす名詞あるいは漢語動詞的な名詞が述語の詞

性となっているような場合に表われていることが多い。主語はいろいろな形の

ものが表われている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　副詞文

　　　　　　　　　　　　　　　1　主語なし

（1）　体修；語なし　　　　　　　　“

　i　副修語なし　　述語

　　　　（a副，b認＋文末助詞，　c副＋助動詞（＋交末助詞d認講十助動澗助十形式期需（十助動詞十文末詞語））’）

　　　a「ソウ」　○「ソウオ」　○「モチロソ」　○「ハジメテ？」

　　　b「ソヴカ」’OFドウカナJ　O「ソウネ」　○「ソウヨ」　○「ソウカシラj

　　　C「ソウダロウ」　○「ソウグッタ」　○「ソウダネ」　○「ドウナノヨ」　○

　　　　「ソウデショウ」　○ギソウ’ラシイヨ」

　　　d「ソウジャナイ」　○「ソウデモナイ」

　　注　認詞で述語になる語は限られている。　rソウ」　「コウ」　「アア1　「ドウ」　「タ

　　　イヘソ」　「マダ」　「シバシバ」　「スベテ」　「コーツクリ」など○特に翔詞だけで文

　　　を形成するのは「ソウ」　「ナルポド」　「モチPソ」などで応答表現などに多い。

　ii副修語1　　副修語，述語

　　　　（a副重一述，b｝認2一述，　Ci｝’｛　lj　a一述）

　　　a「イマハi．ドウナノカシラ」’』

，　　b「チa一ウド、1’ピッタリデス」　○「モウ1スグデシ；ウ」

　　　・財煮．ヨ．、烈ウレナキ屑盈栂野・」　○賦勲烈－空訟猛
　　　　ノP’士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾

　　注　係り助詞のついていることがあるが，孫り助詞のつくものは限られている。

　iii副二二2一一副修語，副修語，述語－　　　　　　’　　肝

　　　（麺聾2一函u2一述）

　（i）△「ナカナカiチョットiタイヘソミタイダケドモネー一」

（2）体修語1

　i　副修語なし　　体修語，述語
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　　　　（a～二一述，b～カラー述，　c～デー・述，　d～〈二〉一述）

　　　a「ソウダロウ，iミシマサソニハ」

　　　b「コッチヘ　カエッテキテカラモ｛ソウダヅタモソ」

　　　c「イナカジャ1ソウダロウネ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
　　　d「アソ　トキハ1タイヘソダヅ置目ー」

　　注　体修語は限られている。

　ii副一語1　　体修語，副単語，述語

　　　　（～デー認一述）

　（i）○「イナカジャ1マシテ1ソウダロウネゴ

　　　　　rw　　
曹一t一一一P一 G｝’塵・

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　主語1

G）体修語なし

　圭　副修平なし　　主語，述語．

　　　　（謁＝嚢・b～モー述’c噛テー述’d～〈ハ〉ハ

　　　a「ソロバソバiドウデスカ？」　○「ムコウノ　ヒトハiソウジャナイソダヨ」

　　　b「ボクモ1ソウナソダj

　　　c「ゴジラダッテiソウジャナイ？j

　　　d「オレノiドウダッタ？」

　　　e「コレガ1ソウナソデス」

　ii副修語1　　主語，副修語，述語

　　　　（a～〈ハ〉一劉一述，b～ガ一二一難，　C　～ダヅテー副一述）

　（i）a「コナイダ1ドウダッタ？1ジャイアンツ」

　　　b「ヌルッタラ1ズィブソiヒョウメソセキガ1タイヘソネ」＜塗るったら　ず

　　　　いぶん　表面積が　たいへんね〉

　（ii）a「チカゴロノ　ザッシiタイテイ1ソウダナ」＜近ごろの　雑誌　大抵　そう

　　　　だな＞

　　　c「トウキョウノ　オ下調ダッチiホトソド1ソウジャナイノ？」　〈東京の　お

　　　　墓だって　ほとんど　そうじやないのP＞

　　注　（ii）主語が醗修語に先行する．傾向のあるもの。

（2）　　体4多語i

　i　副修語なし　　主語，体修語，述語

　　　　（～ガT～ヨ　リー述）
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　（i）△「デコレ・・一・ショソ　コシラエルヨリモ1マワリノ　ドダイ　ヌルノガ｝タイヘ

　　　　ソ」〈デコレーション　こしらえるよりも　回りの　土台　塗るのが　たいへ

　　　　ん＞

　　　　　　　　　　　　　　　3　主語2

（1＞体修語なし

　i　副修語なし一一主語，主語，述語

　　　（a～バー～バー述，b～〈ハ〉一～〈ハ〉一述）

　（i）a「ゲソジュウミソナソテイウナーiタバコッテイウノハ1ドウナソデス？」

　　　　＜原住民なんていうなあ　タバコっていうのは　どうなんです？＞

　　　b「オバサソiヤマナソカiドウデスカ？」　くおばさん　山なんか　どうです

　　　　か？〉

　　注　用欝が省略されているとも考え得るものである。

囹　副詞文は形容動詞文に準じて考え得るようである。形容動詞：文よりさらに．

体修語の種類や数が少ない。単純な溝文のものが多い。

　　　　　　　　　　　感動詞文

al一ア」　○「アー」　○「アー一・一」　○「アーソ」　○「アーーソ」　○「ア

　ヤー」

b「イエ」　　○「イーエ」　　○「イーエー」　　○「イヤ＿i　O「イヤー」

○「イヤイヤ」

C　「ウソ」　　○「ウーソ」　　○「ウソ・一一」　　○「ウソウソ」　　○「ウーーソ」

○「ウーソト」　　○「ウー」

d「エ」　○「エーt」　（）ヂエー一」　Of二s一ト」　○「エツ」

　ツ」

e「オイj

f「サーーサー」

9「ナー」

h「ネ」　○ヂネー」　○「ネッj

i「ハ」　○「バー」　○「バー一」　○「ハーン」　○「ハーハ」

　ツ」　　○「ハイ」

j　「フソ」　○「フーソ」　○「フーソフーソ」　○「フーソフソ」

　ソ」　○「フソー」

krへ」　○「へ一」　○「へ一一」　○「ヘーエ」　○「へ一へ」

1「ボー」

m「モシモシ」
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○「エー

○「ハ

○「フフ



　　　n「ワー」

2　その他

　　　a「ゴキゲソuウ」

　　　brサヨウナラ」　○「オハヨウ」　○「オハヨゥゴザィマス」

　　　c「カワムラサソ！」

　　　d9シメタ／］　○「シマッタ！」

　　注「2その他」は慣胴句と考え得るものが多い。

囹　感動詞文は論理未分化の表現であり，格の関係がない。構文はきゃφて単

純である。

　以上，主として，交末述語を中心に，これと直接関係を結ぶ一次の部につい

て轍の型を叛た。それぞれ1・特蜘ミ犀出されるム大ざっぱに

　　　（1）自動詞文，イ也動詞文（1）

　　　（2）他動詞交（2）

　　　（3）形容詞・形容動詞文，副詞文

　　　（4＞名詞文

　　　（5）感動詞文

のように，構文の上から分類することができるであろう。　　　（飯豊9R一一）
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4．　イントネーション

　1　はじめに　　「文型」を，表現意図・構文・イントネーションの三老のか

らみ合いで，まとめようとするとき，イントネーションとしては，およそ次の

ような問題が考えられる。

　　（イ）イントネーションを，どのようにつかまえるか。　（形式観や種類分け

　　　について）

　　（u）イソトネーシ・ソは，陳型」とどのような関係があるか・、

　もちろん，細かい問題はたくさんあるが，中心的には，この二つの問題に集

約されると考え．られるQ

　これらの問題を考えるために，次のような順序。：方法で研究を進めた。

（1）従来の諸研究にみられるイントネーション論を心匠によって学び，形式観

　などについての参考資料とした。

（2）内省法や，演劇資料の観察によって，形式観・種類分けについての考えを

　検討する一一一一fi，ピッチレコーダー等の音声分析機によって材料を分析レ，客

　観的な観察を行い，イントネーションのつかまえ方の参考とした。

（3）イントネーションとしてのつかまえ方を醐めつつ，いわゆる些通資料の録

　音テープ6巻について，聞き取りを行なって資料の分析を進め，具体例につ

　いて問題を考えた。具体例の分析に当たっては，一定の表記法に従って，資

　料台帳およびパンチカードに，イントネーションとしての記号づけを行なつ

　た。また，共通資料6巻以外にも、参考となると考えられた録音資料につい

　て聞き取りを随時行ない，全般的に，形式観・種類分けが適当であるかどう

　かについて反省検討を加えた。

（4）パンチカードの資料に，イントネーションとしてのコードづけを行ない，

　表現意図・感文との関係を考察・分析しつつ，内省法によって暗いながら，

　「文型」とインhネーションとの関係について考えた。そしてこの結果を，

　総合的：文型をまとめる際に，導入。参爾させた。

　2　イントネーションのつかまえ労

　2。1　イントネi・一シヨンを，どのように考えたか　　　イントネーションというこ
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とぽの使い方は，人によって一定していないのが現状である。“intonation”

は，外国の学老たちは「文全体の高低関係」という意味に用いているようであ

・り，強弱という要素である“e鵬pha＄1S”“pro撮ine且ce”または‘‘沁tensiもy”

と並べて使われている。

　わが国では，　「文音調」と訳されて使われたり（注1），強弱を含めた概念とし

て使っている人もある（2）。また，交金体の調子でなく，交末・句末・文頭など

一部分にみられる高低関係をさして，書う人もみられる。それぞれ，文末のイ

ントネーション，句末のイントネーション，文頭のイントネーションなどと呼

ばれているのがそれである（3）。

　文全体の高低関係とみるのは，いわば広義の使い方であり，部分的な高低関

係とみるのは，いわば狭義の使い方であるということができよう。

　われわれは，この狭義的な使い方に従った見方をとり，なお，文末・句末。

文頭の全部を「：文型」の仕事に取り入れるのではなく，文末のイントネーショ

ンだけに限定して仕事を進めた。

　句末や文頭のイントネーションも，イントネーション独自の問題としては，

興味ある問題ではあるが，いわゆる「文」の陳述の違いをあらわすと考えられ

る文末部分にあらわれるイントネーションは，句末や文頭に比べて，「文」に

対する重みがきわめて大きいと考えられる。そこで，さし当たっては，文末部

分だけに限って，みてゆきたいと思う。

　われわれは，「文末のイントネーション」，すなわち，「文」の終りに該当す

る「発詣段落」にみられる高低変化は，同一芳野形式のr文」がド発話」とし

てあらわれる際種々の高低変化の相対的対立としてあらわれ，意味の違いを

あらわすという働きをもっている一と考えることから出発した（4）。

　文末部分だけに限定したこと，他の音声的要素とのふり分けなどについては

以下，t順に説明する。

　なお，とくに断らない限り，東京方言音調による例についての立論である。

これは，共通語を研究対象とする立場にもとつくものである。

　注）（1）服部四郎「音声学」。　（2）たとえば，石黒魯平「音声学通論」。　（3）たとえば，国

　　立国語研究所報省8「談謡語の実態」や，川上藁「文頭のイソトネーシaソ」（「函
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　　語学」第25輯）など。、（4）ここで，　「文」　「発話」丁発話毅落」というのは，服部田

　　郎「呉下的喬語単位と抽象的誉語単位」（「コトバ」復1判第2巻の12号）による。

　2。2イントネーション研究の立場について　どころで，イントネーショγを研

究するということは，署語の研究の研究の中で，どういう立場に立つものであ

ろうか。

　服部四郎博士は，欝語研筆における三つの平均として，次の三つを区：鋼され

ている（1）。

　　1）発話〈utterance＞　　（環実的できごと）

　　9）文くsent・nce＞　（第1段陶抽象）

　　3）形式〈form＞　　　　　（第2段階の抽象）

　そして，「発話」においては，同一個人においてさえ無限の変種があるが，

それらを第1次的に抽象した「文」においては，伝承的に多少懸定した音調の

型及び強調の型を認める，音素・強め・馬素・高さアクセントなどを取り扱う

音韻論的分析は，第2次的に抽象された「形式」の平面に関するものである一

とされている。

　われわれも，基本的には，この立場に立って考察を進めようとするものであ

る。

　すなわち，「発話」を観察すると，確かに岡一個入においてさえ，無限に近

い変種があることがわかる。

　服部博士が「はっきりした，、あいまいな，早い，のろい，音調，悲しい，う

れしい，怒った，やさしい，大きな，低い声，または強くあるいは弱くささや

かれた発話」と指摘されるように，多くの発話がみられる。

　しかしながら，“怒った”声で需われた「ホソガ　アル」でも，“やさしい”

声で書われた「ホソガ　アル」でも，あるいはまた，　“悲しい”声と‘‘うれし

い” ｺとで零われた「ホソガ　アル」であっても，われわれはそれぞれの発話．

を，岡一の「文」と認めており，音調の面に限ってみても，そこに社会的習慣

的に固定したある種の型があると認めている。また，「本があるかどうか」を

根手にたずねようとして，いわゆるしり上がりの音調で需われた発語におい℃

もそれが，大きな声であろうと小さな声℃あろうと，または，早い口調であろ

江とのろい口調であろうと，音調としては，同じ型と認めている。
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　ここでは，緬人的な声の質・緩急・強弱（大きい小さい）・高低（声域の幅

またはその中における変動）などは，すべて捨象される。つまり，服部博士の

いわれる第1次の抽象を経て「文」が認識されるわけである。こみr文」に固

定していると考えられる社会的習慣的音調について，われわれは考察を進めよ

うというわけである。

　上述のごとき，声の諸要素が，われわれの感情・情緒と密接に結びついてい

ることは確かに間違いがないが，その結びつきは，いわば，本能的・超言語的

なものであって，言語研究の立場に立つものとしては，これらのものにこだわ

っている限りは，それこそ“無限の変種”の前に厩せざるを得ないであろう。

　現実に，「ア「ラ「イ「募一［刊［一」と，後に長く伸ばして上下する音

調があるとしても，後の「1」一しの部分は，ここで扱うイントネーションの

問題とはならない。この種のものが，社会的習慣的に固定した型とは考えられ

ないからである。

　ただし，「揚戸」という現実から，感情・情緒を捨象して，イントネーショ

ンを考えるといっても，後にふれるように，：文末部に閲投性毛助詞をふくむ形

式の「文」のイソトネーーショソについては，その終助詞自体の持つ機能とから

み合った立場での感情・情緒といった要素を導入して考えざるを得ない問題も

登場してくる。

　注）（1）「メンタジズムかメカニズムか？」（「雷語研究」第19・20号）。

　2・3イントネーションを，どのようにつかまえるか　それでは，文末部分にあ

らわれる高低七変化は，どのようにつかまえたらよいぞあろうか。

　われわれは，文末のイントネーションを，次の5種に画けて考えた。

　　平調　　　　　降雨

　　昇調1　’　　＠型類（特殊なものとして）

　　昇調2

　以下，これらについて説明する。

〔1〕　平調について

　「本がある」「机がある士という文が，発話としてあらわれる場合を考えて

みょう。話し手が，本なり机なりの存在を認めているという事実を，相手に知
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らせようとして，ふつうの態度で述べると，次のような高低関係をとるのが認

められる。

　　　　コ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　（1）　ホソガ　アル。　　　（2）　ツクエガ　アル。

（この場合，高低の段階は，アクセントに準じた高低二段観をとった。イント

ネーシgンとして，4段観を設定してつかまえる立場もあるが1），実際的には

4段観としての副詞は根当困難であり，かつ，後に述べるような昇調・降調と

いう考え方を導入した，相対的な2段観で，充分把握ができると考えられる。

そこで，高低2段観によって分析を進めた。ただし，～ガ　アルのところのい

わゆるポーズの有無については一定した関係は認められないが，ここでは一応

ポーズの有る場合を例として考えた。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　このα）・②の文の「文末」は，ともに「ある」であり，その高低形式は，〔ア

ル〕という膏調をとっている。この音調は，いわゆるアクセント形式に従った

形式である。ここに挙げた例ばかりでなく，発話を観察すると，終りがしり上

りの音調をとる以外のものは，ほとんどこのアクセント形式そのままを反映し

ている音調形式であると雷える。

　そして，ふつう上述のような判叙表現の場合の発話にあっては，文末に該当

する部分の墨銀形式は，東京アクセントの体系から考えて，次の三つしかない。

　　　　コ　　　　○○…○　　（頭高型）

　　　　　コ　　　　○○…○　　（中高型）

　　　　○○…0　　（平板型）

　そして，とくに最終音節窃体の音調を考えてみると，高く平らである音節。

低く平らである膏節の二つのうち，いずれかのものであり，どちらであるにせ

　　　　　　　　　ヘ　　へ
よ，音節それ自体は平らであるという特徴をもっている。この「平らである」

という終末音節の特徴は，後に述べる「昇調1および2」が上昇的傾向をもつ

音節であり，「降調」が下降的傾向をもつ音節であるのに紺歯するものである。

　そこで，①・（2）のごとぎ：文末音調をもつものを，イントネーションとしては

「平調」と名付ける。

　この場合，文末部に該蜜する部分（多くは「文節」または「連文節」と呼ば

れる言語形式である）の全体の音調形式が，頭高型をとるか中高型をとるか平
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板型をとるとかいうことは，そこに用いられた語（ないしは語連結）がどうい

うアクセントをもつ語であるかによって決まるだけのことで，どの型をとって

いようとも，いわゆる「交」の陳述には，なんら関与していない。すなわち

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　マ

　　　　～アル。　　　～シロイ。　　　～ハタラク。

　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　つ
などの場合を考えてみても，アル（頭高型）・シロイ（中高型）・ハタラク（平

板型）という型の違いはあっても，いずれも判叙表現を成立させているもので

あり，それは上述のごとく「平調」という特徴をもつものである。

　なお，この種の音調を「しり下がり音調」または「三三jと呼ぶ人もあるが，

確かに，陳述の喬い収め的気分の認められる場合など，そういう呼び方が当り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　へ
そうにも思うが霊獣翻分が平板型音調をとるとき，たとえば〔ボクハ　イク〕

といった発話にみられる文末音調は〔○○〕であって，これをしり：下がりとか

・仁尾とい？た呼び方をするのは適当でないと考えられるし，また，　「空調」の

名称は，「平調」　「昇調」と対立する溺の意味の術語として用いたから，ここ

では使わない。

　また，交がそこで完結するという雷い収め的気分の働くことによって，いわ

・ゆる「自然下降」が文末部分にあらわれることがあり，「平調」の認定を函難

にすることが多いが，、ζの場合には，後述する「昇謝「降調」との対立によっ

て，非昇調・非降調と認められれぽ，これを平調と認めるという態度をとった。

　なおまた，交誼部に長音を伴なった終助詞類をもつ形式のものや，長音を附

加した形式のもので，音調形式として注意すべきものがある。それは，次のよ

ヴな例である。

　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　～ハタラクネー。　　　～イクサー。
　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　へっ
　　　　～ハタラクナー。　　　～イクヨー。
　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　～ハタラクー一。　　　1　～イクー。

　これらのものは，文末全体の音調としては，いずれも中高型であり，「平調」

と，同じイジトネー営耳／ということになるが，終りの部分の音調上の特殊性

　コ（〔○○〕という形式であること）からは，これらの音調は「平調」とするより

、も，後に述べる［＠型類」に属するものと考えるべきである。

　跨だし，問じ形式のものでも，次のような音調の場合は，「平調」と考える。
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　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　～ハタラクネー。　　　　～カクヨー。

　　　～ハタラクー。　　　　　～イクー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ　これらの音調形式は，それぞれ，「ハタラクネ」「カクヨ」　「ハタラク」　「イ

ク」（いずれも「平調」）とは劉語である形式が，平調としてあらわれているに過

　　　　　　　　　　　　つぎず，問題の都分の形式が〔○○〕という音調形式をとっていないからである。

　㊧　　1）　K．L．　Pike“English　Intonation”　（1949奪三），　または国立国語研究所報告8

　　r談話語の実態」　（1953年）のイントネーションの項。　2）これら，平調・昇調

　　1，2・降調のイントネーションは，文末部の「発議段落」の最終音節の梱ttつか

　　まえるだけで，互いの区別が可能である。そういう意味では，最終音簾を「アクセ

　　ソト素」（金国一春彦1「礒本語アクセント卑見」（「国議研究」第7号））になぞらえ

　　て，　「イソトネーシ：ン素」　（または，イソトネーム）と呼ぶこともできよう。こ

　　の点でも，後述する「＠型込」は例外で特殊なものであるσ

〔1〕　土物1について

　次に，同じく「本がある」「机がある」という文を，請し手が、相手が本な

り机なりの存在を認めているかどうかをたずねようとして発するときセこは，次

のような音調形式をとるのがふつうである。

　　　　　コ　　　　　コノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ
　　（3）　ホソガ　アル　　　　（4）　ツクエガ　アル

　　ノ　（○という「／」印は，その音節が上昇的音調をとることを承す。）

　　　　　　　　　　　　　　　　コノ
　この発話の文士部の音調形式｛○○〕について考えてみると，アからルへい

ったん下がり，そこからまた上昇している音調で，ふつうにいわれるしり上が

りの音調である。この場合，アからルへの下降は，そのまま保存されている。

この点について，他のアクセント形式の語が交末部にきた場合を考えてみよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿／　　　　　コ　　ノ　　　　　　　　　　　　　しノ
　　（5）　カラス　　　　（6）　ココロ　　　　（7）　イワシ

　㈲，（6），（7）いずれの場舎においても．アクセントとしての弁別的特撰は保存

されており，共通した特徴は最終分節の上昇的傾向である。

　そこで，このようなものを「昇調1」のイントネーションと呼ぶ。

　ところで、t「昇調1」のイゾトネーショソは1上に例示したような，いわゆ

る質問の場合だけかζは限らない。たとえば．次のような例がみられる。

　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ノ

　　　　ワタシ　ヤルワ不。．
　　　　へ　　　　　コ　　ノ
　　　　コレラ　クダサイナ。
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　　　　コ　　　　　　コ　　ノ
　　　　ハヤク　コイヨ

　このような場合の上昇的傾向は，質問の場合に比べると，どちらかといえば

そう際立っておらず，ゆるやかな上昇であることがあるが，・両者の区別はむず

かしく，一括して上昇的野殉としてつかまえ，　「昇調1」としたQ

（いわゆる「反問」の表現の場合は，細かに観察すると，最終音節の上昇の幅

がふつうの質問に比べて大きいことが多いとか，上昇がふつうの質問に比べて

やや遅くはじまる（これは，相手の発話にあらわれた語形式を一度全面的に再

現した後に，質問をあらわす上昇調を付け加えることによって“反問”が成立

するという条件のためと考えられる）ことが多いとか，違いが認められないこ

ともないが，音調形式としては「昇調1」と同じ種類のものと考える。）

　なお，上記（3）～（7）の例でみたように，昇調1のイントネーションをとること

によって，文末形式のアクセントの核が消失することは一般にはないが，ある

特定の語形式が：文末に位置している場合には，例外的に下り核が消失すること

がある。　（これについては，すでに川上藁「アクセントとイントネーションの

交渉」　（国語学第18輯）がある）

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノノ　　　　
　たとえば，〔イクデショウ，クダサイ，イラヅシャイ〕などがその例で，語

としては，この他，　「オッシャイ。ナサイ・クダサイ・チョウダイ・マス・マ

セソ・マショウ・ダロウ。ウ・・ヨウ・タイ・マイ」である。しかし，これら

の語形式は，「反問」の場合セこは，下り核が消失せず，「質問」の場合と同じく

その核は保存されることは注意されてよい。

〔瑚　昇調2について

　次に，話し手が自分の述べようとするところを強調して，文末部をとくに卓

立させることがある。

　　　　　一　　　　　「　　〈
　　　　コレハ　シャシソキ。
　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　｛「　　〈
　　　　アナタハホソトニ　シリマセソネ。

　　ム　　（○の「〈」印は，その音節全体が強く，高められていることを示す。）

　この音調形式は，文末離をみるとき，昇調としてつかまえられるけれども，

上に述べた「昇調1」とは異質の昇調である。昇調1は，終りの音節が上昇の

姿勢のまま，プツンと切られている感じであるに対して，この一調2は，終り
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の音節全体が強勢に発音され，全体として高まっている。

　すなわちゲここで乱調2とする音調形式は，いわゆるプロミネンスが文末部

の最終音節だけに加えられた発話の音調をさすものである。ふつう，プロミネ

ンスは，文全体，または文の一部分に加えられる強勢の要素と考えられるが，

この昇調2は，文末の最終音節に加えられたプロミネンスであるがために，文

末のイントネーションとしての意味を持ってくるものであるQ注）

　注）大石初太郎　プロミネンスについて（圏立国語研究所論集1「ことばの研究」）。

〔W〕　降調について

　次に，降調と呼ぶ膏調形式について説明する。

　たとえぽ，

　　　　　　　　　　へ　つ　　　
　　　ソソナコト　アリマセソヨ（終りが急激に下降しているもの）

のように，終りが単なる雷い収めの調子（自然下降）よりも一丁際立って下降

している文末音調が認められる。これを「降調」と呼ぶことにする。

　山気は，聞き手に対して不満の態度・感情を表わすときや，軽蔑の気持を表

わすときに，用いられるようである。

　この降調は，文末部に「ヨ・カ」など，終助詞を含む形式のばあいに用いら

れることが多く，たとえば体言で終っている形式などのものは，降調をとりに

くいようである。

　　　　　　　　へ　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　コ
　すなわち，　〔コレガ　イワシ〕は出現しにくいので，　〔コレガ　イワシー〕

のように附加的長音をとった形式で代用さぜる傾向がある。

〔V〕　「＠型類」について

　次に，　「＠型」と仮に名付けた音調形式について説明しよう。

　（イ）この音調は，文末部が「ナ・ネ・ヨ・サ」など主として聞投性終助詞を

もつ語句形式である場合にあらわれるもので，たとえば，次のような例である。

　　　　　　　コ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コ　　コ

　　　　オド潔イタナー。　　　ヒドイナー。
　　（A）一　　「　　　　　　　「　「
　　　　ソウダヨー。　　　　　クルサー。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　すなわち，終りの助詞が，附加的長音を伴なって〔○○〕という音調として

あらわれ，前要素のアクセント形式としての高い山の部分のほかに，もう一つ

の高い山の形を示している音調形式であり，いままで述べてきた平調・昇調。
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三四といった文末音調とはやや異質のものであるe

　また，上の㈲の例は，前要素が頭高型または中高型のアクセント形式である

語に終助詞が接続している例であるが，次の例は，前要素が平板型のアクセン

ト形式である語に終助詞が接続した例である。

　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ

⑧
｛

　　　　ハタラクナー。　　　イクネー。
　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　ハタラクヨー。　　　イクサ㌔

・以上のうち，㈹の例は，文末全体の音調としては：高い山の部分が二か所にあ

り，⑧の例は一・か所しかない，という違いはあるが，終助詞が附加的長音とと

　　　コもに〔○○〕という音調形式をとっているという共通点がみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　すなわち，（飢語いずれの場合にも，　〔○○〕という音調形式で独立して用い

られることのある「ナー・ネー・ヨー・サー」が，ポーズをとって独立するこ

となく，密接に前部要素の形式に結びついてでき上った音調形式であると考え

られるものである。

　（ロ）この㈲の例（高い山の部分が二か所にあるもの）のごときものを「＠型」

のA類とし，（B）の例（高い山が一か駈のもの）のごときものを「＠型」のB類

として，もう少し観察してみるといろいろなことがわかる。

　（i）　A・B類ともに，さらに昇調1をとることがある。
　　　　一　「　　　　一‡　／
　　A．オドPイタナーーア
　　　　　　　「　　／
　　B，ハタラクナーア

　これらは，　「＠型」の話調1とでもいうべき音調といえよう。また，終りの

音節が昇調2の形式をとることもできるわけである。この音調形式をとること

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨができるものは，「ナー・ネー」に限られ，「ヨー・サー」はまずない。　「ナ
　ノ　　コ　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ノ　　　コ　　ノ

ーア・ネーエ」がありえても，律一掴・サーア」がないこと，これはすなわ

ち、同じ終助詞でも「ナ・ネ」「ヨ・サ」の間に意味的な機能の対立があるこ

とと献を一にしていよう。

　（ii）　A類はまた，次のような音調形式をとることがある。
　　　　一一一「　　　ノ　
　　　　オドロイタナー。

　　　　　つ　　　　ヘ
　　　　オドロイタナー。

　　　　　　　　　ノ　　ノ　　　　へ　　へ　これらの形式は，「ナア・ネエ」「ナー。ネー」など，．間投詞としての音調
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形式が附加されているとみることもでき「る。
　　　ノ　　　　　　　　　

　（「ナナ」　「ナー」などが，B類についた場合を考えてみると，

　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　割目ラクナア。　　　一口ラクネエ。

　　　ハタラクナー。　　　ハタラクネー。

のようになるが，音調形式としては，無調1または平調に吸収されてしまうこ

とになる。）

　の　以上観察したように，「＠型類」はいろいろなヴァリエーションをもつ。

　これをまとめると次のようである。

〔＠

　　　　　B’類　㊧＝窃◎　　○＝肩◎6
　　　　　　　　　　（㊧は終助詞、◎は附加的長音であることを示す。）

　⇔　「＠型」の音調形式をとりうる終助詞は，上記の「ナ・ネ・ヨ・サ」の

ほかにも，次のようなものが考えら回る。

　　　　　　　　　す　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　～ホソトカー。　　　　～ヤルゼー。

　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　へ
　　　～ヤルゾー。　　　　～イヤダワF一。

　これらのものは，＠型の音調形式を講成することがあるといっても，「ナ・

ネjなどに比べれば，そう活発ではない。これはそれぞれの終助詞の意味的機

能の違いに応じているようである。

　㈲　平板型のアクゼソト形式の語が，交末にあらわれる場合，末尾を長音化

することによって，次のような音調をとることがある。
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　～イクー・一。　　　　～ハslt　．・ラクー6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　文末金事としてみれば「平調」ではあるが，これも〔○◎〕という音調形式

をとっていることによって，ある特種：な感情を示している。つまり，〔イクー一

　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
という平調と対立した音調こイクー〕と考え，かつは，　〔○◎〕という特徴と

にらみ合わせて，この種のものも，＠型に準じて考えられるので，との種のも

のを，＠型のC類と呼ぶ。
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　なお，いわゆる感動詞や応答詞の類については，アクセント形式に，従った

「平調」といっても，その形式についてはどれを「平調」と決めることもむず

かしいという事情があるから，音調そのままの形式をつかもえることとし，型

の分類はあえて行わないで考察を進める方針をとった。つまり，

　　　　ノ　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　

　　　　ネ　　アー　　ヘエ　　ヘエエ　　ハイ　　ハイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノなどのように，他に準じて表記する：方針をとった。（〔ネ」の類は，一応昇調1

と同じ音調形式とみることができるQ）

　2・4　イントネーション5種のまとめ

　以上述べた文末のイントネーションの各種の形式をまとめてみると，次のよ

うになる。

〈名　称＞

1．　平　調
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
◎
　
　
　
／
◎

　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　

称
平
　
顯
　
欄
　
降

（

　
　
　
　
モ

顛
　
　
類
　
　
　
類
　
類

鍵
　
A
　
　
B
　
C

〈具体例〉

ffク

ィヲ

彩
イ多

ffク余

ffクヨ

ハタラク

”　　／

カクネ

‘ハタラク

ガク＃

ヒFイ

　．／
ヒドイ

シ。i’。全

　
ハ

　
ハ

＼
刀弼

ア
＼
ノク

購
　
ハ稀イ

デゥ果一

Y”ウ蒙＿三

ゾゥρ
「　　ノ
ソウネー

イ探一
イ刀＿E

イグー

幽間βオ

／
ア

　
一

仔πオ

f
ト

タ
　
タ

イ
　
イ

π
田

オ
　
オ

／
岬

ハ

｝砺ハ

（注）㊧は終助詞，◎は附加的長音であることを示す。

26e



　〔付記〕　（1）感動詞。応答詞の音調については，別に音調そのままをつかまえることと

　　し，上記の種類別には入れない。　②上記イントネーションの5種は，文末以外の

　　「発話段落」にも適嗣されるものである。

　2・5イントネh…ションについての実験的調査　イントネーションについての形

式観や種類分けを進める過程において，参考資料を得るために，2回にわたっ

て次のような実験的調査を行った。

　　A）用意した実験テキストを俳優に実演してもらい，たれを録音したり，

　　　音声分析機による機械的分析を行なう。　（32年3月）

　　B）演劇の脚：本を俳優に実演してもらい，これを録音したり，同じく機械

　　　的分析を行なう。　（33年11月）

　なお，2画とも，テキストや脚本による以外に，俳優同志の会諸を録音させ

てもらい，参考資料としたが，そのうちのテープ1巻（30分）は，われ：われの

共通資料（No．　22‘‘葦”雑談）となった。

　“実験”を行なった理由は，音声潮解を受けている俳優に実演してもらうこ

とによって，“演じられた”資料，すなわち，よりはつぎりしたイントネーシ

ョン資料を得るためであるとともに，周鑑の雑音にさまたげられない防音室で

収録するとによって，聴取能率のよい資料を得るばかりでなく，音声分析機一

一ピヅチレコーダーによって分析が可能であるような良好な録音状態のテープ

資料を得るためである。

　以下，実験：方法・結果などについて，概略を述べる。

　こA〕　1圖温の実験的調査

　実演）劇団f葦」に依頼して，東京生まれ，東京育ちという条件で次の男女

条3名計6氏を選んでもらった。

　　　小池明義　　千葉順二　　桶口　功　　杉田郁子　　翠　潤子

　　　水原佳代子　（年齢30歳前後で，劇団の幹部級の方）

　この6氏に，願次，用意した「実験テキスト」を実演してもらい，録音した

いま，テキストの一部を示せば次のようである。

　こi〕　「イワシ（鰯）」というコトパを，次に書いたような気持で，それぞれ言ってみ

　　　てください。

　　　a）コレガ　イワシダ。
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　　b）イイカ，コセガ　イワシダゾ。

　　C）コレハ　イワシガd

　　d）ナニナニ　コレガ　イワシダッチ（バカナ　ヤツダ）

　　e）エ，ナaナニ「イワシ」ッテイッタカ。　（以下略す）

［Y〕次の：文は，そのときのそれぞれのttk持や場含によって，調干がいろいに違いま．

　　す。どんな調子があるでしょうカ㍉ひとつひとつについ鴫できる潜け多くの調

　　子で需ってください。

　　1）書イテノ、　イケマセソ

　　2）崩ユ　チガイアリマセソ

　　3）書イタラ　ミセテ

　　4）聞イタノニ　チットモ教エナイヨ

　　5）見セレパ　スグ　アゲヨウ

　　6）食べナガラ　書クナヨ

　　7）ソソナコト　デキルモノデスカ

　　8）売ッタリカッタリシチャ，イケナイソダゾ

　　9）水が無カッタラ，ドソナニ困ルデショウ　　（以下略す）

〔顎〕　「こっちへ　いらっしゃい」

　　上の文を，次に書いたような条件で言ってみてください。

　③子供が通りで遊んでいます。自動車が通るんで危なくて見ていられません。

　　で，母（父）親は心配のあまり，思わず……

　②その子供が，こんどは自分の子供でない場合……

〔顎〕次の文を，④ムッとした調子，②やわらかい調子の順で，言ってみてください

そりゃ

　t／

　it

　tt

　lt

　tt

　tt

　lt

濁る。

困るな（困るわ）。

黙るね（困るわね）。

返るよ（嗣るわよ）。

濁るぞ。

園るさ。

困るとも。

困るともさ。

　分析）このテキストの実演を一週間にわたって，国語研究所の録音室で行な

った。収録テープは，何回か聴取して検討を加えた後，発言の間隔をつめる，

余計な発需澗所を除く等の編集を行なって，機械的分析に際して能率向上を計

った。

　機械的分析は，東北大学工学部電気通儒研究所永井研究室に轡張L，岡室の
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「ピッチレコーダー」によって行なった。この分析を行なうにあたっては，同

教室の佐藤利男氏の指滋協力によるところが大きかった。’

　この分析の記録は，電磁オシログラフによってオシログラフ・ペーパーに撮

影された。その現像はオシログラフ・ペーパーを持ち帰って，国語研究所の暗

室で行なった。

　（分析の記録図は，方法は違うけれども，結果的には，2回目の実験に用い

られた，ペソがきオシロコーダーの記録と同じなので，雀略する。）

　〔B〕　2圓目の実験的調査

　実演）俳優座養成所の生徒（最下学年）男女各2名計4氏によって行なった。

　　　小笠原智章　　前田　亨　　中川一二望　　奥出和子

　実演材料は，次の二つの脚本によった。

　　（イ）華々しき一族　　森本　薫作（新潮文庫「現代戯翻集N」による）

　　（ロ）みごとな女　　森本薫作（栄来劇場No．34未来社版による）

　（イ）⑭ともに，養成所において練習舞台または実験小公演用に手がけたぽかり

のものであり，とくに④からは，男性岡志の会話，（ロ）からは女性岡谷の会話の

部分を抽出してもらった。

　（イ）⑭について一部分を示せば，次のようである。

　④　須貝（前田）さあ，なんです。

　　　昌允（小笠原）どうぞ……あなたから……。

　　　須　そうですが。つまり，ぼくはこういうことを考えてるんだが……エエッと…

　　　　…ぼくはなんの話をしょうとしてたのかな。

　　　昌　忘れたんですか？　そういうことはありますね。　妙な話ですがあなたは
　　　　み　の　　　み　よ
　　　　美納と三二と，どっちがいいと思います。

　　　須　いいっていうのは，どういうことです。

　　　昌　さあ，そう念を押されても困るんだが……まあ，きれいでもいいですよ。ど

　　　　つちがきれいだと思います。

　　　須　こりや，むずかしい話だな一。

　　　昌　そんなことはありまぜんよ。

　　　須　どちらも，同じくらいきれい，じゃ　いけませんか？

　　　昌　いけませんよ。それじゃ，返答にならない。

　　　須待ってください。　（考える）どうも……

　　　昌　答えてください。あなたが貰うんだから，どちらを取ります。
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　　須　お菓子だな，まるで。

（ロ）あき子（奥出）どうしたのかしら……。あ，そうか。　（ひとりで探し物をしてい

　　　る）

　　真紀（申川）おや，あき子，あなた何時帰ったの？

　　あ　たった今よ。薬局ん中でみてたじゃないの。

　　真　いいえ，ちっとも知らなかった，母さん。

　　あ　そう。みてるんだと思ってた。ごめんなさいね。

　　真　それはいいけれど。また行かなかったのね。　（にやりとする）

　　あ　あら母さん，行ったわよ。

　　真お弁当を届けさせたら，おいでになりませんって，変な顔して帰ってきたよ。

　　　ほんとは何処かで遊んでたんだろう。

　　あ　ひどいわ。そうじやないのよ。ほんとに行ったことは行ったのよ。そしたら

　　　　　　　　　　　　　　せん　　　ね，よし：子さんが，帯留ね，先からいってたでしょう，あれを買いに行くから

　　　付き合って呉れっていうの。

　　真　お裁縫は厭だし，丁度幸いというところね。

　　あ　でもお友達がそういうもの仕方がないわ。おつきあいよ。

　分析）これらの脚本を，国語三三所の録音室でおのおの2～3園ずつ実演し

てもらって収録した。中で演者が録音を自身で聞いて‘‘一番うまくできた”と

判定した録音テープの材料を国語研究所の「ピッチレコーダー」にかけて分析

を進めた。この分については，脚本をカナモジ化した台帳を作りり聞き取りを

くり返して，イントネーションとしての記号付けを行ない，ピッチレコーダー

による分析記録と比較することによって，“聞き取り”　（聴覚）と“機械的分

析”　（物理的分析結果）との対応関係を検討・反省することに努めた。

　分析結果の一例を，次頁以下に示す。

　結果についての検討）

　（イ）聴覚と物理的分析の結果とは，だいたい一致するところが多く，機械に

　　よる分析も，有力な参考資料とすることができる。

　（U）両者の一一致しない部分も間々みられるが，これは，分析機械の分析能力

　　と関係するもので，被験者の音質によって種々分析上の微妙な調整を必要

　　とし，分析方法に対する熟練が必要である。

　⑭　聴覚上で，昇平1か昇調2かについて迷うものについては，機械によっ

　　ても，はっきりした違いはみられず，なお，問題を残す。
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〔ピ・チ・・一ダー垂・よる識囲（駅綱、）

　サイクル①オ平

　9　1器
　　　1器
　　　　さ　
さ　　2eo

’㌔廟＿げ

　　　160

　　　db
gi≡1

　　認
さ　＝i葦
ロ　　　　ま　

　　＝器

②タ、ソタ／Ji”マ6

ヲサ・　　ア勘7蜴・。タ5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囁冒

　　　ヤ薪カデ尺テタ．ジャ／ヂィノ

　　　　①イィエ チ口上／シヲア加タ／万アサン ②ヲゥ
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奪テルンダ｝／オぞッ　テタ ゴ研孫

Φツπ7㍉イケド マ　／イ万アカッタノネE

ノ

②ヲ1ラ／ffアサン イ：7アワ5

森本薫作

　「見事な女」による。

①真紀職親）

　〈奥出和子〉

②あさ子（娘）

　〈中増一二三〉
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　　巽験についての反省）

④　ある形式の文を与えて，実演してもらうといっても，ふつうの調子（平

　叙）と，絹手に質閲する調子といった条件ならば，問題はないが，ただ漠

　然といろいろの調子，むっとした調子，などという条件をつけても，実演

　看としては，やりにくいものである◎これは，前にふれたように，“発話”

　　　　　　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　　ヘ　　へ

　　としては，無限に近い種々のものがありうるのに対して，「むっとした調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　子」といった，簡単な条件を与えられても，どれを表現すべぎか，なお迷

　わざるを得ないというのが実状である。とくに，こちらの意図している，

　　「イントネーション」というよりも，他の音声的要素によらて表現する場

　　合の方が，よりたくさんありうるわけで，この辺に，イントネーション実

　演の限界があると考えられる。それでは，条件をより継かく規定すれば，

　　やりやすいかと言え．ばしょせんそれにも限界があって，感情・情緒の分類

　　がむずかしい問題であるのと同断である。

（の　そういう意味では，個々の形式をバラバラに実演してもらうよりも，実

　験Bのごとく，シナリオという形式による方が，“演ぜられた”会話とし

　　ての限界はあるにしても，イントネーションの基礎的問題を考えるための

　　資料としては，よりよい資料が得られる。

の　イントネーションの実験としては，上記A・Bの，演ずる形式の実験の

　　他に，聞く側の立場からの実験も考えられてよいであろう。

　　すなわち，あらかじめ用意され，機械的分析によって整理された材料各

　　種を，聞き手に与え，平調と聞きとった例，単調と聞きとった例というふ

　　うにチェックさぜて，問題をさぐるという実験である。

　3　資料の分析。処理

　3・1分析の手続きと表記法について　　　共通資料の分析に当たっては，次の

ような手続きおよび表記法によった。

①カナ文字化した資料台帳を見ながら，録音の再生を繰り返して行ない，

　　文内部をポーズおよび高低関係によって，「発話段落」に分割する。そし

　　て，交来に該当する「発話段落」の音調を，文末のイントネーションとし

　　てっかまえた0
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　　　　つ　　　　　　コ　　　　　　　　　ヘコ　　ノ
　　　○「モウ、［ウグイスガ．iナイテマスネ。j

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　「アー1ソデスカ。1ワタクシ．1’コトシマダ｝イチドモ1キカナイデス。」（3｛2）

　　　一2－5）

　　　注）llがr発話段落」を示す区切り。

　　　　文末以外の「発話段落」についても，参考のために音調を表記した。

②文末部の音調の表記法は次のような方法によった。

　④　全体の音調をアクセントに準じた高低2段観で示し，高い部分に一

　　を附し，下がり欝のところは一をもって添す。

　（ロ）イントネーションとしての記号は，次のような方法によった。

平　調

昇調1

昇調2

降口

＠型類

　
　
　
　
　
／
◎

9
。
〈
。
＼
。
鶴
碗
碗

8
　
　
皿
　
　
一
　
　
一
　
　
…
　
　
㎜
　
　
…
　
　
p

　
　
　
コ
　
　
に
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
リ

◎
「
○
「
○
◎
◎
σ
σ
◎

　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
籍

縮
／
八
＼
輪

　
　
　
　
　
　
「

ヨクヨ

労ク系

　　ム労クネ

矛殆
労ク一一

　　　　ノ万ク；碧一工

万ク若
　　ノ万クネー

　　　ちなみに，この表記法は，：文末以外の「発話段落」にも適用した。

⑧ポーズおよび高低関係によって「発話段落」に区切るということは，現

　勢こはいろいろ問題があるが，一応次のような原則によった。

　（イ）前後にはっきりポーズの認められるものはそれぞれ一つの発話段落と

　　したG

　　　　コ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　ノ

　　OPtソジェウ1ヨソ…！カナ？i（12一　19－9）

　　　くこの交は，発話段落としては三つに分れているが，この文の文末の

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　イントネーションとしては「カナ」によって，昇調1とする〉

（ロ）高低関係から考えて，区切った方が適当と考えられるものは，ポーズが

　　はっきりとは認められなくとも，それぞれ区切った。たとえば，次の例
　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　コ　　　　ノ

　　○ホネダカiドウダカiシラナイワヨQでは，iの個所にポーズがある

　　かないかの区：溺はむずかしいほど，ずらずら一続きに言われている感じ

　　であるが，構文上の単位からみても区切った方が適当と思われるので，
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　　　区切って二つの発話段落とした。

　　㊨構文上の単位からは区切られるものであっても，ポーズがなく高低関

　　　係からは一まとまりと考えられるものは，一つの発話段落とした。

　　　　　　　コ　　　○ヤリタクナッチャウ。

　　　　へ　　ま
　　　・ダイブアル。

　④あぎらかにアクセントの欝い誤まりと考えられる例，方言アクセントに

　　よる例なども一応その具現している音調のままに表記し，カードにその旨

　　注記した。これらの類も，イントネーシ・ソとしての考察上にはさしつか

　　えがないと考え．られる。

　⑤　いわゆる，　r模写！「象徴」「節奏」の類（金田一春彦「コトパの施律」

　　（「国語学」第5輯：））の音調についても，具現されている音調のままに表記

　　し，その旨注記した。

　3・2資料の処理　　’上述のような手続ぎと表記法によって資料台帳の上で

の分析を何團か繰り返した後脚に用意された文ごとのパンチカードに，音調

およびイントネーションとしてのマーク付けを転記し，これにイントネーショ

ンとしてのパンチ・コードを行なった。しかる後，「意図表現」　「欝文」との

からみ合いについて，考察を進めた。

　4　結果の概要

　共通資料全6巻の資料について，インきネーションの種類別集計をみると，

次のようである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左表にみる通り，文末のイントネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーショソとしては，平調および昇調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1が他に比べて断然多く出現してい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。昇調2・降調・＠型類はごくわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずかしか現われていない。感動詞応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　答詞類はやや多くみられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もちろん，この調査は，実態調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の巨的によって行なわれたものでは
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心綱シ瞬（構講に）
平調　　　　　　　　　　i　　　L65皇　　（46・496）

昇調1　｛U58（・・6〃）

昇調・　1・2（・3の

降調　｝　・（剛
＠型類　173（・1〃）

藤津類　i622（1・4〃）



ないから，単に数字の上から問題を論ずることは許されないが，平調と昇調1

とが，イソトーショソとして主流をなしているということについては，内省的

にも首肯されるであろう。

　以下，参考のために各種のイントネーシ・ソの実例を摘記する。この際表

記法は今まで述べてきた通りであるが，「発話段落」を翠す口線は，分かち

書きによって代用することとする。

　〔平調〕

　　　ヨ
　○ウマイ！（5－15－12）

　　　　　　　　　　　　ヨ
　○センタクニ　カソケイアリ〈洗濯に　関係あり〉（5－10（5）

　　　　　ユ　　　　　　　コ　　　　　　　　コ

　○カミデハ　チョット　マズイ〈紙では　ちょっと　まずい〉（5－2－14）

　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　し

　○クモノ　ナマエデス　キワメテ　カソタソナ〈雲の　名前です　きわめて簡単な〉

　　（5－1－21）

　　　　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ

　○シロウマノトキダッテ　アナタ　イヅカゲツグライ　アタマ　ヘソダッタワヨ〈白

　　馬（出岳名）の蒔だってあなた一か月ぐらい頭変だったわよ〉（3【3｝一12－2）
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま
　○～アノー　シロバターネ　アレヲネ　ツカウノ〈～あの一　白バターね　あれをね

　　使うの〉（3Ci｝一8－9）

　　コ　　　　　　コ　　　ノ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　へっ　　　　　へ
　○ヤハリ　ドウデス　ジュウガツ　サンジュウ　イチニチト　スルト　ジェウゴニチ
　　　コ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　つ

　　ゴロニ　ウカガッタラ　イイデショウカくやほり　どうです？　10月31日とすると

　　15日ごろに　伺がったらいいでしkうか〉（27－4－10）

　　　　コ　　　　　　　　　　　コ
　○ワカッテモ　ダイジョウブデス　（27－1－8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　コ
　○～ソレハ　オカソガ＝＝・＝　ナラナクテ　ヨロシイデショウ　（5－12－16）

　　　へ　　つ　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ

　○コリャ　マア　フルイ　シソブソデハ　ナイト　ユウコトニ　シテオキマショウ

　　くこりゃ（これは）　まあ　古い　新聞では　ないと　いうことに　しておきましょ

　　う〉　（5－5－22）

　〔昇調1〕「

　　一　　　　一「　　　　　　　　 ／　　　　　　　「　　　　一／　「　　　　　　一
　〇デモ　タベタイホウダイヅテモネニ　アアイウきコヘ　イクトネ　セイゼイ　フタ

　　　　コ　　　ノ
　　ツグライネ　〈でも，食べたい放題っていってもねえ　ああいうとこへ　行くとね

　　せいぜい　 2つぐらいね〉（3｛2｝一13－6）

　　　　　　　　　　コ　　　　　ヘロコ　　　ノ
　○ミカソガリヅテイウノ　オモシ㍑イワネ　〈ミカン狩りっていうの　布もしろいわ

　　ね〉　　（3｛2⊃一一13－2）
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　　一　　　騨一一一一一一　　　　　　　　　　　／　　　一
〇アレ　セイヨウイチジクナソデスヨネ　ウチノハ（3c2L9一一1）

　　　　　コ　　　　　　　　　　つ　　　 ノ
○シソブソハイタツノ　ヒトデスネ（5一・1一・15）

　　　　　　　コ　　　　コ　　　　　ノ
○ワリアイ　タカイ　ホウデスネ〈割合　高い　方ですね〉（5－2－3）．

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一「　　　／
○ドッチデスカト　キカレルト　コマリマスガネ〈どっちですかと　聞かれると　困

　りますがね〉（3－12－24）

　　　　　　　　　　　　　　　一「　　　　　　／
○アノ　シソブソノニ＝一スデスヵ（5－7－17）

　　｝「　　　　　　　　一「　　　㎜「　　　　／
○ダイドコロデ　ミラレル　モソデスカ〈台所で　見られるもんですか？〉（5－9－20）

　　　　　　一「　　　　　　　　「　　「　　　一　　　　　　　　　　　一一「　　／
○シソブソ　ソレジタイト　シテハネー　メイワクナ　ジョウタイデスカ〈新聞　そ

　れ自体と　してはね一　迷惑な　状態ですか？〉（5－6－19）

　ツ　　　　　　　　　　　へっ　　ノ
○キジャナクテ　タケデスカ＜木じゃなくて，竹ですか？）（5－io－1＞

　　　コ　　　 ノ
○ケソゾウブツ〈建造物？〉（5－13－22）

　　　　　ノ
○ヒモジョゥ〈紐状？〉（5－3－15）

　　　ノ
○コタイ〈固体？〉（5－1－5）

　　　ノ
○オトコ〈男？〉（5－4－6）

〔昇調2〕

　　　　コ　　　　　　　　コ　　ム
○ソソナコト　イイマスネくそんなこと　欝いますね〉（3｛2｝一8－6）

　　　　　　コ　　　ム
○ウラヤマシイワネ（313し6－6）

　　コ　　　　　ム
○ソウデスネ（5－16－6）

　コ　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　　　ム

○マー　ボツニ　ナッテソデスネくまあ，没になってんですね〉（5－11－10）

　　　一「　　　　　一「　　　　　　　　　　　　　　　　　 一’ @〈○～イッセソナナヒャクロクジュウイチョコタ〈（住所は）一一1，　761（番地），横

　田〉　（27－7－14）

〔降調〕

　　　　　　 へ　　　　　　　　
○ソリャ　ウイテルソデスu一〈そりゃ（ソvハ）浮いてるんですよ一〉（4－2－1）

　　ヘ　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　
○ソソナ　ゼイタクナモソ　ツカイマセソ薫〈そんな　贅沢なもん　使いませんよ〉

　（5一・10－1）

　　一…　　　　＼　　　一「　　　　　　 「　　　　　／
○タカイデスヨ　ゴヒャクエソト　ナルFネー〈高いですよ。　50e・円となるとね一〉

　（16－6－18）

　　　　き　　　　　　モ　　　　　　　コ　　　　　
○サソゼソ　ナナヒャク　イクツカ〈3千　7首　幾つか〉（16－1－6）

　　　　　　　　　　コ　　　　
○ペソガルノ　ソウキヘイカぐベンガルの　双旗兵」（映画の題名）か〉（．167575）

　　　　　　　　　　　　　　　　　271



〔＠型類〕

　（1）σ…一階◎のもの　　　　　　　“

　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　れコ
○ダソダソ　ハナガ　スクナクナリマスネエ〈段々，花が　少なくなりますねえ〉

　（3‘2，一4記1）

　コ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　コ　　　コ

○ナソカ　チョイ　チョイット　ツッツイテ　マスネエ〈なんか　チョイ　チョイっ

　と　突っついて　ますねえ〉（3‘2LIO）

　　コ　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　コ
○ドウユウ　イミナンデスカネー〈どういう　意味なんですかね一〉（5－10－i1）

　　　　コ　　　　　　ユ

○オドロイタネー〈驚いたね一〉（22－11－7）

　　ヘ　　コ　　　　コ○タイヘソダロウナー　オクサソ〈大変だろうな一　奥さん〉（16－15－22）

　　コ　　　　コ　　　　　　　　コ　　　　　　　コ
○シカシ　サソバイ　タベタカラナー〈しかし，三杯食べたからな一〉（16－18－9）

　　　へっ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　コ

○～ウスイカラ　ノミイイト　オモウナー〈薄いから，飲みいいと思うな一〉（16－12

　－6）

　コ　　　　　　　　　　　　　　　　つ

○ナニ　シャベPtウカナー（22－1－11）

　　コ　　　コ
○スゲーナー（16－2－9）

　　コ　　　コ
○イヤダヨー一（16－22－18）

　　　　　　　コ　　　　　　　コ
○コソクリデデキテソダヨー（22－10－15）

　コ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　つ
○デモ　サソイソニソググライ　ナゲテ　イッテソモ　イレナヵッタケドサー（16－7

　一一5）

②び一㊧◎のもの

　　　　　　　マ　　へ○～カソケイ　アリマスネー〈～関係　ありますね一〉（5－9－9）

　コ　　　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　　　
○ヨルハ　チョヅト　ムリデスヨー〈夜は　ち禽つと　無理ですよ一〉（5－1－2）

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　 　

○コレハ　コノ　ホソナガイ　モソダヨネー　タショウくこれは，コノ，細長いもん

　だよね一。多少〉（5－10－9）

　　コ　　　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　　　　　　
○コソドハ　チョット　ムズカシイデスカネー〈今度は　ちょっと　むずかしいです

　カ、ね一〉　（5－11－i6）

　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　コ　　　　　　○ダケド　シャシソッテ　ムズカシイソダネー〈だけど　写真って　むずかしいんだ

　ね一〉（16－9－8）

　囲　＠型類のうち，以上2種以外のものは，共逓資料にはあらわれなかった。

〔感動詞・応答詞類〕

前にも述べたように，感動詞・応答詞の類の音調については、他の平調・昇
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調などと同じ基準に立って，つかまえることができないという，特殊性がある

ので，一応，聞きとられたままの音調をカードに記入するという方法をとっ

て，検討した。

　全用例について検討してみるとき，およそ次のような類型がある。

　（1）　1音節のもの

　　a）高く平らのもの　アネヘエハ（出典省略）

　　b）低く平らのもの　　ア　エ
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　ノ　　　　　ノ　　　　　ノ
　　c）昇調1と弾じ音調のもの　　エ（ヅ）　ネ（ッ）　ハ（ッ）　ソ

　（2）　2音節のもの

　　a）高く平らのもの　　アー　ウー　ウソエー　ハー　ホー　へ一　ソー

　　b）（）1Q　と考えられるもの

　　　　「　　　　一　　　　　竃　　　「　　　　「　　　　一「　　　一　　　　一「　　　「　　　　一　　　　一「

　　　　アー　イヤ　ウソ’n一　オイ　ナー　ネ・・一ハイ　ハー　フソ　ヘー

　　c）ΩIO　と考えられるもの

　　　　アー　イエ　イヤ　ウー　エー　オー　ネー　ハー　ハイ　ヘエ　ワー

　　d）論調1と岡じと考えられるもの
　　　　　ノ　　　　　　　ノ
　　　　エエ（ッ）　ウソ

　（3）　3音節のもの

　　a）qQΩ　と考えられるもの

　　　　　コ　　　　　　　コ　　　　　　　モ　　　　　つ

　　　　ウーソ　エーエ　ハーハ　フーソ

　　b）Ω1σσと考えられるもの

　　　　イイエ　ハハー　へ一エ　フーソ

　これらのほかに，「ウーウン」（あえて示せば一㌃といったような音調）

とか，喬語音としての表記に迷うような，声的感動詞（応答詞）も見られた。

　5　イントネーションは「文型」とどのように関係するか

　すでに述べられているごとく，本研究は「交型」というものを，「表現意図」

「三文」「イソトネーシ・ソ」の三者の総合において把握するこ．とを灘標とす

　　　　　　　、
る。　　　　　　　　　　　　　　・

　しかしながら，「イントネーション」の他の二者に対する関係は，「表現意図」

に対するものと，「三文」に対するものとでは，それぞれに異なった関係にあ
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る。そして，それぞれ，どういう関係にあるかを考えれば，“三老総合”にお

いて，イントネーションがどういう立場に立つかが，おのずと判明するであろ

う。

　そもそも，言語主体が，ある「表現意図」を具体化してあらわすためには，

ある「言語形式」に，ある音調を添えて表出し，「文」を成立させる。この際

「言語形式」は「購文」という立場からは，およそ次のような類型に分けられ

る。

　（ユ）述語だけの交

　（2）軍用修飾語　述語　という構造をもつ文

　（3）主語　述語　という構造をもつ文

　（4）　主語　連用修飾語　述語　 という構造をもつ文

　（5）その他

　こういう「構文」と，本章で見てきた「イソbネーション」との関係は，き

わめてうすいものである。

　述語だけの文であるから平調である，主諮十述語という構造をもつ文だから

昇調1である，といった対応関係は全くない。文末のイントネーションは，交

の構造の違いには直接的にはほとんど関係がなく，どういう種類のイントネー

ションであってもよい。

　そして，以下に見るように，：文末一述語部分にあらわれるイソトネーシs

ンは，その述語が，どういう形式の語構造なり，意味的形式をもっているかに

よって，こんどはド表現意剛と関係してくる。すなわち，すでに「表現意図」

の章で見られたように，「表現意図」をになっている個々の判叙表現なり，質

問的表現なりの，それぞれの特徴的形式は，主として文末の述語部分にあらわ

れるのであって，そういう特徴的形式を通して，イントネーションは「表現意

図」と関係がある。

　つまり，イントネーションは，「表現意図」とは比較的，直接的な関係にあ

り，「構：交」とは間接的な関係にあるると言える。

　であるから，「文型」にとってイントネーションがどのような関係にあるか

をみるということは，「表現意図」とどのようにからみ合っているかを見るこ

とに，出発点があるといえよう。
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5’1陵現意図」と「イントネ繭シ・ン」ζρ関係　まず濁実に共繊料に

おいては，どういう表現意図にどういうイントネーションがあらわれているか

についてまとめてみると，次のようである。

　　表現意［罰ai

賜盤類種類 P灘現　糠現

平調

昇調1

急調2
降調

＠型類

感動詞

応山詞

2
3
重

2

4
．
9

　
9

1，　082

526

　31

　5
　46

要求表現

226

545

　4

　1

16

応答表境

321

84

16

7

523

1ともに，表現意図の全4種にあらわれており，

つきとでも言うべき関係である。

　ただ，それぞれの表現意図をあらわす文末部の特徴的形式との関係を細かに

みると，そこにある種の対応が認められるのである。

　たとえば，次のような‘‘体言止め・用言止め”という形式の「：文」は，平調

ならばともに「判叙表現」であるが，昇調1ならばともに「質問的蓑現」とい

うことになる。このばあい，表現意図とイントネーションとの関係は密接だと

いえよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　（1）　コレハ　 ツタエ。　　コレハ　 ツクニ＝？

　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　コノ
　（2＞　ソコニ　アル。　　ソコニ　アル？

　また，命令的表現の形式の「文」は，平調だろうと昇調1だろうと，表現意

図は変わらない。
　　　一「　　　　　　　　　　　一　　　　　　　一「　　　　　　　　　　　　　／

　（3）　コッチヘ　イラッシャイ。　コッチヘ　イラッシャイ。
　　　　一　　　一一一！　　　　　　一　　　　一／

　（4）　コレ　クダサイ　　コレ　クダサイ。

　　　　　　　　　　　コノ　　　　　コノ
　　（濁　ただし，イラッシャイ。クダサイという音調形式の昇調1の場合には，多くい

　　　わゆるr反問」になることに注意すべきであろう。

　また，（1）（2）と同じく体言止め用書止め・の形式の「文」でも，次のようなも

のは，平調でも昇調1でも「質問的子下」であることに変りはない。
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　ところで，このようなイ

ソトネ・…ションと表現意図

とのからみ合いは，平調1

は判叙表現だけに対応し，

昇調1回目ば要求表現だけ

に対応するといった，1対

1の狭義の対応関係ではな

い。たとえば，平調・昇調

“対応”というよりは，結び



　　　ハ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　ノ
　（5）　　　ドコ　ノ　　　ヒ　ト　？　　　　　　ドコ　ノ　　　ヒ　ト　？

　　　コ　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　（6）　ドコニ　アル？　　ドコm　アル？

　これは，（1）（2）と異なり，「ドコ」という不定詞を含む形式であるという条件

によるものである。

　さらにまた，次のような形式の「文」は，平調でも昇調1でも，表現意図は

変わらない。

　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ノ

：1；罫鷺『．；罫頴劉・半椒表現・

　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　ノ
　爲　葦ご＝；；LC／　並二＝；；≦／｝「詠嘆表現」

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　コ　　ノ

㌫諺へ。㌶∵：≒コ欝潔ヅシヤイヨ．｝・命令欄

　　　コ　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　ノ

1㍑霧∵ウ薇ナ，誼応翻

　これはり文末部の形式のうち，それぞれの表現意図の特徴的形式ではない

（表現意図に薩接参与しない）形式の部分（ヨ・ナ・ワ・サ）に添えられたイ

ントネージョンであるために，表現意図に変更がないのである。

　このようにみてくると，イソトネ』ショソが，文末部め形式を通して表現意

図とからみ合っているといっても，それはあくまでも衷現意図をあらわす特徴

的形式を通しての，からみ合いであることがわかる。そして，文末部の形式

が，表現意図に直接参与しない形式をふくむ形式である場合には，表現意図と

イントネーションとのからみ合いは，きわめてうすいものであると言えよう。

　5・2具体例についての検討　　以下，共通資料にあらわれた具体例につい

て，表現意図とイントネーションとのたらみ旧いをみてみよう・。

　この際，前項でみたように，次の2種の区別を立てて考える。

　　〔A〕……表現意図をあらわす特徴的形式で終っている交末部にあらわれた

　　　　　イントネーションの例。

　　〔B〕……表現意図をあらわす特徴的形式の後に，表現意図に直接参与しな

　　　　　い形式，いわば附加的形式（注）を含む文末部にあらわれたイソトネ
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　　　　　一ションの例。

　　㊧　この形式は，ナ。ネ・ヨ・サ・ゾ。ゼ。ワ。やなどの，終助講類が該当する。

　　　ただし，ナ・ネは，質問的表塊の確認要求の形式として，〔A〕類の形式としての

　　　機能を持つことがある。

　＜詠嘆表現と結びついたイントネーション》

　1）平調

　　〔A〕　rオイシイ／」（22－17－11）

　　　　　　へ　　　　　　コ
　　　　　「コレハ　ウマイ／」（5－4－23）

　　　　　　　　　コ　　　　　「キモチワリイ／」〈気持悪い〉（22－13－18）

　これらのイントネーションは，表現意図の特徴的形式に添って，とくに車

立，強調させることなく，ふつうに「文」を成立させて，そこにある意図をに

なっている音調であるから「意図表現音調」と呼ぶことができよう（注）。以下

これに準じて考える。

　　　　　コ　　〔B〕　「イイナー／」（16－11－22）

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　つ　　　　ノ
　　　　　「イイナー！　アノエイガハ　ジッサイ」（16－3－4）

　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　rオイシイワー／　スゴク」（22－17－11）

　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　rオイシイナ／　アレネ」（3【3｝r18－5）

　これらの形式の文末部は，（a）「意図表現の特徴的形式」＋（b）「意図表現に直接

参与しない，附加的形式」という構造をもつものであり，音調の立場からする

と，（a）の部分が「意図表現音調」をもち，（b）の部分は附加的形式をふつうに

（昇調1のように卓立・強調することなく）成立させているという意味で「附

加的音調」と呼ぶ。つまり，ここに挙げた〔B〕の用例は文末部が「意図表現

音調」十「附加的音調」という音調構造をもっていると考えることができる。以

下，これに準じて考える。

　2）昇調！

　　　　　ヨ　　　　ノ
　　〔B〕　「イイワネ！」（3ω一4－8）

　　　　　つ　　　　ノ
　　　　　rイイネ・・！」（16－12－2）

　　　　　　つ　　　　　　　　ノ
　　　　　r＝＝・ライモソダナ」（16－7－6）

　これらは，「意図表現音調」十「附顔的音調」という音調梅造をもっていると
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考えられる。そして，この場禽のヂ附加的音調」は，先に述べた平調の例とは

違って，昇調1であることに注意したい。昇調1は，質問に使われることもあ

るが，ここでは粗手にうったえかけて卓立・強調するという機能を音調として

もっているから，「附加的な卓立表現音調」と呼ぶ（注）。つまり，これらの例は

r意図表現音調」＋「（附加的）卓立表現音調」という構造をもっていると考えら

れる。〔A〕形式にあらわれる断酒1などの「卓立表現音調」と区別するために

「（附加的）」をつける。以下これに準じて考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一／　　　　　一／
　なお，〔A〕形式の昇調1はない。「オイシイ」「ウマイ」では質問的表現とな

るからである。

　3）その他のイントネーション

　＠型類

　　　　　　コ　　　ユ
　　〔B〕　「スゲーナー！」（16－2－9）

　　　　　　　　コ　　　コ
　　　　　「キタナイナ随一！」（16－1－8）

　これらは，「意図蓑現音調」＋「（附加的）車立衰現音調」である。

　　曲　　「意図表現音調」　「車立衷現音調」という用語は，先に共同研究者の1人宮地

　　　が「文末助辞と質問の階調」（国立国語研究所論集1「ことばの研究」1959年）と

　　　いう論文の申で熔いているが，ここでの使い方は，宮地論交と一致しない。

　＜判叙表現と結びついたイントネーション＞

　1）平調

　　　　　　　つ　　〔A〕　「カミセィヒソ」〈紙製贔〉（5－5－11）

　　　　　　へ　　　　　「シソブソキシャ」（5－il－11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　「パソヲ　ツルス　ヒモ」（5－3－21）

　　　　　　　コ　　　　　　　　ム　　　　　コ
　　　　　「ヘンシ＝ウキョクノ　カミクズカゴ」〈編集局の紙層籠〉（5－11－11）

　　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　つ
　　　　　「クモノ　ナマエデス　キワメテ　ヵソタソナ」（5－1－21）

　　　　　　一／　　　　　　　　　　　「
　　　　　「タケデネ　コシラエテ　アルモソデス」（5－10－3）

　　　　　　　コ　　　　　　　コ
　　　　　「キレデハ　ナイ」（5－3－io）

　　　　　　つ　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　
　　　　　「カミデハ　チョット　マズイ」（5－2弓4）

　　　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　コ
　　　　　「オッロチソウニ　ナッタラ　オモイダスデシuウ」（5－15－2）

　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　コ
　　　　　rジェウゴ轟チゴm＝　ウカガッタラ　イイデショウカ」（27－4－10）
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　これらは，「意図表現音調」である。「～デショウ（カ）」「～ダロウ（カ）」

などの形式は，質問的表現にも用いられる。

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　ユ
　　〔B〕　「スポーツジャ　ナイデスヨ」（5－7－23）

　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　ミ
　　　　　「ソソナ　フトク　ナイソデスヨ」（5－3－15）

　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　「ソイデ　チョット　モモミタイヨ　コウバイッテイッテモ」〈そいで　ちょ

　　　　　・つと　桃みたいよ　紅梅っていっても〉（3t2L7－2）

　これらは「意図表現音調」＋「附加的音調」である◎

　2）昇調1
　　　　　　　　　　コ　　ノ　　〔B〕　rジョウタイデスネ」〈状態ですね〉（5一争5）

　　　　　　　　　コ　　ノ
　　　　　「ヨビナデスネ」（5－12－7）

　　　　　　　　　　　コ　　　　コ　　　　　　ノ
　　　　　「ワリアイ　タカイ　ホウデスネ」（5－2一・3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ノ
　　　　　「ベッダソ　ツカイwセソネ」（5－1－16）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　ノ
　　　　　「ダイブ　チジマッテ　キマシタネ」（5つ一10）

　　　　　　コ　　ノ　　　　　「ヤマダネ　コレハー’」〈Ptだね。これは〉（5－15－16）

　これらは，「意図表現音調」＋「（附加的）卓立表現音調」である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　　　／　　　　　／　　　　　　一「／
　また，〔A〕形式の例はありえない。「カミセイヒソ」「ヒモ」「マズィ」では，

　　　　　　　　　　　　ノ質：問的表現となり，「～デス」では反問の表現となる。

　　　ノ　「～ネ」の形式は，場合によっては，質問的表現のうちの確認要求の表現と

なることもある。

　3）その他のイントネーション

　（で）昇調2

　　　　　　　　コ　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ム

　　〔A〕　「イッセソ　ナナヒャク　ロクジ＝ウイチ　ョコタ」（27－7－14）

　これは，「意図蓑現音調」であると同時に「卓立表現音調」を兼ねている。

この場合の陣立表現音調」は〔B〕形式にあらわれる「（附加的）車立表現」と

は性質が異なるものと考えられる。すなわち，附加的ではなく，昇調2をとる

ことによって卓立・強調の機能を深し，同時にそれが，「意図表現音調」とし

ての機能をももつわけである。

　　　　　　　コ　　　　　　　コ　　ム
　　〔B〕　「ソソナコ1・　イイマスネ」（3｛2｝一8－6）
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　　　　　　一i　　　「　　　　　「　　　　　　　　　〈
　　　　　「マー　ボツニ　ナヅテソデスネ」〈マー没になってんですね〉（5－11－10）

　これらは，「意図表現音調」十「（附加的）卓立表現音調」である。

　（ロ）丸正

　　　　　　　　つ　　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　　　
　　〔A〕　「サソゼソ　ナナヒャク　イクツカ」（16－IL6）

　　　　　　　　　　　　　一一「　　　＼
　　　　　「ベソガルノ　ソウキヘイカ」（16－5－5）

　これらは，「意図表現音調」であると同時に「卓立表現音調」を兼ねている。

ただし，「卓立表現音調」といっても，特殊なもので，平調のものに比べれば，

そこにある種の情緒が感じられるという音調である。

　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　
　　〔B〕　ヂソリャ　ウイテルソデスヨー・」（5－2－1）

　　　　　　へ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　「ソソナ　ゼイタクナ毛ソ　ツカイマセソaj（5－10－1））

　　　　　　「　　　　　＼　　　一一一陶一1　　　　　　一「　　　　　／
　　　　　「タカイデスヨ，ゴヒャクエソト　ナルトネー」（16－6－18）

　これらは，「意図表現音調」＋「（附加的）卓立表現音調」である。

　の　＠三島

　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　コ　　　コ
　　〔B〕　「ウスイカラ　ノミイイト　オモウナー」　〈薄いから　飲みいいと　思うな

　　　　　一〉　　（互6－12－6）

　　　　　　リコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　「クイズジャ　ナカッタデスネー」（5－6－6）

　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　コ
　　　　　「コソクリデ　デキテソダヨー・」（2－10一一15）

　　　　　コ　　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘコ

　　　　　「デモ　サンイソニソググライ　ナゲテ　イッテソモ　イレナカッタケド

　　　　　コ
　　　　　サー一」　くでも　3インニングぐらい　投げて　1点も　入れなかったけどさ

　　　　　一〉　（16－7－5）

　　　　　ヨ　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　
　　　　　Fコソドハ　チョット　ムズカシイデスaネー一」（5－11－16）

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　
　　　　　rダケド　シャシソッテ　ムズカシイソダネー」（16－9－8）

　これらは，「意図表現音調」＋「（附加的）車立蓑現音調」である。

　さて，次に，要求表現は，下位分類として質問的表現と命令的表現とに大き

く公けられる。イントネーションとのからみ合いを見る上からも，この二つを

区別した方が便利であるから別々に分けて考える。

　《質問的衷現と結びついたイントネーション》

　1）平調
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　　　　　　　　ヘコ　　〔A〕「エキタイデショウ？」（5－1－6）

　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　「イPイロ　アルデショウ？　クモノ　ナマエガ」（5－1－18）

　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ
　　　　　「オオイニ　アリマスカ？」〈大いにありますか〉（5－7－18）

　　　　　　　　　コ　　　　　「カコウヒソデスカ？」（5－2－11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　「カタチハ　マアルイデスカ？　ナガイソデスカ？」（5－3づ）

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　「ユガワラヘ　イッタジャナイ？」（3（3L2－1）

　　　　　　　コ　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　
　　　　　「デキルノ　タノシミデ　イイジャナイ？」（3u｝一一4－3）

　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　コ
　　　　　「シソブソシノ　イチブ？」（5－5－16）

　　　　　「ニソゲソノ　ジuウタイ？」（5－4－4）

　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　　「スポーツニ　カソケイ　アル？」（5－7－22）

　　　　　　　　つ　　　　　「タベラレル？」（5－9畷）

　これらは，「意図表現音調」である◎ただし，終りの4例は，体言止め・用

言止めの形式でありながら，質問的表現となっているが，これは臨時的なもの

　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
と考えられる。たとえば，「スポーツ＝　カソケイ　アルJは，「関係がある，

またはない」という両様の判断が考えられる場合の一方を，判断の形式で述べ

て，それが，正しいか，正しくないかの応答を相手に要求することになり，結

果として“質問的表現”となるものと考えられる。体喬止め・用雷止めの形式

を質問的表現に用いるためには，本来は，昇調1をとるのがふつうであろう。

　2）昇調1

　　　　　　一「　　　　　　　　　　　　御一「　　　　　　　／
　　〔A〕　「ヘソシzウキョクト　イワレタデショウ？」（5－11－11）

　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　ノ
　　　　　「コドモニ　カソケイ　アルダPtウ？」（5－6－13）

　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ノ
　　　　　「シソブソノ　ニュースデスカ？」（5－7－17）

　　　　　　　　　一1　／　　　　　「ニソゲソデスカ？」（5一・・4－2）

　　　　　　一弩　　　　　　　　　　　　　一一㎜「　　　　　　　／
　　　　　「シリユ　シカレタ　シソブソシデスカ？」（5－6－2）

　　　　　　岡一　　　　　　　　　　一…　　　　　　　　一脚一一…　　　　　　／
　　　　　「カミセイヒソジャ　ナクッテ　セソイセイヒソヵイ？J（5－3－7）

　　　　　　一「　　　　　一　　　　　　　一一　　　暫「　　　　　　　／
　　　　　「アタマ＝　ヵブセテ　ヒルネ　シテルソジャナイ？」（5－7－2）

　　　　　一韮　　　　　　／
　　　　　「ドッチデスカ？」（5－12－7）

　　　　　　コノ　　　　　「ナニ？」（16－5－23）

　　　　　　　　　　　　　　　　281



　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　モソダネ？」（22－20－16）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　ヒトダカリガ　シテイルソダネ？」（5－8－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ノ
　　　　　　　　　　　クッツイテル　モノダナ？」（5－2－19）

　これらは，主として「意図衷現音調」であると同時に，　「車立表現音調」を

兼ねている。とくに，体言止め・用書止めの形式にとっては，質問的表現であ

るためには，鹿野1は欠くことができないと応えるほどの条件と考えられ「卓

立表現音調」を兼ねているというよりも，昇調1のなかでは，もっとも純粋な

「意図表現音調」である。

　「～ネ」　「～ナ」の形式は，判叙表現としても用いられるが，この質問的表

現であるためには，話調1をとるのが条件である。

　　　　　　「　　　　　　　　一「　　　　　／
　　〔B〕　「パカット　コワレルノカネ？」（22－19－17）

　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　㎜「　　　　　／
　　　　　rコソクリデ　デキテソジャ　ナイノカネ？」

　これらは，「～ネ」で昇調1をとっても，先行する部分に，表現意図をあら

わす特徴的形式があるために，単なる「車立表現音調」でしかなく，「意図表

現音調」十「（附加的）卓立表現音調」である。

　3）その他のイントネーション

　　④昇調2
　　　　　　　　　　ユ　　　ノ　
　　　〔A〕「ウラヤマシイワネ鰐（3｛3）一6－6）

　これは，　ヂ意図表現音調」であると同時にヂ車立表現音調」を兼ねている。

　　⑭　＠型類

　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　「ドウユウ　イミナンデスヵネ～？」（5一10一・11）

　　　　　　コ　　　　　コ
　　　　　「ドウカナー？」（16－5－16）
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　コ　　ノ
「ナー二？」（16－4－19）

　ヘノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ

「ウツワ？」（5－3－4）　　　「アタヅタ？」（5－6－1）

　　　　　　　　　　　　　　ヘノ　　　コノ「ウツクシイ？」（5一1一8）　　　「コタイ？」（5－1－5）

　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コノ
「ガイコクヘ　ユコウトスル　ニッポンジソ？」（5－15－11）

　　　　　　　　コ　　　　　　コ　　　　　へ　ユ　　　　　　　コ　　　　　　　ノ
「ゲソコウ　タノマレテ　ヵク　フリーランサー　ミタイナモノ？」（5－13－

6）

　コ　　　　　　　　　　　　　　　コ

「パックミタイナ

　コ
r＞ニカク　クロヤマノー

　　　　　つ　　　　　　　　　　　　

「タベモノニ



　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　コ　　　　にコ
　　　　　「イイ　カラダ　シテルモソナー？」（16一15一一11）

　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　
　　　　　「コレハ　コノ　ホソナガイ　モソダヨネー？　タショウ」（5－10－9）

　前2例は，　「意図表現音調」十「（附加的）卓立表現音調」であり，後2例は，

「意図表現音調」であると同時に「卓立表現音調」を兼ねていると考えられ

る。後2例の「ナー・ネー」は，聞き二目影てという助詞の機能が＠型の音調

と密接に結びついている。

　＜命令的表現と結びついたイントネーション》

　1）平調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　〔A〕　「コノバアイハ　タケデ　マイリマショウ」くこの場合は　「竹」で　まい

　　　　　り　ま　しょ　う〉　（5－10－3）

　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　Fドヅチカ　ハッキリ　シテクダサイ」（5－1－5）

　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　　　「オシラセガ　イッタラ　リレキシaヲ　モッテキテクダサイ」（12－ig－20）

　　　　　　コ　　　　　　　コ
　　　　　「チnット　マッチ」（5－2－17）

　　　　　コ　　　　　　　　　　　コ
　　　　　「ポスターヲ　　ドウゾ」（5－5－5）

　これらは，　「意図表現沓跡」である。

　　　　　　　　　　　　　コ　　　　コ　　〔B〕　「イワナイデ　クレヨ，モウ」（16－21－15）　　　　　　　　　　・

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　つ
　　　　　「ダカラ　イットイデヨ」くだから　行つといでよ＞U6－i9－6）

　これらは，「意図表現音調」＋ヂ附加的音調」である。

　2）下調1

　　　　　　　　ユ　　　　　ノ　　〔A〕　「イカガデスカ」（5－15一一4）

　　　　　　コ　　　　　　　　　コ　　ノ
　　　　　「ナニカ　シャベヅテ」（3（i｝一1－1）

　　　　　　「　　　　　　　一　　　　　　　一一一一　　　　　　　　　一／
　　　　　rナナパソノ　マ＝デ　オマチニナッテ　クダサイ」（12－14－22）

　　　　　　　　コ　　　　　　　　　ノ
　　　　　「ナヅシャッテクダサイ」（12－17－2）

　これらは，「意図表現音調」であると同時に，「卓立表現音調」をも兼ねて

いる。「～クダサイ」等の命令的表現形式は昇調をとると，東立といっても，

平調に比べると，相手へのいたわり，やさしさが感じられる音調であることに

注意したい。
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　　　　　　　　　　「　　　　　　門　　　　　　　　　　　　 ／
　　〔B〕　「コノパアイダケハ　イワナイデ　モライタイネ」（16一一i1一一：1）』、

　これは，‘「意園蓑現音調」十「（附加的）卓立表現音調」である。

　〈応答衰現と結びついたイントネ温シ鼠ン〉

　応答表現は，指示語を述語文節に含むものと，肯否の概念をあらわすものと

の2類に，限定されているので，〔A〕〔B〕の区別は立てないで考える。

　1）平調

　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　唱1　　　　　　　　一「　　　　　　　　　　「
　　　　　「ソウ」　　「ソウソ」　　「ソウデス」　　「ソウヨ」　　「ソウネエ」　　「ソウ

　　　　　　　　　つ　　　　　ダヨ」　　「ソウデスヨ」　（出典略す）

　　　　　ヨ　　　　　「ソウナソデス」（3（2｝一9－8）

　　　　　コ　　　　　「ソウデスヵ」（12－17一一2）

　　　　　　　　　　　　コ　　　　　「サヨウデゴザイマスカ」（12－12－20）

　　　　　つ　　　　　「ソウカモ　シレナイ」（3i2，一2－5）

　　　　　コ　　　　　　　　コ
　　　　　「ソウジャ　ナイソデス」（5－6－16）

　　　　　　ハ　　　　　　　　
　　　　　「マサシク　ソノトウリ」（5－2－20）

　　　　　　　　　　　コ　　　　　「アタシハ　ダメヨ，ゼソゼソ」（3｛3）一6－1）

　　　　　　　ヨ　　　　　「チガイマシタ」（5－6畷）

　これらは「意画表現音調」または，　「意図表現音調」十「附加的音調」である

　2）昇調1

　　　　　　　コ　　ノ
　　　　　「ソウオ」（3c3｝一一13－8）

　　　　　　　コ　　ノ
　　　　　「ソウネ」（3【3｝磁1－4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　コ　　　　ノ
　　　　　「ソウネー」（3【2）一10－7）

　　　　　　　ヘ　　　　ノ　　　　　「ソウラシイワネ」（3（2，一11－19）

　　　　　　　　　　コ　　　　ノ
　　　　　「ワタシモ　ソウダナ」（3｛3｝一16一・13）

　　　　　　一　　　　　／
　　　　　「ソウデスネ」（27－4－23）

　　　　　　コ　　　　　ノ
　　　　　「ソウデスヨ」（5－5－13）

　これらは「意図表現音調」，　または「意図表現痴言剛＋「卓立表現音調」であ

る。

　3）その他のイントネー・一ショソ
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　　e）離調2

　　　　　　つ　　　　　ム
　　　　　「ソウデスネ」

　これは，　「意図表現音調」＋「（附加的）卓立表現音調」である。

　　（ロ）＠型類

　　　　　　コ　　　　　　コ
　　　　　「ソウデスネエ」（3c2－15－3）

　　　　　コ　　　　　ユ
　　　　　「ソウカネー」（正6－21－13）

　　　　　　コ　　　　リ
　　　　　「ソウグナー」（16－7－14）

　　　　　　コ　　　　　　　　　コ
　　　　　「ソウカシラネエ」（22－28－12）

　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ

　　　　　「ソウナソジャー　ナイデショウカネー」（3τ2｝一11－7）

　これらは，　「意図表現音調」十「（附加的）卓立表現音調」である。

　5・3文末形式とイントネーションとの相関　　以上，具体例について，文末部

のイソトネーシ葺ンをみたが，同じイントネーションといっても，それがどう

いう形式の交宇部と結びついているかによって，次のような区釧がみられた。

　（1）意図表現音調

　　〔A〕形式の交末部にあらわれたイントネーション

　　（イ）平調としてあらわれているもの

　　（ロ）昇調1としてあらわれているもの（不定詞を含まない形式を質聞儀表

　　　現として使う場合）

　②　意図表現音調と卓立表現音調とを兼ねている音調

　　〔A〕形式の文末部にあらわれた，領域1・素話2・降調・＠型類がこれ

　　に当たる。

　（3）附加的音調

　　〔B〕形式の文末部にあらわれた平調のイントネーション

　（4）　　　（附’カP白重）　率立表現音調

　　〔B〕形式の文末部にあらわれた昇調1・昇調2・降調・＠型類のイント

　　不一ション

　これを，まとめてみると

①意図表現音調鷹、

　　　　　　　　　　　　　　　　285



②｛馨欝｝嫌ねてい・・の｛壽㌦搬

　　③附加的音調　　 平調

　　④　附加的卓立表現音調　　話調1・零本2・話調・＠型類

　イントネーシ・ソと表現意図とのからみ合いをみるためセこは，①および②を

まとめて考察すれぽよいわけであるが，前章でみたごとく意図表現音調は，平

調と昇調1とに主としてあらわれるが，これは、ある：文末形式が，平調をとる

か昇調1をとるかという対立によって遜譲意図と関係し合うという対応関係が

みられた。そこで，これらの文末形式の立場から，平調のときは，どういう表

現意図をもち，罫調のときはどういう表現意図をもつかという点をまとめてみ

ると，次のようになる。この場合，F詠嘆表現」と「応答表現」とは，形式の

上から意味的・1蹟詞的限定があって特殊なので，一般的な「判叙表現」と「要

求表現（質聞的表現・命令的表現）」との二つを軸として考えることにする。

墜欝綿到平調だ司欄・だ・｝ 備考

1
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昇調iをとったときは，　「卓立
裏現音調」を兼ねる。

この類の形式が，平調で，質問
的表現に用いられることがある
が，これは臨時的なものと考え
られる。

他称1をとったときは，　「卓立
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この類の昇調1は，籍殊な昇調
1で（256ページ参照），「卓立
表現音調」を兼ねる。．
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1．　これらは，平調・一調1い
　ずれにおいても，イソ1・ネー
　ショソそれ自体が，判叙か，
　質問かの決め手とはならず，
　前後関係によって決まる。
2．　昇調1で判叙表現のときは
　f卓立表現音調」を兼ねる。
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　この表からわかるように，イントネーションの平調と平調1との対1芯が，表

現意図の対応として平行的な関係にある形式のものは，3の欄に属する形式の

ものだけである。他の形式のものは，平調・単調1の対応が表現意図とは関係

なく，昇調1をとっても，その形式が平調をとっているときの茨現意図を，音

調上から卓立・強調しているに過ぎない。

　5。4　まとめ　　　以上の考察によって，イントネーションと表現意図とのか

らみ合いについては，次のように要約することができよう。

　1）イントネーションと表現意図とのからら合いは，あくまでも，表現意図

　　をあらわす文末部の特月半形式を通しての関係の上に立つものである。

　2）そのからみ合いは，以下のようである。

　　（イ）平調は，判叙今吾・要求表現の文末形式と結びついてあらわれ，　「意

　　　図表現音調」としての機能をもっている。

　　（n）昇調1は，不定調を含まない質問的表現と結びついてあらわれ，　「意

　　　図衷現音調」としての機能をもっている。また，その他の場合には「意

　　　図表現音調」と「卓立表現音調」とを兼ねる。

　3）意図表現に直接参与しない形式を念む文末にあらわれるイソトネーショ

　　　ソは，

　　（イ）平調としてあらわれ，「附加的音調」の機能をもっている。

　　（ロ〉昇調2としてあらわれ，「（附加的）卓立表現二言剛の機能をもってい

　　　　る。これらのイントネーションは，文末部の音調形式としては，

　　　　　意図表現音調十附加的音調（または，附加的卓立表現音調）

　　　　のように把握されるため，後部要素としての音調そのものは，直接に

　　　　は表現意図とは関係しないものである。
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4）昇調2・降調・＠型類は，とくにどの表現と結びつくという対応はなく

主として「卓立表現音調」の機能をもっている。ただし，表現意図をあら

わす特徴的形式と結びついてあらわれている場合には，「意図表現音調」

　と「卓立表現音調」とを兼ねている。　　　　　　　　　　（吉沢典男）
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璽　研究のまとめ

　　　　　　　　　　　1．総合的文型の立て方

　基礎的研究としての表現意図の研究では，表現意図に応ずる交表現の分類を

行ない，それぞれの特徴的文末形式を調べた。この成果を，狭義の一種の文型

とよぶことができよう。また，構文の研究では，溝文における成分の継み合わ

せ・配列に関して調べた。この成：果も一種の文型とよぶことができる。しかし，

はじめからくり返し述べてきたように，われわれはさらに，表現意図・構文・

イソyネーションの総合としての文型をとらえることをH標としている。その

総合的：文型について，ここで，具体的に考え，一一つの試みとして，簡単な形で

まとめてみることにした。

　総合のしかたもいろいろあるが，われわれは，衷現意図を中心にして，それ

と講文・イントネーションとの対応をとらえることにした。すなわち，表現意

図に応ずる各種の文表現において，どういう三文の型，イントネーションの型

が用いられるかを整理してみるという立場をとった。ただし，イソトネー・一ショ

ソについては，イントネーションのうち，文型のために取り上げられる意図表

現音調の体系が単純なものであるため，作業は主として、各種文表現における

溝文の型を整理することが中心となった。各種文表現に用いられる型を，資料

と内省とによって調べ、それぞれの典型を明らかにする作業を試みた。　（ここ

に「典型」というのは，いわゆる「墓本文型」のことではない。「基本文型」

は，一般に．使用頻度から割り出されるもののように考えられているが，ここ

にいう「典型」は，使用頻度の観点からは全く離れて，もっぱら文法的講造の

上の基本性をおさえるものである。：文の類型が，それ自体，基本的なものであ

るという意味からは、「典型」は：文型における基本性のもっとも高いものとい

うことになる。）

　すでに「研究の概要」で述べたように，文法研究がわれわれの立場である。

すなわち，話しことばの：文法的野造を硯らかにしょうとしている。その立場か

ら，研究の今後の進展のための土台を作るつもりで，以上のやり方で，総合的

文型について小規模の作業をした。総合的：文型の設定のいわば第1段階的作業
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である。このような研究の翼廊にしたが一．・て，この振合的文型の作業では，文

表現の分類も，あるところで下位分類を捨てて単純にし，構文の型も比較的単

純な構造にして扱うことにした。資料もあえて大量のものによらず，内省を加

えてまとめることにした。（具体的には後述。）ことばの学習・教育など実用的

目的のためにも，いっそう詳しい構造の交響の設定が望まれるであろうが，そ

れを次の課題とするものである。

　なお，総合的文型の立て方として，同じく裏地意図を中心とするにしても，

われわれのやり方のほかに，いろいろのものを考えることができよう。たとえ

ば，従来の文型研究のあるものに示されているような，実用的立場のもので，

助詞の用法を中心にするものや，助動詞を主とする：文末形式を中心にするもの

などがある○したがって，われわれの考える総合的文型は，総合的文型の一種

目あるといわなければならない。

　（1）使用した資料

　総合の作業のために，共通資料の中の，No．3「三人の女性」，　N◎．12「職安

女子部」，No．16「三鷹学生」の3巻を使った。ただし，詠嘆表現・応答表現，

および，特に文例の少ない命令的表現，選択要求の表現については，No．5「新

聞人二十のとびら」，No．22「“牽”雑談」，No。27「結婚式申込み」を加えて，

共通資料の全6巻を使った。

　なお，梅文について句の関係は見ないことにしたので，句を含む文はすべて

除外した。雀略の表現，不整表現もすべて除外した。

　（2）表現意図についての分類

　　轍表現｛驚血忌：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：｝：1

　　2・判叙郵貯茱灘：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：1：1

副業藻1麟liili｝iiiiiiiiiiiiliil
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　　儲表現｛黎難三三：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：1：1

　判叙表現や応答表現については，さらに下位の分類がある（「表現意図」の章

参照）が，ここでは，この段階にとどめた。

　（3）構文の型の添し方

　　D　主語の中には主題を含め，主語の弓造は省略する。

　　2）　述語の講説は省略し，必要な：文宋助辞だけを御す。

　　3）連用修飾語は，翻詞的・体言的の2類を一括し、その構造はいっさい

　　　　省略する。

　　4）　成分の順序に関してはいつさい省略し，型は「主語一連用修飾語一述

　　　　語」の願で示す。（細部については，「構文」の章参照）

　（4）　イントネーションの取り扱い

　意図表現音調を中心に取り上げる。（詳細については，「イントネーション」

の章参照）

（5）記述の体裁

　　◎表現意図に応ずる文表現のそれぞれについて

　　　○資料にあらわれた講文の型の列挙　型ごとの例文

　　　　ソの付記

　　　○その表現のまとめ

　　　○資料にあらわれた例：文の数

　　　○その表現の典型

　　◎全：部をまとめた典型一覧

イソトネーショ

　列挙された構文の型は，限られた資料からあげられたものであるから，可能

な種類を尽くしていると暗いえな挙々ミ，膝もな型をもらしていないといえよ

う。

　例文の数は，型の使われ方の上の傾向をさぐるための一つの手がかりとなる

ものと考える。
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　　　　　　　　　　　　2．総合的文型の試み

　以下は，各表現における触文の型と例文とを中心とし，その簡単なまとめと

ともに，例交点・典型などを認述したものである。前節にしるしたように，少

数の例文から帰納する一方，われわれの内省・観察にもとつく大略のまとめを

こころみたものであって，今後の調査・研究にまつべきところが多いが，次年

度の独話資料の調査に当たって，一応の思やすとし，また，今後，この観点か

ら文型をまとめる際の，一応の参考とはなるだろうと考える。

　型の記述について注意すべき事項はつぎのとおりである。

（1）成分の順序は，主語・用修語・述語の順。独立語は適宜，その型に従って入れる。

　例文における爽際の成分の順は問題としないQ

（2）主語のとる助詞は，一々しるさない。ただし，「ガ・ハ」のみは，使いわけの必要

　があることが多いから，記入することとした。

（3）述語のとる丈末助辞は，必要な終助詞のみを記入することを原則とし，とくにわか

　りにくいときに限り，助動詞をも記入する。

（4）用修験のとる助辞類は，いっさい，記入しない。

㈲購文の型は，そこにあらわれたものを列挙してあるが，上記助辞類の記入は，とり

　あげた例文のものに限って記入する。

　1詠嘆表現　言語主体の感情・感覚を表明するもの。他の表現に比べて直接

的・非分析的な表現で，（1）感動詞類による未分化的な表現と，（2）形容（動）詞類

その他によるやや分化した表現との2つに分かれる。

　1・1　未分化的な表現

　くあらわれた型と例文＞

1．〈声的感動詞〉の独立語

　　アー　　アアー　　オー　　ハ一一　　フーソ　　へ一一・一一・　　ホー　　　（出典略）

　注　これを「声的感動詞」というのは，上記のカナモジによって十分にその口音なあ

　　らわしうるような性質のものではなく，欝語音というよりも，　‘‘声，，に近いものだ

　　からである。音調の両からみても，2。の語的類型をもつ感動詞に準じたものもある

　　が，高低2段観では杷嘱しにくいような複雑なものが多い。

2．〈感動詞の〉独立語

　　ア　　アPt　　オー　　バーP・　　フーソ　　ヘー一　　it・　”一　　（出典略）
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　濠これらの感動講は，上記「声良刀動詞」に比べると，あいまいなものではなく，

　　欝語音としての意識に支えられたもので，いわば語的類型をもつものである。音調

　　歴からみても，「声白憾動謂に比べ・「○」「○○」「QO」「○○○」などの類

　　型を比較的はっきり持っている。

　l・2　やや分化した表現

　くあらわれた型と例文＞

1．〈形容（動）詞の〉述語

　　　「ウマイ！」　（5つ一20）

　　　「オイシイ！」　（22－17－11）

　　　「イイネー！」　（16－12－2）

　　　「キレイダッタネー！」　（3【3｝一10－9）

　　　「キタナイナ一一！」　（i6－1－8）

　　　「エライモソダナ！」　（16－7－6）

　注1　このほか，資料にはあらわれなかったが，　「アツッ！」〈熱っ〉，「イタヅ薯」〈痛

　　っ〉などのようIC，形容（動）詞の語幹による慣欄的表現もある。

2．用修六一く形容（動）詞の〉述語

　　　「ナカナカ　ウマイ！」　（5一・3－22）

　　　「オイシイワー！　スゴクj　（22－17一・11）

3。主語（ハ）一〈形容（動）詞の〉述語

　　　「コレハ　 ウマイ！」　（5－4F－23）

　　　「オイシイナ！　アレネ」　（3〔3｝一18－5）

　注　主語は，「コレ」「アレ」「アノ～」のように，指示詞（または指示詞を含むもの）

　　であることが多い。

4。主語一面修譜〈形容（動）詞の〉述語

　　　「イイナー一！　アノ　エイガハ　ジッサイ」〈いいな一，あの「映繭は　実際〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－3－14）

5．副詞による慣用的表現

　　　「ゼソゼソ！」〈全然〉　（3曜3｝一4－4）

　　　「ナルホド．！」　（5・一4－21，5－4－23）

　注　これらの表現は，述語省略文の転じた独立語文である。

　〈まとめ〉

　（1）未分化的な表現として，感動詞類がある。

　（2）やや分化した表現として，形容（動）毛類によるもの，副詞による慣用的

　　表現がある。動詞による表現はここに入れない。（「表現意図Jの章参照）
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（3）形容（動）酒類による表現は，述語文節に形容（動）詞を含み，判叙表現の

　文型をもつ。

（4）主語は「コレ」「アレ」「アノ～」のように指示詞であることが多い。

㈲主語は，多くの場合，「ハ」をともなう。

⑥　述語は，その末尾に問投性終助詞「ネ（一）」「ナ（一）」などをとること

　が多い。

〈7）主語・用修語をとることはあるが，2つ以上の主語または用修語をとつ

　て，長い構造の文をもつことはほとんどない。

（8）文型としては，判叙表現と同じ形式による表現もあるが，詠嘆表現は，

　音声的要素としてはある特徴をもっている。すなわち，文全体が，やや高

　い音域で発せられるとか，速度が増大しているとか，プロミネンスが附加

　されているなど，「！」によって象徴されるごとき音声的特徴をもつもので

　ある。

《例文の数〉

1・1　未分化的な表現 No．3

1：瀦鼎鷲〉独｝
36

計 36

No．5　No．！2　No．16　NQ．22　NQ。27　計

63 21　141　8 2　1　125

63 21　141　8 2　i　125

1。2　やや分化した表現 No．3 睡 聾。．12 NQ．16 No。22 No．27 計

1．〈形（動）の〉述 5 7 0 5 2 1 20

2．用〈形（動）の〉述 0 1 0 0 1 0 2

3．主く形（動）の〉述 1 1 0 0 1 0 3

4．主　用く形（動）の〉述 0 0 0 1 0 0 i

5．副詞による慣用的表現 0 3 0 0 1 0 4

計 6 ！2 0 6 5 1 30
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《この表現の典型＞

　1。1〈感動詞の〉独立語

　1・2　（主語（．．））一（用修語）一く形容（動）詞の〉述語

　2判叙表現

2・1判断既定の表現　話し手が，霞己の既定の判断のしかたを含むさまざま

なことがらを，述べあらわすものである。

　《あらわれた型と例交＞

1　述語

　1）体言どめ

　「ラーメンバッカリ」〈ラーメンばっかり〉　（3c3｝一18－7）

　　「ソノ　マエ」くその　前〉　（3｛3｝一9－9）

　「アサ　クジカラ　ユウガタノ　ゴジゴロマデ」　〈朝　9時から　夕方の　5暗ごろ

　　まで〉　（12－8－4）

　　「ワブソカ　エイブソ」〈和文か　旧交〉　（12－5－17）

　「ペソガルワソノ　ソウキヘイ」〈ペソガル湾の　槍騎兵〉　（16－6－4）

　　「ホソト」〈本当〉　（16－22－5）

　「サソビャクエソト　ゴヒャクエソ」〈3百円と　5百円〉　（16－6－14）

　注　形容動詞語幹の単独用法は，体言に準ずるものと認めて，ここにおさめた。

　2）用言

　「ナル」〈（酒のさかなに）なる〉　（3｛3LI7弓）

　「ジョウブデス」〈丈夫です〉　（12－21－11）

　　「ベソリデス」〈便利です〉　（！2－14－13）

　　「オモシロイ」　（16一一5－5）

　　「イヤーダ」　（16－22－19）

　注1　用言に修飾語のつく型は後述するから・用霧の述語はr、．つねに用言単独であ

　　り，　「用需どめ」という必要がない。

　注2　動詞単独の例文は，ごく少ない。

　3）副詞

　　「エー　モチロソー」　（12－3－10）

　4）体言十助動詞

　　「コレカラナソデス」　（3t2i－6一一6）

　　Fタベナイ　コトデハナイ」〈食べない　ことではない〉　（3（δ㌃正6－4）
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「ナラッタパカリナソデス」〈習ったばかりなんです〉　（12－5一・8）　　　　　　　’

「ヨソジュウニデス」〈42です〉　（12－19一一7）　　　　　　　　　　　　　　、

「キョウダイブソダ」〈兄弟分だ〉　（16－22－13）

「キノウマデダッタ」〈昨臼までだった〉　（16－5－3）

注　上例に見られるように，　「体言」としたもののなかには，体言椙当と認められる

　ものを含んでいる。

5）用言十助動詞

「イッタ」〈行った〉　（3t3）一7－3）

「タイヘソダッタ」〈大変だった〉（3｛3’一7－4）

rナイソデス」〈無いんです〉　（12－13－5）

「ノレマス」〈乗れます〉　（12－20－8）

「イバッテル」〈威張ってる〉　（i6－13－9）

「ガッカリシチャヅタ」　（16－9－1）

6）副詞十助動詞

「ソウデモナイ」　（12－2－17）

7）体言（÷助動詞）÷終助詞

「トヅテモ　イイ　セソセイ　ナノヨ」〈とっても　いい　先生なのよ〉（3ω一1－10）

「ボウフウジャナイヨ」〈暴風じゃないよ〉　（3（3L2－7）

Fシゴセソエソクライデショウネー」〈4。5千円くらいでしkうね一一一〉　（12－3－15）

「ニホソタイプネ」〈属本タイプね〉　（12－5－19）

「ナイヨウジャナイソデスモノネ」〈内容じゃないんですものね〉　（16－12－13）

8）　用言　（十助動言司）　十糸冬助言司

「オモシロイノヨネ」　（3｛iL11－6）

「ダメデスネ」　（3（M一・1－1）　　　’

rフッチャウノ」〈降っちゃうの〉　（3c3LIO－6）

「イタダイテタノネー」　（12－3－7）

「ニガイソデスヨ」〈苦いんですよ〉　（16－12一・7）

「オコラレチャッタモソナー」〈怒られちゃったもんな一〉（16－2－6）

「ヨッパラッテタヨ」〈酔っぱらってたよ〉　（16－11－10）

9）　藩論司　（十助選言司）　十系冬助言司

「チョットネ」　（3｛2）一3－8）

「コゥダヨ」　（16－8－8）

「フワフワフワーダヨ」〈フワフワフワーだよ〉　（16－8一8）

注　述語は，淺然のことであるが，　「詞十文末助辞」のかたちをとる。ややこまかく
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　　言えば，「体警マタ日用欝マタハ鋤詞十助動詞十終助詞」のかたちをとる。ただし．

　　女末助辞は，かたちのうえにあらわれないことがある。これもt・こまかく欝え．ばジ

　　助動詞または終助詞，またはその糎者が，かたちのうえにあらわれないことがあ

　　る。上記した述語の構造は，　1）から9）までで，そのすべてをつくしている。

　　以下に，文の型のなかに矯いられる述語は，みな，その意味で，このような内部構

　　造を持つ可能性があるが，つねに，そのすべての構造を持ちうるかどうかはわから

　　ない。　くわしくは，r構文」の章を参照されたい。ここでは，述語だけの交につい

　　て，これを，やや，こまかく見て，以下の交の型にあらわれる述語の構造を，一つ

　　ndつ述べる手口を管略することとしたQ

2．用修法一述語

　　「アマリ　ウマクナイミタイ」　（3｛3｝一・5－10）

　　「ア，コナイダ　タベタ」くあ，こないだ　嚢べた〉』（3‘31吸9－8）

　　「ミソナガ　ノムノ　シラナカヅタ」くみんなが　飲むの　知らなかった〉（3t3｝一5－3）

　　「アノ～　ケイトモノヲ　ケソピソシテタソデス」　くあの一　毛糸ものを』検品して

　　たんです〉　（12－1－14）

　　「イマノトコロ　ナイソデス」〈今の所　無いんです〉　（12－8－IO）

　　「ソレジャ　キョウハ　ケッコウデス」〈それじゃ　今臼は　結構です〉　（12－19－24）

　　「トタソニ　クビダj〈とたんに　首だ〉　（16－17－16）

　　「アトー　ニサソプソ」〈あと一　2。3分〉　（16－22－18）

　　「チュウガクソ　トキカラ　ナゲテル」〈中学ん　時から　投げてる〉　（16－7－i3）

3．　追修語一三修語一述語

　　「モウ　チョイチョイ　キテマス判〈もう　ちょいちょい　来てますよ〉（3t2》一・2－8）

　　「ナイシイソダ，マタ　ソノ　トキ・ハj　〈おいしいんだ，また　その　晦は〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3C3＞一一14－1）

　　「アアイウノ　．ミソナ　キヅテシマウソダソウデス9」　くああいうの　みんな．切っ

　　てしまうんだそうですよ〉　（3（2，一・（F5）

　　「アノ　タイプト　ジムヲ　スコシ　ヤリマシタ」〈あの　タイプと　事務を　少し

　　やりました〉　（12－9－1）

　　「ドウモ　オテスウ　カケマシタ」〈どうも　お手数　かけました〉　（12－t2－20）’

　　「ヤハリ　アノー　トウキョウノ　マソナカガ　イイト　ナモイマスケド」〈やはり

　　あの一　東：京の　まん中が　いいと　思いますけど〉　（12－7－5）

　　「コレダケデ　ロクジュウエソグライ　スッタモソ」くこれだけで　60円ぐらい　す

　　つたもん〉　（16－2一・11）

　　「キノウ　ウエノノ　トショカソヘ　イッタソダ寡ネ」　〈昨日　上野の　図霞館へ

　　行ったんだよね〉　（16づ一8）

　　「ソレデカエリ轟『チャンピオン』　ミテキタ」　〈それで帰りi（「チャンピオン」
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　　見て来た〉　（16一・3－13）

4。　用修七一用修語一用言語一述語

　　「チャ「ソト　ヤッパリ　イッペソ　ヤイテアソノネ」　〈ちゃんと　やっぱり　一ぺん

　　焼いてあんのね〉　（3｛3L18一・1）

　　「イツモ　コウ　スイッスイッスイッスイット　カラダヲ　ウゴカシテイルソデス

　　ネ」くいつも　こう　スイッスイッスイッと　体を　動かしているんですね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3（2｝一3－8）

　　「ダケド　コノゴロハ　モウサ　キリカエガ　パット　ツク　ヨウニナッタ」くだけ

　　ど　このごろは　もうさ　切りかえがパッと　つくようになった〉（3｛3）樋2－5）

　　rツマリネ　アノー　アナタノ　バアイネ　チxウガッコウソツギョウグライデネ

　　マ　ジムイソサソ　ナル　バアイ　ダイタイ　ミナライノ　ジムデスネー」　〈つま

　　りね　あの一　あなたの　場合ね　中学校卒業ぐらいでね　ま　事務員さん　なる

　　場合　大体　見習いの　事務ですね〉　（12－17・一15）

　　「ウユカラ　コウ　ナソカ　ツルスソダヨ，ヤネヲ」　〈上から　こう　なんか　絹る

　　すんだよ，麗’根を〉　（16－14－10）

　　「コノ　マエソ　トキ　ヤッパリ　スズキサソ　トコ　イッタソダヨ」〈この　前ん

　　時　やっぱり　スズキさん　所　行ったんだよ〉　（16－12－9）

　　「イロソナ　トコ　イクカラネ，シeッチ。、ウネ，ジxソギョウダノナソダノ」〈い

　　ろんな　所　行くからね，L　ftつちapうね，巡業だのなんだの〉　（16－15－22）

5．　旧記語一三修三一用修語一用修語一述語

　　「モウ　アシー　サイゴノ　トキナソカ　ヒトノ　ステタ　パイナソカ　ミテイナイ

　　ナ」〈もうあれ一最後の時なんか入の捨てた牌なんか見て㌔1ないな〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－22－23）

　注　　「アレー一　iは「アレデハ」の意だろうと解釈したから用修語と認めたが，間投壷

　　とすれば，用修語は1つ減ずるσ用暗語4つと見られるのは，この1例だけであっ

　　た。

6．主語一述語

　1）述語が体言文節または副詞文節のもの

　　rアノ　ヒトタチハ　イッパク」〈あの　着たちは　1泊〉　（3c3）一5一・6）

　　「ウチノ　コモ　ソウ」〈うちの　子も　そう〉　（3c3》一19－10）

　　「コレネ　コソナ　オオキナt・　一一　ミナソデJk　mjくこれね　こんな大きなね一

　　実なんですよ〉　（3（2L7－7）

　　「アレハ　スミダク　リョウゴクデスネ」くあれは　墨田区　両国ですね〉（12－8－18）

　　「シ＝ミハ　ドクシuデス」〈趣味は　読書です〉　（12－21－3）

　　「イチバソ．サイゴガ　アガッタノハ　ソノ　マエ」〈一番　最後が　上がったのtt
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　　その　前〉　（16－1－18）

　　r『ベソガルノ　ソウキヘイ』　ナソテネ…一　ワタクシノPt　ジョガヅコウノ　ニネソ

　　グライノ　トキダッタ」〈「ベンガルの　槍騎兵」なんてね一　1私の一　女学校の

　　2年ぐらいの　蒔だウた〉　（16－5一一21）

　　「オノデラガ　スキナノ　ミヤモト　ムサシ」〈オノデラが　好ぎなの　宮本武蔵〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－20－5）

　2）述語が用言交節のもの

　　rウデガ　チガウ」　〈腕が　違う〉　（3（s）一20一一3）

　　rモラッタ　ホウノ、　ワスレテイル」〈もらった　方は　忘れている〉　（3c3，一7一・8）

　　「イロイロナ　カタチガ　アルノネ」　（3ω一6－4）

　　rオキェジョウガ　ノビルソデスnJ〈お給料が　延びるんですよ〉　（12－3－8）

　　「ソウデスネー　キョジ＝ウチカラ　チカイ　ホウガ　イイデスe」　〈そうですね一

　　層注地から　近い　方が　いいですよ〉　（12－21－2Q）

　　「ソレダケノ　ドキヨウハ　ゴザイマセソ」〈それだけの　度胸は　ございません〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（r2－11－18）

　　「オヨイデイク　トコP　ウツッテル」〈泳いでいく　所　写ってる〉　（16－9－6）

　　「シラナイ，ボクグッチ」　〈知らない，嚢だって〉　（16－19－2）

　　「ノメナイネ，tf　pmルダケハ」〈飲めないね，ピールだけは〉　（16－12－5）

　注　ここでは，述語の構造のこまかいことは，問題としないで，　2織するにとどめ

　　た。主語は，体雷または体言夕露の語旬に，助詞「ガ。ハ・ナソテ・ダッチ」など

　　がつぐことがある。零講演のばあし・もある。くわしくは購刻の章を参照され

　　たい。以下，主語●述語については，これ以上，こまかくは，述べない。判叙表現

　　にあっては，「構交」の章に扱うところを，ほとんど，適遍しうるからである。ただ

　　し，格別の必要を認めたときは，適宜，記す。

7．　主語（，、一主語（ガ）一述語

　　rココラノハネ　アノ　シャリシャリッテ　アジガ　アルノネ」　〈ここらのはね　あ

　　の　シャリシャリって　味が　あるのね〉　（3c3｝一17－4）

　　rワタシ　ヤマキタノ　ホウ＝　イチド　イヅタ　コト　アルソダケド」　＜私　山北

　　の方に1度行ったことあるんだけど〉（3〔2，一13－4）

　　rココラヘソノハ　アジガ　ナイノヨ」〈ここら辺のは　味が　ないのよ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3t3，一17－2）

　　「ワタシバ　ソウカヤキガ　スキダ」〈私は　草加焼が　好ぎだ〉　（3c3｝一18－3）

　　rソレハ　ジシソガ　アリマス」〈それは　自信が　あります〉　（12－2〔ト12）

　　rナイ　ホウガ　イイe，アソナノ」〈無い　方が　いいよ，あんなの〉℃6－14－B）

　　「オシュウジ　ヘタナソデス，ジガ」〈お習字　へたなんです，字が〉　（12－17－6）

　注　1．　最後の例は，意味的に重複しte　一一種の不整表現とも見られるが，この型とも
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　　見られるので，参考のため｝こ添えておく。

　注　2．　主語のかさなるとき，ふつう1つ．は主題をあらわす。以下同じ。

8．主語一用修語一述語

　　「ワタシナソカ　マダ　ダメダワ」〈私なんか　まだ　だめだわ〉　（3｛SL12－7）

　　「モウ　ウグイス　ナイテマスネ」くもう　鶯　鳴いてますね〉　（3ω一4－D

　　rソイデネ　ダイタイネ　ジ＝ウバイネ，オミズガ」〈そいでね　大体ね　10倍ね，

　　tv’7」〈b：〉　（3‘’L12－6）

　　「アノー　ベツニ　ナイショクヅテ　シタ　コト　ナイソデスケド」〈あの一一　別に

　　内職って　した　こと　無いんですけど〉　（12－10－6）

　　「コドモハ　アノ　プソキョウクノ　ホウノ　ガヅコウヘカヨッテイルソデス」〈子

　　供は　あの　文京匿の　方の　学校へ　通っているんです〉　（11－11－3）

　　「シジスル　ヒトガ　ナソワリカ　イルソダヨ」　〈支持する　入が　何割か　いるん

　　だよ〉　（16－21－20）

　　「スピードナソカ　ゼソゼソ　デナイソダモソ」　＜スピードなんか　全然　出ないん

　　だもん〉　（16一・8－2）

　　「オレガ　トヅタノハ　ダイタイ．イイソダヨ」〈おれが　取ったのは　大体　いい

　　んだよ〉　（16－9－20）

9．　主語一主語一享穴一述語

　　「ショウセツナソデアレ　ナイモソ，アレ」〈小説なんて　あれ　無いもん，あれ〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－22－6）

　注　1例だけである。　これは，最後に主語　（「アレ」）　cl）くりかえしがあらわれる

　　ので，臨時的な形と認められる。したがって，型としては，「主語一主譲一述語」

　　（「ショウセツナソテ　アレ　ナイモソ」）と認めてよい。しかし，こ．こにあげておく

　　のは，指示諾が先行または同行することによって，主語または用修語がくりかえさ．

　　れることは，ときに見られることであって，これは，話しことばの一つの交型に準

　　ずるものと認められないではない。この例は，たまたま，それが，両方とも指示語

　　であったにすぎないと解釈しても，あやまりではないと考えられるから，その意味

　　で，念のため，示す。

10．主語（．、一主語㈲一用諺語一述語

　　「ヤッパリ　タベル　モノハ　ミタメモ　キレイナ　ホウガ　イイワネ」　〈やつぽり

　　食べる　物は　見た目も　きれいな　方が　いいわね〉　（3ω一3－8）

　　「ワタシ　ソソナ　コト　ナイワ，チットモ」〈私　そんな　事無いわ，ちっとも〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｛3）一3－8）

　　「1・クベツ　ナソXモ・トクギハ　ナイソデスノ」　〈特別　なんにも　特技は　無い

　　んですの〉　（12－H一一12）
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　「アレモ　サイゴニ　ゲーり一クーパP・ガ　シヌソダ」〈あれも　最後に　ゲーり一

　　クーパーが　死ぬんだ〉　（16－5－8）

　「パチソコハ　ミソナ　ホソトニ　スキダネ，デモ」　〈パチンコは　みんな　本当に

　　好きだね，でも〉　（16－2－7）

11．主語一三修語一畳修語一一述語

　「ボクモ　ソウイウ　コトハ　ゼソゼソ　シラナイソダ」＜僕も　そういう　事は

　　全然　知らないんだ〉　（16－20一一1）

　　「ボクナソカ　トウキnウカラ　イッポモ　デナイゼ」　〈撲なんか　東京から　1歩

　　も　　　仕iなし・ぜ〉　　（正6－8－14）

　　「ヤマナカクソ　コノゴロ　パチンコ　ヤッテルソダッテネ」　〈ヤマナカ鷺　このご

　　ろ　パチンコ　やってるんだってね〉　（16－12－12）

　　「アノ　トキ　ズイブソ　ヒョウバソ　ヨカッタネ」　＜あの　時　随分　評判　よか

　　つた牙’a＞　　（16－5－4）

12．独立語，主語一一用修語一述語

　　「ソノ　マエノ　カイネ，アVハネー　ズルイソダyネ，スゴクネ」　〈その　館の

　　回ね，あれはね一　ずるいんだよね，すごくね〉（正6－1－19）

　漆　提示の独立語のある交例は，この1例だけであった。

13．主語一主語（一一主語㈲一町修一一述語

　　「ジツサイ　アノ　X・イガ　パクリgク　アッタネ，アスコノ　アノ　．ボクシソグノ

　　トコハ」　〈実際　あの　映画　追力　あったね，あすこの　あの　ボクシングの

　　所は〉　（16－4－1）

　漆　前詑9・とは，やや性質のちがう，主語3つのある文例で，これ1例だけであった。

　　最後の「アスコノ　アノ　ボクシソグノ　トコハ」が，”所〃をあらわす語である

　　ために，飛識語に近いものであって，その意味で，これは，　1虫語一主語一用修語

　　一∫目修単一述語」という後記14・の型に灘ずるものである。

14．主語の一一主語cvs）um用修語一用／彦；語一述語

　　「ダイタイ　コノヘソハ　ヤハリ　コイシカワトカネ　ヤッパリ　コッチノ　ホウメ

　　ソガ　オオイソデスヨ」　〈大体　この辺は　やはり　小石川とかね　こっちの　方

　　面が　多いんですよ〉　（12－2－2正）

　　「シカシ　アレハ　ボクノ　ホウニモ　チャソト　イチリ　アルソデスネ」〈しかし

　　あれは　｛奨の　方にも　ちゃんと　一理　あるんですね〉　（16－20－18）

15．主語一丁三宮一丁修語一用修語一述語

　　fノソチャソバヨク　ヤマヘイッタワネ，キ軍ネソバ」＜ノソちゃんは　よく

　　山へ行ったわね，去年は〉（3‘3’一2－1）
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　　「ソウイエバツボミガダイブアリマスネ，マダJ〈そう言えばつぼみが大

　　部ありますね，まだ〉（3ω一6つ）

　　「デモ　ダイナソカ　アノP・　アレネ　ジキノ　トキハ　スゴク　タクサソ　モ　マ

　　エカラ　ツクットクラシイワネ」　〈でも　台なんか　あの一　あれね　時期の　時

　　は　すごく　沢肉　も　前から　作つとくらしいわね〉　（3Cl｝一1（｝一8）

　　「オレナソカ　マイバソ　オヤジノ　オショウパソダヨ，コレ」　イヅパイダケ，マ

　　イバソ」〈おれなんか　毎晩　おやじの　お棚伴だよ，これに　1杯だけ，毎晩〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　（16－12－4）

　注　最後の用例は，くりかえしによる網目諮で，臨時的な形と認めることもできる。

16．主語（バー主語。，s）一用修語一用修語一用修語一述語

　　「ジムイソサソハ　ダイタイ　イマ　イチバソ　オオイソデスヨ，キュウジソガネ」

　　〈事務艮さんは　大体　今　一番　多いんですよ，求人がね〉　（12－13－18）

　　「ナソカ　ナマデ　スグ　タベラレル　モノヲ　カウノハ　チョヅト　キモチガ　ワ

　　ルイワ，ドウシテモネ」〈なんか生ですぐ食べられる　ものを　買うのは

　　ちょっと　気持ちが　悪いわ，どうしてもね〉　（3（iL4－1）

17．主語一用修四一用修語一同内語一下修語述語

　　「ウチニモ　イチジクノ　キガ　フタツグライ　アッタソデスヨ，モト　ニシノ　ホ

　　ウニネ」　〈うちにも　いちじくの　木が　2つぐらい　あったんですよ，もと　西

　　の　方にね〉　（3｛2｝一9－10）

　2・2判断未定の表現話し手が，自己の未定な判断を，述べあらわすもので

ある。

　〈あらわれた型と例文〉　（弓丈が少ないので，全例をかかげる。）

　1述語かカナ．カシ。

　1）体言（十助動詞）＋終助詞

　　「ソノヘソグライマデジャナイカシラネー」（3ω一1（〉一4）

　　「ヨソジュウヨソカナ」〈44かな〉　（12－19－9）

　　「ニジ．＝ウク，サソジュウカ」〈29，30か〉　（16一・20－10）

　　「ソノ　マエカ」くその　前か〉　（16－1樋8）

　　「レスラーカ」〈レスラーか〉　（16一葺一12）

　　「オオエミチコカナ」〈大江美智子かな〉　（16－2（｝一2）

　2）用言（＋助．動詞）＋終助詞

　　「デキマスカ」〈出来ますか〉　（12－13－12）

　3）副詞（十助動詞）十終助詞
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　　「ソウカシラ」　（3t：）一7－6）

　　「ソウカシラネ」　（3｛2，一12－10）

　　「ソウジャナイカシラ」　（3｛2｝一8一・6）

　　「ソウカナー」（16－12一・6）

2．　用修語一述語ヵナ

　　「イマハ　コマッテルソジャナイカナー」〈今は　困ってるんじゃないかな一〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（正6－10－14）

3．　用修語一用修二一・述語カシラネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　「ヤッパリ　フルイノハ　キッチャウノカシラネ」〈やっぱり　古いのは　切っちゃ

　　うのかしらね〉　（3‘2）一11－8）

4．主語一述語かかカシラ

　　「コナイダノ　アレ　ソウカシラ」　（3〔2｝一3－5）

　　「シッポガ　ナガイノカシラ」　（3ω一3－8）

　　「アレカ，サイゴニ　シヌノハ」　〈あれか，最後に　死ぬのは〉（16・一5一・11）

　　「コレ　ナレノカナ」　（16－5－19）

5．主語一三一語一述語かヵナ

　　「アソコニ　アソノカ，カソエイジッテ」〈あそこに　あんのか，寛永専って〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－18－23）

　　「オレハ　ジュウ＝ジゴロ　オキタカナ，　アレデ」　くおれは　12時ごろ　趨きたか

　　な，あれで〉（16－12一一22）

6．主語（ハ）一一主語（ガー用修語一述語ヵナ

　　「アサクサハ　ゴロッカイグライ　イッタ　コト　アルカナ」〈浅草は　5・6回ぐ

　　らい　行った　こと　あるかな〉　（16－19－i8）

　　「コトシナソカ　トクベツ　ニソズガ　スクナイソジャナイ」〈今年なんか　特別

　　人数が　少ないんじゃない〉　（3ω一2－5）

　注　上記の「コトシナソカ…」の文例は，相手に韓する質問の形をとっているが，実

　　は，　r…スクナインジャナイカナ」の意味をあらわしている。自己の未定の不明確

　　な判断をあらわすのに，臨時的に，相手に対する質問の形を借りている。型として

　　は，とりあげがたいが，一つには，判断未定の表現の交例をすべてあげることとし

　　たため，また，一つには，注意すべき表現として，記す。

＜まとめ》

（1）主語は，～協・～ガ・～ハ・～ナソテ・～ツテ　など。主題をあらわすも

　のも含めてあるから，1文に主語が2つ以上あらわれることがあるけれど

　も，そのばあい，1つは主題をあらわすものであり，一般には，それが前置
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　されることが多い。また，「カソケイガ　アル」「キモチガ　ワルイ」など，

　主語述語のつながりが，比較的緊密で，その閥に，連用修飾語の挿入される

　ことが，かなり少ないものもある。型としての表示には，一括して，主語は

　すべて連用修飾語より前熱してあるから，この点，実際に，そぐわないこと

　があるQ主語・用警語・述語の語順の細部については．型の，かなり大まか

　なものを見るにとどめたこの作業では，触れるゆとりがないが，「構文」の

　章を参照されたい。

（2）述語は，すでに述べたように．「詞（＋：文末助辞）」のかたちをとり，判叙

　表現においてe＃　，そのこまかい分化はあるけれども，これ以外に格別の特徴

　と書えるほどのものは，ほとんど，ない。しかし，その一廓，判断未定の表

　現には，～カ・～カナ・～カシラ　などの特徴がある。

（3）連用修飾語は，かなり自由に用いられている。

（4）イソトネーシHソほ，　（卓立表現音調を兼ねるものは別として，意図表現

　音調に関する限りでは），大多数平調と認められる。

⑤　講文の型としてはとりあげる必要がないが，「反幅の表現」カミ，上記以外

　に，13例ある。

　《例文の数〉

2・1　判断既定の表現

i．述

　1）体轡

　2）罵雷

　3）副詞

　4）体三十助動詞

　5）馬需品助動詞

6）　悪1揺認＋9力動言司

　7）　イ本ご欝（十耳力動舞胃D→一三助調

8）用筆（＋助動調）＋終助詞

9）　蚕旺詞（十助動言責1）臨終助詞

2．用　述

3。用　用　述

生野　用　用　述

5．用　用　用　用　湯
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13．主　主　主　用　述 0 0

14．主　主　用　用　述 0 1

15，主　用　用　用　述 3 0

16．主　主　用　用　用　述 1 1

17．主　用　用　用　用　述 i 0
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2・2　判断朱定の晶晶

1．述

1）体雷（＋助動詞）＋終助詞

2）　用言（＋助動詞）十終助需司

3）副詞（十助動詞）十終助詞

2．用　述

3．用　用　述

4．主　述

5．主　用　述

6．童　主　用　述

231229計

＜この表現の典型＞

　2・1（主語（ガ．，、））一（用鼻革）一述語

　2・2（主語（加の一（用修語）一述語かカナ．カシラ

　3　要求表現

　3・1確認要求の衰現　話し手が霞己の判断について相手の確認を求めること

の明瞭な表現である。

　＜あらわれた型と例文＞

1．述語鮎卯知6ヴシ。6・ジ。ナイ・ジ。ナイ・．ジ。河力

　　「イカナカッタネ」〈行かなかったね〉　（3〔3｝一7－1）

3－05



　　「ユキノジnウヘソゲダヨナッ」〈”雪之丞変化〃だよなつ〉　（！6－20－7）

　　「サソカイメグライダPウ」〈3回冒ぐらいだろう〉　（16－5－23）

　　「テソイソサソデショ」〈店員さんでしょ〉　（12－13－16）

　　「ソレジャー　イイジャナイ」　（3｛：一9－2）

　　「ソウジャナイノ」　（16－4－21）

　　「イイジャナイカ」　（16－16－21）

　　このほかに，

　　「シカタガナイ」　（12－4－D……「しかたがないというのだね」の意

　　「ノレル」（12－2－13）……「乗れるのだね」の意

　　などがあり，これは上記の類型酌交末の助辞が，臨時酌に略されたものと認められ

　る。

　注1、この褒現にも，用雷文簾の述語，体寳文節の述語，副詞交節の述語がある。

　注　2．　この蓑現の交例全体を通じて，～ネ，～ナ，～ダロウ，～デショウは，大部

　　　分昇調工のイントネーションをもつ。～ダロウ，～デショウには平調のイソトネ

　　　ーショソのものが少数あるが，～ネ，～ナには昇調1以外の例はほとんどない。

　　　また，～ジャナイ，～ジャナイノ，～ジャナイカ，には，平調のイソトネーショ

　　　ンのものが多く，そのほか少数，昇調1のイントネーションのものがある。

2．　用修語一述語恥シ．6・ダ。5

　　「ヤッパジ　ソレジャ　カソゼソナ　トウキョウベソジャナイネ」〈やっぱり　それ

　　じゃ　完全な　東京弁じゃないね〉　（16－8一一11）

　　「シツギ翼ウホケソバ　ハイヅテナカッタソデスネ」　〈失業保険は　はいってなかっ

　　たんですね〉　（12－9－t3）

　　「ソイカラ　タニガワヘ　イッタデショウ」くそいから　谷用へ　行ったでしょう〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｛3Ls－4）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　「イチネソカソ　コウカイシナイソダロウ」〈1年間　公蘭しないんだろう〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－6一ユ4）

　　「ユガワラヘ　イッタジャナイ」〈湯河原へ　行ったじゃない〉　（3〔3｝一2－9）

　　「オウチユ　イラヅシャル」　（12－19－18）

　　「ガッコウヘ　イッテタノ」〈学校へ　行ってたの〉　（12－4－8）

　注　終りの2例は，類型的文末が臨暗酌に略されたものと認められる。交末は昇調を

　　とっていないから，反唱とも取れるものであるが，文脈上，確総要求の意図が強い。

3．　用外語一回修語一述語　9・デ訴ザ垢

　　「アノ　i・キ　マイッタモソナ，ジヅサイ」〈あの　時　参ったもんな，実際〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－12－18）

　　「タイプモ　マダ　ヤヅテラヅシャラナイソデスネ」　（12－13－14）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　「アノ　ハナビラ　ヒトツヒトツ　ヤルソデショ」　〈あの　花びら　一つ一つ　やる

　　んでしょ〉（3ω一5－4）

4．　用修三一用修訂一三修三一述語　デシ．E．デシ9

　　「イマ　望ソマソグライシカ　ウレテナイソデシaウ，マダ」　〈今　4万ぐらいしか

　　売れてないんでしょう，まだ〉　（16－6－16）

　　「ダカラ　キョネソノ　クリスマスナソカ　ジブソノ　ウチデ　ケーキ　ツクッタデ

　　　ノ　　ショ」〈だから　宏年の　クリスマスなんか　自分の　うちで　ケーキ　作ったで

　　しょ〉　　（3〔1｝一4－6）

　　「クロガ…クロガネカラ　ズット　ケントクヘ　イッタデショ」＜くろが…黒金（由

　　名）からずっと　仁徳（山名）へ　行ったでしょ〉　（3c3）一9－10）

5．　用修語一今回語一用船語一用修語一述語デシ。ぢ

　　「キョネソハ　ダッテー　ハル　イチパソ　サイシ翼　タソザワヘ　イッタデショ

　　ウ」〈去年は　だッて一　春　一番　最初　丹沢へ　行ったでしょう〉　（3c3｝一8－4）

6．主語（ガ・ハ）一一述語デー：1・ダ崎・啄・ジ。ナイカ

　　「アメカナソカ　フッタソデショ」〈雨かなんか　降ったんでし訟〉　（3t3i－10－1）

　　　　　　　　　　　　　　ノ　　「アレ　ソレソケイナソダロウ」〈あれ　ソ連系なんだろう〉　（16－4－13）

　　「キ＝ウリョウガ　チハイスルノネ」〈給料が　遅配するのね〉　（12－3－9）

　　「ジブソモ　セイネソ，ジブソモ　セイネソジャナイカ」　〈自分も　齎年，自分も

　　雫｝益芦じmpなVsカ｝〉　　（16－20一！4）

　　「リソジハ　イヤ」〈臨時は　いや〉　（12－3－25）

　注　主語には，～ガ，～ハその他があるが，詳しくは触れない。

7．主語一用修語一述語恥デシE・ジ。ナイ1，・ジ。ナイノ

　　「ダケド　アレガ　イチバソ　ウレルソダッテネ」　〈だけど　あれが　一番　売れる

　　んだってね〉　（16－22－8）

　　「ホケソモラッテル　アイダニ　ショウカイガ　アッタデショ」〈保険　もらって

　　る　間に　紹介が　あったでしょ〉　（12－4－10）

　　「ソノ　マエニ　アッタジャナイカ，ナソカ　『ワナ』ッテイウノガ」　〈その　前に

　　あったじ1やないか，何か　「罠」っていうのが〉　（16－4－3）

　　「ナソカ　モソダイ　オキテタジャナイノ」〈侮か　問題　起きてたじゃないの〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－15－23）

8．　主語一主語（ガ）一回忌一一述語　恥ダ。6

　　　　　　　　　　　　メ　　「デe　タカイソダモノネ，アレネ，チョットネ，オネダソノ　ホウガ」　〈でも　高

　　いんだものね、あれね，ちょっとね，お1｛α段の　方が〉　（16－19－23）

　　「ダケドー『ニジュウノトビラ』モ　ソウトウ　チョウシュリツガ　アルソダロウ」

　　〈だけど一　「二十のとびら」も　相当　穂取率が　あるんだろう〉　（16－21－11）
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9．主語一興華語一斗修語一述語為デシ。9・義ナィ

　　「コソナカデハサ，アナタガ　イチバソ　アVi・ウネ」　〈こん中ではさ，あなたが

　　一番　甘党ね〉　（3㈲一正5－2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　「ソイカラネ，ナブハ　アンタ　アソコヘ　イッタデショウ」くそいからね，夏は

　　あんた　あそこへ　行ったでしょう〉　（3｛3L8－10）

　　「認ソド　オノデラ．』スキナノガ　クソジャナイ，メイジザデ」　〈今度　オノデラ

　　好きなのが　来んじゃない，明治座で〉　（16－20－1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　らio．主語一主語（ガ）一丸修語一用修語一述語デシ。6

　　「アレ　アノ　ジキニ　アリガ　ツクデショウ，ナカヘネ」〈あれ　あの　じぎに

　　蟻が　つくでしょう，中へね〉（3cv－9－8）

1L主語一々壮語一編修評用幼童一述語郵デ・、1

　　「ソコダッテネー　バス　オリテカラネ　アノー　ミズゥミマデネ　ダイブ　アルノ

　　ネ」〈そこだってね一　バス　降りてからね　あの一　湖までね　大分　あるのね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｛2，一15－8）

　　「サイショ　ホラ　アノ　ウグイスガネ　アノー　ス　ツクッタデショ，ホラ　ハラ

　　ソノ　ナカニ」〈最初　ほら　あの　鶯がね　あの一　巣　作ったでし濠，ほら

　　葉蘭の　中に〉　（3t2）一2－1）

　　「ソシタラネ　モー　ナソニモ　トニカク　スル　コト　ナイデショ，タベル　コト

　　イガイハサ」　〈そしたらね　も一　何も　とにかく　する　こと　ないでしょ，食

　　べる　こと以外はさ」　（3〔3｝一13－1）

　《まとめ〉

（1）述語は．～ネ・ナ，～ダロウ・デシuウ，～ジャナイ（ノ・カ）等の形式

　をもち，これが典型と考えられる。また，～躍もしばしばあらわれるが，こ

　れは反問の気持ちを含むばあいが多いと見られる。

（2）イソトネーシeソは，～ネ・ナは昇調1，～ダロウ・デショウは大部分が

　昇平1，～ジャナイ（ノ・カ）は大部分が平調，～囲は平調である。イント

　ネーションの対応の型としては，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌔　　　～ネ・ナ・ダロウ・デショウ……昇調1

　　　～ジャナイ（ノ・カ）……平調

　のように見てよかろう。

（3）主語は，～ガ，～ハ，～諺などで，この表現としての特色はない。

（4）連用修飾語は，かなり自由に用いられる。
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《例文の数〉

3。1　確認要求の表現
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＜この表現の典型》

　3・1　主語（がハ）一（弓勢語）一述語野心ダ。払デシ．6．ジャナィ（ノ．ヵ）

　3・2判定要求の表現　話し手が、自己の判断の成立するか否かを、相手の判

定にまつもので，yes，　no，をもって答えることのできるものである。

　《あらわれた型と例文＞

1．述藷（カ・カイ。ノ・ッテ）

　「キイタ」〈聞いた，〉　（16－1－3）

　「チャンピオン」　（16－3－1㊦

　「デキマスカ」　（12－20－19）

　「ゴttヤクエソカイ」〈5蒼円かい？〉（16－6－14）

　「デキルノ」　（3c2，一14－8）

　「カヅテクレルヅテ」〈買ってくれるって？〉　（16－2一！6）

　注1．この衷現にも，述語に用醤交節のものと，体欝交節のものとがある。副詞交節

　　　のものもありうる。

　注2．「ノ」「ッテ」は体雷・副詞に直接つくことはない。

　滋3・大多数は昇調1のイソbネーシaソをもつ。．特に文末助辞があらわれないばあ

　　いに著しい0

2．　用修二一述語（ヵ．ゐ

　「モゥ　オワッタソデスカ」〈もう　終ったんですか？〉　（12－4－19）
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　　「ソソナニ　ヒドイノ」　（16－8－20）

　　　　　　　　　　　ぱ　　「スコシハ　シソポシタ」〈少しは　進歩した？〉　（3｛3）一4－3）

3．　用三下一三捨貼一述語（’カ）

　　　　　　　　　　　　ピ　　「ニモツ　ツケラレマスカ，ジテソシャニ」〈荷物　つけられますか？　自転車に〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－16－24）

　　「アサクサ　ズーット　イカナカッタ」〈浅草　ず一つと　行かなかった？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16一！9一重9）

4．　用下野一別修藷一箇修語一寸修語一述語（ジ。ナわ

　　「ヤッパリ　ナツハ　デコレーショソハ　アソマリ　コシラエナイソジャナイ」くや

　　つばり　夏は　デコレーションは　あんまり　こしらえないんじゃない，〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｛！エー10－3）

5。主語（ハ．ガ）一述語（フ．知ヵイ．デシ．6）

　　　　　　　　　　　　　　メ　　「チヨノヤマ　ケッコソスソノ」〈千代の肉　結婚すんの？〉　（16－i5－20）

　　　　　　　　　　ぱ　　「ジムイソサソデスカ，ゴキボウハ」〈事務員さんですか？　ご希墾は〉（12－13－16）

　　「ソレニ　シタカラノ　キョリガ　アルソデショウ，ナソメートルッテ　イウ」　くそ

　　れに　下からの　距離が　あるんでしょうP　何メートルって　いう〉（3c2L1一一4）

　　　　　　　　　　　　　ぱ　　「ハシラッテ　シホソバシラ」〈柱って　賜本柱？〉　（16擁3一正4）

　　「セソベイヲ　タベテル　オトモ　ハイルカイ」　〈煎餅を　食べてる　音も　はいる

　　，b　tSし、　？〉　　（16－18－2）

　注　主語には，～ハ，～かその他があるが，詳しくは触れない。

6．　主語一主語～述諮（S）

　　「ガリパソナソカ　ガッコウデ　キッタ　コト　アリマスカ」　〈がり版なんか　学校

　　で　切った　こと　ありますか？〉　（12－17－3）

　　「ケソテイハ　ウケタ　コトハ　ナイ」　〈検定は　受けた　ことは　ないP＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－16－14）

　　「ナイショクモ　ヤヅタ　コト　ナイソデスカ」　〈内職も　やった　こと　ないんで

　　ナlb　1・？〉　　（12－10－5）

7．主語一用刃引一一述語（フ．ソデシ。ウカネー）

　　「モウ　キタソジャナイノ，エイガハ」〈もう　来たんじゃないの？　映画は〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（16－5－15）

　　「ヤッパリ　テイレガ　アルソデショウカネー」　〈やっぱり　手入れが　あるんでし

　　　ょ　うカi2a一　？〉　　（3〔2｝一zl－2）

8．　主語一用田語一用修語一丁’述語（ソジ。ナォ・フ）
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　「デモー　ナソカ　ソウイウ　ザイリョウ…ザイリョウッテ　イウノカシラ，テソピ

　　トカ　ソウイウ　モノガ　ズイブソ　イルソジャナイ」　〈でも一一　なんか　そうい

　　う　材料…材料って　いうのかしら，天火とか　そういう　ものが　ずいぶん　い

　　るんじmpない？〉　（3ω一9－6）

　「ホカニモ　ナデシサソガ　タクサソ　イルノ」〈ほかにも　お弟子さんが　たくさ

　　んいるの？〉（3ω一2－3）

　以上のほか，文型には加えられないが，省略質問文が，この寸寸には多くあ

らわれる。

　「アナ引見」くあなたは？〉　（3c3）一3一・7）

　「ソノ　ナカヘ　ナマデ」〈その　中へ　生で？〉　（3ω一12－5）

　「ハジメテ」〈始めて？〉　（3｛3）一4－2）

　〈まとめ〉

（1）主語は，「ハ」「ガ」をともなうことが多い。しかし，普通は，～ハ～デア

　ルカ，～ハ～スルカであろう。

（2）述語は，「カ」「ノ」をともなうことが多い。「～カ」が普通の形式といえ

　よう。

（3）述語は，大多数のばあい，昇調1のイントネーションをもつ。

（4）連用修飾語は，かなり自由に用いられる。

　〈例文の数〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2e8

3。2　判定要求の表現 No．3 NQ．12 No。16

1．述 17 32 22

2．用　述 14 6 14

3．用　用　述 5 5 3

窃用　用　用　用　述 1 0 0

5．主述 7 37 7

6．主　主述 0 Q 7

7．霊　用　述 H 韮5 3

8．主　絹　用　述 2 0 0

計 57 95 56

《この表現の典型＞

　3・2　〈主語（ガ．ハ））一（用断簡）一述語（勇）
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’

　3・3選択要求の表現　これは，判定要求の表現が．、2つ，特殊な形で連結

し，そのどちらかの判断を相手に選択することを要求するものである。

　＜あらわれた型と例文＞

1．　述語，…述語

　「アサデスカ，バソデスカ」〈朝ですか，晩ですかP＞　（5－1－20）．

　　「シソブソシャノ　ニソゲソカ，シャガイノ　ニソゲソカ」　〈新聞社の　人聞か，社

　　外の　入間か？〉　（5－12－6）

　　「コタイデスカ，エキタイ」〈固体ですか，液体？〉　（5一レ4）

　注　この類のものには，なお，下に示す例のごとく「選択要求」と「説明要求」の複

　　合した型があり，それは「Aカ　Bカ，　ヂッチデスカ」と蓑現される。

　　「シソブソユ　カソケイガ　アルト　イッテモデスネー　亭ノ　ヘソシェウテキナ

　　コトカー，アルイハ　ソノ　シソブソノ　ジギョゥト　イウ　ゼソタイノ　ケイエ

　　イテキナ　コトカ，ドッチデスカ」　〈新聞に　関孫が　あると　言ってもですね一

　　この　編集的な　ことか一，あるいは　その　新聞の　事業と　いう　全体の　経

　　鴬的な　ことか，どっちですか？〉　（5－12－21）

2．　述語，…用命語一述語

　　「キョネソノ　イマゴロカ，モット　マ＝カ」　（16－10－7）

3．　用修語一述語，…独立語，…述語

　　「マエニー　…ノヨウナ　オシゴトヲ　キボウシテマスカ，ソレトモ　アノー　コウ

　　イソサソナラ　ホカノ　オシゴトデモ　イイソデスカ」　〈前に一　…のような　お

　　仕華を　希望してますか，それとも　あの一　工員さんなら　ほかの　お仕事でも

　　いいんですか？〉（12－1－21）

4．　用修語一用修語一用修語一述語，…独立語，…用修語一述語

　　「カラダノ　ホウ　ジブソデ　ヒカクテキ　ジョウブ1・　オモワレマス，ソレトモ

　　ビョウキ　シヤスイデスカ」　＜体の　方　自分で　比較的　丈夫と　思われます，

　　それとも　病気　しゃすいですかP＞　（12－6－18）

　　「カラダ　ジブソデ　ヒカクテキ　ジョウブト　オモワレマス，ソレトモ　アマリ

　　ジョゥブデナイト　オモイマス」〈体　自分で　比較酌　丈夫と　思われます，そ

　　れとも　あまり　丈夫でないと　思います？〉　（12－21－1D

5．　主語一三三門一述語，…述語
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　る　　「ゴク　カタチハ　マールイデスカ，ナガイソデスカ」〈ごく　形は　丸いですか，

　　長いんですか？〉　（5－3－5）

　〈まとめ〉

（1＞この表現は，判定要求の表現を，「述語，述語∫の形で，2つ並べたもの
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　のである。述語と述語とを，独立語（接続詞）でつなぐこともある。

②　主語は，2つの述語に対して1つですませることが多く，2度くり返すこ

　とは，あまりない。

（3）連用修飾籍は，かなり自由に用いられる。

　＜例文の数》

　　1”一，一一一一，一一一一一一一一，一ie／　T
3・3　選択要求の表現

lNo．　3

1．述，…述

　寧（述，述），…述

2．述，…用述

3．用述，…独，述
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注　＊のものは「選択要求」と「説明要求」の複合した型，「AカBカ，ドッチデス

　カ」と表現される例である。

《この表現の典型＞

　3。3　（主語（ハ））一（用修業）一〈判定要求の形式の〉述語，一（独立語，）

　　　　　　　一（用修語）一〈判定要求の形式の〉述語

　3・4説明要求の表現　不定詞を含む質問の表現で，その内容を説明すること

を相手に求めるものである。

《あらわれた型と例文＞

1．〈不定詞を含む〉述語（みヵシラ）

　rナニ」　（3“）一一2－6）

　「ドウシテ」　（16－2－2）

　「ナソドデスカ」〈何度ですか～〉　（12－18－14）

　fドウカシラ」　（3cs｝一3－8）

　「ナーソダイ」　（16－9－18）

　不定詞が，述語にかかる連体修飾語のなかで用いられるばあいがある。

　「イクソチグライノ　ヤvj　〈幾Hぐらいの　由？〉　（3（3）一3－3）
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　注　大多数が昇調1のイントネーションをもつ。特に終助詞をともなわないばあいに

　　著しい。

2．　用仏語一〈不定詞を含む〉述語（ヨ）

　　「サイテイ　ドノクライデショウカ」〈最低　どのくらいでしょうか？〉（12－14－9）

　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ　　「ユウガタ　ナソジゴロマデデスカ」〈夕方　何時ごろまでですか：？〉　（12一・8－5）

　注　この型の例は，3．4．などの型に比べて著しく少ない。あらわれたのはこの2例

　　だけである。この2例も別の型とも解釈されるが，この型としてかかげておく。

3．〈不定詞を含む〉用談語一述語（フ）

　　rダレニ　マケルノ」くだれに　負けるの？〉　（16－i5－10）

　　「ドノクライ　スキ」〈どのくらい　好き？〉　（3〔3｝一i5－14）

　　「イツカラ　イツマデ　オツトメ　シテイラッシャイマシタ」　（12－8－19）

4．　用切語一く不定詞を含む〉用修語一述語（フ）

　　「タイプハ　ナソカゲツ　オヤリニ　ナリマシタ」〈タイプは　何か月　おやりにな

　　りました？〉　（i2－15一一9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　「ソレデ　アジハ　ドンナノ　ツケルノ」〈それで　味は　どんなの　つけるの？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｛v－12－10）

　　「ドウシテ　ヤメルッテ　イウノ」　（16－21－1）

5．　用修訂一く不定詞を含む〉用修語一用修語一述語（ヵ）

　　「シュミハ　ドソナ　モノニ　シュミヲ　モッテラッシャイマスカ」　〈趣味ほ　どん

　　な　ものに　越味を　持ってらっしゃいますか？〉　（12－21－2）

　注この月例は不整表現に近いものと愚われるが，こういう構文はしばしば用いられ

　　るので，一応かかげる0

6．　主語（ハ）一く不定詞を含む〉・述語（勇）

　　「オトウサソ　オイクツデスカ」　（12－19－6）

　　「ソロバソバ　ドウデスカj　（12－2－7）

　　「ナソブセソベイッテ　ドソナ　カソジ」〈南部煎餅って　どんな　感じ⇒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3｛3｝一17－1）

　　「ドウシテナソグロウネー，アレ」　（i6－9－1i）

　注　「～ガ」の形式の主語があらわれていない。すなわち，　このばあいの主語はすべ

　　て主題をあらわすものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
7．　〈不定詞を含む〉主語（s、’）一一述語（フ巧）

　　「ナソニソグライ　シテルノ」〈侮人ぐらい　してるの？〉　（3ω一1つ）

　　「ナニガ　キマスカ」〈何が　来ますか？〉（3c2）一一1一・2）

　　「エトカネ，ソウイッタ　シェミデスネ，ナニカ　ゴザイマセソカ」　〈絵とかね，そ
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　　ういった　趣味ですね，何か　ございませんか？〉　（正2－13－23）

　不定詞が，主語にかかる連体修飾語に用いられるばあいがある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　「ドソナ　オシゴトガ　ヨロシイソヂショウカ」　（12－13－4）

　注　「～ハ」の形式の主語ないし主題をあらわすものはあらわれない。

8。　主語一主語一〈不定詞を含む〉述語（ヨ）

　　rナバサソ　ヤマナソカ　ドウデスカ」〈おばさん　肉なんか　どうですか？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3〔3｝一11－4）

9．　　主語一〈不定罰を含む〉　主語　（ハ・ガ）一一述語　（フ．ヨ）

　注　不定詞を含まない主語は主題をあらわす。以下，主語が璽なるときは瞬じ。

　　「バショハ　，亙∠ヘソガ　イイソデスカ」＜場所は　どの辺が　いいんですかP＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12－2－7）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　「ノソチャソチ　之三ガ　オイシイノ」　〈ノソちゃんち　何が　おいしいの？〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3c3）一20－5）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎ　　「之三カ　ォスキデ　ヤッテイラヅシャル　コトバ　ゴザイ畷セソ」　（12－13一’14）

1e．主語《不定詞を含む〉用修一Pt．述語（S・ヵネ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　「ゴシ＝ジソバ　」泣　ナサルソデスカ」〈ご主入は　どう　なさるんですかP＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12一一10－17）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピ　　「ジカソハ　ナソジゴロマデ　ヨロシイソデスカ」　〈飛騰は　何時ごろまで　よろし

　　いんですか？〉　（12－14－14）

　　「レソズガ　ドウカ　シテタノカネe」　（16－9－18）

11．〈不定詞を含む〉主語一回修語一述語（あ

　　「デ　ダレ　カッタ，イチパソ」〈で　だれ　勝った？　一番〉　（16－1－23）

　　「イップソカソニ　ドノクライ　ウテマスカ」　〈1分間に　どのくらい　打てますか

　　？〉　　（12－15－17）

12．主語（ハ）一主語一〈不定詞を含む〉用修語一述語　（S）

　　「コvハ　パショ　一亙三ソ　ナリマスカ」〈これは　場所　どこん　なりますか？〉

　　（12－8－16）　　　　　　　　　　　　　　　　（注　「ドコン」は「ドコニ」の意）

13．主語一〈不定詞を含む〉主i語一用修語一述語（ヨ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　rホカニハ　ナニカ　ゴキボウ　アリマセソカ」　〈ほかには　何か　ご翰望　ありま

　　せんか？〉　（12－14－18）

　　「ジカソハ　ダイタイ　ナソジカラ　ナソジマデノ　トコロガ　ヨロシエウゴザイマ

　　　メ　　スカ」　く時間は　大体　何時から　何時までの　ところが　よろしゅうございます
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　　h＞　？〉　（12－8－2）

14．主語一一用修語一く不定詞を含む〉用転語一述語（カ’ノ）

　「ゲッシュウハ　サイショ　ドノクライ　ゴキボウデスカ」　〈月収は　最初　どのく

　　らい　ご希望ですか？〉　（12－17－11）

　「サイキン　ニュースエイガッテ　ナニ　ヤッテルノ」〈最近　ニゴース映画って

　　何　やってるの？〉　（16－i6－25）

　「ダイタイ　シュウニ＝ウ　オイクラクライ　アリマシタ，コノ　トキ・二」〈大体

　　収入　おいくらくらい　ありました？　この　時に〉　（12－8－24）

　不定詞が，下用修飾語にかかる連体修飾語のなかで用いられるぼあいがある。

　「ウソドウハ　ドソナ　モノ　ヤリマスカ，グイタイ」　〈運動は　どんな　もの　や

　　りますか？　大体〉　（12－20－23）

15。主語一く不定詞を含む〉主語一用修語一用修語一述語（カ）

　「アトネ　イマ　ワタクシガ　オキキシタイガイユネ　ナmカ　オデキニナル　ロト

　　ァリマセソカ」くあとね　今　泓か　お聞きした以外にね　何か　おできになる

　　こと　ありませんか？〉（i2－i1－11）

　以上のほか、文型には加えられないが、不定詞を含む省略質問文「ナニガ」

が相当数あらわれた。

ぐまとめ〉

（1）不定詞が主語に含まれるぼあい，述語に含まれるばあい，連用修飾語に含

　まれるばあいがある。

（2）不定期が，主語・述語あるいは連用修飾語にかかる連体修飾語のなかで用

　いられることがある。

（3）不定詞を含む主語は，「ガ」を伴なうことが多い。「ハ」は現われない。

（4）不定調を含まない主語は，「ハ」を伴なうことが多い。「ガ」はほとんど現

　われない。

（5）述語は，「カ」「ノ」をともなうことが多い。「カ」が普通であろう。

⑥　述語は，大多数のばあい，笹下1のイントネーションをもつ。

⑦　不定詞を含む述語に連用修飾語が用いられることは少ない。

（8）不定詞が2個以上用いられたものはあらわれなかったが，主語・連用修飾

　語ともに不定詞を含むばあいは，ありうる。
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〈例文の数〉
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＜この表現の典型＞

　3・4　（主語（ハ））一（用修語）一〈不定詞を含む〉述語（S）

　　　　（主語（ハ））一（用修語）一く不定調を含む〉用耳語一述語（動

　　　　く不定期を含む〉主語（ガ）一（用修士）一述語（ヨ）

　　　　〈不定詞を含む〉主語（ガ）一（用修語）一〈不定詞を含む〉用修語一述

　　　　　　語（ノカ）

　3・5　消極的行為要求（すすめ・希求・依頼など）の表現

　くあらわれた型と例文〉（例文が少ないので，全例かかげる。）

1．述藷

　「カエマショウ」〈変えましkう〉　（22－16－11）

　「イ　カジゴデスカ」　　（5一一15一・4）

2．　　用脅多一一述語

　「スポーツノ　ハナシデモ　ドゥデスカJ　（22－16－12）

　「シナモノ　キメマショウ」〈品物　決めましょう〉　（5樋0－9）

　rソウイウノノ・　ヤメマショゥ」　（22－1－22）

　　　　　　　　　　　　　　　　3王7



　　「ソノ　オカタイ　オゲイジュツノ　ハナシハ　ヤメマショウヨ」〈その　お竪い

　　お芸術の　話は　やめましょうよ〉　（22－1－i7）

　　「コノ　パアイダケハ　イワナイデモライタイネ」　〈この　場合だけは　言わないで

　　もらいたいね〉　（！6一！1－1）

3，　主語一膳修語一述語

　　「グット　コウチャノ　ハナシナド　イカガデス」くぐつと　紅茶の　話など　いか

　　がです〉　（22－17－11）

　3・6積極的行為要求（いわゆる”命令”）の表現

　くあらわれた型と例：文》（例交が少ないので，全例かかげる。）

1．述語

　　「アゲテ」〈（話をさげないで）上げて〉　（22－17－6）

　　「ダカラ　イヅトイデョ」〈だから　行つといでよ〉　（16－19－6）

2．　用修習一述語

　　「チョット　マッチ」　（5－2－17）

　　「サシツカエナイ　テイF“　＝＝　オカキイレ　クダサイマシ」　〈さしつかえない　程度

　　に　お轡き入れ　くださいまし〉　（27－2－24）

　　「ドウゾ　オハイリクダサイマセ」（27－8－15）

　　「ノドヲ　オシメシクダサイ」　（22－i6－8）

　　「オチャヲ　メシアガッテクダサイ」　（22－16－7）

　　「トウキョウノ　ヤナカ　イッテゴラソナサイ」　〈東京の　谷中　行ってごらんなさ

　　t）〉　（22－S－12）

　　「ドッチカ　バッキジシテクダサイ」　（5－1－5）

　　「ドウゾ　オカケクダサイマシ」　（27－6－4）

　　「ショウショウ　オマチクダサイマセ」〈少々　お待ちくださいませ〉　（27－8一一6）

　　「ヘソナ　コトヲ　イワナイデクレヨー」　（16－20－5）

　　「イワナイデクレヨ，モウ」　（16－2i－i5）

　　「ウソー　ツケ」〈嘘　つけ〉　（16－2G一1）

　注　最後の例は。〈嘘を　つくな》（禁止）の意味をあらわすもので，Pt種の慣罵的表

　　現である。

3．　零墨十一用修繕一述語

　　「ドウゾ　ココ　オカケクダサイマセ」　（27－8－17）

　　「ドウゾ　コチラヘ　オカケクダサイ」　（27－6－3）

　　「イチオウ　デモ　ムコウデ　ソウダソ　シテミテクダサイ」　〈一応　でも　向こう

　　で相談してみてください〉（12－5－2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　318



　「アソマリ　ヘソナ　＝ト　イワネーーデクレor」　（正6－10－23）

　「マア　ノミネー一，ミズ」〈まあ　飲みね一，水〉　（16－10－27）

　〈まとめ〉

（1）消極的行為要求の表現の述語は，～シマショウ・～シテイタダキマショウ・

　～シテモライタイなど，すすめ・希求・依頼をあらわす形式であり，イカガ

　デスカ・ドウデスカのごとく，不定詞を含む形式であることもある。

〈2）積極的行為要求の表現の述語は，～（命令形）・～シテ。～シテクダサイ・

　～シテゴランナサイ。～シテクダサイマシ（セ）・～シテクレ。～シナ・～

　スルナ〔禁止〕などである。

（3）主語をとることは，他の表現に比べて少ないが，とるばあいには「ガ」

　「ハ」をともなうことが多い。

（4）連用修飾語は，かなり自由に使われるが，あまりたくさん使われることは

　ない。

　〈例文の数〉

3・5　消極的行為要求
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〈この表現の典型〉

：：：｝撫癒硬鋼くすすめ●希求．依頼．徽ど働

s

注　命令的表現には，以上のほかに，つぎのような慣用的表現によるものがある。

　（1）副詞句によるもの
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1，

　「ドウゾ」　（5－15－10）

　「ドウゾ　コチラへ」　（27－6・一3）

　「ポスターヲ　 ドウゾ」　（5－15－20）

　rトクイノ　ウタヲ　ドウゾ」〈得意の　歌を　どうぞ〉　（16－22－20）

（2）体言によるもの

　「チョット　スミマセソ　ミズ」　（16－3－5）

　これらの表現は，臨蒔的に命令をあらわすが，述語管略文であるから，消極的行

為要求か萩極的行為要求かば，形式の上からは決められない。

　4応答表現　相手のことばに対する情語主体の響町を表明しようとするもの

で，詠嘆表現と同じく，（1）乗分化的な表現と，（2）やや分化した表現との2つに

分けられる。

　4・1　未分化的な表i現

くあらわれた型と例交》

1．　〈声的受けの〉独立語

　　ア　　エ　　ハ　　ヘ　　ウソ　　ヘー　　エー

　注　これらを「声的受け」というのは，カタカナ表記によって十分にあらわされてい

　　るとは考えられないもので，需語音というよりは，”声〃に近いものだからであるQ

　　これらの声的受けは，以下の応答蓑現が，肯定と否定の別をあらわすのに対して，

　　相手のことばを一応「1受け〃ることを表現したもので，肯否の別はあらわさない。

2．　〈応答詞の〉独立語

　　アー　　アー一　　ウソ　　ウーmソ　　＝t－　　X一一　　ネー　　ハー　　ハ・・一

　　ノ、　　ハイ　　　ブソ　　 フーソ

　　イヤ　　イヤー　　イエ　　イイエ

　注　これらの応答詞には，1。の「声約受け」と同じ形式のものもあるが，1．に比べる

　　と，いわゆる譲的類型をもっているもので，肯否の別がある。

　　音調の頑からみると，「○（○）」「○○」「○○」「○○○」「○○○」などの類型を

　　もつものが多いが，高低2段階では把握の十分でないものもみられる。

　4・2やや分化した表現　上記「未分化的な喪現」に比べ，やや分化した表現。

指示詞その他の類型的表現によるもので，肯定と否定とがある。

＜あらわれた型と例：文＞

1．述語文節に指示詞を含むもの

　1　述語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　320



　　ソウ　　ソウオ　　ソウヨ　　ソウネ　　ソウネ・一一　　ソウカ　　ソウカー　　ソ

　　ウカイ　　ソウカナ　　ソウカネー一　　ソウカシラ　　ソウカシラネー　　ソウカ

　　モシレナイ　　ソウダ　　ソウダヨ　　ソウグ9ナ　　ソウダネ　　．ソウダナー

　　ソウデス　　ソウデスネ　　ソウデスネー　　ソウデスカ　　ソウデスカネ　　ソ

　　ウデショウ　　ソウジャナイデショウカネー　　ソウラシイ　　ソウラシイヨ

　　ソウラシイワネ　　ソウナノ　　ソウナソデスノ　　サヨウデゴザイマスカ　　ソ

　　ウジャナイノネ　　ソウジャナイソデスケド　　ソウデモナイワヨ　　ソウデナイ

　　ソダッテ　　ソーソナデモナイワヨ　（出典略）

　2　国樹語一述語

　「ダイタイ　ソウネ」　（3（3）一12－9）

　「ソウネ，タシカニ」　（22－25－19）

　「ソウカシラ，キット」　（3【3，一24－3）

　注　資料には，否定の例はあらわれなかった0

　3　主語（・・）一述語

　「ソウラシイワネ，アレハネ」　（22－12－14）

　「ボクモ　ソウナソダ」　（22－2－10）

　「ワタシモ　ソウダナ」　（3〔3｝一16一一3）

　「ソレハ　ソウナソデスガネ」　（5－1一・3）

　注　資料に．は，否定の例はあらわれなかった。

　4　主語一一用修二一述語

　「アホウッテ　イウノ　ホソトニ　ソウネ」〈阿呆って　いうの　ほんとに　そうね〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（22－29－4）

　注　資料には，否定の例はあらわれなかったQ

正．その他の類型によるもの

　1　述語

　「ソノ　トオリ＿1　（5－9－3）

　「ソノクライ」　（16－11－18）

　「ホン！トネ」　　（3｛3，一13－6）

　「シラナイ」　（22－17－20）

　「チガウ」　（3（3｝一1－10）

　「チガウワヨ」　（3t3）一9－9）

　「チガイマシタ」　（5－6－4）

　「チガウソデスヶド」　（12－4－16）

　「シ■ウチイタシマシタ」〈承知いたしました〉　（27－2－24）

　注　「ホソト」「チガウ」「シラナイ」（および後出「ダメ」）などは，その意味として，
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　　肯：否の岱答をあらわすもので，すでに，慣絹として，「ソウダ」「ソウデハナイ」な

　　どに準ずると認められる。しかし一方，これらは，形式は同じでも，判叙表現とし

　　て用いられるばあいもあることは，指示詞を含む形式よりも著しいであろう。その

　　区別は，前後の意味関係によって認定するよりほかほない。

　2　用修語一述語

　　「ソノクライデモ　アリマスネ」　（5－10－24）

　　「ソソナ　ナラナイワヨ」　（3（3，一・17－3）

　3　主語（ガ・ハ）一述語

　　「カソケイ　アリマス」　（5－4－9）

　　「ソウイウ　パアイモ　アルデショウネ」　（5－14－16）

　　「ソレハ　チガイマス」　（5－4－13）

　　「ソソナ　コトハ　ナイデシaウケドモネ」　（12－11－17）

　注　前詑2の例交「ソノクライデモ　アリvスネ」および，これら「カソケイ　アリ

　　Vス」「ソウイウ　バアイモ　アルデショウネ」「ソソナ　コトハ　ナイデショウケ

　　ドモネ」に見られる類型は，「指示詞を含む修飾語　（または主語）“形式用言『ア

　　ル。ナイ』を含む述語」である。

　4　主語（ハ）一主語一述語

　　「ソソナコト　カソケイ　アリマセソ」　（5－14－14）

　　「セイジ　カソケイ　アリマセソ」〈政治　関係　ありません〉　（5－8－1）

　　「ソレバ　　カソケイ　　アリマセン」　（5－13－3）

　　「ソレモ　　カソヶイ　アリマセソ」　（5－6－18）

　注　資料には，肯定の例はあらわれなかった。

　　これらの「カソケイ　アジマセソ」は，慣用として，　Fチガウ」の類に準ずる応鰺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　蓑現と認めた。

　5　主語一頃修語一述語

　　「アタシハ　ダメヨ，ゼソゼソ」（3c3｝一6－1）

　注　資料には，肯定の例にあらわれなかった。

　〈まとめ〉

（1）未分化的な表現として，「声的受け」と「応答詞」とがある。

（2）やや分化した表現は文的類型をもち，　1．指示詞を述語文節に含むもの，

　しその他の類型によるもの，がある。

（3）上記の1．の類の文の主語は，「ハ」「モ」をとることが多く，また，馬添

　詞・代名詞を含むことが多い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　322



（4）上記のll．の類の文は，形式としては，判叙表現と同じである。

⑤　岡上H．の類の文の主語は，「ソレ」「ソノ～」「ソウイウ～」「ソソナ～」

　など，「ソ」系の指示詞を含むことが多い。

（6）「声帯受け」を除いて，他の形式のものには，肯定・否定の別がある。

　〈例文の数〉

4。1　未分化的な表i現 No，3

翫5恥12｛　　　　　　No．16　　1　1
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注1．未分化的な表現とやや分化した表現とは，連続してあらわれることも多い。た

　とえぽ，「ユー　ソウデス」「ソウデス，エー」「ハイ　ソウデス，　＝一」のように。

注2。述語が同じ形式で繰り返されてあらわれることもある。たとえば，「ソウ　ソウ

　ソウ」rソウデス，ソウデス」のように。
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＜この表現の典型＞

　4・1〈応答詞の〉独立語

4・2　（主語（．、））一（用修語）一〈飼藤答を表わす形式の〉述語

5　各表現の典型一覧

　1　詠嘆表現の典型

　　1・1　〈感動詞の〉独立語

　　1・2　（主語（ハ））一一（用修語）一〈形容（動）詞の〉述語

　2　判叙表現の典型

　　2・1．（主語（ガ・ハ））一（用修語）一述語

　　2・2　（主語（ガ・ハ））一（用修語）一述語かカナ．カシラ

　3　要求表現の典型

　　3・1　（主語（ガ．ハ））一（選分語）一述語恥チ・ダ蒔・デ・；　．s。ジャナイ（ノ功）

　　3・2　（主語（ガ．ハ））一（用修語）一述語（動

　　3・3　（主語（ハ））一（用修語）一〈判定要求の形式の〉述語，一（独立語，）

　　　　　　　一（用修語）一〈判定要求の形式の〉述語

　　3・4　（主語（ハ））一（用修語）一〈不定詞を含む〉述語（秀）

　　　　　（主語（ハ）一（用修語）一〈不定詞を含む〉学修語一述語（ヨ）

　　　　〈不定詞を含む〉主語（ガ）一（用修語）一述語（S）

　　　　〈不定率を含む〉主語（ガ）一（用修語）一〈不定詞を含む〉用修語一

　　　　　　　述語（あ

1：：｝（主語（か・・）一（用修語　す形式の〉述語）一くすすめ．希求噸轍鞍わ

　4　応笛表現の典型

　　4・1　〈応答詞の〉独立語

　　4・2　（主語（ハ））一（用修語）一〈応答を表わす形式の〉述語
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おわりに一反省一

　報告書の記述を終えて，山霧されることを書きとめておくことにする。

　ユ．　この研究は文法論的考察を土台とすべき仕事で，一応，そういう順序を

：取って進めたが，これtこ富豪を費やすことが大きく，使った時間のわりに，成

果が少ないという印象を，報告書の上では，防ぎえないかもしれない。そこか

らlil発すべぎところが，結果となっているという観をなしているところもあろ

う。むしろ，考察の過程をより積極的に記述する方が，有意義であったかとの

反省ももたれる。　　　　　　　　　　　　　　「

　しかし，なお，文法論的考察が十分に尽くされたとは言えない。なお未熟に

とどまり，それが文の認定を中途半端な処置に終らせたり，構文の分析・整理

において，基礎的問題の解決に不十分のうらみを残したりした点のあることが

反省される。すなわち，文の認定はもっと技術的操作に徹する方がよかったか

とも思われるが，そのためには，文法論的考察を尽くした上で，そこから技術

的操作のしかたをきめることが望ましい。どちらも不十分であったと思われる。

構文については，後述する。

　2．文法は一般に音声要素を捨象して考えられているが，われわれは，一般

的な考え方の一部を改めて，文法研究にも音声要素を参与させるべきだと考え

て，まずイントネーションを取り上げた。しかし，音声要素の参与しうる限界

というものについて，必ずしもはつぎりした見通しをもたずにとりかかって，

摸索的に作業を進めたところがあった。今になって，その限界もある程度おぼ

ろげに見えてきたようであるが，ここまでの仕事は十分に能率的ではなかった。

しかし，この点の考察は，なお進められなければならない。これは「話しこと

ばの：文法」の，基本的な問題の一つであると思われるからである。

　3．表現意図・構交・イントネーションの総合としての文型は，H標であっ

たが，一つの試みとしての，小規模な作業による簡単なものを示すにとどまっ

た。これは当初の計画によるものではない。一応，仕事のしめくくりをつけよ

うとして，この形を取ったが，・さらに総合的文型について詳しく明らかにする
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文型研究の発展が，今後に残されている。

　4．待遇表現は一応問題にしないことにしたが，特に詣しことばとしては，

この問題を無視することはできない。また，文法上，特に構文の問題としても

重要である。今後のこまかい調査を要する。

　年齢別・性鋼その他の諸要因のはたらきかたについて竜，岡様である。

　5．表現意図の複合は，原則として，認めなかった。しかし，部分的をこは複

合を認める必要の起ったところがある。この聞題もなお考察の必要がある。

　6．構文については，文法研究の現段階が，文型を明らかにするという立場

からは，基礎的な研究の積み重ねを必要とする段階であるので，全体的な把握

を目ざす作業セこは多くの困難を伴う。

　述語を「自動詞」　「他動詞1」　「他動詞2」　f形容詞・形容動詞」　「名詞」

「副詞」と分けたが，「自動詞」ど「他動詞1」とを一括し，「副詞」は「形

容詞・形容動詞」と合わせることも可能であろう。

　一次の部としての体言的修飾語・副詞的修飾語。述語の配列・組み合わせを

調べたが，基礎的に，まず，体言的修館語と述語との関係，副詞的修飾語と述

語との関係を十分に明らかにすべきであったろう。

　格の種別と識別にも問題がある。部の格，句の格を立てたが，対体言絡・乱

用書証などを立てることもできよう。「記しく咲く」「りっぱにやってのけた」

などを句と扱ったカミ，これらを副詞的修飾格と同等に取り扱う立場もあろう。

主格と扱うか，体雷的修飾格と扱うか，副詞的修飾格と扱うか，それらの間の

区別にも異論があろう。格助詞などを，構文の立場で，どの程度に細分すべき

か，これについては大体の考察にとどまり，細密な調査を行なうゆとりがなく，

詳しくはな：お今後に残された。

　部の交換の自由，不自由のことは，今後の研究の進展のための足がかりとし

て，大まかな線を示したにすぎない。

　7．　イントネーションについては，結論になお不安・迷いがないではない。

さらに今後，吟味を加えたい。

　イソトネーシ。ソに関する実験的調査は，準備が不足で，結果のまとめ方・

生かし方も不十分であった。実験の結果についての見通し，実験をどう役立て
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ようとするかの態度を十分はっきりさせずに取りかかった不用意が，反雀され

る。

　実験的調査についての不備は，イントネーションに関することだけでなく，

表現意図に応ずる発話の実験的調査においてもあった。

　なお，イントネーションとして把握した以外の音声要素，たとえば，プロミ

ネンス・模写・音象徴・節奏などといわれるものについての見解を，今後いっ

そうたしかにし，それとイントネーションとの関連をはっきりさせていくこと

が，イントネーションの把握のためにも，必要である。

　8．作業過程における技術上の問題で反省されることは多いが，特に取り上

げるべきことは，資料の文字化から，資料定本・決定カードの作成の過程にむ

だの多すぎたことである。これは，主として，録音資料の聞き取りのむずかし

さによるものであったが，聞き取りのむずかしさというまぬがれがたい一般的

な条件のもとで，今後はもう少し賢明な技術的処理のしかたを考えなければな

らない。

　以上，この研究の進行・結果をふりかえって当面の反省を述べたが，さらに

全体的lfこ，特に総合的：文型ということを目標とした新しい方法による研究であ

ったため，作業計画の見通しも当初において十分でなく，そのために作業が十

分能率的に進められなかったこと，また，共同研究としての進め方にも完全で

ない点のあったことなどが反省される。これらの経験も今後に生かしたい。

　なお，このほかさらに，根本的なことについて考えさせられるものがある。

　すなわち，われわれの当諭の目標である交感研究は，「話しことばの文法」の

研究というわれわれの大きな課題と，どのようにかかわりあうものであるか，

大きな課題への途上でどういう位置にあり，どういう役割を果たすものか。そ

の点の見通しをもっとはっきりさせることが，ぜひとも必要である。文型研究

の作業計画も方法も，それにもとづいてきめられるところが多いが，その点へ

の考察と準備がわれわれにおいては十分でなかったと反省せざるをえない。今

後さらに考えていかなければならないところであるG
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β本語表現法上の文末助詞「ノ（ノー一）」一交末の卓立音調

一　　国女学致　　翁答15号　　1956年

誤用一「ガ」を中心として一一一一　国語國：文　第25巻第1号

1956年

終助詞の機能　鼠語国文第26巻第7号1957年

国語「～は」「～が」と英語の表現英：文法研究第1巻

第10号　1958年

英米人のみた格助詞「は」　「が」　英交法研究　第2巻第

3号　 ＝L958壬1三

馬鐸「文末助詞」（：文末詞）の研究について　方君研究年

報第1巻1958年

文末助辞と質問の昇調　灘立國語研究所論集王　1959年

国語主格形式究明への問題点　共立女子短期大学部紀要

第3号　1959年
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（174）　金田一春彦

（175）　　石垣　　幸雄

（176）　楳塩　　実

（177）　楳壇　　実

（178）　楳垣　　実

（179）

（180）

（181）

（182）

〈183）

（184）

〈185）

（186）

（187）

（188）

（189）

（190）

闘中　章夫

阪倉　篤義

田中　健子

外目　映次

茂中　　進

大西　雅雄

豊田　　実

胆部　四郎

服部　四郎

服部　四郎

金田一春彦

渡辺　　実

日本語動詞のテンスとアスペクト　名古屋大学交学部研究

論集X文学4　1955年

現代日本語の受身　名古屋大学会報13（別冊）　エ958年

麟麹時」の考筋・劾訪歎灘F究第・綿

1号　1958年

麗姦胤の裁か劾訪歎法研究第・翻
5号　1958年

踏嚢「様態」と「緋鯛欺蘭究第・巻獅号

1958年

近代東京語命令表現の通時的考察　国語と国文学　第34巻

第5号　　1957f・ff・

上代の疑問表現から　国語国文　第27巻第11号1958年

疑問蓑現形式の史的変遷一会話交を中心として一　文学・

語学　第1号　1958年

質問表現における：文末助詞「ゾ」について　國語学第

31彗舜　　1958発三

三正表現における否定辞「な」をこついて照語学第32輯

1958年

視敷法踊三法蕪簾記念融集・9・・年

日英語比較音声学　英米女学語学講座　1944年

異体一書語単位と抽象的雷語単位　コトバ　復刊第2巻第

12号　　1949｛1三

文節とアクセント（1）（2）方需と民俗　第3・4号1949年

メンタリズムかメカニズムか？　三栄研究第19・20号

1951年

コトバの旋律　国語学　第5輯1951年

象徴辞と自立語一音と意味（1）一　国語国文　第21巻第8号
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（191）　渡辺　　実

（192）　土居光知ほか

（193）　　安倍　　　　勇

（194）　安倍　　勇

（195）拠上　　蒙

（196）　　月1上　　　　繋

（197）　　月i」二　　　薬

（198）　　安倍　　　　勇

（199）　MntL　Y．g’

（200）　大石初太郎

（201）　黒木総一郎

（202）　寄原　健吉

（203）　　吉t尺　　夢LL男

（2e4）　K．　L．　Pike

（205）　K．　L．　Pike

（206）　W．　Jassem

（207）　　浅里予　　　　信

（208）浅野

1952年

音と意味（序説）　・一蓑情衷現の破壊力と知的形式の抵抗力一

国語岡文　㌶23巻第11号　1954年

　オッシログラフによる日本語アクセントの研究　　H本

学＝1＝：院紀要　第12巻第1号　1954年

イントネーションの論理と心理　音声学会会報　第88号

1955臼：二

英語イントネーションの記述法　音声学会会報　第90号

1956年

昇降調の三種　音声学会会報　第92号　1956年

：文頭のイントネーション　園語学　第25輯　1956年

準アクセントについて　国語研究　第7聾1957壬F

日；本語とプロミネンス　音声学会会報第94号1957年

東京語の卓立強調の音調　躍語研究　第6号1957年

プロミネンスについて一東京語の観察にもとつく覚え需一

国立国語研究所論集1　1959年

聴覚の心理学　現代心理学大系151957年

発音の物理　コトバの科学6　1958年

ソナグラブによる音声研究について　翻語研究　第9母

1959・｛，F　・
　　　　　　〈補＞

IntonaSL：on　of　American　English　1943t－k一一

Tone　Languagthvs　！948’＝’i£

Intonation　of　Conversa’tional　English　195．P．fLp

交成立における根対性　国語研究第8号1958年

「日本文法学」の「：文」　国学院雑誌　第61巻第4号

1960年
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事項索引

1
2
3
4
“

あいさつ

この索引は，本書の中のおもな事項を五十音順に示したものである。

人名・交献名は省略した。

関連項羅は，2か所にわたって出ていることがある。

数宇は，ページ数を示す。

〔ア〕行

　～ことば

　わかれの～

摺手

アクセント

　～形式

＠型類

言いかえ

暑いさし

　～の蓑現

言いなおし

　～文を含む交

移行態

意志の表現

一次の部

　～の認定のしかた

一t ﾊ的表現

一般的表現意図

意騒

　～表翼

　～表現音調

　　　　　エ31

　　　　　工45

　　　　　131

　　　86，　87

　　　59，　253

　　　　　253

257e－259，　272

　　　　　80

　　　62，　63

　　　　　58

　　　　　40

　　　　　82

　　　　　94

　　　　　1e4

150一一154，　168

　　　　　152

　　　15N16

　　　　　15

58

　　　　　　　　44，　277，　278，　279，

　　　　　　280，　281，　282，　283，　284，

　　　　　　285，　286，　287，　288

　～表現成分　　　　　　　　　　44

　質問をあらわす～　　　　　　　　63

　表現者の～　　　　　　　　　　44

意味　　　　　　　　　　　　　　84

｛衣頼　　　　　　　　　　　　　　　　　　119，　121，　123

338

入子型構造　　　　　　　　　　　139

インテソシティ　　　　　　　　　250

イントネーション　7～8，20，250，327

　～記号　　　　　　　　　　　　268

　～5種　　　　　　　　　　　　260

　～素　　　　　　　　　　　　255

　～と表現意図とのからみ合い

　　　　　　　　　　　　　286n－288

～と「文型」との関係

～の型

～の実演林料

～の実験テキスト

～の実験的調査

～の種類別集計

～の取り扱い

詠嘆表現と結びついた～

応答蓑現と結びついた～

句末の～

質問的表現と結びついた～

判叙墨画と結びついた～

褒現意図と～との関係

文頭の～

交末形式と～との相関

文末の～

命令的表現と結びついた～

受け

受身

詠嘆表現

273”一274

　　　16

　　263

　　261

　　261

　　269

　　291
277N278

284”一285

　　250

280一一284

278一一一280

　　275

　　250

　　285

　　25e

283”一284

　　　65

　　　98

88，　89，　126，　292



　～と結びついたイントネーション

　　　　　　　　　　　　　277・～278
おツクス

X－questi◎n　　　　　　　　　　　　　69

エンファシス　　　　　　　　　　250

応答言司　　　　　　　　　　　　65，　66，　126，　320

　～丈　　　　　　　　　　　　　77

　感動詞や～の音調　　　　　　　260

　語的類型を持った～　　　　　　128

応答蓑現　　　　　　　　　　　　65，　66，　88，　89，

　　　　　　　　　　126，　127，　320

　～と結びついたイントネーション

　　　　　　　　　　　　　284～285

押さえの表境　　　　　　　　　65～66

音声婆素　　　42，　84，　85，　250，　325，　327

音調　　　　　　　　　　　　　　84

　～の型　　　　　　　　　　　57，251

章草表現～

感動詞や応答詞の～

しり上がりの～

しり下がり～

卓立表現～

附潴的～

附力舶毎卓立表現～

〔カ〕行

係り幼詞

可外生

　不～

絡

　～の種別と識胴

　～の認定

格助詞

確認

確認要求の蓑現

過去

可能

緩急

277，　291

　　260

　　251

　　254

　　279

　　277

　　278

145，　178，　202

　　　71，　75

　　　　　71

　　154一一168

　　　　　326

157，　162，　164

　　　　　211

　　　67，　68

　　109，　305

　　　　　99

　　　　　98

　　　　　252
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溝語動詞的な名詞

勧奨

感情

間投詞

　文頭の～

感動詞

　～交

　～や応答詞の音調

　語的類型を持つ～

　声的～

間投助詞

勧誘

慣用句

慣用的表現

完了

機繊による音声の分析

聞き取り

　　　　　254

　　　　　119

　　　　　60

　　　　　54

　　　　　65
65，　126，　292

　　　7Z　247

260，　272－273

　　　　　91

　　　90，　292

　　　　　145

　　　　　119

　　　　　151

　　　　　293

　　　　　93

　　　23’一24

　　　（聴覚）と機械的分析（物

理的分析結果）との対応関係

要求

　～の表現

基本文型

　文型と～

翠玉

疑問調

疑問兆候

　～の蓑現

強弱

強調

　～の型

共同作業

句

　　　　　　　264

119，　121，　122，　123

　　　　　　　103

　　　　　　　　19

　　　　　　28n一・19

　　　　　　　107

　　　　　　　115

～であるかどうか

～と句との開係

～の格

～の格かどうか問題になるもの

～連結

　　131
84，　252

　　　60

　　251

　　　64

144，　155

　　156

　　168

155，　15B

166

155



句末のイントネーション

くり返し

　～褒現としての交節または文節

　連結を含む交

　～表現の一つごとの文

形（「形容詞」の略）

形式

形容詞

　～・形容動詞文

形容動詞

　へ・と名詞

　～のついている連部

　～交

　名詞と～との問題

形容（動）詞

　～類による表現

灘・罫．二聡識
口tl　n趨、臣脳

暑語主体

現在

語

　～的蓑現

行為要求

　消極的～

　消極的～の蓑環

　積極的～

　積極的～の表境

後置

　～成分

遮蔽

高低

　～2段観

行動発話録音調査

肯定

肯否

　～の応答

　～要求

250

79

78

177

57

227”一238，　238

～を含む文的類型による表現

169

9
7
（
）
3
1

4
轟
’
4
7
G
》
9

1
9
阿
1
2

～
481

21，　54一一57，　86

91

87

1oo

55

68

122

119

　　125，　126

　　　　　122

　　　71n－75

　　　　　71

254，　257，　271

　　　　252

　　　　　253

　　　　　29
65，　129一一130

　　　　　65

　　　　209

340

：聲孝交　　　　　　　　　　　　　　　　　5～7，　2G，　137

　～観　　　　　　138～139，141～142

　～における対象　　　　　　 137～138

　～の型　　　16，57，137，138，139～

　　　　　140，　141，　143，　144，　15P．，，

　　　　　168，　176，　176A－248

　～の型（表）　　　　　　　　181～248

　～の型の示し方　　　　　　　　　29！

　～の姿　　　　　　　　　　　　142

　～の整理のしかた　　　　　　　　168

　主語が先行する～　　 188，191，205

　主語が体修語に先行する～　　　180，

　　　　　　　　192，　193，　2e6，　223，

　　　　　　　　226，　234，　243

　主語が醜渦中に先行する～

　　　　　　　　　　　222，　232，　242

　認修語が主語に先行する～

　　　　　　　　　　　　　232，　242

副修語が先行する～

醗修語が体修語に先行する～

　第1回の～小調査

　第2図の～小調査

声の質

語繊の倒錯

ことばの不足

コミュニケーシuソ

～の成立そのものに関する表翼

誤用文

孤立格

再生装置

作業

使役

自己確認

こサ〕行

　　188，　205

180，　184，　213

　　　　159

　　　　160

　　　　252

　　　　　38

　　　　　38

　　　58，　88

　　　　131

　　　　　77

155，　156，　176

8
0
◎
7
5

r
O
8
Q
り
6



指示語

指示謂

　～（＋文末助辞）

事爽の叙述

自然下降

実験的調査

　イントネーシgソの～

68．　79
　’
76，　320

　　128

92，　107

　　254

　　　　　　　　27n一．P．8；　261，　326

表現意図に応ずる発話の～　　23，28

　　　　　一一29，　122，　124，　125，　1．P．6

質問

　～形式

　～的形態

　～としk、う匡蟻ミ述

　～の昇調

　～の表現

　省略～交

質問的衷現

68，　107，　133

　　　　120

　　　　　68

　　　　　63

　　　　　63

　　　63，　69

　　　　　63

　　　　　88

　～と結びついたイントネーシaン

　　　　　　　　　　　　　280一一284

実例　　　　　　　　　　　　61

自動詞　　　　　　　　　　　　177

　～・他動詞の区別　　　　　　　　172

　～。他動詞を区溺　　　　　　　169

　～文

糊慣

　個人～

　益会～

終止

　あいまい腕曲な～

　接続助詞～

　特殊な～

修飾

　～機能の違い

　～語

　～成分

176，　181一一200，　200

　　　　　　　55

　　　　　　　　55

　55，　6i一一63，　7e，

　71，　77，　86，　87

　　　　　　　　63

　　　　　　　　62

　　　　　　　　62

　　　　　　　　76

144

70

71

341

　織～成分

　連周～格

終助詞

　～酌用法

　關投性～

　接続助詞由来の～終止交

主格

　～と態象格との区胴

主語

　～が先行する構交

　　　71

　　　71

296，　302

　　　56

　　　66

　　　77

72，　156

　　161
　　　　　　7e，　155，　173，　293一一・324

　　　　　　　　　　188，　191，　205

～が体修語に先行する構交　　　180，

　　　　　　　192，　193，　206，　223，

　　　　　　　226，　234，　243

～が融修語に先行する構交

　　　　　　　　　　222，　232，　242

　～が二つ以上ある場合

　～。体修語…の特徴を袈わして

　　いる辞

　～・体修語…を構成している中

　　心の詞の性質

主・述の関係

主題

　～たる主諮

述語　　　　61，

　～の詞性

　～並列的衷現の一つごとの：交

　～を欠く文

受容看

　一般的～

　個別的～

消極的行為要求（すすめ・精求。

　依頼など）の表現

笑声

情態捌詞

情緒

181

168

168

154

　　　　　　　　157，　173

　　　　　　　　　　169

　　63，　70，　71，　77，　155，

155，　181，　201，　209，　227，

238，　245，　293一一324，　326

　　　　　　　　143一一144

8
∩
◎
7
5
6

8
8
8
8
317

　90

，274

　60



昇調

　tv　1

　一一　2

　質問の～

　交末～

「象徴」

小調査

　第1回の構交～

　繁2画の構文～

省略

　～質問文

　～の表現

　～交

～文由来の憤用による完全な交

　述語～

　丈頭～

　文末～

助詞の誤発

助動詞

　問題になった～

しり下がり音調

資料

　～の取捨選別

　使思した～

推定の表現

数詞

すすめ

正位概

声的受け

声的感動詞

性男lj

　の表現

「節奏」

接続詞

接続助詞

　　　255一一J256，　270

　　　256・一257，　271

　　　　　　　　63

　　　　　　　　113

　　　　　　　　269

　　　　　　　　159

　　　　　　　　160

　　53，　58，　62，　76

　　　　　　63，　65

　　　　　　61n－65

61，　63，　64，　77，　238

　　　　　　　　79

　　　　　76

　　　　　76

　　　　　76

　　　　　38

295t－296，　302

　　　　　173

　　　　　254

　　21”一22

　　　290

　　　103

72，　73，　75

　119，　123

　　　　70

　127，　3．P．0

　90，　292

　　　326

積極的行為要求（いわゆる‘‘命令s’）

　　　　　　　　　　　　　　　　318

　　　　　　　　　　　　　　　　269

　　　　　　　　　　　　72，　74，　76．

　　　　　　　　　　　　　　　　55

342

　～藩冬」．ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、62

　～の終助詞的絹法　　　　　　　　56

　～由来の終助詞終止文　　　　　　77

説明要求　　　　　　　　　　　　　69

　～の衷現　　　　　　　　　115，313

選述要求　　　　　　　　　　　　　109

選択要求

　～表現文　　　　　　　　　　　81

　～の表現　　　　　　68～70，114，312

総合

　衷現意図。構文の型・イソトネーシ

　　ョンの型の～としての交型　 15，16

　～的交型

挿入

　～的提題文を含む

　～交を含む文

存続経験

存続

　　　　　　　〔タ〕行

待遇表現

体書

　～的対述修飾格

　～どめ

　～交節

体修格

体量語

8一一10，　325

　　　　67

　　　　80

　　　　80

　　　　94

　　　　94

　　326

　　302
156，　157

　　295

　　298
　　　　　　72，　157，　158，　173，　174

～が主語に先行する僧団　　180，192

　　　　　193，　193，　234，　234，　243

～が先行する構交　　　　　　　191

～ヵミ副修語に先行する構文

　　　　　　　　　　179，　184，　213

～の2つある構文　　　　　　　　179

主語・～……の構成している中

　心の詞の性質　　　　　　　　．168

切語・～・…”の特徴を表わして

　いる辞　　　　　　　　　　168



対述修飽・述の関係　　　　　154，155

対象語　　　　　　　　　　　　173

　～たる主語　　　　　　　　　　　169

　主格と～格との区：別　　　　　　　161

他1・｛包2　　　　　　　　　　　　　177

態の衷現　　　　　　　　　　　　93

対議単位　　　　　　　　　　　　69

卓：立二表現音調　　　　　279，　280，　282，　283，

　　　　　　　　284，　285，　286，　287

　縫寸力日自守～　　　　　　278，　280，　282，　283，

　　　　　　　　284，　285，　286，　287

他動詞

　r－1　169，　177
　一一・2　169，　177
　～÷タイ　　　　　　　　　　　　！64

　～十テアル　　　　　　　　　　164

　～一←レル●ラレノレ　　　　　　 168

　自動詞。～の区別　　　　　エ69，172

他動踊躍

　・vl　176，　201tv208，　208

　一一2　276，　209e－227，　227
単位部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　144，　145

単糸屯提示交　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78

断定のi表現　　　　　　　　　　　　101

断定の様相　　　　　　　　　92，107

遅速　　　　　　　　　　　　　　84

中絶　　　　　　　　　　　　　　38

中断交　　　　　　　　　　　　　77

調査

　イントネーションの実験的～　　261

　構文の小～　　　　　　　　159，16G

　発話の実験的～　　　　　　125，126

　表現意図に応ずる発話の実験的～

　　　　　　　　　　　　　120，　Z24

　～単位　　　　　　　　　　　　144．

緯距　　　　　　　　　　　　　　40

　～型　　　　　　　　　　　　　125

343

　～の表現

陳述

　質「毘という～

　～謝詞

つなぎことば

提示絡

提示の表現

提題文

　～を含む文

程麿捌詞

適当・許容の蓑環

典型

　盗表現の～一覧

伝聞

電話の応対

動詞

　～のついている連部

「ト」の嗣法

当然。義務の表現

倒麗

　～の表現

　～の潮

時の表現

独立格

独立語

独話

　～資料

　　　　　　　〔ナ〕行

「に」格

2段鋤く高低の）
　ねいろ

音色

年齢別

　　　　　　　〔ハ〕行

61，　77，　292，　301，

312，　320

　17，　21一一22，　30

1
7
n
O
5
5

6
7
6
7
4

～
，
1
1

8
0

【
0
7

ミ6

臥41

α
U
n
◎

ρ
0
6

1
～

　
6
6

のも

王
5
2

8
7
0

　
1
1

4
曲
（
◎
5

2
Q
》
5

3

8
7
つ
一

」
4
7
0

級
卜
1

7
7

41

9
6
8
2

7
7
9
7

　
1

買
り
　
，7
8

～
1
3

70

気03292

0

9
り
0

ハ
O
Q
U

22
～

21

4
8
4
ハ
0

7
6
8
2

1
9
一
　3



発音

　～に切れ旨がない　　　　　　59～60

　短く一気に～される　　　　　　　　59

発言爵　　　　　　　　15，　57，　66，　86，　93，　250

　～の意味　　　　　　　　　　　60

　～の実験酌調査

　～行動

　～資料

　～段落

話しことば

　～。書きことば

　～の交法

話し手

場颪

反切の表現

細叙表現

　　　125，　126

　　　　　　86

　　21一一22，　26

　　　　　250

　　　　　　57

　　　　1e～1王

　　　　11N12

　　　　86，　87

64，　76，　86，　87

　　　131，　133

87，　88，　92，　294

～と結びついた：イントネーション

　　　　　　　　　　　　278一一280

反唱の表現　　　　　　　　　　　　131

反俳文を食む文　　　　　　　　　　 82

判断

　～辞　　　　　　　　　　　64，65

　～への疑念　　　　　　　　　　　107

　～への疑念の蓑現　　　　　　　105

　～未確定　　　　　　　　　　　107

　～未確定の表現　　　　　　　　　1G5

　～未定の表現　　　88，107，108，302

判定要求の表現　　　　　　　112，309

ピッチレコーダー　　　　　　23，263

　～lcよる寵録隊i　　　　　　265～266

否定　　　　　　　　　　　　　130

蓑現意図　　　　　　4A－5，　．9．0，　57，　69’”一86

～とイソFネーーションとの関係

　　　　　　　　　　　　　　275

～とイントネーションとのから

　み合い　　　　　　　　　　　　　　　　286～288

～についての分類　　　　　　　290

344

　～の2類

　～の複合

　一般的ん

　悩別的～

蓑現者

　一般的～

　個別的～

表現の典型

頻発

部

　～の格

87

326

87

87

　　　　　　　　88

　　　　　　　　88

295，　3e5，　3e9，　311．

312，　317，　319，　324

　　　　　　　　97

　　　144，　144一一154

　　　　　154，　255

～の交換された形の構交

～の交換の自由・不自由

～の詞性

～の山回

～の順序が自由であるか隅定し

　ているか

　～の配列

　～連結

　附属的な～

ド付カロ自勺音言周

不可逆性

副1・講2。劉3・謝4

副詞

　～的文を含む交

　～交節

　～の第1類

　～の第2類

　～の第3類

　～的対述修飾格

　～文

　問題になった～

謝語格

副論語

151

326

170

151

168

　　　178－184

　　　　　155

　　　　　146

277，　279，　283，

284，　286，　287

　　　　　71

　　　　　177
72，　73，　293，　295一一296，　302

～が主語に先行する構文

　　　　　　　81

　　　　　　　298

　　　　　　　174

　　　　　　　175

　　　　　　　175

　　　　　　　157

　　245N247，　247

　　　　　　　172

　　　　157，　158

174，　176，　176，　177

　　　　232，　242



～が先行する構文　　　　　188，205

～が体修語に先行する構文

　　　　　　　　　　18e，　184，　213

　～第1類

　～鏡2類

　～繁3類

　～第4類

　～の順序

　～の分類

　先行する～

　晦を表わす～

謝助詞

不整

　～・誤用

　ことぽの～

　～表現

　～文

不定詞

　一般～

　数に関する～

　蕩綱的～

　連体詞的～

部内格

部内連結

部分提示の表現

フPtミ不ソス

文

176，　177

176，　177

176，　177

176，　177

　　178

　　169

　　178

　　179

　　170

　　　　　11

　　　　　21

　37t一一40，　64

　　　　　77
115，　32“

R’一317

　　　　116

　　　　117

　　　　118

　　　　118

　　155，　156

　　　　155

　　　　　67

　　250，　257

　　　　　15，　20，　43，　56，　5Z　77，

　　　　　83，　84，　85，　86，　250

～認定の基本問題　　　　　　　54

～の意義　　　　　　　　　　　60，87

～のカーle　　　　　　　　　　　45

～の規定　　　　　　　　56，64，7G

～の切り取り方　　　　　　　　　　36

～の緊張体系　　　　　　　　　　　139

～の組み合わせ　　　　　　　　　60

～の構成要素間㊧関係方式　　　154

～の構成要棄の配列　　　　　．　137

345

～の構造　　　　　　　　　　　58

～の成立条件　　　　　　　　　　61

～の選別　　　　　　　　　　　　　37

～の颪接的構成要素　　　　　　140

～の特徴　　　　　　　　　　59

～の認定　　　　　2～4，42，60，325

～蓑現の形式　　　　　　　　　　88

～連結　　　　　　　　　　　155

強いなおし交を含む～　　　　　　　82

引用文を含む～　　　　　　　　　8！

詠嘆～　　　　　　　　　　　　89

応答講～　　　　　　　　　　　77

感動～　　　　　　　　　　　89

感動詞　　　　　　　　　　　77
疑鐸・ij～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89，　108

くり返し衷現の一一・・つごとの～　　　78

くり返し表現としての文簾また

　は文篤漣結を含む～　　　　　　79

誤用～　　　　　　　　　　　　77

質問～　　　　　　　　　　　　　108

述語を欠く～　　　　　　　　　63

述語並列的表現の一つごとの～　　78・

省田各～　　　　　　　　　　　　　　　　63，　77，　83

省略質問～　　　　　　　　　　　63

省略交由来の慣用による完全な～

　　　　　　　　　　　　　　　79

接続助詞由来の終助詞終止～

選択要求表現～

挿入丈を含む～

挿入的提示文を含む～

単純な～

単純提示～

中断～

提題文を含む～

倒齢～

反囑文を含む～

判断～

7
1
0
G
7
8
7
1
4
2
9

7
8
8
8
7
7
7
8
5
8
8



　不完全～

　副詞墜下を含む～

　不整～

　丈的要素を含む～

　補充表現としての完全な～

　命令～

交音調

文型

　～とは何か

　～と基本文型

　～研究

　雷語教育の方法としての～

　語の帰法に関する～

　総合的～の試み

　総合的～の立て方

　対話資料による～研究

53，　54，　62，　76，　82

　　81
77，　82

　　79

　　79
89，　le8

　　250

　　　　　　　　　　　42，　57，　86

　　　　　　　　　　　　　13”一15

　　　　　　　　　　　　　18’h－19

　　　　　　　　　　　　　12N18

　　　　　　　　　　　　　14一一15

　　　　　　　　　　　　　13”v14

　　　　　　　　　　　　　　　291

　　　　　　　　　　　　289一一324

　　　　　　　　　　　　　16－v18

表現の種々の場合における～　13～14

　文の構造に関する～

　文法論としての～

文頭

　～のイントネーション．

　～の間投詞

交内成分（提示）

文法

　～体系

　規範～

文法論的考察

交末

13一一14

14・一15

67，　68

　250

　　65

　155

ハ
0
3

P
D
5
523

45

～形式とイントネーションとの

　相関　　　　　　　　　　　　285

～最後部　　　　　　　　　　　93

～述語　　　　　　　　　　　　　ユ43，　155，　168

～述語（の調）　　　　　　　　　142

～述諮と直接に関係を結んでい

　る部　　　　　　　　　　　　150

～述語とは1孤立的関係にある　　150

～助詞　　　　　　　　　　　　181

346．

～部

～のイントネーション

指示詞（十～助辞）

表現意図に応ずる交表現の～部

　分

文脈

並立対等の関係

Fへ」格

平調

変化

ポーズ

放任

補充

　～の表現

　～表現としての完全な交

補足の表現

　　　　　　　〔マ〕行

ま

間

未分イヒ白勺表現

未来

名詞

　～と形容動詞との問題

　聞題になった～

名詞文

命令

命令的表現

14．P．

250

128

　　　　　89

　　　64，　76

154，　155，　155

　　　　　174

252’一255，　270

　　　　　95

　　　84，　253

　　　　　122

　　　　　54

　　　　　75

　　　　　79

　　　79，　80

～と結びついたイソトネーーシ

面接録音調査

交互化

「模写」

もてあまし

問題点のまとめ

　　　　　　　〔ヤ〕行

やや分化した表現

　　　　　7工

88，　292，　32e

　　　　　98

　　　　　238

　　　　　170

　　　　　171

238n－245，　245

　　　　　119

　　　　　109

　　ヨソ

　　283一一284

　　　28一一29

　　　58，　84

　　　　　269

　　　　　97

　　　　　77

88，　293，　320



融含形
よう

様の表現

要求表現

絹言

　～丈簾

　～省略

　悶題になった～

用修格

用修語

呼び掛け

4段観（高低の）

　　　　　147

　　　　　97

88，　108，　305

295t－296，　302

　　　　　299

　　　　　245

　　　　　172

　　　　　72

　　293”一324

　　　　　131

　　　　　253

　　　　　　　〔ラ〕行

例示　　　　　　　　　　　　　　　94

例示経験　　　　　　　　　　　　97

レシーバー　　　　　　　　　　　　58

連体修飾・被修飾の関係　　　　　155

連喪i～　　　　　　　　　　　　　　　　　＝L45～150，　146

　～としたものの一部　　　　　　147

　形容詞のついている～　　　248～149

　動詞のついている～　　　　147～148

連文節　　　　　　　　　　　　　139

連用修飾。被修飾の関係　　　　　　155

録音　　　　　　　　　　　　58，63

　～機械　　　　　　　　　　　　58

　～資料の文字化　　　　　　　35～36

　～テープ　　　　　　　　　　　　　44

　　　　　　　〔ワ〕行

話線の混濡　　　　　　　　　　38

話線のそれ　　　　　　　　　　38

話頭　　　　　　　　　　　　　　　66

　～の聞投語　　　　　　　　　　65

rを」格　　　　　　　　　　　　174

　　　　　　　〈記号類〉

○「文の認定」に関するもの

　l　　　l線　　　　　　　　　　　　　　　　　　45～53

　／　／ue　45”一53，　56
　　　　線　　　　　　　　　　45～53，　56，　57

　■H＿．．．．．．．。線　　　　　　　　　　　　　　45～53，　56

　AEP　45一一53，　57
　－re　EP　45－v53，　58N77
　☆印　　　　　　　　　　72，75

0「構文」に関するもの

　労　a，b，cなど　　1，2，3など

　　（1），（2＞，（3）など　　i，ii，　i銭など

　　（i），（ii），（iii）など　　 （　）

　　〈〉　～　　　　　　　　177

　pt　＃＝ansu±　“．”．　pm

　．　　　O　　　A　178
0「イソトネーシuソ」に関するもの

　一　　　一「　　　　　　　　　　　268

　／　255，　268
　A　256，　268
　×．　257，　268

347



一国立国語研究所刊行書一一

濁立国語研究所報告1

国立国語研究所報告2

闘立闘語研究所報告3

国立国語研究所報管4

国立國語研究所報借5

国立国語研究所報告6

園立覆塾語研究解報告7

国立国語研究所報告8

照立岡語研究所報告9

国立国語研究所報告10

国立岡語研究所報皆黛

国立照語研究所報告12

国立国語研究所報告13

国立国語研究所報告14

国立鼠語研究所報膏15

圏立隆語研究所報密16

国立圏語研究所報告17

国立国語研究所資料集1

国立国語研究所資料集2

国立圏語研究所資料集3

闘立騒語研究所資料集4

八丈島の言語調査
言　語　生　活　の　実
　　一白河毒および付近の農村1こおける一

現代語の助詞・助動詞　　　　一用濠　と　実例一

婦人雑誌の用語　　　～現代語の語彙調査一

地域社会の雷語生　　　　一鶴岡にお｝ナる実態謁査一一

少　　　年　　　と　　新　　　聞
　一小学生・中学生の新闘への接近と理解一

入門期の言語能力
談　　話　　語　　の　　実　　態

読みの実験的研究　一音読にあらわれた読みあやまりの分析一

低学年の読み
敬　語　　と　敬　語　意

総合雑誌の用語（前　　一現代語の語彙調査一

総合雑誌の周語（後　　一現代語の語彙調査一一

中学年の読み
明治初期の新
日　本方書

高学年の読み

態（秀英田版刊￥　3ee．　oo）

活（秀英出版刊￥　6eo．oo）

　　　書ぎ能力
　　　　　　　　識

　　　　　　　編）

　　　　　　　編）

　　　書き能力
　　　鰻の用語
の記述的研究傑治銘酵認）

　　　書き能力

　　　　　　　　　　　国語関係刊行書欝（昭和17～24年）

　　　　　　　　　　　語　　　　彙　　　　調　　　　査
　　　　　　　　　　　　　　一現代新闘朋藷の一例一

　　　　　　　　　　　送り仮名法資料集
　　　　　　　　　　　賜治以降国語学閾係刊行書目俸匁罐認）

国立園語研究所論集1　　こ　　　と　　　ば　　　の　　　研　　究

　　　　　　　　　　高　　校　　生　　と　　新腎楽鷺騰翼共著

畠欝購霧共著

国立閣語研究所編

国立国語研究所織

国立国語研究所編

囲立国議研究所編

圏立囲語研究所編

国立濁語研究所編

　　　　　　　　　　　　　　　　欄（秀英繍版手II￥　280．00）

青年とマス・コミ・ニケーシ・ソ解難瀦）

国　語　年　鑑（聯29鞭）醗蔚瀦
国　語　年　鑑（昭和3・年版）（欝翻
国　語　年　鑑（昭和31年版）（鯉翻
国　語　年　鑑（昭和32年版）（奮英1翻

国　語　年　鑑（昭和33年版）（奮楼翻
園　　　語　　　年　　　鑑（昭廊34年版）　（妻英嵩奮認



1
2
3
4
5
6
ク
8
9
玲

報
報
報
報
報
報
報
報
報
報

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

所
所
所
所
所
所
所
所
所
所

究
究
究
究
究
究
究
究
究
究

研
研
研
研
研
研
研
研
研
研

語
語
語
語
語
語
語
語
語
語

国
国
国
国
国
国
國
国
国
国

立
立
立
立
立
立
立
立
立
立

国
国
国
顯
国
国
国
国
国
国

昭和24年度
昭和25年度
昭和26年度
昭和27年度
昭和28年度
昭和29年度
昭瀦30年度
昭和31年度
「i歪i　和　32　益i三　度

昭和33年度

昭和35年3月

　国立国語研究所

東京都千代田引攣田一ツ橋1－1

電話九段（331）代表4295

舗ぷ495．　6；415
S15

UDC
NDC



　　　　　　　　　　　　　　　A　RESEARCH

　　　　　FOR　MAKING　SENTENCE　PATTERNS

　　　　　　　　　IN　COLLOQUIAL　JAPANESE

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　　　　　　　　　（On　Materials　in　Conversation）

Introduction

I　Outline　of　Research

　　　　　Outline　一一　Purpose　一一　Method　一一　Administration　一一

　　　　　Materials

H　Funda血ental　Studies

　　　　　Definition　of　a　Sentence　一一　Sentence　Moods　一一

　　　　　Syntax　一一　1ntonation

fl　“Synthetic　Sentence　Patterns”

　　　　　Method　一一　Trial　（List　of　Patterns）

For　Further　Research

Bibliography

血dex

　　　　　THE　NATIONAL　LANGUAGE　RESEARCH　INSTITU　rlll

　　　　　　　　　KANDA－HITO　rUBASI．　TTYODA，　roKYO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1960


